
 

 
 

 

 

 

 

令和３年度 
 

福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式 
 

報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 
 

公益財団法人テクノエイド協会 

  



 

 
 



目 次 

Ⅰ．本編 ................................................................................................................1 

１．介護ロボット地域フォーラムの開催 ....................................................................... 1 
２．介護ロボット全国フォーラムの開催 ....................................................................... 4 
３．介護ロボットメーカー連絡会議の実施 .................................................................... 7 
４．介護ロボット活用ミーティングの実施 .................................................................... 9 
５．介護現場のニーズをふまえた介護機器の開発に係る取組 .......................................12 
６．介護ロボットのプラットフォーム事業における実証フィールドの整備 .................23 
７．介護ロボットの試用貸出リストの作成 ...................................................................29 
８．介護ロボットの開発・導入に係る助成制度の調査 .................................................30 
９．介護ロボット導入支援事業の実態調査 ...................................................................34 
１０．介護ロボットの選定に資する表示項目の周知・活用 ..........................................56 
１１．介護機器の安全利用に関する整理 ......................................................................63 
１２．介護現場・開発企業、行政、マスコミ、海外等からの照会受付・情報発信 .......77 

Ⅱ．資料編 ........................................................................................................ 81 

１．介護ロボット地域フォーラム 募集要項 ...............................................................81 
２．介護ロボット地域フォーラム アンケート結果 .....................................................93 
３．介護ロボット全国フォーラム パンフレット ...................................................... 145 
４．介護ロボット等モニター調査事業等 募集要項 ................................................... 157 
５．介護ロボットの試用貸出リスト ........................................................................... 190 
６．介護機器の開発・導入に係る助成制度 調査結果 ............................................... 396 
７．介護ロボット導入支援事業等の実施状況調査 調査票 ........................................ 504 



 

 
 

 



 

 
 

Ⅰ．本編 
１．介護ロボット地域フォーラムの開催 
（１）目的 
 日本の高齢化は世界に例を見ない速度で進行しており、介護ニーズが多様化する中、

介護人材の確保は喫緊の課題であり、介護職員の負担軽減や介護現場の生産性向上、さ

らには質の高いサービスを効率的に提供するため、介護現場へのテクノロジーの導入が

進められている。 

こうした中、厚生労働省では「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事

業」を実施しているところであるが、本事業では、介護ロボットのプラットフォーム事

業の相談窓口（地域拠点）が無い都府県において、介護ロボット地域フォーラムを開催

し、介護ロボットの体験展示や試用貸出の受付等を行う機関（以下「協力機関」）を募集

した。 

地域において、介護ロボットの普及啓発を行い、もって介護ロボットの適切かつ効果

的な導入・利活用に資することを目的とした。 

 

〇介護ロボットのプラットフォーム事業の相談窓口（地域拠点）が無い都府県 

 

・宮城県 ・秋田県 ・山形県 ・福島県 ・茨城県 ・栃木県  ・群馬県 

  ・千葉県 ・東京都 ・石川県 ・福井県 ・山梨県 ・長野県  ・岐阜県 

  ・静岡県 ・三重県 ・滋賀県 ・京都府 ・奈良県 ・和歌山県 ・鳥取県 

  ・島根県 ・岡山県 ・山口県 ・香川県 ・愛媛県 ・高知県  ・佐賀県 

  ・長崎県 ・熊本県 ・大分県 ・宮崎県 ・沖縄県 

   

（２）対象とするロボットの範囲 
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（３）協力機関 
令和３年５月２４日～６月２５日までの期間、募集を行い、１０ヵ所から応募があり

審査の結果、下記の８ヵ所に選定した。 

※沖縄県は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、オンラインにて実施。 

 
（４）各協力機関の実施概要 
 ① 栃木県（来場者：１４７名） 
  【内容】 
   ・機器体験展示（２８機器） 
   ・シンポジウム 
   ・とちぎ福祉プラザモデルルーム企画展「介護ロボット」 
    （令和３年１２月２３日～令和４年１月１４日、１７機器） 
 ② 茨城県（来場者：１回目４０名、２回目２８名） 
  【内容】 
   ・機器体験展示（１６機器） 

・シンポジウム 
   ・試用貸出相談受付（２件） 
   ・オンライン配信 
 ③ 石川県（来場者：１１２名、Ｗｅｂ参加者：８６名） 
  【内容】 

  ・機器展示（１３機器） 
   ・シンポジウム 
   ・オンライン配信 
 ④ 静岡県（来場者：３２名） 

令和3年度　介護ロボット地域フォーラム　協力機関

No 開催地 開催時期 機関名

1 栃木県 12月22日（水）
特定非営利活動法人
とちぎノーマライゼーション研究会

2 茨城県
10月25日（月）
2月4日（金）

茨城県福祉介護事業協同組合

3 石川県 1月26日（水）
一般社団法人日本福祉用具供給協会
石川県ブロック

4 静岡県 1月20日（木） （公財）介護労働安定センター静岡支部

5 長崎県 11月15日（月） 公益財団法人ながさき地域政策研究所

6 山口県 1月26日（水） 社会福祉法人暁会

7 佐賀県 10月17日（日） 佐賀県在宅生活サポートセンター

8 沖縄県 2月21日（月）～23日（水） 一般社団法人沖縄県作業療法士会
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  【内容】 
   ・機器体験展示（１８機器） 
   ・シンポジウム 
 ⑤ 長崎県（来場者：２１４名） 
  【内容】 
   ・機器体験展示（１７機器） 
   ・シンポジウム 
 ⑥ 山口県（来場者：４８名） 
  【内容】 
   ・企業プレゼンテーション（１９機器） 
   ・シンポジウム 
   ・オンライン配信 
 ⑦ 佐賀県（来場者：１１３名、Ｗｅｂ参加者２１名） 
  【内容】 
   ・機器体験展示（２０機器） 
   ・シンポジウム 
   ・介護講座 
   ・自助具作成体験、福祉用具謎解きイベント 
   ・住宅相談 
   ・オンライン配信 
 ⑧ 沖縄県（Ｗｅｂ参加者：２７８名） 
   ※オンライン開催 
  【内容】 
   ・機器紹介（１３機器） 
   ・シンポジウム 
   ・トークセッション 
 ※アンケート結果については、資料編２を参照のこと。 

 
（５）開催の様子 
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２．介護ロボット全国フォーラムの開催 
（１）趣旨 

厚生労働省と経済産業省が連携して行う介護ロボットに係る各種事業の進捗報告を行

い、さらには開発・普及に向けた先駆的な取組事例の紹介等を行うことを目的として開

催した。 

 
 【主な対象者】 

● 高齢者や障害者の在宅及び施設サービスに従事する方 
● 地域で普及を目指す行政の方 
● 介護ロボット分野への新規参入または開発検討中の企業・研究機関の方 
● その他、介護ロボットに興味のある福祉関係者 等 

  
（２）開催結果 
 ① 日 時：令和４年１月２６日（水）１３：００～１６：１０ 

 ② 方 法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 
   ※新型コロナウイルスの感染拡大により、会場開催は中止とし、シンポジウムのオ

ンライン配信のみ実施した。 
 ③ Ｗｅｂ参加者：５２３名（事前登録者） 
 

（３）プログラム 
行行政政報報告告  

〇〇厚厚生生労労働働省省ににおおけけるる介介護護テテククノノロロジジーー関関連連政政策策ににつついいてて 

厚生労働省 老健局 高齢者支援課 課長 須藤 明彦 氏 

 

〇〇経経済済産産業業省省ににおおけけるる福福祉祉・・ロロボボッットト介介護護機機器器産産業業政政策策ににつついいてて 

経済産業省 商務・情報政策局 ヘルスケア産業課 医療・福祉機器産業室 

 室長補佐 岡崎 健一 氏 

 

成成果果報報告告  

〇〇福福祉祉用用具具・・介介護護ロロボボッットト実実用用化化支支援援事事業業のの実実施施ににつついいてて 

  公益財団法人テクノエイド協会 企画部 谷田 良平 

 

〇〇介介護護ロロボボッットトのの開開発発・・実実証証・・普普及及ののププララッットトフフォォーームムににつついいてて 

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所 

情報未来イノベーション本部 先端技術戦略ユニット 山内 勇輝 氏 
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基基調調報報告告  

介介護護のの質質とと生生産産性性をを向向上上すするる未未来来のの介介護護  

〇〇介介護護ロロボボッットト実実用用化化支支援援事事業業のの取取りり組組みみ 

スミリンケアライフ株式会社 ドマーニ神戸 ケアセンター センター長 

福本 順子 氏 

〇〇ココロロナナ禍禍ににおおいいてて  介介護護のの可可能能性性をを広広げげるるIIooTTシシスステテムムのの実実践践ににつついいてて 

     リハ・ハウス来夢 矢代 虎太郎 氏 

 

テテククノノロロジジーーのの活活用用をを提提案案すするる  

〇〇介介護護現現場場かからら見見たた見見守守りりセセンンササーーのの活活用用法法 

 株式会社ツカモトコーポレーション 小林 孝路 氏 

〇〇排排泄泄検検知知シシスステテムムのの開開発発とと介介護護施施設設ででののモモニニタターー調調査査結結果果  

    新東工業株式会社 開発本部開発グループ 鈴木 誉久 氏 

 

※上記報告の詳細な資料は下記ページから取得可能。 
http://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab40_detial 

 
（４）展示を予定していた機器 

 会場開催では、以下の３６社４０機器の展示を予定していたが、新型コロナウイルス

の感染拡大を受け会場開催を中止したため、機器情報および問合せ先を掲載したパンフ

レットを作成した。 
  
【出展を予定していた機器】 
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【パンフレット】※詳細は資料編３を参照のこと。 
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３．介護ロボットメーカー連絡会議の実施 
（１）趣旨 
 日本の高齢化は世界に例を見ない速度で進行しており、生産年齢人口が減少し、介護

ニーズが増大していく中、介護人材の確保は喫緊の課題であり、介護職員の負担軽減や

介護現場の生産性向上を図り、さらには質の高いサービスを効率的に提供するため、介

護現場へのテクノロジーの導入は不可欠となっている。 
 現在、福祉用具・介護ロボットの介護現場における利用は、様々な分野で、様々な主

体により取り組まれており、今後さらに活用を推進するためには、介護現場のニーズを

踏まえた開発、介護現場への周知・体験機会の創出、機器を活用した介護技術・業務改

善方法の構築等、開発・導入・普及・活用それぞれのフェーズで時宜を得た取組を実施

していくことが重要である。 
 また、厚生労働省では、令和２年度に「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフ

ォーム事業」を創設し、介護ロボットの開発から普及までの一連の流れを加速化するた

め、地域における開発から活用までの相談窓口（地域拠点）を設置するとともに、介護

ロボットの製品化にあたっての評価・効果検証を実施するリビングラボのネットワーク

を形成し、さらに実証フィールドを整備し、介護ロボットの開発・実証・普及のプラッ

トフォームを推進している。 
 こうした背景のもと、関係企業に対して行政の動向及び介護ロボットに関する最新の

取り組み状況等について周知するとともに、企業間等の情報共有や技術連携を通じて、

介護ロボット開発のための新たなイノベーションの創出につなげることを目的とした

「介護ロボットメーカー連絡会議（以下「本会議」）」を開催することとした。 
 

（２）本会議の呼びかけ等 
 本会議の開催にあたって以下の条件に適した関係各所に周知し、５８２ヵ所に参加を 

促した。 

 

○ 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業において、モニター調査やアドバイス支援事

業を行い、既に商品化した介護ロボット等のメーカー（商品化に向けて開発を継続し

ているメーカーを含む。） 

○ ロボット介護機器開発・標準化事業（以前の「ロボット介護機器開発・導入促進事業」

を含む。）において採択され、既に商品化したロボット介護機器のメーカー（商品化

に向けて開発を継続しているメーカーを含む。） 

○ 介護ロボット導入支援事業等において、採用された実績のある介護ロボットメーカー 

○ 次世代の福祉用具・介護ロボットの開発研究を行う者及び、この分野への新規参入や

技術応用を希望しており、技術シーズを有している企業や団体、研究機関等（ハイテ

クとローテクは問わないこととする。） 

※ 参加呼びかけにあたっては、これまでの参加名簿に基づくテクノエイド協会からの

周知に合わせ、経済産業省及び産業技術総合研究所、日本医療研究開発機構、日本ロ

ボット工業会、ロボット革命イニシアティブ協議会、日刊工業新聞等にも周知をお願

いする。 
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（３）開催結果 
① 日 時：令和３年６月２１日（月）１３：００～１６：４０ 

 ② 方 法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 
 ③ Ｗｅｂ参加者：３６７名（事前登録） 
 

（４）プログラム 
行行政政報報告告  
〇〇ロロボボッットトにに係係るる施施策策のの動動向向  

  厚生労働省老健局 高齢者支援課 介護ロボット開発・普及推進室 
室長補佐 山田 士朗 氏 

〇〇ロロボボッットトにに係係るる施施策策のの動動向向  
  経済産業省商務情報政策局 ヘルスケア産業課 医療・福祉機器産業室 

室長補佐 村川 拓也 氏 

情情報報提提供供  
〇〇福福祉祉用用具具・・介介護護ロロボボッットト実実用用化化支支援援事事業業ににつついいてて  
 ・介護現場のニーズをふまえた介護機器の開発に係る取組みについて 
  アドバイス支援及びモニター調査事業等の実施 
 ・介護ロボット地域フォーラムの開催について 
 ・都道府県における介護ロボットの開発・導入に係る助成事業について 
 ・介護ロボットの試用貸出リスト等について 
 ・その他令和３年度の主な事業の予定について 

公益財団法人テクノエイド協会 五島 清国 

〇〇介介護護ロロボボッットトのの開開発発・・実実証証・・普普及及ののププララッットトフフォォーームム事事業業ににつついいてて  
  株式会社 NTT データ経営研究所 足立 圭司 氏 

取取組組報報告告  
〇〇ププララッットトフフォォーームム事事業業ににおおけけるるリリビビンンググララボボのの役役割割  

  産業技術総合研究所 柏リビングラボ 松本 吉央 氏 

〇〇ププララッットトフフォォーームム事事業業ににおおけけるる相相談談窓窓口口のの役役割割  
  福祉カレッジ 富山県介護実習・普及センター 宮原 百合子 氏 

基基調調報報告告  介介護護ロロボボッットトのの開開発発・・普普及及のの最最前前線線  
〇〇ロロボボッットト介介護護機機器器のの導導入入・・利利用用ママニニュュアアルルのの作作成成ににつついいてて  

  大内病院認知症疾患医療センター 松井 敏史 氏 

〇〇介介護護現現場場改改革革促促進進等等事事業業  
  東京都福祉保健財団 原田 翔 氏 

〇〇IICCTT をを活活用用ししたた高高齢齢者者のの孤孤独独・・孤孤立立対対策策  

  株式会社チカク 石井 唯宏 氏 
 ※上記報告の詳細な資料は下記ページから取得可能。 
 http://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab24_detial 
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４．介護ロボット活用ミーティングの実施 
（１）趣旨 

少子高齢化の進行により、介護人材の不足が大きな課題となっている。 
令和３年７月、厚生労働省が公表した介護職員の必要数では、令和５年度までに約２

２万人の人材が不足すると推計しており、総合的な介護人材確保対策の一環として、介

護ロボット等の活用を掲げており、介護ロボットの導入支援や介護報酬による評価等を

積極的に推進しているところである。 
こうした背景のもと、当協会では、この度、介護ロボット等（介護機器や福祉用具を

含む。）の導入・活用に関する情報交換の場として、「介護ロボット活用ミーティング」

を開催することとした。 
本ミーティングでは、介護ロボット等の導入・利活用にあたっての工夫や課題を共有

化し、介護現場における介護ロボット等の効果的な活用を促し、楽しく・働きやすい職

場環境の構築を狙いとした。 
  
（２）発表者の募集 
  開催日ごとにテーマを設け、介護ロボット等の利用に伴う工夫や課題、アイデア等に

ついて発表を希望する介護施設等を募集し、応募のあった９施設から事例を紹介した。 
 

（３）本会の呼びかけ等 
福祉用具・介護ロボットの開発・実証フィールドとして当協会に情報を登録している

施設１,１５８か所へ案内するとともに、都道府県・政令市、介護施設系団体、マスコミ

などに広く周知をお願いした。 
 

（４）開催結果 

開催日 
令和３年１１月 

１５日 
（月） 

１６日 
（火） 

１７日 
（水） 

１８日 
（木） 

１９日 
（金） 

時 間 １３：００～１５：００ 

方 法 オンライン（Ｚｏｏｍ） 

参加者数 
（事前登録） １３１名 １０３名 ６１名 ５８名 ６４名 
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（５）内 容 
１１月１５日（月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月１６日（火） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月１７日（水） 
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１１月１８日（木） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月１９日（金） 
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５．介護現場のニーズをふまえた介護機器の開発に係る取組 
（１）目的 

本事業は、高齢者介護の現場において、真に必要とされる「福祉用具・介護ロボット

（以下「介護ロボット等」）」の実用化を促す環境を整備し、企業による製品化を促進す

ることを通じて、要介護者の自立支援や介護者の負担軽減を図ることを目的とした事業

である。 
今年度は、使用する側の「ニーズ」と開発する側の「シーズ」をマッチングする取り

組みとして、以下の３事業を行うこととした。 
 
① 介護現場と開発企業の意見交換実施事業 
② 試作機器へのアドバイス支援事業 
③ 介護ロボット等モニター調査事業 

 

 
（２）対象となる介護ロボット等 

以下の２要件をいずれも満たすものとした。 

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 
 心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器 

 高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器 

 高齢者の介護負担の軽減のための機器 

 介護職員の間接業務を軽減するための機器 
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◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する機器 

（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得ら

れた情報を解析し、③その結果に応じた動作を行う 

 技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の

機器では実現できなかった機能を有する機器 

 経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・標準化事業」や「ロボット介護機器開

発等推進事業（開発補助）」において採択された機器 

 
（３）事業内容 

① 介護現場と開発企業の意見交換実施事業 
 【概要】 
   開発コンセプトの段階（実機不要）や開発中（試作段階）の介護ロボット等につ

いて、介護施設等での自由な意見交換を行い、当該機器の課題や改良点及び、効果

的な活用方法等について話し合いを行うこととした。 
  

【募集対象者】 
 開発コンセプトの段階（実機不要）や開発中（試作段階）にある介護ロボット等

のメーカー 

 介護現場等での意見交換を通じて、開発機器のコンセプトの構築を図りたいメー

カー 

 構想あるいは試作機器について、現場のアドバイスをもらいたいメーカー 

  
【実施内容】 
 募集件数（先着順） 

１５件程度 

 実施時期 

令和３年６月２８日～（※実施期間：１日～２日程度 協力施設等と要相談） 

 費用の交付 

介護職員等との意見交換：アドバイス協力費として、５万円 

 新型コロナウイルス等感染症予防の対策 

原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議での実施も可とした。 

 
 【実施結果】 
   本事業は、令和３年６月２８日より公募を開始し全部で５企業（６機器）、１６案

件のマッチングを実施した。 
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【案件一覧】 
 機機器器名名称称  応応募募事事業業者者  協協力力機機関関  

テレビ電話機能付 

まごチャンネル 
（株）チカク 

社会福祉法人ケアネット 

特別養護老人ホーム陽だまり 

日本基準寝具株式会社 

社会福祉法人シルヴァーウィング 

戸山いつきの杜 

傾聴コミュニケーション 

ロボット 
新東工業（株） 

スミリンケアライフ株式会社 

ドマーニ神戸 

社会福祉法人悦生会 

特別養護老人ホームなごみの里 

小規模多機能ホームみんなの家かるがも 

受付対応ロボット 新東工業（株） 

株式会社櫻ブレイン 

グループホーム/小規模多機能ホーム樹 

社会福祉法人ウエル清光会 

特別養護老人ホーム美豊苑 

オンライン診療ロボ 
日立チャネル 

ソリューションズ（株） 

株式会社ｃｏｎｎｅｃｔ 

グループホームおおきな木 

社会福祉法人シルヴァーウィング 

特別養護老人ホーム新とみ 

社会福祉法人シルヴァーウィング 

戸山いつきの杜 

排泄動作支援ロボット リーフ（株） 

スミリンケアライフ株式会社 

ドマーニ神戸 

特別養護老人ホーム塩屋さくら苑 

社会福祉法人宣長康久会 

特別養護老人ホームささづ苑かすが 

入居型介護施設向け 

服薬支援装置 

リコーテクノロジーズ 

（株） 

介護老人保健施設 フルリールむかわ 

介護老人保健施設 寺田ガーデン 

※上記案件の詳細な実施概要については、別冊として作成した「福祉用具・介護ロボットの

開発と普及 ２０２１」の第２章を参照されたい。 
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② 試作機器へのアドバイス支援事業 
【概要】 

開発中にある介護ロボット等又は、上市して間もない（１年以内）介護ロボット

等について、福祉用具や高齢者に係わる専門職等が試用等を行い、専門的なアドバ

イスを行うことにより、適用対象者の想定を行うとともに、真に必要とされる機能

や性能の検討を行い、もって使用場面のニーズを的確に捉えた機器開発を促すこと

とする。 
 
【募集対象者】 
 開発中又は、上市して間もない（１年以内）介護ロボット等があり、改良点や効

果的な活用方法を検討したいメーカー 

 機器の対象者や適用範囲等を明確にしたいメーカー 

 
【実施内容】 
 募集件数（先着順） 

２０件程度 

 実施時期 

令和３年６月２８日～（※実施期間：１週間～１ヶ月 協力施設等と要相談） 

 費用の交付 

介護職員等との意見交換：アドバイス協力費として、８万円 

 新型コロナウイルス等感染症予防の対策 

原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議での実施も可とした。 

 
【実施結果】 

本事業は、令和３年６月２８日より公募を開始し全部で７企業（７機器）、２１案

件のマッチングを実施した。 
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【案件一覧】 
 機機器器名名称称  応応募募事事業業者者  協協力力機機関関  

Time Tapper （株）PRIDIST 

社会医療法人杏嶺会 尾西記念病院 

社会福祉法人シルヴァーウィング 

特別養護老人ホーム新とみ 

株式会社未来図 Labo 

デイサービス未来図 

差尺式移乗機器 

「TOPing（仮称）」の開発 
（有）京和工業 

株式会社未来図 Labo 

デイサービス未来図 

一般社団法人白新会 Natural being 

社会医療法人杏嶺会 尾西記念病院 

おむつモニター 

（排泄通知システム） 
（株）エフエージェイ 

介護老人保健施設エルダーランド 

特別養護老人ホーム塩屋さくら苑 

介護付き有料老人ホーム 

夕佳ゆめみがさき 

介護用 

“ベッドの上で入浴”機器 

ベッドの上で入浴企画（株）

  

社会福祉法人シルヴァーウィング 

特別養護老人ホーム新とみ 

社会福祉法人長寿村 大田翔裕園 

かわさきＪプロジェクト 

体圧分散寝衣 ネマキュア 
（株）フィッツ 

インターナショナル 

スミリンケアライフ株式会社 

ドマーニ神戸 

社会福祉法人なごや福祉施設協会 

特別養護老人ホームなごやかハウス 

滝ノ水 

医療法人和同会 

広島パークヒル病院 

マスク通気アタッチメント 

ＢＴ 

（株）パイロット 

コーポレーション 

（株）こだち デイサービス木まち 

evergreen SUPPORT OFFICE 

かわさきＪプロジェクト 

ミリ波装置による見守り 

サービス 
富士通（株） 

スミリンケアライフ株式会社 

ドマーニ神戸 

社会福祉法人弘陵福祉会 

特別養護老人ホーム六甲の館 

社会福祉法人ときわ会 

※上記案件の詳細な実施概要については、別冊として作成した「福祉用具・介護ロボットの

開発と普及 ２０２１」の第３章を参照されたい。 
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③ 介護ロボット等モニター調査事業 
【概要】 

開発中又は上市して間もない（１年以内）介護ロボット等について、介護現場に

おける使い勝手のチェックや介護ロボット等活用に係る具体的な課題やニーズの特

定等を行い、もって企業が当該機器を開発又は改良する上で有用となる情報を収集

するためのモニター調査を行う。また、モニター調査と合わせて実証試験を行うこ

とも可能とした。 
 

【募集対象者】 
 本モニター調査においては、テクノエイド協会が公募要項に示す枠組みに即した

モニター調査を行う企業等を対象とする。 

 効果的なモニター調査を推進する観点から、専門職等による助言・指導及び協力

施設等とのマッチングを希望する企業等を対象とする。 

 
【実施内容】 
 募集件数（先着順） 

１５件程度 

 実施期間 

１ヶ月～６ヶ月程度（協力施設等と要相談） 

 費用の交付 

モニター協力費として、１５万円（応募企業に対する費用は交付なし） 

 実施の留意点 

・モニター調査を希望する企業とモニター調査に協力していただける介護施設 

等とのマッチングを一つの目的とした。 

・モニター調査の内容はテクノエイド協会のホームページより、情報提供を行 

うため、それに同意することとした。 

・適切かつ効果的なモニター調査を推進する観点から、モニター調査の計画作 

成及び実施にあたって、テクノエイド協会が設置するモニター調査検討委員 

会から指導・助言を行うこととした。 

・モニター調査は利用者の同意を得て実施することとし、また、実証試験を行う

際には、倫理審査の実施を必須とした。 

 新型コロナウイルス等感染症予防の対策 

原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議での実施も可とした。 

 
【モニター調査検討委員会の設置】 

モニター調査案件の選考にあたっては、協会に設置するモニター調査検討委員会

の審議を経て決定することとした。 
検討委員の具体的な役割としては、モニター調査を行うことの妥当性等について、

事前確認を行うとともに、当該機器の開発者が介護施設等において、より効果的な

モニター調査が行えるよう、専門的な視点からアドバイスを行った。 
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【モニター調査検討委員 一覧】 

 
 
【モニター調査検討委員会の開催】 
 第１回モニター調査検討委員会 

・日時：令和３年８月１０日（火）１０：００～１７：００ 

・方法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 

・内容： 

   応募結果についての報告 

応募企業によるプレゼンテーション 

採択候補案件の決定及び、指導すべきポイントの確認 

 

（委員） （五十音順・敬称略）

氏　名 所　属　機　関

市川　　洌 　福祉技術研究所株式会社

鈴木　健太 　社会福祉法人　友愛十字会　特別養護老人ホーム　砧ホーム

鈴木　光久 　社会福祉法人　名古屋市総合リハビリテーション事業団

福辺　節子 　一般社団法人白新会　Natural being

古田　恒輔 　神戸学院大学　総合リハビリテーション学部

山内　　繁 　ＮＰＯ法人支援技術開発機構

渡邉　愼一 　社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター

◎委員長

（オブザーバー） （敬称略）

東　好宣 　厚生労働省　老健局　介護ロボット開発・普及推進室

山田　士朗 　厚生労働省　老健局　介護ロボット開発・普及推進室

長倉　寿子 　厚生労働省　老健局　介護ロボット開発・普及推進室

須賀　祐太 　厚生労働省　老健局　介護ロボット開発・普及推進室

舛井健一郎 　厚生労働省　老健局　介護ロボット開発・普及推進室

◎ 
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 第２回モニター調査検討委員会 

・日時：令和４年３月４日（金）９：００～１６：１０ 

・方法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 

・内容： 

   採択企業による成果報告 

今年度のモニター調査を振り返り、委員よりコメントを頂いた 

 

【実施結果】 

本事業は令和３年６月２８日～７月２８日まで募集を行い、１７企業（１８機器）

より応募があり、先述したモニター調査検討委員会を経て、１５企業（１６機器）を

採択した。 
開発・実証フィールドの登録施設に募集を行った結果、すべての案件でモニター

調査を実施することができた。 
 

※実施結果の概要については、別冊として作成した「福祉用具・介護ロボットの開発と普

及 ２０２１」の第４章を参照されたい。 
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【案件一覧】 

 機機器器名名称称  応応募募事事業業者者  協協力力機機関関  

【排泄支援】リリアムスポット２ （株）リリアム大塚 医療法人和光会 ファミリーケア島 

【その他】こいじゃる！ （株）ＡＫシステム 特別養護老人ホーム 利倉清豊苑 

【その他】ピタッとストッパー （株）ＡＫシステム 介護老人保健施設フルリールむかわ 

【見守り】骨格認識 AI による 

介護施設向け見守りシステム 
エコナビスタ（株） 

社会福祉法人和光会 

ファミリーコート加納 

【見守り】自動巡回、自動駆け 

付けロボット 
（株）テムザック 

社会福祉法人友愛十字会 

特別養護老人ホーム砧ホーム 

【見守り】アルゴスリープ 

介護用見守りセンサー 

（株）ツカモトコーポ

レーション 

社会福祉法人友愛十字会 

特別養護老人ホーム砧ホーム 

【その他】除菌バック 歯っぴー（株） 

社会福祉法人シルヴァーウィング 

特別養護老人ホーム 

みさよはうす富久 

【移乗支援】「移乗です」 （株）あかね福祉 特別養護老人ホーム うみべの家 

【入浴支援】シャワー温浴 

システム 切替弁タイプ 
積水ホームテクノ（株） evergreen SUPPORT OFFICE 

【見守り】見守りセンサー＋ 

介護記録システム 

エフ・アイ・ティー・ 

パシフィック（株） 

スミリンケアライフ株式会社 

ドマーニ神戸 

【入浴支援】ナノミストバス 

キャリータイプ 
（株）ＥＩＮＳ グループホーム いろり端水戸 

【介護業務支援】 

スマホシステム Sunrise Beach 

（株）ヨコハマシステ

ムズ 

介護付き有料老人ホーム 

夕佳ゆめみがさき 

【見守り】見守り介護ロボット  

「エンジェルアイ」 
（株）コンフォート 

社会福祉法人シルバーウィング 

戸山いつきの杜 

【見守り】見守り支援システム 

「眠り SCAN Viewer」機器連携 

ソリューション 

パラマウントベッド 

（株） 

社会福祉法人竹清会 

特別養護老人ホーム 美郷 

【その他】認知機能、上肢機能 

及びＡＤＬ維持向上を目的とし

たリハビリプログラム 

植物パズル療法 

（株）アトリエＰＯＳ

Ｙ 

介護付き有料老人ホーム 

夕佳ゆめみがさき 

【移動支援】歩行トレーニング 

ロボット 
パナソニック（株） 

スミリンケアライフ株式会社 

ドマーニ神戸 
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今回のモニター調査のねらい 

 

番号 開発機器名 今回のモニター調査のねらい 

１ リリアムスポット２ 

〇超音波を用いたトイレ誘導の効率化により、介護者

の負担軽減のみならず、利用者ご本人の排尿自立へつ

なげる 

２ こいじゃる！ 
〇リハビリ時間以外での「こいじゃる！」導入に関する

可能性を調査したい 

３ ピタッとストッパー 
〇ピタッとストッパーの導入効果、利用を通じての良

い点、改良点などについて調査したい 

４ 
骨格認識ＡＩによる介護施設向け 

見守りシステム 

〇見守り性能・機能性・導入・運用・ユーザービリティ

の確認 

５ 自動巡回、自動駆け付けロボット 

〇介護現場における現場のニーズを的確に捉えている

か？ 

〇夜間、介護スタッフ人数の少なくなる場面で、見守

り・定時巡回・駆け付けなどの業務の負担軽減につなが

るか？ 

６ 
アルゴスリープ 

介護用見守りセンサー 

〇どれだけ作業効率化が行われるか 

〇蓄積されたデータ(レポート)がどのように介護の現

場で活かせるのか、活かすためにはどのようなデータ

が必要なのか 

７ 除菌バック 
〇入れ歯の除菌での実証 

〇接触感染対策として調査や意見抽出 

８ 「移乗です」 

〇使用方法やカタログ及び使用動画を見て思ったイメ

ージ通りに「かんたん・らくちん」に使用する事が出来

たか？及び定着出来そうか？ 

９ 
シャワー温浴システム 

切替弁タイプ 

〇自宅の浴室で温まることができる 

〇介助者が浴槽出入りの介助をせずに済み、負担が軽

減される 

〇自分に近い位置から水栓の切替操作ができる 

１０ 
見守りセンサー 

＋介護記録システム 

〇サービスの質向上や介護業務の大幅改善 

〇職員定着、働き方改革など、経営改善への貢献 

〇介護ロボット・ICT 化を簡単に導入できるシステムと

しての可能性 

１１ ナノミストバス キャリータイプ 
〇入浴が困難な方に試用して欲しい 

〇介助する方の負担軽減となる入浴製品でありたい 

１２ スマホシステム Sunrise Beach 
〇サービスの質向上のためのコミュニケーションの手

法や事例を集める 

１３ 
見守り介護ロボット 

「エンジェルアイ」 

〇利便性・どの程度転倒事故を事前に防げるか・介護業

務の負荷軽減効果・声かけによる認知症進行防止効果・

スマートフォンを利用した介護効果 
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番号 開発機器名 今回のモニター調査のねらい 

１４ 
見守り支援システム「眠り SCAN  

Viewer」機器連携ソリューション 

〇見守り支援システムと他機器・システムが連携する

ことで、それぞれが単独で提供できる価値に加え、＋α

の価値を提供できるか 

１５ 

認知機能、上肢機能及び ADL 維持

向上を目的としたリハビリプログ

ラム植物パズル療法 

〇介護職員が行うための学習内容及び方法の評価検討 

〇アレンジキットの使用感と介護現場での利用継続の

有無 

〇作業ボードとシートの使用方法 

１６ 歩行トレーニングロボット 
〇日常運用に組み込む際の課題や、実際の利用におけ

る課題・ニーズの抽出 

 

※上記案件の詳細な実施概要については、別冊として作成した「福祉用具・介護ロボット の

開発と普及 ２０２１」の第４章を参照されたい。 
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６．介護ロボットのプラットフォーム事業における実証フィールドの整備 
（１）趣旨 
 テクノエイド協会では平成２５年より、「福祉用具・介護ロボットの開発実証環境を整

備するための事業」として、介護ロボット等の開発実証に積極的にご協力いただける協

力施設等の募集を行い、年々登録件数を増やしてきた。 
 今年度は、「福祉用具・介護ロボットの開発・実証フィールド」として名称を変更する

共に、登録情報の活用方法の見直しや、登録サイトを一新することとし、改めて本取組

みの目的に賛同いただける協力施設等の募集を行った。 
 

（２）協力施設等の募集 
協力施設等の募集は、既存の登録者にメールマガジンを送付する方法と、自治体や事

業者団体の中央組織に対して郵送を行う２つの方法で行った。 
 

募集件数：2,859 件 
  （内訳）郵 送：2,290 件 
      メール： 569 件 
 

  【主な郵送先】 
   送付先名 
１ 都道府県高齢者主管課 
２ 市町村高齢者主管課 
３ 介護実習・普及センター 
４ リハビリテーションセンター 
５ 公益社団法人全国老人福祉施設協議会 
６ 公益財団法人全国老人保健施設協会 
７ 全国社会福祉施設経営者協議会 
８ 社団法人全国有料老人ホーム協会 
９ 公益財団法人日本認知症グループホーム協会 
１０ 一般社団法人日本ユニットケア推進センター 
１１ 全国身体障害者施設協議会 
１２ 全国軽費老人ホーム協議会 
１３ 一般社団法人日本在宅介護協会 
１４ 社団法人日本作業療法士協会 
１５ 社団法人日本理学療法士協会 
１６ 社団法人日本介護福祉士会 
１７ 日本慢性期医療協会 
１８ 社団法人日本リハビリテーション医学会 
１９ 公益社団法人日本看護協会 
２０ 日本介護支援専門員協会 
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（３）登録方法 
 登録にあたってはテクノエイド協会のホームページに専用の登録サイトを再構築した。 
加えて、登録時の入力項目を目的に合わせて修正・加筆した。 

 
① 専用サイトのイメージ（http://www.techno-aids.or.jp/robot/） 
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   ② 登録項目の修正・加筆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 介護ロボット等の導入に関する意向の項目を簡素化した。一方で情報提供の希望につ

いては、細分化し登録者に意向に沿った内容のメール配信が行えるよう考慮した。 
 

（４）登録リストの活用 
登録情報はリスト化することで、厚生労働省等と情報共有を図り、各種事業の周知に

利活用できる仕組みとした。具体的には、プラットフォーム事業や効果測定事業におい

ても登録リストを活用した。 
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（５）登録状況（令和４年２月２４日時点） 
  募集を行った結果、昨年の同じ時期に比べ、登録件数が６６１件から１,２７０件と約

２倍に増えた。詳細については、以下の通り。 
 

【種別ごと登録状況】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別養護老人ホーム 318 (25.0%)

介護老人保健施設 146 (11.5%)

通所介護施設（デイサービス） 128 (10.1%)

有料老人ホーム 94 (7.4%)

グループホーム 72 (5.7%)

在宅介護サービス 52 (4.1%)

市町村 48 (3.8%)

医療機関 43 (3.4%)

障害者福祉施設 42 (3.3%)

訪問介護・看護 26 (2.0%)

地域密着型介護老人福祉施設入 23 (1.8%)

特定施設入居者生活介護 22 (1.7%)

小規模多機能型居宅介護 18 (1.4%)

福祉用具貸与サービス事業者 17 (1.3%)

リハビリテーションセンター 16 (1.3%)

サービス付き高齢者向け住宅 15 (1.2%)

ショートステイ 14 (1.1%)

地域包括支援センター 14 (1.1%)

介護実習・普及センター 11 (0.9%)

都道府県 7 (0.6%)

軽費老人ホーム 6 (0.5%)

看護小規模多機能型居宅介護 2 (0.2%)

介護療養型医療施設 1 (0.1%)

介護医療院 1 (0.1%)

養護老人ホーム 1 (0.1%)

その他 133 (10.5%)

合　計 1270件 (100.0%)

登録件数（種類別）
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【地域別登録状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

北海道・東北 137 (10.8%)
関東・甲信越 406 (32.0%)

　東海・北陸・近畿 437 (34.4%)
中国・四国 97 (7.6%)
九州・沖縄 193 (15.2%)

1270件 (100.0%)

登録件数（地域別）
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７．介護ロボットの試用貸出リストの作成 
（１）趣旨 

介護ロボット開発企業等に対して試用貸出への参加を募り、同意を得ることができた

企業・製品名等を掲載した「介護ロボットの試用貸出リスト」を作成した。 
リストへの掲載は、重点分野に該当する介護ロボットを基本とし、試用貸出を行うこ

とに同意した企業の機器情報及び詳細情報を掲載した。 
取り纏めたリストは、厚生労働省が実施する介護ロボットの開発・実証・普及のプラ

ットフォーム事業の相談窓口において、開発企業と試用貸出を希望する介護施設等間の

取次等で活用される。 
これにより介護ロボットの効果的な導入支援・利活用を推進することとした。 

  
（２）掲載の対象 

重点分野に該当する分野の介護ロボットを基本として、介護ロボットメーカー連絡会

議及び介護ロボットフォーラムへの参加企業及び、厚生労働省が行う「福祉用具・介護

ロボット実用化支援事業」や経済産業省（ＡＭＥＤ）が行う「ロボット介護機器開発・標

準化事業」において開発支援を受けた機器等のうち、既に商品化している機器とした。 
また、リスト掲載にあたっては、全国各地からの要望に応じる試用貸出を行うことに

同意した企業の機器とした。 
 

（３）掲載募集について 
 令和３年５月１７日～６月４日まで募集を行い、掲載対象の機器に該当する４６企業

（５０製品）を掲載した。 
 ※資料編５を参照のこと。 

 
各介護ロボットの仕様等については、令和２年

度にテクノエイド協会にて作成した「介護ロボ

ットの表示項目」に沿って情報収集した。 
 
これにより現場における介護ロボットの比較検

討に寄与することとした。  
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８．介護ロボットの開発・導入に係る助成制度の調査 
（１）開発に係る助成制度の調査 
 ① 目的 

介護ロボット等の開発にあたり、各都道府県等において実施している企業が活用

できる助成制度を調査し、その結果を一覧に取り纏め、介護ロボット等の開発メー

カー等へ提供するとともに、厚生労働省が行う「介護ロボットの開発・実証・普及の

プラットフォーム」の相談窓口やリビングラボネットワーク、研究機関等へ情報提

供することとした。 
また、結果の一覧については、当協会のホームページにも掲載した。 
 

 ② 調査対象 
  ・都道府県及び政令指定都市、中核市における産業振興担当の窓口 

・地域において介護機器の開発に係る助成事業を行っている法人等 
 
 ③ 調査内容 

介護機器の開発にあたり、企業が活用できる助成制度の内容について、以下の事

項について、調査することとした。 
・事業の名称 
・実施団体 
・事業内容 
・対象者 
・範囲または条件 
・公募期間 
・予算規模 
・実績 
・主管課及び実施団体の窓口 
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④ 調査結果 
  都道県別の結果は以下の通り。※詳細は資料編６に掲載のこと。 
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（２）導入に係る助成事業の調査 
 ① 目的 

介護ロボット等の導入にあたり、各都道府県等において実施している介護施設や

居宅介護事業所等が活用できる助成制度を調査し、その結果を一覧に取り纏め、介

護ロボット等の開発メーカー等へ提供するとともに、厚生労働省が行う「介護ロボ

ットの開発・実証・普及のプラットフォーム」の相談窓口やリビングラボネットワ

ーク、研究機関等へ情報提供することとした。 
また、結果の一覧につきましては、当協会のホームページにも掲載した。 
 

 ② 調査対象 
  ・都道府県及び政令指定都市における高齢福祉担当の窓口 
 ③ 調査内容 
   介護機器の導入にあたり、介護施設等が活用できる助成制度の内容について、以

下の 事項について、調査することとした。 
・事業の名称 
・実施団体 
・事業内容 
・対象者 
・範囲または条件 
・公募期間 
・予算規模 
・実績 
・主管課及び実施団体の窓口 
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 ④ 調査結果 
  都道県別の結果は以下の通り。※詳細は資料編６に掲載のこと。 
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９．介護ロボット導入支援事業の実態調査 
（１）調査目的 

介護ロボットの活用を促進するためには現在の導入実態を把握することが重要である。

そこで、都道府県等における介護ロボット導入支援事業等の実施状況について調査を実

施した。 
 

（２）実施概要 
調査対象：４７都道府県の介護ロボット導入支援事業所管部署（全件回収） 
実施方法：電子メールまたはＦＡＸにより調査票送付、電子メールにて回収 
調査期間：令和３年１１月１５日（月）～令和３年１２月１７日（金）１７：００ 

※回収締切までに１１月末時点の状況未報告の都府県については、個別に 
未回答箇所の回答を依頼した 

 
（３）調査結果 
①地域医療介護総合確保基金による令和３年度「介護ロボット導入支援事業」の実施 
概況 

a）介護ロボット導入支援事業の実施状況 
令和３年度は４５件で地域医療介護総合確保基金による介護ロボット導入支援事業が

実施された。「実施しなかった」という回答は２県あり、その理由はいずれも地域医療介

護総合確保基金以外の財源で、介護ロボットの導入支援事業を実施したというものであ

った。令和元年度以降、「実施した」の割合は９５％以上となっている。 
 

 
 

 
 
 

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合
36 76.6% 46 97.9% 45 95.7% 45 95.7%

11 23.4% 1 2.1% 2 4.3% 2 4.3%

47 100% 47 100% 47 100% 47 100%

実施しなかった

合計

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実施した
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「実施しなかった」理由 
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源として実施したため 
・令和２年度に交付された地方創生臨時交付金を活用（繰越）して事業を実施している 

ため 
 

来年度の実施予定については、４６件が「来年度実施を予定している」と回答した。令

和３年度に介護ロボット導入支援事業を実施した４５件を対象に、来年度の実施予定と実

施内容を確認したところ、３３件は「今年と同様に実施」、９件は「内容をより充実させて

実施」、２件は「テーマ、分野を絞って実施」、１件は「実施しない」と回答した。 
 

【来年度の実施予定】 

 
 

【来年度、どのように実施するか（今年度事業を実施した都道府県のみ回答）】 

 
 
「内容をより充実させて実施」と回答した場合の具体的な内容（主な回答） 
・予算を増額して実施の見込み。 
・一定の要件を満たす事業所について、補助率を３／４とする。 
・見守り支援機器と通信環境整備に係る一体的補助を追加予定。 
・見守りセンサー機器導入に伴う通信環境整備を補助対象経費に加える。 
・移乗支援のうち、非装着型の機器のみ補助対象に追加する。 
・事業所の導入担当職員等を対象とした導入支援セミナーを実施する。 

 
  

回答数 割合
46 97.9%

1 2.1%

47 100%

実施の予定はない

合計

割合
来年度実施を予定している

回答数 割合
33 73.3%

内容をより充実させて実施 9 20.0%
テーマ、分野を絞って実施 2 4.4%

実施しない 1 2.2%

45 100%合計

今年と同様に実施
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b）公募期間 
  令和３年度介護ロボット導入支援事業を実施した４５件の公募期間は以下のとおり。 

 

追加募集
公募開始 公募終了（予定） 公募開始（予定） 公募終了（予定）

北海道 令和3年7月12日 令和3年8月13日
⻘森県 令和3年8月26日 令和3年10月15日
岩手県 令和3年10月7日 令和3年11月12日
宮城県 令和3年8月27日 令和3年10月15日
秋田県 令和3年5月27日 令和3年7月12日 令和3年10月6日 令和3年11月5日
山形県 令和3年8月31日 令和3年10月1日
福島県 令和3年7月21日 令和3年8月16日
茨城県 令和3年4月30日 令和3年6月4日 令和3年10月20日 令和3年10月26日
栃木県 令和3年4月1日 令和4年3月31日
群馬県 令和3年3月24日 令和3年5月10日
埼玉県 令和3年7月12日 令和3年8月31日
千葉県 令和3年10月27日 令和3年11月17日
東京都 令和3年8月10日 令和3年9月24日
神奈川県 令和3年5月24日 令和3年6月25日
新潟県 令和3年5月27日 令和3年6月28日
石川県 令和3年4月1日 令和3年7月1日 令和3年9月30日 令和3年10月29日
福井県 令和3年6月11日 令和3年7月9日 令和3年10月8日 令和3年11月5日
山梨県 令和3年7月1日 令和3年8月2日
⻑野県 令和3年7月21日 令和3年8月31日
岐阜県 令和3年5月24日 令和3年6月21日
静岡県 令和3年9月22日 令和3年10月15日
愛知県 令和3年6月1日 令和3年6月25日
三重県 令和3年7月9日 令和3年7月30日
滋賀県 令和3年6月14日 令和3年7月9日 令和3年10月11日 令和3年11月10日
京都府 令和3年9月13日 令和3年10月29日
大阪府 令和3年7月1日 令和3年8月31日
兵庫県 令和3年8月10日 令和3年9月10日
奈良県 令和3年2月26日 令和3年3月12日
和歌山県 令和3年7月1日 令和3年8月2日
鳥取県 令和3年4月23日 令和3年6月22日
島根県 令和3年10月8日 令和3年11月12日
岡山県 令和3年8月23日 令和3年9月30日
広島県 令和3年7月1日 令和3年7月30日
山口県 令和3年6月1日 令和3年7月30日 令和3年9月1日 令和3年9月30日
徳島県 令和3年7月30日 令和3年8月20日
香川県 令和3年3月26日 令和3年5月21日
愛媛県 令和3年6月14日 令和3年7月30日
高知県 令和3年6月23日 令和3年7月30日 令和3年11月15日 令和3年12月3日
福岡県 令和3年7月2日 令和3年8月31日
佐賀県 令和3年5月31日 令和3年6月30日
熊本県 令和3年6月7日 令和3年7月7日
大分県 令和3年7月8日 令和3年9月30日
宮崎県 令和3年6月28日 令和3年7月21日
鹿児島県 令和3年10月8日 令和3年11月17日
沖縄県 令和3年10月25日 令和3年11月22日
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c）補助対象の上限額や補助率などの設定内容とその理由 
国の要綱において、「一定の要件を満たす事業所」と「それ以外の事業所」で補助内容

が異なるため、各ケースにおいて補助対象の上限額や補助率などの設定内容を把握した。

なお、設定理由は両ケースを合わせた全体についての回答である。 
各ケースの補助対象の上限額や補助率などの設定内容は以下のとおり。 

 
【一定の要件を満たす事業所】 

 
 

 
 
【それ以外の事業所】 

 
 

 
 
「補助上限台数に制限を設けている場合」の具体的な内容（主な回答） 
・１事業所当たり利用定員２割まで（６件） 
・施設・居住系サービス：利用定員数を１０で除した数、在宅系サービス：利用定員数を 

２０で除した数（４件） 
・利用定員の１割まで（３件） 
・施設・居宅系サービスは利用定員数の１０分の１、在宅系サービスは利用定員数又は 

前年度の１月あたりの平均利用者数を２０分の１ 
・介護ロボットの１事業所当たりの補助上限台数：利用定員 

各年度の１事業所当たりの導入台数：事業所の利用定員を５で除した数 
 
 

国の要綱
のとおり

それ以外 無回答 3／4 それ以外 無回答

27 6 14 20 13 14
40 2 5 28 14 5
24 18 5 26 15 6

補助率上限額

 移乗支援（装着型・非装着型）入浴支援
上記以外の機器
見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備

あり
15
13

補助上限台数の制限
上記以外の独自の基準

国の要綱
のとおり

それ以外 無回答 1／2 それ以外 無回答

35 5 7 37 4 6
39 3 5 39 3 5
23 18 6 35 5 7

上限額 補助率

 移乗支援（装着型・非装着型）入浴支援
上記以外の機器
見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備
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「独自の基準を設けている場合」の具体的な内容（主な回答） 
・一定の要件を満たす事業所に対する補助を設定していない。（３件） 
・同一法人内で、本事業で過去に同一種のロボットの助成を受けた場合は補助対象外と 

する。（２件） 
・見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備費は見守り本体と併せて１台あたり上限３０ 

万円。一定の要件を満たす場合と満たさない場合の区別はしていない。 
・センサー付きベッド 上限額１０万円 補助率１／２ 
・見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備については、１台あたりの補助上限額×補助 
台数の範囲内とする。 

・生産性向上のための取組みとして以下の両方に該当すること 
（イ）業務改善に向けた積極的な取組みを行い、その効果が見込まれること 
（ロ）県が実施する介護ロボット活用の横展開に際して、研修等における活用事例紹介や 

他施設への導入指導等に協力すること 
・広島県福祉・介護人材確保等総合支援協議会が実施する「魅力ある福祉・介護の職場 
宣言ひろしま制度」の認証を受けている介護サービス事業者を優先する（申請中を 
含む）。 

・１法人あたりの補助金の上限額を１７０万円とする。 
・対象事業所への補助率一律１／２、１法人あたり補助上限額１００万円 

 
 

【上記の上限額や補助率などを設定した理由（複数回答可）】 

 
 
その他 
・前年度の補助事業と同じ基準にしている 

 
【参考】令和３年度国の実施要綱 
・移乗支援（装着型・非装着型）、入浴支援は、１機器あたり上限１００万円、 

その他は上限３０万円 
・見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備：１事業所あたり上限７５０万円 
・補助上限台数：必要台数（制限の撤廃） 
・補助率：一定の要件※を満たす事業所は、３／４を下限に都道府県の裁量により設定。 
     それ以外の事業所は１／２を下限に都道府県の裁量により設定 
※導入計画書において目標とする人員配置を明確にした上で、見守りセンサーやインカム、 
介護記録ソフト等の複数の機器を導入し、職員の負担軽減等を図りつつ、人員体制を効率化 
させる場合 

 

回答数
31
27
1
1

理由（複数回答）
国の基準を基に実施しているため
予算が限られているため
他の補助事業と同じ基準にしている
その他
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  d）導入支援事業の対象とする分野 
導入支援事業の対象について、「支援分野を限定している」と３件が回答した。 

 

 
 

【限定している分野（複数回答可）】 

 
 
支援分野を限定している理由 
・⑥「介護業務支援」の介護ロボットがどのようなものか想定しづらいため。⑥のうち、

介護ロボット技術的要件への適合性が晦渋（かいじゅう）なため。 
・①移乗支援については、労働局が実施する人材確保等支援助成金の補助対象となって 

いたため、本事業では対象としていない。別途リフトについての県単補助あり。 
 

e）提出された介護ロボット導入計画と採択状況 
令和３年度に提出された介護ロボット導入計画と採択状況については、次頁のとおり回

答を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答数 割合
42 93.3%

3 6.7%

45 100.0%

支援対象商品を限定していない
支援対象商品を限定している

合計

回答数
2
3
3
3
3
2

⑤入浴支援
⑥介護業務支援

③排泄支援
④見守り・コミュニケーション

①移乗支援
②移動支援
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【提出された計画件数及びそのうち採択した計画件数】 

 
※富山県、長崎県は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金による実施 
※一定の要件を定めていない秋田県、山形県、茨城県、栃木県、埼玉県、静岡県、は 
それ以外にまとめて集計した 

一定要件を
満たす

それ以外
一定要件を
満たす

それ以外
一定要件を
満たす

それ以外
一定要件を
満たす

それ以外

北海道 - - - - - - - - - -
⻘森県 22 18 0 0 40 13 14 0 0 27

岩手県 54 64 24 19 161 46 49 22 16 133

宮城県 22 26 5 7 60 17 2 5 3 27

秋田県 0 32 0 19 51 0 30 0 17 47
山形県 0 32 0 3 35 0 21 0 8 29

福島県 0 62 0 12 74 0 62 0 12 74

茨城県 0 82 0 9 91 0 30 0 2 32

栃木県 0 12 0 7 19 0 12 0 7 19
群馬県 51 36 25 10 122 18 20 4 2 44

埼玉県 111 0 25 0 136 49 0 13 0 62

千葉県 0 134 0 36 170 0 67 0 26 93

東京都 0 146 0 21 167 0 142 0 21 163

神奈川県 187 11 32 1 231 24 0 0 0 24

新潟県 104 0 41 0 145 102 0 39 0 141

富山県
石川県 21 0 11 0 32 21 0 11 0 32

福井県 0 12 0 10 22 0 12 0 10 22

山梨県 24 3 6 1 34 24 3 6 1 34

⻑野県 0 6 0 0 6 0 6 0 0 6

岐阜県 41 20 30 5 96 41 20 30 5 96

静岡県 0 110 0 41 151 0 110 0 41 151

愛知県 142 62 44 24 272 85 30 8 12 135

三重県 68 0 11 0 79 32 0 3 0 35

滋賀県 31 18 6 4 59 2 3 0 1 6

京都府 63 36 16 13 128 0 0 0 0 0
大阪府 225 88 25 26 364 79 30 6 6 121

兵庫県 127 59 12 11 209 127 59 12 11 209

奈良県 0 16 0 0 16 0 8 0 0 8

和歌山県 31 17 5 9 62 31 17 5 9 62
鳥取県 10 19 6 0 35 10 19 6 0 35

島根県 33 23 9 8 73 33 23 9 8 73

岡山県 7 12 4 5 28 4 6 1 1 12

広島県 0 46 0 26 72 0 29 0 13 42
山口県 0 24 0 7 31 0 24 0 7 31

徳島県 14 11 5 6 36 14 11 5 6 36

香川県 0 8 0 5 13 0 8 0 5 13

愛媛県 9 38 4 13 64 2 29 0 6 37
高知県 0 3 0 5 8 0 3 0 1 4

福岡県 240 0 5 0 245 162 0 1 0 163

佐賀県 32 0 10 0 42 26 0 7 0 33

⻑崎県
熊本県 97 0 11 0 108 97 0 11 0 108

大分県 2 27 2 27 58 2 27 1 11 41

宮崎県 - 77 - 4 81 - 50 - 0 50

鹿児島県 74 40 5 5 124 50 22 4 5 81

沖縄県 7 7 3 2 19 2 1 1 1 5

合計 1,849 1,438 382 400 4,069 1,113 999 210 274 2,596

計画件数

合計 合計

左記のうち導入支援事業の対象として
認めた計画件数

施設・居宅系 在宅系 施設・居宅系 在宅系
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【採択率（導入支援事業の対象として認めた計画件数÷提出のあった計画件数）】 

 

一定要件を
満たす

それ以外
一定要件を
満たす

それ以外

北海道 - - - - -

⻘森県 59% 78% 0% 0% 68%
岩手県 85% 77% 92% 84% 83%

宮城県 77% 8% 100% 43% 45%

秋田県 0% 94% 0% 89% 92%
山形県 0% 66% 0% 267% 83%

福島県 0% 100% 0% 100% 100%

茨城県 0% 37% 0% 22% 35%
栃木県 0% 100% 0% 100% 100%
群馬県 35% 56% 16% 20% 36%

埼玉県 44% 0% 52% 0% 46%
千葉県 0% 50% 0% 72% 55%
東京都 0% 97% 0% 100% 98%

神奈川県 13% 0% 0% 0% 10%
新潟県 98% 0% 95% 0% 97%
富山県
石川県 100% 0% 100% 0% 100%

福井県 0% 100% 0% 100% 100%
山梨県 100% 100% 100% 100% 100%

⻑野県 0% 100% 0% 0% 100%

岐阜県 100% 100% 100% 100% 100%
静岡県 0% 100% 0% 100% 100%

愛知県 60% 48% 18% 50% 50%

三重県 47% 0% 27% 0% 44%
滋賀県 6% 17% 0% 25% 10%
京都府 0% 0% 0% 0% 0%

大阪府 35% 34% 24% 23% 33%
兵庫県 100% 100% 100% 100% 100%
奈良県 0% 50% 0% 0% 50%

和歌山県 100% 100% 100% 100% 100%

鳥取県 100% 100% 100% 0% 100%
島根県 100% 100% 100% 100% 100%

岡山県 57% 50% 25% 20% 43%

広島県 0% 63% 0% 50% 58%
山口県 0% 100% 0% 100% 100%

徳島県 100% 100% 100% 100% 100%

香川県 0% 100% 0% 100% 100%
愛媛県 22% 76% 0% 46% 58%
高知県 0% 100% 0% 20% 50%

福岡県 68% 0% 20% 0% 67%
佐賀県 81% 0% 70% 0% 79%
⻑崎県
熊本県 100% 0% 100% 0% 100%
大分県 100% 100% 50% 41% 71%
宮崎県 - 65% - 0% 62%

鹿児島県 68% 55% 80% 100% 65%

沖縄県 29% 14% 33% 50% 26%

合計 60% 70% 55% 67% 64%

採択率
（導入支援事業の対象として認めた計画件数÷提出のあった計画件数）

施設・居宅系 在宅系
合計
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f）応募状況及び対応状況 
令和３年度の応募状況について、３５件が「当初の予算額を大きく超える応募があっ

た」と回答した。 

 
 

令和２年度と比較して令和３年度の採択件数の増減については、「増えた」と回答したの

は２３件であった。 
「増えた」理由については、国の基準が拡大されたこと、予算額が拡充されたこと、介

護ロボットの導入を検討する施設が増えたなどであった。 
「減った」理由については、国の基準拡大により１事業所あたりの単価が上がったこと、

他の対応へ事業者が資金を回したことなどの回答があった。 
 

 
 
「増えた」（主な理由） 
・一定の要件を満たす事業所の補助率があがったため。 
・令和４年度の申請数の把握のため、新たに広域振興局や市町村を通じて照会を行った 

結果、例年とは異なる事業所にも周知する形となり、申請数が増えたと考えている。 
・予算を増額したため。（３件） 
・交付決定前の段階であるが、前年度よりも事前協議が増えている。介護ロボットを扱う 
業者が積極的な営業を行っており、それをきっかけとして導入を検討する介護事業所が 
増えていると思われる。 

回答数 割合
6 13.3%
4 66.7%
0 0.0%
2 33.3%
4 8.9%
4 100.0%
0 0.0%
0 0.0%
35 77.8%
19 54.3%
9 25.7%
7 20.0%
45 100.0%

予算を増額して採択した

予算を増額して採択した

その他
当初の予算額とほぼ同額の応募があった

当初の予算内で対応できる範囲で採択した

その他
当初の予算額を大きく超える応募があった

予算額に満たない応募があった
当初の予算内で対応できる範囲で採択した

当初の予算内で対応できる範囲で採択した
予算を増額して採択した
その他

合計

回答数 割合
変わらない 1 2.5%
増えた 23 57.5%

減った 16 40.0%

40 100.0%合計
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・販売店等のＰＲにより補助事業の存在が認知されてきたため。 
・支援分野を拡大したため。 
・制度拡充に伴う補助額や台数制限の撤廃が影響したものと認識している。 
・補助率の拡充に伴う、申請件数増のため 
・以前より業務の効率化のため見守り機器の導入を考えていた施設が、補助率が要件を 

満たせば３／４になったことが後押しとなった。それが増加の要因の１つと思われる。 
・導入実績数は増加・要因として、予算規模が２倍になったこと、及びロボット導入単価 
が低い計画が多かったこと 

・補助メニューの追加や補助率の引き上げ等、補助要件が拡充されたこと。介護報酬改定 
で夜間の加算や人員配置基準が緩和されたこと などが要因と思われる 

・介護ロボット等の導入効果の広まりや、補助金制度が県内に浸透してきたためと思われ 
る。 

 
「減った」（主な理由） 
・補助上限台数に制限がなくなったこと、また見守り機器導入に伴う通信環境整備の補助 
上限額が７５０万になり、１事業所ごとの所要額が昨年度に比べて大幅に増え、採択事 
業所数を絞ったため。 

・前年度より申請件数自体が減少しているため 
・介護ロボット等導入支援事業の予算の中でＩＣＴ機器導入及び見守り機器通信環境整備 
の採択が多かったため。 

・予算を超える申請があり、過去に補助実績のある施設には補助できなかったため。 
・令和２年度に比べ予算額は２倍以上増額したが、補助率が１／２から３／４となり、 

１事業所あたりの申請件数も増えたため、交付決定できる件数が減った。 
・前年度に比べ、予算額が減ったため。 
・令和３年度の予算額を減じており、当予算の範囲で上記計画から補助対象者を選定した 
ため。 

・全て補助対象であるが、予算の範囲で補助するために、計画を審査し、補助対象者を 
選定した。＂ 

・ＬＩＦＥ（科学的介護情報システム）の対応に設備投資資金を振り向けた事業者が多か 
った。 

 
g）応募された計画の中で、認められない計画 

応募された計画の中で、認められない計画について、「介護ロボットの技術的３要素を

満たしていない」と回答したのは２２件であった。その他の自由記述には、支援分野以

外の機器であったことや、予算を超える申請があったため、過去に補助済みの施設から

の申請は受理しなかったなどの理由があった。 
 

 

回答数 割合

22 66.7%

11 33.3%

33 100%

介護ロボットの技術的３要件(センサー系、知
能・制御系、駆動系)を満たしていない
その他

合計
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その他 
・予算を超える申請があり、過去に補助実績のある施設には補助できなかったため。 
・リフト吊り下げ式など 
・予算を超えた申請があったため。 
・要綱の定義を満たしていない機器の導入要望があった。 
・過去に同様の補助金活用実績があるため 
・見守り機器を効果的に活用するための通信環境整備に要する費用を要望していたが、 

そもそも見守り機器を保有しておらず、また、購入の見込みもない。 
・ロボット技術の介護利用における重点分野の定義を満たしていない機器 
・介護ロボットの定義に合致していないため 
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h）執行見込額 
執行額（平成３０年度～令和２年度は実績、令和３年度は見込）は以下のとおり。 

 

令和２年度（実績） 令和３年度（見込）
北海道 14,152,000円 22,637,000円 238,982,000円 −

平成30年度（実績） 令和元年度（実績）

⻘森県 1,393,000円 1,854,000円 43,549,000円 43,709,000円
岩手県 7,528,000円 3,606,000円 279,070,000円 175,439,000円
宮城県 2,604,000円 3,927,000円 42,519,000円 166,000,000円
秋田県 2,282,000円 5,209,000円 8,330,000円 37,218,000円
山形県 − − 32,837,000円 56,194,000円
福島県 6,792,000円 9,624,000円 36,239,000円 73,730,000円
茨城県 16,415,000円 13,543,000円 18,405,000円 44,054,000円
栃木県 2,500,000円 14,925,000円 20,999,000円 20,500,000円
群馬県 16,731,000円 17,484,000円 24,500,000円 59,029,000円
埼玉県 13,357,000円 15,064,000円 41,541,000円 42,600,000円
千葉県 11,340,000円 54,514,000円 57,639,000円 62,982,000円
東京都 16,267,000円 34,003,000円 221,452,000円 370,468,000円
神奈川県 19,204,000円 59,744,000円 161,422,000円 372,021,000円
新潟県 38,205,000円 40,041,000円 56,156,000円 39,475,000円
富山県 − 3,974,000円 − −
石川県 − 4,732,000円 20,850,000円 4,800,000円
福井県 10,830,000円 11,706,000円 36,438,000円 11,684,000円
山梨県 1,500,000円 2,932,000円 13,546,000円 5,911,000円
⻑野県 918,000円 3,483,000円 10,856,000円 2,683,000円
岐阜県 6,396,000円 9,800,000円 215,644,000円 119,204,000円
静岡県 17,819,000円 38,128,000円 84,339,000円 112,316,000円
愛知県 23,747,000円 35,353,000円 199,600,000円 289,164,000円
三重県 5,509,000円 10,930,000円 67,317,000円 140,036,000円
滋賀県 876,000円 2,961,000円 50,492,000円 100,000,000円
京都府 − 10,431,000円 30,208,000円 409,560,000円
大阪府 9,709,000円 11,470,000円 46,128,000円 177,150,000円
兵庫県 4,842,000円 44,122,000円 162,767,000円 1,049,277,000円
奈良県 1,761,000円 9,494,000円 14,119,000円 7,555,000円

鳥取県 5,885,000円 5,619,000円 16,000,000円 40,772,000円
和歌山県 − 37,323,000円 41,744,000円 116,892,000円

島根県 5,561,000円 12,526,000円 9,266,000円 44,750,000円
岡山県 12,116,000円 13,737,000円 7,979,000円 20,348,000円
広島県 24,694,000円 24,927,000円 11,427,000円 11,240,000円
山口県 − 5,886,000円 6,000,000円 9,890,000円
徳島県 − 9,423,000円 21,601,000円 28,935,000円
香川県 2,940,000円 7,022,000円 8,328,000円 5,615,000円

福岡県 12,156,000円 20,209,000円 194,873,000円 285,196,000円

愛媛県 6,643,000円 10,466,000円 26,972,000円 38,613,000円
高知県 590,000円 445,000円 6,555,000円 3,614,000円

佐賀県 − 17,526,000円 17,031,000円 40,485,000円
⻑崎県 − 5,417,000円 − −
熊本県 6,270,000円 35,288,000円 47,650,000円 84,061,000円
大分県 4,914,000円 13,893,000円 43,738,000円 42,781,000円
宮崎県 − 14,643,000円 83,133,000円 99,658,000円
鹿児島県 13,804,000円 13,476,000円 60,858,000円 82,222,000円
沖縄県 − 1,667,000円 6,114,000円 5,397,000円
合計 348,250,000円 745,184,000円 2,845,213,000円 4,953,317,000円
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i）介護ロボットの効果的な活用に関する支援 

介護ロボットの効果的な活用について、「介護事業所に対する業務改善支援事業で実施

した」が３件、「上記以外で実施した」と回答したのは６件だった。「上記以外で実施し

た」場合の内容（自由記述）は、研修会の開催、アドバイザーの派遣などであった。 
 

 
 

「上記以外で実施している」場合の内容 

・介護ロボット普及推進センターを設置し、介護ロボット・ＩＣＴテクノロジー技術の 

導入に関して来所・電話等による相談対応を実施。 

・アドバイザーの派遣 

・スマート介護施設モデル事業により介護ロボット等のモデル施設を作り、その施設での

取組を報告会等で広く普及させる予定である。 

・それぞれの事業所においてどのような機器が必要かを導く導入前セミナーや、導入した

機器を有用に活用してもらうための導入後セミナー、既に機器を導入している事業所の

活用状況を紹介する公開見学会等 

・介護ロボットを導入している事業所の公開事業やアドバイザー派遣、オンラインセミナ

ーの開催など 

・介護ロボット・ＩＣＴの普及促進のため、法人経営層・リーダー層向けに活用事例の紹

介などを行うセミナーを実施 

・業務改善支援事業の実施 

・ノーリフティングフォーラムの開催や業務改善アドバイザーの派遣等 

 

j）補助事業を円滑に遂行するために必要とする情報 

令和３年度に介護ロボット導入支援事業を実施した４５都道府県において、補助事業

を円滑に遂行するために必要とする情報として回答が多かったのは介護ロボットの対象

範囲（３３件）、介護ロボットに関する機器情報（２９件）、介護ロボットの活用事例（２

７件）であった。 
 

 

回答数 割合
3 6.7%
6 13.3%

36 80.0%

45 100.0%

介護事業所に対する業務改善支援事業で実施した
上記以外で実施している
実施していない

合計

回答数

介護ロボットに関する機器情報 29
介護ロボットの対象範囲 33
介護ロボットの活用事例 27
展示会や研修会の開催情報 14
介護ロボットに関するヒヤリハット情報 8
その他 2

46



 

 
 

 

その他 

・各都道府県で対象となる介護ロボットが異なるため、統一してほしい。 

 

②地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」の実績 

a）地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」の実績（計画件数） 

（単位：件） 

 

 

施設・居住系 在宅系 合計 施設・居住系 在宅系 合計 施設・居住系 在宅系 合計 施設・居住系 在宅系 合計 施設・居住系 在宅系 合計 施設・居住系 在宅系 合計
北海道 39 7 46 60 4 64 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⻘森県 7 1 8 13 0 13 21 0 21 13 0 13 14 0 14 27 0 27
岩手県 16 2 18 8 1 9 116 2 118 46 22 68 49 16 65 95 38 133
宮城県 12 2 14 6 1 7 19 0 19 17 5 22 2 3 5 19 8 27
秋田県 8 1 9 11 1 12 8 5 13 30 17 47 30 17 47
山形県 25 0 25 21 8 29 21 8 29
福島県 15 15 22 0 22 31 2 33 62 12 74 62 12 74
茨城県 35 35 41 5 46 35 5 40 30 2 32 30 2 32
栃木県 6 4 10 13 5 18 17 8 25 12 7 19 12 7 19
群馬県 53 8 61 52 16 68 49 8 57 18 4 22 20 2 22 38 6 44
埼玉県 46 46 45 12 57 92 25 117 49 13 62 49 13 62
千葉県 120 9 129 118 12 130 62 11 73 67 26 93 67 26 93
東京都 23 5 28 34 13 47 0 71 71 142 21 163 142 21 163
神奈川県 28 28 58 58 79 8 87 24 0 24 24 0 24
新潟県 52 19 71 54 16 70 132 46 178 102 39 141 102 39 141
富山県 12 2 14
石川県 6 0 6 18 0 18 21 11 32 21 11 32
福井県 25 1 26 20 10 30 34 17 51 12 10 22 12 10 22
山梨県 5 5 8 8 18 3 21 24 6 30 3 1 4 27 7 34
⻑野県 4 4 5 5 13 1 14 6 0 6 6 0 6
岐阜県 14 14 27 2 29 82 9 91 41 30 71 20 5 25 61 35 96
静岡県 27 10 37 64 18 82 97 46 143 110 41 151 110 41 151
愛知県 56 15 71 65 23 88 102 35 137 85 8 93 30 12 42 115 20 135
三重県 21 21 23 9 32 31 2 33 32 3 35 32 3 35
滋賀県 4 4 8 8 51 2 53 2 0 2 3 1 4 5 1 6
京都府 26 6 32 21 6 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大阪府 63 8 71 57 2 59 54 9 63 79 6 85 30 6 36 109 12 121
兵庫県 25 25 71 19 90 90 10 100 127 12 139 59 11 70 186 23 209
奈良県 4 4 18 2 20 17 1 18 8 0 8 8 0 8
和歌山県 54 16 70 34 14 48 31 5 36 17 9 26 48 14 62
鳥取県 24 24 8 0 8 21 3 24 10 6 16 19 0 19 29 6 35
島根県 11 1 12 17 8 25 13 5 18 33 9 42 23 8 31 56 17 73
岡山県 16 16 14 14 12 0 12 4 1 5 6 1 7 10 2 12
広島県 63 30 93 80 37 117 44 14 58 29 13 42 29 13 42
山口県 29 6 35 16 3 19 24 7 31 24 7 31
徳島県 25 9 34 31 5 36 14 5 19 11 6 17 25 11 36
香川県 15 15 23 2 25 27 7 34 8 5 13 8 5 13
愛媛県 13 4 17 18 8 26 24 12 36 2 0 2 29 6 35 31 6 37
高知県 5 5 2 2 4 5 2 7 3 1 4 3 1 4
福岡県 82 6 88 46 17 63 100 0 100 162 1 163 162 1 163
佐賀県 31 15 46 26 9 35 26 7 33 26 7 33
⻑崎県 19 4 23
熊本県 28 5 33 67 12 79 69 10 79 97 11 108 97 11 108
大分県 8 8 21 7 28 36 5 41 2 1 3 27 11 38 29 12 41
宮崎県 34 6 40 59 3 62 50 0 50 50 0 50
鹿児島県 41 1 42 40 3 43 83 6 89 50 4 54 22 5 27 72 9 81
沖縄県 3 6 9 6 3 9 2 1 3 1 1 2 3 2 5
合計 1,014 139 1,153 1,476 337 1,813 1,920 433 2,353 1,113 210 1,323 999 274 1,273 2,112 484 2,596

令和３年度（見込）
（合計）

令和元年度（実績）平成30年度(実績)
令和３年度（見込）

（一定の要件を満たす）
令和３年度（見込）

（それ以外）
令和２年度（実績）

（合計）
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※「令和３年度」富山県、長崎県は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金によ

る実施 
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b）地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」の実績（導入台数） 

（単位：台） 

 

移
乗
支
援

移
動
支
援

排
泄
支
援

見
守
り
・
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ

ｹ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ

入
浴
支
援

介
護
業
務
支
援

合
計

移
乗
支
援

移
動
支
援

排
泄
支
援

見
守
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

入
浴
支
援

介
護
業
務
支
援

合
計

北海道 3 106 1 110 9 4 166 3 2 184
⻘森県 12 9 21 2 4 15 21
岩手県 5 53 58 2 24 1 27
宮城県 2 15 17 32 32
秋田県 1 16 1 18 16 9 1 26
山形県
福島県 54 54 111 1 112
茨城県 10 135 145 30 54 5 89
栃木県 25 25 71 71
群馬県 47 1 186 234 20 162 182
埼玉県 7 104 111 38 117 1 156
千葉県 1 1 109 1 112 5 1 558 2 3 569
東京都 14 5 122 141 61 3 144 35 243
神奈川県 150 150 8 404 2 414
新潟県 21 2 231 254 22 214 236
富山県 6 37 1 44
石川県 2 30 3 35
福井県 2 121 123 12 76 3 91
山梨県 2 10 1 13 4 14 18
⻑野県 3 10 13 29 5 34
岐阜県 10 52 62 6 109 1 116
静岡県 166 166 383 383
愛知県 14 2 229 245 24 303 4 331
三重県 77 77 20 1 76 1 1 99
滋賀県 2 15 17 13 1 6 20
京都府 42 97 139
大阪府 25 53 78 28 1 51 1 3 84
兵庫県 27 20 3 3 53 59 3 4 176 1 8 251
奈良県 12 12 24 49 73
和歌山県 17 1 258 2 278
鳥取県 42 42 3 35 38
島根県 15 25 40 36 56 1 93
岡山県 5 59 1 65 106 106
広島県 50 3 2 189 2 3 249 52 1 165 7 5 230
山口県 6 41 1 48
徳島県 18 63 5 86
香川県 4 1 23 28 16 4 31 4 55
愛媛県 3 4 20 1 7 35 23 1 45 5 74
高知県 17 17 12 12
福岡県 9 3 108 120 5 1 164 1 3 174
佐賀県 34 86 2 122
⻑崎県 75 75
熊本県 4 1 59 4 68 19 1 250 3 1 274
大分県 1 38 1 40 19 47 2 68
宮崎県 10 2 121 7 5 145
鹿児島県 2 1 87 90 2 2 4 81 5 94
沖縄県 2 16 18
合計 286 5 36 2,747 16 13 3,103 713 10 31 5,169 99 40 8 6,070

平成30年度(実績) 令和元年度（実績）
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移
乗
支
援

移
動
支
援

排
泄
支
援

見
守
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

入
浴
支
援

介
護
業
務
支
援

W
i
-
F
i
工
事

イ
ン
カ
ム

介
護
記
録
と
の

シ
ス
テ
ム
連
動

合
計

移
乗
支
援

移
動
支
援

排
泄
支
援

見
守
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

入
浴
支
援

介
護
業
務
支
援

W
i
-
F
i
工
事

イ
ン
カ
ム

介
護
記
録
と
の

シ
ス
テ
ム
連
動

合
計

北海道 0
⻘森県 5 5 151 2 5 168 3 11 209 2 5 3 233
岩手県 19 1 365 9 2 18 20 434 0
宮城県 2 101 2 6 111 1 2 928 6 17 98 1,052
秋田県 1 3 37 1 2 44 14 3 288 3 5 19 5 10 347
山形県 11 186 4 1 45 247 3 260 53 20 336
福島県 175 16 191 6 576 1 8 11 3 605
茨城県 1 131 3 7 142 11 449 3 1 14 478
栃木県 4 116 2 122 90 1 11 102
群馬県 9 3 138 2 2 154 6 3 75 2 86
埼玉県 12 239 1 9 1 262 23 6 151 2 8 65 10 265
千葉県 25 2 888 4 44 22 1 1 987 0
東京都 80 12 654 7 25 778 180 1 16 2,358 8 37 2,600
神奈川県 41 1 1,270 4 10 29 1,355 15 1,234 20 1,269
新潟県 18 186 2 6 2 54 2 270 16 1 175 5 2 32 1 232
富山県
石川県 1 60 61 14 2 1 100 2 119
福井県 19 2 265 2 6 294 11 1 63 1 1 3 80
山梨県 9 126 135 1 104 105
⻑野県 4 87 2 93 24 24
岐阜県 25 30 64 1,315 68 1,502 27 14 480 7 7 1 16 92 644
静岡県 13 445 32 490 25 3 6 521 4 27 28 614
愛知県 40 22 1,604 2 2 2 44 1,716 39 3 1,655 4 13 23 1 1,738
三重県 5 361 3 369 31 705 1 1 40 778
滋賀県 12 1 529 1 543 19 19
京都府 4 342 2 6 3 357 0
大阪府 11 19 1 8 22 2 63 42 8 893 2 12 32 23 2 1,014
兵庫県 65 2 806 31 3 2 56 965 0
奈良県 13 59 72 56 56
和歌山県 14 2 269 2 10 15 312 5 2 616 4 7 8 642
鳥取県 1 70 3 11 85 4 52 4 7 67
島根県 6 46 1 2 55 9 22 2 155 1 16 205
岡山県 46 10 8 64 12 28 1 41
広島県 57 2 55 7 3 9 133 57 81 1 139
山口県 13 31 5 49 15 83 5 103
徳島県 11 2 104 1 6 124 15 185 2 1 6 3 212
香川県 10 12 50 6 1 2 81 4 50 1 2 1 58
愛媛県 3 221 1 1 15 9 1 251 4 241 1 3 11 4 8 272
高知県 120 1 1 2 124 15 15
福岡県 63 5 638 2 20 38 766 97 3 24 1,020 4 24 43 202 6 1,423
佐賀県 7 1 102 110 26 128 154
⻑崎県
熊本県 28 8 211 1 15 7 270 24 295 2 19 1 20 361
大分県 13 311 1 9 334 13 1 319 1 6 1 341
宮崎県 7 815 2 3 25 145 997 18 1 899 13 10 941
鹿児島県 18 339 1 5 3 19 4 389 0
沖縄県 3 55 1 2 61 6 8 1 15
合計 745 53 131 14,102 104 219 28 417 328 3 16,130 751 47 134 15,569 53 244 8 420 509 50 17,785

令和３年度（見込）
（合計）

令和２年度（実績）
（合計）
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③その他の介護ロボット開発・普及の促進に関する事業の実施状況 

a）地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」以外の実施状況 

令和３年度、地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」以外での

介護ロボット開発・普及等に関する支援の実施状況については、「実施した」と回答したの

は１２都道府県だった。その具体的な支援内容は、以下、b)～d)のとおり。 
 

 

 

b）開発支援 

 
 

c）導入支援 

 

回答数 割合
12 25.5%

実施していない（令和３年度実施予定がある） 3 6.4%

実施していない 32 68.1%

47 100.0%

実施した

合計

令和４年度
事業名 滋賀県中小企業新技術開発プロジェクト補助金

執行額 52,000千円

事業内容
県内中小企業の新製品・新技術開発を支援
※介護ロボットの開発に限らない

対 象 者 県内中小企業

 対象人数(対象社数) 県内中小企業約35,000社

実績 採択予定数19件

滋
賀
県

令和４年度
事業名 介護支援ロボット導入促進事業

執行額 10,180千円

事業内容
HAL,マッスルスーツを導入する施設等に対して補助を行い、業務負担の軽減を図るとともに、介護支援ロボッ
トを活用できる人材を育成する。

対 象 者 県内の介護事業者

 対象人数(対象社数) 予算の範囲内

実績 補助台数55台

事業名 介護施設等の大規模修繕の際にあわせて行う介護ロボット・ＩＣＴの導入支援

執行額 247,746千円

事業内容
大規模修繕（助成を受けているかは問わない。）を実施する際に、県が実施する介護ロボット導入支援事業又は
ＩＣＴ導入支援事業において対象となっている機器等を導入するために必要な経費を県が補助する事業。

対 象 者 定員30名以上の広域型施設等（詳細は県ホームページ掲載の補助要綱参照）

 対象人数(対象社数) 施設定員数又は施設数

実績 未定

事業名 介護ロボット等導入支援機能強化事業

執行額 未定

事業内容 介護ロボット導入の活用に関する専門的知識をもつ人材を育成する研修の実施

対 象 者 介護ロボット導入支援事業の採択事業者等

 対象人数(対象社数) 未定

実績

福
島
県

埼
玉
県

兵
庫
県
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d）普及・啓発支援 

 

令和２年度 令和３年度 令和４年度
事業名 介護ロボット普及推進事業 介護ロボット普及推進事業

執行額 128,152千円 128,156千円

事業内容 介護ロボット普及推進センターの設置 介護ロボット普及推進センターの設置

対 象 者 − −

 対象人数(対象社数) − −

実績 ４地区に設置 ４地区に設置

事業名 介護ロボット導入推進事業 介護支援ロボット導入促進事業 介護支援ロボット導入促進事業

執行額 32,255千円 41,900千円 41,900千円

事業内容 介護福祉士養成校、介護福祉施設への無償貸与等 介護福祉士養成校、介護福祉施設への無償貸与等 介護福祉士養成校、介護福祉施設への無償貸与等

対 象 者 県内の介護事業者 県内の介護事業者 県内の介護事業者

 対象人数(対象社数)
養成校：７校
施設：50施設

養成校：７校
施設：50施設

養成校：７校
施設：50施設

実績
養成校：７校
施設：30施設

養成校：７校
施設：21施設

養成校：７校
施設：50施設

事業名 介護ロボット活用バックアップ事業

執行額 2,426千円

事業内容
研修会を開催し、効果的に介護ロボットを利用できるよう
にする。

対 象 者 県内介護事業者

 対象人数(対象社数) オンライン実施のため制限なし

実績 2回オンラインセミナーを実施した

事業名 スマート介護施設モデル事業 スマート介護施設モデル事業

執行額 6,300千円 6,850千円

事業内容
介護施設にコンサルタントを派遣し、業務を再構築し、生
産性向上を図り、成果を普及させる。

介護施設にコンサルタントを派遣し、業務を再構築し、生
産性向上を図り、成果を普及させる。

対 象 者 県が選定したモデル施設及び県内介護事業者 県が選定したモデル施設及び県内介護事業者

 対象人数(対象社数) 2施設 2施設

実績 2施設 2施設

埼
玉
県

福
島
県

北
海
道

令和２年度 令和３年度 令和４年度

事業名
次世代介護機器の普及啓発事業

※東京都福祉保健財団実施
組織・人材マネジメント事業

執行額 34,838千円 120,724千円

事業内容

①普及啓発セミナーの開催
②公開見学会の開催
③展示スペースの運営（出張展示含む）
④次世代介護機器導入前セミナーの開催
⑤次世代介護機器導入後セミナーの開催
⑥アドバンストセミナーの開催

①生産性向上セミナーの開催
②公開見学会の開催
③展示スペースの運営（出張展示含む）
④次世代介護機器導入前セミナーの開催
⑤次世代介護機器導入後セミナーの開催
⑥アドバンストセミナーの開催
⑦人材育成セミナーの実施
⑧個別相談の実施
⑨専門相談の実施

対 象 者 都内介護事業者 都内介護事業所

 対象人数(対象社数)

①普及啓発セミナーの開催：500人（250人×2回）
②公開見学会の開催：100人（25人×2回×2施設）
③展示スペースの運営（出張展示含む）：常設展示、出張
展示 2回
④次世代介護機器導入前セミナーの開催：50人（10人×5
回）
⑤次世代介護機器導入後セミナーの開催：50人（25人×2
回）
⑥アドバンストセミナーの開催：25施設、2日間

①生産性向上セミナーの開催 2種類1回ずつ動画配信
②公開見学会の開催 50事業所(延4回)
③展示スペースの運営（出張展示含む）常設は通年、出張
は2回
④次世代介護機器導入前セミナーの開催 300事業所(15事
業所×20回)
⑤次世代介護機器導入後セミナーの開催 次世代介護機器
50事業所(25事業所×2回 )
デジタル機器250事業所(25事業所×10回 )
⑥アドバンストセミナーの開催 継続分20事業所1日間
新規分20事業所2日間
⑦人材育成セミナーの実施
3種類動画配信1回ずつ
⑧個別相談の実施
⑨専門相談の実施

実績

①普及啓発セミナーの開催：687回再生（動画配信）
②公開見学会の開催：80人（4回）
③展示スペースの運営（出張展示含む）：常設展示、出張
展示 実績なし
④次世代介護機器導入前セミナーの開催：25人（3回）
⑤次世代介護機器導入後セミナーの開催：128回再生（動
画配信）
⑥アドバンストセミナーの開催：17施設、2日間(継続
分)、20施設、2日間(新規分)

①生産性向上セミナーの開催 申込事業所数 計586事業
所
②公開見学会の開催 68事業所(延4回)
③展示スペースの運営（出張展示含む）常設見学77名、体
験16名
④次世代介護機器導入前セミナーの開催 計132事業所
⑤次世代介護機器導入後セミナーの開催 次世代介護機器
50事業所(25事業所×2回 )未実施
デジタル機器250事業所(25事業所×10回 )未実施
⑥アドバンストセミナーの開催 継続分20事業所1日間
新規分20事業所2日間 未実施
⑦人材育成セミナーの実施
3種類動画配信1回ずつ 計295事業所
⑧個別相談の実施 20事業所
⑨専門相談の実施

東
京
都
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④介護ロボットに関するイベントや会議等の開催状況

令和３年度に管内で開催された介護ロボットの展示等を含むイベントは以下のとおり。

令和２年度と同様に新型コロナウイルス感染症の影響により、オンラインでの開催が半数

以上を占めたと推察される。

⑤地域医療介護総合確保基金による令和３年度「介護事業所に対する業務改善支援事業」の

実施概況

令和３年度「介護事業所に対する業務改善支援」について、６件が「実施した」と回答

した。それぞれの実施内容と補助額については、以下のとおり。 

事業名 介護ロボット普及推進事業 介護ロボット普及推進事業 介護ロボット普及推進事業

執行額 9,444千円 8,181千円 7,466千円

事業内容 介護ロボット公開事業所の運営、セミナーの開催等 介護ロボット公開事業所の運営、セミナーの開催等 介護ロボット公開事業所の運営、セミナーの開催等

対 象 者 介護施設の関係者等 介護施設の関係者等 介護施設の関係者等

 対象人数(対象社数) 公開事業所3施設 公開事業所3施設 公開事業所3施設

実績 コロナのためオンライン開催 コロナのためオンライン開催 オンライン開催予定

事業名 介護職場のための生産性向上セミナー

執行額 ー

事業内容 介護ロボット・ICTの普及促進

対 象 者 法人経営者、管理者、リーダー層

 対象人数(対象社数) １００名

実績 ２３名参加

事業名 介護ロボット・ICT普及促進事業 介護ロボット・ICT普及促進事業

執行額 4,081千円 1,690千円

事業内容
導入促進セミナー、効果検証マニュアル作成、モニタリン
グ

導入促進セミナー・機器展示、導入先進施設見学会

対 象 者 介護事業所 介護事業所

 対象人数(対象社数) 180名 セミナー100名程度、見学会100名程度

実績 参加者197名、機器展示7社

京
都
府

⻑
崎
県

神
奈
川
県

都道府県 イベント名称 開催日
開催場所

（市町村名）
主催者 来場者数

出展
企業数

運営費に対する
公的資金の投入
の有無

山形県 楽のロジーケアフォーラム 令和4年2月10日 オンライン 山形県高齢者支援課 定員100人 有

神奈川県
「介護×テクノロジー」

活用オンラインセミナー in
Kanagawa

令和4年2〜3月
（予定）

オンライン 神奈川県 未定 有

滋賀県
福祉用具セミナー・

展示体験会
令和3年10月21日 草津市 県社会福祉協議会 77人 5社 無

山口県
山口県

介護ロボット地域フォーラム
令和4年1月26日 オンライン

公益財団法人テクノエイド
協会

40人 19社 有

高知県 WEBふくし総合フェア 令和3年11/8〜 オンライン

高知県、高知県社会福祉協
議会、福祉機器展実行委員
会、(一社)ノーリフティン

グケア高知支部

開催中 開催中 有

県政150周年記念
ながさきICTフェア2021

令和3年12月25、26日 ⻑崎市 ⻑崎県 5,000人 38社 有

次世代介護ソリューション
セミナー

令和4年1月20日 ⻑崎市 (株)⻑崎病協 100人 2社 無
高知県
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【実施内容】 

〇第三者による生産性向上の取組の支援 

・ガイドラインに基づき、職場環境の改善等に係る支援について知識・経験を有する第三者

が、対象となる介護事業所において実地による個別支援を実施する。

・１事業所あたり対象経費の１／２以内（上限３０万円）

〇介護現場革新会議に係る支援：介護現場革新会議の開催 

・都道府県又は市町村において、管内の介護関係団体や有識者等と「介護現場革新会議」を

開催し、地域における介護現場の課題に即した対応方針を策定する

・介護現場革新会議の開催に伴う必要な経費（会場借り上げ費用及び委員の旅費・謝金）

〇介護現場革新会議に係る支援：地域のモデル施設の育成 

・業務改善に取組むモデル施設を選定し、その取組に必要な支援を実施する

・１事業所あたり対象経費の１／２以内（上限５００万円）

回答した都道府県はなし 

〇介護現場革新会議に係る支援：介護業界のイメージ改善、その他 

・中高生等に対する介護職の魅力発信等による新規介護人材の確保や、介護職員の永年勤続

表彰等の介護人材の定着支援を実施する

・介護助手の活用支援や外国人人材の活用など、業務改善や人材確保に資する支援を実施す

る

回答数 割合
6 12.8%

実施していない 41 82.3%

合計 47 100%

実施した

件数
6
1
2
2
11合計 3,064,000円

香川県 600,000円
兵庫県 494,000円
福島県 170,000円
北海道 1,800,000円

補助額

件数
1
1合計 未定

北海道 未定
補助額
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・介護業界のイメージ改善及びその他に関する事業を実施するための必要な経費（会場設営

費や有識者への旅費・謝金等） 

 

 
 

⑥「ＩＣＴ導入支援事業」の実施状況 

「ＩＣＴ導入支援事業」の実施状況について、令和２年度は４０件、令和３年度４７件が

「実施した」と回答した。また、４７件が「来年度実施を予定している」と回答した。 

 

  
 

来年度の実施予定 

 

 
 

  

実施事業名

介護助手導入支援事業

介護職働き方改革応援宣言プロジェクト事業

福祉・介護事業所認証評価事業

令和３年度「こうち介護の日」イベント開催事業高知県

補助額

1,420,000円

合計 21,656,000円

ー

16,004,000円

4,232,000円

宮城県

回答数 割合 回答数 割合
40 85.1% 47 97.9%

7 14.9% 0 2.1%

47 100% 47 100%合計

令和２年度 令和３年度

実施した
実施しなかった

回答数 割合
47 100.0%

0 0.0%

47 100%

来年度実施を予定している
実施の予定はない

合計
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１０．介護ロボットの選定に資する表示項目の周知・活用 
（１）趣旨 
 令和２年度に策定した表示項目の活用については、「介護ロボットの試用貸出リスト」

に掲載する情報の一環として、情報を収集することとした。 
 本リストは、介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業における相談

窓口へ配布した他、テクノエイド協会のホームページで誰でもダウンロードができるよ

う掲載した。 
 

（２）開発企業から取得した項目 

 
上記の赤で囲った詳細情報について各企業より収集した。 
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   ① 移乗支援（装着） 
 
  

記入欄 備考（記入例等）

Ⅰ 適用 1 対象者（高齢者） －

2 対象者（介護者） ・適用身長（目安）〇〜〇cm
・適用体重（目安）〇〜〇kg
・腹       囲　〇～〇cm
・骨  盤  幅　〇cm以下

3 専門職の関与 ・適用に専門職の関与が必要か。

Ⅱ 禁止事項 4 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：
・装着者の身体状況：
・その他：

・装着者の身体状況：
（例：能動型埋め込み医療機器利用、妊娠中の女性、装着者の身
体サイズが合わない等）

Ⅲ 使用上の注意 5 注意事項 ・装着についての注意点：
・その他注意点：

・装着についての注意点：
（例：骨粗しょう症の方、ベルトによる締め付けに問題のある方
等）

6 安全に利用するための配慮 ・配慮が必要な利用環境（水回り等）における注意点：

・機器のメンテナンスにかかる注意点：

・配慮が必要な利用環境（水回り等）における注意：
（例：高湿・水滴がかかる場所でのバッテリー交換はしない、水
や洗浄液を直接本体にかけない）
・機器のメンテナンスにかかる注意点：
（例：〇〇などによる洗浄、殺菌はしない）

7 倫理面の配慮 （例：機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプライバシー
に関わる情報集・活用等。同意書の取得）

Ⅳ 使用方法 8 使用方法 （例：機器利用前の準備（機器の移動・調整等）、高齢者の移乗
時の基本ステップ、移乗終了後の動作の説明
装着・取り外しのしやすさ）

9 使用環境 ・動作環境：
・使用できない環境：

・動作環境：（例：温度、湿度など）

10 使用場面 ・利用シーンの例を示す（例：トイレ介助、入浴介助等）

11 習熟期間 （例：うまく使いこなすようになるまで約〇カ月（〇～〇カ
月））

12 高齢者に対する安全面の配慮

13 介護者に対する安全面の配慮

Ⅴ 効果 14 使用することで実現する高齢
者への効果

15 使用することで実現する介護
者への効果

（例：介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減）

16 使用することで実現する施設
への効果

（例：労働環境改善、職場の魅力向上）

Ⅵ 仕様、構造
17

アクティブ・パッシブ
（区分）

（例：アクティブ：バッテリー駆動、パッシブ：サポーター、圧
縮空気、バネ）

18 使用場所、必要スペースなど ①使用場所（例：.居室、浴室、トイレ）
②利用に必要なスペース等：装着時に周囲にぶつけないかの確認
のための目安

19 サイズ 幅〇〇mm×奥行〇〇mm×高さ〇〇mm

20 重量（バッテリー含む） 〇〇kg バッテリー含む場合は、「バッテリ－含むと記載」

21 材質

22 電源・バッテリー

23 充電時間 〇分

24 連続使用時間 〇時間

25 使用時の音

26 緊急発報の方法 （例：アラート音、ライト点滅、なし）

27 安全性の認証取得 （例：ISO13482取得）

28 防水・防塵加工

29 アシスト力を発揮する部位 （例：腰部）

30 最大アシスト力 通常使用においてロボットが出力可能なアシスト力の最大値

31 稼働方式

32 必要な通信環境 （例：あり（必要な環境：　　）、なし）

33 データの記録機能、有無と内
容

（例：あり：（データの内容：　　　　　　　　　　）、なし）

34 他の機器との連携・互換性 （例：あり：（連携機器：　　　　　　　　　　　　）、なし）

Ⅶ メンテナンス 35 準備・片付け

36 保管方法

37 メーカーによるメンテナンス

38 ユーザーによるお手入れ

39 消耗品の有無

40 保証期間

41 修理対応期間

42 耐用年数

Ⅷ コスト 43 本体・付属品の定価

44 ランニングコスト

45 教育研修費

Ⅸ オプション 46 追加できる機能

Ⅹ 問合せ先 47 緊急時の問合せ先

48 デモ・貸出

49 よくある質問（Ｑ＆Ａ）

大項目 中項目
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② 移乗支援（非装着） 
 

  
記入欄 備考（記入例等）

Ⅰ 適用 1 対象者（高齢者・介護者） 【高齢者】
・適用身長（目安）〇〜〇cm
・適用体重（目安）〇〜〇kg

【介護者】

【介護者】
（例：機器の操作が理解できる介護者）

2 専門職の関与 ・適用に専門職の関与が必要か。

Ⅱ 禁止事項 3 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：
・その他：

Ⅲ 使用上の注意 4 注意事項 （例：設置場所、保管スペースに関する注意事項等）

5 安全に利用するための配慮 （例：広さ、床面の状態、障害物の確認等）

6 倫理面の配慮 （例：機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプラ
イバシーに関わる情報集・活用等。同意書の取得）

Ⅳ 使用方法 7 使用方法 （例：機器利用前の準備（機器の調整等）、高齢者の移
乗時の基本ステップ、移乗終了後の動作の説明）

8 使用環境 ・動作環境：（例：温度、湿度など）
・使用できない環境：

9 使用場面 ・利用シーンの例を示す。（例：ベッド⇔車いす、ベッ
ド⇔ストレッチャー（特浴など）等）

10 習熟期間 （例：うまく使いこなすようになるまで約〇カ月（〇～
〇カ月））

11 高齢者に対する安全面の配慮 （例：対象者の健康状態の確認）

12 介護者に対する安全面の配慮 （例：足先を覆う履物を着用する）

Ⅴ 効果 13 使用することで実現する高齢者への効果 （例：移乗時の緊張緩和による負荷軽減）

14 使用することで実現する介護者への効果 （例：介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、1人
移乗が可能になる）

15 使用することで実現する施設への効果 （例：労働環境改善、職場の魅力向上）

Ⅵ 仕様、構造 16 使用場所、必要スペースなど 使用場所：（例：居室、浴室、トイレ）

17 サイズ 幅〇〇mm×奥行〇〇mm×高さ〇〇mm

18 重量（バッテリー含む） 〇〇kg バッテリーを含む場合は、「バッテリ－含むと記載」

19 材質

20 形状

21 電源・バッテリー 〇分

22 連続使用時間 〇時間

23 連続使用回数

24 使用時の音

25 緊急発報の方法 （例：アラート音、ライト点滅、なし）

26 安全性の認証取得 （例：ISO13482取得）

27 防水・防塵加工

28 稼働方式

29 必要な通信環境 （例：あり：（必要な環境：　　　　　　　　　　）、
なし）

30 データの記録機能、有無と内容 （例：あり：（データの内容：　　　　　　　　　）、
なし）

31 他の機器との連携・互換性 （例：あり：（連携機器：　　　　　　　　　　　）、
なし）

Ⅶ メンテナンス 32 準備・片付け

33 保管方法

34 メーカーによるメンテナンス

35 ユーザーによるお手入れ

36 消耗品の有無

37 保証期間

38 修理対応期間

39 耐用年数

Ⅷ コスト 40 本体・付属品の定価

41 設置導入に伴う費用

42 ランニングコスト

43 教育研修費

Ⅸ オプション 44 追加できる機能

Ⅹ 問合せ先 45 緊急時の問合せ先

46 デモ・貸出

46 よくある質問（Ｑ＆Ａ）

大項目 中項目
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③移動支援（屋外） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

記入欄 備考

Ⅰ 適用 1 対象者（高齢者）
Ⅱ 禁止事項 2 禁止事項
Ⅲ 使用上の注意 3 注意事項

4 安全に利用するための配慮
5 倫理的の配慮

Ⅳ 使用方法 6 使用方法
7 使用環境
8 使用場面
9 高齢者に対する安全面の配慮
10 介護者に対する安全面の配慮

Ⅴ 効果 11 使用することで実現する高齢者への効果
12 使用することで実現する介護者への効果
13 使用することで実現する施設への効果

Ⅵ 仕様、構造 14 使用場所、必要スペースなど
15 サイズ
16 形状
17 重量
18 積載量
19 電源・バッテリー
20 充電時間
21 連続使用時間
22 使用時の音
23 緊急発報の方法
24 安全性の認証取得
25 防水・防塵加工
26 稼働方式
27 必要な通信環境
28 必要なシステム・設備
29 データの記録機能、有無と内容
30 他の機器との連携・互換性

Ⅶ メンテナンス 31 準備・片付け
32 保管方法
33 メーカーによるメンテナンス
34 ユーザーによるお手入れ
35 消耗品の有無
36 保証期間
37 修理対応期間
38 耐用年数

Ⅷ コスト 39 本体・付属品の定価
40 設置導入に伴う費用
41 ランニングコスト
42 教育研修費

Ⅸ オプション 43 追加できる機能
Ⅹ 問合せ先 44 緊急時の問合せ先

45 よくある質問（Ｑ＆Ａ）

大項目 中項目
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   ④見守り（施設） 
  
  記入欄 備考（記入例等）

Ⅰ 適用 1 対象者 【高齢者】
・
【介護者】
・

【高齢者】
(・例：転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予
兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な
方、看取りの方など)
【介護者】
(・例：複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担
軽減をしたい、従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている
方など)

2 専門職の関与 ・適用に専門職の関与が必要か。

Ⅱ 禁止事項 3 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：

・その他：

・使用できない環境（場所）：
(例：浴室内等、高温多湿なところ、屋外)
・その他
(例：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・
オーバーホール)

Ⅲ 使用上の注意 4 注意事項 (例：
・ご利用者様が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ACアダプターへの無理な力を加えない
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使
用や放置、保管をしない。
・使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が
発生したら直ちに使用を中止してください。電源をオフにし、その
後電源アダプタを抜いてください。)

5 安全に利用するための配慮 (例：
・本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状
態であることを確認する
・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れ
ないようにする。
・水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂
など湿気の多い場所での使用はしない。)

6 誤報の有無 (例：
・感度設定がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・ご利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した
場合
・直射日光による精度低下時、画面降下による設定相違時
・無線Wi-Fiの電波強度や居室環境による場合)

6 使用上の注意 (例：
・センサを遮るような物の配置をしない、直射日光の当たる場所に
配置しない
・正しい設置位置(ベッド上部から〇cmの位置 ）で使用する
・スプリング式のベッドでは使用できない
・WiFi環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の
届く場所にて利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）
・サーバーPCの電源が抜けないようにする)

7 倫理的の配慮 (例：
・施設から家族に同意書を取得する
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る
・ご利用者様（特に女性）のプライバシーに配慮し、画像は撮らな
い、残さない仕様を基本としている
・オプションとして、同意を得た上で、センサーが認識・通知した
時のみ、画像で状況を確認する事が出来る様な対応をしている
・利用停止後、データを破棄する)

Ⅳ 使用方法 8 使用方法 ・使用時の基本テップ（見守りの際の準備（機器の調整等）、高齢
者の見守り時の基本ステップ（ステーションからの端末確認、ア
ラートの内容等をふまえ訪室））
・アラートの種類：（例：「動き出し」「起き上がり」「端座位」
「離床」）

9 使用方法（再設定） (例：
・移動後に、ACアダプタを接続する
・必要に応じ、しきい値を再設定
・コントローラーで調整)

10 使用環境 (例：
・気温〇℃～〇℃
・湿度〇%以下（但し、結露しないこと）
・センサーレンズを覆い隠さない事
・居室全体が見える位置への設置
・ベッドを利用
・Wi-Fi環境)

11 使用場面 (例：
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いた
いとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・通常の見守りケアから看取りケア)

12 習熟期間 (例：
・うまく使いこなすようになるまで約〇カ月（〇～〇カ月）)

13 高齢者に対する安全面の配慮 (例：
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する)

14 介護者に対する安全面の配慮 (例：
・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する)

Ⅴ 効果 15 機器を使用することで実現す
る高齢者への効果

（例：転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上、自立支援向上）

16 機器を使用することで実現す
る介護者への効果

（例：職員の負担軽減、睡眠の把握、看取り）

17 機器を使用することで実現す
る施設への効果

（例：事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の
魅力向上（PR等）、エビデンスデータ（訴訟リスクの回避等））

大項目 中項目
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Ⅵ 仕様、構造 18 使用場所、必要スペースなど 使用場所(例：屋内、介護施設・病院内　居室(個室・多床室)、
Wifi通信が届くエリア、居室の頭部)

19 設置場所 (例：
・ベッド頭部側中央、高さ〇m
・居室の天井や壁　※接地面が十分な重量を保持できる強度を有す
ること
・ベッドのマットレス等の寝具の下)

20 設置方法 (例：
・壁付け・天井ポール設置・専用スタンド設置
・専用取付金具使用
・ベッドのマットレスの下に敷く)

21 サイズ

22 形状

23 重量（バッテリー含む） 〇〇kg バッテリーを含む場合は、「バッテリ－含むと記載」

24 電源・バッテリー（本体、端
末、センサー等）

機器のパーツ（本体、本体以外）ごとに記載

25 使用時の音

26 緊急発報の方法 （例：
・パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
・ナースコールシステムを介して通知
・ランプ赤色点滅、及び警告音）

27 安全性の認証取得 （例：
・PSE、EMS準拠
・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇PSEマーク）取得
・かわさき基準（KIS）認証
・内部通信モジュールは技適取得
・EAE認可取得
・医療機器　届出番号取得）

28 防水・防塵加工 防水加工の有無
防塵加工の有無

29 検知方式（センサー、画像な
ど）

(例：
・センサーで検知（振動センサー、空圧検知センサー等）
・画像解析
・ドップラー方式)

30 検知範囲 (例：
・ベッド周辺30cm程度
・対角線上６ｍ以内
・ベッド上
・動体検知（環境センサー） 垂直5m 範囲90°)

31 反応速度（タイムラグ） (例：
・〇秒以内　（※通知が届くまではWiFi環境による影響あり）
・即時通知)

32 最大見守り人数 (例：
・1システム最大〇床（1ベッド1センサー）
・1人/台
・親機1台あたり〇名
・上限なし)

33 必要な通信環境 (例：
・特になし
・ナースコール、または独自無線システムにて通報するため、専用
の通信環境は不要
・インターネット環境
・Wi-fi環境(ない場合はモバイルルータが必要)
・各居室へのLANケーブル配線、施設内のWi-Fi環境整備
・無線LAN（Wi-Fi)2.4GHzもしくは有線LAN通信速度
10Mbps/100Mbps)

34 必要なシステム・設備 (例
・表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）
・専用サーバー、専用ソフトウェア、タブレット端末（スマホ）、
NW機器
・ナースコールシステム
・追加のPC、ソフト、システム等は不要)

35 データの記録機能、有無と内
容

(例：
・検知日時・検知項目・検知状態・ルーム名・センサー名、検知履
歴一覧の表示、検知履歴動画作成・エクスポート可能、蓄積データ
を用いて分析も可能
・1分毎に記録する情報：臥床、寝返り、座位、離床、室温、湿
度、電波圏内・圏外、電波強度（心拍数・呼吸数・体動量はバイタ
ルセンサー接続時）
・1分毎に記録した利用者様の状態及び居室の状況を1日24時間分、
居室単位でグラフ化して表示。日付を指定して過去の記録も表示可
能。
・異常検知した動画のみの記録や追加オプションで常時録画
・異常報知した場合、報知前の画面を表示（3分間分）
・脈・呼吸のデータを1週間分記録可能。
・保存期間は基本1ヶ月
・CSVファイルのデータエクスポート機能有
・なし)

36 他の機器との連携・互換性 (例：
・ナースコールと連動可能
・介護記録ソフトとの連携可能
・検知・通知状況確認用のカメラとの接続が可能
・なし)

Ⅶ メンテナンス 37 メーカーによるメンテナンス (例：
・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・機器本体やソフトウェアのバーションアップが必要と判断した場
合や現地作業でないと分からない不具合解消時に訪問
・不具合の場合、電話にて対応。必要に応じて、現地で不具合の確
認・適切な処置（必要と認められれば、本体の交換）を行う
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ
・特になし)

38 ユーザーによるお手入れ (例：
・タブレット端末の充電
・本体カメラ部の清掃
・ホコリの除去
・コントローラ・センサはACアダプターを抜いて、水または水で薄
めた中性洗剤を含ませて、固く絞った布で拭きとる。
・空圧検知センサーの空気充填
・電池交換
・特になし)

39 消耗品の有無 (例：
・特になし
・バッテリーや電池（無償交換）)

40 保証期間

41 修理対応期間

42 耐用年数 約〇年
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（３）情報の掲載 
 取得した情報は以下のように取りまとめた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）掲載情報 
  掲載されている情報は５０件で内訳については、以下の通り。 
 

 種 目 件 数 

１ 移乗支援 １０件 

２ 移動支援 ２件 

３ 排泄支援 ４件 

４ 見守り・コミュニケーション ３２件 

５ 入浴支援 １件 

６ 介護業務支援 １件 

合 計 ５０件 

Ⅷ コスト 43 本体・付属品の定価

44 設置導入に伴う費用

45 ランニングコスト

46 教育研修費

Ⅸ オプション 47 追加できる機能

Ⅹ 問合せ先 48 緊急時の問合せ先

49 デモ・貸出

50 よくある質問（Ｑ＆Ａ）
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１１．介護機器の安全利用に関する整理 
（１）福祉用具に係る重大製品事故情報の周知 
①概要 
 厚生労働省では、消費者庁のホームページで公開されている「消費生活製品の重大製

品事故」のプレスリリースの中から、福祉用具に係る重大製品事故を抜粋し、毎週月曜日

に各関係機関へ周知を行っている。 
 プレスリリースは毎週火曜日と金曜日に公開されており、テクノエイド協会では公開

された情報の中から福祉用具に係る重大製品事故を抽出し、厚生労働省へ報告すること

とした。 
 
【周知先機関】 
  ・各都道府県、指定都市、中核市 
  ・公益財団法人テクノエイド協会 
  ・一般社団法人日本福祉用具供給協会 
  ・一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 
  ・一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会 
 
②報告様式 
 周知方法として、事務連絡及び、以下の一覧表を付記している。（下記は一例） 

 
 
  ③重大製品事故の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報提供日 消費者庁公表日 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都 備考
令和３年３月２日（火） なし

令和３年３月５日（金） 2021年2月21日 2021年3月3日 階段移動用リフト 死亡１名

当該製品を使用中、搭乗者（80歳
代）が転落し、病院に搬送後、死亡が
確認された。当該製品の使用状況を含
め、現在、原因を調査中。

東京都

令和３年３月９日（火） なし
令和３年３月12日（金） なし
令和３年３月16日（火） なし
令和３年３月19日（金） なし
令和３年３月23日（火） なし

令和３年３月26日（金） 2021年2月6日 2021年3月23日 介護ベッド 重傷１名

使用者（80歳代）が当該製品を使用
中、背上げ部を起こしていたところ、
急に背上げ部が下がり、負傷した。当
該製品に起因するのか、他の要因かも
含め、現在、原因を調査中。
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（２）介護機器の安全利用に関する実態把握 
①目的 
 高齢者の自立を支援し、介護者の負担を軽減する福祉用具・介護ロボット（以下「介

護機器」。）は、高齢者の心身機能の維持・向上、さらには活動や参加を促す一つの手段

として、重要な役割を果たすものである。 
こうした介護機器を安全・快適に利用するためには、高齢者の身体的及び心理的、精

神的な状態は勿論のこと、使用する場面や環境など、利用者の置かれている状況に適応

した機器を選定し、利用することが求められる。 
一方、近年、在宅・施設を問わず介護機器を利用する機会が増加するなか、介護機器利

用に伴う事故やヒヤリハットの防止と発生時の適切な対応が求められているところであ

り、次期の介護報酬改定に向けた検討課題として掲げられている。 
こうした背景を踏まえ、介護機器の安全利用を推進するため、事故やヒヤリハットの

情報（以下「事故情報等」）を効果的に活用するために必要な内容を整理することとする。 
具体的には、現在、関係機関等において行われている介護機器の事故情報等に関する取

り組みを把握し、安全利用を推進するための課題や方策を整理することとする。 
対象とする介護機器は、介護保険法による福祉用具貸与・特定福祉用具販売の対象と

なっている機器及び、「ロボット技術の介護利用における重点分野」に定められている既

に上市されている介護ロボット等とする。 
②実施期間 
 令和４年度１月下旬～２月上旬 
③方法及び時間 

オンラインによる聞き取り調査（１時間程度） 
④調査対象 

・消費者庁（消費者安全課） 
・経済産業省（製品安全課、医療・福祉機器産業室） 
・独立行政法人製品評価技術基盤機構（以下、ＮＩＴＥ） 
・公益社団法人全国老人福祉施設協議会（ロボット・ＩＣＴ推進委員会担当） 
・公益社団法人全国老人保健施設協会（管理運営委員会 安全推進部会） 
・一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会（事務局、安心・安全部会） 
・一般社団法人日本福祉用具供給協会（事務局） 
・一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会（事務局） 

 
⑤主なヒアリング内容 
 〇介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組みについて 
 〇現状の課題について 
 〇将来取組む予定等について 
 〇安全な利用を推進するために必要な情報や方策について 
⑥ヒアリング結果 

   以下のとおり。 
 
◆調査対象１：消費者庁 
（実施日時：令和４年１月２８日（金）１３：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
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【事故情報などの収集について】 
・以下の根拠法等に則り、重大事故情報を一元化し、対応を検討・周知している。 
①消費者安全法（以下、安全法） 
・消費者事故（サービス、製品限らず）のうち重大事故について、該当すると判断（該当

すると見込まれると判断したものも含む。）した時点で直ちに通知するよう行政機関等に

義務付けられている。 
・通知された事故情報は、ＨＰで週ごとにまとめ、公開することで注意喚起を図ってい

る。 
②消費生活用製品安全法（以下、消安法） 
・消費生活用製品の製造又は輸入事業者は、消費生活用製品に起因する重大事故（業務

用は含まれない）が発生したことを知ったときは１０日以内に消費者庁へ報告しなけれ

ばならない。 
・製品事業者など報告のあった事故情報は、①と同じくＨＰで公開している。 
・通知段階で原因が分からなければ名指しでの公開は差支えがあるため、実施しない。 
・①で通知のあった重大事故は、消費者安全調査委員会で事案によって詳細な原因究明

を行う。詳細調査を行う事案は、選定指針および有識者意見によって選定する。 
・調査結果に基づいて、必要に応じて各行政機関へ意見を述べる。 
・各所管省庁などで既に調査している場合は、介入しない。 

【事故情報などの収集について】 
・通知された情報はリスト化して、注意喚起のネタにするなどしている。また、プレス 
リリースなどで集計データを使用している。 
・通知された情報は「事故情報データバンク」で一般に公開している。こちらに掲載た

れた情報では、個人特定を避けるため全量は公開していない。 
・消費者白書の資料編で通知された事故情報の年度別データなど掲載している。 

 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 

・安全法では通知義務が課されているが、行政機関等にその制度は浸透しきれていない。 
・消費者事故の概念も難しく、通知すべきか判断に迷うようである。 

【事故情報などの発信について】 
・注意喚起として発信するものが関心の低い人に届かない。どう届けたら良いかは課題。 
（注意喚起は毎回事務連絡で各都道府県に通知される） 

 
◆調査対象２：経済産業省製品安全課 
（実施日時：令和４年２月１０日（木）１３：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの発信について】 

・２年前からＮＩＴＥのリスクアセスメント専門部署と連携している。また、医療・福

祉機器産業室、国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下、産総研）も含め、２週間に

１回程度ミーティングを重ねている。 
・目的は増加している高齢者の製品事故を対象に、ＮＩＴＥの分析に基づいた効果的な 
注意喚起を行いたいことや、発生した瑕疵について規格への反映を目指している。なお、

65



 

 
 

高齢者製品に関する標準規格は現状無い。 
・これまでは製品を特定して個々のリスクアセスメントを行ってきた。介護ベッド、電

動車いす、はしご・手すり、脚立・踏み台をこれまでに対象とした。なお、脚立・踏み台

は事故多発していることを選定理由として、介護保険外の製品だが対象とした。 
・上記の取組みを反映し、高齢者の製品事故に焦点をあてたＨＰを今年１２月に新たに 
公開した。ＨＰには注意喚起のチラシや動画、高齢者行動ライブラリ等を掲載している。 
・来年度以降は、大きなテーマで事故防止を考えていきたい。市場分析、注意喚起への 
工夫を検討していく予定である。 
・製品安全の文化を普及する取組みとして、「製品安全対策優良企業表彰（ＰＳアワー

ド）」がある。その受賞企業によるコミュニティが作られている。その中に高齢者向け製

品のワーキンググループを作り、様々な議論している。そのグループに産総研も加わり、 
ニーズを収集している。来年度以降、収集したニーズに応えた情報を掲載できないか検

討している。 
・製品事故対策室で、事故情報に関するツイッターアカウントの運営もしている。また、 
ニュースリリースを当省単独でなく、消費者庁やＮＩＴＥと連携して発信もしている。 

 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・ＮＩＴＥが収集している以外の情報がなかなか無い。把握できていない事故があると 
認識している。それをどう拾うかに強い課題意識を持っている。 
・厚労省の事故情報収集に関する取組みと連携すれば集まるものかも不明。 
・一般の企業にとっても事故はネガティブなものと認識されている。事故を社外に公開

したくない心理環境は分かるが、そのハードル下げることを含めて仕組みを検討すべき。 
【事故情報などの発信について】 
・新たに公開したＨＰ等が一般の方や事業者にまだ知られていない。まずは使ってもら

う。 
・注意喚起であれば綿密にどれだけできるかが重要。関係機関を巻き込むことが必要。 
現状では、業界団体やメーカーまでは届いていない。 
・製品起因の事故を基に各企業が新たな製品を開発する時に、安全性能は実験しにくい

のではないか。実験自体にリスクがある。事故情報データの取得方法が肝になると思う。 
 
◆調査対象３：経済産業省医療・福祉機器産業室 
（実施日時：令和４年２月７日（月）１５：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集・活用について】 
・機器の開発支援や標準化について、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（ＡＭＥ

Ｄ）等を通じて実施している。 
・事故情報は消費者庁、同省製品安全課から入手している。当室としては死亡事故等の 
重大事故が無いか見ている。昨今では介護ベッド、電動車いすなどに注目しており、 
事故があった場合は製品側での解決を業界団体とＪＩＳの改正などで調整している。 
・ロボット介護機器の開発支援をメインにやっている。導入障壁に機器の安全性、使用 
方法に不安があると聞いている。それを解決するために、機器の安全性に対する強度な 
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どの定量的な数値を作れるか検討している。 
・介護現場が機器、ＩＣＴの使い方が分からないため、昨年度までの事業で導入マニュ

アルを作成した。既存の福祉用具では同様の導入マニュアルは作成していない。 
 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・現場としては事故情報を外部に報告することに抵抗があるのではないか。任意では制

度の浸透は厳しいと感じる。（虐待を疑われるなど） 
・報告される中で、事故として解決できる数がどれほどあるか不明。  
・事故が起きた時にソフト面の事故なのかが見えにくい。製品開発側もどこまで安全を 
担保するかが難しい。事故が起きた際にすべてメーカー側になってしまうと厳しい。 
介護機器は制度に左右されるため、開発に踏み切れない企業も存在する。この場合、 
事故原因がはっきり分かるようにする必要がある。メーカーを守る、消費者を守る双方 
の意味で重要と思われる。 
・介護業務支援の一環で見守り機器の開発支援を行っている。このカメラで記録した内

容で事故全容などを把握して、分析すべきでは？との意見もいただいている。 
【事故情報などの発信について】 
・開発事業者にもヒヤリハットなどの情報を普及していく必要がある。機器だからこそ 
解決できるものもあるのではないか？（ニーズに近いものもある） 
・機器の使い方は座学で勉強する機会がなかなか無いと思う。機器の安全な使い方の講

習はよいと思う。 
・使う側の問題もある。高齢者が福祉用具に触れる機会は本人が必要になってからとな

る。それ以前に触れることがあれば、まだ馴染めるのではないか。 
 
◆調査対象４：独立行政法人製品評価技術基盤機構 
（実施日時：令和４年１月３１日（月）１３：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集について】 
・消安法に基づき報告される事故を扱っている。安全法に基づくものはすべて消費者庁

管轄である。 
・非重大事故で多いものは、「怪我はしていないが、部品が壊れた・外れた」などである。 
そのままいけば転倒など事故に繋がりかねない状態である。また、ヒヤリハットだけで 
なく、治療期間３０日以内であれば該当している。 
・非重大事故として報告されても、内容的に重大事故の場合がある。製造者が分からな

い場合は非重大事故の扱いで調査することもある。 
・リース事業者、設置工事事業者、修理事業者、関係団体等からの報告は少ない。製造事 
業者、消費生活センターが主である。介護機器に関する報告は過去１０年分で無し。 
・報告のあった事故は全件詳細調査する。調査度合の軽重は当社で決定して、第３者委

員会には調査結果の妥当性など確認してもらっている。 
・詳細調査はハード寄りでなく、あくまで第３者視点で事故原因そのものを調べる。結

果的に製品起因が多いのはやむを得ない（報告のきっかけが製品なので）。 
・自社予算の中で市場モニタリングに近いことはする。実施した結果は年１回の社内報
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告会での共有のみ使用する。原因調査の過程で通知頻度や事故の程度によって、限定的

にテーマ設定して調査することはある。 
【事故情報などの発信について】 
・誤使用と不注意事故が一定数存在しており、これを減らすことを目的に定例でプレス

リリースしている。高齢者に関して、年１回以上は対象にして情報発信。今年度は敬老

の日に電動車いすの事故情報発信を行った。 
・最近はＳＮＳ、Ｙｏｕｔｕｂｅも活用。高齢者向けでは、例えば介護用ベッドの手の

挟み込みなどを注意喚起している。ＳＮＳは分析もしている。ポイントとしては、高齢

者や介護者に情報が届いているか。一般企業や業界団体など影響力のあるところと連携

して現場に情報を届けることが重要。実際に連携する動きもある。 
 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・事故報告制度が浸透していないと考える。市町村からの報告は制度としてあるものの、 
消費生活センター以外の部署が認知しているか分からない。 
・報告された製品が一般の消費生活用か業務用かで扱いが変わる。当社は消費生活用製

品のみを対象としており、業務用は対象外である。ただ、業務用であっても怪我をする

のは消費者なのでジレンマがある。使うのがプロか、一般的に購入できるものか等で判

断されるが、一般消費生活用か業務用かの判断は報告者に委ねられている。報告者と話

しをする過程でその判断が変わることもある。 
・使い方に問題がある場合、その使用状況が聞けない場合が多い。その場合は原因不明

とせざるを得ない。当機構が消費者と直接コンタクトすることは基本無い。事業者や消

防などから又聞きになる。ただし、聞いたとしても誰も見ていない間に事故が起こって

いたり、事故で被害者が出ていると聞き取りしづらい点もある。 
・情報を限定的にしか集められていない。事業者からすると、誤使用なども絡んでいる

ので、製品要因だけでの事故指摘はいかがなものか、ということもあり、分析の切り口

の検討も課題である。 
 
◆調査対象５：公益社団法人全国老人福祉施設協議会 
（実施日時：令和４年２月３日（月）１４：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集・活用について】 
・厚労省からの情報等についてはＨＰに掲載するなどしているが、介護機器の事故情報

に特化した情報収集は現在のところ具体的な取り組みはない。 
・一昨年から介護ロボットおよびＩＣＴ対応の推進員会を組織し、これから福祉用具、 
介護ロボット、ＩＣＴ含めて情報収集を始めていこうという段階。 
・約１２，０００の会員施設への実態調査などを通して、事故情報を含めた現場の状況

や全体的な傾向などを把握していきたいと考えている。 
・テクノエイド協会をはじめ、各都道府県の老施協を含めたその他関係機関の各ステー

クホルダーと連携、情報交換していきたいと考えている。介護機器の導入については注

目されている実感があるため、特に安全性の担保の点などに注力しながら積極的に取り

組んでいきたい。 
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【事故情報などの発信について】 
・老施協．ｃｏｍというアプリを活用して、アプリ登録者とタイムリーに相互のやりと

りができる状況を整えている。現在約６，０００のユーザーとつながっているため、情

報収集・発信にこういったツールの活用も検討している。 
 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・介護機器については、利用者、従事者側の観点や情報などは収集することが出来るが、 
メーカー側の情報がない。介護ロボット関係事業に取り組む中で、介護機器の標準化が 
課題だと感じている。機器ごとの情報は非常に手に入れやすくなっているが、介護機器 
の有効な組み合わせ、導入に必要なインフラなど技術的な側面、通信など、まだ見えに 
くい部分もある。同系統の機器でも性能の違いや、それぞれの利点欠点があると思われ 
るが、それらの情報はあらわになっていない。メーカー側の事情や様々な背景はあるだろ 
うが、現状選ぶ側としては、機器メーカー、営業の情報などに頼らざるを得ない。 
【事故情報などの発信について】 
・最新の情報をどう担保するかが課題になっている。介護機器分野も急速に成長してきて 
おり、最新の正しい情報をどう発信するかが難しい。 
・現在老施協．ｃｏｍの登録者数は約６，０００で、ユーザーと相互にやり取りする機能

も比較的活用されているが、現状最も情報がリーチし、広がりやすいのはＦＡＸと書面。

ただし、若い職員には紙の情報は届きにくいという部分もある。 
 
◆調査対象６：公益社団法人全国老人保健施設協会 
（実施日時：令和４年２月７日（月）１３：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集について】 
・福祉用具に特化した調査など実施した経験は無い。 
・介護事故全般に関するものはある。また、別働体の共済会で把握している事故は 
集計などしている。機器に特化した視点は無かったので、これを契機に安全推進部会 
で調査したい。 
・なお、協会としての会員への事故報告義務などは無い。賠償責任保険などを会員へ提供 
している共済会（会員の２／３程度が加入）への事故報告で把握する。 
・ヒヤリハットや転倒、転落事故（機器が絡むこと多い。ブレーキ不具合、ヒューマンエ 
ラーなど）を通じれば、情報は集められるかもしれない。 
・今般、統一化された事故報告様式には機器に特化した項目を入れても良いのではないか 
と思った。 
【事故情報などの発信について】 
・現状実施していないが、全老健では介護機器のリスクに関する情報発信に活用できる 
場を持っている。例えば、リスクマネジャー養成講座（２泊３日×２回、リモートは 
グループワーク無し。約３０時間程度の学習）にもコマは現状無いが、加算対象の講座 
でもあるため毎年多くの受講者がいる。ヒヤリハット・苦情対応を主題にした集合研修 
も１泊２日で行っている。 
・過去に全会員への情報発信を行った事例は１つのみ。窓ストッパーの不具合による転落 
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事故であった。経緯として、会員の老健施設で事故が発生し、その報告を受けたことがあ

る。そこで全老健が聞き取りを行い、その情報を全会員へ周知した。 
・また、共済会による補償制度や情報発信は以前より行っている。訴訟事案は研修会での 
事例で扱うなどはあるが、広く会員への情報発信することはあまり無い。 

 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・新たな機器を導入する際には取扱説明を必ず聞くが、導入前にメーカーが把握している 
事故情報などは併せて知らせてほしい（導入する・しないの検討とは別の話で）。 
・製品メーカー側と相互に情報をやり取りできる仕組みがあると良い。 
【事故情報などの発信について】 
・Ｉｏｔ、ＩＣＴに関する安全性やリスクに関する情報をもらった記憶が無い。例えば、

そのような情報を持つ機関とシステマチックに全老健部会と連携して、会員へ情報発信

できると良い。 
 
 
◆調査対象７：一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会 
（実施日時：令和４年２月７日（月）１０：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集について】 
・当協会にも基本的には事故を届け出る。消費者庁、ＮＩＴＥへの報告の写しはもらう。 
・製品事故以外の誤使用などに取組む必要がある。ヒヤリハットも含めて集める。 
・当協会では会員から事故報告とともに対応相談を受ける。その際は消費者庁への報告な 
ど指示している。 
・最初の段階では製品起因か誤使用かは分からない。原因追及は非常に苦労する。重大事 
故であれば警察なども介入して、詳細な原因が分からないこともある。事件性が疑われ 
れば、我々は調査にそもそも入れない。 
【事故情報などの発信について】 
・当協会からの情報発信として注意喚起のチラシを作るために情報を収集し、整理して公

開している。製品固有の情報までは出てこない。チラシに掲載する情報は会員企 
業ごとで集積した経験的な情報から提供される。テクノエイド協会が公開しているヒヤリ

ハット情報を参考にすることもある。 
・当協会に報告された重大と考えられる事故についてリスク分析を実施している。消費者 
庁、ＮＩＴＥで公開された事故も細かく分析する。そして、チラシや動画にその結果を 
活かしている。例えば、展示会やＹｏｕｔｕｂｅでもその情報は発信を行っている。 
・製品起因による事故を減らすために、ＩＳＯ、ＪＩＳに反映する必要がある。 
 重大なものはリスク分析結果を反映している。 

 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・本当の原因がよくわからない。重大事故になっても警察介入など詳細な情報が下りてこ 
ないなど。当事者の認知症の程度によっても影響がある。 
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・メーカーとして、ヒヤリハットの情報を得づらい。メーカーは製品に問題があったとし 
ても、把握がすべてできるわけではない。明らかに誤使用の場合などはメーカーには情報

が入ってこないと思われる。 
・使い方に誤りがあるかは、当事者には分からない。介護現場の専門職から情報を集めて 
ヒヤリハット集を作ったことあるが、「正しい使用方法を伝えなかった自分が悪い」「責任

を負いたくない」といった理由で情報がなかなか出てこなかった。 
・経産省は製品起因であれば所管であるが、使い方が悪い場合は管轄外としている。その 
ため、製品起因でないものは原因が追及されない。メーカーから上がってくる情報、貸 
与事業者や保険者が持っている情報をどう活用していくかが重要である。 
・介護職員からどうやって事故報告を挙げてもらうか。介護機器への理解も不十分で、情 
報発信してもなかなか浸透しない。相談員にも福祉機器への意識に濃淡がある。モニタ 
リングでの扱いもまちまちである。 
・ヒヤリハットについて、メーカーから集める際に色々な人に聞いても集まらない。現場 
の専門職や福祉用具専門相談員などから集める仕組みがよいのでは？ 
【事故情報などの発信について】 
・どうやって気に留めてもらうか。例えば、ベッドの挟まり事故が取り上げられた時、そ

の直後は現場も注意されるが、時間が経って事故が減るとやはり緩む。 
・家族への情報提供も課題。SNS 活用もしているが、高齢の家族が見てくれるかは疑問。 
・介護機器との適合などについてモニタリングの基準を示して、質を担保すべき。 
・学生のカリキュラムへの反映も必要。福祉用具のリスクに関するセミナーは半数程度学 
生が来て、アンケートでも学生時点から必要な情報だという結果が出ている。 
・専門職にも教育が必要。安全性に関する情報をカリキュラムに入れ込む必要性をかんじ 
る（普及に合わせて） 
・福祉用具の安全性に関する情報はどこを見ればよいか分からない。一元化できればよ

い。 
 
◆調査対象８：一般社団法人日本福祉用具供給協会 
（実施日時：令和４年２月１０日（木）１５：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集について】 
・平時での事故情報の収集事業はなし 
・ただ、今年度は老健事業で調査研究を行っており、それとは別に独自事業も行っている。 
＜介護保険における福祉用具の利用安全を推進するための調査研究事業＞ 
・居宅サービスの中で福祉用具貸与を受けているものを対象に実施（施設は対象外）。貸

与した機器で事故があったら市町村へ報告するルールだが、実態はどうかを調べた。 
・結果として、事故報告の絶対的な件数が少ない。自治体がそのため必要性を感じない。

福祉用具貸与関連で 2 ケタの報告数はそうそうない。回答の中で、施設での事故と混同し

ている市町村もあった。 
・事業所としても事故対応は稀であるため困っていない。市町村でも書式を示していない

こともある。 
・貸与事業所は一般的に普段からの情報収集は行っているが、自社としての事故報告の経

験は滅多にない。 
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・貸与事業所にヒアリングすると、レンタル卸事業所の存在が分かった。関係のある貸与

事業所の規模は増えている。事故があるとレンタル卸にまず話がいく。それを経由してメ

ーカーが事故を知るという新たな流れが分かった。 
【事故情報などの発信について】 
・厚労省などからの重大事故情報の連携を受けて、発信している。独自の取組みは現状な 
い。 

 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・（個人的見解だが）事故情報について報告先や発信経路が多く分かりづらい。事故とヒ

ヤリハット、製品安全・利用安全など多数の切り口で存在しており、情報が錯そう気味で

ある。 
・仕組み自体どこまで浸透しているか分からない。また、基本的な拠り所は運営基準に則

っていると思う（何かあれば市町村やケアマネージャーに言う）。 
【事故情報などの発信について】 
・厚労省からの情報提供があるが、あくまで第一報のため情報が途切れている。次の段階 
がないと、具体的に貸与事業者として参考にならないと思う。 
・１つの事象にたいして、ばらばらの情報では使えない。貸与事業者が見てもどの切り口

で読めばよいかわからない。いくつかの共通した事項を設定するなど工夫すべき。 
 
◆調査対象９：一般社団法人全国福祉用具専門員相談員協会 
（実施日時：令和４年２月１０日（木）１１：００～） 
a）介護機器の事故やヒヤリハット情報に関する取組み 
【事故情報などの収集について】 
・会員の相談員からの情報収集は実施していない。福祉用具の業界は強制力のないものに

積極的に取り組むことは少ない傾向にあり、会員からの自主的な報告などもない。当協会

から積極的に情報を取りに行っているということも現状無い。 
・サービス計画書の様式の変更、見直しに取り組んでおり、基本情報でヒヤリハットの有

無を聞くという項目を設定する形での変更を検討している。モニタリング時もヒヤリハッ

トの有無を確認するなど、導入前に加えて、モニタリング時に都度確認できるような様式

を考えている。機器のハード面は製造元などによる部分が大きいが、ソフト部分について

は利用者と相談員の接点を活かして、モニタリングの都度確認、注意喚起を呼びかける必

要あると感じている。 
・情報を出す側として抵抗がないのは、研修を実施するという名目で、研修の参考となる

事例が欲しい、といえば出てくるかもしれない。研修に参加する場合、参加者は施設にお

ける事故情報、ヒヤリハットに関する事例をひとつ用意することを事前課題にするなど。

そのようにして集まった事例の中で、参考になりそうなものについてはあとで深堀してヒ

アリングなどを行うとより効果的だと思われる。 
【事故情報などの発信について】 
・消費者庁からの情報をＨＰに掲載するとともに、２，８００の会員へ福祉用具事故の 
情報を抜粋したものをメールで配信している。 
・２０２０年「ハンドル型電動車いすの安全利用に係る調査研究事業」では、専門相談員 
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としても事故が減らないという認識があり、将来的な電動車いすの利用に関する研修の実

施も見据え、テキストとその解説動画も作成し、テキストは全事業所および自治体にも配

布している（ただしコロナの影響等により研修は未実施の状況）。 
・静岡ブロックでは、電動車いすの事故が減らないということから、セリオ（電動車いす

取扱会社）と共同で電動車いすに関する研修を実施した。 
 
b）現状の課題 
【事故情報などの収集について】 
・大きな事故ほど、ディーラーの責任なのかメーカーの責任なのかという話にはなってい

る。報告元も保険者に情報を上げたあと、その情報がどうなるかは意識しておらず、メー

カーや消費者庁に上げなくてはいけないという認識はないというように感じている。 
【事故情報などの発信について】 
・ケアマネージャーの更新研修のように、事故情報や安全利用に関して、現状の福祉用具

専門相談員が定期的に知識を得る機会（強制力あり）が必要だと考えている。当協会だけ

ではなく、業界団体全体で取り組んでいく必要がある。 

 
⑦介護機器の事故情報等に関する取り組みの整理 
 現在運用されている介護機器の事故情報を収集・発信する取組みは以下のとおりである。 

実施機関・団体 事故情報等の収集 事故情報等の発信 
消費者庁 ・安全法に則り、消費者事故の 

うち重大事故（サービス、製品

限らず）を行政機関、都道府県、

市町村及び国民生活センターよ

り収集 
・消安法に則り、消費生活用製品

に起因する重大事故（業務用は

含まれない）を製造・輸入事業

者等より収集 

・左記で収集した事故情報を週次 
で取りまとめて公開 

・多発している事故など特定テー 
マを対象とした注意喚起 
（チラシなど） 

・事故情報データバンクによる一 
般への公開 

・消費者白書等への年次集計デー 
タの掲載 

独立行政法人製

品評価技術基盤

機構 
（ＮＩＴＥ） 

消安法に則り、消費生活用製品に 
起因する非重大事故（業務用は含 
まれない）を製造・輸入事業者等 
より収集 

・一般向けのプレスリリース（記 
者説明会）を毎月１回実施 

・多発している事故など特定テー 
マを対象とした注意喚起 
（チラシなど） 

・収集した事故情報の年度報告 
書・四半期報告書による公開 

経済産業省 
（製品安全課、 
医療・福祉機器

産業室） 

独自の収集はなし（消費者庁、Ｎ

ＩＴＥの情報を活用）。 
・高齢者の製品事故に焦点をあて 
たＨＰを公開した。同ＨＰへの

注意喚起のチラシや動画、高齢

者行動ライブラリ等の掲載。 
・「製品安全対策優良企業表彰（Ｐ 

Ｓアワード）」の企画・運営。 
・事故情報に関するツイッターア 
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実施機関・団体 事故情報等の収集 事故情報等の発信 
カウントの運営 

・消費者庁やＮＩＴＥと連携した 
ニュースリリース 

公益社団法人全

国老人福祉施設

協議会 

独自の収集はなし。 厚労省からの情報等をＨＰに掲載 

公益社団法人全

国老人保健施設

協会 

賠償責任保険などを会員へ提供し

ている共済会（会員の２／３程度

が加入）への事故報告による把握。 
※ただし、介護機器に限定せず 

・定期的な発信はなし。 
・過去に１度のみ会員への注意喚 

起を実施（会員施設で発生した

窓ストッパーの不具合による転

落事故） 
一般社団法人日

本福祉用具・生

活支援用具協会 

会員は基本的には事故を届け出る

（消費者庁、ＮＩＴＥへの報告の

写し）。 

事故を独自に分析した結果の発 

信（チラシ、動画） 

一般社団法人日

本福祉用具供給

協会 

・独自の収集はなし。 
・２０２１年度老健事業、独自事

業による市町村、都道府県等へ

の調査を実施 

厚労省などから重大事故情報の連

携を受けて発信 

一般社団法人全

国福祉用具専門

員相談員協会 

・独自の収集はなし。 
・２０２０年度「ハンドル型電動

車いすの安全利用に係る調査研

究事業」を実施 

・消費者庁からの情報をＨＰに掲 
載 

・会員へ福祉用具事故の情報を抜

粋したものをメールで配信 
 
⑧介護機器の安全利用を推進するための課題と方策 
a）課題の整理 

ヒアリングを基に介護機器の安全利用を推進するための課題を整理すると以下のとおり

となる。 
事故情報等の収集 □安全法・消安法による報告制度が知られていない 

当該制度について義務のある行政機関等に十分に知られていな

いと思われる。例えば、市町村において消費生活センター以外の

部署（介護保険課等）が認知しているかは不明である。 
 
□制度は知っているが、報告すべき事故に当たるか判断に迷う 
例えば、消安法では製品に起因する事故（製品事故）を報告対象と

しているが、一見して製品が関係しているか分からない事故の場

合などは、製造事業者等が報告すべきか判断に迷う。 
 
□事故・ヒヤリハットの報告に心理的ハードルがある 
・製造事業者等の一般の企業では事故にネガティブな印象もある 
ため、社外に公開したくないという心理がある。 

・介護事業者においても運営基準で定められた以外で事故情報等 
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を積極的に外部機関へ報告することへ抵抗があるのではないか 
（虐待を疑われる等）。 

・使い方に誤りがあるかは、当事者には分からないため、介護現場 

 の専門職からヒヤリハット情報を集めようとしたが、「正しい使 
 用方法を伝えなかった自分が悪い」「責任を負いたくない」等の

理由で情報がなかなか出てこなかった。 
 
□介護事業者と製造事業者等との安全利用に関する情報連携が 

不十分 
・介護職員の機器への理解が不十分なことや、モニタリングでの 
機器の扱いが相談員によって濃淡があるため、事故情報等が製 
造事業者等にあがってこない。 

・製造事業者等から介護事業者への機器の使用方法や事故情報等 
の提供も不十分である。 
 

事故情報等の分析 ■機器の誤使用などに関する詳細調査が不十分 
・製品起因でない事故は消安法のような制度の対象にならないた 
め、原因追及が不十分である。 

■発生要因の分析ができないケースがある 
・誤使用の場合、詳細な聞き取りが困難である（使用者の記憶が曖 
 昧である、当事者との間に他機関などが入り又聞きとなる等）。 
・事件性がある場合、警察の介入等により詳細な調査ができない。 

事故情報等の発信 ■事故情報等に関する発信経路が多く、分かりづらい 
事故とヒヤリハット、製品安全・利用安全など多数の切り口で存 
在しており、情報が整理されていない。 
■活用するにあたって、情報が不足している 
安全法、消安法による第一報を厚労省等が連携して発信している

が、事故概要程度の内容のため、それを見た各事業者が何を参考

にすべきか分からない。 
■情報を届けたい人への届け方がわからない 
・注意喚起情報を発信しているが、関心の低い人には届いていな

い。 
・利用者家族への情報提供に課題がある。ＳＮＳも活用している

が、高齢の家族が見てくれるかは分からない。 
 
b) 介護機器の安全利用を推進するための方策 
〇誤使用などソフト面に着目した情報収集について 

現在運用されている介護機器の事故情報等に関する取組みを整理すると、そもそも誤使

用などのソフト面に着目した収集制度や報告様式の整備がなされていないことが分かった。  
事故の分析・活用には元となる事故報告の絶対数を増やすことが必要であり、そのため

には報告の責務を課したり、既存の仕組みでも情報が集まるよう工夫したりするべきでし

ないか。 
 

75



 

 
 

〇ターゲットを明確化した注意喚起など情報発信の実施 
 現在運用されている取組みでは、消費者庁やＮＩＴＥが発信する事故情報や注意喚起に

関する情報を経済産業省から厚生労働省が受け取り、各種別団体などへ連携することで介

護事業者への情報発信を行っている。しかし、介護事業者の介護機器に対する意識や理解

が未だ不十分であることや、介護サービスへ活用するには情報の量や質が不十分であるこ

とが分かった。 
 これを解消するため、例えば福祉用具専門相談員やケアマネージャー等の職種が活用す

ることを前提とした事故情報の分析・公開や、モニタリング等活用場面を想定した注意喚

起ツールの作成を実施するといった工夫が必要ではないか。 
 
〇介護機器の安全利用や事故情報等に関する意識の醸成、教育の推進 

 現状では、福祉用具専門相談員や介護職員に対して、介護機器の基本的知識や安全性及

び事故情報等のリスクに関する学習機会の提供が不十分である。介護現場の人手不足の解

消やサービスの質向上を契機として、介護機器の導入や活用は推進されているが、技術の

更新や新たな機器が開発されるスピードに、それを扱う介護職員等の理解が追い付いてい

ないと考えられる。 
介護機器の導入・活用の推進にあたっては、介護サービスの根幹にある安全なサービス

提供を守る必要があり、介護機器に関わる全職種への安全利用や事故情報等リスクに関す

る意識の醸成や学習機会の提供がなされるできではないか。 
 
〇介護機器の安全利用に関する整理 

在宅・施設を問わず、介護機器を使用する機会は増加している一方、令和３年度の介護

報酬改定に関する審議報告では、介護機器の利用に伴う事故等に関して、防止する観点か

ら、市町村等においてどのような情報が収集されているかの実態把握を行うとともに、関

係者が連携して、事故等が起きる原因等の分析や情報提供の方法等について、更なる検討

することが求められている。 
こうした背景を踏まえ、介護機器の使用に伴う安全性等の確保をより一層推進する更な

る取り組みの一環として、事故やヒヤリハットの情報（合わせて「事故情報等」）を効果的

に活用するための検討委員会を組成が望まれる。 
具体的には、自治体や関係事業者団体をはじめ、厚生労働省、消費者庁（消費者安全課）

や経済産業省（製品安全課、医療・福祉機器産業室）、製品技術評価基盤機構（ＮＩＴＥ）

等から構成する委員会を設置し、事故情報等の収集及び提供の在り方を検討するとともに、

とりわけ製品に起因しない事故等を未然に防ぐための方策を整理することが望まれる。 
なお、対象となる介護機器には、在宅・施設で使用される福祉用具は勿論のこと、介護

施設等において、急速な導入が進められている介護ロボットも含めて整理検討する必要が

あると思われる。 
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１２．介護現場・開発企業、行政、マスコミ、海外等からの照会受付・情報発信 
（１）概要 

本事業の委託先である公益財団法人テクノエイド協会（以下、テクノエイド協会）内

に相談窓口を設置し、介護ロボットに関わる相談対応を行った。 
主には、介護ロボットに関する開発や活用方法などについて、開発企業や介護福祉施

設等からの疑問や質問を電話や電子メールで回答した。この「介護ロボット実用化に関

する相談窓口」は平成２５年７月より継続的に実施しているところである。 
 
 
① 開設日 
  平成２５年７月２９日（以降、継続中） 
② 開設場所 
  公益財団法人テクノエイド協会 企画部内 
③ 内容 
  【電話相談窓口】 
   〇専用電話番号：０３-３２６０-５１２１ 
   （※つながらない場合には、企画部電話番号：０３-３２６６-６８８３） 
    コーディネーターが、介護ロボットの実用化に関する相談に応じる。 
  【ホームページ相談窓口】 
   〇メールアドレス：robocare@techno-aids.or.jp 
④ 主な利用内容 
  （利用者側の方） 
   ・施設で導入を検討しているが、導入の助成制度があれば教えて欲しい。 
   ・既に製品化され、購入できる介護ロボットはどのようなものがあるのか。 
   ・導入している施設の事例などがあれば、情報をいただきたい。 
   ・実際に介護ロボットを見たり、触れたりする場があるかお聞きしたい。 等  
  （開発に携わっている方） 

    ・介護ロボットを開発しているが、厚生労働省等での認定はあるのか。 
    ・そもそも介護ロボットの定義がわからないので、教えて欲しい。 
    ・今後、本分野に参画する予定だが、現場のニーズが知りたい。 
    ・開発が完了した製品の市場を広げていくためにはどのようなことが必要か。 等 
⑤ その他 

  開発中又は開発を計画している介護ロボットについては、相談窓口を通じて「介

護現場と開発企業の意見交換実施事業」、「試作機器へのアドバイス支援事業」、「介

護ロボット等モニター調査事業」等に繋げることとした。 
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（２）相談内容 
テクノエイド協会内で相談を受けた内容については、その場で内容を記録しており、

最終的には月報として取りまとめている。主な問合せ内容については、下記の表の通り

であった。 

相談者種別 主な問合せ内容 

メーカー関係  介護ロボット導入助成制度について 
 導入助成事業の対象となるか否かの相談 
 開発助成制度について 
 開発助成事業の対象機器となるか否かの相談 
 介護保険制度の給付対象について 
 所有する要素技術の活用法 
 開発機器へのアドバイス相談 
 モニター調査等実施事業についての相談 
 福祉用具及び介護ロボットに係る施策の動向 
 介護ロボットの展示やイベントの開催情報 など 

介護施設関係  商品化されている介護ロボットについて（性能や評価） 
 介護ロボットの導入助成制度について 
 施設への導入検討のため、機器紹介希望 
 モニター調査等実施事業の内容 
 意見交換会やモニター調査等の協力機関としての応募方法 
 介護ロボットの選定アドバイス 
 試用貸出可能な介護ロボットの相談 
 介護ロボットフォーラムの問合せ など 

行政関係  介護ロボット展示・イベントのための要望（機器紹介） 
 介護ロボットの動向にかかわる講演依頼 
 介護ロボットの助成対象に関わる相談 
 介護ロボット導入施設、実績、事例の紹介依頼 
 モニター調査等実施事業の内容 など 

マスコミ関係  介護ロボット導入実績（導入実態調査） 
 介護ロボット開発動向 
 介護ロボット普及状況 
 介護ロボット活用状況 
 介護ロボット全国フォーラム等の取材 など 

 
主な意見としては、介護ロボットの導入助成制度に関して、開発企業、介護施設の双

方から問合せが多く、その中でも特段、助成対象となる機器についての相談が多い傾向

であった。また、上市されている機器の情報を求める声も多く、助成対象と併せて、機器

一覧の作成を要望する意見もあった。 
開発段階で相談のあった案件については、アドバイス支援事業やモニター調査事業等

を案内するなど、開発支援に繋げることとした。 
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（３）月別相談状況 
① 介護ロボットに係る相談業務／受付入力・月報作成システム 

月報については、様式を定め記録システムを構築している。これによって月別の

相談内容をはじめ、問合せ先の種別や連絡先、問合せ方法等の情報を集約すること

ができることとした。 
 

 
 
 
本システムの主な入力項目の解説 
 １. Seq：問合わせの総計の番号。 
 ２. 方法：専用電話の他、メールや来所等でも相談を受付けているため、方法を選択する。 
 ３. 主テーマ：相談内容が多岐に渡る為、テーマを項目分けし、選択する。 
 ４. 団体名：問合せ者の所属、団体名を記載する。 
 ５. 氏名連絡先：氏名及び、電話番号を記載する。 
 ６. 問合せ内容：具体的な問合せ内容を記載する。 
 ７. 対応・備考：問合せ内容に対し、どのように対応したか共有のため、記載する。 
 ８. 団体区分：問合せ者がどのカテゴリに属するか選択する。 

 

【介護ロボットに係る相談業務】受付入力・月報作成システム 2021.4.14  Ver.1.21

Seq 108 日付 3月1日 （火） 2022年 記入者

方法

主テーマ

団体名 ※企業コード 氏名連絡先

問合せ内容 対応・備考

団体区分

※その他について

※団体（部署）名 ※氏名 ※TEL・e-mail など

※主テーマの備考

介護老人福祉施設 医療施設 障害者施設 居宅介護事業所(貸与除) 福祉用具貸与事業所
メーカー 輸入事業者 介護実習普及センター 社協 自治体(県市町村) 産業振興支援団体
大学・研究機関 マスコミ 個人 その他 不明

電話 e-mail FAX 来所 他

ロボット導入 ロボット活用 ロボット補助 マッチング
実用化支援事業 試用貸出 イベント ニーズ・苦情等 その他

① 

② 

③ 
④ ⑤ ⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 
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�

令和３年度�

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業における�

「介護ロボット地域フォーラムの協力機関」�

�

募 集 要 項�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

募集期限� 令和３年５月２４日（月）～６月２５日（金）�

�

�

� 厚生労働省が実施する「介護ロボットのプラットフォーム事業」の相談窓口（地域拠点）

が無い都府県において、介護ロボット地域フォーラムを開催し、介護ロボットの体験展示や

試用貸出の受付等を行う機関を募集します。�

� 本事業は、当協会が厚生労働省から受託した「福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式」�

の一環として行うものであり、予定の件数や予算に到達した時点で募集を終了しますので、

予めご了承ください。�

なお、募集期間中に予定の件数に達しない場合は、継続して募集します。詳しくは、当協

会までお尋ねください。�

�

�

公益財団法人テクノエイド協会�
�

�

Ⅱ． 資料編

　１．介護ロボット地域フォーラム　募集要項
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�

令和３年度�

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業における�

「介護ロボット地域フォーラムの協力機関」�

募集要項�
�

１．目的�

日本の高齢化は世界に例を見ない速度で進行しており、介護ニーズが多様化する中、介

護人材の確保は喫緊の課題であり、介護職員の負担軽減や介護現場の生産性向上、さらに

は質の高いサービスを効率的に提供するため、介護現場へのテクノロジーの導入が進めら

れています。�

こうした中、厚生労働省では「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事

業」を実施しているところですが、本事業では、介護ロボットのプラットフォーム事業の

相談窓口（地域拠点）が無い都府県において、介護ロボット地域フォーラムを開催し、介

護ロボットの体験展示や試用貸出の受付等を行う機関（以下「協力機関」）を募集します。�

地域において、介護ロボットの普及啓発を行い、もって介護ロボットの適切かつ効果的

な導入・利活用に資することを目的とします。�

（参考）�

� 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業の開始（令和２年８月）�

� https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000652897.pdf 
�

２．対象となる機関�

（１）都府県又は市町村（特別区、一部事務組合及び広域連合を含む。）�

（２）福祉用具・介護ロボットの普及啓発を行っている機関�

（３）その他、本事業の実施が可能であると認められた法人�
�

上記（１）～（３）のいずれかに該当し、かつ以下のいずれかの都府県に所在する機

関とします。（１）の市町村が行う場合、当該市だけではなく所在県の全域をカバーす

ることとします。�

�

� 介護ロボットのプラットフォーム事業の相談窓口（地域拠点）が無い都府県�

�

・宮城県� ・秋田県� ・山形県� ・福島県� ・茨城県� ・栃木県� �・群馬県�

� � ・千葉県� ・東京都� ・石川県� ・福井県� ・山梨県� ・長野県� �・岐阜県�

� � ・静岡県� ・三重県� ・滋賀県� ・京都府� ・奈良県� ・和歌山県�・鳥取県�

� � ・島根県� ・岡山県� ・山口県� ・香川県� ・愛媛県� ・高知県� �・佐賀県�

� � ・長崎県� ・熊本県� ・大分県� ・宮崎県� ・沖縄県�

� � �

�

３．対象とする介護ロボットの範囲�

「ロボット技術の介護利用における重点分野」（平成２９年１０月改訂）における６分

野１３項目に概要する機器及び、介護施設・事業所のサービスの質の向上・効率的なサ

ービス提供に資する機器・システムを対象範囲とします。�
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4

４．実施内容

以下のとおりとします。地域の実情やニーズに応じて計画してください。

（１）必須項目

介護ロボット地域フォーラムの開催

� � ①介護ロボットの展示

� � � � 最低でも１０機種以上の展示を行うこと。

� � ②介護ロボットの試用貸出の受付

� � � � 当該地域の要望を受付て全国１４か所（予定）の相談窓口に連絡すること。

� � ③介護ロボットに関するシンポジウムの開催

� � � � 介護ロボットの普及に係るシンポジウムを開催すること。

シンポジウムでは、厚生労働省が行う介護ロボットの開発・実証・普及の

プラットフォーム事業の紹介や開催地の自治体が実施する介護ロボットの導

入支援に関する紹介を行うとともに、介護ロボットに係る最新動向等につい

て情報提供を行うこととする。

（２）任意項目

地域フォーラム開催時のイベントとして、福祉用具・介護ロボットの導入、利活用に

関する地域の実情やニーズに応じた企画を立案していただいて差し支えありません。

例えば、

� � ・介護ロボット導入支援事業による好事例の紹介

ロボット介護機器の開発重点分野（平成��年��月）

・ロボット技術を用いて
介助者のパワーアシスト
を行う装着型の機器

・ロボット技術を用いて
介助者による抱え上げ動
作のパワーアシストを行
う非装着型の機器

・高齢者等の外出をサポー
トし、荷物等を安全に運搬
できるロボット技術を用い
た歩行支援機器

・排泄物の処理にロボット
技術を用いた設置位置調節
可能なトイレ

・介護施設において使用す
る、センサーや外部通信
機能を備えたロボット技
術を用いた機器のプラッ
トフォーム

・高齢者等の屋内移動や立
ち座りをサポートし、特に
トイレへの往復やトイレ内
での姿勢保持を支援するロ
ボット技術を用いた歩行支
援機器

・在宅介護において使用す
る、転倒検知センサーや
外部通信機能を備えたロ
ボット技術を用いた機器
のプラットフォーム

・ロボット技術を用いて浴
槽に出入りする際の一連
の動作を支援する機器

・・高齢者等の外出をサポー
トし、転倒予防や歩行等を
補助するロボット技術を用
いた装着型の移動支援機器

・ロボット技術を用いて排
泄を予測し、的確なタイ
ミングでトイレへ誘導す
る機器

・ロボット技術を用いてト
イレ内での下衣の着脱等の
排泄の一連の動作を支援す
る機器

・高齢者等とのコミュニ
ケーションにロボット技術
を用いた生活支援機器

・ロボット技術を用いて、
見守り、移動支援、排泄
支援をはじめとする介護
業務に伴う情報を収集・
蓄積し、それを基に、高
齢者等の必要な支援に活
用することを可能とする
機器

移移乗乗支支援援 移移動動支支援援 見見守守りり・・
ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ

排排泄泄支支援援 入入浴浴支支援援

○○非非装装着着 ○○屋屋内内 ○○在在宅宅

○○動動作作支支援援 ○○生生活活支支援援

○○装装着着 ○○排排泄泄物物処処理理○○屋屋外外 ○○施施設設

介介護護業業務務支支援援

○○トトイイレレ誘誘導導

○○装装着着
イメージ図（ニーズ・シーズ連携
協調協議会報告書より転載）

イメージ図（ニーズ・シーズ連携
協調協議会報告書より転載）

イメージ図（ニーズ・シーズ連携
協調協議会報告書より転載）

危ないので
動かないで
ください

厚厚労労省省・・経経産産省省にによよるる
ロロボボッットト技技術術のの介介護護利利用用
開開発発重重点点分分野野のの策策定定

H24.11月重点分野公表
H26.2月追加改定（青枠）
H29.10月追加改定（赤枠）
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5 
 

� � ・上手に導入・利活用するためのノウハウ、ワークショップの開催�

� � ・安全体制を確保するための取り組み紹介�

� � ・ＩＣＴやロボット技術を活用した生産性向上に関する取り組み紹介�

� � ・ロボット技術等を活用した新型コロナ対策や新しい面会システムの取り組み紹介�

地域フォーラムの参加者に対して、アンケート調査を行い取り纏めをお願いします。�

なお、アンケート内容については、昨年度の介護ロボット地域フォーラム事業の報告

書（��������）を参考にしてください。�

� https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000771837.pdf 
�

（新型コロナウイルス感染症の対応）�

地域フォーラムの開催は、原則、会場開催を予定することとし、感染症予防等の徹底

をお願いいたします。�

但し、政府により「まん延防止等重点措置」や「緊急事態宣言」が発出された場合、あ

るいは開催地の自治体の要請により会場での開催が困難な場合は、オンライン開催への

変更も認めることといたします。こうした場合は、事前に当協会までご相談ください。�

 
 
５．交付額及び実施件数�

○１か所あたり、１２０万円程度（税込み）�

� ※補助対象となる費目については、別表の対象経費を参照してください。�

※謝金及び旅費、会場借料は別途精算払いとなります。�

○８か所�
 
６．協力機関の選定等について�

本事業を希望される機関は、「実施要望書（様式１）」及び「経費明細書（様式２）」を令和

３年５月２４日（月）～令和３年６月２５日（金）の間に、電子メールにて当協会あてに

（monitor@techno-aids.or.jp）提出してください。�

応募されたものから、順次、当協会から厚生労働省に再委託の協議を行い、協力機関

を決定して参ります。�

なお、協力機関の選定にあたっては、全国的な地域のバランスを踏まえるとともに、

要望書の内容を加味して決定いたします。�

募集期間中に予定の件数に達しない場合は、継続して募集します。選定状況は、当協

会までお尋ねください。�
�

７．実施期間�

内定後～令和４年２月末�
�

８．実施結果報告の提出�

本事業を実施した機関は、事業終了後速やかに「実施結果報告書（様式４）」及び「支出経

費明細書（様式５）」を電子メールにて、当協会あてに（monitor@techno-aids.or.jp）提出し

てください。�
�

９．関係書類�

� 様式１「介護ロボット地域フォーラム� 実施要望書」�

4

４．実施内容

以下のとおりとします。地域の実情やニーズに応じて計画してください。

（１）必須項目

介護ロボット地域フォーラムの開催

� � ①介護ロボットの展示

� � � � 最低でも１０機種以上の展示を行うこと。

� � ②介護ロボットの試用貸出の受付

� � � � 当該地域の要望を受付て全国１４か所（予定）の相談窓口に連絡すること。

� � ③介護ロボットに関するシンポジウムの開催

� � � � 介護ロボットの普及に係るシンポジウムを開催すること。

シンポジウムでは、厚生労働省が行う介護ロボットの開発・実証・普及の

プラットフォーム事業の紹介や開催地の自治体が実施する介護ロボットの導

入支援に関する紹介を行うとともに、介護ロボットに係る最新動向等につい

て情報提供を行うこととする。

（２）任意項目

地域フォーラム開催時のイベントとして、福祉用具・介護ロボットの導入、利活用に

関する地域の実情やニーズに応じた企画を立案していただいて差し支えありません。

例えば、

� � ・介護ロボット導入支援事業による好事例の紹介

ロボット介護機器の開発重点分野（平成��年��月）

・ロボット技術を用いて
介助者のパワーアシスト
を行う装着型の機器

・ロボット技術を用いて
介助者による抱え上げ動
作のパワーアシストを行
う非装着型の機器

・高齢者等の外出をサポー
トし、荷物等を安全に運搬
できるロボット技術を用い
た歩行支援機器

・排泄物の処理にロボット
技術を用いた設置位置調節
可能なトイレ

・介護施設において使用す
る、センサーや外部通信
機能を備えたロボット技
術を用いた機器のプラッ
トフォーム

・高齢者等の屋内移動や立
ち座りをサポートし、特に
トイレへの往復やトイレ内
での姿勢保持を支援するロ
ボット技術を用いた歩行支
援機器

・在宅介護において使用す
る、転倒検知センサーや
外部通信機能を備えたロ
ボット技術を用いた機器
のプラットフォーム

・ロボット技術を用いて浴
槽に出入りする際の一連
の動作を支援する機器

・・高齢者等の外出をサポー
トし、転倒予防や歩行等を
補助するロボット技術を用
いた装着型の移動支援機器

・ロボット技術を用いて排
泄を予測し、的確なタイ
ミングでトイレへ誘導す
る機器

・ロボット技術を用いてト
イレ内での下衣の着脱等の
排泄の一連の動作を支援す
る機器

・高齢者等とのコミュニ
ケーションにロボット技術
を用いた生活支援機器

・ロボット技術を用いて、
見守り、移動支援、排泄
支援をはじめとする介護
業務に伴う情報を収集・
蓄積し、それを基に、高
齢者等の必要な支援に活
用することを可能とする
機器

移移乗乗支支援援 移移動動支支援援 見見守守りり・・
ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ

排排泄泄支支援援 入入浴浴支支援援

○○非非装装着着 ○○屋屋内内 ○○在在宅宅

○○動動作作支支援援 ○○生生活活支支援援

○○装装着着 ○○排排泄泄物物処処理理○○屋屋外外 ○○施施設設

介介護護業業務務支支援援

○○トトイイレレ誘誘導導

○○装装着着
イメージ図（ニーズ・シーズ連携
協調協議会報告書より転載）

イメージ図（ニーズ・シーズ連携
協調協議会報告書より転載）

イメージ図（ニーズ・シーズ連携
協調協議会報告書より転載）

危ないので
動かないで
ください

厚厚労労省省・・経経産産省省にによよるる
ロロボボッットト技技術術のの介介護護利利用用
開開発発重重点点分分野野のの策策定定

H24.11月重点分野公表
H26.2月追加改定（青枠）
H29.10月追加改定（赤枠）
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6 
 

� 様式２「介護ロボット地域フォーラム� 経費明細書」�

� 様式３「介護ロボット地域フォーラム� 請求書」�

様式４「介護ロボット地域フォーラム� 実施結果報告書」�

� 様式５「介護ロボット地域フォーラム� 支出経費明細書」�

�

１０．本件に関するお問い合わせ及び実施要望書の提出先�

公益財団法人テクノエイド協会� 企画部（谷田・松本・根石（ねいし））�

〒１６２－０８２３�

東京都新宿区神楽河岸１－１� セントラルプラザ４階�

ＴＥＬ� ０３（３２６６）６８８３�

電子メール� monitor@techno-aids.or.jp 
 

� �
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１１．様式�

様式１「介護ロボット地域フォーラム� 実施要望書」�

令和� 年� 月� 日�

�

介護ロボット地域フォーラム� 実施要望書�

�

１．協力機関�

事業名� 〇〇〇（都府県名）介護ロボット地域フォーラム�

機関名称� �

住所� 〒�

�

連絡担当者�

所属� 氏名�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

�

２．実施場所�

�

�

３．実施体制�

�

�

４．実施内容�

�

�

５．実施スケジュール�

�

�

※記載には文字数の制限はありません。必要に応じて頁を増やしてください。�

� �

6 
 

� 様式２「介護ロボット地域フォーラム� 経費明細書」�

� 様式３「介護ロボット地域フォーラム� 請求書」�

様式４「介護ロボット地域フォーラム� 実施結果報告書」�

� 様式５「介護ロボット地域フォーラム� 支出経費明細書」�

�

１０．本件に関するお問い合わせ及び実施要望書の提出先�

公益財団法人テクノエイド協会� 企画部（谷田・松本・根石（ねいし））�

〒１６２－０８２３�

東京都新宿区神楽河岸１－１� セントラルプラザ４階�

ＴＥＬ� ０３（３２６６）６８８３�

電子メール� monitor@techno-aids.or.jp 
 

� �
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様式２「介護ロボット地域フォーラム� 経費明細書」� �

�

介護ロボット地域フォーラム� 経費明細書�

�

（１）経費明細� ※１か所あたり、１２０万円程度（税込み）�

� 項目� 支出予定額� 積算内訳�

�

�

直

接

経

費�

賃金・人件費�

�

� �

消耗品費�

�

� �

雑役務費� � �

会議費�

�

� �

通信運搬費�

�

� �

印刷製本費�

�

� �

保険料�

�

� �

光熱水費�

�

� �

委託費� � �

一般管理費� � �

合� 計� � �

�

（２）謝金、旅費、借料及び損料� ※別途、精算払いとなります。�

� 項目� 支出予定額� 積算内訳�

�

直

接

経

費�

謝金�

�

� �

旅費� � �

借料及び損料� � �

�

※ 記載にあたっては、文字数の制限はございませんので、適宜、記載枠を広げて、具体的

に、ご記入ください。�

�

� �
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9 
 

様式３「介護ロボット地域フォーラム� 請求書」�

�

�

請� 求� 書�
 
 

金� � � � � � � � 円�

 
令和３年度� 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行った「介護ロボット地域フォーラ

ム」について、上記のとおり請求します。 
なお、上記金額は次の口座にお振り込み下さい。 

 
１．振込先�

金� 融� 機� 関� 名� 銀行� 支店�

預� 貯� 金� 種� 別� �

口 座 番 号 � �

（フ� リ� ガ� ナ）�

口 座 名�
�

�

２．協力機関及び案件�

協力機関名� �

担当者名� �

案件番号� �

�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人� テクノエイド協会�

理事長� 大橋謙策� 殿�

�

（請求者）�

住所� 〒�

�

事業者名�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 代表者� � � � � � � � � � � � � � � � 印�

 
� �

8 
 

様式２「介護ロボット地域フォーラム� 経費明細書」� �

�

介護ロボット地域フォーラム� 経費明細書�

�

（１）経費明細� ※１か所あたり、１２０万円程度（税込み）�

� 項目� 支出予定額� 積算内訳�

�

�

直

接

経

費�

賃金・人件費�

�

� �

消耗品費�

�

� �

雑役務費� � �

会議費�

�

� �

通信運搬費�

�

� �

印刷製本費�

�

� �

保険料�

�

� �

光熱水費�

�

� �

委託費� � �

一般管理費� � �

合� 計� � �

�

（２）謝金、旅費、借料及び損料� ※別途、精算払いとなります。�

� 項目� 支出予定額� 積算内訳�

�

直

接

経

費�

謝金�

�

� �

旅費� � �

借料及び損料� � �

�

※ 記載にあたっては、文字数の制限はございませんので、適宜、記載枠を広げて、具体的

に、ご記入ください。�

�

� �
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10 
 

様式４「介護ロボット地域フォーラム� 実施結果報告書」�

令和� 年� 月� 日�

�

介護ロボット地域フォーラム� 実施結果報告書�

�

１．協力機関�

事業名� 〇〇〇（都府県名）介護ロボット地域フォーラム�

機関名称� �

住所� 〒�

�

連絡担当者�

所属� 氏名�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

�

２．実施場所�

�

�

３．実施期間�

�

�

４．実施体制�

�

�

５．実施方法�

�

�

�

６．実施結果�

�

�

�

�

（アンケート調査の結果や本事業で作成したパンフレットなど入れてください。）�

�

※記載には文字数の制限はありません。必要に応じて頁を増やしてください。�

� �

90



11 
 

様式５「介護ロボット地域フォーラム� 支出経費明細書」� �

�

介護ロボット地域フォーラム� 支出経費明細書�

�

（１）経費明細� ※１か所あたり、１２０万円程度（税込み）�

� 項目� 支出額� 積算内訳�

�

�

直

接

経

費�

賃金・人件費�

�

� �

消耗品費�

�

� �

雑役務費� � �

会議費�

�

� �

通信運搬費�

�

� �

印刷製本費�

�

� �

保険料�

�

� �

光熱水費�

�

� �

委託費� � �

一般管理費� � �

合� 計� � �

�

（２）謝金、旅費、借料及び損料� ※別途、精算払いとなります。�

� 項目� 支出額� 積算内訳�

�

直

接

経

費�

謝金�

�

� �

旅費� � �

借料及び損料� � �

�

※ 記載にあたっては、文字数の制限はございませんので、適宜、記載枠を広げて、具体的に、ご記入

ください。�

�

� �

10 
 

様式４「介護ロボット地域フォーラム� 実施結果報告書」�

令和� 年� 月� 日�

�

介護ロボット地域フォーラム� 実施結果報告書�

�

１．協力機関�

事業名� 〇〇〇（都府県名）介護ロボット地域フォーラム�

機関名称� �

住所� 〒�

�

連絡担当者�

所属� 氏名�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

�

２．実施場所�

�

�

３．実施期間�

�

�

４．実施体制�

�

�

５．実施方法�

�

�

�

６．実施結果�

�

�

�

�

（アンケート調査の結果や本事業で作成したパンフレットなど入れてください。）�

�

※記載には文字数の制限はありません。必要に応じて頁を増やしてください。�

� �
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12 
 

（別表）�

対象経費�

（申請できる開発経費）�

本事業の実施に必要な賃金、謝金、旅費交通費、消耗品費、雑役務費、借料及び損料、会議費、

通信運搬費、印刷製本費、光熱水費の直接経費等並びに一般管理費�

各項目の具体的な支出例は、以下のとおりです。経費の算出に当たっては、所属機関の規定等に

基づくこと。�

なお、謝金及び旅費交通費、借料及び損料につきましては、精算払いとなります。�

� 項目� 具体的な支出例�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

直

接

経

費�

賃金・人件費�

��

・事業実施に必要な作業等を行う者の人件費�

・事業実施に必要な臨時に雇用する者の費用�

謝金�

�

・事業の協力機関に属さないシンポジウムの講師等に対する謝礼�

下記の参考単価基準額を参照�

旅費交通費� ・事業実施に必要な旅行交通費（シンポジウムの講師等）�

消耗品費�

�

�

・各種事務用紙、文具の類、収入印紙、雑誌等、その性質が使用すること

によって消耗され又は毀損しやすいもの、長期間の保存に適さない物品

の購入費�

雑役務費� ・振込手数料、両替手数料�

・会議録等の作成費�

・介護ロボット設置セットアップ費用�

・アンケート結果の入力費� 等�

借料及び損料� ・会場借上料�

会議費� ・会議時の費用等�

通信運搬費� ・郵便料、運搬料、電話料等�

印刷製本費� ・パンフレットや報告書等の印刷費�

保険料� ・試用等に係る保険料等�

光熱水費�

�

�

・電気使用料、ガス使用料、水道使用料等及びこれらの使用に伴う計器類

の使用料等��

・自動車等の燃料費�

委託費� ・業務の一部を外部機関に委託するための費用�

一般管理費� 直接経費の１５％以内とします�
�

参考単価基準額�

（賃金）�

一日（�時間）当たり ����� 円を基準とし、雇用者が負担する保険料は別に支出する。�

注）一日において �時間に満たない時間又は �時間を超えた時間で賃金を支出する場合には、�時間

当たり ����� 円で計算するものとする。�

（謝金）�

定型的な用務を

依頼する場合�

医師又は相当者� 日給 ������ 円�

大学（短大含む）卒業者又は専門技術を有

する者及び担当者�

日給 ����� 円�

その他� 日給 ����� 円�

�
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２．介護ロボット地域フォーラム　アンケート結果

（１）栃木県

12 
 

（別表）�

対象経費�

（申請できる開発経費）�

本事業の実施に必要な賃金、謝金、旅費交通費、消耗品費、雑役務費、借料及び損料、会議費、

通信運搬費、印刷製本費、光熱水費の直接経費等並びに一般管理費�

各項目の具体的な支出例は、以下のとおりです。経費の算出に当たっては、所属機関の規定等に

基づくこと。�

なお、謝金及び旅費交通費、借料及び損料につきましては、精算払いとなります。�

� 項目� 具体的な支出例�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

直

接

経

費�

賃金・人件費�

��

・事業実施に必要な作業等を行う者の人件費�

・事業実施に必要な臨時に雇用する者の費用�

謝金�

�

・事業の協力機関に属さないシンポジウムの講師等に対する謝礼�

下記の参考単価基準額を参照�

旅費交通費� ・事業実施に必要な旅行交通費（シンポジウムの講師等）�

消耗品費�

�

�

・各種事務用紙、文具の類、収入印紙、雑誌等、その性質が使用すること

によって消耗され又は毀損しやすいもの、長期間の保存に適さない物品

の購入費�

雑役務費� ・振込手数料、両替手数料�

・会議録等の作成費�

・介護ロボット設置セットアップ費用�

・アンケート結果の入力費� 等�

借料及び損料� ・会場借上料�

会議費� ・会議時の費用等�

通信運搬費� ・郵便料、運搬料、電話料等�

印刷製本費� ・パンフレットや報告書等の印刷費�

保険料� ・試用等に係る保険料等�

光熱水費�

�

�

・電気使用料、ガス使用料、水道使用料等及びこれらの使用に伴う計器類

の使用料等��

・自動車等の燃料費�

委託費� ・業務の一部を外部機関に委託するための費用�

一般管理費� 直接経費の１５％以内とします�
�

参考単価基準額�

（賃金）�

一日（�時間）当たり ����� 円を基準とし、雇用者が負担する保険料は別に支出する。�

注）一日において �時間に満たない時間又は �時間を超えた時間で賃金を支出する場合には、�時間

当たり ����� 円で計算するものとする。�

（謝金）�

定型的な用務を

依頼する場合�

医師又は相当者� 日給 ������ 円�

大学（短大含む）卒業者又は専門技術を有

する者及び担当者�

日給 ����� 円�

その他� 日給 ����� 円�

�
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（２）茨城県
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（２）茨城県
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実施内容及び参加⼈数 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施による成果
 
 
 
 
 
 
 

コロナウィルスオミクロン株の感染拡⼤が⼼配されるなかでの開催となりました。 
会場での出展企業、来場者ともに充分な感染対策をおこなった上で実施致しました。 
 
来場者数は112名、オンライン閲覧が86件でした。 
 
オンライン放送した内容を後⽇、期間限定でネットから視聴できるようにすることで当⽇来場・オン
ライン閲覧できなかった⽅へも情報発信できるシステムを整えます。 
 
 
シンポジウムとして下記の演題でご講演いただきました。 
 
・⽯川県の介護ロボット導⼊⽀援の取組み紹介 
 ⽯川県健康福祉部 ⻑寿社会課⻑ 奥泉元 ⽒ 
・介護ロボット導⼊事例 
 社会医療法⼈財団董仙会 本部⻑ 進藤浩美 ⽒ 
・展⽰参加各企業によるオンラインセミナー 
 

112名の来場者を迎え、介護施設職員の⽅やリハビリ職の⽅、⼀般来場の個⼈の⽅への実機による介
護ロボットの紹介と実際の体験をしていただくことにより現場で介護ロボットを使う⽅々への周知
を図ることができました。 
また、実際に販売営業にあたる福祉⽤具取扱業者の⽅の介護ロボットへの理解が深まった事で今後
積極的に県内での施設へのアプローチが進んでいくと考えられます。 

（３）石川県実施内容
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6.アンケート集計結果 

 

1.あなたの性別、年齢、お住まいの地域、勤務先、職種をお答えください。 

①性別 

№ 項目 回答数 割合 

1 男性 19 82.6％ 

2 女性 4 17.4％ 

3 その他 0 0％ 

 無回答 0 0％ 

             計 23 100.0％ 

 

②年齢 

№ 項目 回答数 割合 

1 10 歳未満 0 0％ 

2 10 代 0 0％ 

3 20 代 2 8.7％ 

4 30 代 3 13.1％ 

5 40 代 9 39.1％ 

6 50 代 3 13.1％ 

7 60 代 5 21.7％ 

8 70 代 1 4.3％ 

9 80 代 0 0％ 

 無回答 0 0％ 

         計 23 100.0％ 

 

③地域 

№ 項目 回答数 割合 

1 県内 21 91.3％ 

2 県外 1 4.3％ 

 無回答 1 4.3％ 

         計 23 100.0％ 

 

④勤務先 

№ 項目 回答数 割合 

1 介護関係 19 82.6％ 

2 医療関係 0 0％ 

3 自治体 0 0％ 

4 メーカー 1 4.3％ 

5 販売代理店 0 0％ 

6 その他 3 13.1％ 

 無回答 0 0％ 

         計 23 100.0％ 

 

（４）静岡県

実施内容及び参加⼈数 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施による成果
 
 
 
 
 
 
 

コロナウィルスオミクロン株の感染拡⼤が⼼配されるなかでの開催となりました。 
会場での出展企業、来場者ともに充分な感染対策をおこなった上で実施致しました。 
 
来場者数は112名、オンライン閲覧が86件でした。 
 
オンライン放送した内容を後⽇、期間限定でネットから視聴できるようにすることで当⽇来場・オン
ライン閲覧できなかった⽅へも情報発信できるシステムを整えます。 
 
 
シンポジウムとして下記の演題でご講演いただきました。 
 
・⽯川県の介護ロボット導⼊⽀援の取組み紹介 
 ⽯川県健康福祉部 ⻑寿社会課⻑ 奥泉元 ⽒ 
・介護ロボット導⼊事例 
 社会医療法⼈財団董仙会 本部⻑ 進藤浩美 ⽒ 
・展⽰参加各企業によるオンラインセミナー 
 

112名の来場者を迎え、介護施設職員の⽅やリハビリ職の⽅、⼀般来場の個⼈の⽅への実機による介
護ロボットの紹介と実際の体験をしていただくことにより現場で介護ロボットを使う⽅々への周知
を図ることができました。 
また、実際に販売営業にあたる福祉⽤具取扱業者の⽅の介護ロボットへの理解が深まった事で今後
積極的に県内での施設へのアプローチが進んでいくと考えられます。 

（３）石川県実施内容
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その他の記載内容（自由記述） 

金融機関 1 

社会福祉協議会 1 

 

⑤職種 

№ 項目 回答数 割合 

1 医師 0 0％ 

2 看護師 0 0％ 

3 准看護士 0 0％ 

4 理学療法士 0 0％ 

5 作業療法士 0 0％ 

6 言語聴覚士 0 0％ 

7 介護支援専門員 3 15.8％ 

8 介護福祉士 3 15.8％ 

9 福祉用具専門相談員 0 0％ 

10 その他介護職員 1 5.3％ 

11 その他 12 63.2％ 

 無回答 0 0％ 

        計 19 100.0 

 

その他の記載内容（自由記述） 

柔道整復師 1 

管理職員 3 

施設長 2 

 

2.シンポジウムの内容は参考になりましたか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 参考になった 16 69.6％ 

2 参考にならなかった 0 0％ 

3 どちらともいえない 3 13.1％ 

4 シンポジウムをみていない 3 13.1％ 

 無回答 1 4.3％ 

       計 23 100.0％ 

 

選択№ 理由 

1 介護現場に身近なものが多かった。 

1 シルヴァーウィングの石川理事長の話は、施設の考え方が反映しており、勉強にな

りました。 

1 新技術に接することができました。 

1 展示を見たうえで、その実証試験をどう動かしていくか、具体的にイメージできま

した。 

3 時間が少なかった。 
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3 静岡県の説明が、WEB であったため、音が反響して聞き取りにくかった。 

3 同じ会場で機器展をやっていて騒がしかった。 

3 補助金を使い少しでも導入していきたい。 

 

3.介護ロボット・福祉機器の紹介、実演の内容は参考になりましたか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 参考になった 19 82.6％ 

2 参考にならなかった 0 0％ 

3 どちらともいえない 3 13.1％ 

 無回答 1 4.3％ 

       計 23 100.0％ 

 

選択№ 理由 

1 体験型の説明が参考になった。 

1 丁寧でした。 

1 導入を検討している機器を実際にみて、体験することができた。 

1 実際に使用できた。 

3 今回、シンポジウムに参加目的で来場した。 

3 導入済みの機器もあり、展示台数が多い方がよい。 

 

4.展示機器の台数はどうでしたか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 多いと感じた 1 4.3％ 

2 今回くらいでよい 12 52.2％ 

3 少ないと感じた 9 39.1％ 

 無回答 1 4.3％ 

      計 23 100.0％ 

 

5.展示機器の中で興味のあるものはありましたか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 あった 18 78.3％ 

2 なかった 2 8.7％ 

 無回答 3 13.1％ 

       計 23 100.0％ 

興味があった機器 

ベルメディカルケア(株) Hug L1 6 

(株)ブルーオーシャンシステム ブルーオーシャンノート 3 

コニカミノルタ(株) HitomeQ ケアサポート 1 

(株)ジェイテクト パワーアシストスーツ J-PAS feairy 3 

(株)サイチ 見守り花子 1 

ミネベアミツミ(株) ベッドセンサーシステム 1 

エコナビスタ(株) ライフリズムナビ+Dr 2 

 
 

 

その他の記載内容（自由記述） 

金融機関 1 

社会福祉協議会 1 

 

⑤職種 

№ 項目 回答数 割合 

1 医師 0 0％ 

2 看護師 0 0％ 

3 准看護士 0 0％ 

4 理学療法士 0 0％ 

5 作業療法士 0 0％ 

6 言語聴覚士 0 0％ 

7 介護支援専門員 3 15.8％ 

8 介護福祉士 3 15.8％ 

9 福祉用具専門相談員 0 0％ 

10 その他介護職員 1 5.3％ 

11 その他 12 63.2％ 

 無回答 0 0％ 

        計 19 100.0 

 

その他の記載内容（自由記述） 

柔道整復師 1 

管理職員 3 

施設長 2 

 

2.シンポジウムの内容は参考になりましたか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 参考になった 16 69.6％ 

2 参考にならなかった 0 0％ 

3 どちらともいえない 3 13.1％ 

4 シンポジウムをみていない 3 13.1％ 

 無回答 1 4.3％ 

       計 23 100.0％ 

 

選択№ 理由 

1 介護現場に身近なものが多かった。 

1 シルヴァーウィングの石川理事長の話は、施設の考え方が反映しており、勉強にな

りました。 

1 新技術に接することができました。 

1 展示を見たうえで、その実証試験をどう動かしていくか、具体的にイメージできま

した。 

3 時間が少なかった。 
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マッスル(株) ROBOHELPER SASUKE 3 

(株)ケアコネクトジャパン ケアカルテ 2 

N＆F テクノサービス(株) ネオスケア 2 

(株)メディカルプロジェクト シッタープロ 1 

(株)iSEED パルモ 1 

 

6.本日のフォーラムの感想や介護ロボットに対する意見があればご自由におかきください。 

1 様々な機器を体験できたので、参考になった。 

 

以下の回答は、介護事業者の方のみの回答となります。 

7.現在、あなたの職場では介護ロボットを導入していますか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 導入している 6 31.6％ 

2 導入していない 8 42.1％ 

 無回答 5 26.3％ 

  19 100.0％ 

 

8.導入しているのはどのようなタイプの介護ロボットですか。 

№ 項目 回答数 

1 移乗介助（装着型） 1 

2 移乗介助（非装着型） 2 

3 移動支援（屋外） 0 

4 移動支援（屋内） 0 

5 移動支援（その他） 0 

6 排泄支援 0 

7 排泄予測 0 

8 排泄支援（動作） 0 

9 見守り（介護施設） 5 

10 見守り（在宅） 1 

11 コミュニケーション 1 

12 入浴支援 0 

13 介護業務支援 2 

14 その他 0 

 

9.あなたは介護する際に介護ロボットを利用したいと思いますか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 思う 7 87.5％ 

2 思わない 0 0％ 

3 どちらともいえない 1 12.5％ 

  8 100.0％ 

 

1 補助金を活用できる。 

1 介護者、利用者の安心と負担軽減につながると考える。 
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1 介護を要する人が増えてきているため。 

3 設備投資に不安がある。 

 

10.現在のコロナ禍は介護ロボットの普及・促進に影響を及ぼすと思いますか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 思う 9 47.4％ 

2 思わない 1 5.3％ 

3 どちらともいえない 3 15.8％ 

 無回答 6 31.6％ 

  19 100.0％ 

 

1 半導体不足による欠品。 

1 介護職不足。 

 

 

 

（アンケート調査の結果や本事業で作成したパンフレットなど入れてください。） 

 

※記載には文字数の制限はありません。必要に応じて頁を増やしてください。 

  

 
 

マッスル(株) ROBOHELPER SASUKE 3 

(株)ケアコネクトジャパン ケアカルテ 2 

N＆F テクノサービス(株) ネオスケア 2 

(株)メディカルプロジェクト シッタープロ 1 

(株)iSEED パルモ 1 

 

6.本日のフォーラムの感想や介護ロボットに対する意見があればご自由におかきください。 

1 様々な機器を体験できたので、参考になった。 

 

以下の回答は、介護事業者の方のみの回答となります。 

7.現在、あなたの職場では介護ロボットを導入していますか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 導入している 6 31.6％ 

2 導入していない 8 42.1％ 

 無回答 5 26.3％ 

  19 100.0％ 

 

8.導入しているのはどのようなタイプの介護ロボットですか。 

№ 項目 回答数 

1 移乗介助（装着型） 1 

2 移乗介助（非装着型） 2 

3 移動支援（屋外） 0 

4 移動支援（屋内） 0 

5 移動支援（その他） 0 

6 排泄支援 0 

7 排泄予測 0 

8 排泄支援（動作） 0 

9 見守り（介護施設） 5 

10 見守り（在宅） 1 

11 コミュニケーション 1 

12 入浴支援 0 

13 介護業務支援 2 

14 その他 0 

 

9.あなたは介護する際に介護ロボットを利用したいと思いますか。 

№ 項目 回答数 割合 

1 思う 7 87.5％ 

2 思わない 0 0％ 

3 どちらともいえない 1 12.5％ 

  8 100.0％ 

 

1 補助金を活用できる。 

1 介護者、利用者の安心と負担軽減につながると考える。 
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⑦⑦ アアンンケケーートト集集計計結結果果  

1. あなたの性別、年齢、お住まいの地域、勤務先、職種についてお答えください。 

① 性別（単一回答、n=101） 

 

② 年齢（単一回答、n=101） 

 

 

③ 地域（単一回答、n=101） 

 
 

 

男性, 65 , 
64.4%

女性, 36 , 
35.6%

（n=101）

10代, 2 , 
2.0%

20代, 13 , 
12.9%

30代, 22 , 
21.8%

40代, 35 , 
34.7%

50代, 19 , 
18.8%

60代, 9 , 8.9%

70代, 1 , 1.0%

（n=101）

県内, 97 , 
96.0%

県外, 4 , 4.0%

（n=101）

（５）長崎県
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④ 勤務先（単一回答、n=101） 

 

（その他の職業） 

・ 法人保健施設 

・ 介護教員 

・ 学生 

 

⑤ 職種（複数回答、n=101） 

 

（その他の職種） 

・ 医薬品卸 

・ 営業職 

・ 管理者 

・ 建築士 

・ 施設経営者 

・ 施設長 

・ 総務 

・ 事務 

・ 事務長補佐 

・ 専門学生 

 

介護関係, 69 , 
68.3%

医療関係, 2 , 
2.0%

自治体, 3 , 
3.0%

販売代理店, 4 , 
4.0%

その他, 
19 , 18.8%

無回答, 4 , 4.0%

（n=101）

0 
1 

3 
6 

3 
0 

4 
38 

3 
7 

39 
2 

 0  5  10  15  20  25  30  35  40  45

医師

看護師

准看護師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

介護支援専門員

介護福祉士

福祉用具専門相談員

その他介護職員

その他

無回答

（人） 

（n=101） 

 
 

⑦⑦ アアンンケケーートト集集計計結結果果  

1. あなたの性別、年齢、お住まいの地域、勤務先、職種についてお答えください。 

① 性別（単一回答、n=101） 

 

② 年齢（単一回答、n=101） 

 

 

③ 地域（単一回答、n=101） 

 
 

 

男性, 65 , 
64.4%

女性, 36 , 
35.6%

（n=101）

10代, 2 , 
2.0%

20代, 13 , 
12.9%

30代, 22 , 
21.8%

40代, 35 , 
34.7%

50代, 19 , 
18.8%

60代, 9 , 8.9%

70代, 1 , 1.0%

（n=101）

県内, 97 , 
96.0%

県外, 4 , 4.0%

（n=101）

（５）長崎県
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⑥ フォーラムの内容は、参考になりましたか。（単一回答、n=101） 

 

（理由・感想） 

ICT・介護ロボットの良い点、失敗例等が聞けて良かった。 

neos+care は、腰痛予防に役立ちそうです。 

新しい製品情報や導入された施設の体験が聞けたこと。 

介護現場で実際、利用されている事例がわかりやすかった。 

介護者の負担軽減に機器の促進が不可欠と考えている。 

介護ロボットの位置づけがわかった。 

機器の体験ができて良かった。 

グループホームでの必要性を感じている為、参加しました。参考にさせて頂きます。 

現状に照らし合わせて利用可能なものなどを知ることが出来ました。 

県の導入効果の集計、特になごみ会の導入事例の説明が私たちの事業所でも活用できる内容だっ

たのでとても参考になりました。また使いこなせなかった導入事例も今後の参考になりました。 

五島でのノーティスには以前から興味があって特に文章入力（音声入力）の話、高齢の職員への

適応など聞きたいところが聞けた。実際使用している現場を見て見たい。 

コミュニケーションロボット 今後、必ず必要になってくると思う 

今後の介護に支援できるのではないかと思った。（参考になるのでは） 

再確認ができた 

様々な新しいロボットを知れてよかったです。 

実機が見られたこと、他の施設の利用について参考になった。 

実際に ICT を導入している事業所の事例を知ることができた。 

実際に介護ロボットに触れて良かったです。 

実際に現場で使用してみた声を聞くことができ大変参考になった。 

実際にデモ機に触れたり、体験できた。 

実際に導入の状況などを聞くことができた。 

実際に取り組まれている事例を聞けて良かった。 

実際に働く上で知っておく事は大切だと思っていたので知ることが出来て良かったと思いまし

た。利用者様や職員への負担軽減のため色々考えられて開発されているのだと感じました。 

実際の現場の話を聞くことができた。 

実際の福祉用具を体験できた。 

自分が知らない機能を活用した機械がいっぱいあったし、介護者の負担を減らすという考えが自

分になかったがここでそういう機能がある機械に出会えて少し興味をもった。 

参考になった, 
75 , 74.3%

参考にならなかった, 
1 , 1.0%

どちらとも

いえない, 
22 , 21.8%

無回答, 3 , 3.0%

（n=101）
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シャワーオールは、介助者、利用者の負担が軽減され便利だと思った。 

使用してみたいものがいくつかあった。 

知りたい情報を得られなかった。 

セミナー会場のモニターが小さい。前から 4 列目でようやく見えた。 

体験ができた。 

体験を実際にできて良かった。 

導入され、実際活用した話を聞けてとても良かった。 

導入事例、問題点をもっと聞きたかったです。 

特に見守り系のシステムについて、デモを通して理解することが出来ました。 

長崎県の介護ロボット・ＩＣＴに対する考えを知ることができた。 

反省と経過がわかりやすかった。 

福祉・介護を取り巻く環境・今後の方向性、取り組むべき課題等が理解できた。 

普段の生活の中で意識したことがなかったものがあったので視野が広がりました。 

プロジェクターを大きめにして頂ければ見やすかったと思います。 

マッスルスーツが以前に比べると使いやすくなっていると思いました。見られて良かったです。 

利用者、介護者、ご家族ともに負担軽減になるものがたくさんあり、実際に導入されている所に

就職したいと思った。 

利用者にあったものがたくさんあってすごく勉強になりました。 

ロボット、ICT 機器はすばらしいと思った。 

 

⑦ 介護ロボット・ＩＣＴ機器の紹介、実演の内容は、参考になりましたか。（単一回答、n=101） 

 
⑧ 展示機器等の台数はどうでしたか。（単一回答、n=101） 

 

参考になった, 
87 , 86.1%

どちらともいえない, 
10 , 9.9%

無回答, 4 , 4.0%

（n=101）

多いと感じた, 4 , 4.0%

今回くらいでよい, 
46 , 45.5%

少ないと感じた, 
48 , 47.5%

無回答, 3 , 3.0%

（n=101）

 
 

⑥ フォーラムの内容は、参考になりましたか。（単一回答、n=101） 

 

（理由・感想） 

ICT・介護ロボットの良い点、失敗例等が聞けて良かった。 

neos+care は、腰痛予防に役立ちそうです。 

新しい製品情報や導入された施設の体験が聞けたこと。 

介護現場で実際、利用されている事例がわかりやすかった。 

介護者の負担軽減に機器の促進が不可欠と考えている。 

介護ロボットの位置づけがわかった。 

機器の体験ができて良かった。 

グループホームでの必要性を感じている為、参加しました。参考にさせて頂きます。 

現状に照らし合わせて利用可能なものなどを知ることが出来ました。 

県の導入効果の集計、特になごみ会の導入事例の説明が私たちの事業所でも活用できる内容だっ

たのでとても参考になりました。また使いこなせなかった導入事例も今後の参考になりました。 

五島でのノーティスには以前から興味があって特に文章入力（音声入力）の話、高齢の職員への

適応など聞きたいところが聞けた。実際使用している現場を見て見たい。 

コミュニケーションロボット 今後、必ず必要になってくると思う 

今後の介護に支援できるのではないかと思った。（参考になるのでは） 

再確認ができた 

様々な新しいロボットを知れてよかったです。 

実機が見られたこと、他の施設の利用について参考になった。 

実際に ICT を導入している事業所の事例を知ることができた。 

実際に介護ロボットに触れて良かったです。 

実際に現場で使用してみた声を聞くことができ大変参考になった。 

実際にデモ機に触れたり、体験できた。 

実際に導入の状況などを聞くことができた。 

実際に取り組まれている事例を聞けて良かった。 

実際に働く上で知っておく事は大切だと思っていたので知ることが出来て良かったと思いまし

た。利用者様や職員への負担軽減のため色々考えられて開発されているのだと感じました。 

実際の現場の話を聞くことができた。 

実際の福祉用具を体験できた。 

自分が知らない機能を活用した機械がいっぱいあったし、介護者の負担を減らすという考えが自

分になかったがここでそういう機能がある機械に出会えて少し興味をもった。 

参考になった, 
75 , 74.3%

参考にならなかった, 
1 , 1.0%

どちらとも

いえない, 
22 , 21.8%

無回答, 3 , 3.0%

（n=101）
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⑨ 展示機器の中で興味のある物はどの機器でしたか。（複数回答、n=101） 

 

 

⑩ フォーラム及び介護ロボットに対する感想、ご意見等があればご自由にご記入ください。 

色々と触れてよかった 

色々と試してみたいと思った。実際使用している施設を見学してみたい。使用してその

後を知りたい＜対職員、対利用者＞ 

介護スタッフ年齢が上がり、自分の体も守りながらの介護はとても大変です。少しでも

楽にできるなら試してみたいと思いますが、施設は購入してくれるだろうか？と思いま

す。 

介護ロボットの未来は明るいがまだまだ課題が多い。国、民間が協力して高齢化社会を

より良いものにしていかなければと思う。 

介護ロボットを使うと力がない人も介助ができると思う。 

可能であれば、モニターを大きくするか、プロジェクターでスクリーンなどに映して欲

しかったです。又は椅子 4列に 1台間隔でモニターが欲しかった。前の人の頭でモニタ

ーが見づらかったので椅子をジグザクに配置するか、モニターを椅子と椅子の間の位置

にするか高さをもう少しつけて欲しかったです。 

九州介護ロボット開発・実証・普及促進センターの方の導入をどう進めるのか、誰がど

のように・・のお話はとても分かりやすかったです。使いう事によって何を求めるのか

の理念のような介護者や利用者の方の思いについて考える必要があると思います。 

行政や業界が取り組んでいる事、これから進展していくであろう事業等を知ることが出

来て良かったと思います。 

コロナ禍での人材不足や職員負担軽減など実機やメーカさんも言葉などを聞けて良かっ

たと思います。 

実際に触れてみることが出来て良かったです。 

27 
27 

26 
23 

22 
20 

18 
16 

15 
9 

8 
7 

6 
3 
3 

2 
2 

10 

 0  5  10  15  20  25  30

PALRO
眠りスキャン

シャワーオール

HAL腰タイプ
すいすいケア

comuoon
Neos＋care

Hug T1（施設向け）
iTherapy

床走行式電動リフト

パルモバイタルケア

Hug L1（在宅向け）
服やっくん

安心ひつじα
Buddycom

J‐Pasfleary
Sillha
無回答

（件）
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自分が思っていたよりも介護ロボットも人に寄り添うことができたり、ボディメカニク

スを最大限生かせるサポートになっていたりと今日こなければ知りえることができなか

ったものばかりで勉強になりました。 

自分の知らないところを知る機会になってとても良かった。 

セミナーの資料を頂きたかったです。 

相談先（センター）とお話できて良かった。 

大変参考になりました。継続的にフォーラムを今後も開催して欲しい。 

展示品の数も丁度よく、じっくり説明を伺うことが出来ました。ロボット助成金の対象

になっていると知らなかったものもあり、大変勉強になりました。 

長崎は実際に福祉機器を見たり、体験したりする箇所がない為、このような機会をたく

さん作ってほしい。 

日本はとても上手です。 

フォーラムのモニターがもう少し大きければ・・。 

見守りシステムなど詳しい話を聞けて良かったです。 

もう少し多くの機器がみたいと思いました。 

もう少し規模が大きいと良かった。講義を聞きたがったが、椅子が無くて疲れてしまっ

た。 

モニターが小さい、見えない。 

離島介護施設の取組みなど、実際に現場で活用できたこと、活用できなかったことにつ

いて、話を聞くことができ、参考になりました。 

私がまだ知らなかった福祉用具があってとても勉強になりました。少しでも楽にできる

ようにといった用具があったのでとてもいいなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑨ 展示機器の中で興味のある物はどの機器でしたか。（複数回答、n=101） 

 

 

⑩ フォーラム及び介護ロボットに対する感想、ご意見等があればご自由にご記入ください。 

色々と触れてよかった 

色々と試してみたいと思った。実際使用している施設を見学してみたい。使用してその

後を知りたい＜対職員、対利用者＞ 

介護スタッフ年齢が上がり、自分の体も守りながらの介護はとても大変です。少しでも

楽にできるなら試してみたいと思いますが、施設は購入してくれるだろうか？と思いま

す。 

介護ロボットの未来は明るいがまだまだ課題が多い。国、民間が協力して高齢化社会を

より良いものにしていかなければと思う。 

介護ロボットを使うと力がない人も介助ができると思う。 

可能であれば、モニターを大きくするか、プロジェクターでスクリーンなどに映して欲

しかったです。又は椅子 4列に 1台間隔でモニターが欲しかった。前の人の頭でモニタ

ーが見づらかったので椅子をジグザクに配置するか、モニターを椅子と椅子の間の位置

にするか高さをもう少しつけて欲しかったです。 

九州介護ロボット開発・実証・普及促進センターの方の導入をどう進めるのか、誰がど

のように・・のお話はとても分かりやすかったです。使いう事によって何を求めるのか

の理念のような介護者や利用者の方の思いについて考える必要があると思います。 

行政や業界が取り組んでいる事、これから進展していくであろう事業等を知ることが出

来て良かったと思います。 

コロナ禍での人材不足や職員負担軽減など実機やメーカさんも言葉などを聞けて良かっ

たと思います。 

実際に触れてみることが出来て良かったです。 

27 
27 

26 
23 

22 
20 

18 
16 

15 
9 

8 
7 

6 
3 
3 

2 
2 

10 

 0  5  10  15  20  25  30

PALRO
眠りスキャン

シャワーオール

HAL腰タイプ
すいすいケア

comuoon
Neos＋care

Hug T1（施設向け）
iTherapy

床走行式電動リフト

パルモバイタルケア

Hug L1（在宅向け）
服やっくん

安心ひつじα
Buddycom

J‐Pasfleary
Sillha
無回答

（件）
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⑪ あなたの職場では、介護ロボット・ＩＣＴを導入していますか。（単一回答、n=69） 

 

 

⑫ どのようなタイプの介護ロボットを導入又は導入予定ですか。（複数回答、n=41） 

 
＜具体的な機種名＞ 

分類 機種名 

見守り（介護施設） 眠りスキャン 

エスパシア 

介護業務支援 Notice 

ケアカルテ 

ブルーオーシャン 

入浴支援 アダージオ 

移乗介助（非装着型） 床走行式リフト 

コミュニケーション PALRO 

＜その他＞ 

・ ケア記録 

・ タブレット 

 

導入している, 
27 , 39.1%

これから導入する

予定, 14 , 20.3%

導入していない, 
9 , 13.0%

導入の予定はない, 
2 , 2.9%

無回答, 17 , 
24.6%

19 
10 

5 
4 

3 
3 
3 

1 
1 

0 
0 
0 
0 
0 

 0  2  4  6  8  10  12  14  16  18  20

見守り（介護施設）

介護業務支援

入浴支援

移乗介助（装着型）

移乗介助（非装着型）

コミュニケーション

その他

排泄支援

排泄予測

移動支援（屋外）

移動支援（屋内）

移動支援（その他）

排泄支援（動作）

見守り（在宅）

以下の回答は、介護事業者の方のみの回答となります。（n=69） 

（件） 
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⑬ あなたは介護する際に介護ロボットを利用したいと思いますか。（単一回答、n=69） 

 

＜「利用したいと思う」理由＞ 

職員の負担軽減と円滑なコミュニケーションのため。 

腰痛の方が多いので腰痛緩和に役立つ商品があれば導入したいと思います。 

介助する側が楽になり、事故が起きる可能性が減ると思います。 

業務の負担軽減。 

質の向上、職員満足度 UP、入居者、家族の負担軽減と QOL の向上。 

人が足りないからではなく、ロボットにしてほしいと思うことがあると思うので。 

業務の効率化のため。 

職員の高齢の方が増えてきている為、色々な面での介護ロボットを利用できたらいいな

と思いました。 

業務上使用した方が良いと思うが装着に人手や時間がかかるものは向かない。 

介護者の負担の軽減、質の確保につなげたい。労働力の代わりとして活用。 

職員、利用者の身体的、精神的負担軽減になると思うから。 

介護スタッフ、ご利用者様のより良いケアにつながるのであれば積極的に利用したい。 

職員の負担軽減の為に利用したいと思う。 

職員負担を減らすため。 

ぜったいあったらよいと思う。 

身体への負担は常々感じています。良いものがあれば、試してみたい。 

介護をする上で抱え上げや移乗など、体の負担が大きく、仕事自体がきつい、大変なの

で少しでも軽減できればなと思います。 

人手不足の労務量の軽減。 

腰痛があるため。 

今後、人材不足により職員の手が回らななくなる可能性、利用者により安全、安心して

生活してもらえるように。 

 

 

 

 

 

 

思う, 34 , 
49.3%

どちらともいえない, 
15 , 21.7%

無回答, 20 , 
29.0%

 
 

 

⑪ あなたの職場では、介護ロボット・ＩＣＴを導入していますか。（単一回答、n=69） 

 

 

⑫ どのようなタイプの介護ロボットを導入又は導入予定ですか。（複数回答、n=41） 

 
＜具体的な機種名＞ 

分類 機種名 

見守り（介護施設） 眠りスキャン 

エスパシア 

介護業務支援 Notice 

ケアカルテ 

ブルーオーシャン 

入浴支援 アダージオ 

移乗介助（非装着型） 床走行式リフト 

コミュニケーション PALRO 

＜その他＞ 

・ ケア記録 

・ タブレット 

 

導入している, 
27 , 39.1%

これから導入する

予定, 14 , 20.3%

導入していない, 
9 , 13.0%

導入の予定はない, 
2 , 2.9%

無回答, 17 , 
24.6%

19 
10 

5 
4 

3 
3 
3 

1 
1 

0 
0 
0 
0 
0 

 0  2  4  6  8  10  12  14  16  18  20

見守り（介護施設）

介護業務支援

入浴支援

移乗介助（装着型）

移乗介助（非装着型）

コミュニケーション

その他

排泄支援

排泄予測

移動支援（屋外）

移動支援（屋内）

移動支援（その他）

排泄支援（動作）

見守り（在宅）

以下の回答は、介護事業者の方のみの回答となります。（n=69） 

（件） 
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アアンンケケーートト結結果果  

 

 

（６）山口県
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アアンンケケーートト結結果果  

 

 

（６）山口県
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佐佐賀賀県県介介護護ロロボボッットト地地域域フフォォーーララムム（（シシンンポポジジウウムム））アアンンケケーートト集集計計結結果果  

 
シンポジウム参加者：来場 １８名、WEB ２１名 合計３９名 

アンケート回答２３件（回収率 59.0％） 
 

１． あなたの性別、年齢、お住まいの地域、勤務先、職種をお答えください。 

① 性別（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

男性 14 60.9％ 

女性 9 39.1％ 

その他 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

 

② 年齢（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

１０歳未満 0 0.0％ 

１０代 0 0.0％ 

２０代 10 43.5％ 

３０代 6 26.1％ 

４０代 4 17.4％ 

５０代 3 13.0％ 

６０代 0 0.0％ 

７０代 0 0.0％ 

８０代以上 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

 

③ 地域（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

県内 15 65.2％ 

県外 6 26.1％ 

無回答 2 8.7％ 

（７）佐賀県
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計 23 100.0％ 

 

④ 勤務先（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

介護関係 8 34.8％ 

医療関係 0 0.0％ 

自治体 2 8.7％ 

メーカー 1 4.3％ 

販売代理店 0 0.0％ 

その他 9 39.1％ 

無回答 3 13.1％ 

計 23 100.0％ 

その他の記載内容（自由記載） 

学生 7 

教育機関 2 

 

⑤ 職種（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

医師 0 0.0％ 

看護師 0 0.0％ 

准看護師 1 4.3％ 

理学療法士 0 0.0％ 

作業療法士 0 0.0％ 

言語聴覚士 0 0.0％ 

介護支援専門員 1 4.3％ 

介護福祉士 5 21.7％ 

福祉用具専門相談員 0 0.0％ 

その他の介護職 0 0.0％ 

その他 0 0.0％ 

無回答 16 69.7％ 

計 23 100.0％ 

 

 

佐佐賀賀県県介介護護ロロボボッットト地地域域フフォォーーララムム（（シシンンポポジジウウムム））アアンンケケーートト集集計計結結果果  

 
シンポジウム参加者：来場 １８名、WEB ２１名 合計３９名 

アンケート回答２３件（回収率 59.0％） 
 

１． あなたの性別、年齢、お住まいの地域、勤務先、職種をお答えください。 

① 性別（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

男性 14 60.9％ 

女性 9 39.1％ 

その他 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

 

② 年齢（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

１０歳未満 0 0.0％ 

１０代 0 0.0％ 

２０代 10 43.5％ 

３０代 6 26.1％ 

４０代 4 17.4％ 

５０代 3 13.0％ 

６０代 0 0.0％ 

７０代 0 0.0％ 

８０代以上 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

 

③ 地域（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

県内 15 65.2％ 

県外 6 26.1％ 

無回答 2 8.7％ 

（７）佐賀県
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２．シンポジウムの内容は参考になりましたか。（どれか 1つにチェック）（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

参考になった 22 95.7％ 

参考にならなかった 0 0.0％ 

どちらともいえない 1 4.3％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

日頃介護ロボットを扱わないため 

介護事業所の取り組み状況や介護ロボットに対する考え方が確認できたため 

佐賀県、および厚生労働省での先端介護製品に対する取り組みを知ることができ

ました 

これまで知らなかった介護ロボットの紹介について知ることができたり、どのよ

うな経緯で導入され、どのように活用されているのかを知ることができたため 

実際の事例などはこのような場でしか知ることができないので参考になった 

様々な介護ロボットがあることを知流ことができたため 

最新情報の取得 

IT・AIが実際に介護現場で活用されている状況を知ることができたからです 

介護ロボットについて詳しく知ることができたから 

県の取り組みを聞けたことと併せて実際補助金にて介護ロボットを実施している

話が参考になりました 

マットレスの下に設置するだけで睡眠が測れるのは、睡眠の質の向上や日常生活

の向上に繋がると感じた 

参加しないと分からないことが沢山あった 

リモートでの説明が途切れたりして分かりにくかった。必要なことをメモしてい

たが、スライドが早すぎた 

実際に使用されている話は参考になった 

実際の取り組みも知る事が出来、今後の活用を考える事が出来た 

介護ロボット導入に向けた取り組みを聞け、興味深い新たな事も聞けた 

ロボットの介入はすぐそこまで来ているという事が分かった 

身近に感じる事ができたから 

佐賀県の取り組みについて理解する事ができたから 

聞いたことのないことを聞くことが出来た 

 

３． 介護ロボット・福祉機器の紹介、実演の内容は参考になりましたか。 （どれか 1 つにチェック）（N

＝23） 

項 目 回答数 割 合 

参考になった 22 95.7％ 
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参考にならなかった 0 0.0％ 

どちらともいえない 1 4.3％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

今後介護現場のみならず医療現場においてもその活用は積極的に行われること

が示唆されるから 

各ロボットの概要の紹介があり、ロボットの利用方法やメリットを知ることがで

きたため 

各社とも、製品の機能やプレゼンテーションの内容について、現場の方の利用ニ

ーズに沿ったものを制作されており、参考になりました。 

介護ロボットが介護者や患者さんの負担軽減のために以下に工夫されて作られ

ており、どのように活用されているのかを知るきっかけになったため 

ベッドの使用などは移乗や立ち上がりまで見られるとより良かった 

実際に現地で見ることはできなかったが、パワーポイントや動画で紹介してくだ

さり分かりやすかったため 

最新情報の取得 

今は、介護現場には所属していませんが、介護現場への介護ロボットの導入等を

期待しています。このような情報を知ることで、私からも介護現場への情報提供

ができるのではないかと思います 

どのような特徴があるのか知ることができたから 

どのようなロボット機能であるか知る事ができた。 

リフトに乗る立場を経験出来て良かった。 

知らなかった介護ロボット福祉機器があって参考になった。 

介護ロボットの種類や活用方法を知る事が出来、自分の現場での課題を考える事

が出来た。 

まだ知らなかった機器などもあり、興味深い。 

介護者が減っている中で、ロボットは重要な役割が期待されているということが

分かりました。 

実習で役立つと思たから。 

授業で習ったものを実際に見る事が出来たから。 

 

４． 展示機器の台数はどうでしたか。 （どれか 1つにチェック）（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

多いと感じた 3 13.0％ 

今回くらいでよい 14 61.0％ 

少ないと感じた 3 13.0％ 

無回答 3 13.0％ 

計 23 100.0％ 

 

 

 

 

２．シンポジウムの内容は参考になりましたか。（どれか 1つにチェック）（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

参考になった 22 95.7％ 

参考にならなかった 0 0.0％ 

どちらともいえない 1 4.3％ 

無回答 0 0.0％ 

計 23 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

日頃介護ロボットを扱わないため 

介護事業所の取り組み状況や介護ロボットに対する考え方が確認できたため 

佐賀県、および厚生労働省での先端介護製品に対する取り組みを知ることができ

ました 

これまで知らなかった介護ロボットの紹介について知ることができたり、どのよ

うな経緯で導入され、どのように活用されているのかを知ることができたため 

実際の事例などはこのような場でしか知ることができないので参考になった 

様々な介護ロボットがあることを知流ことができたため 

最新情報の取得 

IT・AIが実際に介護現場で活用されている状況を知ることができたからです 

介護ロボットについて詳しく知ることができたから 

県の取り組みを聞けたことと併せて実際補助金にて介護ロボットを実施している

話が参考になりました 

マットレスの下に設置するだけで睡眠が測れるのは、睡眠の質の向上や日常生活

の向上に繋がると感じた 

参加しないと分からないことが沢山あった 

リモートでの説明が途切れたりして分かりにくかった。必要なことをメモしてい

たが、スライドが早すぎた 

実際に使用されている話は参考になった 

実際の取り組みも知る事が出来、今後の活用を考える事が出来た 

介護ロボット導入に向けた取り組みを聞け、興味深い新たな事も聞けた 

ロボットの介入はすぐそこまで来ているという事が分かった 

身近に感じる事ができたから 

佐賀県の取り組みについて理解する事ができたから 

聞いたことのないことを聞くことが出来た 

 

３． 介護ロボット・福祉機器の紹介、実演の内容は参考になりましたか。 （どれか 1 つにチェック）（N

＝23） 

項 目 回答数 割 合 

参考になった 22 95.7％ 
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５． 展示機器の中で興味のある物はありましたか。 （どれか 1つにチェック）（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

あった 19 82.6％ 

なかった 1 4.3％ 

無回答 3 13.1％ 

計 23 100.0％ 

 

【 興味があった機器を教えてください（複数選択可） 】 

項 目 回答数 

ライブコネクト 6 

見守り機能付き服薬支援ロボット「FUKU助」 9 

ベッド内蔵型見守りセンサー「iサポート」搭載 Xシリーズ 5 

見守りケアシステムM２ 9 

ラップポンエール２ 2 

移乗サポートロボット  Hug 11 

みまもり CUBU 3 

スカイリフト 7 

ロボットアシストウォーカー RT-Ⅰ、RT-Ⅱ 3 

メンタルコミットロボット パロ 3 

スマイビ S 1 

ユメル、ネルル 1 

こんにちは赤ちゃん 4 

なでなでねこちゃん DX３、なでなでワンちゃん 3 

 

６． 本日のフォーラムの感想や介護ロボットに対する意見があればご自由にお書きください。 

本日は当社製品（FUKU 助）をご紹介する機会をいただき、ありがとうございま
した。 

将来、働く際に患者さんへの提供できる情報の一つとしてこのような物もあるこ

とを知ることができ、活用されるように様々な工夫をされており、とても面白い

フォーラムでした。ありがとうございました。 

毎年実施していただき、介護機器のアップデートしたい。 

このような研修会に、もっと多くの介護現場の方に参加していただきたいと思い

ました。知っているのと知らないのでは支援方法が大きく異なりますし、サービ

ス・職員のモチベーション差にもつながると思います。施設の上層部の方に、是非

参加していただきたいと思いました。生意気な意見ですみません。 
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Wi-Fi環境を設備してほしい。 

これから介護職で働くために介護ロボットや福祉用具の事をもっと知りたくて来

ました。介護現場研修がなくなったので、今回フォーラムに参加できて良かった

です。 

 

介護事業者の方のみ、以下の設問にご回答ください。 

 

７． 現在、あなたの職場では介護ロボットを導入していますか。（どれか 1つにチェック）（N＝5） 

項 目 回答数 割 合 

導入している 3 60.0％ 

導入していない 2 40.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 5 100.0％ 

 

８． 導入しているのはどのようなタイプの介護ロボットですか。（当てはまるもの全てにチェック） 

項 目 回答数 

移乗介助（装着型） 0 

移動介助（非装着型） 1 

移動支援（屋外） 0 

移動支援（屋内） 0 

移動支援（その他） 0 

排泄支援 0 

排泄予測 0 

排泄支援（動作） 0 

見守り（介護施設） 3 

見守り（在宅） 0 

コミュニケーション 1 

入浴支援 0 

介護業務支援 0 

その他 0 

 

９． あなたは介護をする際に介護ロボットを利用したいと思いますか。（どれか 1 つにチェック）（N＝

5） 

項 目 回答数 割 合 

 

 

５． 展示機器の中で興味のある物はありましたか。 （どれか 1つにチェック）（N＝23） 

項 目 回答数 割 合 

あった 19 82.6％ 

なかった 1 4.3％ 

無回答 3 13.1％ 

計 23 100.0％ 

 

【 興味があった機器を教えてください（複数選択可） 】 

項 目 回答数 

ライブコネクト 6 

見守り機能付き服薬支援ロボット「FUKU助」 9 

ベッド内蔵型見守りセンサー「iサポート」搭載 Xシリーズ 5 

見守りケアシステムM２ 9 

ラップポンエール２ 2 

移乗サポートロボット  Hug 11 

みまもり CUBU 3 

スカイリフト 7 

ロボットアシストウォーカー RT-Ⅰ、RT-Ⅱ 3 

メンタルコミットロボット パロ 3 

スマイビ S 1 

ユメル、ネルル 1 

こんにちは赤ちゃん 4 

なでなでねこちゃん DX３、なでなでワンちゃん 3 

 

６． 本日のフォーラムの感想や介護ロボットに対する意見があればご自由にお書きください。 

本日は当社製品（FUKU 助）をご紹介する機会をいただき、ありがとうございま
した。 

将来、働く際に患者さんへの提供できる情報の一つとしてこのような物もあるこ

とを知ることができ、活用されるように様々な工夫をされており、とても面白い

フォーラムでした。ありがとうございました。 

毎年実施していただき、介護機器のアップデートしたい。 

このような研修会に、もっと多くの介護現場の方に参加していただきたいと思い

ました。知っているのと知らないのでは支援方法が大きく異なりますし、サービ

ス・職員のモチベーション差にもつながると思います。施設の上層部の方に、是非

参加していただきたいと思いました。生意気な意見ですみません。 
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思う 5 100.0％ 

思わない 0 0.0％ 

どちらとも言えない 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 5 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

安心、安楽な介護を受けたい。 

睡眠時の見守り、Hug 

Hug。腰痛のあるスタッフも多いため使用し、痛みの軽減に努めたい 

利用者・介護者双方の負担軽減のため 
 

10．現在のコロナ禍は介護ロボットの普及・促進に影響を及ぼすと思いますか。（どれか 1 つにチェ

ック）（N＝5） 

項 目 回答数 割 合 

思う 4 80.0％ 

思わない 1 20.0％ 

どちらとも言えない 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 5 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

訪問回数の低下等により感染リスクを下げる。 

良い意味で感染対策にもなると考える 

面会や介助方法についても急激に変わっている中で、普及は加速していくと思い

ます 
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アンケート結果（８）沖縄県 

 

思う 5 100.0％ 

思わない 0 0.0％ 

どちらとも言えない 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 5 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

安心、安楽な介護を受けたい。 

睡眠時の見守り、Hug 

Hug。腰痛のあるスタッフも多いため使用し、痛みの軽減に努めたい 

利用者・介護者双方の負担軽減のため 
 

10．現在のコロナ禍は介護ロボットの普及・促進に影響を及ぼすと思いますか。（どれか 1 つにチェ

ック）（N＝5） 

項 目 回答数 割 合 

思う 4 80.0％ 

思わない 1 20.0％ 

どちらとも言えない 0 0.0％ 

無回答 0 0.0％ 

計 5 100.0％ 

【 上記回答を選択した理由をご記入ください 】 

訪問回数の低下等により感染リスクを下げる。 

良い意味で感染対策にもなると考える 

面会や介助方法についても急激に変わっている中で、普及は加速していくと思い

ます 
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アンケート結果
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テクノロジーを活用した
未来の介護

介護ロボット
全国フォーラム
介護ロボット
全国フォーラム

本事業は厚生労働省の委託を受けて「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」の一環として行うものです。

厚生労働省　「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」

令和４年１月２６日水
１１：００～１６：３０

ＴＯＣ有明４階
コンベンションホール

入退場自由
参加費無料

公益財団法人テクノエイド協会　企画部 谷田・松本・根石
〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸１－１　セントラルプラザ４階
電話番号 ０３（３２６６）６８８３　　FAX ０３（３２６６）６８８５

事務局

株式会社PRIDIST�� 株式会社日立情報通信エンジニアリング��

株式会社メディカルスイッチ�� 株式会社アトリエPOSY��

出 展 機 器

植パズシート、set upボード

Time Tapper

見守り機能付き服薬支援ロボット　
「ＦＵＫＵ助」

日立データコレクションIC2000
-介護施設向けケア支援ソリューション-

問合せ先
神奈川県平塚市宝町11-1　平塚フジビル3F
TEL:0463-23-7830　E-Mail:information@pridist.com

問合せ先
神奈川県横浜市西区みなとみらい2丁目3番3号クイーンズタワーB棟22階
TEL:090-9242-8635　E-Mail:haruka.akimoto.pj@hitachi.com

問合せ先
東京都大田区西糀谷4-26-6　糀谷岡野ビル502
TEL:03-6883-3360　E-Mail:info@medical-switch.com

問合せ先
千葉県千葉市中央区亥鼻2-3-11
TEL:043-221-6854　E-Mail:info@posy.jp

オンラインによるシンポジウム
配信のみとなりました

３．介護ロボット全国フォーラム　パンフレットアンケート結果
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No 団体・企業名 機器名称 カテゴリ・分野

CYBERDYNE株式会社 HAL 腰タイプ　介護・自立支援用 移乗支援

株式会社ジェイテクト
衣服型アクティブパワーアシスト

スーツ J-PASfleairy( フレアリー )

自立推進トレーニングロボット

J-Walker テクテック

移乗支援

移動支援

メディカルクラフトン
株式会社

DARWING Hakobelude

（ダーウィン　ハコベルデ）
移乗支援

株式会社アイザック Keipu-Sb 移乗支援

アルジョ・ジャパン
株式会社

移乗支援機器サラフレックス

移乗支援機器マキシムーブ
移乗支援

株式会社　あかね福祉 「移乗です」 移乗支援

パナソニック株式会社 歩行トレーニングロボット 移動支援

アロン化成株式会社
歩行車リトルターン 電動アシスト付き

水洗ポータブルトイレ キューレット

家具調トイレ セレクトR 自動ラップ

移動支援

排泄支援

株式会社アイン ナノミストベッドタイプ 入浴支援

新東工業株式会社 Aiserv® 排泄検知システム 排泄支援

株式会社リリアム大塚 排尿タイミング予測支援デバイス

「リリアムスポット 2」
排泄支援

株式会社ツカモトコーポ
レーション AlgoSleep 介護用見守りセンサー

見守り／コミュ

ニケーション

エコナビスタ株式会社　 ライフリズムナビ ®+Dr 見守り／コミュ
ニケーション

富士通株式会社 ミリ波装置による見守りサービス 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社サイチ みまもり花子 PLEN Cube 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 ARASoftware eye-Box smart R 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 ZIPCARE まもる～の HOME（在宅向け）
まもる～の Station（施設向け）

見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 TAOS 研究所 見守りセンサ AiSleep 見守り／コミュ
ニケーション

No 団体・企業名 機器名称 カテゴリ・分野

株式会社ラムロック みまもりCUBE Plus- システム Light- 見守り／コミュ
ニケーション

エイアイビューライフ
株式会社

自立支援型 介護見守りシステム
A.I.Viewlife 生体センサー連動版

見守り／コミュ
ニケーション

積水化学工業株式会社 見守りセンサー　
ANSIEL（アンシエル）

見守り／コミュ
ニケーション

Vayyar Imaging Japan Vayyar Care （バヤーケア） 見守り／コミュ
ニケーション

Tellus you care,Inc. Tellus 生活リズムセンサー 見守り／コミュ
ニケーション

パラマウントベッド
株式会社 見守り支援システム　眠りSCAN 見守り／コミュ

ニケーション

株式会社ソルクシーズ 見守り支援システム「いまイルモ」 見守り／コミュ
ニケーション

ミネベアミツミ株式会社 リコーみまもりベッドセンサー
システム

見守り／コミュ
ニケーション

三菱電機インフォメーション
システムズ株式会社

AI x 見守りサービス kizkia-Knight
（きづきあ - ないと）

見守り／コミュ
ニケーション

アイホン株式会社 見守りカメラ (Vi-nurse システム ) 見守り／コミュ
ニケーション

アイコム株式会社 IIP200H（モバイル IP フォン インカム）
IP100H（無線 LAN インカム）

見守り／コミュ
ニケーション

株式会社帝健 腰部負担計測用スマートデバイス 見守り／コミュ
ニケーション

三菱総研ＤＣＳ株式会社 Link & Robo for ウェルネス 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社チカク オンライン面会用テレビ電話 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 PRIDIST Time Tapper ソフトウェア
介護記録

株式会社日立情報通信
エンジニアリング

日立データコレクション IC2000
- 介護施設向けケア支援ソリューション -

ソフトウェア
介護記録

株式会社メディカル
スイッチ

見守り機能付き服薬支援ロボット　
「ＦＵＫＵ助」 その他

株式会社アトリエ POSY 植パズシート、set up ボード その他

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム ４
階 EASTホールWESTホール

エスカレーター
エレベーターエレベーター

受 付
中央ロビー
吹き抜け

コンベンション
ホール

コンベンション
階

コンベンションコンベンション
階４ ＷＥＳＴホール

最新機器の展示、体験 、デモ、 相談 （11：00～16：30）
高齢者や障害者の自立や介助、介護者の業務を支援する介護ロボットを中心に、
製品化された実機の展示・説明・相談ほか（約 30 社の実機を展示）

EAＳＴホール
シンポジウム （13：00～16：10）
介護ロボットに係る重点政策及び、 事業の成果、先進事例の報告等を行います。 （入退室自由）
※事前登録制とさせていただき、 参加申込をされていない方は、入場できません。 ※入場制限あり

入口

CYBERDYNEジェイテクトメディカル
クラフトン

アルジョ・
ジャパン

あかね福祉パナソニックアロン化成アイン新東工業リリアム大塚
ツカモト
コーポ
レーション

エコナビスタ 富士通 サイチ ARA
Software

ZIPCARE TAOS 研究所 ラムロック エイアイビュー
ライフ

積水化学工業
Vayyar
Imaging
Japan

Tellus you
care,Inc.

パラマウント
ベッド

ソルクシーズミネベアミツミアイホンアイコム帝健三菱総研
DCSチカクPRIDISTメディカル

スイッチ
アトリエ
POSY

日立情報通信
エンジニア
リング

三菱インフォ
メーション
システムズ

アイザック

24

29 28 27 26 25

１２３４

20 21 22 23

５６７８

16 17 18 19

33 32 31 30

９

13 14

12

15

11 10

36 35 34 休　憩

開会

閉会

厚生労働省における介護テクノロジー関連政策について
厚生労働省　老健局　高齢者支援課　課長 須藤 明彦氏

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の実施について
公益財団法人テクノエイド協会　企画部 谷田 良平

介護ロボット実用化支援事業の取り組み

コロナ禍において、介護の可能性を広げるIoTシステムの実践について
スミリンケアライフ株式会社　ドマーニ神戸　ケアセンター　センター長 福本 順子氏

リハ・ハウス来夢 矢代 虎太郎氏

排泄検知システムの開発と介護施設でのモニター調査結果
新東工業　株式会社　開発本部開発グループ

公益財団法人テクノエイド協会

鈴木 誉久氏

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォームについて
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所
情報未来イノベーション本部　先端技術戦略ユニット 山内 勇輝氏

経済産業省における福祉・ロボット介護機器産業政策について
経済産業省　商務情報政策局　商務・サービスグループ
ヘルスケア産業課　医療・福祉機器産業室　室長補佐 岡崎 健一氏

13:00

13:10-13:50
（各20分）

14：00-14：40
（各20分）

13：50-14：00

休　憩14：40-14：50

14：50-16：10
（各20分）

16：10

挨拶　公益財団法人テクノエイド協会　理事長
司会　公益財団法人テクノエイド協会

大橋 謙策

行政報告

成果報告

基調報告

介護の質と生産性を向上する未来の介護

アルゴスリープ介護現場から見た見守りセンサーの活用法
株式会社ツカモトコーポレーション 小林 孝路氏

テクノロジーの活用を提案する

入口

CYBERDYNEジェイテクトメディカル
クラフトン

アルジョ・
ジャパン

あかね福祉パナソニックアロン化成アイン新東工業リリアム大塚
ツカモト
コーポ
レーション

エコナビスタ 富士通 サイチ ARA
Software

ZIPCARE TAOS 研究所 ラムロック エイアイビュー
ライフ

積水化学工業
Vayyar
Imaging
Japan

Tellus you
care,Inc.

パラマウント
ベッド

ソルクシーズミネベアミツミアイホンアイコム帝健三菱総研
DCSチカクPRIDISTメディカル

スイッチ
アトリエ
POSY

日立情報通信
エンジニア
リング

三菱インフォ
メーション
システムズ

アイザック

24

29 28 27 26 25

20 21 22 2316 17 18 19

33 32 31 30

13 14 15

36 35 34

関係者の安全及びまん延防止を図るため、会場での開催を取り止めることと致しました。
シンポジウムはオンライン配信をいたしますので、テクノエイド協会ホームページからご
視聴ください。
出展を予定していた機器の情報は、3 ページ以降に掲載しております。

開催方法
変更

しました

会場開催中止 オンライン配信のみ

1 2
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No 団体・企業名 機器名称 カテゴリ・分野 No 団体・企業名 機器名称 カテゴリ・分野

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム ４
階 EASTホールWESTホール

エスカレーター
エレベーターエレベーター

受 付
中央ロビー
吹き抜け

コンベンション
ホール

階４ ＷＥＳＴホール
最新機器の展示、体験 、デモ、 相談 （11：00～16：30）
高齢者や障害者の自立や介助、介護者の業務を支援する介護ロボットを中心に、
製品化された実機の展示・説明・相談ほか（約 30 社の実機を展示）

EAＳＴホール
シンポジウム （13：00～16：10）
介護ロボットに係る重点政策及び、 事業の成果、先進事例の報告等を行います。 （入退室自由）
※事前登録制とさせていただき、 参加申込をされていない方は、入場できません。 ※入場制限あり

入口

CYBERDYNEジェイテクトメディカル
クラフトン

アルジョ・
ジャパン

あかね福祉パナソニックアロン化成アイン新東工業リリアム大塚
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レーション

エコナビスタ 富士通 サイチ ARA
Software

ZIPCARE TAOS 研究所 ラムロック エイアイビュー
ライフ

積水化学工業
Vayyar
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Japan

Tellus you
care,Inc.

パラマウント
ベッド

ソルクシーズミネベアミツミアイホンアイコム帝健三菱総研
DCSチカクPRIDISTメディカル
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POSY
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エンジニア
リング

三菱インフォ
メーション
システムズ
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36 35 34 休　憩

開会

閉会

厚生労働省における介護テクノロジー関連政策について
厚生労働省　老健局　高齢者支援課　課長 須藤 明彦氏

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の実施について
公益財団法人テクノエイド協会　企画部 谷田 良平

介護ロボット実用化支援事業の取り組み

コロナ禍において、介護の可能性を広げるIoTシステムの実践について
スミリンケアライフ株式会社　ドマーニ神戸　ケアセンター　センター長 福本 順子氏

リハ・ハウス来夢 矢代 虎太郎氏

排泄検知システムの開発と介護施設でのモニター調査結果
新東工業　株式会社　開発本部開発グループ

公益財団法人テクノエイド協会

鈴木 誉久氏

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォームについて
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所
情報未来イノベーション本部　先端技術戦略ユニット 山内 勇輝氏

経済産業省における福祉・ロボット介護機器産業政策について
経済産業省　商務情報政策局　商務・サービスグループ
ヘルスケア産業課　医療・福祉機器産業室　室長補佐 岡崎 健一氏

13:00

13:10-13:50
（各20分）

14：00-14：40
（各20分）

13：50-14：00

休　憩14：40-14：50

14：50-16：10
（各20分）

16：10

挨拶　公益財団法人テクノエイド協会　理事長
司会　公益財団法人テクノエイド協会

大橋 謙策

行政報告

成果報告

基調報告

介護の質と生産性を向上する未来の介護

アルゴスリープ介護現場から見た見守りセンサーの活用法
株式会社ツカモトコーポレーション 小林 孝路氏

テクノロジーの活用を提案する

関係者の安全及びまん延防止を図るため、会場での開催を取り止めることと致しました。
シンポジウムはオンライン配信をいたしますので、テクノエイド協会ホームページからご
視聴ください。
出展を予定していた機器の情報は、3 ページ以降に掲載しております。

開催方法
変更

しました

会場開催中止 オンライン配信のみ

1 2

No 団体・企業名 機器名称 カテゴリ・分野

CYBERDYNE株式会社 HAL 腰タイプ　介護・自立支援用 移乗支援

株式会社ジェイテクト
衣服型アクティブパワーアシスト

スーツ J-PASfleairy( フレアリー )

自立推進トレーニングロボット

J-Walker テクテック

移乗支援

移動支援

メディカルクラフトン
株式会社

DARWING Hakobelude

（ダーウィン　ハコベルデ）
移乗支援

株式会社アイザック Keipu-Sb 移乗支援

アルジョ・ジャパン
株式会社

移乗支援機器サラフレックス

移乗支援機器マキシムーブ
移乗支援

株式会社　あかね福祉 「移乗です」 移乗支援

パナソニック株式会社 歩行トレーニングロボット 移動支援

アロン化成株式会社
歩行車リトルターン 電動アシスト付き

水洗ポータブルトイレ キューレット

家具調トイレ セレクトR 自動ラップ

移動支援

排泄支援

株式会社アイン ナノミストベッドタイプ 入浴支援

新東工業株式会社 Aiserv® 排泄検知システム 排泄支援

株式会社リリアム大塚 排尿タイミング予測支援デバイス

「リリアムスポット 2」
排泄支援

株式会社ツカモトコーポ
レーション AlgoSleep 介護用見守りセンサー

見守り／コミュ

ニケーション

エコナビスタ株式会社　 ライフリズムナビ ®+Dr 見守り／コミュ
ニケーション

富士通株式会社 ミリ波装置による見守りサービス 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社サイチ みまもり花子 PLEN Cube 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 ARASoftware eye-Box smart R 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 ZIPCARE まもる～の HOME（在宅向け）
まもる～の Station（施設向け）

見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 TAOS 研究所 見守りセンサ AiSleep 見守り／コミュ
ニケーション

No 団体・企業名 機器名称 カテゴリ・分野

株式会社ラムロック みまもりCUBE Plus- システム Light- 見守り／コミュ
ニケーション

エイアイビューライフ
株式会社

自立支援型 介護見守りシステム
A.I.Viewlife 生体センサー連動版

見守り／コミュ
ニケーション

積水化学工業株式会社 見守りセンサー　
ANSIEL（アンシエル）

見守り／コミュ
ニケーション

Vayyar Imaging Japan Vayyar Care （バヤーケア） 見守り／コミュ
ニケーション

Tellus you care,Inc. Tellus 生活リズムセンサー 見守り／コミュ
ニケーション

パラマウントベッド
株式会社 見守り支援システム　眠りSCAN 見守り／コミュ

ニケーション

株式会社ソルクシーズ 見守り支援システム「いまイルモ」 見守り／コミュ
ニケーション

ミネベアミツミ株式会社 リコーみまもりベッドセンサー
システム

見守り／コミュ
ニケーション

三菱電機インフォメーション
システムズ株式会社

AI x 見守りサービス kizkia-Knight
（きづきあ - ないと）

見守り／コミュ
ニケーション

アイホン株式会社 見守りカメラ (Vi-nurse システム ) 見守り／コミュ
ニケーション

アイコム株式会社 IIP200H（モバイル IP フォン インカム）
IP100H（無線 LAN インカム）

見守り／コミュ
ニケーション

株式会社帝健 腰部負担計測用スマートデバイス 見守り／コミュ
ニケーション

三菱総研ＤＣＳ株式会社 Link & Robo for ウェルネス 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社チカク オンライン面会用テレビ電話 見守り／コミュ
ニケーション

株式会社 PRIDIST Time Tapper ソフトウェア
介護記録

株式会社日立情報通信
エンジニアリング

日立データコレクション IC2000
- 介護施設向けケア支援ソリューション -

ソフトウェア
介護記録

株式会社メディカル
スイッチ

見守り機能付き服薬支援ロボット　
「ＦＵＫＵ助」 その他

株式会社アトリエ POSY 植パズシート、set up ボード その他

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム ４
階 EASTホールWESTホール

エスカレーター
エレベーターエレベーター

受 付
中央ロビー
吹き抜け

コンベンション
ホール
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階
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階４ ＷＥＳＴホール

最新機器の展示、体験 、デモ、 相談 （11：00～16：30）
高齢者や障害者の自立や介助、介護者の業務を支援する介護ロボットを中心に、
製品化された実機の展示・説明・相談ほか（約 30 社の実機を展示）

EAＳＴホール
シンポジウム （13：00～16：10）
介護ロボットに係る重点政策及び、 事業の成果、先進事例の報告等を行います。 （入退室自由）
※事前登録制とさせていただき、 参加申込をされていない方は、入場できません。 ※入場制限あり
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大橋 謙策

行政報告

成果報告
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介護の質と生産性を向上する未来の介護

アルゴスリープ介護現場から見た見守りセンサーの活用法
株式会社ツカモトコーポレーション 小林 孝路氏

テクノロジーの活用を提案する
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関係者の安全及びまん延防止を図るため、会場での開催を取り止めることと致しました。
シンポジウムはオンライン配信をいたしますので、テクノエイド協会ホームページからご
視聴ください。
出展を予定していた機器の情報は、3 ページ以降に掲載しております。

開催方法
変更

しました

会場開催中止 オンライン配信のみ

1 2
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HAL腰タイプ　介護・自立支援用

CYBERDYNE株式会社�
衣服型アクティブパワーアシストスーツJ-PASfleairy(フレアリー)

自立推進トレーニングロボットJ-Walkerテクテック

株式会社ジェイテクト�

DARWING Hakobelude
（ダーウィン　ハコベルデ）

メディカルクラフトン株式会社�

Keipu-Sb

株式会社アイザック�

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

アルジョ・ジャパン株式会社� 株式会社　あかね福祉�
移乗支援機器サラフレックス
移乗支援機器マキシムーブ

パナソニック株式会社�

歩行トレーニングロボット

「移乗です」

アロン化成株式会社�

出 展 機 器

歩行車リトルターン 電動アシスト付き
水洗ポータブルトイレ キューレット
家具調トイレ セレクトR 自動ラップ

問合せ先
茨城県つくば市学園南2-1-1
TEL:029-869-8448　E-Mail:ag-sales@cyberdyne.jp

問合せ先
愛知県刈谷市朝日町1-1　技術二号館３階
TEL:0566-25-5193　E-Mail:rie_a_suzuki@jtekt.co.jp

問合せ先
岡山県岡山市南区古新田1125
TEL:086-282-1770　E-Mail:suemori@medicalcrafton.jp

問合せ先
福島県会津若松市山見町25-9
TEL:0242-85-8590　E-Mail:info@aizuk.jp

問合せ先
東京都港区虎ノ門3-7-8ランディック第2虎ノ門ビル9階
TEL:070-3284-8665　E-Mail:nobuaki.nakanishi@arjo.com

問合せ先
福島県郡山市安積町荒井字雷神16-1
TEL:024-937-5022　E-Mail:me-ka@akane-fukushi.co.jp

問合せ先
大阪府門真市大字門真1006
TEL:070-2919-3230　E-Mail:wtr_sales@gg.jp.panasonic.com

問合せ先
東京都港区西新橋2-8-6 住友不動産日比谷ビル8F
TEL:03-6891-6053　E-Mail:takuya_sakaguchi@aronkasei.co.jp

3 4
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HAL腰タイプ　介護・自立支援用
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テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム
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移乗支援機器サラフレックス
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問合せ先
茨城県つくば市学園南2-1-1
TEL:029-869-8448　E-Mail:ag-sales@cyberdyne.jp

問合せ先
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TEL:086-282-1770　E-Mail:suemori@medicalcrafton.jp

問合せ先
福島県会津若松市山見町25-9
TEL:0242-85-8590　E-Mail:info@aizuk.jp

問合せ先
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TEL:03-6891-6053　E-Mail:takuya_sakaguchi@aronkasei.co.jp

3 4

HAL腰タイプ　介護・自立支援用

CYBERDYNE株式会社�
衣服型アクティブパワーアシストスーツJ-PASfleairy(フレアリー)

自立推進トレーニングロボットJ-Walkerテクテック

株式会社ジェイテクト�

DARWING Hakobelude
（ダーウィン　ハコベルデ）

メディカルクラフトン株式会社�

Keipu-Sb

株式会社アイザック�

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

アルジョ・ジャパン株式会社� 株式会社　あかね福祉�
移乗支援機器サラフレックス
移乗支援機器マキシムーブ

パナソニック株式会社�

歩行トレーニングロボット

「移乗です」

アロン化成株式会社�

出 展 機 器

歩行車リトルターン 電動アシスト付き
水洗ポータブルトイレ キューレット
家具調トイレ セレクトR 自動ラップ

問合せ先
茨城県つくば市学園南2-1-1
TEL:029-869-8448　E-Mail:ag-sales@cyberdyne.jp

問合せ先
愛知県刈谷市朝日町1-1　技術二号館３階
TEL:0566-25-5193　E-Mail:rie_a_suzuki@jtekt.co.jp

問合せ先
岡山県岡山市南区古新田1125
TEL:086-282-1770　E-Mail:suemori@medicalcrafton.jp

問合せ先
福島県会津若松市山見町25-9
TEL:0242-85-8590　E-Mail:info@aizuk.jp

問合せ先
東京都港区虎ノ門3-7-8ランディック第2虎ノ門ビル9階
TEL:070-3284-8665　E-Mail:nobuaki.nakanishi@arjo.com

問合せ先
福島県郡山市安積町荒井字雷神16-1
TEL:024-937-5022　E-Mail:me-ka@akane-fukushi.co.jp

問合せ先
大阪府門真市大字門真1006
TEL:070-2919-3230　E-Mail:wtr_sales@gg.jp.panasonic.com

問合せ先
東京都港区西新橋2-8-6 住友不動産日比谷ビル8F
TEL:03-6891-6053　E-Mail:takuya_sakaguchi@aronkasei.co.jp
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ナノミストベッドタイプ

株式会社アイン� 新東工業株式会社��

株式会社リリアム大塚��

AlgoSleep介護用見守りセンサー

株式会社ツカモトコーポレーション��

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

エコナビスタ株式会社�� 富士通株式会社��

株式会社サイチ��

みまもり花子PLEN Cube

ライフリズムナビ®+Dr ミリ波装置による見守りサービス

eye-Box smart R

株式会社ARASoftware��

出 展 機 器

Aiserv®排泄検知システム

排尿タイミング予測支援デバイス
「リリアムスポット 2」

問合せ先
大阪府大阪市浪速区日本橋東1-12-18
TEL:06-6648-7222　E-Mail:info@eins-1.jp

問合せ先
愛知県豊川市穂ノ原3-1
TEL:0533-95-4020　E-Mail:info-aiserv@sinto.co.jp

問合せ先
神奈川県相模原市中央区中央1-1-1　ジブラルタ生命相模原ビル3階
TEL:042-707-4258　E-Mail:Lilium-inq@otsuka.jp

問合せ先
東京都中央区日本橋本町１-6-5
TEL:03-3279-6847　E-Mail:t-kobayashi@tsukamoto.co.jp

問合せ先
東京都千代田区紀尾井町3-1　KKDビル６F
TEL:03-6206-9207　E-Mail:d.kidoka@econavista.com

問合せ先
神奈川県川崎市幸区大宮町1-5JR川崎タワー
TEL:080-854-2745　E-Mail:yoshikawa.masat@fujitsu.com

問合せ先
愛知県西尾市中畑町宮西34-1
TEL:0563-59-5252　E-Mail:anshin@saichi.jp

問合せ先
北海道北見市東三輪４丁目16-10
TEL:080-3293-0402　E-Mail:ceo-murai@arasoftware.com
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株式会社ZIPCARE�� 株式会社TAOS研究所��

株式会社ラムロック�� エイアイビューライフ株式会社��

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

積水化学工業株式会社�� Vayyar Imaging Japan��

Tellus you care,Inc.��

Tellus 生活リズムセンサー

見守りセンサー　ANSIEL（アンシエル） Vayyar Care （バヤーケア）

見守り支援システム　眠りSCAN

パラマウントベッド株式会社��

出 展 機 器

見守りセンサAiSleep

みまもりCUBE Plus -システムLight-

まもる～のHOME（在宅向け）
まもる～のStation（施設向け）

自立支援型 介護見守りシステム
A.I.Viewlife 生体センサー連動版

問合せ先
東京都千代田区神田佐久間町4-16パルK2ビル3F
TEL:03-5817-8767　E-Mail:info@zipcare.co.jp

問合せ先
神奈川県横浜市港北区新横浜2-2-15パレアナビル8F
TEL:045-620-7647　E-Mail:info@itaos.org

問合せ先
福岡県飯塚市勢田1950-1
TEL:0948-92-3156　E-Mail:shishidou@ramrock.co.jp

問合せ先
東京都千代田区隼町2-13　US半蔵門ビル201
TEL:03-6261-6327　E-Mail:support@aiview.life

問合せ先
東京都港区虎ノ門2-10-4　オークラプレステージタワー21F
TEL:03-6748-6525　E-Mail:ansiel@sekisui.com

問合せ先
東京都港区港南2-16-1 品川イーストワンタワー7F
TEL:03-6894-2365　E-Mail:shigeki.takeda@vayyar.com

問合せ先
東京都渋谷区道玄坂1-9-4 ODAビルディング3F 株式会社スパイラル・アンド・カンパニー内
TEL:090-9969-4217　E-Mail:sales@tellusyoucare.com

問合せ先
東京都江東区東砂2-14-5
TEL:080-2563-1301　E-Mail:t.iwata@paramount.co.jp

7 8

152



株式会社ZIPCARE�� 株式会社TAOS研究所��

株式会社ラムロック�� エイアイビューライフ株式会社��

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

積水化学工業株式会社�� Vayyar Imaging Japan��

Tellus you care,Inc.��

Tellus 生活リズムセンサー

見守りセンサー　ANSIEL（アンシエル） Vayyar Care （バヤーケア）

見守り支援システム　眠りSCAN

パラマウントベッド株式会社��

出 展 機 器

見守りセンサAiSleep

みまもりCUBE Plus -システムLight-

まもる～のHOME（在宅向け）
まもる～のStation（施設向け）

自立支援型 介護見守りシステム
A.I.Viewlife 生体センサー連動版

問合せ先
東京都千代田区神田佐久間町4-16パルK2ビル3F
TEL:03-5817-8767　E-Mail:info@zipcare.co.jp

問合せ先
神奈川県横浜市港北区新横浜2-2-15パレアナビル8F
TEL:045-620-7647　E-Mail:info@itaos.org

問合せ先
福岡県飯塚市勢田1950-1
TEL:0948-92-3156　E-Mail:shishidou@ramrock.co.jp

問合せ先
東京都千代田区隼町2-13　US半蔵門ビル201
TEL:03-6261-6327　E-Mail:support@aiview.life

問合せ先
東京都港区虎ノ門2-10-4　オークラプレステージタワー21F
TEL:03-6748-6525　E-Mail:ansiel@sekisui.com

問合せ先
東京都港区港南2-16-1 品川イーストワンタワー7F
TEL:03-6894-2365　E-Mail:shigeki.takeda@vayyar.com

問合せ先
東京都渋谷区道玄坂1-9-4 ODAビルディング3F 株式会社スパイラル・アンド・カンパニー内
TEL:090-9969-4217　E-Mail:sales@tellusyoucare.com

問合せ先
東京都江東区東砂2-14-5
TEL:080-2563-1301　E-Mail:t.iwata@paramount.co.jp

7 8

株式会社ZIPCARE�� 株式会社TAOS研究所��

株式会社ラムロック�� エイアイビューライフ株式会社��

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

積水化学工業株式会社�� Vayyar Imaging Japan��

Tellus you care,Inc.��

Tellus 生活リズムセンサー

見守りセンサー　ANSIEL（アンシエル） Vayyar Care （バヤーケア）

見守り支援システム　眠りSCAN

パラマウントベッド株式会社��

出 展 機 器

見守りセンサAiSleep

みまもりCUBE Plus -システムLight-

まもる～のHOME（在宅向け）
まもる～のStation（施設向け）

自立支援型 介護見守りシステム
A.I.Viewlife 生体センサー連動版

問合せ先
東京都千代田区神田佐久間町4-16パルK2ビル3F
TEL:03-5817-8767　E-Mail:info@zipcare.co.jp

問合せ先
神奈川県横浜市港北区新横浜2-2-15パレアナビル8F
TEL:045-620-7647　E-Mail:info@itaos.org

問合せ先
福岡県飯塚市勢田1950-1
TEL:0948-92-3156　E-Mail:shishidou@ramrock.co.jp

問合せ先
東京都千代田区隼町2-13　US半蔵門ビル201
TEL:03-6261-6327　E-Mail:support@aiview.life

問合せ先
東京都港区虎ノ門2-10-4　オークラプレステージタワー21F
TEL:03-6748-6525　E-Mail:ansiel@sekisui.com

問合せ先
東京都港区港南2-16-1 品川イーストワンタワー7F
TEL:03-6894-2365　E-Mail:shigeki.takeda@vayyar.com

問合せ先
東京都渋谷区道玄坂1-9-4 ODAビルディング3F 株式会社スパイラル・アンド・カンパニー内
TEL:090-9969-4217　E-Mail:sales@tellusyoucare.com

問合せ先
東京都江東区東砂2-14-5
TEL:080-2563-1301　E-Mail:t.iwata@paramount.co.jp

7 8

153



株式会社ソルクシーズ�� ミネベアミツミ株式会社��

三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社�� アイホン株式会社��

テクノロジーを活用した未来の介護介護ロボット全国フォーラム介護ロボット全国フォーラム

アイコム株式会社�� 株式会社帝健��

三菱総研ＤＣＳ株式会社��

Link & Robo forウェルネス

腰部負担計測用スマートデバイス

オンライン面会用テレビ電話

株式会社チカク��

出 展 機 器

リコーみまもりベッドセンサーシステム

見守りカメラ(Vi-nurseシステム)

見守り支援システム「いまイルモ」

AI x 見守りサービス
kizkia-Knight（きづきあ-ないと）

IIP200H（モバイルIP フォン インカム）
IP100H（無線LAN インカム）

問合せ先
東京都港区海岸3-9-15　LOOP-Xビル５F
TEL:03-6722-5019　E-Mail:tkameyama@solxyz.co.jp

問合せ先
東京都港区三田3-5-27住友不動産三田ツインビル西館11階
TEL:03-6758-6272　E-Mail:ytanaka.mt@minebeamitsumi.com

問合せ先
東京都港区芝浦4－13－23
TEL:03-5445-7306　E-Mail:kizkia_sales@mdis.co.jp

問合せ先
名古屋市中区新栄町1-1　明治安田生命名古屋ビル10階
TEL:080-1603-2280　E-Mail:masayuki_ueda@aiphone.co.jp

問合せ先
東京都江東区木場2-17-16ビサイド木場5F
TEL:03-6240-3538　E-Mail:Ryosuke_imanaka@icom.co.jp

問合せ先
大阪市北区中之島３丁目２番４号　中之島フェスティバルタワー・ウエスト３１階
TEL:06-6233-3565　E-Mail:wada-k@teijin-frontier.com

問合せ先
東京都品川区東品川四丁目12-2
E-Mail:robocomm@dcs.co.jp

※ソフトバンクロボティクスの小型二足歩行ロボット「NAO」を活用し、三菱総研DCSにて独自に
　サービス提供をしています 　※「NAO」はソフトバンクロボティクスの商標です

問合せ先
東京都渋谷区東2-14-7
TEL:03-6712-6886　E-Mail:biz@chikaku.co.jp
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問合せ先
東京都港区芝浦4－13－23
TEL:03-5445-7306　E-Mail:kizkia_sales@mdis.co.jp

問合せ先
名古屋市中区新栄町1-1　明治安田生命名古屋ビル10階
TEL:080-1603-2280　E-Mail:masayuki_ueda@aiphone.co.jp

問合せ先
東京都江東区木場2-17-16ビサイド木場5F
TEL:03-6240-3538　E-Mail:Ryosuke_imanaka@icom.co.jp

問合せ先
大阪市北区中之島３丁目２番４号　中之島フェスティバルタワー・ウエスト３１階
TEL:06-6233-3565　E-Mail:wada-k@teijin-frontier.com

問合せ先
東京都品川区東品川四丁目12-2
E-Mail:robocomm@dcs.co.jp

※ソフトバンクロボティクスの小型二足歩行ロボット「NAO」を活用し、三菱総研DCSにて独自に
　サービス提供をしています 　※「NAO」はソフトバンクロボティクスの商標です

問合せ先
東京都渋谷区東2-14-7
TEL:03-6712-6886　E-Mail:biz@chikaku.co.jp
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テクノロジーを活用した
未来の介護

介護ロボット
全国フォーラム
介護ロボット
全国フォーラム

本事業は厚生労働省の委託を受けて「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」の一環として行うものです。

厚生労働省　「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」

令和４年１月２６日水
１１：００～１６：３０

ＴＯＣ有明４階
コンベンションホール

入退場自由
参加費無料

公益財団法人テクノエイド協会　企画部 谷田・松本・根石
〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸１－１　セントラルプラザ４階
電話番号 ０３（３２６６）６８８３　　FAX ０３（３２６６）６８８５

事務局

株式会社PRIDIST�� 株式会社日立情報通信エンジニアリング��

株式会社メディカルスイッチ�� 株式会社アトリエPOSY��

出 展 機 器

植パズシート、set upボード

Time Tapper

見守り機能付き服薬支援ロボット　
「ＦＵＫＵ助」

日立データコレクションIC2000
-介護施設向けケア支援ソリューション-

問合せ先
神奈川県平塚市宝町11-1　平塚フジビル3F
TEL:0463-23-7830　E-Mail:information@pridist.com

問合せ先
神奈川県横浜市西区みなとみらい2丁目3番3号クイーンズタワーB棟22階
TEL:090-9242-8635　E-Mail:haruka.akimoto.pj@hitachi.com

問合せ先
東京都大田区西糀谷4-26-6　糀谷岡野ビル502
TEL:03-6883-3360　E-Mail:info@medical-switch.com

問合せ先
千葉県千葉市中央区亥鼻2-3-11
TEL:043-221-6854　E-Mail:info@posy.jp

オンラインによるシンポジウム
配信のみとなりました
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福祉用具・介護ロボット実用化支援事業�
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「介護現場と開発企業の意見交換実施事業」及び、�

「試作機器へのアドバイス支援事業」、�

「介護ロボット等モニター調査事業」の実施について�
�
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�

募集要項�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

令和３年６月２４日�
�

公益財団法人テクノエイド協会�
�

本事業は、当協会が厚生労働省から受託した「福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式」の一環と

して行う事業です。従って、予定する件数や予算に到達しだい受付終了となりますので、予めご了承く

ださい。詳しくは、当協会までお尋ねください。�

本事業で使用する様式は、当協会のホームページ（�http://www.techno-aids.or.jp/ ）からダウンロード

してください。�

�

４．介護ロボット等モニター調査事業等　募集要項

テクノロジーを活用した
未来の介護

介護ロボット
全国フォーラム
介護ロボット
全国フォーラム

本事業は厚生労働省の委託を受けて「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」の一環として行うものです。

厚生労働省　「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」

令和４年１月２６日水
１１：００～１６：３０

ＴＯＣ有明４階
コンベンションホール

入退場自由
参加費無料

公益財団法人テクノエイド協会　企画部 谷田・松本・根石
〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸１－１　セントラルプラザ４階
電話番号 ０３（３２６６）６８８３　　FAX ０３（３２６６）６８８５

事務局

株式会社PRIDIST�� 株式会社日立情報通信エンジニアリング��

株式会社メディカルスイッチ�� 株式会社アトリエPOSY��

出 展 機 器

植パズシート、set upボード

Time Tapper

見守り機能付き服薬支援ロボット　
「ＦＵＫＵ助」

日立データコレクションIC2000
-介護施設向けケア支援ソリューション-

問合せ先
神奈川県平塚市宝町11-1　平塚フジビル3F
TEL:0463-23-7830　E-Mail:information@pridist.com

問合せ先
神奈川県横浜市西区みなとみらい2丁目3番3号クイーンズタワーB棟22階
TEL:090-9242-8635　E-Mail:haruka.akimoto.pj@hitachi.com

問合せ先
東京都大田区西糀谷4-26-6　糀谷岡野ビル502
TEL:03-6883-3360　E-Mail:info@medical-switch.com

問合せ先
千葉県千葉市中央区亥鼻2-3-11
TEL:043-221-6854　E-Mail:info@posy.jp

オンラインによるシンポジウム
配信のみとなりました
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1

「介護現場と開発企業の意見交換実施事業」及び、

「試作機器へのアドバイス支援事業」、

「介護ロボット等モニター調査事業」の実施について

～ 募集要項 ～

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業

急激な高齢化の進展にともない、要介護高齢者の増加、介護期間の長期化など、介護ニーズは益々増大す
る一方、核家族化の進行や、介護する家族の高齢化など、要介護高齢者を支えてきた家族をめぐる状況も変
化している。

また、介護分野においては、介護従事者の腰痛問題等が指摘されており、人材確保を図る上では、働きや
すい職場環境を構築していくことが重要である。

このような中で、日本の高度な水準のロボット技術を活用し、高齢者の自立支援や介護従事者の負担軽減
が期待されている。

急激な高齢化の進展にともない、要介護高齢者の増加、介護期間の長期化など、介護ニーズは益々増大す

背 景

介護現場のニーズに適した実用性の高い介護ロボットの開発が促進されるよう、開発の早い段階から
現場のニーズの伝達や試作機器について介護現場での実証等を行い、介護ロボットの実用化を促す環
境を整備する。

【介護現場からの意見】
・どのような機器があるのか分からない

・介護場面において実際に役立つ機器
がない・役立て方がわからない
・事故について不安がある

【開発側からの意見】
・介護現場のニーズがよく分からない

・実証試験に協力してくれるところが見つ
からない

・介護現場においては、機器を活用した
介護に否定的なイメージがある

・介護ロボットを開発したけれど、使って
もらえない

ミスマッチ��
【介護現場からの意見】
・どのような機器があるのか分からない

・介護場面において実際に役立つ機器
がない・役立て方がわからない
・事故について不安がある

開発側からの意見】
・介護現場のニーズがよく分からない

・実証試験に協力してくれるところが見つ
からない

・介護現場においては、機器を活用した
介護に否定的なイメージがある

・介護ロボットを開発したけれど、使って
もらえない

【開
・介護現場のニーズがよく分からない

・実証試験に協力してくれるところが見つ
からない

・介護現場においては、機器を活用した
介護に否定的なイメージがある

・介護ロボットを開発したけれど、使って

ミスマッチ��

現状・課題

ママッッチチンンググ支支援援

厚厚生生労労働働省省

� � 資料：厚生労働省� � �

１．目的、事業の概要

当協会では、厚生労働省の委託を受けて「福福祉祉用用具具・・介介護護ロロボボッットト実実用用化化支支援援等等一一式式」を実施してい

ます。

本事業は、高齢者介護の現場において、真に必要とされる「福祉用具・介護ロボット（以下「介護ロ

ボット等」。）」の実用化を促す環境を整備し、企業による製品化を促進することを通じて、要介護者

の自立支援や介護者の負担軽減を図ることを目的とした事業です。

この度、本事業の一環として、使用する側の「ニーズ」と開発する側の「シーズ」をマッチングする

取り組みとして、次頁以降に記載する３事業を行うことと致しました。

それぞれの事業の趣旨を踏まえ、いずれか（あるいは複数）の事業を希望される企業の方は、本書記

載の内容に沿って応募してください。

なお、本事業は、予算の範囲で実施するものであり、予定の件数に到達しだい受付終了となりますの

で予めご了承ください。
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公益財団法人テクノエイド協会の概要������������������������������������������������������������
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�

３事業の概要�

（開発段階に応じた事業メニュー）�

�

※開発（検討）中の機器がどの段階にあるか不明な場合は、当協会までご相談ください。�

�

開発段階に応じた事業メニュー� 開発段階� 試作機� 実施期間�

Ａ�
介護現場と開発企業の意見交換実

施事業�

コンセプト段階�

開発中（試作段階）�
� １～２日間�

Ｂ� 試作機器へのアドバイス支援事業�
開発中もしくは上市間

もない（１年以内）�
必須� １週間～１ヶ月程度�

Ｃ� 介護ロボット等モニター調査事業�
開発中もしくは上市間

もない（１年以内）�
必須� １ヶ月～６ヶ月程度�

�

（事業で使用する様式）�

事業メニュー�
依頼書�

様式Ａ�

依頼概要書�

様式Ｂ�

要望書�

様式Ｃ�

計画概要書�

様式Ｄ�

事業報告書�

様式Ｅ�

Ａ�
介護現場と開発企業の意

見交換実施事業�
〇� 〇� � � �

Ｂ�
試作機器へのアドバイス

支援事業�
〇� 〇� � � �

Ｃ�
介護ロボット等モニター

調査事業�
� � 〇� 〇� 〇�

本書の掲載頁� →� Ｐ１４� Ｐ１５� Ｐ１７� Ｐ１８� Ｐ２１�

� ※Ｃの事業には、応募期限があります。（Ｐ１０）�

� ※各様式は、当協会ホームページからダウンロードできます。�
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3

２．事業内容

Ａ．｢介護現場と開発企業の意見交換実施事業｣の募集

開発コンセプトの段階（実機不要）や開発中（試作段階）の介護ロボット等について、介護施設等

での自由な意見交換を行い、当該機器の課題や改良点及び、効果的な活用方法等についての話し合い

を行います。

（１）募集対象者

以下に掲げる企業を対象とします。

開発コンセプトの段階（実機不要）や開発中（試作段階）にある介護ロボット等のメーカー

介護現場等での意見交換を通じて、開発機器のコンセプトの構築を図りたいメーカー

構想あるいは試作機器について、現場のアドバイスをもらいたいメーカー

（２）募集の対象となる介護ロボット等

以下の２要件をいずれも満たすものとします。

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。）

心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器

高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器

高齢者の介護負担の軽減のための機器

介護職員の間接業務を軽減するための機器

◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。）

ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する機器

（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報を解析し、③その結

果に応じた動作を行う

技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の機器では実現

できなかった機能を有する機器

経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・標準化事業」や「ロボット介護機器開発等推進事業

（開発補助）」において採択された機器

（３）実施内容等

①①募募集集件件数数（（先先着着順順）） 
� � １５件程度（複数の介護施設で行うことも可能）

令和３年６月２８日（月）以降、先着順とします。応募内容が本事業の趣旨に合致するものか、当

協会にて審査のうえ採否を決定します。不明瞭な記載や内容に不備がある場合、また本事業の趣旨に

反する案件等については、受付しない場合もあります。

②②実実施施時時期期 
� � 令和３年７月～（※実施期間：１日～２日程度 協力施設等と要相談）

③③費費用用のの交交付付 
応募企業に対する費用の交付はありませんが、ご協力いただく介護施設等に対して下記の金額を当

協会から交付します。

� � ・介護職員等との意見交換：アドバイス協力費として、５万円

 

2 
 

�

３事業の概要�

（開発段階に応じた事業メニュー）�

�

※開発（検討）中の機器がどの段階にあるか不明な場合は、当協会までご相談ください。�

�

開発段階に応じた事業メニュー� 開発段階� 試作機� 実施期間�

Ａ�
介護現場と開発企業の意見交換実

施事業�

コンセプト段階�

開発中（試作段階）�
� １～２日間�

Ｂ� 試作機器へのアドバイス支援事業�
開発中もしくは上市間

もない（１年以内）�
必須� １週間～１ヶ月程度�

Ｃ� 介護ロボット等モニター調査事業�
開発中もしくは上市間

もない（１年以内）�
必須� １ヶ月～６ヶ月程度�

�

（事業で使用する様式）�

事業メニュー�
依頼書�

様式Ａ�

依頼概要書�

様式Ｂ�

要望書�

様式Ｃ�

計画概要書�

様式Ｄ�

事業報告書�

様式Ｅ�

Ａ�
介護現場と開発企業の意

見交換実施事業�
〇� 〇� � � �

Ｂ�
試作機器へのアドバイス

支援事業�
〇� 〇� � � �

Ｃ�
介護ロボット等モニター

調査事業�
� � 〇� 〇� 〇�

本書の掲載頁� →� Ｐ１４� Ｐ１５� Ｐ１７� Ｐ１８� Ｐ２１�

� ※Ｃの事業には、応募期限があります。（Ｐ１０）�

� ※各様式は、当協会ホームページからダウンロードできます。�
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④④企企業業とと介介護護施施設設等等ののママッッチチンンググ  
協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの開発・

実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。�

注）既縁の介護施設等が有る場合であっても登録が必要になります。�

⑤⑤応応募募のの書書類類とと方方法法ににつついいてて  
� � ●提出書類�

� � � � 様式Ａ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書� ････････� Ｐ１４�

� � � � 様式Ｂ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書� ････� Ｐ１５�

●提出部数�

正本１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ）�

●提出方法�

郵送又は持参、電子メール（ＦＡＸによる提出は不可。）�

●提出期限�

先着順（受付可能な機器や時期、内容等については、当協会までお尋ねください。）�

�

上記の様式は、当協会のホームページからダウンロードしてください。�

当協会ホームページ：http://www.techno-aids.or.jp/ 
�

�

～� 以下は、協力いただく介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。� ～�

�

� � � 様式１� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書� ･･･････� Ｐ２２�

� � � 様式２� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書� ･･･････� Ｐ２４�

� � � 様式３� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業／試作機器へのアドバイス支援事業

請求書� ･・・� Ｐ２５

�

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の対策について！�

� � 新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、介護施設等への来所が制限されたり、禁止される

場合も想定されます。事業実施は、原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議で行

う場合もあり得ます。�

なお、オンライン会議での実施になった場合においても、原則、当協会が間に入ることと致しま

す。�

�

�

�

�

�

�
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5

Ｂ．｢試作機器へのアドバイス支援事業｣の募集

開発中にある介護ロボット等又は、上市して間もない（１年以内）介護ロボット等について、福祉

用具や高齢者に係わる専門職等が試用等を行い、専門的なアドバイスを行うことにより、適用対象者

の想定を行うとともに、真に必要とされる機能や性能の検討を行い、もって使用場面のニーズを的確

に捉えた機器開発を促します。※高齢者に実際に使用することはありません。

（１）募集対象者

以下に掲げる企業を対象とします。

 開発中又は、上市して間もない（１年以内）介護ロボット等があり、改良点や効果的な活用方法

を検討したいメーカー

 機器の対象者や適用範囲等を明確にしたいメーカー

（２）募集の対象となる介護ロボット等

以下の２要件をいずれも満たすものとします。

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。）

心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器

高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器

高齢者の介護負担の軽減のための機器

介護職員の間接業務を軽減するための機器

◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。）

ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する機器

（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報を解析し、③その結

果に応じた動作を行う

技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の機器では実現

できなかった機能を有する機器

経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・標準化事業」や「ロボット介護機器開発等推進事業

（開発補助）」において採択された機器

（３）実施内容等

①①募募集集件件数数（（先先着着順順）） 
� � ２０件程度（複数の介護施設で行うことも可能）

令和３年６月２８日（月）以降、先着順とします。応募内容が本事業の趣旨に合致するものか、当

協会にて審査のうえ採否を決定します。不明瞭な記載や内容に不備がある場合、また本事業の趣旨に

反する案件等については、受付しない場合もあります。

②②実実施施時時期期 
� � 令和３年７月～（※実施期間：１週間～１ヶ月程度 協力施設等と要相談）

③③費費用用のの交交付付 
応募企業に対する費用の交付はありませんが、ご協力いただく介護施設等に対して下記の金額を当

協会から交付します。

� � ・試作機器へのアドバイス支援：アドバイス協力費として、８万円

 

4 
 

④④企企業業とと介介護護施施設設等等ののママッッチチンンググ  
協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの開発・

実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。�

注）既縁の介護施設等が有る場合であっても登録が必要になります。�

⑤⑤応応募募のの書書類類とと方方法法ににつついいてて  
� � ●提出書類�

� � � � 様式Ａ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書� ････････� Ｐ１４�

� � � � 様式Ｂ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書� ････� Ｐ１５�

●提出部数�

正本１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ）�

●提出方法�

郵送又は持参、電子メール（ＦＡＸによる提出は不可。）�

●提出期限�

先着順（受付可能な機器や時期、内容等については、当協会までお尋ねください。）�

�

上記の様式は、当協会のホームページからダウンロードしてください。�

当協会ホームページ：http://www.techno-aids.or.jp/ 
�

�

～� 以下は、協力いただく介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。� ～�

�

� � � 様式１� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書� ･･･････� Ｐ２２�

� � � 様式２� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書� ･･･････� Ｐ２４�

� � � 様式３� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業／試作機器へのアドバイス支援事業

請求書� ･・・� Ｐ２５

�

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の対策について！�

� � 新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、介護施設等への来所が制限されたり、禁止される

場合も想定されます。事業実施は、原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議で行

う場合もあり得ます。�

なお、オンライン会議での実施になった場合においても、原則、当協会が間に入ることと致しま

す。�

�

�

�

�

�

�
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④④企企業業とと介介護護施施設設等等ののママッッチチンンググ  
協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの開発・

実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。�

注）既縁の介護施設等が有る場合であっても登録が必要になります。�

⑤⑤応応募募のの書書類類とと方方法法ににつついいてて  
� � ●提出書類�

� � � � 様式Ａ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書� ････‥･･� Ｐ１４�

様式Ｂ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書� ････� Ｐ１５�

●提出部数�

正本１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ）�

●提出方法�

郵送又は持参、電子メール（ＦＡＸによる提出は不可。）�

●提出期限�

先着順（受付可能な機器や時期、内容等については、当協会までお尋ねください。）�

�

上記の様式は、当協会のホームページからダウンロードしてください。�

当協会ホームページ：http://www.techno-aids.or.jp/ 
�

�

～� 以下は、協力いただく介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。� ～�

�

� � � 様式１� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書� ･･･････� Ｐ２２�

� � � 様式２� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書� ･･･････� Ｐ２４�

� � � 様式３� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業／試作機器へのアドバイス支援事業

請求書� ･・・� Ｐ２５

�

� ※様式１及び２、３は、｢介護現場と開発企業の意見交換実施事業｣と同様の様式です。�

�

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の対策について！�

� � 新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、介護施設等への来所が制限されたり、禁止される

場合も想定されます。事業実施は、原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議で行

う場合もあり得ます。�

なお、オンライン会議での実施になった場合においても、原則、当協会が間に入ることと致しま

す。�

�
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Ｃ．｢介護ロボット等モニター調査事業｣の募集

開発中又は上市して間もない（１年以内）介護ロボット等について、介護現場における使い勝手の

チェックや介護ロボット等活用に係る具体的な課題やニーズの特定等を行い、もって企業が当該機器

を開発又は改良する上で有用となる情報を収集するためのモニター調査を行うこととします。

モニター調査と合わせて、実証試験を行うことも可能です。

（１）募集対象者

以下の２つの条件を満たす必要があります。

① 本モニター調査は、後述する（４）に示す枠組みに即したモニター調査を行う企業等が対象と

なります。

② 効果的なモニター調査を推進する観点から、専門職等による助言・指導及び協力施設等とのマ

ッチングを希望する企業等が対象となります。

（２）募集の対象となる介護ロボット等

以下の２要件をいずれも満たすものとします。

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。）

心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器

高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器

高齢者の介護負担の軽減のための機器

介護職員の間接業務を軽減するための機器

◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。）

ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する機器

（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報を解析し、③その結

果に応じた動作を行う

技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の機器では実現

できなかった機能を有する機器

経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・標準化事業」や「ロボット介護機器開発等推進事業

（開発補助）」において採択された機器

（３）実施内容

①①実実施施期期間間 
採択決定後～令和４年１月末

※モニター調査の期間は、内容や規模を考慮し協力施設等を相談して決定すること。

②②採採択択件件数数 
１５件程度（複数の介護施設で行うことも可能）

③③モモニニタターー調調査査のの期期間間 
１ヶ月～６ヶ月程度（協力施設等と要相談）

④④費費用用のの交交付付 
応募企業に対する費用の交付はありませんが、ご協力いただく介護施設等に対して下記の金額を当

協会から交付します。

� � ・モニター調査協力費として、１５万円
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④④企企業業とと介介護護施施設設等等ののママッッチチンンググ  
協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの開発・

実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。�

注）既縁の介護施設等が有る場合であっても登録が必要になります。�

⑤⑤応応募募のの書書類類とと方方法法ににつついいてて  
� � ●提出書類�

� � � � 様式Ａ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書� ････‥･･� Ｐ１４�

様式Ｂ� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書� ････� Ｐ１５�

●提出部数�

正本１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ）�

●提出方法�

郵送又は持参、電子メール（ＦＡＸによる提出は不可。）�

●提出期限�

先着順（受付可能な機器や時期、内容等については、当協会までお尋ねください。）�

�

上記の様式は、当協会のホームページからダウンロードしてください。�

当協会ホームページ：http://www.techno-aids.or.jp/ 
�

�

～� 以下は、協力いただく介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。� ～�

�

� � � 様式１� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書� ･･･････� Ｐ２２�

� � � 様式２� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書� ･･･････� Ｐ２４�

� � � 様式３� 介護現場と開発企業の意見交換実施事業／試作機器へのアドバイス支援事業

請求書� ･・・� Ｐ２５

�

� ※様式１及び２、３は、｢介護現場と開発企業の意見交換実施事業｣と同様の様式です。�

�

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の対策について！�

� � 新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、介護施設等への来所が制限されたり、禁止される

場合も想定されます。事業実施は、原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議で行

う場合もあり得ます。�

なお、オンライン会議での実施になった場合においても、原則、当協会が間に入ることと致しま

す。�

�
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⑤⑤企企業業とと介介護護施施設設等等ののママッッチチンンググ  
協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの開発・

実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。但し、１５件に到達した

時点でマッチングは終了となります。�

⑥⑥モモニニタターー調調査査実実施施ににああたたっっててのの留留意意  
 モニター調査を希望する企業とモニター調査に協力していただける介護施設等とのマッチングを

一つの目的としております。�

 申請に当たって、実施するモニター調査の内容の一部を登録施設等へ情報提供するとともに、当協

会のホームページから情報提供することに同意いただくことになります。�

 適切かつ効果的なモニター調査を推進する観点から、モニター調査の計画作成及び実施にあたって、

当協会が設置するモニター調査検討委員会から指導・助言を行います。�

 モニター調査は、利用者の同意を得て実施することとし、また、実証試験を行う際には、倫理審査

の実施が必須となります。�

�

（４）モニター調査の枠組み 
本モニター調査は、下記にまとめた観点の①～⑤に基づいて実施していただきます。�

応募に際して、機器開発の状況、今回のモニター調査で把握したい事項などについて、この枠組み

に即して記載してください。�

なお、①～⑤の全てを行う必要はありません。調査したい項目を選択してください。�

�

モニター調査項目の基本的な考え方と指標の例�

�

①利用対象者の適用範囲�

開発の狙いと想定する身体機能レベルの整合性について、複数の被験者の評価結果等�

から整理する。�

調査手法� 観察法、インタビュー法、質問紙法、日々の利用状況が確認できる日誌

等の確認、定点観測�

指標� 要介護度、ベッド利用時の状態・時間・転落の危険性の有無、姿勢保持

レベル、コミュニケーション能力、歩行・移動の自立度、排泄の自立度�

調査結果の活用� 利用者の適用範囲について条件を整理し、その条件でのモニター調査を

経ても支障がなかったかを確認する。支障が生じた場合には、その原因

と支障が及ぶ範囲を把握し、その結果をもとに適用範囲を修正する。�
�

②利用環境の条件�

機器利用環境の条件について、複数の被験者の評価結果等から整理する。�

調査手法� 観察法、インタビュー法、質問紙法、日々の利用状況が確認できる日誌

等の確認、定点観測�

指標� 利用時に必要となる空間（広さ）、設備、介助者の条件�

調査結果の活用� 利用環境について条件を整理し、その条件でのモニター調査を経ても支
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障がなかったかを確認する。支障が生じた場合には、その原因と支障が

及ぶ範囲を把握し、その結果をもとに適用範囲を修正する。�
�

③機器の利用効果�

機器開発の狙いに即して、調査すべき項目・指標を設定する。�

調査手法� 観察法、インタビュー法、質問紙法、日々の利用状況が確認できる日誌

等の確認、定点観測�

指標設定方法� ・これまでの研究開発の蓄積から、独自に設定。�

・学識経験者、類似開発経験者等有識者の指導・協力を得て設定。�

・モニター調査協力施設との意見交換により設定。等�

指標� ①�被介護者�

要介護度、ADL、IADL（FIM 指標）、LSA（Life Space Assessment）、
日常生活時間、QOL（sf-36、QOL26�等）�

②�介護者�

腰痛等の有無、介護負担指標（Zarit 介護負担尺度、BIC-11 等）、ストレ

ス指標、生体情報（筋電図、心電図、運動解析情報）�

③�介護サービス提供全体の流れ�

プロセス全体の時間、人員構成、職務タイムスタディ法�

調査結果の活用� 提案するロボットを活用することにより、各指標がどの程度改善したか

確認する。改善が見られない場合は、その原因を把握し、ロボットの改

良につなげる。�
�

④機器の導入・活用可能性�

開発するロボットの操作可能性（介護職員等が取扱うことができる技術であるか）、想定される

導入コスト、導入した場合の利用者満足度を調査する。�

調査手法� 観察法、インタビュー法、質問紙法、日々の利用状況が確認できる日

誌等の確認�

指標� ・QUEST（満足度評価）�

・VAS（Visual Analogue Scale）�

・SUS（System Usability Scale）�

調査結果の活用� 開発するロボットが、介護現場にとって導入・活用が可能なものか確

認し、導入・活用が困難な場合は搭載する技術の見直し等を行う。�
 

� ⑤介護現場での利用継続性�

� � 上記①～④の調査を踏まえた上で、モニター調査に協力した施設等で継続して利用したいと思

うか調査する。�

調査手法� インタビュー法、質問紙法等�

調査内容� 利用継続性の有無について、その理由も聴取�

調査結果の活用� 理由に基づき、今後の改良・修正箇所の確認、新商品の開発につなげる。�

�

 

8 
 

⑤⑤企企業業とと介介護護施施設設等等ののママッッチチンンググ  
協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの開発・

実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。但し、１５件に到達した

時点でマッチングは終了となります。�

⑥⑥モモニニタターー調調査査実実施施ににああたたっっててのの留留意意  
 モニター調査を希望する企業とモニター調査に協力していただける介護施設等とのマッチングを

一つの目的としております。�

 申請に当たって、実施するモニター調査の内容の一部を登録施設等へ情報提供するとともに、当協

会のホームページから情報提供することに同意いただくことになります。�

 適切かつ効果的なモニター調査を推進する観点から、モニター調査の計画作成及び実施にあたって、

当協会が設置するモニター調査検討委員会から指導・助言を行います。�

 モニター調査は、利用者の同意を得て実施することとし、また、実証試験を行う際には、倫理審査

の実施が必須となります。�

�

（４）モニター調査の枠組み 
本モニター調査は、下記にまとめた観点の①～⑤に基づいて実施していただきます。�

応募に際して、機器開発の状況、今回のモニター調査で把握したい事項などについて、この枠組み

に即して記載してください。�

なお、①～⑤の全てを行う必要はありません。調査したい項目を選択してください。�

�

モニター調査項目の基本的な考え方と指標の例�

�

①利用対象者の適用範囲�

開発の狙いと想定する身体機能レベルの整合性について、複数の被験者の評価結果等�

から整理する。�

調査手法� 観察法、インタビュー法、質問紙法、日々の利用状況が確認できる日誌

等の確認、定点観測�

指標� 要介護度、ベッド利用時の状態・時間・転落の危険性の有無、姿勢保持

レベル、コミュニケーション能力、歩行・移動の自立度、排泄の自立度�

調査結果の活用� 利用者の適用範囲について条件を整理し、その条件でのモニター調査を

経ても支障がなかったかを確認する。支障が生じた場合には、その原因

と支障が及ぶ範囲を把握し、その結果をもとに適用範囲を修正する。�
�

②利用環境の条件�

機器利用環境の条件について、複数の被験者の評価結果等から整理する。�

調査手法� 観察法、インタビュー法、質問紙法、日々の利用状況が確認できる日誌

等の確認、定点観測�

指標� 利用時に必要となる空間（広さ）、設備、介助者の条件�

調査結果の活用� 利用環境について条件を整理し、その条件でのモニター調査を経ても支
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（５）応募書類と方法 
� � ●提出資料�

� � � � 様式Ｃ� 介護ロボット等モニター調査事業� 要望書� ････････� Ｐ１７�

� � � � 様式Ｄ� 介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書� ････� Ｐ１８�

●提出部数�

正本１部、コピー１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ）�

●提出方法�

郵送又は持参、電子メール（ＦＡＸによる提出は不可。）�

●提出期限� � 令和３年７月２８日（水）� １２時�

�

（６）募集期間 
令和３年６月２８日（月）～７月２８日（水）�

※）募集期間に予定の件数及び予算に満たない場合には追加募集します。詳しくは当協会にお尋ねく

ださい。��

�

（７）採否の決定等 
当協会による書面審査及び当協会が設置するモニター調査検討委員会の意見を踏まえて、最終的

に当協会が決定します。 
採否については、決定しだい応募された方へ通知いたします。 
但し、介護施設等とのマッチング件数は、１５件程度となります。１５件に到達した時点で受付

は終了となります。従って、採択されてもモニター調査先を選定することができない場合もあり得

ることを予めご了承ください。 
本事業に採択された企業におかれましては、２月に開催するモニター調査検討委員会において成

果報告のプレゼンテーションを行っていただきます。 
 
（８）モニター調査の流れ 

★７月２８日（水）１２時厳守�

（（様様式式ＣＣ））介介護護ロロボボッットト等等モモニニタターー調調査査事事業業�� 要要望望書書及及びび、、��

（（様様式式ＤＤ））介介護護ロロボボッットト等等モモニニタターー調調査査事事業業�� 計計画画概概要要書書の提出期限�

�

→� 協会にて書面審査を行います。�

本事業は、企業に対する費用の交付はございませんが、介護施設等に対してモニター調査協力

費を当協会から予算の範囲内で交付します。従って、事務処理の都合上、一定程度の募集期間を

設けておりますが、期間内で既定の応募件数を満たない場合には、追加募集することといたしま

す。詳しくは、協会まで問い合わせてください。�

�

→� 書面審査の結果を踏まえて、次のステップへ進みます。�

�
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★８月上旬～�

� � ①� →� 試試作作機機器器等等のの事事前前検検証証の実施�

書面審査の結果をクリアした案件については、原則として、当協会が設置する「モニター調査

検討委員会」において、試作機器等の事前検証を行います。�

事前検証は、当協会が指定した開催日に会場（東京都内を予定）までお越しいただき、当該機

器の対象及び有用性、さらには想定するモニター調査の内容等について説明していただきます。� � � � � � �

なお、事前検証に伴う旅費等の費用は応募者の負担となります。�

また、新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、モニター調査検討委員会の開催をオンラ

イン会議とする場合もあり得ます。この場合には事務局の指示に従ってください。�

�

②� →� 委員会による審議を踏まえて、採採択択企企業業をを決決定定�

委員会審議の結果を送付します。�

なお、委員会による審議の結果、モニター調査としては不採択であっても、当協会から「介護

現場と開発企業の意見交換実施事業」「試作機器へのアドバイス支援事業」の実施へ誘導する場

合があります。�

�

③� →� 採択後のモモニニタターー調調査査のの計計画画作作成成にに係係わわるる助助言言・・指指導導�

適切かつ効果的なモニター調査を推進する観点から、モニター調査の計画作成にあたって、当

協会の設置するモニター調査検討委員会等から、助言・指導を得ることができます。�

�

④� →� モニター調査を実施する介介護護施施設設等等ととののママッッチチンンググ�

協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が募集している「福祉用具・介護ロボットの

開発・実証フィールド（介護施設等）」の中から選定していただくことになります。�

１５件の採択件数に到達した時点で受付終了となります。�

�

次のステップへ進みます。�

�

�

�

�

★８月下旬～令和４年１月末�

→� 介護施設等において、介介護護ロロボボッットト等等モモニニタターー調調査査の実施�

�

→� モニター調査終了後、「事業報告書（様式Ｅ）」を提出していただきます。�

必要に応じて協会職員が同行し、また適切なモニター調査が行われるよう、状況に応じて当該

機器に適した専門家等を派遣します。�

当協会では、製品の安全性やモニター調査にあたって生じた事故等の責任を負いません。必要

に応じて保険をかけるなどし、十分注意して調査を行ってください。�
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（５）応募書類と方法 
� � ●提出資料�

� � � � 様式Ｃ� 介護ロボット等モニター調査事業� 要望書� ････････� Ｐ１７�

� � � � 様式Ｄ� 介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書� ････� Ｐ１８�

●提出部数�

正本１部、コピー１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ）�

●提出方法�

郵送又は持参、電子メール（ＦＡＸによる提出は不可。）�

●提出期限� � 令和３年７月２８日（水）� １２時�

�

（６）募集期間 
令和３年６月２８日（月）～７月２８日（水）�

※）募集期間に予定の件数及び予算に満たない場合には追加募集します。詳しくは当協会にお尋ねく

ださい。��

�

（７）採否の決定等 
当協会による書面審査及び当協会が設置するモニター調査検討委員会の意見を踏まえて、最終的

に当協会が決定します。 
採否については、決定しだい応募された方へ通知いたします。 
但し、介護施設等とのマッチング件数は、１５件程度となります。１５件に到達した時点で受付

は終了となります。従って、採択されてもモニター調査先を選定することができない場合もあり得

ることを予めご了承ください。 
本事業に採択された企業におかれましては、２月に開催するモニター調査検討委員会において成

果報告のプレゼンテーションを行っていただきます。 
 
（８）モニター調査の流れ 

★７月２８日（水）１２時厳守�

（（様様式式ＣＣ））介介護護ロロボボッットト等等モモニニタターー調調査査事事業業�� 要要望望書書及及びび、、��

（（様様式式ＤＤ））介介護護ロロボボッットト等等モモニニタターー調調査査事事業業�� 計計画画概概要要書書の提出期限�

�

→� 協会にて書面審査を行います。�

本事業は、企業に対する費用の交付はございませんが、介護施設等に対してモニター調査協力

費を当協会から予算の範囲内で交付します。従って、事務処理の都合上、一定程度の募集期間を

設けておりますが、期間内で既定の応募件数を満たない場合には、追加募集することといたしま

す。詳しくは、協会まで問い合わせてください。�

�

→� 書面審査の結果を踏まえて、次のステップへ進みます。�

�
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モニター調査結果を踏まえて、プレゼンテーションをしていただきます。プレゼンテーション資

料のご用意をお願いします。開催日はおってお知らせします。�

� ★令和４年３月上旬�

� � →� モニター調査検討委員会において、成成果果報報告告のプレゼンテーションの実施�

�

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、モニター調査検討委員会の開催をオンライン会

議とする場合もあり得ます。この場合には事務局の指示に従ってください。

�

�

�

～� 以下は、協力いただく介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。� ～�

�

様式４� 介護ロボット等モニター調査� 実施希望書� ････� Ｐ２６�

� � � 様式５� 介護ロボット等モニター調査� 結果報告書� ････� Ｐ２８�

様式６� モニター調査事業・協力施設� 請求書� ････････� Ｐ３０

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の対策について！�

� � 新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、介護施設等への来所が制限されたり、禁止される

場合も想定されます。事業実施は、原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議で実

施の打合せを行う場合もあり得ます。�

なお、オンライン会議での実施になった場合においても、原則、当協会が間に入ることと致しま

す。�

�

�

３．本事業に関する問い合わせ先（事務局）�

公益財団法人テクノエイド協会� 企画部（谷田・松本・根石（ねいし））�

〒１６２－０８２３�

東京都新宿区神楽河岸１－１� セントラルプラザ４階�

ＴＥＬ０３（３２６６）６８８３�

電子メール monitor@techno-aids.or.jp 
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�

メ� モ�
�

日付� 問い合わせ内容� 結果・対応�

� � �
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モニター調査結果を踏まえて、プレゼンテーションをしていただきます。プレゼンテーション資

料のご用意をお願いします。開催日はおってお知らせします。�

� ★令和４年３月上旬�

� � →� モニター調査検討委員会において、成成果果報報告告のプレゼンテーションの実施�

�

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、モニター調査検討委員会の開催をオンライン会

議とする場合もあり得ます。この場合には事務局の指示に従ってください。

�

�

�

～� 以下は、協力いただく介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。� ～�

�

様式４� 介護ロボット等モニター調査� 実施希望書� ････� Ｐ２６�

� � � 様式５� 介護ロボット等モニター調査� 結果報告書� ････� Ｐ２８�

様式６� モニター調査事業・協力施設� 請求書� ････････� Ｐ３０

�

�

新型コロナウイルス等感染症予防の対策について！�

� � 新型コロナウイルス等感染症予防の観点から、介護施設等への来所が制限されたり、禁止される

場合も想定されます。事業実施は、原則、介護施設等の意向に従うこととし、オンライン会議で実

施の打合せを行う場合もあり得ます。�

なお、オンライン会議での実施になった場合においても、原則、当協会が間に入ることと致しま

す。�

�

�

３．本事業に関する問い合わせ先（事務局）�

公益財団法人テクノエイド協会� 企画部（谷田・松本・根石（ねいし））�

〒１６２－０８２３�

東京都新宿区神楽河岸１－１� セントラルプラザ４階�

ＴＥＬ０３（３２６６）６８８３�

電子メール monitor@techno-aids.or.jp 
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�

４．様式（企業向けの様式）�

 
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書） 

�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人テクノエイド協会� 殿�

�

（依頼者）�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � 〒�

住所�

�

事業者名�

担当者所属�

担当者名�

電話番号�

電子メールアドレス�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書�

�

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」又は「試作機器へのアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出して依

頼します。�

�

�

記�

�

�

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書�

�

２．会社概要（任意様式）�

�

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式）�

※）実績がない場合は、提出不要�

�

�

�

（本書類の取扱いと留意事項について）�

○�ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○�適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○�当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○�案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

�

企業等�
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様式Ｂ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書） 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書�

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。）

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業� �

２．試作機器へのアドバイス支援事業� �

�

２．依頼者（企業）の概要�

企業名� �

担当者名� �

担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主たる業種� �

主要な製品� �

希望する施設等の

種類や職種等�

�

希望施設に☑を入

れてください�

複数選択可�

□介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム�

□介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護�

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム�

□特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、�

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護�

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護� 等�

□ショートステイ�

□障害者福祉施設�

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター� 等�

□その他：（� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ）�

その他� �

�

３．当該機器の開発コンセプト又は試作機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。）

機器の名称（仮称）� �

試作機器の有無及

び機器のコンセプ

ト（試作機器あれば

写真を添付）�

試作機器の有無� １．有� � ・� � ２．無�

機器の目的及び特徴�

�

�

企業等�
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�

４．様式（企業向けの様式）�

 
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書） 

�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人テクノエイド協会� 殿�

�

（依頼者）�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � 〒�

住所�

�

事業者名�

担当者所属�

担当者名�

電話番号�

電子メールアドレス�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼書�

�

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」又は「試作機器へのアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出して依

頼します。�

�

�

記�

�

�

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書�

�

２．会社概要（任意様式）�

�

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式）�

※）実績がない場合は、提出不要�

�

�

�

（本書類の取扱いと留意事項について）�

○�ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○�適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○�当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○�案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

�

企業等�
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想定する使用者及

び使用方法、使用場

面�

①想定する使用者�

�

�

②想定する使用場面�

�

�

�

③想定する使用方法�

�

�

�

現在の開発状況と

主な課題�

�

�

�

�

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項�

�

�

�

�

�

�

�

�

その他�

�

�

�

�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�
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様式Ｃ（介護ロボット等モニター調査事業� 要望書） 
 

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人テクノエイド協会� 殿�

�

（要望者）�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � 〒�

住所�

�

事業者名�

担当者所属�

担当者名�

電話番号�

電子メールアドレス�

�

介護ロボット等モニター調査事業� 要望書�

�

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」

について、下記の書類を添付して要望します。�

�

�

記�

�

�

１．介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書�

�

２．会社概要（任意様式）�

�

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式）�

※）実績がない場合は、提出不要�

�

�

�

�

（本書類の取扱いと留意事項について）�

○�ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書」は、介護施設等とマッチング

する際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○�適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○�当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○�案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

 
 
�

企業等� 
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想定する使用者及

び使用方法、使用場

面�

①想定する使用者�

�

�

②想定する使用場面�

�

�

�

③想定する使用方法�

�

�

�

現在の開発状況と

主な課題�

�

�

�

�

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項�

�

�

�

�

�

�

�

�

その他�

�

�

�

�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�
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様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書） 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書�

�

１．申請者（企業）の概要等�

企業名� �

担当者名� �

担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主たる業種� �

主要な製品� �

希望する施設等の

種類や職種等�

�

希望施設に☑を入

れてください�

複数選択可�

□介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム�

□介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護�

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム�

□特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、�

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護�

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護� 等�

□ショートステイ�

□障害者福祉施設�

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター� 等�

□その他：（� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ）�

�

その他の希望� �

�

２．申請機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。）

機器の名称（仮称）� �

機器の概要�

�

（写真を添付する

こと）�

�

想定する使用者、使用場面�

�

機能と使用方法、有用性�

�

類似する機器との相違�

�

当該機器と介護業務との関連性�

�

企業等�

176



 

19 
 

現在の開発状況と

課題�

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策）�

※アセスメント結果を添付して下さい。� �

�

�

社内や社外モニター調査の実績�

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。�

�

�

開発に関する当面の課題�

�

３．モニター調査の概要�

１．調査のねらい� �

２．調査概要� １）調査対象：�

�

�

２）調査したい場面、場所：�

�

�

３）調査期間（日数）：�

�

�

４）機器の台数：�

�

�

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容）�

※本書のＰ８～９を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。�

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。）�

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。�

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�
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様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書） 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護ロボット等モニター調査事業� 計画概要書�

�

１．申請者（企業）の概要等�

企業名� �

担当者名� �

担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主たる業種� �

主要な製品� �

希望する施設等の

種類や職種等�

�

希望施設に☑を入

れてください�

複数選択可�

□介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム�

□介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護�

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム�

□特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、�

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護�

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護� 等�

□ショートステイ�

□障害者福祉施設�

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター� 等�

□その他：（� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ）�

�

その他の希望� �

�

２．申請機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。）

機器の名称（仮称）� �

機器の概要�

�

（写真を添付する

こと）�

�

想定する使用者、使用場面�

�

機能と使用方法、有用性�

�

類似する機器との相違�

�

当該機器と介護業務との関連性�

�

企業等�
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２．利用環境の条件

に関すること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

３．機器の利用効果

に関すること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

４．機器の使い勝手

に関すること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

６．その他� �

�

�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�

�

178



 

21 
 

様式Ｅ（介護ロボット等モニター調査事業� 事業報告書） 
�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人テクノエイド協会理事長� 殿�

�

�

事業者名�

担当者所属�

担当者名�

電話番号�

電子メールアドレス�

�

介護ロボット等モニター調査事業� 事業報告書�

�

標記について、下記のとおり報告します。�

�

案件番号� �

機器の名称（仮称）�
�

モニター調査の実施体制�

�

実施経過�

実施時期� 主な実施内容�

年� � 月� �

年� � 月� �

年� � 月� �

実施結果�

�

（計画概要書に沿って記

入してください）�

�

市場投入に向けて有用と

なった事項�

�

モニター調査後の協力施

設との関係�

�

本事業に対する要望等�

�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�

企業等�
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２．利用環境の条件

に関すること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

３．機器の利用効果

に関すること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

４．機器の使い勝手

に関すること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること�

【調査手法】�

□観察法� □インタビュー法� □質問紙法� □その他：�

�

【想定する調査方法】�

�

�

�

�

６．その他� �

�

�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�

�
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５．参考資料（介護施設等向けの様式）�

 
様式１（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書） 

 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書�

�

１．事業の種類 ※いずれか一つに○印をつけてください。

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業� �

２．試作機器へのアドバイス支援事業� �

※上記「２」を選択した場合には、案件に応じて、Ｎｓ、ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ等がアドバイスを行うメンバーに入る

必要があります。在籍していない場合には、当協会にご相談ください。�

�

２．希望する案件・機器の名称� �

案件番号� �

企業名� �

機器の名称（仮称）� �

�

３．実施体制�

実施機関名� �

実施責任者名� �

主担当者名� �

主担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主担当者の職種と

日常業務�

�

アドバイス（意見交

換）に係わる者�

�

（アドバイス等に

係わる全ての方を

記 載 し て く だ さ

い。）�

�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

福祉用具の開発に

関与した実績等（あ

れば記載してくだ

さい）�

�

介護施設等�
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その他�

�

４．実施機関の概況�

介護業務における

現状の課題�

�

当案件を希望する

理由�

�

�

５．アドバイス支援等の具体的な実施方法� �

実施方法�

�

�

�

�

�

�

�

（注）本事業では、介護職員等の専門職が試用する事業であり、実際の高齢者が試用するものではありません。�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�
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５．参考資料（介護施設等向けの様式）�

 
様式１（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書） 

 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施希望書�

�

１．事業の種類 ※いずれか一つに○印をつけてください。

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業� �

２．試作機器へのアドバイス支援事業� �

※上記「２」を選択した場合には、案件に応じて、Ｎｓ、ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ等がアドバイスを行うメンバーに入る

必要があります。在籍していない場合には、当協会にご相談ください。�

�

２．希望する案件・機器の名称� �

案件番号� �

企業名� �

機器の名称（仮称）� �

�

３．実施体制�

実施機関名� �

実施責任者名� �

主担当者名� �

主担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主担当者の職種と

日常業務�

�

アドバイス（意見交

換）に係わる者�

�

（アドバイス等に

係わる全ての方を

記 載 し て く だ さ

い。）�

�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

福祉用具の開発に

関与した実績等（あ

れば記載してくだ

さい）�

�

介護施設等�
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様式２（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書） 
 

令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書�

�

１．実施体制�

実施機関名� �

実施責任者� �

主担当者名� �

連絡先� 電話� � メールアドレス� �

主担当者の職種と

日常業務�

�

アドバイス（意見交

換）に係わった担当

者�

（アドバイス等に

係わった全ての方

を記載してくださ

い。）�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

�

２．実施結果�

案件番号� � 機器の名称� �

企業名� �

アドバイス（意見交換）

の実施経過�

実� 施� 日� 実� 施� 方� 法� 等�

� �

� �

� �

使用者の適応範囲に関

する留意点、課題�

�

使用時の利用環境に関

する留意点、課題�

�

期待する効果を発揮す

るための課題及びその

対応策�

�

使い勝手に関する課題

及びその対応策�

�

特にアドバイス（意見

交換）してほしい事柄

に対する結果�

�

その他� �

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�

介護施設等�
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様式３（請求書：介護現場と開発企業の意見交換実施事業／試作機器へのアドバイス支援事業） 
�

請� 求� 書�
 

金� � � � � � � � � � 円�

 
令和３年度� 福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行った「介護現場と開発企業の意見交

換実施事業／試作機器へのアドバイス支援事業」について、上記のとおり請求します。 
なお、上記金額は次の口座にお振り込み下さい。 

 
１．振込先�

金� 融� 機� 関� 名� 銀行� 支店�

預� 貯� 金� 種� 別� �

口 座 番 号� �

（フ� リ� ガ� ナ）�

口 座 名�
�

 
２．事業の種類� ※いずれか一つに○印をつけてください。 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業� �

２．試作機器へのアドバイス支援事業� �

 
３．実施機関及び案件�

実施機関名� �

担当者名� �

案件番号� �

機器の名称� �

企業名� �

令和� � 年� � 月� � 日�

公益財団法人� テクノエイド協会�

理事長� 大橋謙策� 殿�

�

（請求者）�

住所� 〒�

�

�

事業者名�

�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 代表者� � � � � � � � � � � � � � � � 印

介護施設等�
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様式２（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書） 
 

令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等� 実施報告書�

�

１．実施体制�

実施機関名� �

実施責任者� �

主担当者名� �

連絡先� 電話� � メールアドレス� �

主担当者の職種と

日常業務�

�

アドバイス（意見交

換）に係わった担当

者�

（アドバイス等に

係わった全ての方

を記載してくださ

い。）�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

�

２．実施結果�

案件番号� � 機器の名称� �

企業名� �

アドバイス（意見交換）

の実施経過�

実� 施� 日� 実� 施� 方� 法� 等�

� �

� �

� �

使用者の適応範囲に関

する留意点、課題�

�

使用時の利用環境に関

する留意点、課題�

�

期待する効果を発揮す

るための課題及びその

対応策�

�

使い勝手に関する課題

及びその対応策�

�

特にアドバイス（意見

交換）してほしい事柄

に対する結果�

�

その他� �

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�

介護施設等�
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様式４（介護ロボット等モニター調査� 実施希望書）�

 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護ロボット等モニター調査� 実施希望書�

�

１．希望するモニター調査事業�

案件番号� � 機器の名称� �

企�業�名� �

�

２．実施体制�

実施機関名� �

実施責任者氏名� �

主担当者名� �

主担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主担当者の職種と

日常業務�

�

モニター調査に係

わる者�

�

（モニター調査に

係わる全ての方を

記 載 し て く だ さ

い。）�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

モニター調査実施

可能な期間�
�

福祉用具の開発に

関与した実績等（あ

れば記載してくだ

さい）�

�

今回、モニター調査

を希望する施設と

してのねらい�

�

�

３．メーカーがモニター調査したい内容に対する対応予定�

項目� 対応予定�

� �

� �

� �

�

介護施設等�
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４．当該機器に対して、介護施設等の側からモニターしたい内容等�

項目� モニターしたい内容�

� �

� �

� �

� �

（注）必要に応じて記載欄を増やしください。�

�

�

�
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様式４（介護ロボット等モニター調査� 実施希望書）�

 
令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護ロボット等モニター調査� 実施希望書�

�

１．希望するモニター調査事業�

案件番号� � 機器の名称� �

企�業�名� �

�

２．実施体制�

実施機関名� �

実施責任者氏名� �

主担当者名� �

主担当者連絡先�

住所�
〒�

�

電話� �

電子メールアドレス� �

主担当者の職種と

日常業務�

�

モニター調査に係

わる者�

�

（モニター調査に

係わる全ての方を

記 載 し て く だ さ

い。）�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

モニター調査実施

可能な期間�
�

福祉用具の開発に

関与した実績等（あ

れば記載してくだ

さい）�

�

今回、モニター調査

を希望する施設と

してのねらい�

�

�

３．メーカーがモニター調査したい内容に対する対応予定�

項目� 対応予定�

� �

� �

� �

�

介護施設等�
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�

様式５（介護ロボット等モニター調査� 結果報告書） 
�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護ロボット等モニター調査� 結果報告書�

�

１．実施体制�

実施機関名� �

主担当者名� �

連絡先� 電話� � メールアドレス� �

主担当者の資格と

日常業務�

�

モニター調査に係

わった担当者�

�

（モニター調査に

係わった全ての方

を記載してくださ

い。）�

�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

�

２．実施状況�

案件番号� � 機器の名称� �

企業名� �

実施期間� 月� � � 日� � ～� � � � � 月� � � 日�

調査対象とした介護サ

ービスの種類・内容�

�

�

機器を利用した介護サ

ービス場面�

�

�

�

�

機器を利用した対象者

の状態像、人数�

�

�

�

�

モニター調査結果の収

集と記録の方法�

�

�

�

�

�

応募時と異なったこと�

想定していなかったこ

と等�

�

�

�

�

その他�
�

介護施設等�

186



 

29 
 

３．モニター調査結果�

利用対象者の適用範囲

（特に留意すべき点な

ど）�

�

利用環境の条件�

（特に留意すべき点な

ど）�

�

機器の利用効果�

�

（機器の特性に即して

あてはまる項目につい

て記入すること。）�

�

介護を受ける側への効果（本人のＡＤＬやＱＯＬの維持・向上、精神的負担の軽減等）�

�

介護する側への効果�

�

介護業務の過程における効果（安全な介護の実施や効率的な介護の実現等）�

�

その他�

�

使い勝手や操作機能性�

�

�

�

�

�

�

�

改良の希望とその理由�

�

�

�

�

�

�

�

その他�

�

�

�

�

�

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。�

�
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�

様式５（介護ロボット等モニター調査� 結果報告書） 
�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

介護ロボット等モニター調査� 結果報告書�

�

１．実施体制�

実施機関名� �

主担当者名� �

連絡先� 電話� � メールアドレス� �

主担当者の資格と

日常業務�

�

モニター調査に係

わった担当者�

�

（モニター調査に

係わった全ての方

を記載してくださ

い。）�

�

氏� 名� 所� 属� 資格及び業務経験等、経験年数�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

� � � 年�

�

２．実施状況�

案件番号� � 機器の名称� �

企業名� �

実施期間� 月� � � 日� � ～� � � � � 月� � � 日�

調査対象とした介護サ

ービスの種類・内容�

�

�

機器を利用した介護サ

ービス場面�

�

�

�

�

機器を利用した対象者

の状態像、人数�

�

�

�

�

モニター調査結果の収

集と記録の方法�

�

�

�

�

�

応募時と異なったこと�

想定していなかったこ

と等�

�

�

�

�

その他�
�

介護施設等�
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様式６（請求書：介護ロボット等モニター調査） 
�

�

請� 求� 書�
 
 

金� １５０，０００円�

 
令和３年度� 福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行った「介護ロボット等モニター調査」

について、上記のとおり請求します。 
なお、上記金額は次の口座にお振り込み下さい。 

 
１．振込先�

金� 融� 機� 関� 名� 銀行� 支店�

預� 貯� 金� 種� 別� �

口 座 番 号 � �

（フ� リ� ガ� ナ）�

口 座 名�
�

�

２．実施機関及び案件�

実施機関名� �

担当者名� �

案件番号� �

機器の名称� �

企業名� �

�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人� テクノエイド協会�

理事長� 大橋謙策� 殿�

�

（請求者）�

住所� 〒�

�

事業者名�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 代表者� � � � � � � � � � � � � � � � 印�

介護施設等�

188
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�

公益財団法人テクノエイド協会の概要�

�

�

○目的�

当協会は、福祉用具に関する調査研究及び開発の推進、福祉用具情報の収集及び提供、福祉用具の臨床的評

価、福祉用具関係技能者の養成並びに義肢装具士に係る試験事務等を行うことにより、福祉用具の安全かつ効

果的な利用を促進し、高齢者及び障害者の福祉の増進に寄与することを目的としています。�

�

○設立�

� ・１９８７年（昭和６２年）３月１６日�

財団法人設立許可（厚生省社第２２０号）�

・１９８７年（昭和６２年）４月１日�

法人設立登記�

・２０１１年（平成２３年）７月１日�

公益財団法人へ移行登記�

�

○主な事業�

� ・福祉用具・介護ロボットの開発普及に係る事業�

� ・福祉用具の臨床評価に関する事業�

・福祉用具情報の収集及び提供に関する事業�

� ・福祉用具に関する調査研究事業�

・福祉用具の規格化・標準化に関する事業�

・福祉用具関係技能者の養成�

・義肢装具士の国家試験�

� ・その他、福祉用具に係る事業�

�

○所在地�

〒�������� 東京都新宿区神楽河岸１－１� セントラルプラザ４階�

公益財団法人テクノエイド協会� 企画部� 谷田・松本・根石（ねいし）�

ＴＥＬ� ０３－３２６６－６８８３�

�

�

福祉用具・介護ロボットの開発と普及に関する取り組み�

�

これまでの福祉用具・介護ロボットに関する取り組み及び情報、研究報告等は、当協会のホームページに掲

載しています。�

本事業で必要な様式も以下からダウンロード可能となっています。�

� http://www.techno-aids.or.jp/ 

 

�
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様式６（請求書：介護ロボット等モニター調査） 
�

�

請� 求� 書�
 
 

金� １５０，０００円�

 
令和３年度� 福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行った「介護ロボット等モニター調査」

について、上記のとおり請求します。 
なお、上記金額は次の口座にお振り込み下さい。 

 
１．振込先�

金� 融� 機� 関� 名� 銀行� 支店�

預� 貯� 金� 種� 別� �

口 座 番 号 � �

（フ� リ� ガ� ナ）�

口 座 名�
�

�

２．実施機関及び案件�

実施機関名� �

担当者名� �

案件番号� �

機器の名称� �

企業名� �

�

令和� � 年� � 月� � 日�

�

公益財団法人� テクノエイド協会�

理事長� 大橋謙策� 殿�

�

（請求者）�

住所� 〒�

�

事業者名�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 代表者� � � � � � � � � � � � � � � � 印�

介護施設等�

189



厚生労働省
Ministry of Health, Labour and Welfare

令和３年７月

介護ロボットの
試用貸出リスト

厚生労働省
「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」

５．介護ロボットの試用貸出リスト
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はじめに
日本の高齢化は、世界に例を見ない速度で進行しており、生産年
齢人口が減少し、介護ニーズが増大していく中、介護人材の確保は
喫緊の課題であり、介護職員の負担軽減や介護現場の生産性向上を
図り、さらに質の高いサービスを効率的に提供するためには、介護現
場へのテクノロジーの導入が不可欠となっております。
この「介護ロボットの試用貸出リスト」は、厚生労働省が公益財団
法人テクノエイド協会に委託した「福祉用具・介護ロボット実用化支
援事業」の一環として作成したものです。
テクノエイド協会において、実用化している介護ロボットの開発企
業等に対して試用貸出への参加を募り、同意を得ることができた企業
及び製品名等を掲載しております。
本リストの掲載内容は、重点分野に該当する介護ロボットを基本と

し、基本的には開発企業から提供された情報となっております。従っ
て、介護ロボットの機能や性能の有効性及び、安全性を協会が保障
するものではありません。
本リストは、厚生労働省が実施する介護ロボットの開発・実証・普
及のプラットフォーム事業の相談窓口において、開発企業と試用貸出
を希望する介護施設等の取次等で活用されます。
また、本リストは協会のホームページや介護ロボット地域フォーラ
ムの協力機関などからも、広く周知されます。
これにより介護ロボットの効果的な導入と利活用を推進します。

令和３年７月

厚生労働省
（公益財団法人テクノエイド協会）
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援

機器の概要

必須環境・推奨環境

動作環境　 温度：０℃～ 40℃　
湿度：20% ～ 80% 
※結露しないこと

防水性能： IPX4、防塵性能：IPX5　
範囲内での環境

試用期間中のサポート

オンライン（ｚｏｏｍ）や電話・メールで
の運用サポート

貸出期間 １週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

HAL® 腰タイプ介護・自立支援用は、介護
する側と介護される側に対して、介護支
援と自立支援の２つの用途で活用できる
装着型サイボーグです。
介護者が装着することで、介護動作時の
腰部負荷や腰痛発生リスクを低減するこ
とを目的とした「介護支援用途」と、要
介護状態の方が装着することで、弱った
足腰などの身体機能の向上を目的とした

「自立支援用途」の２つの用途で使用して
いただけます。

品番・型番

HAL-BB04-SSSJP

CYBERDYNE 株式会社

HAL® 腰タイプ介護・自立支援用

機 器 の 貸 出

機器の写真

1

装 着移乗支援����
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乗
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援

機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 CYBERDYNE株式会社
〒305-0818　茨城県つくば市学園南 2-2-1
TEL 029-869-8448 MAIL contact@cyberdyne.jp

所属部署  営業部門　 担当者名  近藤、菊池

HAL® 腰タイプ介護・自立支援用
適用身長（目安）140 ～ 180cm
適用体重（目安）40 ～ 80kg
腹　　囲　120cm 以下
骨 盤 幅　36cm 以下
外形寸法　奥行き 292mm ×幅 450mm ×高さ 522mm
重　　量　3.1kg （バッテリ含む）
可動範囲　股関節：伸展 30°/ 屈曲 130°
動作環境　 温度：０℃～ 40℃　湿度：20% ～ 80% 

※結露しないこと
防水性能：ＩＰＸ４、防塵性能：ＩＰＸ５

販売開始

2019 年 8 月

販売価格

1,760,000 円（税込）

機器の使用場面

2
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3

メーカー名 CYBERDYNE 株式会社

製品名 HAL® 腰タイプ介護・自立支援用

型　番 HAL-BB04-SSSJP

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 適用身長（目安）140 ～ 180cm 適用体重（目安）40 ～ 80kg
腹　　囲　120cm 以下  骨 盤 幅　36cm 以下

対象者（介護者） 適用身長（目安）140 ～ 180cm 適用体重（目安）40 ～ 80kg
腹　　囲　120cm 以下  骨 盤 幅　36cm 以下

専門職の関与 なし

禁止事項 禁止事項

使用環境に合わない場所での利用。次の場合は装着不可（身体サイズが合わない
方、著しい関節障害を有する方、心臓ペースメーカーなどの能動型埋め込み医療
機器をご利用の方、妊娠中の女性、動作の手順や注意点などの簡単な説明をご理
解いただけない方、皮膚疾患などにより、電極の貼り付けができない方（ただし
電極利用者のみ））

使用上の注意

注意事項 次の場合は装着に十分注意する。骨粗鬆症の方、失神やめまいの恐れのある方、
ベルトによる固定部締め付けに問題のある方。

安全に利用するための配慮

・入浴介助時のバッテリ交換等、高湿・水滴がかかる場所でのバッテリ交換は要注意。
・バッテリを交換する時は水気を十分拭き取ること。
・本体のバッテリカバーを確実に閉めること。
・除細動器を使用する時は、本製品を使用者から外すこと。
・磁気共鳴画像診断装置が動作している場所で保管及び使用をしないこと。
・水や洗浄液などの液体を直接本製品にかけないこと。
・ 水洗い、指定外の薬品及び溶剤による洗浄、加熱、紫外線及び放射線による殺

菌は行わないこと。

倫理面の配慮 機器使用にあたり画像撮影など、高齢者・介護者のプライバシーに関わる情報を
収集・活用する場合の配慮をお願いしたい（例：同意書を取得する）

使用方法

使用方法

使用手順
１）HAL 本体にバッテリを取り付ける
２）腰部ベルトのバックルを外し、装着者の腰部に HAL を乗せる
３）腹部側で腰部ベルトのバックル二箇所を留める
４）脚部ベルトを大腿部に固定する
５）HAL の電源を入れ、装着者に合ったアシストトルクに設定する
外し方
６）アシストを停止し、電源を停止する
７）脚部ベルトを外す
８）腰部ベルトのバックルを外す
９）バッテリを外す
自立支援用途での使用の場合は、上記手順の他に以下の手順を追加し使用する。
・ 装着者の皮膚に電極シールを貼付し、専用の電極ケーブルを取り付け HAL 本体

のケーブルに接続する。
・使用後は電極ケーブル及び電極シールを外す。

使用環境
動作環境　温度：０℃～ 40℃　湿度：20% ～ 80% ※結露しないこと
防水性能：ＩＰＸ４、防塵性能：ＩＰＸ５
※ 薬品などの液体がかかる場所、油煙・埃の多い場所は避ける

使用場面 移乗介助、入浴介助、体位変換介助やベッドサイドでの中腰作業などの腰部負荷
がかかる作業

習熟期間

機体の取り付け方法や、ボタン操作などの基本操作は１回もしくは２～３回程度の
装着で習得可能。
＜身体負荷低減目的使用の場合＞
装着者自身が HAL を使用する事で作業が楽に感じたり、身体負荷が低減したと感
じる事を習熟と定義した場合
１週間～１ヶ月程度
・目安の装着時間は 10 時間から 20 時間程度

高齢者に対する安全面の配慮 転倒防止器具の併用
介護者に対する安全面の配慮 使用上の注意に準ずる

効果 使用することで実現する高齢者
への効果

HAL® を装着して意思に従った運動を行うことにより、身体機能の維持・向上や自
立度を高めることが期待されます。コンパクトな軽量モデルのため、施設ではグルー
プで楽しく、訪問介護ではじっくりとなど、様々な場面で気軽に活用することがで
きます。
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

4

製品カタログ https://www.cyberdyne.jp/products/bb04.html

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/channel/UClKuavneK77vzMcfxHXUbtA

項 目 内 容

効果

使用することで実現する介護者
への効果

移乗介助・体位変換介助などの介助動作時の腰部負荷について医学的解剖学的観
点から解析・シミュレーションし、より低減できる機能を実現。腰痛を引き起こすリ
スクを減らします。防水機能もあるため、負担の大きい入浴介助でもご使用いた
だけ、これまで通りの介護を楽に行うことができます。

使用することで実現する施設へ
の効果

介護する人の身体的負荷を低減することは、労働環境改善や労働災害防止につな
がります。また、介助なしでの立ち座り動作など、介護される人の自立度の向上は、
本人はもちろん介護する人の負担も大きく軽減します。

仕様、構造

アクティブ・パッシブ（区分） バッテリー駆動

使用場所、必要スペースなど ①使用場所：居室、浴室、トイレなど
②利用に必要なスペース等：人が入れないスペースでは使用不可

サイズ 奥行き 292mm×幅 450mm×高さ 522mm
重量（バッテリー含む） 3.1kg（バッテリ含む）
電源・バッテリー バッテリ駆動（１個付き）付属の充電器にてバッテリを充電可能。
充電時間 90 分
連続使用時間 4.5 時間
使用時の音 ごく弱音
緊急発報の方法 ライトおよびアラート音（詳細は取り扱い説明書に記載）
安全性の認証取得 ISO13482 取得
防水・防塵加工 防水性能：ＩＰＸ４、防塵性能：ＩＰＸ５
アシスト力を発揮する部位 腰部
必要な通信環境 無し
データの記録機能、有無と内容 無し
他の機器との連携・互換性 無し

メンテナンス

準備・片付け 安全使用講習の動画参照
保管方法 使用環境を満たしており、十分な広さのある安定した台の上に置いて保管。

ユーザーによるお手入れ 水拭き、もしくはエチルアルコールもしくは、イソプロピル・アルコール（濃度
70 ～ 90％）その他詳細は取扱説明書参照

消耗品の有無 腰部・脚部のベルト、パッド類、生体電位ケーブル、バッテリ、充電器一式
修理対応期間 契約期間中
耐用年数 ５年

コスト
本体・付属品の定価 本体価格：1,760,000 円（税込）
ランニングコスト 保守料：月額 22,000 円（税込）
教育研修費 初期導入費：110,000 円（税込）

問合せ先
緊急時の問合せ先 0120-813-189
デモ・貸出 貸出可能
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・動作環境：温度が 0 度～ 40 度
・ 使用できない環境：温度が 0 度～ 40

度以外・水中・ホコリの多い場所・化
学薬品で腐食しやすい場所等

試用期間中のサポート

WEB 商談（Microsoft teams/Cisco 等）で製品
紹介や装着レクチャーを行います。
※ ネット環境があれば WEB 商談の準備は弊社で行

います。

貸出期間 １週間

貸出可能台数 L  サイズ　2 台
M サイズ　2 台

機器の機能

DARWING Hakobelude は、ダイヤ工
業独自の空気圧式の人工筋肉を用いるこ
とで持ち上げ作業をアシスト。
軽量かつ柔軟性を実現したサポートウェ
アです。

ダイヤ工業株式会社

DARWING Hakobelude

機 器 の 貸 出

機器の写真

5

装 着移乗支援����
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 メディカルクラフトン株式会社 ※メーカーのグループ会社。介護市場の窓口
岡山県岡山市南区古新田 1125
TEL 086-282-1770 MAIL yamasaki@daiyak.co.jp

所属部署  営業部　 担当者名  山崎

DARWING Hakobelude
リュックサックを背負うように装着した背面には、肩から
腰と脇から腰にかけて特殊高反発ゴムを、腰から大腿部に
かけて特殊高反発ゴムと人工筋肉を配置しています。
腰を落として屈むことにより背後から引っ張られ、ゴムの
収縮力が発生して自然と上半身を起こしてくれるようなア
シストが得られます。
これにより、重い荷物などを持ちあげる際に背中から大腿
部にかけての筋肉を補助する機能を発揮します。
また人工筋肉は空気を送り込むことで人の筋肉と同じよう
に収縮しパワーを発揮します。
その作用によって人が中腰姿勢を維持するときに使う背面
の筋肉を助ける働きをします。長時間中腰姿勢で作業する
場合など に長時間の姿勢保持がラクになるよう設計されて
います。

販売開始

2020 年９月

販売価格

85,800 円（税込）

6

機器の使用場面
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メーカー名 ダイヤ工業株式会社

製品名 DARWING Hakobelude

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 介助が必要な高齢者（ベッドからの移乗、歩行、トイレなど）

対象者（介護者）
・適用身長（目安）L サイズ：170 ～ 185cm　M サイズ：155 ～ 170cm
・胸囲（目安） 　 L サイズ：80 ～ 110cm　 M サイズ：75 ～ 100cm
・大腿周囲（目安）L サイズ：50 ～ 70cm　　M サイズ：45 ～ 60cm

専門職の関与 ・専門職の関与は不要

禁止事項 禁止事項
・使用できない環境（場所）：温度が０度～ 40 度以外の環境
・ 装着者の身体状況：能動型埋め込み医療機器利用、妊娠中の女性、装着者の身

体サイズが合わない等

使用上の注意
注意事項

・装着についての注意点：
使い始めは１～２時間程度装着し、不快感やかゆみがないか確認をしてください。
また、就寝時はご使用を避けてください。

安全に利用するための配慮 ・配慮が必要な利用環境（水回り等）における注意点：
洗濯時は空気供給口を必ず閉めてください

使用方法

使用方法 ・ 機器利用前の準備（機器の移動・調整等）、高齢者の移乗時の基本ステップ、移
乗終了後の動作の説明

使用環境 ・動作環境：温度が０度～ 40 度
・使用できない環境：温度が０度～ 40 度以外・水中

使用場面 ・移乗介助・トイレ介助・入浴介助

習熟期間 自動的に動くものではなく、通常の動きに追従するので特にありません。

高齢者に対する安全面の配慮 ・特になし

介護者に対する安全面の配慮 ・体を支える部分はマジックテープを使用せず、アタッチメントを使用。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 ・介助時のパフォーマンスがアップし、より快適なサービスが受けられる

使用することで実現する介護者
への効果 ・介助動作の腰部、臀部負荷軽減。腰痛リスクの軽減

使用することで実現する施設へ
の効果 ・労働環境の改善、退職者の軽減

仕様、構造

アクティブ・パッシブ
（区分） パシップ：サポーター、圧縮

使用場所、必要スペースなど ・使用場所：ベッド・浴室・トイレなど
・必要スペース：人、一人分

サイズ ・L サイズ：幅 290mm×奥行 30mm×高さ 800mm
・M サイズ：幅 280mm×奥行 30mm×高さ 700mm

重量（バッテリー含む） ・L サイズ：816ｇ
・M サイズ：780ｇ

材質 ・ナイロン、ポリエスチル
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製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

パンフレット等

製品カタログ https://www.daiyak.co.jp/work/catalog/DARWINGHakobelude/index.html

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=5b2LmSIKTSM

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー ・なし

充電時間 ・電源、バッテリーが非使用のため、無し

連続使用時間 ・電源、バッテリーが非使用のため、無し

使用時の音 ・電源、バッテリーが非使用のため、無し

緊急発報の方法 ・電源、バッテリーが非使用のため、無し

安全性の認証取得 ・なし

防水・防塵加工 ・なし

アシスト力を発揮する部位 ・腰部、臀部

稼働方式 ・無電力（高反発ゴムと独自開発の）

必要な通信環境 ・なし

データの記録機能、有無と内
容 ・なし

他の機器との連携・互換性 ・なし

メンテナンス

準備・片付け ・特になし

保管方法 ・温度が０度～ 40 度内の日陰。
・避けてください（ホコリの多い、化学薬品などにより腐食しやすい場所）

メーカーによるメンテナンス ・特になし

ユーザーによるお手入れ ・特になし

消耗品の有無 ・あり

保証期間 ・１年間

修理対応期間 ・なし

耐用年数 ・年 / 人工筋・高反発ゴム

コスト

本体・付属品の定価 ・ 本体価格 85,800 円（税込）　交換人工筋価格 19,800 円（税込）　高反発ゴム
6,600 円（税込）

ランニングコスト ・年 / 交換人工筋価格 19,800 円（税込）　高反発ゴム 6,600 円（税込）

教育研修費 ・なし（WEB 商談でレクチャー可能）

オプション 追加できる機能 ・なし

問合せ先
緊急時の問合せ先 ・メディカルクラフトン株式会社　TEL:086-282-1770

デモ・貸出 ・L×２　M×２

201



移

乗

支

援

機器の概要

必須環境・推奨環境

100V電源（充電用）

試用期間中のサポート

アシストスーツをより有効にご使用いた
だけるよう、使用のコツをサポート。
購入時のご相談。

貸出期間 1ヶ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

動きを検知してモーターでアシスト力の
調整を可能とするアクティブタイプで、
複合的な連続する作業動作に対応し、しっ
かりとしたアシスト感を提供。
フレーム構造をもたない、ベルト巻き上
げ式により大幅な軽量化を実現できまし
た。介護作業における腰部の負担へ高い
軽減効果。トイレ空間等での立位保持介
助では 59％低減、オムツ交換などの中腰
姿勢保持では約 94％低減を実現します。
IP55 を取得し、浴室作業可。

株式会社ジェイテクト
衣服型アクティブパワーアシストスーツ 
J-PAS fl eairy（フレアリー）

機 器 の 貸 出

機器の写真

9

装 着移乗支援����
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社豊通オールライフ 
愛知県名古屋市中村区名駅三丁目 25 番 3 号　大橋ビル 10F
TEL 052-533-5182 MAIL tomohisa_maruyama@tal.toyotsu.net

所属部署  事業企画グループ 担当者名  丸山（レンタル卸窓口）

衣服型アクティブパワーアシストスーツ 
J-PAS fl eairy（フレアリー）

動きを検知してモーターでアシスト力の調整を可能とする
アクティブタイプで、複合的な連続する作業動作に対応し、
しっかりとしたアシスト感を提供。
フレーム構造をもたない、ベルト巻き上げ式により大幅な
軽量化を実現できました。介護作業における腰部の負担へ
高い軽減効果。トイレ空間等での立位保持介助では 59％
低減、オムツ交換などの中腰姿勢保持では約 94％低減を
実現します。IP55 を取得し、浴室作業可。
さらに、J-PAS fl eairy 本体に付属する装具は洗濯可です。

（洗濯機を使用する場合、洗濯ネットに入れてください。）
体格に合わせて 3 サイズをご用意しています。
J-PAS fl eairy 本体は、本体に付属するリモコンだけでなく、
Android スマートフォン向けのアプリでも操作可です。

販売開始

2021 年 3 月

販売価格

327,800 円（税込）

10

機器の使用場面

入浴介助も OK
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製品情報
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メーカー名 株式会社ジェイテクト

製品名 衣服型アクティブパワーアシストスーツ J-PAS fl eairy（フレアリー）

項 目 内 容

適用
対象者（介護者）

・適用身長（目安）145 ～ 185cm
・適用体重（目安）規定なし
・腹       囲　65 ～ 125cm
・骨  盤  幅　規定なし

専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項
・使用できない環境（場所）：水中
・ 装着者の身体状況：お酒を飲んでいる方、過労睡眠不足の方、妊娠中の方、16

歳未満の方、病気けがを負われている方、ペースメーカを装着されている方。

使用上の注意

注意事項
・ 装着についての注意点：装着者のサイズに適切に合わせ、締め付けすぎないよう

にご注意ください。
・ その他注意点：本製品は、装着者の腰への負担を軽減する製品です。非装着状

態でできないことに対して使用しないようにしてください。

安全に利用するための配慮
・ 配慮が必要な利用環境（水回り等）における注意点：動作温度０℃～ 40℃相対

湿度 20% ～ 85%、保管温度 -10℃～ 40℃
・機器のメンテナンスにかかる注意点：分解しない。

使用方法

使用方法
・ 本体の電源を入れた後、J-PAS fl eairy に付属する装具を肩、腰、膝に装着すれ

ば準備完了。本体の操作は、腰部についているスイッチ、または Android スマー
トフォンアプリで可能です。

使用環境 ・動作環境：動作温度０℃～ 40℃相対湿度 20% ～ 85%
・使用できない環境：水中

使用場面 ・車いす移乗、トイレ介助、入浴介助、ベッド周り作業
習熟期間 ・導入教育実施後

高齢者に対する安全面の配慮 ペースメーカを装着されている方、病気、けがを負われている方は使用しないでく
ださい。

介護者に対する安全面の配慮 ・自分が出せる力を増強するものではありません。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 介護作業中にかかる腰への負荷が軽減されます。

使用することで実現する介護者
への効果 介護作業中にかかる腰への負荷が軽減されます。

使用することで実現する施設へ
の効果

従業員の腰への負荷を軽減することができますので、従業員の労働環境改善にな
ります。

仕様、構造

アクティブ・パッシブ（区分） アクティブ：バッテリ駆動

使用場所、必要スペースなど  使用場所：屋内、浴室（バッテリーおよびバッテリーカバー内：水濡れ不可、他：
水没不可）、屋外

サイズ 幅 222mm×奥行 94mm×高さ 289mm
重量（バッテリー含む） 1.6kg（装具除く）
材質 ＡＢＳ、アルミ他
電源・バッテリー マキタ製バッテリー BL1820B
充電時間 45 分（充電機 DC18SD 使用時）
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パンフレット等

製品カタログ https://active-life.jp/jpasfl  eairy/catalog/

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/channel/UCxtQRSMVtDsFZmJUkNfdOHA

項 目 内 容

仕様、構造

連続使用時間 約４時間（弊社標準作業の場合）
使用時の音 モーター作動音あり
緊急発報の方法 ライト点滅
安全性の認証取得 ISO13482 取得済み
防水・防塵加工 ＩＰ 55
アシスト力を発揮する部位 腰部
最大アシスト力 150N
稼働方式 モータ
必要な通信環境 あり（スマートフォンアプリを用いる場合、Bluetooth4.0 以上が必要）
データの記録機能、有無と内容 なし
他の機器との連携・互換性 あり（連携機器：スマートフォンアプリ）

メンテナンス

保管方法 ・高温、多湿を避け、保管中に落下することが無いように置いてください。

ユーザーによるお手入れ ・本体は、乾いた柔らかい布で表面の汚れ、ホコリなどを軽くふき取ってください。
・装具は洗濯可です。洗濯機を使用する場合、洗濯ネットに入れてください。

消耗品の有無 装具、バッテリ
保証期間 納品より１年間
耐用年数 ３年

コスト 本体・付属品の定価 税込み　327,800 円

問合せ先
緊急時の問合せ先 090-6387-8800（JTEKT　金谷携帯）
デモ・貸出 あり
よくある質問（Ｑ＆Ａ） https://active-life.jp/jpasfl eairy/faq/
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機器の概要

必須環境・推奨環境

特になし。

試用期間中のサポート

関東近郊・近畿圏であれば、貸し出しに伴い訪問
して装着レクチャーを実施します。遠方の場合は、
Zoom等によるオンライン装着レクチャーを初回に
実施し、都度必要であれば、オンライン対応します。

貸出期間 ２週間 /４週間

貸出可能台数 10台

機器の機能

腰の支持だけではなく、体のバランスを
整えて前屈作業するときの体幹を支持し
ます。上半身のブロックである肋骨と下
半身のブロックである骨盤の間の体幹を
安定させることで、無駄な労力を使わず
に作業に集中してもらい、身体的疲弊を
軽減することでサービスの品質維持向上
を目指すための道具です。骨格構造に沿っ
て装着しますので、機能オンオフレバー
があり、オフの場合はデスクワークなど
の着座作業も装着したままでも行えます。

品番・型番

V2.56

株式会社加地

レイボエクソスケルトン

機 器 の 貸 出

機器の写真

13

装 着移乗支援����
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社加地
神奈川県横浜市港北区新横浜３-19-11　加瀬ビル 88　８F
TEL 045-482-3551 MAIL y_nakanishi@exgel.jp/t_shioya@exgel.jp

所属部署  レイボアジアグループ　 担当者名  中西洋介／塩谷俊之

レイボエクソスケルトン
・ 前屈姿勢を取るときの自重のエネルギーを腰部のガスス

プリングに貯めます。
・ その貯めた力で前屈姿勢時の上半身を支えます。回旋動

作中も支え続けます。
・ アシスト方向は、前側から肋骨部を持ち上げるので、肩

のストレスゼロとなり、腕が動かしやすくなります。
・ 上体を起こす動作に伴い、ガススプリングで貯めた力を

開放することで、アシスト力を発揮します。

販売開始

2017 年１月

販売価格

627,000 円（税込）

14

機器の使用場面
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メーカー名 株式会社加地

製品名 レイボエクソスケルトン

型　番 V2.56

項 目 内 容

適用 対象者（介護者）
・適用身長（目安）150 ～ 189cm
・適用体重（目安）30 ～ 110g
・腹       囲　60 ～ 120cm
・骨  盤  幅　30cm 以上

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：入水場所
・装着者の身体状況：金属アレルギー等には対応していません。

使用上の注意

注意事項 ・装着についての注意点：骨格構造にフィットさせること

安全に利用するための配慮
・配慮が必要な利用環境（水回り等）における注意点：
  腰部のパーツに水がかかる場合は、その部分を覆って利用すること。
・機器のメンテナンスにかかる注意点：
  ３年毎にガススプリングとストラクチャーを交換すること。

倫理面の配慮 なし。

使用方法

使用方法 必ず、装着手順動画の視聴や株式会社加地スタッフからの装着レクチャーを受ける
こと。

使用環境 ・動作環境：なし。
・使用できない環境：浴槽内

使用場面 体位変換・おむつ交換などのベッド上でのケア、移乗ケア等
習熟期間 １週間

高齢者に対する安全面の配慮 移乗などで介護者に身体を預けるときに機械が当たっても痛くないような介護用ベ
ストをオプション設定し、必要に応じて活用して頂いている。

介護者に対する安全面の配慮 アシスト機能のオンオフは、前屈時にはロックされるようにしている。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 品質の高いサービスを受けることが出来る。

使用することで実現する介護者
への効果 身体的疲労の軽減による疲れの蓄積を減らし、働く意欲の継続。

使用することで実現する施設へ
の効果

高齢者が求める人的介助品質の維持向上と労働環境改善による介助者の身体的疲
弊を防ぐことが出来る。

仕様、構造

アクティブ・パッシブ
（区分） パッシブ

使用場所、必要スペースなど ①身体寸法外側に左右５cm ／前後は身体寸法で問題なし。
②装着時は、ジャケットを羽織るのに必要なスペースがあれば問題なし。

重量（バッテリー含む） 2.8kg
材質 スチール・ナイロン・ウレタン・エクスジェル
電源・バッテリー なし。
充電時間 不要
連続使用時間 永遠
使用時の音 なし。
緊急発報の方法 なし。
安全性の認証取得 ＣＥマーキング取得
防水・防塵加工 オプションにて設定
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パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

16

製品カタログ https://laevo.jp

使用方法等の動画 本体　https://youtu.be/z8kmfMgF6HY
腰固定ユニット　https://youtu.be/YgWOCAYTLTk

項 目 内 容

仕様、構造

アシスト力を発揮する部位 主に体幹（腰回り）
稼働方式 ガススプリング
必要な通信環境 なし。
データの記録機能、有無と内
容 なし。

他の機器との連携・互換性 なし。

メンテナンス

準備・片付け ベルトを緩めておく
保管方法 専用ハンガーに吊るす
メーカーによるメンテナンス ３年毎に、ガススプリングとストラクチャー交換及びオーバーホール
ユーザーによるお手入れ ２－３ヶ月ごとに、サポートカム部へのグリース塗工
消耗品の有無 ガススプリングとストラクチャー
保証期間 １年
修理対応期間 期限なし
耐用年数 ３年毎にパーツ交換すれば、耐用年数に期限なし。

コスト
本体・付属品の定価

627,000 円（税込）（標準仕様）
■代表的なオプション
・腰固定ユニット20,000 円（税込）
・伸縮サスペンダー 6,000 円（税込）
・レッグパッド用エクスジェルパッド7,000 円（税込）
・簡易防水防塵カバー 9,500 円（税込）

ランニングコスト なし。
教育研修費 無料

オプション 追加できる機能 あり。

問合せ先

緊急時の問合せ先 045－482－3551
デモ・貸出 ２週間／４週間

よくある質問（Ｑ＆Ａ） Q: 就業中装着したままでも問題ないか
A: 機能のオンオフレバーがあるので、オフにすればデスクワークも可能
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機器の概要

必須環境・推奨環境

①  ベッド下に SASUKE の脚が入る空間
が ７cm 以上必要です。

②  お部屋に入るために 80cm 以上の間
口が必要です。

③  床質が、分厚い絨毯・たたみ・超クッ
ションフロアの場合はご使用できない
可能性がありますのでご相談下さい。

試用期間中のサポート

導入時講習の後、試用期間中においても、
安心安全に有効利用頂くために再講習や、
様々なご質問・ご相談などに対応致します。
コロナ禍にて訪問が難しい場合はリモートに
よるデモや講習を行っています。

貸出期間 １週間～１ヶ月以内

貸出可能台数 １施設につき１台

機器の機能

「抱き上げ式」で移乗介助をアシストします。
専用シートを敷き込み、シート全面で抱き
上げ、揺れの少ない安定した移乗を行いま
す。簡単なレバー操作で一人でも 120㎏ま
で移乗介助が可能です。高さや臥位から座
位までの傾きを任意の姿勢で保持でき、幅
広い種類の車いすに対応できます。介護を
うける方・おこなう方の双方に、やさしさ
と安心をお届けします。密着せずに介助を
行う事ができるため、感染予防対策として
も有効です。

品番・型番

RS1-08Y-A
RS1-08Y-B
※ RS1-12Y-B

マッスル株式会社

ROBOHELPER SASUKE

機 器 の 貸 出

機器の写真（RS1-12Y-B）

17
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 マッスル株式会社
〒541-0042　大阪府大阪市中央区今橋２-５-８　トレードピア淀屋橋６階
TEL ０６-６２２９-９５５０ MAIL healthcare@musclecorp.com

所属部署  ヘルスケア部　 担当者名  齋藤、山崎

ROBOHELPER SASUKE
SASUKE の両アームを専用シート両端に通してベッドから抱き
上げます。シート全体で抱き上げるため、体圧が分散され局所
に圧が集中しにくく安全な移乗が行えます。移乗の際に双方が
密着しすぎず、感染予防対策としても有効です。抱き上げる際
は、介護をうける方の足元に立ち、一方の手でレバー操作し、
もう一方の手は介護をうける方に添えることができます。その
ままお互いの顔を見ながらベッド⇔車いす（ストレッチャー）
へ移動し、車いす等と介護をうける方の姿勢を合わせて着座し
ます。操作は指で軽く操作レバーを上下するだけで、昇降 ( 高
さ調整 ) と回転（座位⇔臥位の任意の姿勢調整）が行えます。
専用シートは柔らかい素材で日中は車いすに敷いたままで過ご
せ、シートの着脱に生じる双方の心身負担が軽減されます。コー
ドレスで取外し可能なバッテリにて稼働します。安全性では

「ISO13482」の認証を取得しています。
本体重量 70㎏、
サイズ（幅・奥行・高さ）①収納・出入時 : 80cm × 85cm ×
152cm ②使用時：120cm × 100cm × 130cm、
バッテリ充電時間　 約 ２-４ 時間で 100 回以上の移乗が可能。

販売開始

※ 2019 年 11 月

販売価格

（RS1-12Y-B）998,000円（非課税）

TAIS コード

01554-000002
01554-000004
01554-000005

機器の使用場面

18
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メーカー名 マッスル株式会社

製品名 ROBOHELPER SASUKE　01554-000002、01554-000004、01554-000005

型　番 RS１-08Y-A、RS１-08Y-B、※ RS１-12Y-B

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者） 【高齢者】体重 120kg 以下、身長 140cm ～ 180cm

【介護者】SASUKE の正しい操作ができる介護者
専門職の関与 必要時

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内での使用は禁止
・その他：移動機器としての試用は禁止

使用上の注意

注意事項 使用前に必ず取扱説明書を確認。
安全に利用するための配慮 使用前の機器安全確認。床面の状態の確認。使用環境の安全確認。

倫理面の配慮 施設基準順守。（機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプライバシーに関
わる情報集・活用、同意書の取得等）

使用方法

使用方法
専用シートを敷き込み、
①シートにアームを通す、②シートごと抱き上げ姿勢調整、③着座（着臥）する。
※シートの敷込みと取外しについては、その日の最初の移乗で敷き込み、最後の
移乗で取り外すことを推奨。車いす上でも敷いたままで OK

使用環境 ・動作環境：居室及び脱衣室 ( 温度：０～ 40℃、湿度：20 ～ 80%）
・使用できない環境：浴室、屋外

使用場面 ベッド⇔車いす、ベッド⇔ストレッチャー（特浴など）など移乗の場面

習熟期間 操作方法：数分程度　　使用方法：30 分～１時間程度
利用者別にアレンジ使用：１か月程度

高齢者に対する安全面の配慮 対象者の健康状態の確認
介護者に対する安全面の配慮 足先を覆う履物を着用

効果

使用することで
実現する高齢者への効果

・揺れのない安心安全な移乗が行える
・移乗時の緊張が緩和され負荷が軽減→移乗後の活動へ穏やかに移行できる
・身体を密着されることなく移乗が行える

使用することで
実現する介護者への効果

・介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減
・１人移乗が可能になる

使用することで
実現する施設への効果

・介護負担軽減による離職予防や人員不足対応などが期待できる（労働環境改善）
・介護ロボットを導入しているという実績から新規雇用への期待（職場の魅力向上）
・ 二人で行っていた移乗介助が一人で行え業務効率アップが期待できる（介護業務

の革新）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室、脱衣室

サイズ 幅 x 奥行ｘ高さ　
①収納時 :80cmx85cmx152cm　②使用時：120cmx100cmx130cm

重量（バッテリー含む） 70kg（バッテリ－含む）
材質 専用シート : ポリエステル　本体：ABS、ステンレス等
形状 抱き上げ式
電源・バッテリー 取外し可能なバッテリー稼働。専用充電器。
連続使用時間 約６時間～８時間
連続使用回数 約 100 回
使用時の音 静音
緊急発報の方法 アラート音、ライト点灯（緊急停止ボタン始動時）
安全性の認証取得 ISO13482 認証取得
防水・防塵加工 無
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製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。
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製品カタログ https://musclecorp.com/

取扱説明書 https://musclecorp.com/

使用方法等の動画 イメージ動画① https://youtu.be/wlWfTWo-Aug
イメージ動画② https://youtu.be/WP12OlHb7W0

項 目 内 容

仕様、構造

稼働方式 操作レバーによる操作
必要な通信環境 無
データの記録機能、有無と内
容 有 (メンテナンス用）

他の機器との連携・互換性 無

メンテナンス

準備・片付け 使用前の安全確認。
保管方法 居室あるいは居室に相当する環境で保管。（高温多湿等は避ける）
メーカーによるメンテナンス 必要時メーカー対応
ユーザーによるお手入れ 本体 (特にアーム )の清拭。専用シートの洗濯。
消耗品の有無 専用シート、専用クッション
保証期間 原則として１年。ただし、法人購入の場合は３年付帯。
修理対応期間 原則として１年。ただし、法人購入の場合は３年付帯。
耐用年数 原則として５年（法定耐用年数）

コスト

本体・付属品の定価
望小売価格：本体 998,000 円（非課税）、シート：M　40,700 円（税込）、
L　55,000 円（税込）
※国内では殆どの方がMサイズで対応可能です。

設置導入に伴う費用 無
ランニングコスト 無

教育研修費 導入時スタート講習（回数制限無）は無料。アフターフォローも現在のところ無料
で実施中。

オプション 追加できる機能 無

問合せ先

緊急時の問合せ先 マッスル株式会社ヘルスケア部
ＴＥＬ：06－6229－9550

デモ・貸出
デモ・貸出ともに有。
リモート及び訪問によるデモを随時実施。貸出は代理店及びメーカー、又は、介
護ロボットプラットフォーム事業相談窓口経由も可能。

よくある質問（Ｑ＆Ａ）
「エレベーターや在宅のドアを通れますか?」
→間口 80cmあれば、通ることができます。４輪キャスターで動きます。
「購入したら組立てとかありますか？」
→完成形で搬入されるのですぐに使用できます。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

段差、傾斜、凹凸のない、フローリング
など硬めの床（クッション性のある床や
畳は取り回しが重くなり転倒してしまう可
能性があります）

試用期間中のサポート

デモ機貸出をご希望の際は、代理店がお客様の元へ実機
をお持ちし、実機の説明、貸出、貸出後のアフターフォロー
をさせていただきます。
使い方レクチャーをオンラインでご希望の際はご相談くだ
さい。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

座位間の移乗動作、トイレや脱衣所での
立位保持、更衣介助をサポートする製品
です。一人介助を可能にし、さらに介助
者の腰痛予防に役立ちます。スリングシー
ト不要なので準備に手間取らず、簡単リ
モコン操作で技量に頼らない移乗が可能
です。
コンパクト設計のためトイレなどの狭い
場所でもご利用いただけます。リモコン
操作は立つ・座るの２つだけ。本体重量
30kg と軽いので、小柄な方でも大柄な
方の移乗介助が一人で可能です。

品番・型番

L1-01

株式会社ＦＵＪＩ
移乗サポートロボット
Hug L1

機 器 の 貸 出

機器の写真

21

移乗支援���� 非 装 着
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ＦＵＪＩ
〒472-8686　愛知県知立市山町茶碓山 19 番地
TEL 0566-55-8800 MAIL hug@fuji.co.jp

所属部署  RS 事業本部　第四営業部第２営業課

移乗サポートロボット Hug L1
寸 法（ 全 長 × 全 幅 × 全 高 ）：880 × 550 × 850 ～
1200mm
総重量：30kg
最大使用者体重：100kg
動作条件　温度：０～ 40℃　／　湿度：20 ～ 90％ RH
バッテリー　型式：鉛蓄電池　／　定格電圧：DC24V　
充電時間：８時間　／　最大使用回数：100 回

販売開始

2018 年４月

販売価格

880,000 円（非課税）

TAIS コード

01666-000002

22

機器の使用場面
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メーカー名 株式会社ＦＵＪＩ

製品名 移乗サポートロボット Hug L1　01666-000002

型　番 L1-01

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】
・適用身長（目安）140 ～ 180cm
・適用体重（目安）～ 100kg
・要介護度（目安）１～３
・移乗動作に補助が必要な方
・端座位がとれる方
・上半身がしっかりしており脇で挟む力がある方
・介護者の指示が理解できる方
【介護者】
・Hug の操作ができる方

専門職の関与 介護を受ける方の症状・身体機能、介護する方の体力や機器への適応能力などに合わせて、専門の医
師や理学療法士、作業療法士などに相談してください。

禁止事項 禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：水が直接かかる場所（浴室：床が濡れている程度であれば問題ない）・屋外・

段差を越えての使用・クッション性が強い床や畳・傾斜・凹凸のある場所、滑りやすい床
・その他：ペースメーカーを使用している方への使用

使用上の注意

注意事項

・被介護者の症状にあわせて使用すること
・２人以上を移乗させないこと
・操作は必ず介護者が行うこと
・最大使用者体重（100kg）を超える荷重を加えないこと
・被介護者を乗せた状態で長距離移動・長時間放置をしないこと
・湿気の多い場所に長時間放置しないこと
・使用可能温度以外の場所で使用しないこと
・本体に水を直接かけないこと
取扱説明書をよく読んだ上で使用ください

安全に利用するための配慮

・滑りやすい床、やわらかい床、段差・傾斜・凹凸のある場所・屋外で使用しないこと
・周囲環境に注意すること（本体と建物の一部、家具、人などに接触しないか確認）
・ 介護者・被介護者ともにかかとが低く、つま先がとがっていな靴を着用すること（介護者はスリッパや

裸足で操作しないこと）
・介護者・被介護者ともに衣服の前面に装飾がついていないこと
・髪が長い場合は束ねること
・マフラーやストールなど首に巻いている場合は取り外すこと

倫理面の配慮 （個人情報などプライバシーに関わる記録をする機能はありません。）

使用方法

使用方法

【準備】
①非常停止ボタンが解除されているか確認
②動きが止まるまで、「すわる」ボタンを長押しし、身体保持部を開始位置に移動する。

【操作】
①足裏をフットプレートに置き、さらに上半身が身体保持部にふれるまで近づける。
②身体保持部に体重が掛かるように、介護を受ける方の上体を乗せる
※身体保持部バーの先端が脇下から出ていること・胸が身体保持部に密着していること・身体保持部の
下端部が太腿上にあること・膝が膝当てに当たっていること・足がフットプレートに乗っていることを確
認
③「たつ」ボタンを押して、起立する。身体条件に合わせて上げ過ぎないように注意。
④ハンドルを持って、ゆっくりと移動する。後ろへの倒れるおそれがある方は後ろに回りこむ。
⑤介護を受ける方のひざ裏が移動先の座面に触れるまで調整する。
⑥「すわる」ボタンを押して座らせる。浅座り防止には車いすの位置を介護を受ける方側に調整する。
⑦介護を受ける方の上体を起こし、両足をフットプレートから降ろす。

使用環境
・動作環境：温度　０～ 40℃、湿度　20 ～ 90%RH
・周辺に干渉するものがない場所
・座面高さ：40 ～ 60cm 以内
・水が直接かからない場所

使用場面 ・移乗動作：ベッド⇔車いす、車いす⇔シャワーチェア、車いす⇔トイレ
・立位保持：トイレでの排泄ケア、脱衣場での更衣介助

習熟期間 生活場面での使用まで１週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・対象者の体調、症状の確認
・Hug に対する不安・恐怖をなくすための声掛け

介護者に対する安全面の配慮 ・不安定なスリッパや裸足で操作しないこと

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 トイレでの排泄、残存機能の活用による ADL 向上、精神的負担軽減

使用することで実現する介護者
への効果 腰痛予防、身体的・精神的負担の軽減、一人での移乗介助が可能、業務効率向上

使用することで実現する施設へ
の効果 人材確保促進、労働環境改善、職場の魅力向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室、トイレ、脱衣場、リビング
サイズ Hug L１-01：全長 880×全幅 550×全高 850 ～ 1200（mm）
重量（バッテリー含む） Hug L１-01：30kg

材質 本体　鉄
カバー　ABS

形状 床走行式
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パンフレット等

24

製品情報

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.fuji.co.jp/items/hug/hugl1

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=HCVnBYI9jy8

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー 型式：鉛蓄電池、定格電圧：DC24V、充電時間：８時間、最大使用回数：100 回（使用環境による）
連続使用時間 ２分（その後 18 分間休めること）
連続使用回数 連続使用は故障の恐れがあります。
使用時の音 なし
緊急発報の方法 なし

安全性の認証取得 充電器：ＰＳＥ（電気用品安全法）
アクチュエータ：ＣＥマーク

防水・防塵加工 なし
稼働方式 モーター
必要な通信環境 なし
データの記録機能、有無と内
容 なし

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

準備・片付け

【準備】
・非常停止ボタンが解除されているか確認
・動きが停止するまですわるボタンを長押しする
・対象者の近くまでゆっくりと近づける
【片付け】
・保管場所へ戻してキャスターをロックする

保管方法 ・キャスターをロックする
・使用後はこまめに充電する

メーカーによるメンテナンス なし

ユーザーによるお手入れ
お手入れ前にキャスターをロック・非常停止ボタンを押す
①水で薄めた中性洗剤を柔らかい布に含ませ、かたく絞って拭く
②水で浸した布をかたく絞って水拭き（中性洗剤を拭き取る）
③乾いた布で乾拭き

消耗品の有無 あり
保証期間 １年
修理対応期間 保守部品供給：５年（調達可能期間は対応）
耐用年数 ５年

コスト
本体・付属品の定価 本体：880,000 円（非課税）
設置導入に伴う費用 なし
ランニングコスト なし
教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 山形膝当て（膝が横に開いてしまう方用の対応膝当て）

問合せ先

緊急時の問合せ先 0566-55-8800　／　hug@fuji.co.jp
デモ・貸出 対応可能

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Q：介護保険の対象ですか？
A ：対応しています。

Q：補助金対象ですか？
A： 各種補助金に対応しています。（各自治体により異なる為、詳細は各都道府県、市町村に確認要）
・介護ロボット補助金／・人材確保等支援助成金（旧職場定着支援助成金）／・コロナ対策補助金など

Q：片麻痺の方、認知症の方に使えますか？
A：使える方もいます。使えるか確認した上で導入してください。

Q：清掃はどのように行いますか？
A：次亜塩素酸　１％、アルコール等の清掃可能です。

Q：浴室内で使用できますか？
A：防水仕様ではありませんが、脱衣場での使用はできます。また、水がかからなければ利用可能です。

Q：トイレではどの程度スペースが必要ですか？
A：便器の根元から１ｍ程度スペースが必要です。ポータブルトイレとの相性も良いです。

Q：導入実績はありますか？
A：Hug シリーズ 1,400 台出荷しています。（在宅・施設・病院 etc.)

Q：Hug T １との違いは何ですか？
A： 小型で軽量コンパクトなつくりのため、取り回しがし易く、狭い間取りの場所でもお使いいただ

けます。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

段差、傾斜、凹凸のない、フローリング
など硬めの床（クッション性のある床や
畳は取り回しが重くなり転倒してしまう可
能性があります）

試用期間中のサポート

デモ機貸出をご希望の際は、代理店がお客様の元へ実機
をお持ちし、実機の説明、貸出、貸出後のアフターフォロー
をさせていただきます。
使い方レクチャーをオンラインでご希望の際はご相談くだ
さい。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

座位間の移乗動作、トイレや脱衣所での
立位保持、更衣介助をサポートする製品
です。一人介助を可能にし、さらに介助
者の腰痛予防に役立ちます。スリングシー
ト不要なので準備に手間取らず、簡単リ
モコン操作で技量に頼らない移乗が可能
です。
人が立ち上がる動作を再現しているため、
残存機能を活かせます。また、身体保持
部分の高さ調節が可能なため、幅広い体
格の方にお使いいただけ、安定した姿勢
保持を実現します。

品番・型番

T1-02

株式会社ＦＵＪＩ
移乗サポートロボット
Hug T1

機 器 の 貸 出

機器の写真

25

移乗支援���� 非 装 着
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ＦＵＪＩ
〒472-8686　愛知県知立市山町茶碓山 19 番地
TEL 0566-55-8800 MAIL hug@fuji.co.jp

所属部署  RS 事業本部　第四営業部第２営業課

移乗サポートロボット Hug T1
寸 法（ 全 長 × 全 幅 × 全 高 ）：950 × 620 × 880 ～ 
1350mm
総重量：35kg
最大使用者体重：100kg
動作条件　温度：０～ 40℃　／　湿度：20 ～ 90％ RH
バッテリー　型式：鉛蓄電池　／　定格電圧：DC24V　
充電時間：８時間　／　最大使用回数：100 回

販売開始

2019 年 10 月

販売価格

980,000 円（非課税）

TAIS コード

01666-000003

26

機器の使用場面
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メーカー名 株式会社ＦＵＪＩ

製品名 移乗サポートロボット Hug T1　01666-000003

型　番 T1-02

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】
・適用身長（目安）140 ～ 180cm
・適用体重（目安）～ 100kg
・要介護度（目安）１～３
・移乗動作に補助が必要な方
・端座位がとれる方
・上半身がしっかりしており脇で挟む力がある方
・介護者の指示が理解できる方
【介護者】
・Hug の操作ができる方

専門職の関与 介護を受ける方の症状・身体機能、介護する方の体力や機器への適応能力などに合わせて、専門の医
師や理学療法士、作業療法士などに相談してください。

禁止事項 禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：水が直接かかる場所（浴室：床が濡れている程度であれば問題ない）・屋外・

段差を越えての使用・クッション性が強い床や畳・傾斜・凹凸のある場所、滑りやすい床
・その他：ペースメーカーを使用している方への使用

使用上の注意

注意事項

・被介護者の症状にあわせて使用すること
・２人以上を移乗させないこと
・操作は必ず介護者が行うこと
・最大使用者体重（100㎏）を超える荷重を加えないこと
・被介護者を乗せた状態で長距離移動・長時間放置をしないこと
・湿気の多い場所に長時間放置しないこと
・使用可能温度以外の場所で使用しないこと
・本体に水を直接かけないこと
取扱説明書をよく読んだ上で使用ください

安全に利用するための配慮

・滑りやすい床、やわらかい床、段差・傾斜・凹凸のある場所・屋外で使用しないこと
・周囲環境に注意すること（本体と建物の一部、家具、人などに接触しないか確認）
・ 介護者・被介護者ともにかかとが低く、つま先がとがっていな靴を着用すること（介護者はスリッパや

裸足で操作しないこと）
・介護者・被介護者ともに衣服の前面に装飾がついていないこと
・髪が長い場合は束ねること
・マフラーやストールなど首に巻いている場合は取り外すこと

倫理面の配慮 （個人情報などプライバシーに関わる記録をする機能はありません。）

使用方法

使用方法

【準備】
①動きが停止するまですわるボタンを長押し、身体保持部を開始位置に移動する

【操作】
①足裏をフットプレートに置き、さらにひざが ひざパッドにふれるまで近づける。
②「＋」を押して身体保持部バーが脇下に軽くふれるまで上げる。
③身体保持部に体重が掛かるように、介護を受ける方の上体を乗せる。
※身体保持部バーの先端が脇下から出ていること・身体保持部バーが脇下に触れていること・胸が身体
保持部に密着していること・膝が膝当てに当たっていること・足がフットプレートに乗っていることを確認
④「たつ」ボタンを押して、起立する。 身体条件に合わせて上げ過ぎないように注意。
⑤ハンドルを持って、ゆっくりと移動する。後ろへの倒れるおそれがある方は後ろに回りこむ。
⑥介護を受ける方のひざ裏が移動先の座面に触れるまで調整する。
⑦「すわる」ボタンを押して座らせる。浅座り防止には車いすの位置を介護を受ける方側に調整する。

使用環境
・動作環境：温度　０～ 40℃、湿度　20 ～ 90%RH
・周辺に干渉するものがない場所
・座面高さ：40 ～ 60cm 以内
・水が直接かからない場所

使用場面 ・移乗動作：ベッド⇔車いす、車いす⇔シャワーチェア、車いす⇔トイレ
・立位保持：トイレでの排泄ケア、脱衣場での更衣介助

習熟期間 生活場面での使用まで１週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・対象者の体調、症状の確認
・Hug に対する不安・恐怖をなくすための声掛け

介護者に対する安全面の配慮 ・不安定なスリッパや裸足で操作しないこと

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 トイレでの排泄、残存機能の活用による ADL 向上、精神的負担軽減

使用することで実現する介護者
への効果 腰痛予防、身体的・精神的負担の軽減、一人での移乗介助が可能、業務効率向上

使用することで実現する施設へ
の効果 人材確保促進、労働環境改善、職場の魅力向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室、トイレ、脱衣場、リビング
サイズ Hug T１-02：全長 950×全幅 620×全高 880 ～ 1350（mm）
重量（バッテリー含む） Hug T１-02：35kg

材質 本体：鉄
カバー：ＡＢＳ

形状 床走行式
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パンフレット等

28

製品情報

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.fuji.co.jp/items/hug/hugt1

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=lkOqKd3llp4&t=3s

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー 型式：鉛蓄電池、定格電圧：ＤＣ２４Ｖ、充電時間：８時間、最大使用回数：100 回（使用環境による）
連続使用時間 ２分（その後 18 分間休めること）
連続使用回数 連続使用は故障の恐れがあります。
使用時の音 なし
緊急発報の方法 なし

安全性の認証取得 充電器：ＰＳＥ（電気用品安全法）
アクチュエータ：ＣＥマーク

防水・防塵加工 なし
稼働方式 モーター
必要な通信環境 なし
データの記録機能、有無と内
容 なし

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

準備・片付け

【準備】
・電源スイッチを押して、電源を入れる
・動きが停止するまですわるボタンを長押しする
・リモコンの高さ調節の「＋」ボタンを押して、身体保持部を上昇させる
・対象者の近くまでゆっくりと近づける
【片付け】
・保管場所へ戻してキャスターをロックした後、電源スイッチを押して電源を切る

保管方法 ・キャスターをロックする
・使用後はこまめに充電する

メーカーによるメンテナンス なし

ユーザーによるお手入れ
お手入れ前にキャスターをロック・電源が入っていないことを確認する
①水で薄めた中性洗剤を柔らかい布に含ませ、かたく絞って拭く
②水で浸した布をかたく絞って水拭き（中性洗剤を拭き取る）
③乾いた布で乾拭き

消耗品の有無 あり
保証期間 １年
修理対応期間 保守部品供給：５年（調達可能期間は対応）
耐用年数 ５年

コスト
本体・付属品の定価 本体：980,000 円（非課税）
設置導入に伴う費用 なし
ランニングコスト なし
教育研修費 なし

問合せ先

緊急時の問合せ先 0566-55-8800　／　hug@fuji.co.jp
デモ・貸出 対応可能

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Q：介護保険の対象ですか？
A：対応しています。

Q：補助金対象ですか？
A：各種補助金に対応しています。（各自治体により異なる為、詳細は各都道府県、市町村に確認要）
・介護ロボット補助金／・人材確保等支援助成金（旧職場定着支援助成金）／・コロナ対策補助金など

Q：片麻痺の方、認知症の方に使えますか？
A：使える方もいます。使えるか確認した上で導入してください。

Q：清掃はどのように行いますか？
A：次亜塩素酸　１％、アルコール等の清掃可能です。

Q：浴室内で使用できますか？
A：防水仕様ではありませんが、脱衣場での使用はできます。また、水がかからなければ利用可能です。

Q：トイレではどの程度スペースが必要ですか？
A：便器の根元から１ｍ程度スペースが必要です。ポータブルトイレとの相性も良いです。

Q：導入実績はありますか？
A：Hug シリーズ 1,400 台出荷しています。（在宅・施設・病院 etc.)

Q：Hug L１との違いは何ですか？
A: 身体保持部の高さ調整が可能なため、より幅広い体格の方に対応でき、その方に合った自然な立ち
上がりをすることができます。また、バッテリーの取り外しができるため、充電する場所を選びません。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

家庭用コンセントが必要です。段差乗越
えが最大 6mmのためバリアフリーの環
境が必要。保管場所は、湿度 40%以上
70%以下（建築物衛生法の管理基準値）
の範囲内で保管。浴室など湿気、水分
のある所での使用、保管は厳禁

試用期間中のサポート

貸し出し中のトラブルは、メーカーより直
接対応いたします。なお、貸出先様の故
意による故障につきましては別途修理費用
が発生いたします。貸出先様の所在地によ
り、サポート対応までの時間が変わります。

貸出期間 １週間

貸出可能台数 ２台

機器の機能

従来の車いすと違い、後部より乗り込む
ことで移乗時の介護者の腰痛を無くしま
す。また、乗り込む際の落下の危険性を
削減します。便座への移乗については介
護者の負担を軽減します。被介護者も移
乗時に、手すり、椅子の位置が上下機構
により移動動作が容易になります。さら
には、トイレなどの狭い場所でもその場
回転機能により容易に方向が変えられま
す。椅子の上下により介護者の目線が高
くなり自立支援での効果が得られます。

品番・型番

AIZ-15

株式会社アイザック

移乗・移動ロボット Keipu

機 器 の 貸 出

機器の写真

29

非装着移乗支援����
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社アイザック
福島県会津若松市山見町 25-9
TEL 0242-85-8590 MAIL miyoshi@aizuk.jp

所属部署  研究開発部　 担当者名  三好

移乗・移動ロボットKeipu
寸法（全長×全幅×全高）：734mm×610mm×1,054mm（最
大到達点）、シート高：430 ～ 630mm、総重量（バッテリー含）：
47.3kg、駆動モータ：ＤＣブラシレスモーター 24V180W ×
２、バッテリ：ニッケル水素（本体内蔵）、充電器：電源ＡＣ
100 Ｖ～ 240V、50/60Hz、150VA、左右・駆動輪：エアレ
スタイヤ 200mm、操舵方式：ジョイスティック操舵、最高
速度：３km、実用登坂可能斜度（停止可能斜度）：６度（勾
配 10％、路面状況による）、最小回転半径：0.38m、段差乗
り越し高さ：７mm、連続走行可能距離：最大約 18km（条件：
荷重 75Kg、速度３Km/h、気温０℃、平坦路）、利用者最大
荷重（積載物含む）：75Kg、シート昇降機構：電動シリンダ（Ｄ
Ｃモータ 24V、 192VA）、その他の機能：・駆動輪ブレーキ
開放機能（左右独立）：手押し / 電動レバーで切替 / 手すりの
高さ調整専用レバーあり、リモートコントロール機能（無線）：・
電波到達操作可能距離（10m）Ｗｉ－Ｆｉ/・本体操作タッチ
パネルと同等の機能使用可能（８方向操作）

販売開始

2016 年 7 月

販売価格

800,000 円（税込）

TAIS コード

01689-000001

30

機器の使用場面
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製　品

製品情報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】
・適用身長（目安）145 ～ 180cm
・適用体重（目安）～ 75kg（実測値では ,100kg は可能）

【介護者】特に限定はありません
専門職の関与 特になし

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内および湿気の多いところ
・その他：水分による洗浄など

使用上の注意

注意事項 移乗後、シートベルトをご利用いただき、介護者の体を固定してください

安全に利用するための配慮
段差 6mm 以上の乗り越えはできません。傾斜の 6 度以上の上り降りは安全のた
め避けてください。
乗車時の服装は、マフラーや裾の長い物での乗車はご遠慮ください。タイヤに巻
き込む可能性があります。

倫理面の配慮 特になし

使用方法

使用方法 屋内の移乗・移動に使用してください。
施設 / 病院などの大型施設内でも可能です。

使用環境 ・ 使用できない環境：浴室など水分、湿気が発生すところでの使用は避けてくださ
い

使用場面

短距離での移動を推奨します。
ベッド→ Keipu →トイレ
ベッド→ Keipu →リハ室
ベッド→ Keipu →食堂
など

習熟期間 短時間での利用習熟が可能（20 分ほど）
高齢者に対する安全面の配慮 認知症などの方は、利用不可（介助者の見守りがある場合は可）

介護者に対する安全面の配慮
乗車時の服装は、マフラーや裾の長い物での乗車はご遠慮ください。タイヤに巻
き込む可能性があります。
履物は、着用して、底が滑りにくいものを着用ください。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果

移乗時の落下リスク低減
自立支援効果（自立移動、および目線が高くなるため他者との会話チャンスが広
がる

使用することで実現する介護者
への効果

移乗時の落下リスク低減
身体的腰痛の削減
移乗時の一人解除

使用することで実現する施設へ
の効果

対外的に施設環境の改善
労働環境の改善（スピーディーな移乗、移動が可能となります）廃用症候群の予
防
利用者の自立心の向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室、トイレ、食堂、リハ室へ移動
サイズ 幅 734mm×奥行 610mm×高さ 1,054mm
重量（バッテリー含む） 47.3kg
材質 鉄およびアルミ材、手すり/ シート部分：レザー
形状 後ろのりリフト移動機
電源・バッテリー バッテリー：ニッケル水素バッテリーを使用
連続使用時間 2.5 時間

31

メーカー名 株式会社アイザック

製品名 移乗・移動ロボットKeipu　01689-000001　

型　番 AIZ-15
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製品情報

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

項 目 内 容

仕様、構造

使用時の音 駆動輪のモーター音、手すり、シートの上下時のモーター音
緊急発報の方法 タッチパネルにおける警笛
安全性の認証取得 ISO13482 準拠
防水・防塵加工 家庭用防水程度
稼働方式 モーターによる稼働

必要な通信環境 スマートフォンの利用により、遠隔操作が可能
（スマートフォンは、Ｗｉ－Ｆｉ機能を持つもの）

データの記録機能、
有無と内容 特になし

他の機器との連携・互換性 特になし

メンテナンス

準備・片付け 電源 off 後に、収納場所で保管
保管方法 水分・湿気のないところ
メーカーによるメンテナンス 訪問してメンテナンス
ユーザーによるお手入れ 樹脂表面のアルコールでの拭き掃除
消耗品の有無 バッテリー消耗時は交換が必要
保証期間 導入後、3ヶ月
修理対応期間 5 年
耐用年数 7 年

コスト

本体・付属品の定価 本体：¥800,000（税込）（バッテリー交換時は実費）
設置導入に伴う費用 輸送料及び設置調整料
ランニングコスト 特になし
教育研修費 特になし

オプション 追加できる機能 特になし

問合せ先
緊急時の問合せ先 （株）アイザック　0242-85-8590
デモ・貸出 対応可

32

パンフレット等

製品カタログ http://www.aizuk.jp
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機器の概要

必須環境・推奨環境

【推奨環境】
・硬めの床材（毛足の長い絨毯以外）
・周辺に干渉するものがない場所
・車いす用トイレへの移乗を推奨
・ 防水性能：ＩＰＸ４ （ハンドコントローラー

部は完全防水のＩＰＸ７）

試用期間中のサポート

安全にお使い頂く為に試用前に製品説明
と実演をご提供致します。運用のご相談
や使用方法についてご不明点等ございま
したらお気軽にご連絡下さい。直接訪問
が難しい場合はオンラインによるリモー
ト式対談も承ります。

貸出期間 通常１－２週間程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

サラフレックスは、自身の脚で立ちたい
という利用者の意思と尊厳を尊重し、ま
た介助者の身体的負担を軽減するために
開発された電動立位補助機です。人間工
学に基づき、自然な動きで無理なく利用
者を立ち上がらせます。車いす・トイレ・
シャワーチェアへの移乗や着替えが一人
介助で安全に行え、また起立姿勢で脚に
自重負荷をかけることにより、下肢訓練
や拘縮予防のリハビリにも利用できます。 

品番・型番

HEB0000-28

アルジョ・ジャパン株式会社

サラフレックス

機 器 の 貸 出

機器の写真

33

装 着移乗支援���� 非装着
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 アルジョ・ジャパン株式会社
〒105-0001　東京都港区虎ノ門 3-7-8 ランディック第２虎ノ門ビル９階
TEL 03-6435-6401 MAIL nobuaki.nakanishi@arjo.com

所属部署  営業部　 担当者名  中西伸明

サラフレックス
【製品仕様】
最大安全耐荷重 200 kg
製品重量 52 kg（体重計付 53,6 kg）
全長 996 mm
最小持ち上げ高さ 991 mm
最大持ち上げ高さ 1518 mm
全高 1162 mm
シャーシ高 100.5 mm
閉脚時外寸レッグ幅 660 mm
開脚時外寸レッグ幅 1029 mm
バッテリー 24V ＤＣ 4Ah
バッテリー 3.8 kg
本体保護等級ＩＰ２４
ハンドコントロール保護等級ＩＰＸ７
低摩擦キャスター　後方２キャスターはブレーキ付
充電残量表示（ＢＤＩ）－電池の再充電が必要な時表示します
サービスメーターがモーターの合計使用時間を表示します
緊急停止及びシステム故障時の停止機能

【適合規格】
ＥＮ / ＩＥＣ 60601-1（TÜV SÜD）
ＥＮ ISO 10535：2006（TÜV SÜD）

販売開始

2019 年 10 月

販売価格

980,000 円（非課税）

機器の使用場面

34
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製　品

製品情報

35

メーカー名 アルジョ・ジャパン株式会社

製品名 サラフレックス

型　番 HEB0000-28

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】・適用身長（目安）145 ～ 195cm
　　　　・適用体重（目安）45 ～ 200kg

【介護者】機器の操作が理解できる介護者

専門職の関与 ・専門職の関与は特になし

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：屋外での使用（凹凸のある道等）

使用上の注意

注意事項 ・ 推奨しない保管場所：湿度が高い場所（80％以上）や濡れた場所での長期保管（製
品の腐食防止の為）

安全に利用するための配慮 広さ、床面の状態、障害物の確認等

倫理面の配慮 利用者への同意やプライバシーに関する配慮等。

使用方法

使用方法

【機器操作方法の流れ】※ご使用前に必ず操作説明を受けて下さい。
（車いすからサラフレックスへの移乗）
１．起動：本体の電源ボタン緑を押す。
２．脚部幅調整：車いすの幅に合わせてシャーシ脚部を電動ボタンで開きます。
３． 移乗用ベルト（以下ベルト）装着：車いすに座っている利用者の腰部から腹部

にかけて立位補助ベルトを巻き、ベルトのバックル２箇所をしっかり留めます。
４． フレックスへ移乗：利用者の正面までサラフレックスを近づけ、フットプレートに

足を乗せます。レッグサポートに膝が付く程に更に近づけます。
５． ベルトを本体へ取付：ベルトのクリップ部を本体持ち上げアーム先のフックに掛

けます。
６． 起立昇降：利用者に立ち上がる旨をお声がけしてから電動昇降ボタンの上ボタ

ンを押し起立していきます。
７． 移動：対面式ですので利用者と会話を楽しみながら介助者は後方歩行もしくは

平行の向きで移動します。（移動中はシャーシ脚部を閉じた方が移動しやすいで
す）

※ 初回もしくは慣れていない利用者や怖がりな利用者は臀部が浮く程度の高さか
ら移乗を始めてください。

※臀部が完全に浮いた後は長時間の移動・移乗は控え、簡潔に行ってください。

使用環境 ・動作環境：温度 -25°～ 70°、湿度 10％～ 80％

使用場面 ベッド⇔車いす、車いす⇔トイレ、車いす⇔シャワーチェアー等

習熟期間 うまく使いこなすようになるまで約１～２か月

高齢者に対する安全面の配慮 対象者の健康状態の確認

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 移乗時の緊張緩和による負担軽減と拘縮予防。尊厳の維持。

使用することで実現する介護者
への効果

介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、１人移乗が可能になる。介護者高齢
化による身体的理由の離職軽減。

使用することで実現する施設へ
の効果 労働環境改善、職場の魅力向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室、脱衣室、トイレ

サイズ 幅 660mm×奥行 996mm×高さ 1162mm

重量（バッテリー含む） 52kg
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。
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製品カタログ https://www.arjo.com/ja-jp/products/safe-patient-handling/
standing-and-raising-aid/sara-fl ex/

取扱説明書 https://qbank.arjo.com/productdocumentation/04.KL.00.
JA%20rev.%206.pdf

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=ONQqvnRIvIg&t=1s

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー ０から満充電まで６時間程度

連続使用時間 ２－３時間程度

連続使用回数 100 回程度

使用時の音 充電残量が 10% を下回るとピーブ音が発報。

安全性の認証取得 ＥＮ/ＩＥＣ 60601-1 認証、ＥＮ ISO10535:2006 認証

防水・防塵加工 ＩＰＸ４　※ハンドコントローラー部はＩＰＸ７

稼働方式 SaraFlex アームの上昇と下降、脚部の開閉機能

必要な通信環境 なし

データの記録機能、有無と内
容 あり：（データ内容：利用頻度、総ストローク回数等）

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

準備・片付け 特になし

保管方法 電源ボタンを「ＯＦＦ」に切り替え、ブレーキをかけて保管

メーカーによるメンテナンス 不具合などがあれば弊社フィールドサービス事業部までお問合せください。

ユーザーによるお手入れ 適宜製品のクリーニング又は消毒

消耗品の有無 有（移乗用スリング、バッテリー等）

保証期間 無償保証期間：購入月から１年間

修理対応期間 製造販売終了後、７～ 10 年間まで

耐用年数 平均耐用年数：10 年

コスト

本体・付属品の定価 本体定価 980,000 円（非課税） 付属品定価（腹部ベルト）56,000 円（非課税）
※本体１台につきベルト１枚までが非課税

設置導入に伴う費用 本体と付属品費用＋配送費用

ランニングコスト 特になし

オプション 追加できる機能 特になし

問合せ先
緊急時の問合せ先 03-6435-6401

デモ・貸出 常時承っております。お気軽にご相談下さい。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

【推奨環境】
・硬めの床材（毛足の長い絨毯以外）
・周辺に干渉するものがない場所
・車いす用トイレへの移乗を推奨
・ 防水性能：ＩＰＸ４ （ハンドコントローラー

部は完全防水のＩＰＸ７）

試用期間中のサポート

安全にお使い頂く為に試用前に製品説明
と実演をご提供致します。運用のご相談
や使用方法についてご不明点等ございま
したらお気軽にご連絡下さい。直接訪問
が難しい場合はオンラインによるリモー
ト式対談も承ります。

貸出期間 通常１－２週間程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

マキシムーブは、ご自身の力で動けない
利用者の移乗支援を一人介助で行えるよ
うに設計された移乗機器です。垂直昇降
式で床からの移乗もでき持ち上げ時に不
快な揺れが生じません。オプションバー
の組み合わせで、移乗、着替え、トイレ、
入浴など幅広い用途にご利用頂けます。
センサーが搭載されたスプレッダーバー
部により利用者を的確な位置に移乗しま
す。移乗シートは低摩擦で肌に優しい素
材で利用者を安全に包み込みます。

品番・型番

KMCEXN-D-28

アルジョ・ジャパン株式会社

マキシムーブ

機 器 の 貸 出

機器の写真
※実機は低床キャスターです

37

装 着移乗支援���� 非装着
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 アルジョ・ジャパン株式会社
〒105-0001　東京都港区虎ノ門 3-7-8 ランディック第２虎ノ門ビル９階
TEL 03-6435-6401 MAIL nobuaki.nakanishi@arjo.com

所属部署  営業部　 担当者名  中西伸明

マキシムーブ
【製品仕様】
最大安全耐荷重 227 kg（延長ジブ使用時 130 kg）
本体重量（スプレッダーバーとバッテリーを含む） 70 kg
上昇時の最高値 1575 mm
下降時の最小値 225 mm
上下昇降ストローク長 1350 mm
保管時のサイズ（高さ） 1402 mm
閉脚時外寸（幅） 718 mm
開脚時外寸（幅） 1196 mm
閉脚時内寸（幅） 578 mm
開脚時内寸（幅） 1074 mm
リフトの保護等級ＩＰＸ４
コントロール手元スイッチの保護等級ＩＰＸ７
バッテリー 24 Ｖ、4Ah
バッテリー充電インジケーター
サービスメーター － 合計使用時間（時間単位）を表示
緊急停止及びシステム故障時のオーバーライド
自動安全停止機能（下降時の障害物接触で作動）
低床用＆低摩擦キャスター（後方２輪ブレーキ付）
オプション：計量測定機能（後付け不可）

販売開始

2018 年 8 月

販売価格

1,700,000 円（非課税）

機器の使用場面

38
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製　品

製品情報

39

メーカー名 アルジョ・ジャパン株式会社

製品名 マキシムーブ

型　番 KMCEXN-D-28

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】・適用身長　特になし
　　　　・適用体重　227kg 未満の方

【介護者】機器の操作が理解できる介護者

専門職の関与 ・専門職の関与は特になし

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：屋外での使用（凹凸のある道等）

使用上の注意

注意事項 ・ 推奨しない保管場所：湿度が高い場所（80％以上）や濡れた場所での長期保管（製
品の腐食防止の為）

安全に利用するための配慮 広さ、床面の状態、障害物の確認等

倫理面の配慮 利用者への同意やプライバシーに関する配慮等。

使用方法

使用方法

【機器操作方法の流れ】※ご使用前に必ず操作説明を受けて下さい。
（車いすからマキシムーブへの移乗）
１．起動：本体の電源ボタン緑を押す。
２．脚部幅調整：車いす幅に合わせてシャーシ脚部を電動ボタンで開きます。
３． 移乗用スリング（以下：スリング）の敷き込み：車いすの背もたれと利用者の

隙間からスリング臀部の縁を車いすの座面付近まで差し込みます。
４． スリング大腿部を利用者に沿って広げ大腿部下に敷き込み、腿内側にスリング

の脚部クリップがくるようにします。
５． スリングをマキシムーブへ取付：本体のスプレッダーバーにスリングのクリップ

が取り付けられる位置までマキシムーブを近づけます。
６． 利用者を乗せて上昇：コントローラーの「上ボタン」を押し上昇します。利用

者は前方のバー部分に手で掴まることができます。
　 ※揺れが無く、垂直に上昇しますので怖がりな方でも安心して乗ることができます。
７． 移動：対面式ですので利用者と会話を楽しみながら介助者は後方歩行もしくは

平行の向きで移動します。（移動中はシャーシ脚部を閉じた方が移動しやすいです）
※ 利用者を乗せて上昇する際は、クリップ部にテンションが掛かった時に一時停止

し、クリップ４箇所がスプレッダーバーに掛かっていることを確認してください。
※臀部が完全に浮いた後は長時間の移動は控え、簡潔に行ってください。

使用環境 ・動作環境：（温度 5°～ 40℃、湿度 15％～ 93％）

使用場面 ベッド⇔車いす、車いす⇔トイレ、車いす⇔シャワーチェアー等

習熟期間 うまく使いこなすようになるまで約１～２か月

高齢者に対する安全面の配慮 対象者の健康状態の確認

介護者に対する安全面の配慮 腰の負担が無い姿勢での介助が可能

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 移乗時の緊張緩和による負担軽減と拘縮予防。尊厳の維持。

使用することで実現する介護者
への効果

介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、１人移乗が可能になる。介護者の高
齢化による身体的理由の離職軽減。

使用することで実現する施設へ
の効果 労働環境改善、職場の魅力向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室、脱衣室、トイレ

サイズ 幅 770mm×奥行 1118mm×高さ 1402-2213mm

重量（バッテリー含む） 64.5kg
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。
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製品カタログ https://axel.as-1.co.jp/asone/d/64-8882-39/

取扱説明書 https://qbank.arjo.com/productdocumentation/001.25060.
JP%20rev.%2017.pdf

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=M12VEI7ycgE

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー ０から満充電まで６時間程度

連続使用時間 ２－３時間程度

連続使用回数 100 回程度

使用時の音 昇降音

緊急発報の方法 バッテリー残量低下時にピープ音にて発報

安全性の認証取得 ＩＥＣ60601-1-1 適合、ISO 10535 取得

防水・防塵加工 ＩＰＸ４　※ハンドコントローラー部はＩＰＸ７

稼働方式 垂直昇降式

必要な通信環境 なし

データの記録機能、有無と内
容 あり：（データ内容：利用頻度、総ストローク回数等）

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

準備・片付け 特になし

保管方法 電源ボタンを「ＯＦＦ」に切り替え、ブレーキをかけて保管

メーカーによるメンテナンス 不具合などがあれば弊社フィールドサービス事業部までお問合せください。

ユーザーによるお手入れ
洗浄方法（清拭）： 温水と中性洗剤で湿らせた布で残留物を除去しながら拭き取り

ます。洗剤が残っているときは、きれいな水ですすぎます。最
後に乾いた布で拭き取ってください。

消耗品の有無 有（移乗用スリング、バッテリー等）

保証期間 無償保証期間：購入月から１年間

修理対応期間 製造販売終了後、７～ 10 年間まで

耐用年数 平均耐用年数：10 年

コスト
本体・付属品の定価 本体定価 1,700,000 円（非課税）

設置導入に伴う費用 なし

オプション 追加できる機能 計量測定機能　※計量測定無しとは品番と定価が異なります

問合せ先
緊急時の問合せ先 03-6435-6401　

デモ・貸出 常時対応可能

233



移

　
動

　
支

　
援

施 設移動支援����

機器の概要

試用期間中のサポート

ＲＴ．ワークスサポートセンターにて、電話・
メールで使用方法等サポート致します。

貸出期間 １週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

ハンドルに手を添えて歩くだけの簡単操
作で、センサーとモータを使ったロボッ
ト技術により坂道を上る時はパワーアシ
ストで軽々と楽に、坂道を下る際には自
動減速を行い、さらに手をハンドルから
離すと自動ブレーキがかかるので安心、
快適な歩行をサポート。又、通信機能を
搭載、ＧＰＳとインターネットを利用し
た様々なサービスで歩行距離等の確認、
「見守り機能」や「緊急通知機能」で離れ
て暮らす家族にも安心を提供。

品番・型番

RT1-01RDN（レッド）
RT1-01BKN（ブラック）

ＲＴ. ワークス株式会社

ロボットアシストウォーカーＲＴ．１

機 器 の 貸 出

機器の写真

屋 外

41
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 ＲＴ．ワークス株式会社
〒537-0025　大阪市東成区中道 1-10-26
TEL  フリーコール　0120-959-537　 MAIL  support-rtw@rtworks.co.jp

所属部署  ＲＴ．ワークス　サポートセンター　 担当者名  松井由江

ロボットアシストウォーカーＲＴ．１
・ サイズ：全幅 510 ×全長 601 ×高さ 819 ～ 1019mm

※折畳可能、車トランク積載可能
・ 重量：約 15kg
・ ハンドル形状：Ｔ字型（シルバーカータイプ）
・ハンドル高さ：750 ～ 950mm（５段階調節可能）
・荷物積載重量：10kg　
・電源：リチウムイオンバッテリー（専用充電器付属）　
・充電時間：約２時間
・ 連続動作時間：連続歩行４時間以上　　
・防水機能：防雨型（ＩＰＸ３規格準拠）

販売開始

2015 年 7 月

販売価格

250,800 円（税込）

TAIS コード

01560-000002

機器の使用場面

42
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製　品

製品情報
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メーカー名 ＲＴ．ワークス株式会社

製品名 ロボットアシストウォーカーＲＴ.１　01560-000002

型　番 RT1-01RDN（レッド）、RT1-01BKN（ブラック）

項 目 内 容

適用 対象者（高齢者）

・歩行に少し不安のある方
・生活環境に坂道等が多い方
・傾いた道路などで蛇行歩行により歩行安定が図れない方
・買い物など重い荷物を積載しての歩行シーンが多い方
・リウマチや手のこわばりなどブレーキ操作が難しい方
・パーキンソン病や股関節可動域性制限のある方

使用上の注意
注意事項

・座面の上に乗ったり、ペット等の生体運搬には使用しない
・歩行以外の用途に使用しない
・急な坂道では使用しない
・雨の日は使用しない

安全に利用するための配慮 電源「切」やバッテリー残量無しの際には坂道を歩行しない

使用方法

使用方法 バッテリーを装着し、電源を入れて押し歩く
使用環境 屋外、屋内、０～ 40℃

使用場面
・お買物（重い荷物を積載して歩行）
・散歩
・リハビリ

高齢者に対する安全面の配慮 ・ハンドル高さを適正に調整する
・アシスト力、ブレーキ力、速度制限の設定値を適正に設定する

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 歩行時の転倒防止、歩行意欲の向上により歩行距離、歩行時間、外出頻度の増加

使用することで実現する介護者
への効果 歩行介助時の負担軽減（付き添い介助から見守り介助へ）

使用することで実現する施設へ
の効果 利用者の転倒未遂 / 事故率の低減 / 歩行介助の負担軽減による職員の離職率低減

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋外、屋内、傾斜路面

サイズ
使用時　 W510×L601×H819 ～ 1019mm

（ハンドル高さ H750 ～ 950mm で５段階調節可能）
折畳時　W510×L487×H714mm

形状 四輪シルバーカー（手押し車型）
重量 約 15kg
積載量 最大 10kg
電源・バッテリー リチウムイオンバッテリー（専用充電器付属）
充電時間 約２時間
連続使用時間 連続歩行４時間以上

緊急発報の方法

緊急時アラート音発声：
転倒時
　「転倒しています」
傾斜 10 度以上を感知時
　「急斜面です、注意してください」
バッテリー残量が少ない
　「バッテリー残量が少なくなっています、お早めに充電してください」
前輪が地面から浮いている時
　「前のタイヤが地面から離れました、タイヤを地面に下して歩いて下さい」
緊急時メール通知（ネットワーク機能）：
カート転倒やバッテリ残量がなくなった時など異常状態を関係者宛にメール送信
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。
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製品カタログ https://www.rtworks.co.jp/

取扱説明書 https://www.rtworks.co.jp/

項 目 内 容

仕様、構造

安全性の認証取得 ・生活支援ロボットの安全性に関する国際規格ＩＳＯ１３４８２認証取得
・バッテリー充電器はＰＳＥ（電気用品安全法）適合

防水・防塵加工 防雨型（ＩＰＸ３規格準拠）
稼働方式 電源ボタンを押下
必要な通信環境 ネットワーク機能作動に３Ｇ通信環境が必要
データの記録機能、有無と内
容 ネットワーク機能を本体に内蔵、専用サーバーで歩行記録等記録

他の機器との連携・互換性 ネットワーク機能により、歩行記録等はパソコン、スマートホンにて確認可能

メンテナンス

準備・片付け バッテリーの充電
保管方法 直射日光や雨、露を受けない風通しの良い場所で保管

ユーザーによるお手入れ
・ハンドル /車体 /タイヤ等に過度なガタがないことを確認
・手動ブレーキが正常に作動することを確認
・車体の汚れは絞った濡れ布で拭き取る

消耗品の有無 ・タイヤ（前・後）
・バッテリーパック

保証期間 お買い上げ日より１年間
耐用年数 約５年間

コスト
本体・付属品の定価 本体　250,800 円（税込）
ランニングコスト １回の充電にかかる電気代 /概算　1.14 円

オプション 追加できる機能 通信サービス/おさんぽけあサービス
※ネットワーク機能を利用するには別途契約が必要です

問合せ先
緊急時の問合せ先 ＲＴ．ワークス　サポートセンター　0120-959-537

よくある質問（Ｑ＆Ａ） Ｑ：車に載せることはできますか？
Ａ：折り畳んだ状態で、タクシー等のトランクにも搭載可能です。
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機器の概要

試用期間中のサポート

ＲＴ．ワークスサポートセンターにて、電話・
メールで使用方法等サポート致します。

貸出期間 １週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

ロボット技術により路面状況や速度超過
などを検知し、自動の電動アシスト機能
が安心・快適な歩行を実現。上り坂はパ
ワーアシストで楽にのぼれ、下り坂では
適度に減速、傾いた道もハンドルをとら
れることなく進み、速度超過の際には自
動減速して転倒を防ぎます。歩行レベル
や使用環境に合わせて速度やブレーキな
どを４段階に調節可能、音声で歩行距離
等を教えてくれるおしゃべり機能付き。
介護保険の福祉用具レンタル対象。

品番・型番

RT2-01RD（レッド）
RT2-01CG（シャンパンゴールド）

ＲＴ. ワークス株式会社

ロボットアシストウォーカーＲＴ．２

機 器 の 貸 出

機器の写真

屋 外

45
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 ＲＴ．ワークス株式会社
〒537-0025　大阪市東成区中道 1-10-26
TEL  フリーコール　0120-959-537　 MAIL  support-rtw@rtworks.co.jp

所属部署  ＲＴ．ワークス　サポートセンター　 担当者名  松井由江

ロボットアシストウォーカーＲＴ．２
・ サイズ：全幅 550 ×全長 740 ×高さ 735 ～ 860mm　

※折畳可能、車トランク積載可能
・ 重量：約 9kg
・ハンドル高さ：725 ～ 850mm（６段階調節可能）　
・荷物積載重量：5kg　
・電源：リチウムイオンバッテリー（専用充電器付属）　
・充電時間：約３時間
・連続動作時間：連続歩行４時間以上　　
・防水機能：防雨型（ＩＰＸ３規格準拠）

販売開始

2016 年 7 月

販売価格

129,800 円（税込）

TAIS コード

01560-000003

機器の使用場面

46
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メーカー名 ＲＴ．ワークス株式会社

製品名 ロボットアシストウォーカーＲＴ．２　01560-000003

型　番 RT2-01RD（レッド）、RT2-01CG（シャンパンゴールド）

項 目 内 容

適用 対象者（高齢者）

・歩行に少し不安のある方・生活環境に坂道等が多い方
・リウマチや手のこわばりなどブレーキ操作が難しい方、歩行器をあきらめた方
・パーキンソン病や股関節可動域性制限のある方
・傾いた道路などで蛇行歩行により歩行安定が図れない方
・買い物など重い荷物を積載しての歩行シーンが多い方
・適応身長：135 ～ 165cm（165 ～ 185cm の方向けにトールタイプも有り）

使用上の注意
注意事項

・座面の上に乗ったり、ペット等の生体運搬には使用しない
・歩行以外の用途に使用しない
・急な坂道では使用しない
・雨の日は使用しない

安全に利用するための配慮 ・電源「切」やバッテリー残量無しの際には坂道を歩行しない

使用方法

使用方法 バッテリーを装着し、電源を入れて押し歩く
https://www.youtube.com/watch?v=IXKZQR8iApc

使用環境 屋外、屋内、０～ 40℃

使用場面
・お買物（重い荷物を積載して歩行）
・散歩
・リハビリ

高齢者に対する安全面の配慮 ・ハンドル高さを適正に調整する
・アシスト力、ブレーキ力、速度制限の設定値を適正に設定する

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 歩行時の転倒防止、歩行意欲の向上により歩行距離、歩行時間、外出頻度の増加

使用することで実現する介護者
への効果 歩行介助時の負担軽減（付き添い介助から見守り介助へ）

使用することで実現する施設へ
の効果 利用者の転倒未遂 / 事故率の低減 / 歩行介助の負担軽減による職員の離職率低減

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋外、屋内、傾斜路面

サイズ
使用時　 W550×L740×H735 ～ 860mm

（ハンドル高さ H725 ～ 850mm で６段階調節可能）
折畳時　W260×L740×H735mm

形状 四輪歩行器（手押し車型）
重量 約 9kg
積載量 最大 5kg
電源・バッテリー リチウムイオンバッテリー（専用充電器付属）
充電時間 約３時間
連続使用時間 連続歩行４時間以上

緊急発報の方法

緊急時アラート音発声：
転倒時
　「転倒しています」
傾斜 10 度以上を感知時
　「急斜面です、注意してください」
バッテリー残量が少ない
　「バッテリー残量が少なくなっています、お早めに充電してください」
前輪が地面から浮いている時
　「前のタイヤが地面から離れました、タイヤを地面に下して歩いて下さい」
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パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

48

製品カタログ https://www.rtworks.co.jp/

取扱説明書 https://www.rtworks.co.jp/

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/channel/UCXp4R-FA-aMveFQGgixiaWw

項 目 内 容

仕様、構造
安全性の認証取得 ・生活支援ロボットの安全性に関する国際規格ＩＳＯ１３４８２認証取得

・バッテリー充電器はＰＳＥ（電気用品安全法）適合
防水・防塵加工 防雨型（ＩＰＸ３規格準拠）
稼働方式 電源ボタンの押下

メンテナンス

準備・片付け バッテリーの充電
保管方法 直射日光や雨、露を受けない風通しの良い場所で保管

ユーザーによるお手入れ
・ハンドル / 車体 / タイヤ等に過度なガタがないことを確認
・手動ブレーキが正常に作動することを確認
・車体の汚れは絞った濡れ布で拭き取る

消耗品の有無 ・タイヤ（前・後）
・バッテリーパック

保証期間 お買い上げ日より１年間
耐用年数 約５年間

コスト
本体・付属品の定価 本体　129,800 円（税込）
ランニングコスト １回の充電にかかる電気代 / 概算　1,14 円

問合せ先

緊急時の問合せ先 ＲＴ．ワークス　サポートセンター　0120-959-537

よくある質問（Ｑ＆Ａ）
Ｑ：おしゃべり機能の音量調整はできますか？
Ａ： 音量はオフも含めて８段階で調節できます。尚、音量オフ設定でも転倒時

等の緊急時音声は必ず発するようになっています。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

ご利用には、DFree 本体と中継機に加
えて、消耗品として、装着補助シート・
テープと超音波用のジェルが必要となり
ます（試用貸出期間中は無償サンプル提
供）。Ｗｉ－Ｆｉの環境がない場合でも別途Ｓ
ＩＭカードを使って、利用できます。

試用期間中のサポート

オンラインによる研修、電話・メール等
による問い合わせ対応及びフォローアップ

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

超音波センサーで膀胱の大きさを捉え、
排尿タイミングをお知らせする世界初の
排泄予測デバイス「DFree（ディー・フ
リー）」です。排尿前後のお知らせを事前
に行うことで、トイレ誘導とおむつ交換
の空振り削減や、利用者の自立排泄と失
禁減少をサポートします。また、夜間の
起き上がりを検知する機能も搭載されて
おり、夜間の転倒予防にも役立ちます。

品番・型番

DFree-U2

トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社

排尿予測デバイス「DFree」

機 器 の 貸 出

機器の写真

49
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問い合わせ先 トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社
〒105-0001　東京都港区虎ノ門一丁目４番５号　文芸ビル５階
TEL ０３-５４５９-１２９５ MAIL care@www-biz.co

所属部署  カスタマーサポート　 担当者名  小林正典

排尿予測デバイス「DFree」
■デバイス仕様
・大きさ：W51 × D36 × H17 （mm）
・重さ：26 ｇ
・防水性：水洗い可能
・通信方法：Bluetooth
・動作時間：約 26 時間（満充電には約４時間必要）
・その他：ケーブルレス、充電式リチウムイオン電池

■アプリ仕様
・スマートデバイス：ｉＯＳ（12.0 以上）
・パソコン：Google Chrome 推奨

販売開始

2021 年６月

販売価格

330,000 円（税込）

50

機器の使用場面

243



排

　
泄

　
支

　
援

製　品

製品情報
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メーカー名 トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社

製品名 排尿予測デバイス「DFree」

型　番 DFree-U2

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 排泄時の介助が必要な高齢者

対象者（介護者） 排泄の介助を行う介護者

禁止事項 禁止事項
充電しながら、ご利用しないでください。
肌に赤みやかぶれが発生した場合、利用を中止してください。
ペースメーカー等、医療機器との併用はしないでください。

使用上の注意

注意事項 汚れが発生した場合、水洗いを行ってください
利用者の半径 10～ 15m程度に中継機を設定してください

安全に利用するための配慮
充電しながらの利用はできないように配慮している
専用の装着シート（メディカルテープ）を準備しており、肌への負担を最小限にす
るよう配慮をしている

倫理面の配慮
・センサーにより収集した超音波による膀胱データは個人を特定しない形で当社の
サーバーにアップロードされる
・データは当社クラウドサーバー（ＡＷＳ）のセキュアな環境にて保管・管理されて
いる

使用方法

使用方法
超音波センサーを下腹部に装着し、膀胱の尿のたまり具合をモニタリング
膀胱の尿のたまり具合を10段階で数値化し、iPad/iPhone/PC 等に表示
尿が一定量たまると、トイレ誘導のタイミングをお知らせする

使用環境 Ｗｉ－Ｆｉ完備（各居室まで）の施設または、ドコモ回線の電波が届く施設
※ドコモ回線を利用する場合、通信料別途

使用場面
トイレ誘導時の空振り減少
トイレでの自立排尿うながし
おむつ・パッド交換の最適化

高齢者に対する安全面の配慮 ・充電中は使用できないように配慮している
・利用者が食べられない大きさになっている

介護者に対する安全面の配慮 ・充電中は使用できないように配慮している

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 自立支援（自立排泄向上、失禁減少）

使用することで実現する介護者
への効果 排泄介助業務の負担軽減

使用することで実現する施設へ
の効果 消耗財（おむつ・パッド等）の減少
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パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。
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製品カタログ https://dfree.biz/professional/

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=wzlb68WQBD8

項 目 内 容

仕様、構造

大きさ W51×D36×H17 (mm)

重さ 26g

電源 内臓リチウムイオン電池

動作時間 約 26 時間（満充電には約４時間必要）

通信方式 Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ® LE 5.0

メンテナンス

準備・片付け 機器を充電して、中継機を通信可能な場所にセット

保管方法 直射日光の当たらない場所

メーカーによるメンテナンス なし（故障等の場合、無償交換）

ユーザーによるお手入れ 有（アルコール消毒・水洗い）

消耗品の有無 有

保証期間 ３年

修理対応期間 ３年

耐用年数 ３年

コスト

本体・付属品の定価 １台 330,000 円（税込）

ランニングコスト 消耗品（ジェル・装着シート）、通信費（Wi-Fi を利用できない場合）

教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 排泄ケア記録（無料）、おむつ・尿とりパッド月額定額プラン

問合せ先

緊急時の問合せ先 03-5459-1295

よくある質問（Ｑ＆Ａ） 以下よりご確認ください。
https://tayori.com/faq/１b４d９ef23e7016eb3994162ac６bc306754e84a１f
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機器の概要

必須環境・推奨環境

貸出に際しては、超音波ジェルや充電
ケーブルなど必要なアイテムをセットで
お貸しいたします（往復送料当社負担）。

試用期間中のサポート

ご不明な点がございましたらリリアム大
塚サポートセンターへご連絡ください。

貸出期間 1週間から（応相談）

貸出可能台数 1台（応相談）

機器の機能

超音波で膀胱内の尿のたまり具合の確認
ができます。音声ガイダンスと音で操作
をナビゲートすることにより、ボタン１
つで操作することが可能です。尿のたま
り具合を目盛りで表示し、トイレ介助の
適切なタイミングの予測を支援します。

品番・型番

USP200

株式会社リリアム大塚

リリアムスポット２

機 器 の 貸 出

機器の写真

53
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社リリアム大塚
〒252-0239　神奈川県相模原市中央区中央１-１-１　ジブラルタ生命相模原ビル
TEL 0120-543-563 MAIL Lilium-inq@otsuka.jp

所属部署  リリアム大塚サポートセンター

リリアムスポット２
サイズ：幅45×奥行40×高さ150mm、重量：160g、材質：
ＡＢＳ樹脂、電源：内蔵充電池（マイクロＵＳＢ充電ケー
ブル付属）、音声ガイダンス用スピーカー、有機ＥＬ表示
ディスプレイ搭載。

販売開始

2021 年７月

販売価格

99,000 円（税込）

54

機器の使用場面
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メーカー名 株式会社リリアム大塚

製品名 リリアムスポット２

型　番 USP200

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 尿意が曖昧な方や尿意を頻繁に訴える方など
対象者（介護者） トイレ誘導による負担を感じている方など

禁止事項 禁止事項 本製品を水洗いしない、火気に近づけない、電子レンジに入れない等

使用上の注意
注意事項

・利用時には、必ず超音波ジェルをつけてお使いください。
・濡れた手で触ったり、お風呂などで使用しないようにご注意ください。
・高温多湿や直射日光のあたる場所での保管は避けてください。

安全に利用するための配慮 製品本体より音声ガイダンスが流れます。その他、取扱説明書をご確認ください。
倫理面の配慮 個人情報保護規定を制定し情報管理を徹底しております。

使用方法

使用方法
・プローブ部にジェルを塗り、ボタンを押すと起動と同時に測定が開始されます。
・ 画面のゲージが一番高くなる位置（尿が多いところ）を探し、音声ガイダンスに沿っ

て本体を傾けると結果が表示されます。
・詳細については、必ず取扱説明書や動画をご参照ください。

使用環境 ベッドや椅子があるスペースでご使用ください。

使用場面
・トイレ誘導のタイミングがうまく合わずに失禁されている方の確認に。
・尿意が曖昧な方に対して尿のたまり具合の確認とトイレ誘導に。
・尿意を頻繁に訴える方に対しての尿のたまり具合の確認に。
・排尿後の尿出し切れているかの確認（医療と介護の切り分け）　など

高齢者に対する安全面の配慮 音声ガイダンスの音量調整機能あり
介護者に対する安全面の配慮 落下防止の為、ストラップホールがあります。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果

排尿回数の減少と 1 回排尿量の増加、尿意の回復によるオムツが取れる可能性が
あります。
排尿回数減少と 1 回排尿量の増加については、学会報告あり（岩田研二ほか、日
本排尿機能学会、2019）。その他超音波支援トイレ誘導については、本邦でも多
くの研究成果が報告され、排尿習慣の再学習として、一定の有効性がガイドライ
ンでも示されています。（ＷＨＯほか）

使用することで実現する介護者
への効果 トイレ誘導回数の低下と心理的負担が軽減する可能性

使用することで実現する施設へ
の効果 おむつ廃棄にかかる費用削減や排尿自立による要介護度が改善する可能性

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ベッド付近や、トイレ付近など
サイズ 幅 45mm×奥行 40mm×高さ 150mm
形状 スティック状
重量 0.16kg
電源・バッテリー 充電式電池（充電用ケーブル付属）定格：DC2.4V/1.7W
充電時間 2 時間
連続使用時間 100 分
使用時の音 あり。音声ガイダンスの音量調整機能（無音＝0, 1,2)
緊急発報の方法 なし
安全性の認証取得 なし
防水・防塵加工 ＩＰＸ１（プローブ部のみ防水対応として滴下する水に対する保護）
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製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

使用方法等の動画 https://www.lilium.otsuka/lilium_spot/movie/

項 目 内 容

仕様、構造

必要な通信環境 不要
必要なシステム・設備 不要
データの記録機能、有無と内
容 なし

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

準備・片付け 充電ケーブル（同梱）によりご使用前に充電ください。使用後はジェルをふき取っ
てください。

保管方法 ほこりの多いところ、高温多湿、直射日光を避け、結露しないように保管
メーカーによるメンテナンス 保証期間中は無償で補修を実施します

ユーザーによるお手入れ 本製品のご使用後は、プローブ部をティッシュペーパーなどできれいに拭き取り常
に清潔に保ってください。

消耗品の有無 超音波ジェル（貸与時に同梱します）
保証期間 1 年間
修理対応期間 保証期間を超えても対応します。
耐用年数 1 年間

コスト
本体・付属品の定価 99,000 円（税込・送料無料）
ランニングコスト 充電にかかる電気代以外には、超音波ジェルの費用がかかります。
教育研修費 不要

オプション 追加できる機能 プログラムアップデートがあった場合、随時機能を更新します。（未定）

問合せ先

緊急時の問合せ先 リリアム大塚サポートセンター　0120-543-563 ( フリーダイヤル )

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Q どの姿勢で使用したらよいですか？
A 仰向け（顔・体を上に向けること）に寝た姿勢でのご使用をお勧めしています。

Q 服や下着の上から使用できますか？
A 服や下着の上からは使用できません。 直接肌にあててご使用ください。
　また、肌に密着させるために、使用の際には「超音波ジェル」が必要になります。

Q 充電はどのようにしたらよいですか？
A 付属の USB ケーブルを使用してＵＳＢ－ＡＣアダプター（必要に応じご用意
ください）
　あるいはパソコンから行うことができます。
　なお、ＵＳＢ－ＡＣアダプターは次の仕様を満たす製品をご使用ください。
　①本体にＰＳＥマークがあること
　②入力が AC100V であること
　③出力が５V １A であること
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機器の概要

必須環境・推奨環境

電源・給排水設備を必要としますが、お
部屋での導入方法等ご提案致します。

試用期間中のサポート

機器・設備の保守・メンテナンス等 ご要
望下さい。

貸出期間 ２～３ヶ月程度

貸出可能台数 ２台

機器の機能

流せるポータくんは電動ポンプ圧送式水
洗トイレです。ボタンを押すだけで汚物
を排水設備に流します。汚物処理の必要
が無いので、①介護負担が軽減②居室の
臭い③利用者の気兼ねによる我慢が無く
なります。流せるポータくんをご利用頂
いた施設さんからは業務改善だけでなく、
転倒転落防止に役立つ等、現場の介護ス
タッフ様の評判も良好です。室内の洗面
設備を利用出来れば最短２時間程度で設
置可能で、直ぐにご利用頂けます。

品番・型番

SPF15-3-SB

株式会社アム
水洗式ポータブルトイレ
｢流せるポータくん｣ ３号洗浄便座付き

機 器 の 貸 出

機器の写真

57
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社アム
〒929-0426　石川県河北郡津幡町竹橋西 179-1
TEL 076-288-8655 MAIL pota@am-co.co.jp

所属部署  福祉事業部　 担当者名  河口泰範

水洗式ポータブルトイレ
｢流せるポータくん｣ ３号洗浄便座付き

□効果・効能
①介護者のバケツ清掃の時間が無くなります。
②居室内の臭いが無くなります。
③利用者の臭いや遠慮からの我慢が無くなります。
④転倒転落等の事故防止に繋がります。
⑤排尿排泄が増えて、積極的に水分摂取するようになります。
□適用
座位が保てる方 又は介助者や補助器具を使って座位を保てる方
□外形寸法
[ 幅 ]58cm[ 奥行 ]71cm[ 高さ ]60cm　[ 座面高さ ] 標準便座 39cm
洗浄便座付き 41cm
重量：25kg
電源：AC100V (50Hz/60Hz)
定格消費電力：310W/306W(50Hz/60Hz)
使用者体重：80kg 以下
□材質
[ 本体 ] ＦＲＰ樹脂、ポリエチレン
[ 手すり ] ステンレス、ウレタンフォーム
[ ホース ] 軟質塩化ビニル
[ 壁ジョイント ] 塩化ビニル、黄銅
※通常の水洗トイレと同じ様に洗剤・掃除ブラシ等で掃除出来ます。

販売開始

2016 年 1 月

販売価格

382,800 円（税込）

TAIS コード

00994-000013

58

機器の使用場面　手押し 機器の使用場面　足踏み
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製品情報

59

メーカー名 株式会社アム

製品名 水洗式ポータブルトイレ ｢流せるポータくん｣ ３号洗浄便座付き 00994-000013

型　番 SPF15-3-SB

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 座位が保てる方 又は介助者や補助器具を使って座位を保てる方。

対象者（介護者） 介護者全員が対象です。
※使用に訓練や研修は必要ありません。

禁止事項 禁止事項 トイレットペーパー・排泄物 以外の物は流せません。

使用上の注意

注意事項 停電時は使用出来ません。

安全に利用するための配慮 使用者体重 80kg 程度にして下さい。

倫理面の配慮 利用者の状態・意向に沿って目隠しパーテーション等を使用して下さい。

使用方法

使用方法 通常、ボタンを押すだけです。
※スイッチは変更出来ます。

使用環境 給排水の設備が必要です。

使用場面 バケツ式のポータブルトイレと同じです。

高齢者に対する安全面の配慮 移乗・機器の利用に介助が必要な場合は介助が必要です。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 自発的な排泄、積極的な水分補給、トイレ回数の増加、ＡＤＬ低下防止

使用することで実現する介護者
への効果 バケツ清掃の時間と手間の削減

使用することで実現する施設へ
の効果 居室の臭いの削減、利用者のＱＯＬ向上、利用者家族の満足

仕様、構造

外形寸法 [ 幅 ]58cm[ 奥行 ]71cm[ 高さ ]60cm

座面高さ 標準便座 39cm 洗浄便座付き 41cm

重量 25kg

電源 AC100V (50Hz/60Hz)

定格消費電力 310W/306W(50Hz/60Hz)

使用者体重 80kg 以下

材質

[ 本体 ] ＦＲＰ樹脂、ポリエチレン

[ 手すり] ステンレス、ウレタンフォーム

[ ホース ] 軟質塩化ビニル

[ 壁ジョイント ] 塩化ビニル、黄銅
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60

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

パンフレット等

製品カタログ http://www.pota-kun.jp

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=7lYVNFiqLK8

項 目 内 容

メンテナンス

準備・片付け 設置時に配管取付けが必要です。以降は特にありません。

保管方法 特にありません。

メーカーによるメンテナンス 定期メンテナンス等はありません。

ユーザーによるお手入れ 通常の水洗トイレと同様に清掃して下さい。

消耗品の有無 特にありません。

保証期間 メーカー保証１年間、保証期間後も部品交換等のご対応をします。

修理対応期間 地域に依ります。

耐用年数 ※特に規定はありませんが、長い方で 10 年程度使用されています。

コスト

本体・付属品の定価 本体希望小売価格 ¥382,800（税込）

ランニングコスト 電気・上下水道を使用します。

教育研修費 必要ありません。

オプション 追加できる機能 標準便座タイプ、暖房便座タイプ、脱臭機能、リモコン付き

問合せ先 緊急時の問合せ先 株式会社アム北陸本社 【TEL】076-288-8655

問合せ先 よくある質問 (Q&A) 詰まりませんか？と質問を頂く事が多いです。
下記のＱＲコード又は web サイトから動画をご覧下さい。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

使用環境は、ベッドや寝具の横に本体を
設置するため、設置スペースと電源の確
保が必要。専用カバーの装脱着や汚物タ
ンクに溜まった排泄物をトイレへ処理す
る事、洗浄水タンクへ給水するなど介助
者が必要となる。

試用期間中のサポート

試用期間中のサポート（取扱い説明など）
は総代理店の株式会社ウィズにて対応致
します。

貸出期間 １週間～１ヶ月以内

貸出可能台数 １台

機器の機能

寝たまま排泄できる洗浄機能付きトイレ。
トイレへの移動が困難な方や便の処理が
困難な方などが、排泄する際に使用。紙
おむつを使用せず、専用カバーとレシー
バーを陰部に装着。排泄物（大小便）を
感知、吸引、洗浄、乾燥までの全ての過
程を自動で処理をし、衛生的で介護され
る側する側双方に優しい自動排泄処理装
置（介護ロボット）。

品番・型番

CURA-100-B03

株式会社キュラコジャパン

自動排泄処理装置　キュラコ

機 器 の 貸 出

機器の写真

排泄処理

61
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 総代理店：株式会社ウィズ
〒564-0042　大阪府吹田市穂波町 19-25
TEL 06-6310-9090 HP http://www.hello-with.com

所属部署  卸部　 担当者名  岡田丈晴

自動排泄処理装置　キュラコ
【本体】サイズ：幅 42cm 高さ 49cm 奥行き 70.8cm　重量：
23kg　汚物タンク容量 6L 洗浄水タンク 5L　洗浄水温度 35℃～
39℃ ( 段階別調整可能 )　電源 AC100V・50/60Hz

【レシーバー】サイズ：幅 8cm 高さ 15.8cm 奥行き 36cm　重量：
2.6kg
本体の液晶画面の下に便、尿、汚物、洗浄水、交換、点検のマー
クがあり、自動モードを実行させると、大小便を感知したキュラ
コは吸引、洗浄（お湯・ノズルが上下に動きしっかりと洗浄・自
動でノズルやカップ内も洗浄）、温風乾燥まで全自動で動作。手
動モードでは、カップの洗浄やおしり、ビデなどを手動で動作す
る場合に使用。本体の内部は、洗浄水タンク、汚物タンク、脱臭フィ
ルターがあり、汚物タンクの悪臭や細菌は内部の脱臭フィルター
とＵＶランプで空気を浄化、消臭される。レシーバーは、尾骨部
分の骨が圧迫しにくいコンパクト設計をしており、肌に密着する
部分はシリコンクッションにより当たりを和らげている。キュラ
コは利用者の性別に合わせて男性用レシーバーと女性用レシー
バーがあり、体型に合わせてアジャスター調整が可能である。専
用の装着カバーにより身体にフィットする。

販売開始

2013 年 4 月

販売価格

795,000 円（税込）

TAIS コード

01834-000003

機器の使用場面

62
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63

メーカー名 株式会社キュラコジャパン

製品名 自動排泄処理装置　キュラコ　01834-000003

型　番 CURA-100-B03

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 基本的には、要介護４又は５の方。

対象者（介護者） 認知面が保たれおり、機器の操作や排泄物を処理するなどができる方

禁止事項 禁止事項 重度な屈曲拘縮や重度な肥満体型又は痩せている方

使用上の注意

注意事項 完全な側臥位は漏れてしまうため注意が必要

安全に利用するための配慮 装着したレシーバーによる発赤や痛みがでないように配慮

倫理面の配慮 プライバシーの確保、ご本人・ご家族の意向の尊重

使用方法

使用方法 専用レシーバーを装着し、操作パネルを自動モードに設定すると完了

使用環境 ベッド上仰臥位

使用場面 排尿排便の時間帯のみ使用など（例えば夜間帯のみ使用）

高齢者に対する安全面の配慮 皮膚トラブル、発赤、痛みなど

介護者に対する安全面の配慮 機器の操作、排泄物の処理など

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 清潔保持、精神的負担軽減

使用することで実現する介護者
への効果 オムツ介助の軽減（介護負担軽減）精神的負担軽減

使用することで実現する施設へ
の効果 オムツ介助の軽減（介護負担軽減）精神的負担軽減

仕様、構造

本体寸法（cm）
幅 42.0cm　
高さ 49.0cm　
奥行き 70.8cm

ホース + レシーバー寸法（cm）
幅 80.0cm　
高さ 15.8cm　
全長 246.8cm

重量（kg） 本体：23.5kg　
ホース・レシーバー 2.6kg

容量（㏄） 洗浄水タンク 4,600㏄　
汚物タンク 5,000㏄　

定格電圧 交流 100V 50/60Hz

消費電力 モーター 590W　
温水システム 1,200W
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

64

製品カタログ http://www.hello-with.com/

取扱説明書 http://www.hello-with.com/

使用方法等の動画 http://www.hello-with.com/publics/index/183/

項 目 内 容

仕様、構造

待機電力 17W

温水温度 35℃～ 39℃

材質 ＡＢＣ、シリコン、綿、ポリエステル他

メンテナンス

準備・片付け
本体にある洗浄水タンクに水を入れる。汚物タンク、脱臭フィルターボックスをセッ
トする。レシーバーにあるホースを本体に挿入し接続する。電源を入れる。レシー
バー装着カバーをセットし、利用者へ装着する

保管方法 直射日光が当たらない場所で保管

メーカーによるメンテナンス エラーメッセージによる対応や脱臭フィルターなどの交換

ユーザーによるお手入れ 汚物タンク内の排泄物の処理と洗浄

消耗品の有無 装着カバーやシリコンクッションなど汚れが目立つ際に交換

保証期間 メーカー保証１年

修理対応期間 随時

耐用年数 使用頻度により異なるため不明

コスト

本体・付属品の定価
本体 715,000 円（税込）
レシーバー 132,000 円（税込）
汚物タンク27,500 円（税込）

ランニングコスト 個別の使用状況により異なるため、記載困難

教育研修費 別途ご相談

オプション 追加できる機能 なし

問合せ先

緊急時の問合せ先 貸出先別地域担当になるため、貸出時に詳細を周知。本社 06-6310-9090

よくある質問（Ｑ＆Ａ） Ｑ：お試しに対する費用負担はありますか？
Ａ：無料です。使用状況をご確認頂いてから、レンタルや購入となります。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

電源を１口（５Ｖ３Ａ）を使用しますので、
ベッド付近に電源（専属延長コード）を
ご用意ください。
管理画面閲覧・設定用のＰＣは必ずご用
意ください。３Ｇ電波の届かないところで
は使用できません。

試用期間中のサポート

オンラインによる設置、設定支援。
各種設定アドバイス。

貸出期間 ２週間前後　
延長可

貸出可能台数 １台～　＊要相談

機器の機能

ライフリズムナビ ®+Dr. は、高齢者施設における「予見する介護」をＩＴでサポートいたしま
す。これまでの見守りサービスでは、異変に気付くことはできるのは事故が起こってからでし
た。本来の「見守り」というのは、事故が起こってから対応することではなく、事故の予兆を
見つけ、危険の芽を早期に摘むこと。その理想を実現するために開発しました。

品番・型番

LRND-3

エコナビスタ株式会社

ライフリズムナビ ®+Dr.

機 器 の 貸 出

機器の写真

65
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 エコナビスタ株式会社
〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町 3-1　KKD ビル 6F
TEL 03-6261-3345 MAIL support@econavista.com

所属部署  ライフリズムナビ　サポート

ライフリズムナビ ®+Dr.
１．ベッドセンサーマット　幅 750 ×奥行 550 ×厚さ
10mm、２．見守りシステム親機（マットセンサーユニッ
ト一体型）　幅 166 ×奥 271 ×高さ 60mm、３．温湿度
センサー幅 82 ×奥 24 ×高さ 12mm、４．開け閉めセン
サー幅 82 ×奥 24 ×高さ 12mm、５．人感センサー（居室、
トイレ）幅 90 ×奥行 50 ×高さ 35mm。電源５Ｖアダプタ。
３Ｇ回線を通じてデータ送信を行うので、ネットワーク配
線工事不要。
クラウドでのデータ管理となりますので、外部接続ができ
るネットワーク接続できる通信環境下でご使用ください。
ＰＣの他、タブレット、スマホ（Android、iOS 共に可）
でも使用できます。

販売開始

2016 年 11 月

販売価格

291,687 円（税込）

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 エコナビスタ株式会社

製品名 ライフリズムナビ ®+Dr.

型　番 LRND-3

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作など
の把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方、看取りの方など

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい方など。

専門職の関与 看護師、機能訓練指導員にも情報共有し、アセスメントに活用ください

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：当社指定の設置場所以外の使用（居室内限定）。
・その他：分解、過電流、改造

使用上の注意

注意事項 ・ベッドマットセンサー他、指定位置からずれると正しく動作しません。
・たこ足配線せず、専属の電源を使用ください。

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認する。
・コードの上に物をのせない。
・ 通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使

用はしない。

誤報の有無
・感度設定がうまくできていない場合
・対象者が使用推奨位置から外れて就寝している場合
・ベッド付近に干渉をする機器がある場合（酸素濃縮装置など）

使用上の注意 ・正しい設置位置で使用する。

使用方法

使用方法
・センサー設置後、管理画面での状態確認
・ログによる生活リズムの把握
・睡眠ログによる睡眠の質の把握
・ 必要に応じてアラート設定（トイレ、長時間トイレ、ドア開け閉め、センサー反応なし、体動、離床）

使用方法（再設定） 管理画面で再設定を行う

使用環境 ・居室内での使用のみ対応。

使用場面
・生活リズムの把握からアセスメントを立案する。
・排泄コントロール、下剤服用タイミングの最適化を図る。
・起き上がりなど早期状態把握が必要な場合。
・居室内での生活状況を把握したい。

習熟期間 ・基本操作１週間　　　・データ蓄積後の分析３か月

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・ギャッジアップ時に配線が引っかからないように注意する
・ベッドの振りまわしの際には電源コードを抜く

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の負担軽減、睡眠の把握、看取り

機器を使用することで実現する
施設への効果 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室内

設置場所 ベッドマットレス等寝具の下（布団対応）
壁面、ドア

設置方法 ベッドマットセンサー（ずれ防止バンド）、天井（ビス止め）、壁面・ドア（両面テープ）

サイズ
１．ベッドセンサーマット　幅 750×奥行 550×厚さ 10mm、２．見守りシステム親機（マッ
トセンサーユニット一体型）　幅 166×奥 271×高さ 60mm、３．温湿度センサー幅 82×奥
24×高さ 12mm、４．開け閉めセンサー幅 82×奥 24×高さ 12mm、５．人感センサー（居
室、トイレ）幅 90×奥行 50×高さ 35mm。

重量 センサーマット＆ユニット約 2kg、他センサー 150g 以下

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） センサーユニット本体のみＡＣ電源
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

使用方法等の動画 https://youtu.be/sgSe34F9RUk

項 目 内 容

仕様、構造

使用時の音 なし

緊急発報の方法 ・パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
・スマホ、タブレットアプリ使用時読み上げ機能使用可

防水・防塵加工 防水加工なし

検知方式（センサー、画像など） 圧力センサー（空気）人感センサー（赤外線による動体感知）

検知範囲 ベッド上
居室内およそ 30m2（遮蔽物などがない場合）

反応速度（タイムラグ） ・３～５秒以内（※通知が届くまでは通信環境による影響あり）

最大見守り人数 上限なし

必要な通信環境 ・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）2.4GHz もしくは有線ＬＡＮ通信
・３Ｇ通信対応

必要なシステム・設備 表示端末ＰＣ＊必須
スタッフステーション表示用モニタ（サブモニタ）

データの記録機能、有無と内
容

・睡眠　　　・体動　　　・中途覚醒　　　・心拍　　　・呼吸　　　・無呼吸回数
・湿度　　　・室温　　　・トイレ入室回数　　　・ドア開閉回数
・疲労回復度、快眠指数、快適環境指数　＊特許取得　　　・各種アラート履歴

他の機器との連携・互換性 ・介護ソフトとの記録連携

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・ 不具合の場合、電話にて対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・適切な処置（必要と

認められれば、本体の交換）を行う。
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ

ユーザーによるお手入れ 特になし

消耗品の有無 特になし

修理対応期間 ご利用開始から５年を目途

耐用年数 最低５年

コスト

本体・付属品の定価 291,687 円（ベッド、温湿度、人感×２、開け閉めのセット）＊税込

設置導入に伴う費用 現地確認の上

ランニングコスト １ベッドセンサー（システム親機）×1,500 円

教育研修費 別途

オプション 追加できる機能 室内カメラ、顔認証システム、呼び出しボタン、体温・血圧・SpO2 計測器、エアコン制御

問合せ先

緊急時の問合せ先 03-6261-3345 ※平日 10:00 ～ 18:00

デモ・貸出 対応

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Ｑ．ベッドセンサーだけで使用できますか？
Ａ．はい。

Ｑ．システム専用のＰＣは必要ですか？
Ａ．いいえ。

Ｑ．android 端末で使用できますか？
Ａ．はい。iOS とどちらでも使用できます。

Ｑ．端坐位の状態は検知できますか？
Ａ．いいえ。ベッドから起き上がりの際の体動を検知します。

Ｑ．アラートの個別設定はできますか？
Ａ．はい。個人ごとに時間帯設定できます。

Ｑ．１施設でどのくらい導入したらいいですか？
Ａ．業務効率化の観点から全室での導入をおすすめしております。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ ノートＰＣ型サーバー設置場所の確保（ス
テーション等）

・ Ｗｉ－Ｆｉ環境（Ｗｉ－Ｆｉ環境が無い場合は、
弊社にて簡易無線Ｗｉ－Ｆｉ環境を構築）

・推奨接続方法：
ノートＰＣ型サーバーとＩＲセンサー間は
有線ＬＡＮ接続
ノートＰＣ型サーバーとモバイル端末は
Ｗｉ－Ｆｉ接続

試用期間中のサポート

弊社が取付 ･ 設置実施後の操作説明会
を実施。土日祝日含め電話やメール等の
フォローの他、遠隔操作サポート（イン
ターネットを介し同じ画面を見て設定調
整や検知設定など）
※緊急時は担当営業へ時間外連絡可能

貸出期間 １０日間前後（要相談）

貸出可能台数 １台

機器の機能

業界初の広角赤外線（ＩＲ）センサーに
よって居室全体の見える化（プライバシー
保護付き）により、居室内全エリアを対
象とした様々な異常検知と駆け付け、無
駄な訪室の減少（必要な時のみ訪室）、生
体異常検知による看取り対応、24 時間
365 日昼夜を問わない動作検知と画像記
録によるエビデンス取得、感染症リスク
対策としての遠隔アクセス機能による接
触回数削減など介護現場での「様々な課
題解決」を実現する。

品番・型番

ＩＲセンサー
型番：VP105J-POE-IR

エイアイビューライフ株式会社

A.I.Viewlife

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 エイアイビューライフ株式会社
〒102-0092　東京都千代田区隼町２番１３号　ＵＳ半蔵門ビル２０１
TEL  03-6261-6327　 FAX  03-6261-6328　 MAIL  support@aiview.life

所属部署  営業・サポート　 担当者名  横沢、山出、高田

A.I.Viewlife
＜システム＞
● 業界初の広角赤外線レーザーを採用し、３次元画像を用いた高度な動

作検知アルゴリズムを搭載
　・対象エリア：ベッドエリア含む居室全体（ベッド、居室、トイレ等）
　・危険予兆動作：起き上がり、端座位、立位、離床、入室、退出
　・ 危険状態：転倒、ベッド転落、うずくまり、横たわり、トイレ異常、

生体異常
● プライバシー保護された画像での閲覧・検知・録画データの通知・記

録保存（常時録画機能あり）
● バイタル（体動・呼吸）情報での閲覧・検知データの通知・記録保存（グ

ラフ表示）
● 感染症対策（訪室することなく要介護者の日常生活動作や危険状態を

遠隔にて把握可能）
● 居室タイプ：多床室、ユニット（個室）、床マットや畳布団への設置可

能
●無拘束・非接触方式
● 他システム連携：ナースコール（アイホン / ケアコム / ナカヨ）、介護

記録ソフト（ほのぼの、ワイズマン、福祉の森、ケアカルテ）
＜必要ＮＷ環境＞
●ＩＲセンサー：ＬＡＮ配線によるＰＯＥ給電＋データ通信
●生体センサー：ＵＳＢケーブルによるＵＳＢ給電＋データ通信
●ＬＡＮ：1000BASE CAT5e 以上
●Ｗｉ－Ｆｉ：2.4/5Ghz 帯

販売開始

2018 年 10 月

販売価格

ＩＲセンサー本体単価
363,000 円（税込）

TAIS コード

01868-000001

機器の使用場面

70
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製　品

製品情報

メーカー名 エイアイビューライフ株式会社

製品名 A.I.Viewlife　01868-000001

型　番 ＩＲセンサー　型番：VP105J-POE-IR

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】・疾患：認知症、急変する疾病、精神疾患（躁うつ病等）の方
　　　　・心身機能：知的低下、生活動作機能の低下、精神ストレスがある方
　　　　・活動：能動的な通知が難しい、歩行が不安定、疾患リスクの高い方

【介護者】 　非拘束・非接触で複数の高齢者を同時に見守りたい、訪室の優先順位を正しく判断したい、
業務（特に夜間）の負担軽減をしたい、自立支援促進と重度化防止をしたい、転倒原因を特
定して予防策につなげたいなど

専門職の関与 ・ＩＣＦ（国際生活機能分類）の専門知識をもつ有識者の関与が望ましい。

禁止事項 禁止事項
・使用できない環境（場所）：浴室内、高温多湿な場所、屋外
・その他：特になし　完全非接触仕様であるため安全性は確保されている
（天井からのＬＡＮ配線＆給電および天井へのセンサー設置）

使用上の注意

注意事項 システムは、自己診断機能と死活監視機能にて常時動作確認が行われており、異常発生時にはユー
ザーへの通知と自動停止をする。

安全に利用するための配慮
・ 見守りの開始／停止は使用者が操作できるため、正しく設定ができているかをサーバーまたはモバ

イル端末にて確認する。見守りが開始されていなければ正しい通知（危険予兆動作、危険動作等）
はされない。

誤報の有無

下記の条件下では誤検知が発生します。
・見守り設定が正しくされていない　例：検知項目、ベッド、出入口、トイレ位置情報
・直射日光による影響　赤外線レーザーを使用しているため、太陽光の影響を受ける。

※カーテン等により対策は可能
・ネットワーク環境による影響　無線Ｗｉ－Ｆｉの電波が受信できない環境

使用上の注意 ・天井に設置したセンサー前に遮蔽物を置かない
・サーバーＰＣの電源をオフにしない、電源が抜けないようにする

倫理的の配慮 ・システム使用前に、ご本人・ご家族への説明を行い使用許諾を得る
・個人情報を含まないプライバシー保護された画像とする

使用方法

使用方法

・見守り開始ボタンを押す
前提条件として見守り設定（検知項目、ベッド位置、出入口、トイレ等）が完了していること

・ 検知項目に合致した動作時、検知履歴情報としてサーバー経由にてモバイル端末にアラート通知さ
れる

・ 通知後は、対象居室のリアルタイム画像にて様子を確認でき、必要であれば検知時の前後画像を確
認・保存することもできる

使用方法（再設定）
・ 居室のレイアウトが変わった場合は、見守り設定（ベッド位置のみ）をモバイル端末から変更し、見

守りを開始する
・ 居室を変更する場合は、見守り設定（検知項目、センサー位置設定、ベッド位置、入退室、トイレ等）

をモバイル端末から行い、見守りを開始する

使用環境
・室内温度：50 度未満 ・センサーレンズを覆い隠さない事
・居室全体が見える位置への設置 ・ベッドでも敷布団でもを利用可
・トイレ異常検知は、ポータブルトイレでも可 ・Ｗｉ－Ｆｉ環境（2.4G or 5G）

使用場面

・24 時間 365 日昼夜を問わず居室の様子や検知を確認する場合
・転倒リスクの高い方の転倒要因を常時録画から分析する場合
・安眠状態や安静状態を確認する場合
・認知症者の退室や不審者の入室を把握したい場合
・トイレに入ったタイミングを知りたい場合
・日常生活動作を把握したい場合
・突発的な生体異常（看取り）を検知したい場合

習熟期間 ・モバイル端末の操作に慣れるまでの期間

高齢者に対する安全面の配慮
・ 非接触型で天井設置を推奨しており、天井からのＬＡＮ配線（ＰＯＥ給電）によるＡＣ電源等への接触

事故を回避、天井等高い位置に設置されているためコード類に触れることも無い。また落下対策とし
て、専用取付け金具は耐荷重 1.4kg の金具を使用。

介護者に対する安全面の配慮
・ 非接触型で天井設置を推奨しており、天井からのＬＡＮ配線（ＰＯＥ給電）によるＡＣ電源等への接触

事故を回避できる。センサー自体も天井等高い位置に設置されているためコード類に触れることも無
く、ベッド昇降によるコード等の切断故障も回避できる。また、センサーの異常時には自己診断およ
び死活監視機能にて通知および自動停止する。

効果

機器を使用することで実現する高齢者
への効果

・ ＡＤＬの把握、転倒事故防止、自立度向上、重度化防止、ストレス低減、感染症防止、夜間安眠によ
る日中活動量の増加

機器を使用することで実現する介護者
への効果 ・夜勤業務負担軽減、訪室回数の低減、ストレス低減、訴訟リスク回避、感染症防止

機器を使用することで実現する施設へ
の効果

・ 介護職員離職回避、介護職員募集時のＰＲ、訴訟リスクの回避、介護職員を守るエビデンス、人件
費削減（介護保険制度改定時）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・介護施設内・病院内の居室 ( 個室・多床室 )、Ｗｉ－Ｆｉ通信が届くエリア
設置場所 ・ 居室の天井や壁　※設置面が十分な重量（450g）を保持できる強度を有していること
設置方法 ・専用取付金具使用（石膏ボード用釘利用）※耐荷重 1.4kg
サイズ ・122×92×56mm
形状 ・BOX 型
重量（バッテリー含む） ・450g
電源・バッテリー（本体、端末、センサー
等）

・距離センサー：ＰｏＥ－ＨＵＢからのＬＡＮケーブル給電
・生体センサー：距離センサからのＵＳＢケーブル給電

使用時の音 ・無音

緊急発報の方法 ・ モバイル端末（Android/iPhone）へポップアップ通知＋アラート音、モニタＰＣのブラウザ画面へ
の通知表示

安全性の認証取得 ・ＥＭＳ準拠
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製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品情報

パンフレット等

製品カタログ https://aiview.life/document/

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?time_continue=3&v
=Y6W7CiUpUdA&feature=emb_logo

項 目 内 容

仕様、構造

防水・防塵加工 ・なし

検知方式（センサー、画像など） ・距離センサー：広角赤外線（ＩＲ）レーザー方式（ＴＯＦ：Time Of Flight）
・生体センサー：24GHz マイクロ波ドップラー方式

検知範囲 ・距離センサー：距離：6m 未満、画角：水平：90°、垂直：70°
・生体センサー：距離：3m 未満、電波：水平：28°、垂直：70°

反応速度（タイムラグ） ・検知判定時間：２～４秒以内　※２秒は確定待ち時間を含む
・通知時間：１～５秒以内　※Ｗｉ－Ｆｉ環境により変動する

最大見守り人数 ・１システム最大 200 床（１ベッド１センサー）　　　・１ベッド／台

必要な通信環境 ・各居室へのＬＡＮケーブル配線（ＰＯＥ給電）、施設内のＷｉ－Ｆｉ環境整備
※ナースコールとの連動も可能（ＰＨＳ方式／Ｗｉ－Ｆｉ方式）

必要なシステム・設備 ・専用サーバー（LinuxOS）　　　・専用ソフトウェア　　　・タブレット端末（Android/iPhone）
・ＮＷ機器（ＰＯＥ－ＨＵＢ、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント、ＬＡＮケーブル（cat5e 以上）

データの記録機能、有無と内容

・ 検知日時・検知項目・検知状態・ルーム名・センサー名、検知履歴一覧の表示、検知履歴動画作成・
エクスポート可能、常時録画データを用いた分析も可能

・随時記録する情報：位置情報（ベッド、居室、トイレ、不在当）
・バイタル情報：５秒毎の呼吸レベル・体動レベル
・ 要介護者の状態及び居室の状況を１日 24 時間分、居室単位でグラフ化して表示。日付を指定して

過去の記録も表示可能。
・検知した場合、検知の前後数十秒間の画面を表示（最大２分間）
・呼吸・体動の履歴データを１ヵ月分記録可能。
・検知履歴データの保存期間は約３ヶ月、常時録画の保存期間は２週間
・ＣＳＶファイルの履歴データとＡＶＩの動画ファイルのエクスポート機能有

他の機器との連携・互換性 ・ナースコールと連動可能　　　・介護記録ソフトとの連携可能
・他の見守りセンサーとの連動可

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス

・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・ 機器本体やソフトウェアのバーションアップが必要と判断した場合や現地作業でないと分からない不

具合解消時にオンサイト
・不具合の場合、リモートにて対応。必要に応じてオンサイト対応

※ハード問題の場合は、代替機（クローン）送付にて即システム稼動
・定期バージョンアップは、リモートアクセスにて実施

ユーザーによるお手入れ ・モバイル端末の充電のみ
消耗品の有無 ・なし
保証期間 ・納品後当初保証期間（１年間）。有償にて４年間延長保証有り。

修理対応期間 ・センサー、サーバー：最大５年間（以降は最新機種への有料交換）
・モバイル端末本体は製造メーカーによる保証内容及び期間に準じる

耐用年数 ・センサー、サーバ：最大５年間

コスト

本体・付属品の定価（税込） ・ 推奨定価：赤外線センサー：36 万３千円、生体センサー：11 万円、サーバー：55 万円、専用ソフトウェ
ア：55 万円、モバイル端末（５万５千円～）※ＮＷ機器と工事は別途算出が必要

設置導入に伴う費用（税込）
・短期貸出時は無料。

購入時：ＩＲセンサー取付作業費 3,850 円 / 台、生体センサー取付作業費 3,850 円 / 台、24,750
円 / 台、サーバーキッティング費 77,000 円。その他：設定調整費用、オプション連動ソフトウェア
など御見積時に算出

ランニングコスト ・なし
教育研修費 ・なし

オプション 追加できる機能
・介護記録ソフト連携（ほのぼの / ワイズマン / ケアカルテ / 福祉の森）
・ナースコール連携（アイホン社 / ケアコム社 / ナカヨ社）

※ソフト環境や機器型番については事前確認必要

問合せ先

緊急時の問合せ先 ・ エイアイビューライフ株式会社　
TEL：03-6261-6327 ／ FAX：03-6261-6328　e-mail：support@aiview.life

デモ・貸出 ・あり 

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

＜貸出時の質問＞
Ｑ１：使い方や設定が難しいですか？
Ａ１： 弊社が初期設定まで行いますので使い方は、簡単マニュアルを見るだけで視覚的な操作にて

行えます。
Ｑ２：移動しやすいですか？
Ａ２： モニター期間中に居室を変更することは想定しておりません。但し、ベッドを移動すること

は可能です。
Ｑ３：通知が届かない、検知が届かないのですがどうしたら良いですか？
Ａ３： まず、モバイル端末のＷｉ－Ｆｉ接続の有無を確認して下さい。またモニタＰＣ画面のルー

ム一覧画面にて、対象居室が接続されていることを確認して下さい。それでも検知が届かな
い場合はリモートアクセスにて弊社にて対応します。

Ｑ４：記録した動画を取り出したいのですが？
Ａ４： モニタＰＣ画面にて対象居室の検知履歴一覧画面からエクスポートボタンを押下するとデス

クトップ上に保存されます。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

ナースコール、着床センサー、ドアセン
サー、カメラ、インカム等のご試用する
機能をお部屋毎にお知らせください。
携帯電波が入る環境であれば、すぐに利
用可能で配線作業などの工事は不要なた
め、施設スタッフによる設置が可能です。
すでにＷｉ－Ｆｉ環境があるようでした
ら、その環境を利用することもできます
のでご相談ください。

試用期間中のサポート

適時サポート致します。

貸出期間 １～２ヶ月程度

貸出可能台数 ３部屋相当

機器の機能

ＷｉーＦｉ不要、工事不要で初期コスト
を抑え簡単に導入ができるナースコール
＆見守りシステムで、ナースコール・見
守りセンサー・見守りカメラ・インカム
機能を持つ無線システムです。無線・電
源レスでコールボタン、センサーは自由
に設置でき、着床センサーには煩わしい
ケーブルがありません。お部屋毎に必要
なものを必要な台数選んで無駄を省き、
レンタル利用により初期コスト最小にし
ます。

株式会社フジクラエンジニアリング

どこでもナースコール・見守りセンサー

機 器 の 貸 出

機器の写真

73
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社フジクラエンジニアリング
〒135-0042　東京都江東区木場 1-5-1 フジクラ R&D 棟 5F
TEL 03-5606-8122 MAIL fen.info@jp.fujikura.com

所属部署 通信エンジニアリング部システム技術部 担当者名  竹沢真一

どこでもナースコール・見守りセンサー

・クラウドシステム
・Android スマートフォン ( スタッフ端末 )
・コールボタン：Bluetooth 対応
・見守りセンサー（着床 / ドア / 人感）：Bluetooth 対応
・ネットワークカメラ：Ｗｉ－Ｆｉ対応

販売開始

2020 年４月

販売価格

月額レンタル
2,750 円（税込）～

（構成による）

74

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社フジクラエンジニアリング

製品名 どこでもナースコール・見守りセンサー

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・転倒リスクのある方、徘徊予防の必要な方
【介護者】・複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい
 ・業務の負担軽減をしたい
 ・費用面で設備更新や導入に悩まれている方

専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項 ・高温・多湿になる場所への設置はできません。
・屋外には設置できません。

使用上の注意

注意事項 ・高温・多湿になる場所への設置はできません。
・屋外には設置できません。

安全に利用するための配慮 ・着床センサーは、マット本体がすべる場合は、テープで固定して下さい。
誤報の有無 電波環境による

使用上の注意 受信端末とコールボタン及び各種センサー、カメラは、適切な距離以内でご利用
下さい。位置変更する場合は、かならず動作確認をして下さい。

倫理的の配慮 ・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得て下さい。
　（システム側で動画保存はしていません）

使用方法

使用方法 スマートフォンでの操作のため、特に難しいことはありません。
機器の設置も簡単です。

使用方法（再設定） 設置居室が変わった時は、呼出名称の変更が必要なため、担当者へお知らせ下さ
い。

使用環境 ・温度０℃～ 50℃
・湿度 80% 以下（結露しないこと）

使用場面 ・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合

習熟期間 即日（シンプルな機能で、操作は簡単）
高齢者に対する安全面の配慮 ・機器の電源コンセントは、高齢者が誤って外すことがない場所に接続して下さい。
介護者に対する安全面の配慮 コールボタンは、壊れていないかなどの動作確認を年に１回行って下さい。

効果

機器を使用することで
実現する高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減

機器を使用することで
実現する介護者への効果 負担軽減、介護者同士のコミュニケーション向上 ( インカム利用時 )

機器を使用することで
実現する施設への効果 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内居室 ( 個室・多床室 )、
携帯電波が届くエリア、既設Ｗｉ－Ｆｉ通信が届く場所

設置場所
・着床センサー：ベットの足元
・ドアセンサー：扉
・人感センサー：天井
・受信装置、カメラ：電源が確保できる場所

設置方法
受信端末とコールボタン及び各種センサー、カメラは距離 10m 以内で見通しが利
く範囲に設置して下さい。
設置は、適切な位置に両面テープやマジックテープ固定します。

サイズ
H100xW65xD14mm( 受信端末 )、H500xW500xD８mm( 着床センサー )、
H500xW1000xD８mm( 着床センサー大 )、H58xW49xD９mm( 開閉センサー・
人感センサー )、H120xW80xD80mm( カメラ )

形状 写真参照

重量（バッテリー含む） 96g( 受信端末 )、1.0kg( 着床センサー )、2.0kg( 着床ｾﾝｻｰ大 )、21g( 開閉センサー・
人感センサー )、120g( カメラ )
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.fen.fujikura.jp/products/pro03/2059784_9774.html

使用方法等の動画 https://youtu.be/S5eHyRRvjEQ?t=254

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

受信端末：ＡＣ 100V電源
各センサー：電池内蔵
カメラ：ＡＣ 100V電源

使用時の音 ・スマホの音設定による
・コールボタン押下時のみＧＷ端末 (受信 )よりピンポン音あり

緊急発報の方法 スマホに通知
安全性の認証取得 ・ＰＳＥ、ＥＭＳ準拠

防水・防塵加工 防水加工 : 無
防塵加工 : 無

検知方式（センサー、画像など）
・ドアセンサー：マグネット
・着床センサー：圧力
・人感センサー：赤外線

検知範囲 ・人感センサー：距離３m、範囲２m
反応速度（タイムラグ） 即時通知
最大見守り人数 上限なし
必要な通信環境 なし
必要なシステム・設備 なし
データの記録機能、有無と内
容 センサー検知日時とスタッフ応対日時の記録（要望に応じてデータ提供）

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・クラウドサーバーの定期メンテナンス
・不具合時の電話対応
・センサー電池残量低下のアナウンスと交換品発送
・機器故障時に交換品の発送

ユーザーによるお手入れ ・スマートホン端末の充電
・センサー電池消耗および機器故障時に本体撤去と返送および交換品の設置

消耗品の有無
・スマートホンのバッテリー（無償交換）
・ＧＷ端末のバッテリー（無償交換）
・各センサーに内蔵された電池（無償交換）

保証期間 永久保証 (スマホについては、無償交換は１回のみ )
修理対応期間 交換品を提供
耐用年数 ３～５年

コスト

本体・付属品の定価 なし（レンタル提供）
設置導入に伴う費用 初回設置費無料ですが遠方の場合は、経費を頂く場合があります。
ランニングコスト レンタル費用に含まれます。
教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 受信端末のインターネット接続環境は、Ｗｉ－Ｆｉ環境として提供可能

問合せ先

緊急時の問合せ先 貸出担当者
デモ・貸出 fen.info@jp.fujikura.com

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Q1. 既設ナースコールとの連動はできますか。
A1. できません。
Q2. 他社の見守りセンサー用のＷｉ－Ｆｉ環境として使用できますか。
A2. できます。
Q3. スマホは共用できますか。
A3. 可能です。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ ベッドサイドの電源コンセントを 1 口使
用します。

・4G 通信が可能なこと。

試用期間中のサポート

・スタッフ様向け説明会を複数回実施
・メール、電話、リモートによるサポート

貸出期間 1ヶ月

貸出可能台数 5 台を 3 セット

機器の機能

居室に設置した複数のセンサーにより「睡
眠状態」や「心拍」「呼吸」「トイレ回数」
などを検知することで利用者の状態や行
動を可視化し 24 時間見守ります。
異常を検知した場合、リアルタイムにス
タッフ様に通知し重大事故 ( 転倒 ) を防止
すると共に、利用者に合わせた異常検知
の設定が可能なため、作業 ( 介助 ) の効率
化を図ることが可能です。

株式会社 Z-Works

ライブコネクト

機 器 の 貸 出

機器の写真

77
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社Z-Works
東京都新宿区下落合 4-21-19　目白 LK ビル 7F
TEL 03-5988-7403 MAIL uchino@z-works.co.jp

所属部署  事業企画本部　 担当者名  内野智彰

ライブコネクト
主な機能・特徴
・Ｗｉー F ｉが不要なため工事不要で簡単に導入可能です。
・ 「睡眠状態」や「心拍」「呼吸」「トイレ回数」など利用者

の状態を可視化出来ます。
・ 夜間もライブコネクトで見守ることで、巡視回数の削減

と接触機会の削減が可能です。
・ 「見守りシステムが沢山ありすぎて選べない」「効果が出

るか不安」「使いこなせるか不安」などの不安を解決！ト
ライアルプログラムをご用意していますので導入前にお
試しいただけます。

・各種補助金やリースにも対応しております。
※ 独自のナースコールシステムやスタッフ間通話機能も介

護記録ソフト連動も今夏リリース予定！

販売開始

2018 年 9 月

販売価格

146,000 円（税込）

機器の使用場面

78
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社 Z-Works

製品名 ライブコネクト

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】
・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必

要とする方、徘徊予防の必要な方、看取りの方など
【介護者】
・複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい

専門職の関与 必要ありません。

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室や 4G の電波が届かない場所
・分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ちに使用を

中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてください。

安全に利用するための配慮 ・電源ケーブルやセンサーケーブルの挟み込みが無いか確認する。
・浴室などの水場では使用しない。

誤報の有無
・感度設定がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・4G 回線や Z-WAVE の電波強度や居室環境による場合

使用上の注意
・スプリング式のベッドでは使用できない
・4G 回線エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場所にて利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）
・センサを遮るような物の配置をしない

倫理的の配慮
・ 利用者（特に女性）のプライバシーに配慮し、画像は撮らない、残さない仕様を基本として

います。
・カメラ連動は今後オプションで提供予定です。

使用方法

使用方法 ・モニターに表示した居室の状態を確認し訪室。
・アラートの種類：離床、トイレ反応、ドア開閉、温度異常、心停止など

使用方法（再設定）
・ベッドサイドのコンセントに電源を接続
・ベッドフレームにバイタルセンサーと離床センサーを設置
　トイレやドアにセンサーを設置
・設置後 24 時間後、以後１週間ごとにセンサーの閾値を自動調整

使用環境

・気温 0℃～ 40℃
・結露しないこと
・センサーを覆い隠さない事
・ベッドを利用
・4G 回線

使用場面

・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・離床など早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・通常の見守りケアから看取りケア

習熟期間 ・うまく使いこなすようになるまで約 2 週間～ 2 か月程度

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブルをベッドフレームに固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・ベッドを移動する場合は電源を抜く
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の負担軽減、睡眠の把握、看取り

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（PR 等）、エビデンスデー
タ（訴訟リスクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室（個室・多床室）、4G 回線が届くエリア、ベッドのヘッドボード

設置場所
・ヘッドボードに通信機器を吊り下げ
・バイタルセンサー、離床センサーをベッドフレームに設置
・トイレ内とドアに各種センサー設置
・スタッフ待機場所にモニターを設置
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=t5eIZGCT9SQ

項 目 内 容

仕様、構造

設置方法
・ヘッドボードに通信機器を吊り下げ
・バイタルセンサーはベッドフレームに固定
・離床センサー、トイレセンサー、ドアセンサーは両面テープにて固定

サイズ
通信機器は W300mm×D300 程度
バイタルセンサーは W800mm×D20mm 程度
離床センサー、トイレセンサーは W30mm×D30mm 程度
ドアセンサーは W50mm×D10mm 程度

重量（バッテリー含む） 2kg 程度

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

通信機器は電源ケーブル
離床センサー、トイレセンサー、ドアセンサーは電池駆動

使用時の音 異常県知事にアラート音を発報

緊急発報の方法 ・パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
・ランプ赤色点滅、及び警告音

安全性の認証取得 ＰＳＥ、技適、ＫＩＳ

防水・防塵加工 なし

検知方式（センサー、画像など）・センサーで検知（振動センサー、赤外線）

検知範囲 バイタルセンサー：ベッド付近
離床センサー、トイレセンサー 5m 程度

反応速度（タイムラグ） 1 秒～ 5 秒程度

最大見守り人数 1 モニタの最大表示数は 122 床となります。

必要な通信環境 Ｗｉー F ｉなどのネットワーク環境は不要
4G 回線提供エリアであることが必要

必要なシステム・設備 ・表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）

データの記録機能、有無と内
容

・ 夜間の在床時間、睡眠時間、覚醒回数、離床回数、トイレ回数を 1ヶ月程度さかのぼって閲
覧可能

他の機器との連携・互換性 ・介護記録ソフトとの連携可能　
・カメラは 8 月連動予定

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス

・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・ 機器本体やソフトウェアのバーションアップが必要と判断した場合や現地作業でないと分から

ない不具合解消時に訪問
・ 不具合の場合、電話にて対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・適切な処置（必要と

認められれば、本体の交換）を行う
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ

ユーザーによるお手入れ ・タブレット端末の充電
・センサーの電池交換

消耗品の有無 電池

保証期間 1 年

耐用年数 約５年

コスト

本体・付属品の定価 50,000 円～ 146,000 円（税込）

設置導入に伴う費用 100,000 円～ 400,000 円（税込）

ランニングコスト 3,000 円～ 4,000 円（税込）

教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 8 月以降「カメラ機能」「通話機能」

問合せ先

緊急時の問合せ先 03-5988-7403

デモ・貸出 あり

よくある質問（Ｑ＆Ａ）
Q. Ｗｉー F ｉ環境は必要ですか？　
A. 必要ありません。4G 回線を使用しますので、ネットワーク工事が不要です。
Q. 本当に効果があるか？使いこなせるか不安です。
A.2 か月間のトライアルプラン（有償）をご用意しています。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

本体通信にはモバイルルータ付機器の貸
出を行います。
データ確認用のＰＣ・タブレット・スマー
トフォンのいずれか（インターネットにつ
ながるもの）をご準備ください。

試用期間中のサポート

試用期間開始時の職員への勉強会や、
期間中の不明点への回答、使用期間後
のフィードバックまで一貫して対応いたし
ます。

貸出期間 １～２週間　
＊要相談

貸出可能台数 ５台

機器の機能

ベッドのマットレスの下に敷いて使用す
るシート型非接触見守りセンサーです。
寝ている利用者のバイタル情報（心拍相
当数・呼吸相当数）や睡眠の質（深い／
浅い、睡眠時間・熟睡度）を数値化します。
従来の製品と異なり、利用者がしっかり
眠れているかどうかを確認できるため、
夜間の巡視効率化やケアの質向上、ケア
プラン改善にも活用可能です。また、デー
タはクラウド上に蓄積されるため、遠隔
での情報共有が可能です。

品番・型番

1803CI

凸版印刷株式会社
SensingWave®
介護・睡眠見守りシステム

機 器 の 貸 出

機器の写真

81
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 凸版印刷株式会社
〒110-8560　東京都台東区台東 1-5-1
TEL 03-3835-6462 MAIL sensingwave@toppan.co.jp

所属部署  環境デザイン事業部　まちづくり本部　 担当者名  吉永

SensingWave®
介護・睡眠見守りシステム

シート部分をマットレス下に敷き（利用者の胸の下あたり）、電源
を入れるだけで設置完了です。マットレスは、厚さ 20cm まで対
応可能です（一部エアマットも可）。基本的にはＷｉ－Ｆｉへ接続
しますが、環境が無い施設はモバイルルーターの提供も行ってい
ます（オプション）。計測したデータはクラウドサーバーに蓄積さ
れ、パソコンやスマートフォンのウェブブラウザで閲覧します。
専用端末や専用ソフトのダウンロードは必要なく、インターネッ
トに繋がっている端末であればお使いいただけます。データの閲
覧は、購入時に発行するＵＲＬと、ＩＤ・パスワードで可能です。

「一覧画面」「詳細画面」「レポート」が閲覧できます。管理画面では、
「設置機器の場所」「利用者情報」「アラート通知」の設定ができます。
機器の利用者や設置場所を変更する場合は、管理画面から簡単に
設定が可能です。「アラート通知」は、施設の担当者が、利用者の
状態によって通知するイベント（「覚醒」「離床」等）と通知する
時間帯、タイミングを設定することができます。機器の使用方法や、
管理画面の操作方法に関してマニュアルを用意しております。

販売開始

2018 年 4 月

販売価格

187,000 円（税込）

機器の使用場面

82
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製　品

製品情報

メーカー名 凸版印刷株式会社

製品名 SensingWave® 介護・睡眠見守りシステム

型　番 1803CI

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・転倒リスクのある方、看取りの方など
【介護者】・夜間の巡視効率化やケアの質向上、プラン改善を希望している方
　　　　・業務負荷軽減を希望している方

禁止事項 禁止事項 お客様による修理・分解・改造

使用上の注意

注意事項 火気・水などの液体に注意すること
タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えないこと

安全に利用するための配慮 指定する設置条件や設置方法以外での使用は避けること

使用上の注意
リクライニング時に、折れ曲がる部分には設置しないこと
振動がある環境で使用しないこと（検出が正しく行われない可能性有）
正しい設置位置（ベッド上部から 50cm の位置 ）で使用すること

使用方法

使用方法 コンセントにＡＣアダプターをさして使用

使用環境
・２人以上で使用しないこと
・振動が生じる環境で使用しないこと
・気温：０～ 40℃

湿度：10 ～ 90％ RH　

使用場面
・転倒・転落や徘徊のリスクを軽減したい場合
・離れた場所にいる利用者の状況把握
・夜勤時の訪室頻度削減等業務負荷や効率化を進めたい場合
・ケアの質向上を図りたい場合

仕様、構造

設置場所 ベッドのマットレス等の寝具の下

設置方法 センサー本体のイラストが記載されている面を上にして、
ベッドのマットレスの下に敷いて使用

サイズ センサーマット部 225mm × 750mm
制御通信 ＢＯＸ 部 111 × 74 × 30mm（突起部含まず）

形状 シート型センサー

重量（バッテリー含む） 750g

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） コンセントが１口必要
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://forest.toppan.co.jp/products/sensingwave.html

項 目 内 容

仕様、構造

検知方式（センサー、画像など） 振動センサー

最大見守り人数 １台につき１名

必要な通信環境 Ｗｉ－Ｆｉ環境（ない場合はモバイルルータが必要）

必要なシステム・設備 インターネットにつながるＰＣ・タブレット・スマートフォン

データの記録機能、有無と内
容 有（保存期間は基本１ヶ月）

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 不具合・故障時対応

保証期間 １年

修理対応期間 １年間は取り扱い起因でない場合、無償対応。それ以降は費用発生（内容によっ
て金額は異なる）。

耐用年数 約５年

コスト

本体・付属品の定価 本体：187,000円（税込）　オプション：42,240円（税込）（共に初年度ランニング費込）

設置導入に伴う費用 基本的には無。※設置環境の状況による。

ランニングコスト 本体：10,560 円（税込）　　オプション：9,240 円（税込）（共に年額）

オプション 追加できる機能 モバイルルータ（利用先でＷｉ－Ｆｉが整っていない場合必要）

問合せ先 緊急時の問合せ先 凸版印刷株式会社（TEL：03-3835-6462）
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機器の概要

必須環境・推奨環境

貸出機は仮設用のポール設置となります
< 仮設条件 >
天井高さ 2,200 ～ 2,600mm ポールの
固定できない構造体は不可。
ＡＣ１００Ｖコンセント
Ｗｉ－Ｆｉ通信環境
ネットワーク環境についてはご相談くだ
さい。

試用期間中のサポート

コールセンターによる電話サポート
営業日時：月曜～土曜日 9 時 -16 時
弊社または販売パートナーが取付・設置
および取扱説明も可能です。
※ エリアにより費用が発生する場合がご

ざいます。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

居室内に取り付けたセンサーにより、危
険につながる動作を正確に見つけて通知
します。万が一の事故があっても、画像
をすぐに確認して、状況を把握できるか
ら安心。無駄な訪室が激減します。再発
防止にも使えます。介護施設で使われる
様々なシステムと連携・集約することで
スタッフの利便性を向上し、作業を効率
化できます。

品番・型番

CIS-CSS3-L1/
3-L2/4-L1/4-L2

ノーリツプレシジョン株式会社
見守りシステム 
Neos+Care（ネオスケア）

機 器 の 貸 出

機器の写真

85
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 ノーリツプレシジョン株式会社
〒640-8550　和歌山県和歌山市梅原 579-1
TEL 073-456-3966 MAIL robotcare.nkw@noritsu.com

所属部署  事業推進部 新規事業課　 担当者名  巽敦司

見守りシステム 
Neos+Care（ネオスケア）

施設の規模・通信環境に合わせて４種類の中から選択頂く
ことが可能です。
①オンプレサーバー・センサー有線型
②オンプレサーバー・センサーＷｉ－ＦＩ型
③サーバレス・センサー有線型
④サーバレス・センサー無線型
電源： 有線ＬＡＮ接続時 15.4W 以下（ＰｏＥにて給電）

無線ＬＡＮ接続時 ＡＣ１００Ｖ
検知方法：赤外線距離センサーを使った非接触方式
取り付け方法： 居室内のベッドが見わたせる壁に専用ア

タッチメントで取り付け。予備アタッチメ
ントを取り付けている居室には、センサー
を簡単に移設可能。

使用対象ベッドサイズ： 横幅 90 ～ 100cm 縦幅 210cm
以下 高さ 30cm ～ 50cm

使用時温度環境： 室内（周囲温度）５～ 40℃ / 室内
（周囲湿度）10 ～ 80％結露なきこと

販売開始

2015 年 10 月

販売価格

タイプ別に価格が異なるため、
ご相談ください

TAIS コード

01949-000001

機器の使用場面

86
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製　品

製品情報

メーカー名 ノーリツプレシジョン株式会社

製品名 見守りシステム Neos+Care（ネオスケア）　01949-000001

型　番 CIS-CSS3-L1/3-L2/4-L1/4-L2

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要と
する方

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、介護現場における人員体制の効率化と、利用者の
ケアの質の向上、職員の負担軽減はかりたい方

専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：直射日光のあたる場所、Ｗｉ－Ｆｉ電波強度が弱い場所
・電気設備の法定点検時や落雷が予測される場合は、コンセント、ＬＡＮケーブルを抜いてください。

使用上の注意

注意事項
本製品は、見守りを必要とされている方の危険予兆動作を検知するための支援機器であり、危険予兆動作を
完全に検知し、危険防止できることを保証するものではありません。なお、当社は、本製品に起因する被介護
者または介護者の損害について責任を負いません。

安全に利用するための配慮

・ 使用中に本製品から煙や異音、異臭が発生したり、本製品が異常に熱くなった場合は、速やかに使用を
中止してください。

・ 当社が指定していない機器の接続および、ソフトウェアの使用が原因で本製品に発生した故障については、
当社は一切責任を負いません。ＯＳ（Operating System）の各種設定、ハードディスク内のデータ構造
および、データの変更が原因でパソコンに発生した故障についても、当社は一切責任を負いません（マニュ
アルに記載している内容以外は、変更しないでください）。

・ タコ足配線をしないでください。火災や感電の原因になります。
・ センサーユニットのレンズ部分を直接手で触ったり、汚さないでください。汚れると正しく検知できな

くなります。汚れた場合は、乾いた布（クリーニングクロスなど）で清掃してください。
・ 本製品には、フォールトトレランス機能 （不具合に対して自動的に対応できる機能または性能） はありま

せん。本製品は、本製品に不具合が発生し、または本製品が機能しなかった場合に死亡、重大な人身損害、
または重大な物理的損害もしくは環境の破壊につながることが合理的に考えられるようなエンベデッド
システムでの使用（以下「リスクの高い状況での使用」といいます）を前提として設計されたものではなく、
かかる使用を意図したものではありません。弊社は、リスクの高い状況での使用を目的として、本製品
を使用、頒布、または本製品の使用を再許諾するライセンスを許諾されるものではありません。リスク
の高い状況での使用は、いかなる場合も禁止します。

・ 外光が入る場合は、カーテンを使用してください。強い光があたると検知ができない場合があります。
・ センサーユニットは赤外線カメラを使用しています。他の赤外線機器を同じ部屋で使用しないでください。

正しく検知できなくなる恐れがあります。

誤報の有無

・センサーとベッドの位置関係が仕様外の場合
・センサーと見守り対象者の間に障害物がある場合
・検知エリア内に見守り対象者以外の人がいる場合
・直射日光もしくは、赤外線等のノイズがある場合
・センサーの位置調整が正しく行われていない場合
・検知項目の選択が正しく行われていない場合

使用上の注意

・センサーとベッドの位置関係は仕様の範囲内でご使用ください
・センサーと見守り対象者の間に障害物が無いようにしてください
・直射日光もしくは、赤外線等のノイズが入らないようにしてください
・センサーの位置調整が正しく行ってください
・検知項目の選択が正しく行ってください
・ モバイル端末を持つ介護職員の活動範囲において、Ｗｉ－Ｆｉハンドオーバーが機能するようにＷｉ－

Ｆｉネットワーク環境を整備してください
・ Ｗｉ－Ｆｉ接続型のセンサーを使用する場合はセンサー設置場所の電波強度 -60dBm を確保してくださ

い。

倫理的の配慮 使用前に、対象者の方ご本人および家族の同意を取得することが望ましい。

使用方法

使用方法

----- 使用開始前の点検
・スマートフォンの電源をＯＮにする　　　・ネオスケアのアプリを起動する
・ログインを行う　　　・各居室の見守りが開始されていることを確認する
----- 動作検知時の対応
・動作検知があった居室をリアルタイム画像で確認する
・訪室の必要が無い場合は「確認のみ」をタップする
・ 訪室の必要が有る場合は「見守り一時停止」をタップし、訪室作業が終わった時点で「見守り再開」をタッ

プする

使用方法（再設定） １．メニューアイコンより「見守り終了」を選択　　　２．メニューアイコンより「見守り設定」を選択
３．検知項目と体格を選択　　　４．ベッドの高さ・位置に合わせてベッド枠を調整

使用環境 使用時温度環境：室内（周囲温度）５～ 40℃ / 室内（周囲湿度）10 ～ 80％結露なきこと

使用場面
【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要と

する方
【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、介護現場における人員体制の効率化と、利用者の

ケアの質の向上、職員の負担軽減はかりたい方

習熟期間 ・通常使用のみの一般職員：１週間程度　　　・システム管理者の場合：１～２ヶ月程度

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・センサー移動時の高所作業に注意する
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://neoscare.noritsu-precision.com/

項 目 内 容

効果

機器を使用することで実現する高齢者へ
の効果 転倒リスクの低減

機器を使用することで実現する介護者へ
の効果 職員の負担軽減

機器を使用することで実現する施設への
効果 介護品質の向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 介護施設・障害者施設・病院内の居室（個室・多床室）

設置場所
メーカーまたは販売会社が施設様の目的に合った推奨場所を提案いたします
< 以下は基本数値 >
床から 2000mm ～ 2300mm ベッド横 側端から 1200mm ～ 2100mm
ベッド頭側 側端から 1100mm ～ 1600mm ベッド足下 側端から 800mm ～ 1600mm

設置方法 ・壁付け ※天井付けも可能ですが、震災等を考慮し推奨しません　　　・専用取付金具使用

サイズ 全幅 190mm 全高 190mm 全奥行 110mm コードは含まない 

形状 箱型

重量（バッテリー含む） 1.17kg

電源・バッテリー（本体、端末、センサー等）
センサー本体
サーバ　※オンプレサーバモデルの場合
モバイル端末

使用時の音 設定変更可能

緊急発報の方法 モバイル端末にポップアップと音で発報

防水・防塵加工 防水・防塵加工なし　※携帯するスマホについては、防水・防塵タイプのご紹介あり

検知方式（センサー、画像など） ・赤外線距離センサー　　　・弊社独自の画像解析アルゴリズム

検知範囲 センサーより直線距離で 4mm（センサー⇔ベッドの一番遠い角まで）

反応速度（タイムラグ） 即時通知（ＮＷ環境による影響あり）

最大見守り人数 １センサーにつき、１人

必要な通信環境 Ｗｉ－Ｆｉ環境
有線ＬＡＮ環境（オンプレサーバモデルおよびセンサー有線モデルの場合）

必要なシステム・設備 ・表示端末（タブレット、スマホ等）
・専用サーバー、専用ソフトウェア、ＮＷ機器

データの記録機能、有無と内容 ・ 検知日時・検知項目・検知状態・ルーム名・センサー名、検知履歴一覧の表示、検知履歴動画作成・エクスポー
ト可能、蓄積データを用いて分析も可能。保存期間については、モデルタイプにより異なる。

他の機器との連携・互換性 ・介護記録ソフトとの連携可能（オプション）　　　・ＩＰインカムとの連携可能（オプション）

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス ・センドバック対応　　　・コールセンターによる問診ヘルスチェックも可能

ユーザーによるお手入れ ・タブレット端末の充電

消耗品の有無 特になし

保証期間 １年

修理対応期間 販売から５年

耐用年数 約５年

コスト

本体・付属品の定価 オープン価格 販売店にお問合せください

設置導入に伴う費用 販売会社にお問合せください

ランニングコスト なし

教育研修費 販売会社にお問合せください

オプション 追加できる機能 ・生体モニターユニット　　　・無線キット　　　・介護記録連携　　　・ＩＰインカム連携　　　その他

問合せ先

緊急時の問合せ先 試用開始時にご連絡いたします

デモ・貸出 販売会社にお問合せください

よくある質問（Ｑ＆Ａ） オンラインデモも承ります
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機器の概要

必須環境・推奨環境

無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）、表示端末（パ
ソコン、タブレット、スマホなど）
※機器運用に必要な周辺機器（無線Ｌ
ＡＮアクセスポイント、表示端末）の
貸出も可能ですので、施設側で特にご
用意いただくものはございません。

試用期間中のサポート

使用方法の説明
設置・設定方法の問い合わせ対応

貸出期間 ２週間程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

ベッド上の起き上り /はみ出し / 離床を
区別して検知し、介護者にお知らせしま
す。利用者の様子をシルエット画像で確
認することができ、プライバシーを保護
しながら事故発生を予防します。センサ
1台から運用可能で、居室間の移設も可
能です。検知時のシルエット画像が履歴
に保存される為、施設内の情報共有やご
家族への説明に役立ちます。常時録画が
できるオプションソフトにより、データ
分析も可能です。

品番・型番

WOS-114N

キング通信工業株式会社

シルエット見守りセンサ

機 器 の 貸 出

機器の写真

89
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 キング通信工業株式会社
〒158-0092　東京都世田谷区野毛 2-6-6
TEL 03-3705-8113 MAIL e-takahashi@king-tsushin.co.jp

所属部署  営業統括本部　営業推進課　 担当者名  髙橋絵理子

シルエット見守りセンサ
電源電圧：ＡＣ 100V ± 10V　50/60Hz
消費電力：ＡＣ 100V 時　15W
周囲温度：0℃～ 40℃（屋内）
通信： 有線ＬＡＮ
　　　（1ポート、通信速度：10Mbps/100Mbps）
　　　または無線ＬＡＮ（2.4GHz）
取付方式：壁面設置または自立型ポール設置
サイズ・重量： 116（H）× 217（W）× 126（D）mm・

約 800g
材質：ＰＣ／ＡＢＣ樹脂

販売開始

2015 年　４月

販売価格

300,000 円（税込）

TAIS コード

01558-000003

機器の使用場面

90
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項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】
・徘徊や転倒・転落リスクの高い方、障がい者の方、見守りが必要な方等
【介護者】
・ 画像で確認したいがプライバシーが気になる、離れた場所から様子を確認したい、夜間巡回の負担を軽

減したい、ベッドから移動される際の動き出しを知りたい、ベッドからの転倒・転落時の状況を知りた
い方など

専門職の関与 ・特になし

禁止事項 禁止事項
・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・ 表示された電源電圧の範囲外での使用、分解、改造、濡れた手での接触、水や異物の機器内への混入、

機器に物を載せる、布をかぶせる

使用上の注意

注意事項

・設置時にしっかり機器を固定する
・不安定な場所に設置しない
・本体を低い位置に設置しない
・ポール設置時は簡単に手の届く場所や、通路に設置しない
・各種接続ケーブルを躓かないように処理をする
・センサにつかまらない
・シンナー、ベンジン、アルコールなどの溶剤を含む薬品等で拭かない
・ｍｉｃｒｏＳＤカードは本体電源が切れている時に取り出し、挿入を行う
・次のような場所には設置しない
　- 湿気、油煙、ほこりの多い場所
　- 腐食性ガスの発生する場所
　- 水、油、薬品、導電性の異物が装置内に入るおそれのある場所
　- 使用温度範囲（0℃～ 40℃）以外の温度になる場所
　- 振動の激しい場所や衝撃の加わる場所
　- 高出力のアンテナや溶接機等、著しく電磁ノイズの発生が懸念される場所
　- テレビ、アンプ、スピーカ、ＯＡ機器など磁気を帯びた物に極端に近い場所
　- 熱器具の近くや直射日光が当たる場所

安全に利用するための配慮 ・ＡＣアダプタのプラグとコンセントとの接続部分などのほこりやゴミを定期的に乾いた布で取り除く
・正常に機能するように、日常点検、定期点検、清掃を実施する

誤報の有無 ・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境（太陽光、家具の位置等）による場合

使用上の注意 ・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

倫理的の配慮 ・使用前にご本人、ご家族のセンサ利用の同意を得る

使用方法

使用方法 ・ アプリケーションで機器の設定（見守りエリア、お知らせの種類等）を行い、居室（利用者）の様子を確認
する

使用方法（再設定） ・ベッドやセンサを動かした際に見守りエリア設定でベッド位置を指定する

使用環境
・ベッド全体が画角に入る位置に設置（壁面又はポール）
・高さ 1.8 ｍ以上、ベッドからの距離 3 ｍ以内
・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）の電波が届く場所

使用場面 ・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・転倒・転落や徘徊リスクがあり、ベッドからの動きを早期に検知したい場合

習熟期間 ・基本操作はスマートホンの操作に慣れていれば即日
・詳細設定等を利用者、状況ごとに設定できるまで約 1 ヵ月

高齢者に対する安全面の配慮 ・利用者が接触しない場所に設置する。電源ケーブルを固定する。

介護者に対する安全面の配慮 ・機器の移設の際に落下させないよう注意する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 ・ベッドからの転倒、転落リスクの低減

機器を使用することで実現する
介護者への効果

・訪室回数の減少による身体的、心理的負担の軽減
・見える化による心理的負担の軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果

・事故リスクの低減
・ケアの質の向上
・労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）
・エビデンスデータ（訴訟リスクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・介護施設、病院のベッド周辺（個室、多床室問わず）

設置場所 ・ベッド周辺の設置高 1.8 ｍ以上

設置方法
・壁面設置
・自立型ポール設置
付属のブラケットを使用、ポール設置の際はポール設置用金具を使用

サイズ 116（H）×217（W）×126（D）mm

91

製　品

製品情報

メーカー名 キング通信工業株式会社

製品名 シルエット見守りセンサ　01558-000003

型　番 WOS-114N
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項 目 内 容

仕様、構造

形状 持ち運びが容易なコンパクトな箱型

重量（バッテリー含む） 約 750g（ＡＣアダプタ含まず）

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

・AC アダプタ
・取付用ブラケット
・ポール設置用金具

使用時の音 検知時、表示端末からお知らせ音が鳴る。ON/OFF、音楽、音量は設定変更可能
センサ本体から音は出ません

緊急発報の方法 ・パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコン変化でお知らせ

安全性の認証取得 ・JIS C7550:（IEC62471）の免除グループ（ 何らの光生物学的傷害も起こさないもの） に準拠
・VCCI クラス B

防水・防塵加工 なし

検知方式（センサー、画像など）・赤外線センサー（測距センサー）

検知範囲 ベッド上

反応速度（タイムラグ） 0.5 秒～設定可能（※通知が届くまではＷｉＦｉ環境による影響あり）

最大見守り人数 ・1 システム最大 32 床（1 ベッド 1 センサー）

必要な通信環境 ・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）2.4GHz もしくは有線ＬＡＮ通信速度 10Mbps/100Mbps）

必要なシステム・設備 ・表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）

データの記録機能、有無と内
容

・異常検知した前後 15 秒ないし 60 秒の動画
・操作履歴、機器異常等
・追加オプションで常時録画

他の機器との連携・互換性 ・ナースコールと連動可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス ・機器本体とアプリケーションのバージョンアップ
・故障時の修理対応（訪問 / センドバック）

ユーザーによるお手入れ ・うすめた中性洗剤を布に含ませ、よく絞ってから汚れを拭き取り、その後、乾いた布で拭く
・ＡＣアダプタのほこりの除去

消耗品の有無 なし

保証期間 1 年間無償修理対応

修理対応期間 7 年間

耐用年数 約 7 年

コスト

本体・付属品の定価 30 万円（税込）

設置導入に伴う費用 設置台数、施設の通信環境による

ランニングコスト なし

教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 常時録画、利用者の活動データ自動分析

問合せ先
緊急時の問合せ先 キング通信工業株式会社　03-3705-8111

デモ・貸出 可能（台数、期間については別途ご相談ください）

よくある質問（Ｑ＆Ａ） Q：メンテナンス費用やアプリケーション更新料は必要か。A：必要なし
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.king-tsushin.co.jp/solution/wos_solution/

取扱説明書 https://www.king-tsushin.co.jp/solution/wos_solution/

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=f3ZB7KOpA3M&feature
=youtu.be
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機器の概要

必須環境・推奨環境

１．連続稼働時間は約７日間です。
２． 排泄センサを便や尿に浸した状態で

使用しないでください。
３． 排泄センサは、新東工業株式会社指

定の撥水性の不織布袋に入れて使用
ください。

試用期間中のサポート

１． 直接訪問によるご説明をいたします。
（オンラインでのご説明も可能です）

２． ご試用中、定期的な訪問とお電話に
よるサポートいたします。

貸出期間 １ケ月～２ケ月

貸出可能台数 10 台

機器の機能

１． ウェアブルセンサなのでベットはも
ちろんデイルーム・車いすでも使え
ます。

２． 離れていても排泄（便）を通知。排
泄の履歴も記録します。

３． リアルタイムで排泄を検知。利用者
に清潔な状態を維持できます。

４．運用が簡単でコンパクトです。

新東工業株式会社

Aiserv™ 　排泄検知システム

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 新東工業株式会社
〒442-8505　愛知県豊川市穂ノ原三丁目１番地
TEL 0533-95-4020 MAIL info-aiserv@sinto.co.jp

所属部署  アイサーブ事業グループ　 担当者名  松本・島崎・古川

Aiserv™ 　排泄検知システム
１．サイズ（センサ本体） H65mm × W50mm × D13mm
２．重量 24g（電池含まず）
３．検出方式 ガス検知式
４．電池 / 連続稼働時間 CR2032/ 約７日間

販売開始

2021 年 1 月

販売価格

297,000 円（税込）

機器の使用場面

94
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製　品

製品情報

メーカー名 新東工業株式会社

製品名 Aiserv™ 　排泄検知システム

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・自分でトイレに行けない方
　　　　・便意を表現できない方
　　　　・排泄（便）でお困りのすべての方

【介護者】・業務の負担軽減をしたい方

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内
・分解、アルコールでの掃除、表示端末ＯＳのアップデート

使用上の注意

注意事項
１．誤飲による窒息（電池・不織布袋など）
２．センサを下敷きにした場合、褥瘡が発生する
３．取扱説明書を確認の上、ご使用
４．ご試用前に覚書の手続きいただき注意事項を理解する

安全に利用するための配慮 １．便や尿に浸した状態で使用しない
２．認知症のある方は、使用前に十分検討する

誤報の有無 １．感度設定がうまくできていない場合
２．利用者それぞれに個人差があるため感度調整が必要

使用上の注意
１．よごれた場合は水洗い
２．アルコールを使用しない
３．表示端末ＯＳのアップデートはしない
４．専用の不織布袋に入れて使用する

倫理的の配慮 施設から家族に同意

使用方法

使用方法
１．センサスイッチＯＮ
２．センサを不織布袋にＩＮ
３．おむつに装着

使用方法（再設定） 連続７日間でボタン電池交換
使用環境 Bluetooth が使用できる環境
使用場面 利用者の排泄物（便）を素早く検知し、おむつを取り替えたい場合
習熟期間 うまく使いこなすようになるまで約１日間
高齢者に対する安全面の配慮 電池等、不織布など誤飲しないように注意を促す
介護者に対する安全面の配慮 ボタン電池を１週間で交換

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 皮膚を清潔に保つ

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の業務負担の軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果 排泄ケアの質の向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ベット・デイルーム・車いす
設置場所 おむつにセンサを不織布袋に入れ装着

設置方法 不織布に入れた状態で使用　おむつの内側に取り付ける
おむつにマジックテープで装着

サイズ H65mm×W50mm×D13mm
形状 直方体（隅角部は曲面）
重量（バッテリー含む） 24g（電池含まず）
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） ボタン電池　CR2032　１個  排泄センサ１台　不織布（100 枚）
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.sinto.co.jp/aiserv/haisetsu.html

使用方法等の動画 https://youtu.be/X3bj4IaQwIE

項 目 内 容

仕様、構造

使用時の音 １．排泄検知後メロディが流れる
２．消音可能

安全性の認証取得 リスクアセスメント（外部機関　東京海上日動リスクコンサル）実施済
防水・防塵加工 簡易な防水加工済
検知方式（センサー、画像など）においセンサで検知
検知範囲 排泄センサから表示端末への通知距離（５～10mで検知）
反応速度（タイムラグ） リアルタイム通知（通信環境による）
最大見守り人数 １人 /台
必要な通信環境 特になし

必要なシステム・設備 特になし（新東工業にてセンサ・表示端末を準備します）
新東工業㈱専用アプリを使用致します

データの記録機能、有無と内
容

１．日時（自動）
２．種別（自動）
３．性状（手入力）
４．便量（手入力）
５．血液混入（手入力）
６．尿量（手入力）

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス メーカー１年保証　万が一不具合の場合、電話にて対応　
ユーザーによるお手入れ 不織布の交換　　

消耗品の有無
１．不織布袋
２．マジックテープ
３．電池

保証期間 １年

コスト

本体・付属品の定価 297,000 円（税込）
設置導入に伴う費用 本体以外のコストは必要ありません
ランニングコスト ボタン電池１個（寿命約７日 /個）　不織布袋 100枚　付です
教育研修費 事前の説明会（ＷＥＢ会議）実施します

オプション 追加できる機能 ありません

問合せ先
緊急時の問合せ先 新東工業株式会社　新規事業ＰＪ推進　アイサーブ事業グループ
デモ・貸出 無料貸出（期間あります）
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機器の概要

必須環境・推奨環境

シッタープロのアプリケーションは、
ｗｅｂブ ラ ウ ザ（ 動 作 保 証：Google 
Chrome）で動作します。インターネッ
ト利用可能なＰＣ、スマートフォン、タブ
レットをご用意ください。

試用期間中のサポート

試用開始前、訪問による取り扱い説明を
行います。試用期間中、ご不明な点がご
ざいましたら、お電話、メールにて承り
ます。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

「シッタープロ」は、マットレスの下にセ
ンサー置き、体動から呼吸・脈拍を検出し、
遠隔から PC やスマホ、タブレットにて
モニタリングを行うシステムです。また、
オプションの環境センサー、トイレセン
サーを使用することにより、室内の温度・
湿度・照度・トイレの利用状況の見守り
を行うことが可能になります。

品番・型番

M1900S

株式会社メディカルプロジェクト

シッタープロ

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社メディカルプロジェクト
〒420-0026　静岡県静岡市葵区大鋸町 1-12
TEL 054-252-1141 MAIL info1@medicpro.co.jp

所属部署  営業部　 担当者名  足立匡弥

シッタープロ
マットレス下に空圧センサーシート、離床センサーシート
を置きコントロール装置に接続します。
コントロール装置へ接続したホームゲートウェイから検出
データをクラウドサーバーへ送信します。
インターネット接続された端末にてモニタリングを行いま
す。オプションの環境センサー、トイレセンサーはホーム
ゲートウェイに接続した通信用ドングルと無線接続されま
す。各センサーから得られるデータは職員の任意の設定で
アラート通知されます。

販売開始

2019 年 11 月

販売価格

319,000 円～（税込）

機器の使用場面

98
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社メディカルプロジェクト

製品名 シッタープロ

型　番 M1900S

項 目 内 容

適用 対象者 ・看取り期で頻回な見守りが必要な利用者
・在宅独居にて訪問サービスを利用している高齢者

禁止事項 禁止事項

見守りセンサーは体動を検知する装置であり、体動の異常を予防、治療するも
のではありません。
・磁気共鳴画像診断装置（ＭＲＩ）と併用しないでください。
・高気圧酸素治療装置内で使用しないでください。火災の原因となります。
・ 引火性、加熱性ガス及び高濃度酸素の環境下では使用しないでください。火災

の原因となります。
・ 本機器を分解したり改造したりしないでください。火災や感電の原因となります。
・ 機器に異常または故障が発見された場合は直ぐに使用を中止して販売店か発売

元へご連絡ください。
・ 本装置は診断のためにのみ使用されるものであり、睡眠時無呼吸症の監視や生

命維持などの環境下で、無呼吸モニタとして使用しないこと。
・ 設定の変更を行う場合は、医療従事者に相談の上、設定値の確認をしてください。
・ 勝手に修理改造を行わないでください。測定器が破損し、重大な事故が起こる

恐れがあります。

使用上の注意

注意事項

・ 取扱説明書に記載された使用方法に従って使用すること。
・ 本品に水などの液体をかけないこと。
・ ぶつける、曲げる、落下させるなどの衝撃を本品に与えないようにすること。
・ センサーのケーブル接続部分を無理に引っ張らないこと。また移動時にケーブ

ル接続部を持たないこと。
・ 使用しない時、及び異常が見つかった時はＡＣアダプ ターをコンセントから

抜いてください。
・ 本品は、患者監視装置の代わりとなるものではない。また本製品は、確認する

唯一の指標とみなすべきではない。
・本品が故障した時は、必ず販売店か発売元にお問合せください。
・ 運搬輸送時に強い衝撃が加わらないように注意してください。
・ 付属品や機器の廃棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従い適切に処

理してください。

安全に利用するための配慮
本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に仕様できる状態であることを
確認すること。点検後、機器の異常や故障が考えられる場合は、直ぐに使用を止め、
販売店か発売元に点検・修理を依頼すること。

誤報の有無 ・使用しているマットレスによっては感度調整が必要
・各センサーの設置場所による

使用上の注意
・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に仕様できる状態であることを

確認すること。点検後、機器の異常や故障が考えられる場合は、直ぐに使用を止
め、販売店か発売元に点検・修理を依頼すること。

倫理的の配慮 ・プライバシーに配慮したアイコン表示　　　・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法 取扱説明書、アプリケーション操作説明書に記載された使用方法に従って使用すること。
使用方法（再設定） 取扱説明書、アプリケーション操作説明書に記載された使用方法に従って使用すること。

使用環境
・ 周囲温度　10℃～ 40℃、周囲湿度　20% ～ 80%、

周囲気圧　700hPa ～ 1060hPa 以内
・モニタリングのための端末はインターネットに接続できる環境であること。

使用場面 ・看取りケア　　　・在宅独居の高齢者の異変検知
習熟期間 ・特になし

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブルは固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に固定する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動しない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからないような位置に配置する
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ http://www.medicpro.co.jp/sitterpro/index.html

項 目 内 容

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

・転倒予防　　　・バイタル異常の早期発見
・快適な生活環境の維持

機器を使用することで実現する
介護者への効果 看取り期の見守りによる職員の負担の軽減等

機器を使用することで実現する
施設への効果 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居室内
設置場所 ・ベッド　　　・トイレ　　　・リビングスペース等
設置方法 取扱説明書、アプリケーション操作説明書に記載された使用方法に従って使用すること。

サイズ
・コントロール装置　165mm×78mm×32mm
・空圧検知センサーシート　830mm×140mm×30mm
・離床検知センサーシート　760mm×120mm×20mm
・ゲートウェイ　110mm×70mm×48mm

重量（バッテリー含む） ・コントロール装置　210g　　　　　　・空圧検知センサーシート　170g
・離床検知センサーシート　670g　　　・ゲートウェイ　190g

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） ＡＣ /ＤＣ電源アダプタ（１２Ｖ）

使用時の音 特になし

緊急発報の方法 ・モニタリング用端末へアラート表示　　　・登録さえれてる端末へメール通知
・ナースコール

安全性の認証取得 特になし
防水・防塵加工 特になし
検知方式（センサー、画像など）・空圧センサー　　　・距離センサー　　　・赤外線センサー

検知範囲 ・ベッド上　　　・トイレセンサー（距離センサー）　10cm～ 80cm
・リビングセンサー（赤外線センサー）　4m～ 5m　120°

反応速度（タイムラグ） インターネット環境による
最大見守り人数 上限なし
必要な通信環境 モニタリングにはインターネット環境が必須
必要なシステム・設備 モニタリング用ＰＣ、タブレット、スマホ

データの記録機能、有無と内
容

・アイコン表示（臥床、離床、体動、活動中、トイレ利用、緊急通知、中断、エラー表示）
・呼吸、脈拍、温度、湿度、照度のグラフ表示　　　・各種アラート表示
・データの保存期間３年間

他の機器との連携・互換性 ・ナースコールとの連動可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 不具合の場合、電話にての対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・適切な処
置（必要と認められれば、本体の交換）を行う

ユーザーによるお手入れ 空圧センサーシートへの空気充填
消耗品の有無 ・空圧センサーシート　　　・離床センサーシート
保証期間 ご購入から１年
修理対応期間 特に設定なし
耐用年数 使用状況による

コスト

本体・付属品の定価 319,000 円（税込）（ご購入から１年間のクラウド利用料含む）
設置導入に伴う費用 別途
ランニングコスト ２年目以降のクラウド利用料（都度お見積り）
教育研修費 特になし

オプション 追加できる機能 特になし

問合せ先
緊急時の問合せ先 TEL：054-252-1141　平日9:00～ 18:00
デモ・貸出 可能
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機器の概要

必須環境・推奨環境

※販売価格は共通セットのみ

必要な機器はお貸ししますので特に必要
ありません。

試用期間中のサポート

基本的に電話にて運用サポート。必要に
応じて、リモートソフトウェアを利用、訪
問してレクチャー。

貸出期間 ７～ 30 日間

貸出可能台数 ２台

機器の機能

◇  ［ベッド上にいる］［起き上がり］［離床］
［異常な動き（痙攣等）］などの状態変
化をモニタリング。

◇ 利用者ごとの危険レベルを設定し、必
要な状態でアラーム通知。正確な判定
で誤報が少ない。

◇アラームの通知機能は３種類から選択。
　・ パソコンで管理して携帯端末へお知

らせするネットワーク型
　・ 既設のナースコールでお知らせする

ナースコール型
　・簡易受信機でお知らせする通報器型

品番・型番

AIVS-001-01

株式会社エイビス

エイビスみまもりシステム

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社エイビス
〒870-0026　大分県大分市金池町 3-3-11
TEL 097-536-0999 MAIL m_kubo@aivs.co.jp

所属部署  介護事業本部　 担当者名  久保雅紀

エイビスみまもりシステム
【共通セット】
　・ 情報ボックス、パネルセンサー（マットレスの下に設置）。

【ネットワーク型】
　・ パソコン みまもり支援システムをセットアップ。ブラ

ウザでベッド一覧やアラーム通知の受信。
　・ 無線ＬＡＮ 携帯端末を持ったスタッフの動線は網羅し

たエリアが必要。
　・ スマホ　アンドロイドに専用のアプリをインストール

して使用。
　・ ネットワークカメラ ベッドサイドに設置すれば、アラー

ム通知時に状況を映像で確認できる。  
【ナースコール型】
　・ ナースコール分配器　アイホン社、ケアコム社、それ

ぞれのコネクタ形状に合わせて用意。
【通報器型】
　・ 簡易型通知装置　無線でアラーム通知時に音でお知らせ。

販売開始

2014 年 6 月

販売価格

198,000 円（税込）

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社エイビス

製品名 エイビスみまもりシステム

型　番 AIVS-001-01

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・転倒リスクのある方、徘徊予防の必要な方、看取りの方など。
【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、

従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方。
専門職の関与 特に必要なし

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：屋外、高温多湿なところ。
・分解、改造、過負荷、過電流、洗浄

使用上の注意

注意事項

・強い衝撃を与えない。　　　・水に浸けたり、濡らしたりしない。
・ＡＣアダプターのコードに傷をつけない。
・たこ足配線などコンセントの定格を超えて使用しない。
・濡れた手でＡＣアダプターのプラグの抜き差しはしない。
・ 本製品を使用中に煙が出たり、焦げた匂いがしたときなどは、直ちに使用を止

めてプラグをコンセントから抜く。
・スプリング式のマットレスの下では使用できない。

安全に利用するための配慮 ・利用者の触れないところに設置する。
・未使用時の保管は、暗所で濡れたり埃が入らないようにする。

誤報の有無
・センサー感度設定（自動調整）がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・（無線ＬＡＮを利用する場合）電波強度や居室環境による場合

使用上の注意 ・意図した設置位置で使用する。　　　・利用者マニュアルに従って使用する。

倫理的の配慮

・施設から家族に同意書を取得するべき。
・ 施設にてオプションのカメラを利用するかどうかについてよく検討し、使用す

るのであれば運用ルールを定める。
・利用者のプライバシーに配慮し、映像は残さない仕様を基本としている。
・ センサーが認識・通知した時のみ、画像で状況を確認する事が出来る様な仕様

になっている。

使用方法

使用方法 ・使用開始時はパネルセンサーと情報ＢＯＸを設置、電源投入のみ。
・アラートの種類：「起き上がり」「離床」「寝返り」「安否確認」

使用方法（再設定） ・電源の投入時に初期化され、自動設定。

使用環境 ・気温 ０℃ ～ 40℃
・湿度 20％ ～ 80％以下、但し結露しないこと

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・ 起き上がりなど早期検知が必要な場合　　　・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り　　　・通常の見守りケアから看取りケアまで

習熟期間 ・アラーム検知だけであれば即使用できる。
高齢者に対する安全面の配慮 ・高齢者が触れる場所に機器を設置しない。　　　・電源ケーブルは整理する。
介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッドを移動しない。

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 ・転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上。

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・職員の負担軽減（訪室巡視が減らせる）

機器を使用することで実現する
施設への効果

・ 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）、
エビデンスデータ（訴訟リスクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・介護施設・病院内　居室（個室・多床室）。
設置場所 ・センサーはベッドのマットレス等の寝具の下。機器類はベッドの下。
設置方法 ・センサーはベッドのマットレス等の寝具の下に置く。機器類はベッドの下に置く。
サイズ パネルセンサー：サイズ：600×180×10mm、情報ボックス：110×105×26mm
形状 センサーはパネル型
重量（バッテリー含む） パネルセンサー：1100g、情報ボックス：170g
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.aivs.co.jp/watch_hos/

使用方法等の動画 https://youtu.be/rX9gaCTHV_s

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） コンセント接続

使用時の音 無音

緊急発報の方法 ・パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
・ナースコールシステムを介して通知

安全性の認証取得 ・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得
・内部通信モジュールは技適取得

防水・防塵加工 無し
検知方式（センサー、画像など）・振動センサーなどで検知
検知範囲 ・ベッド上
反応速度（タイムラグ） ・１秒以内　（※通知が届くまではＷｉーＦｉ環境による影響あり）
最大見守り人数 ・上限なし

必要な通信環境 ・無線ＬＡＮもしくは有線ＬＡＮ通信速度 10Mbps/100Mbps）
・ナースコールに接続すれば通信環境は不要

必要なシステム・設備 ・パソコン、スマホ、専用ソフトウェア、ネットワーク機器
・ナースコールに接続すればＰＣ、ソフト、システム等は不要

データの記録機能、有無と内
容

・検知日時・検知項目・検知状態・ルーム名、検知履歴一覧の表示。
・ 記録する情報：乗床、寝返り、起き上がり、離床（心拍数・呼吸数はバイタル

センサー接続時）
・ 記録した利用者の状態及び居室の状況を１日 24 時間分、居室単位でグラフ化

して表示。日付を指定して過去の記録も表示可能。
・ＣＳＶファイルのデータエクスポート機能有

他の機器との連携・互換性 ・ナースコールと連動可能　　　・検知状況確認用のカメラとの接続が可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・ 不具合の場合、電話にて対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・適切な処置
（必要と認められれば、本体の交換）を行う

ユーザーによるお手入れ
・アンドロイド端末の充電
・ コントローラ・センサはＡＣアダプターを抜いて、水または水で薄めた中性洗

剤を含ませて、固く絞った布で拭きとる。
消耗品の有無 ・特になし
保証期間 ご購入後１年間
修理対応期間 ５年間
耐用年数 約５年間

コスト

本体・付属品の定価 198,000 円（税込）
設置導入に伴う費用 アラームの通知方式による。
ランニングコスト 無し
教育研修費 別途相談

オプション 追加できる機能 カメラ、バイタルセンサー

問合せ先
緊急時の問合せ先 090-8222-4823　久保
デモ・貸出 090-8222-4823　久保
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機器の概要

必須環境・推奨環境

ＡＣ 100Ｖの電源が必要です。
ナースコール接続時には、中継器・専
用ケーブルなどの接続機器が必要です。
Ｗｉ－Ｆｉ接続時には、①Ｗｉ－Ｆｉ
環境②ＰＣ・スマホ・タブレットの何
れかが必要です。

試用期間中のサポート

ご要望に応じ、現地での設置サポート、
リモートによるサポート等を行います。
また、専任担当者を配置しお電話による
サポートも行います。

貸出期間 ２週間程度

貸出可能台数 ５台

機器の機能

マットレスの下に ANSIEL を設置するこ
とで、ナースコール接続（別途接続機器
が必要）では３つの状態を（①体動・②
起始・③起上）通知します。
Ｗｉ－Ｆｉ環境下では起上り検知と在床
管理が可能です。ＰＣ接続によるブラウ
ザ画面、スマホやタブレット用専用アプ
リにより６つの状態（①入床・②在床・
③体動・④起始・⑤起上・⑥不在）に加え、
心拍・呼吸の通知が可能です。

品番・型番

AS-101

積水化学工業株式会社

起上り検知センサー「ANSIEL」

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 積水化学工業株式会社
東京都港区虎ノ門 2-10-4
TEL 03-6748-6525 MAIL hideki.kurihara@sekisui.com

atsushi.wada@sekisui.com

所属部署  住インフラ材戦略室　 担当者名  栗原・和田

起上り検知センサー「ANSIEL」
１．使用温度範囲５～ 35°C
２．使用湿度範囲 30 ～ 80%
３．保管温度範囲０～ 40°C
４．保管湿度範囲 10 ～ 80%
５．定格入力電圧 AC100V ～ 240V / 50-60Hz
６．出力電圧 / 電流 DC9V ± 5% / 1.3A
７．Ｗｉ－Ｆｉ規格ＩＥＥＥ 802.11b/g/n（2.4GHz）
８．商品寸法本体：W × D × H=800 × 230 × 22（mm）
９．ＡＣアダプタ：W × D × H=34 × 45.5 × 24.7（mm）
10．商品重量本体：590（g）ＡＣアダプタ：80（g）

販売開始

2020 年 2 月

販売価格

オープン

TAIS コード

01962-000001

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 積水化学工業株式会社

製品名 起上り検知センサー　「ANSIEL」01962-000001

型　番 AS-101

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・転倒転落リスクのある方　　　・認知症の方
　　　　・日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方
　　　　・徘徊予防の必要な方

【介護者】・従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方
　　　　・複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい方
　　　　・業務の負担軽減をしたい

専門職の関与 特になし

禁止事項 禁止事項

・使用できない環境（場所）：ベッドマットレスや敷布団以外のところ
・ センサ―を折り曲げない、引っ張らない　センサー及びコード類を傷つけない　センサーに殺虫剤、

洗剤などの薬剤を触れさせない　センサーに重量物を置かない　センサーに落下などの強い衝撃を
与えない　センサーに布や布団で包んで使用しない　使用温度、湿度範囲外での使用、保管をしな
い　水につけない　温熱器具に直接接触させない　火の気に近づけない　適合する設置環境、方
法以外で使用しない　凹凸な面や柔らかい面に設置しない　裏向きに設置しない　付属のＡＣアダプ
ター以外使用しない　ＡＣ１００Ｖ以外のコンセントでは使用しない　付属のＡＣアダプターに無理な力
を加えない、埃を付着させない　２人以上（ペットも不可）で使用しない　電子レンジなど電波を発
生する電化製品や装置を同じ部屋に置かない　ＵＳＢポートはメンテナンス用のため通常時は使用し
ない

使用上の注意

注意事項 操作を十分に理解した上で使用する　　　利用者に合わせた調整をすること

安全に利用するための配慮 禁止事項に記載

誤報の有無

・感度設定、調整がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・センサーの設置位置が適当な場所にされていない場合
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境により強度が不足している場合

使用上の注意

・ センサー、センサー本体に接続されている ケーブルがベッド可動部に挟まれない様ご注意ください。
事故や故障につながるおそれがあります。

・ センサー本体に接続されているケーブルがリクライニング時に外れないことをご確認ください。
・ 利用者の肩より約 5cm 下を目安にセンサー本体が設置されていない場合、適切に通知出来ない可

能性があります
・センサー本体の設置位置にご注意ください
・ 設置面が商品の幅より狭い場合は、センサー本体のシート側を余らす形でお使い頂くことは可能で

すが、環境によっては適切に通知出来ない場合があります。

倫理的の配慮 ・施設からご家族様に同意書を取得されることが望ましい。

使用方法

使用方法

①付属のＡＣアダプターをセンサー本体に接続し、コンセントに挿入してください
② センサーをマットレスの下に敷いてください（肩から５cm 下を目安）

ナースコール接続（別途接続機器が必要）では３つの状態を（①体動・②起始・③起上）通知。
Ｗｉ－Ｆｉ環境下では起上り検知と在床管理が可能。ＰＣ接続によるブラウザ画面、スマホやタブレット
用専用アプリにより６つの状態（①入床・②在床・③体動・④起始・⑤起上・⑥不在）に加え、心拍・
呼吸の通知が可能

使用方法（再設定） ・ＡＣアダプタの接続　　　・Ｗｉ－Ｆｉと機器の接続
・利用者に合わせた体重設定もしくは自動調整を使用した設定

使用環境
１．使用温度範囲５～ 35°C　　　２．使用湿度範囲 30 ～ 80%
３．保管温度範囲０～ 40°C　　　４．保管湿度範囲 10 ～ 80%
ナースコールとの有線接続もしくはＷｉ－Ｆｉ環境

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合　　　・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り　　　・通常の見守りケア

習熟期間 設置位置の把握などで１週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・電源コードを目立たないようにする
・電源コードに引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源コードに引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する高齢者
への効果 ・転倒、転落リスクの低減

機器を使用することで実現する介護者
への効果 ・職員の負担軽減　　　・生活リズムの把握

機器を使用することで実現する施設へ
の効果 ・事故リスクの低減　　　・ケアの質の向上
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.s-ansiel.com/

取扱説明書 https://www.s-ansiel.com/download/

使用方法等の動画 https://www.s-ansiel.com/movie.php

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・ベッド上（マットレス下）もしくは敷布団下

設置場所 ・ベッドマットレス等の寝具の下（肩の位置から５cm 程度下に配置）

設置方法 ・ベッドマットレス等の寝具の下に敷く

サイズ 商品寸法本体 ：W×D×H= 800×230×22（mm）

形状 デバイス部＋シート状

重量（バッテリー含む） 本体重量：590ℊ

電源・バッテリー（本体、端末、センサー
等） ＡＣアダプタ：80ℊ

使用時の音 電源ＯＮ時に小さな電子音

緊急発報の方法 ・緊急発報機能なし（機器異常時に点灯ランプが赤く点灯）

安全性の認証取得 ・内部通信モジュールは技適取得
・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得

防水・防塵加工 特になし

検知方式（センサー、画像など） ・センサーで検知（圧電センサー）

検知範囲 ・ベッド上（センサ上）

反応速度（タイムラグ） ・５秒程度（通知時に通信環境の影響あり）

最大見守り人数 ・１名／台

必要な通信環境 ・ナースコール機器もしくはＷｉ－Ｆｉ環境（ない場合はモバイルルーターが必要）

必要なシステム・設備 ・ナースコールシステムもしくは表示用端末（パソコン、タブレット、スマホ等）

データの記録機能、有無と内容 ・動作履歴、脈、呼吸の測定履歴のデータ出力

他の機器との連携・互換性 ・一部ナースコールとの連動可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス ・不具合時のお問い合わせ対応（本体修理対応など）
・クラウドサーバーの定期メンテナンス、システム改修

ユーザーによるお手入れ ・表示用端末の充電、メンテナンス

消耗品の有無 ・特になし

保証期間 製品出荷日より１年間

修理対応期間 製造後５年

耐用年数 約５年

コスト

本体・付属品の定価 オープン価格

設置導入に伴う費用 なし

ランニングコスト なし

教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 なし

問合せ先
緊急時の問合せ先 03-6748-4525

デモ・貸出 特になし

よくある質問（Ｑ＆Ａ） 特になし
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ 常時接続できるインターネット環境
（2.4GHz 帯のＷｉ－Ｆｉ）が必須です。

・ アプリ対応のスマホまたはタブレット端
末（iOS11 以上、Android 7.0 以上）
が必要です。

試用期間中のサポート

・メール、チャット、電話対応
・オンライン対応（ｚｏｏｍなど）

貸出期間 １ヶ月

貸出可能台数 ５台

機器の機能

●工事不要
　 eBell は工事を一切必要とせず、介護施

設や自宅等、場所を選ばずに利用シー
ンに合わせて、すぐに利用可能です。

● ワンタッチでビデオ通話開始、スマホ
から呼びかけ

現場スタッフが手持ちのスマホで、どこ
にいても通知を受け取り即座にビデオ通
話が開始されます。
利用者の様子が気になる時は、スマホか
らの呼びかけも可能で、スマートナース
コールとしても活用できます。

品番・型番

BE1

株式会社リンクジャパン
スマートナースコール　
eBell（イーベル）

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社リンクジャパン
〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東 2 丁目 9-5　池松ビル 4F
TEL 070-4400-5549 MAIL suishin@linkjapan.co.jp

所属部署  営業部　 担当者名  堂山哲雅

スマートナースコール　
eBell（イーベル）

動画保存場所：microSD カード（最大 128G）
有効画素数：200 万画素
視野角対角：120°/ 水平 :100°/ 垂直 :55°
通信：IEEE802.11b/g/n（2.4GHz ～ 2.4835GHz）
電源：ＡＣ / ＤＣアダプター 5V-1A
動作環境：温度　-20℃～ 50℃、湿度　<90%
マイク＆スピーカー：内蔵（アプリで双方向通話可能）
ナイトビジョン： “赤外線ナイトビジョン、昼 / 夜モード

自動切り替え”
ビデオ解像度：1080p（1920 × 1080）
同時通話数：制限なし（※Ｗｉ－Ｆｉの接続上限数による。）
遠隔録画確認：可
サイズ：115mm × 45mm × 26mm
重量：78g

販売開始

2020 年 3 月

販売価格

43,780 円（税込）

機器の使用場面

110
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社リンクジャパン

製品名 スマートナースコール　eBell（イーベル）

型　番 BE1

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、
徘徊予防の必要な方

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、従来のナー
スコールの更新料を抑えたい

専門職の関与 ・特になし

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：屋外
・分解、改造、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・ 高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ちに使用を

中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてください。）

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認する
・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使

用はしない。

誤報の有無 ・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合
・出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合

使用上の注意
・ Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場所にて利用

する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る

使用方法

使用方法

・ スマホを 2.4GHz のＷｉ－Ｆｉに接続し、アプリをダウンロード。アプリの案内にそってセッ
トアップ

・使用方法
高齢者→呼び出したいときに、ボタンを押す
介護スタッフ→対象者がボタンを押すと通知があり通話やビデオ通話が可能、高齢者の様
子が気になる際はスマホから呼びかける

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
※Ｗｉ－Ｆｉネットワークが変更する場合は、再セットアップの必要あり

使用環境
・温度　-20℃～ 50℃
・湿度　<90%（但し、結露しないこと）
・居室全体が見える位置への設置
・Ｗｉ－Ｆｉ環境

使用場面
・離れた場所にいる利用者の状況把握を行いたいとき
・認知症の方の見守り
・通常の見守りケアから看取りケア
・ナースコールとして活用したい

習熟期間 ・うまく使いこなすようになるまで約２週間

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

すぐに呼びかけ可能なため安心感を与えられる、遠方のご家族とコニュニケーションがで
きる

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の負担軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）、既存ナー
スコールと比べ導入料を抑えられる

仕様、構造
使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室（個室・多床室）、Ｗｉ－Ｆｉ通信が届くエリア

設置場所 ・居室の天井や壁　※接地面が十分な重量を保持できる強度を有すること

設置方法 ・壁付け（両面テープ、固定ネジ）
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://linkjapan.co.jp/product/ebell/

取扱説明書 https://linkjapan.co.jp/wp-content/manual_eMamo/Index.html

項 目 内 容

仕様、構造

サイズ 115mm×45mm×26mm

重量（バッテリー含む） 78g

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） micro ＵＳＢケーブル、ＵＳＢアダプター（5V 1A）

使用時の音 呼び出し時に、本体スピーカーから音が鳴る

緊急発報の方法 呼び出しがあった場合、スマホ・タブレット・パソコン等へ通知がくる

安全性の認証取得 ・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得

防水・防塵加工 なし

検知方式（センサー、画像など）・センサーで検知（赤外線センサー）

検知範囲 ・動体検知

反応速度（タイムラグ）
・約２秒

呼び出しボタンが押されてから、スマホに通知がくる速度
※Ｗｉ－Ｆｉ環境による影響あり

最大見守り人数 ・１つのアプリで管理でき、登録数に上限なし

必要な通信環境 ・常時接続可能なインターネット環境
・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）2.4GHz

必要なシステム・設備 ・使用端末（iOS11 以上・Android 7.0 以上のタブレット、スマホ）

データの記録機能、有無と内
容

・ 呼び出し時の通知履歴を確認できる、また誰が対応したのか担当者を設定することができる
・microSD カードで録画可能（常時録画、動体検知時、無効）

他の機器との連携・互換性 ・呼び出しボタンと連動可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・ 不具合の場合、メール・チャット・電話にて対応。現地対応が可能な場合は、不具合の確

認・適切な処置（必要と認められれば、本体の交換）を行う
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ

ユーザーによるお手入れ
・スマホ・タブレット端末の充電
・本体カメラ部の清掃
・ホコリの除去

消耗品の有無 ・特になし

保証期間 一年間

耐用年数 約７年

コスト

本体・付属品の定価 43,780 円（税込）

設置導入に伴う費用 設置費用は実費

ランニングコスト サービス利用料：月額　1,100 円 / 台（税込）
サービス利用料：一括　99,000 円 / 台（税込）

オプション 追加できる機能 インカム機能（アプリ間通話）

問合せ先

緊急時の問合せ先 070-4400-5549

デモ・貸出 070-4400-5549

よくある質問（Ｑ＆Ａ）
Ｑ インターネットの環境がありませんが、使用できますか？
Ａ  インターネット環境（2.4GHz のＷｉ－Ｆｉ）が必須となります。オプションで 2.4GHz

に接続できるＳＩＭルーターの提供も可能です。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

1　 小型ＰＣを内蔵する電子機器であり、
丁寧なお取り扱いをお願いします。

2　 カメラにに対しての強い西日による逆
光等の場合は、カーテンのご使用を
お願いします。

3　 認識精度向上の為、枕元周辺には物
を置かないでください。

試用期間中のサポート

メール及び、ズームによる Web 対応を
行います。

貸出期間 1ヶ月（応相談）

貸出可能台数 １台

機器の機能

「離床」してからの駆けつけで手遅れとな
らぬ様、「起床」、「端座位」にまで遡って
の検知通知を、１台のセンサーに集約し
て行う。センサーマットの持つ、「どける」、

「またぐ」、「つまづく」、「折れ曲げ断線」
と言う弱点が無い。高性能赤外線カメラ
を通しての画像を、富士通の特許による
画像処理技術で解析する事で、利用者の
動きを認識する。感染症に強い、非接触
型センサー。第 3 者は認識しない。

品番・型番

EDS-01SSCMR000

コアフューテック株式会社

e 伝之介くん

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 コアフューテック株式会社
〒211-0004　神奈川県川崎市中原区新丸子東 2-888 KTS ビル 2 階
TEL 044-430-5501 MAIL e-den@corefutec.co.jp

所属部署  介護機器事業部　 担当者名  橋本　眞

e 伝之介くん
１ 電源：ＡＣ 100V
２ 消費電力：7.7w
３ 取り付け・配線工事：不要
４ 本体サイズ・重量： L:200mm X W:120mm X H:50mm 

/ 320g
５ 検知方法： ＬＥＤ照射による赤外線カメラでの画像を

内蔵画像処理ソフトで解析。
６ 通知方法： ①ナースコール、②独自ワイヤレスチャイ

ム（見通しで 120m)、③独自無線（見通し
で 1,000m）

７ 取り付け方法： ①スタンドタイプ、②壁付けタイプ、
③超低床ベッド用ヘッドボードタイプ。

８ 標準カラー： ①アイボリーホワイト、②ダークグレー（つ
や消し）

販売開始

2019 年 4 月

販売価格

140,800 円（税込）

TAIS コード

01903-000001

114

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 コアフューテック株式会社

製品名 e 伝之介くん　01903-000001　　

型　番 EDS-01SSCMR000

項 目 内 容

適用
対象者 在宅（同居）、介護施設、医療機関、障がい者施設での、高齢者、障がい者の自立支援を目指した見守り。

専門職の関与 特に必要としない。

禁止事項 禁止事項 機器を破損する動きの恐れのある利用者への使用はお控え下さい。

使用上の注意

注意事項
「どける」、「またぐ」、「つまづく」、「折れ曲げ断線」等、センサーマットの持つ弱点はありません。
また、多くのＩＴ系センサーの様に多機能ではありませんが、手の届きやすい価格に押さえており
ます。人に勝る見守りはありませんが、競合品との良さをご評価頂いた上でご使用ください。

安全に利用するための配慮

① 電源はＡＣ１００Ｖです。ＡＣアダプターは、より安全性が求められる、「特定電気用品」用の
認証（◇ＰＳＥマーク）を取得しています。

② ワイヤレスチャイムについては、当社名義にて、日本電波法による認証を取っております。認証
番号は、「007-AH0122」です。その他、使用上安全に対する特別な注意が必要な点はありませ
ん。小型ＰＣ、電子基板、高性能カメラ、ＬＥＤライト等を内蔵する電子機器ですので、丁寧な
お取り扱いをお願いします。

誤報の有無

①  1 秒間に７コマの画像を取り込んで解析をしていますが、利用者の動きが著しく早い場合は、７コマ
の画像では追いきれないケースがあります。

② 利用者が「起床」しながらも、「起床」の通知により駆けつけてみれば横になっておられるケースが
ありますが、これも誤報ではありません。

③ 利用者がベッドから離れている時に、介護者等他の方がベッドに入れば「検知」・「通知」致しますが、
これも誤報ではありません。

使用上の注意
①カメラに西日等、強い光が当たる場合や、②枕元にぬいぐるみ等、利用者の頭部と誤認しかねない
物を置いている場合は、正常に作動出来ない事があります。①カーテンを引いたり、②枕元をスッキ
リとしておいてください。

倫理的の配慮
利用者のプライバシーに配慮し、画像は撮らない、残さない事を基本としています。しかし、ご家族・
施設様双方の個別の理由により、どうしてもご覧にな りたいとのご要望もあります。ご本人様・ご家
族様のご同意を頂いた上で、オプションとして、センサーが認識・通知した時のみ （拘束にならない様）、
画像で状況を確認する事が出来る様な対応を考えます。

使用方法

使用方法
電源を入れると、センサーは自動的に起動し、ベッド・利用者を認識の後、自動で、「起床」、「端座居」、

「離床」の認識・検知・通知を開始します。ＰＣ、追加ソフト、取り付けに伴う特別の工事等は不
要です。

使用方法（再設定） 必要な時に、必要な場所に移動し、電源を入れれば、上記８の様に認識・通知を始めます。

使用環境 コンピューター、カメラ、ＬＥＤライト、画像解析ソフト内蔵のデリケートな電子光学機器です。
例えば、利用者がご在室で無い場合に、室温が40℃以上になる様な環境での設置はお控えください。

使用場面
在宅・介護施設・医療施設・障がい者施設において、「離床」してからの駆けつけで手遅れとならぬ様、「起
床」、「端座位」にまで遡っての検知通知を、１台のセンサーに集約して行う事ができます。遍く普及し
ているセンサーマットと異なり、「どける」、「またぐ」、「つまづく」、「折れ曲げ断線」と言う弱点があり
ません。また、第 3 者は認識せず、感染症に強い非接触型です。

習熟期間 家電と同様、設置後２～３日で使いこなせる様になります。

高齢者に対する安全面の配慮

① 接触型のセンサーマットと異なり、「非接触型」にする事で、利用者及び介護者様双方に対して、
感染症のリスクを軽減出来ます。

② 本体は樹脂成型により出来ており、部品成型材料の耐熱性につき、「荷重たわみ温度試験」を実
施しております。

③ＬＥＤライトによる温度上昇をコントロールする機器をつけています。 

介護者に対する安全面の配慮 介護者に対する、格別の危険な要素はありません。

効果

機器を使用することで実現する高齢者
への効果

優しく見守られており、何かあればすぐに駆け付けてくれるといる安心感から、利用者ご自身にも自分
で出来る事は自分でやろうと言う自立の意識が芽生える。また、ご自分で呼ばなくても、センサーが
代わりに呼んでくれると言う事で、「気が楽だ。」と仰る利用者もおられます。

機器を使用することで実現する介護者
への効果

① 転倒事故→大腿骨骨折→死亡リスクの増大や、一人歩き（徘徊）の不安に対する介護職員の心理的・
身体的なストレスを大きく緩和する事で、介護職員の離職理由の上位に入る、「心身の不調」を減
らす効果がある。

② センサーマットの様に、利用者が、「どける」、「またぐ」、「つまずく」事による検知・通知漏れが無く、
事故率を減少出来る。

③センサーマットの様な、汚れに対するクリーニングの手間がかからず、介護者への負担が軽減できる。

機器を使用することで実現する施設へ
の効果

①事故リスクの低減により、空室率を低く抑え、施設経営の安定化に寄与する。
②「身体拘束廃止未実施減算」の可能性の回避。
③今後共、増額の見込まれる、「夜間職員配置加算増額」の活用。
④介護職員の離職理由の削減（上記 15）により、求人問題に悩むケースが減少する
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.e-den.corefutec.co.jp/

取扱説明書 https://www.e-den.corefutec.co.jp/manual/e-dennosukekun.pdf

使用方法等の動画 https://www.e-den.corefutec.co.jp/e-den_setting 

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 利用者の寝室の別途の頭部側。
設置場所 ベッドの頭部側に設置。

設置方法 ①壁付け、②スタンド設置タイプ、③超低床ベッドのヘッドボードに取り付け。その他、環境に合わせ
たこまめな対応は出来る範囲で致します。

サイズ 本体：L 200mm × W 120mm × H 50mm
形状 コンパクトな楕円形
重量（バッテリー含む） 本体：320g
電源・バッテリー（本体、端末、センサー
等） 外部電源（ＡＣ 100 Ｖ）

使用時の音 無音。
緊急発報の方法 「緊急時」だけでは無く、常に、検知・通知を続けます。
安全性の認証取得 「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）を取得しております。
防水・防塵加工 防水・防塵対応とはなっておりません。

検知方式（センサー、画像など） 赤外線カメラで取り込んだ画像を、本体に内蔵する画像処理ソフトで解析し、「起床」、「端座居立ち上
がり」、「離床」を認識し、介護者に通知する。

検知範囲 ベッド回り。

反応速度（タイムラグ） 1 秒間に 7 コマで取り込んだ画像を、内蔵画像処理ソフトで瞬時に解析し、独自無線・ナースコール
を通じて通知します。殆どリアル タイムでの、検知・通知です。

最大見守り人数 一名
必要な通信環境 ナースコール、または独自無線システムにて通報する為、専用の通信環境は不要。

必要なシステム・設備 見守りセンサーとしての機能は、全て本体に内蔵・完結しており、追加のＰＣ、ソフト、システム等は
一切不要。

データの記録機能、有無と内容 お求めやすい価格設定にする為に、「起床」、「端座居立ち上がり」、「離床」の検知・通知のみに特化
させており、データの記録 はしない。将来の市場からの要望に対しての拡張性は持っている。

他の機器との連携・互換性 オプションとして、検知・通知状況確認用のカメラとの接続が可能。

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 不具合の場合、電話、Zoom 等の Web にて対応致します。必要な場合は、現地に出向き、不具合
の確認・適切な処置（必要と認められれば、本体の交換）を行います。

ユーザーによるお手入れ 熱、埃等の環境にご注意頂く他は、格別のお手入れは必要ありません。

消耗品の有無 摩耗・消耗部品を使っておらず、部品交換の必要はありません。除：ＬＥＤライトの寿命（3-4 年）
による交換。

保証期間 購入後 3ヵ年。

耐用年数 発売後間もなく、実績年数の測定は出来ませんが、設計上は、ＬＥＤライトの寿命が３年 -4 年で
あり、それを交換すれば、5-6 年の 使用には耐えられると想定しています。

コスト

本体・付属品の定価

①本体価格：¥140,800（税込）
②ワイヤレスチャイム・・・見通し 100m 送信機：¥3,500 / 受信機：¥4,000
③見張り番 III ・・・見通し 1,000m 送信機：¥25,000 / 受信機：¥58,000
④ スタンド　¥13,000 ナースコールへの接続は、現在ご使用中の仕様に合わせて、別途お見積り致

します。
設置導入に伴う費用 上記「本体・付属品の定価」の、本体・付属品の価格以外にかかる費用はありません。

ランニングコスト ①摩耗・消耗部品を使っておらず、部品交換の必要はありません。（除：ＬＥＤライトの寿命による交換。）
②通信機能を持たせていないので、通信費用等も不要です。

教育研修費 特にありません。

オプション 追加できる機能 画像による確認機能。

問合せ先
緊急時の問合せ先 電話：044-430-5501、メール：e-den@corefutec.co.jp
デモ・貸出 対応中・リース・レンタルも応相談。

309



見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

施 設見守り・コミュニケーション����

機器の概要

必須環境・推奨環境

Ｗｉ－Ｆｉ環境、スマートフォンなど
が必要となりますが、ご相談の上状況
に応じて弊社からモバイルルータやス
マートフォン等の貸与させて頂きます。

試用期間中のサポート

機器トラブル、使用方法がわからない等
ございましたら担当までお気軽にお問い
合わせください。
＊ 営業部時間外の場合は対応までお時間
をいただく場合がございます。

貸出期間 ２週間～１か月程度
延長等対応可能

貸出可能台数 ～ 30 台　＊要相談

機器の機能

ベッドマットレスの下に敷いて使用する
非接触型の見守りセンサーです。低周波
集音センサーと独自のアルゴリズムによ
り、利用者の心拍数や呼吸数を遠隔地か
らＰＣやスマートフォンアプリを通じて
モニタリングすることが可能です。アラー
ト機能を搭載し、心拍数や呼吸数が設定
値を上回る（下回る）場合や離床をした
際は端末にお知らせいたします。睡眠解
析機能では、睡眠の深度や質を点数化し
ケアプランの改善に活用が可能です。

品番・型番

SC300M

株式会社ツカモトコーポレーション

AlgoSleep　見守りセンター

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ツカモトコーポレーション
〒103-0023　東京都中央区日本橋本町１丁目６番５号
TEL 03-3279-6847 MAIL solution@tsukamoto.co.jp

所属部署  営業本部　新規事業準備室　 担当者名  小林

AlgoSleep　見守りセンター
センサーマットをマットレスの下（利用者肩甲骨の下あたり）に
敷き使用します。利用者から取得した生体情報はＷｉ－Ｆｉ環境
を通じてクラウド上のサーバにアップロードされ、ＰＣブラウザ
やスマートフォンのアプリを通じて確認することが可能です。ア
プリ上ではリアルタイムモニタリング、アラート通知、レポート
機能がご利用できます。
リアルタイムモニタリングでは離床 / 座位 / 臥床 / 睡眠の状態を
リアルタイムに表示します。モニタリング画面を利用して、目が
覚めている要介護者様へ優先的にケアを行うなど、状況に応じた
対応が可能になります。同時に利用者の心拍と呼吸数を計測し、
モニタリング画面に数値を表示します。
アラート機能は測定中のデータに基づき異変を感知し、管理者の
スマートフォンにお知らせをする機能です。迅速な対応の補助に
よりスタッフの精神的負担をサポートします。
レポート機能では日報、週報、月報の確認が可能で、睡眠の点数
をはじめ、レム睡眠やノンレム睡眠などの睡眠の深度、睡眠時の
心拍や呼吸数の推移を確認することが可能です。
初期設定や設置作業に関しては可能な限り弊社でサポートさせて
頂きます。

販売開始

2020 年 10 月

販売価格

レンタル
月額 3,300 円（税込）

機器の使用場面

118
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ツカモトコーポレーション

製品名 AlgoSleep　見守りセンター

型　番 SC300M

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 高齢者施設、障害者支援施設の利用者、在宅サービス利用者（転倒リスクのある方、認
知症の方、生活リズムの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方、看取りの方）

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、と感じている方
専門職の関与 ・不要

禁止事項 禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：ストーブなどの火気の近くやホットカーペットなどの暖房器具の上、トラック

や電車が頻繁に通道路脇などの振動が多い場所。電波障害を受けやすい電子機器は本製品からの電波
障害がないことを確認してから使用する

・分解、改造、修理をしない

使用上の注意

注意事項

・本製品を医療用または診断設備として使わない
・センサーマットのカバーが破れていないか確認し、破れた状態では使用しない
・湿気やほこりの多い場所や、保管温度範囲（０～ 50 度）外の場所に放置しない
・お手入れをするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く
・長時間使用しない場合は、必ずＡＣアダプタの電源プラグをコンセントから抜く

安全に利用するための配慮

・付属のＡＣアダプタ以外は使用しない
・電源プラグは根元まで確実に差し込む
・電源プラグのホコリ等は定期的にとる
・ センサーマットおよび通信ユニットを水につけたり、水をかけたり、水をこぼしたりしない
・濡れた手でＡＣアダプタやセンサーマットプラグの抜き差しをしない
・ センサーマットの上に立ったり、飛び跳ねたり、不安定な場所・姿勢で使用しない

誤報の有無
・感度設定がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意

・ 電源コードやセンサーマットケーブル（特にセンサーマットケーブル接続部）に負荷をかけたり、
傷つけたりしない

・センサーマットを強く折り曲げない
・通信ユニットやＡＣアダプタを落としたり、強い衝撃を与えない
・濡れた手で操作しない
・センサーマットは一人用の測定機です

使用方法

使用方法 ・ ＡＣアダプタのアダプタプラグを、通信ユニットのアダプタプラグ差込口に接続し、電源プラグ
をコンセントに差し込み、通信ユニットの電源スイッチをＯＮにする

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続、通信ユニットの電源スイッチを ON にする

使用環境

・ センサーマットはできるだけ硬い素材の上に敷いてご使用いただくことを推奨いたします
・ ストーブなどの火気の近くや、ホットカーペットなどの暖房器具の上で使用しないでください
・ 湯たんぽ等をご使用の場合は、センサーマットと直接触れないようにしてください。火災や事故・故

障の原因になります
・本製品の使用温度範囲は５℃～ 35℃です
・ センサーマットは一人用の測定機です。ベッドでパートナーや子供、ペットと一緒に寝る場合は、正

しい測定ができません
・ 振動が多い場所では測定しないでください。測定または測定結果に誤差が生じる原因になります
・ 電波障害を受けやすい電子機器は本製品からの電波障害がないことを確認してからご使用ください

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守りが必要な場合

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない　・移動の際はケーブルを踏まないように注意する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する高齢者
への効果

・転倒リスクの軽減　　　・睡眠の質の向上
・排泄の自立支援によるＱＯＬ向上

機器を使用することで実現する介護者
への効果

・利用者の状況を把握することで状況に応じた対応が可能になる
・アラート機能を利用して利用者の異変に素早く気付くことができる
・睡眠の可視化により、ケアプランの改善に活かすことができる

機器を使用することで実現する施設へ
の効果

・事故リスクの低減　　　・ケアの質の向上
・エビデンスデータの保持 / 訴訟リスクの軽減

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・屋内、介護施設内居室（個室・多床室）　＊Ｗｉ－Ｆｉ通信が届くエリアに限る

設置場所 ・ベッドフレームとマットレスの間
・ベッドフレームの間からベッドに干渉しないようにアダプターのコードを配置する

設置方法 ・ カラダの上下方向に対して垂直になるようにセンサーマットの上辺が肩位置にくるように設置する

サイズ センサーマット：W802×D252×H12mm
通信機器本体：W181×D40×H121mm
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.tsukamoto-aim.co.jp/product/SC300M/

取扱説明書 https://www.tsukamoto-aim.co.jp/wp-content/uploads/
2020/08/5c6755f72c30071249dbb14b00514cf5.pdf

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/channel/UClfc9TNbERYG_
lPVC62wXww

項 目 内 容

仕様、構造

形状 画像参照
重量（バッテリー含む） センサーマット：0.4kg　　　通信機器本体：0.4kg
電源・バッテリー（本体、端末、センサー
等） ・センサーマット　　　・通信ユニット　　　・ＡＣアダプタ

緊急発報の方法 ・スマートフォンアプリ上にて音、振動、アイコンでお知らせ

安全性の認証取得
・アダプタは◇ＰＳＥマーク取得
・認証機器のクラス分類：一般医療機器
・医療機器届出番号：13BX10246000001

防水・防塵加工 ・センサーマットの隙間や通信ユニットに水が入らないようにご注意ください
検知方式（センサー、画像など） ・センサーで検知（振動センサー、空圧検知センサー等）
検知範囲 ・ベッド上（＊ベッドの個体により影響される可能性あり）
反応速度（タイムラグ） ・ 10-20 秒以内（＊Ｗｉ－Ｆｉ環境による影響あり）　　　・生体情報は約１分ごとに更新
最大見守り人数 ・１人 / 台　　　・施設 / アカウント毎の上限はなし

必要な通信環境
・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）2.4GHz が必要
・Ｗｉ－Ｆｉ環境がない場合は弊社にてモバイルルーターの貸与可能
・データ閲覧にはインターネット環境が必要

必要なシステム・設備 ・表示端末（パソコン、タブレット、スマートフォン）
パソコン、タブレットはブラウザでの閲覧、スマートフォンでは専用アプリでの閲覧が可能

データの記録機能、有無と内容

・１分毎に表示する情報：臥床、座位、離床、心拍数、呼吸数
・アラート機能により通知された時間や項目は 24 時間保存
・睡眠の質を独自のアルゴリズムに基づいて、点数評価で表示
・点数評価に基づいて、日報 / 週報 / 月報の単位で、詳細データを確認が可能
・ 睡眠得点以外に、心拍数データ、呼吸数データ、離床回数、覚醒、ＲＥＭ睡眠時間、浅い睡眠（Ｎ１/Ｎ２）

の時間、深い睡眠（Ｎ３/Ｎ４）の時間等の睡眠ステージ分析が時間推移で表示可能
他の機器との連携・互換性 ・なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・ 不具合の場合、メール、電話にて対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・適切な処置（必要と

認められれば、本体の交換）を行います
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ
・定期的な稼働状況の確認（リモート）

ユーザーによるお手入れ
・ご使用端末（スマートフォン）の充電
・コントローラ・センサが汚れたときは乾いた柔らかい布で拭き取ってください
・ 汚れがひどいときは水または家庭用中性洗剤を含ませた布をよく絞ってから拭き、その後乾いた布

で拭き取ってください
消耗品の有無 ・特になし
保証期間 契約期間中は無償対応（お客様瑕疵の場合を除く）
修理対応期間 契約期間中
耐用年数 約５年

コスト

本体・付属品の定価 レンタル　3,300 円 / 月額（税込）
設置導入に伴う費用 無償
ランニングコスト レンタル費用のみ
教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 モバイルルータ、スマートフォン（iPhone）の貸与（デモ期間のみ）

問合せ先
緊急時の問合せ先 株式会社ツカモトコーポレーション　新規事業準備室

TEL：03-3279-6847
デモ・貸出 承っております。お気軽にお問い合わせください。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・居室内のベッド付近に電源があること
・ 貸出し時はモバイルルーターにて提供

するため、施設通信環境（Ｗｉ－Ｆｉ環境）
に依存せずに使用可能

試用期間中のサポート

・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・ 不具合の場合、電話にて対応。必要に

応じて、不具合の確認・適切な処置（必
要と認められれば、本体の交換）を行う

貸出期間 １週間～３週間
（要相談）

貸出可能台数 １台

機器の機能

電源を入れるだけでお試し導入が可能と
なる見守りシステムです。
基本機能は、リアルタイムで「バイタル（心
拍・呼吸）」及び「ベッド上での４つのス
テータス（離床・起き上がり・覚醒・睡眠」
を計測し、24 時間の睡眠状態（深い・浅
い・ＲＥＭ・覚醒）、ゆらぎ健康度の解析
を行います。
利用者・職員の健康・安全・改善機能を
搭載しています。

品番・型番

MAT-WF01

株式会社ＴＡＯＳ研究所

見守りセンサ AiSleep

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ＴＡＯＳ研究所
神奈川県横浜市港北区新横浜 2-2-15　パレアナビル 8Ｆ
TEL 045-620-7647 MAIL taosnews@itaos.org

所属部署  営業部　

見守りセンサAiSleep
●ベッドマットの下に敷いて使用するマット型センサ
● ベッド上に寝ているだけで非接触にてプライバシーに配

慮した見守りが可能
● ３つの基本機能、①リアルタイム機能　②レポート解析

機能　③高速検知・高精度
　① リアルタイム機能：「バイタル情報（心拍・呼吸）」と

「ベッド上の状態（睡眠・覚醒・起き上がり・離床）」
を高速検知し、転倒・転落リスクへの早期対応、夜間
帯の介護者の精神的負担を軽減。

　② レポート解析機能：夜間帯の「離床回数」や「睡眠の
質（深い・浅い・ＲＥＭ・覚醒）」のステージごとの
睡眠時間を数値化することで利用者の熟睡度の変化が
確認でき、夜間巡視の効率化やケアプランの改善に活
用が可能。

　③ 高速検知・高精度：起き上がり・離床を高速検知し、
通信環境に依存することなく安定的な通知が可能。

● 運用方法は「オンプレミスサーバー運用」「クラウド運用」
の２種類から選択可能。

販売開始

2018 年 10 月

販売価格

オープン価格

TAIS コード

01945-000001

機器の使用場面

122
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ＴＡＯＳ研究所

製品名 見守りセンサ AiSleep　01945-000001

型　番 MAT-WF01

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・転倒リスクのある方・認知症の方・健康意識の高い方
【介護者】・ 徘徊予防の必要な認知症の方、介護従事者の負担軽減および作業の効率化、介護サービ

スの拡充を考えている施設経営者・運営者
専門職の関与 専門職の関与の必要なし

禁止事項 禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：高温多湿場所・屋外・Ｗｉ－Ｆｉ等通信（モバイルルーターの通信）

が届かないエリア
・お客様による修理・分解・改造

使用上の注意

注意事項

・振動がある環境で使用しないこと（検出が正しく行われない可能性有）
・正しい設置位置（胸部下あたり）のベッドマット下に敷き使用すること
・ リクライニングベッド等でギャッジアップした姿勢で使用する際、センサマット部分のずり下がりを防

ぐために結束バンド等で設置位置を固定すること
・ ベッドマットの厚さは 20cm 未満を推奨（一般的なエアマットは測定可能だが特別仕様の物はその限

りではない。）

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認し、電源を入
れる。

・コードやチューブの上に物をのせない。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はし

ない。）
誤報の有無 ・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意 ・ センサマット部分を正しい設置位置（ベッドマット下に設置し、胸部下あたりの位置）で使用する。
・電源が正しく入っていること。

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する。
・収集したデータはシステム外で利用しない。

使用方法

使用方法 コンセントにＡＣアダプターをさして使用
使用方法（再設定） ＡＣアダプターを抜き差し
使用環境 ・モバイルルーターにて提供【通信環境（Ｗｉ－Ｆｉ環境）に依存せずに使用可能】

使用場面

・施設・在宅サービスでの高齢者の見守り
・夜間の訪室回数の削減を行いたいとき
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・離床や起き上がりなどの状態を早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・夜間帯の睡眠（覚醒・深い・浅い・ＲＥＭ）・呼吸状態を把握したい場合

習熟期間
・ リアルタイム機能：（バイタル状態把握・ベッド上のステータス）は導入直後より活用可能
・ 解析機能：（睡眠や呼吸の長時間にわたる状態把握、夜間帯の離床回数、ゆらぎ健康度）はデータ

の蓄積期間約１週間程度を要してから活用すると有効

高齢者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する
・ 認知症の方への配慮として、コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する高齢者
への効果

・不要な訪室回数が減るので睡眠の質が高くなり、安眠できる
・プライバシーに配慮した見守りができる
・早期状態検知が可能なため、転倒・転落のリスクの低減につながる

機器を使用することで実現する介護者
への効果

・夜間帯の状態把握（バイタル・ベッド上の状態）が可能なため精神的負担の軽減
・ リアルタイムで（睡眠・覚醒、離床・起き上がり）状態が把握できるので優先順位をつけて効率的

な訪室が可能

機器を使用することで実現する施設へ
の効果

・ 事故リスクの低減、ケアの質の向上と時間の確保、労働環境改善による職員の離職率の削減と有能
な人材の確保、未経験者のスタッフの介護スキルの定量化、夜間の状態（離床回数・睡眠の状態把
握等）エビデンスデータの蓄積により事故発生時の訴訟リスクの回避や施設のサービス拡充等ＰＲに
寄与し他施設との差別化が可能

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・ 使用場所（屋内・介護施設・病院内）　居室（個室・多床室）、Ｗｉ－Ｆｉ通信が届くエリア
・設置場所：ベッドのマット下（エアマット可）

設置場所 ・ベッドのマットレス下（エアマット可）胸部下あたりに設置

設置方法
・ベッドのマットレス下（エアマット可）胸部下あたりに設置

ギャッジアップ等のリクライニングベッド仕様の場合、ずれ落ちが心配な場合は結束バンドでマット部
分をベッドに固定する

サイズ ・センサマット：755×17×8mm、コアユニット：108×108×20mm
重量（バッテリー含む） ・センサマット：222g、コアユニット：72g
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://aisleep.jp/

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー（本体、端末、センサー
等） ・センサマット、コアユニット、電源コード

使用時の音 ・なし

緊急発報の方法 ・パソコン・スマホ・タブレット等使用される表示端末に通知
表示アイコンの点滅及びアラートによる発報

安全性の認証取得 ・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得
・内部無線ＬＡＮ通信モジュールは技適取得

防水・防塵加工 ・センサマット部分について、防水加工有り
検知方式（センサー、画像など） ・空気圧センサ
検知範囲 ・ベッド上
反応速度（タイムラグ） ・２秒以内（※通知が届くまではＷｉ－Ｆｉ環境による影響あり）
最大見守り人数 ・１システム最大 200 床（１ベッド１センサ）　　　・１人 / 台

必要な通信環境
【クラウドサーバー利用の場合】 ・インターネット環境
 ・Ｗｉ－Ｆｉ環境（ない場合はモバイルルータが必要）

【オンプレサーバー利用の場合】 ・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）2.4GHz
【mini サーバー利用の場合】 ・特になし

必要なシステム・設備
【クラウドサーバー利用の場合】 ・追加のＰＣ、ソフト、システムは不要
【オンプレサーバー利用の場合】 ・専用サーバー、専用ソフトウェア
【mini サーバー利用の場合】 ・専用サーバ、専用ミニルーター

データの記録機能、有無と内容

【施設・デバイス管理】施設名、介護グループ名、計測者名、居室番号、デバイスＩＤ
【睡眠日誌】指定した利用者ＩＤ日時を指定する
・ 睡眠スコア、睡眠効率、総睡眠時間、睡眠潜時、各睡眠ステージ（深い・浅い・ＲＥＭ・覚醒）

の時間と割合をグラフ化、寝返り回数、離床回数
・平均心拍数、平均呼吸数　　　・無呼吸度、ゆらぎ健康度
【睡眠週報】指定した利用者ＩＤ日時を指定する（最大１年間分を出力）
24 時間のベッド上の状態（離床・起き上がり・覚醒・浅い睡眠・深い睡眠・ＲＥＭ）
・保存期間は基本１年間　　　・ＣＳＶファイルのデータエクスポート機能有

他の機器との連携・互換性 ・介護記録ソフトとの連携可能　

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・ 不具合の場合、基本的には電話及びメール等にて対応。必要に応じて、不具合の確認・適切な処置（必

要と認められれば、本体の交換）を行う
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ

ユーザーによるお手入れ ・特になし
消耗品の有無 ・特になし
保証期間 ・１年間
修理対応期間 ・１年間
耐用年数 ・約５年

コスト

本体・付属品の定価 ・オープン価格

設置導入に伴う費用 ・ オンプレミスサーバ、クラウドサーバ運用の場合：初期設置費用（現地デバイス設置・登録作業費用）
・ミニサーバ運用の場合：なし

ランニングコスト ・オンプレミスサーバ、ミニサーバ運用の場合：なし
・クラウドサーバ運用の場合：通信費用が発生

教育研修費 なし
オプション 追加できる機能 Bluetooth による外部機器のインターフェイス

問合せ先

緊急時の問合せ先 株式会社ＴＡＯＳ研究所　営業部：　　　
TEL：045-620-7637　　　MAIL：taosnews@itaos.org

デモ・貸出 あり

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Ｑ１． ベッドマットの厚さは何 cm まで対応しますか？ また、エアマットは対応していますか？
Ａ１． 20cm の厚さのベッドマットまでを推奨しております。

また、エアマットにも対応しております。（特殊なエアマットの場合は事前に使用可能かどう
かお問い合わせください。）

Ｑ２．Ｗｉ－Ｆｉ環境は必要ですか？
Ａ２．お貸出し期間中のご利用でしたらＷｉ－Ｆｉ環境は不要となります。

本導入をご検討の場合は以下の環境が必要となります。
【クラウドサーバー利用の場合】 ・インターネット環境
 ・Ｗｉ－Ｆｉ環境（ない場合はモバイルルータが必要）

【オンプレサーバー利用の場合】 ・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）2.4GHz
【mini サーバー利用の場合】 ・特になし

317



見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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機器の概要

必須環境・推奨環境

お客様にご用意頂くものは特にありま
せん。
タブレットやＷｉ－Ｆｉルーター等も
含めて、機器一式を設定済みの状態で
お送りします。
お客様ご自身で設置が可能（両面テー
プで固定したりケーブル接続のみ）です。

試用期間中のサポート

月～金：９:00 ～ 17:00 が原則ですが、土日祝
日や定時外でも可能な限り対応致します。
電話・E-mail での対応となります。

貸出期間 約１ヶ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

ベッド上での入居者の状態（座位、離床、
臥床、寝返り）や室温・湿度を検知しス
マホやタブレット等に表示
相部屋、個室に対応
検知時間約 1秒
呼吸等による微振動も検知
設置・移設が簡単、工事不要（センサー
はマットレスの下に置くだけ）
入居者に見えないように設置可能（入居
者のストレス軽減）
「心拍数・呼吸数・体動量」をリアルタイ
ムに一覧表示（オプション）
過去データを見やすいようグラフ化して
表示

品番・型番

MR-S2

ドーンコーラス合同会社
高齢者・障害者支援施設向け 見守り支援システム

「もりん２」

機 器 の 貸 出

機器の写真

125
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 ドーンコーラス合同会社
〒102-0074　東京都千代田区九段南 1-5-6 りそな九段ビル 5F・KS フロア
TEL 03-6755-8046 MAIL support@dawnchorus.co.jp
担当者名  橋本健一

高齢者・障害者支援施設向け 見守り支援システム

「もりん２」
型番　MR-S ２
電源　ＡＣ 100 Ｖ（50/60 Ｈｚ）
電源電圧　ＤＣ９V（付属の専用ＡＣアダプタをご使用ください）
消費電力　0.35W
動作可能環境温度　５℃～ 35℃（結露しないこと）
機能　利用者の状態（臥床、座位、離床、寝返り、体動停止）を検知、居
室の室温・湿度を計測、離床後の経過時間を計測
無線到達距離　室内 60m。子機から一番近い親機との距離、または子機と
子機との距離の目安です。
もりんは子機同士が数珠つなぎになるので、実際は親機が 60m 以上離れて
いても到達する可能性が高いです。
搭載センサー、素子　高精度校正済温度・湿度センサー×１個
独自開発微振動検知センサー x ２個
温度測定可能範囲　-10 ～ 85℃　精度 ± 0.4℃
湿度測定可能範囲　０～ 80％　精度 ±４％
外部端子　振動センサー用端子 x ２個、ナースコールユニット・バイタル
センサー２兼用端子 x １個
外形寸法（mm）
本体　幅 150 ｘ奥行 58 ｘ高さ 180（突起物含む）
振動センサー（１個）　幅 80 ｘ奥行 45 ｘ高さ 22.5（突起物含む）
質量　本体 187g
振動センサー（１個）42g

販売開始

2020 年５月

販売価格

165,000 円（税込）

126

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 ドーンコーラス合同会社

製品名 高齢者・障害者支援施設向け 見守り支援システム 「もりん 2」

型　番 MR-S2

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、

徘徊予防の必要な方、看取りの方
【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、訪室の回数を減らしたい、利

用者の排泄の失敗を減らしたい、従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方、利用者の風邪・
熱中症予防をしたい、利用者のご家族への説明参考資料や介護サービスの改善をしたい

専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、改変

使用上の注意

注意事項

絶対に分解・改造・修理をしない。
絶対に未使用（将来の拡張用）端子には他の機器等を接続しない。
親機や子機の内部に、異物を入れたり差し込んだりしない。 
屋外で使わない。
湿気の多いところや水気のあるところで使わない。
ぬれた手でさわらない。液体でぬらさない。
高温になるところで使わない。
電源やＡＣアダプタ、電源プラグ・コードについて
　付属のＡＣアダプタ以外のものは使わない
　束ねたり折り曲げたり重いものを乗せたりしない。傷んだものは使わない
　引っ張らない。コードを持って抜かない
　ぬれた手でさわらない
　プラグやコンセントの差し込みが緩いときは使わない
子機の設置について（壁への取りつけ）
　設置した子機につかまったり、無理な力や体重をかけたりしない。

安全に利用するための配慮

異常を感じた時は直ちにＡＣアダプタをコンセントから抜き使用を中止する。
親機や子機やＡＣアダプタが破損したときは、ただちに使用を中止する。
落雷の恐れがあるときや雷の発生時には、ＡＣアダプタをコンセントから抜いて使用を中断する。
電源やＡＣアダプタ、電源プラグ・コードについて
　交流 100V のコンセントを使う
　ＡＣアダプタの電源プラグの刃および、刃の取り付け面に付着したほこりは、乾いた布でよく拭きとる

システムは、スタッフの業務の支援のために利用する。不具合発生時などに重大な事故につながる可能性があ
ります。
子機の設置について
　手順にしたがいしっかりとおこなう。
　設置方法及び運用には、利用者の状況を考慮し、充分に注意をはらう。
親機と子機の取り扱いについて　
　親機や子機に無理な力を加えない。センサーがはずれたり故障の原因になります。
つぎのような場所で使ったり保管しない。故障の原因になります。
　湿気の多いところや水気のあるところ
　直射日光があたるところ
　衝撃や振動が加わるところ

誤報の有無 センサーが正しい位置に設置できてない場合
機器の接続が正しくできてない場合

使用上の注意 センサーは正しい位置に設置する
シーツ交換等でマットレスをめくった場合は、確認ＬＥＤが点滅するまで（１～ 10 分程度）ベッドには触れない

倫理的の配慮
プライバシーに配慮し、カメラ等の画像による判定は行ってません。
視界に入る機器等が気になる障害をお持ちの方に配慮し、センサーや子機を隠せる（利用者から見えないように設置
できる）構造になっています。

使用方法

使用方法

もりん画面は３種類。「ホーム画面かんたん表示」、「ホーム画面詳細表示」、「生活記録画面」
座位で通知
利用者が座位になった時点で通知。
ベッドから降りて歩き始めてしまう前に、早めに気づくことが可能。
離床で通知
利用者がベッドから降りた場合に通知。
介助無しに１人で歩くことはできるけれど徘徊の心配があるときや、特に夜間に長い時間ベッドから離れたら通知がほ
しいときなどに使用。
体動停止で通知（詳細表示のみ）
利用者がベッド上にいる状態で体動が停止した、もしくは振動センサーで検知できないレベルまで体動が小さくなっ
た場合に通知。※ 離床した場合は、体動停止として認識しません。 
心拍数で通知（詳細表示のみ、バイタルセンサーを接続した場合に可能）
室温で通知（詳細表示のみ）

「生活記録画面」
居室での状態（臥床、寝返り、座位、離床）、室温・湿度などは、すべて１分ごとに保存。

使用方法（再設定） 子機移動による再設定等の作業は特に不要です。

使用環境
動作可能環境温度 ５℃～ 35℃ ※結露しないこと
子機の設置場所は任意（利用者から見えない位置に設置可能）
Ｗｉ－Ｆｉ環境は任意（タブレットやスマホを居室で使用したい場合のみ）

使用場面

・利用者の異常を素早く検知（座位や離床検知から通知まで約１秒）し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒、転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・通常の見守りケア
・看取りケア（呼吸停止、体動停止）
・居室の室温や湿度をスタッフルームで把握したい場合
・直射日光の当たる居室で使用したい場合
・センサーマットをまたいでしまう利用者を見守りたい場合
・臥床中に手や足を上げる利用者を見守りたい場合
・頻繁にベッドを移動したり高さを調整したりする場合（ベッド移動、高さ変更での調整不要）
・頻繁にセンサーを居室間で移動した場合（移設がかんたん）
・Ｗｉ－Ｆｉ環境がない施設で使用したい場合（Ｗｉ－Ｆｉは必須ではありません）
・機器購入後、毎月の保守費用やクラウド使用料の支払い等を避けたい場合

習熟期間 うまく使いこなすようになるまで数日～数週間

高齢者に対する安全面の配慮
・高齢者が触れる場所に子機を設置しない（ベッド下など見えない場所に子機を設置する）
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://dawnchorus.co.jp

取扱説明書 デモ機をご利用のお客様、製品購入のお客様にご提供しております。

項 目 内 容

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

転倒・転落のリスク低減、徘徊の早期発見、眠りの質の向上、排泄の失敗削減、介護サービスの向上、風邪・熱中
症予防

機器を使用することで実現する
介護者への効果 排泄の失敗削減、夜間の訪室回数削減、夜間介護時の精神的負担軽減、職員の負担軽減、睡眠の把握、看取り

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）、離職率低減、利用者が万が一亡くなっ
た場合のご家族への早期連絡、エビデンスデータ（訴訟リスクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内居室（個室・多床室）

設置場所 親機：スタッフルーム
子機と振動センサー：利用者のベッド（センサーはマットレスの下）

設置方法 振動センサー：マットレスの下へ両面テープで固定
子機：ベッドのヘッドボード等へフックで吊り下げ、またはベッド下に結束バンド等で固定など

サイズ 振動センサー 幅 80mmｘ奥行 45mmｘ高さ 22.5mm（突起物含む）
子機本体 幅 150mmｘ奥行 58mmｘ高さ 180mm（突起物含む）

形状 写真参照

重量（バッテリー含む） 質量　本体 187g
振動センサー（１個）42g

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） ＡＣアダプタ

使用時の音 無音、通知の時は「ポーン」という通知音

緊急発報の方法 パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
ナースコールシステムを介して通知もオプションで可能

安全性の認証取得 ＡＣアダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得
内部通信モジュールは技適取得

防水・防塵加工 なし
検知方式（センサー、画像など） 独自開発の振動センサーで検知
検知範囲 ベッド上
反応速度（タイムラグ） 約１秒以内（座位、臥床、離床、寝返り）

最大見守り人数 親機１台あたり20 名
１人 / 台

必要な通信環境 親機と子機は独自のメッシュネットワークで接続するため特に通信環境は不要
（スマホやタブレットを居室へ携帯したい場合はＷｉ－Ｆｉ環境必要）

必要なシステム・設備

■施設にＷｉ－Ｆｉネットワークが無い、または独立して運用する場合
　スタッフルームのみでの閲覧前提：タブレットまたはＰＣが１台以上、Ｗｉ－Ｆｉルーターが１台
■施設にＷｉ－Ｆｉネットワークが導入済みで接続可能な場合
　スタッフルームのみで閲覧する場合：タブレットまたはＰＣが１台以上
　更にスタッフがスマホを携帯する場合：スマホが必要台数
■ナースコール連動（オプション）が必要な場合はナースコールシステム

データの記録機能、有無と内容

データの記録機能有り
１分毎に記録した利用者の状態及び居室の状況を１日 24 時間分、居室単位でグラフ化して表示。日付を指定し
て過去の記録も表示可能。
１分毎に記録する情報：臥床、寝返り、座位、離床、室温、湿度、電波圏内・圏外、電波強度（心拍数・呼吸数・
体動量はバイタルセンサー接続時）
ＣＳＶファイルのデータエクスポート機能有

他の機器との連携・互換性 ナースコールと連動可能
ＲＥＳＴ ＡＰＩにより各居室のセンサーの状態取得や通知条件の設定が可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 不要
ユーザーによるお手入れ 親機・子機が汚れた場合は、電源を切り、水または水で薄めた中性洗剤を含ませて、固く絞った布で拭きとる。
消耗品の有無 無し
保証期間 購入後１年
修理対応期間 ５年

コスト
本体・付属品の定価

子機 MR-S２ ￥150,000（税込）
親機 MR-M１ ￥140,000（税込）
バイタルセンサー２ MRP-V２ ￥80,000（税込）
ナースコールユニット MRP-N１ ￥40,000（税込）
中継機 MRP-T１ ￥40,000（税込）

設置導入に伴う費用 別途見積（お客様ご自身で設置できるようになっています）。
ランニングコスト 発生しません（保守料、クラウド使用料等は不要）
教育研修費 無料（出張費用は別途発生）

オプション 追加できる機能 バイタルセンサーによる心拍数、呼吸数、体動量の検知・通知
ナースコールとの連携、ナースコール端末（ＰＨＳ等）のみでの運用機能

問合せ先
緊急時の問合せ先 購入されたお客様、デモ機をご利用のお客様には携帯電話番号をお知らせ致します。

デモ・貸出
デモ機をご用意しています（無料）。デモ機セットにはタブレットやＷｉ－Ｆｉルーターなどが含まれ、すべて
設定済みでお貸ししております。お客様ご自身で、箱を空けてから 30 分～１時間程度でデモ機のお試しを開始
できます。約１ヶ月間、無料でお試しできます。

よくある質問（Ｑ＆Ａ） 弊社ホームページをご覧ください。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

インターネット環境
Ｗｉ－Ｆｉ環境（ない場合はモバイルータが
必要）

試用期間中のサポート

不具合の場合、電話にて対応。必要に応
じて現地対応。

貸出期間 １か月

貸出可能台数 200台

機器の機能

要介護者側に設置したカメラと介護者側
（複数）の端末間で、映像を見ながら双方
会話、ボタンで介護者へメールを送信、
センサーにより起床・着床等を端末へ通
知、オプション設定で端末から遠隔スイッ
チ制御可能。画像情報と合わせて、遠く
にいながらでも要介護者の合図を受け取
ることも可能となり、介護従事者の負担
軽減が可能。

品番・型番

CFT-012

株式会社コンフォート

エンジェルアイ

機 器 の 貸 出

機器の写真

129
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社コンフォート
兵庫県姫路市西庄甲 155-1
TEL 079-292-4164 MAIL itou-s@itoden-eng.co.jp
担当者名  伊藤茂男

販売開始

2019 年 5 月

販売価格

98,000 円（税込）

TAIS コード

01204-000010

エンジェルアイ
通信はＷｉ－Ｆｉで費用が安価。インターネット環境があ
れば遠隔から見守り可能。夜間も鮮明に状況把握。64 Ｇ
マイクロＳＤにて１週間録画（上書き）。温度、音、赤外
線センサー、動体検知で通知。

機器の使用場面

130
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社コンフォート

製品名 エンジェルアイ　01204-000010

型　番 CFT-012

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 独居老人、在宅介護者、転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・
危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、
従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方

専門職の関与 なし

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ
・分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・利用者が触れないところに設置する　　　・タコ足配線は行わない。
・ 高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管

をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ちに

使用を中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてください。

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを
確認する

・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多

い場所での使用はしない。

誤報の有無 ・感度設定がうまくできていない場合
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意
・ Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場所にて

利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）

倫理的の配慮
・施設から家族に同意書を取得する
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る
・利用者（特に女性）のプライバシーに配慮する。

使用方法

使用方法 ・ 使用時の基本テップ（見守りの際の準備（機器の調整等）、高齢者の見守り時の
基本ステップ（ステーションからの端末確認、アラートの内容等をふまえ訪室）

使用方法（再設定） なし

使用環境 ・センサーレンズを覆い隠さない事　　　・居室全体が見える位置への設置
・Ｗｉ－Ｆｉ環境

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合　　　・認知症の方の見守り

習熟期間 １週間

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない　　　・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する）

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の負担軽減、睡眠の把握

機器を使用することで実現する
施設への効果 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）

仕様、構造
使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室（個室・多床室）、Ｗｉ－Ｆｉ通信が届くエリア、居室

の頭部

設置場所 ・ベッド頭部側中央
・居室の天井や壁　※接地面が十分な重量を保持できる強度を有すること
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.itoden-eng.co.jp

取扱説明書 https://www.itoden-eng.co.jp

項 目 内 容

仕様、構造

設置方法 ・壁付け・天井ポール設置・専用スタンド設置　　　・専用取付金具使用

サイズ センサー兼送受信機：幅 90×高さ 140×奥行 90mm
モーションセンサー：幅 59×高さ 80×奥行 46mm

重量（バッテリー含む） センサー兼送受信機：190g　モーションセンサー：106g
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） センサー兼送受信機、モーションセンサー

使用時の音 電子音

緊急発報の方法
センサー検知時にアラーム、電子音で報知
オプションでポップアップメール通知が可能
センサーが作動すると音と光で報知する

安全性の認証取得 ＰＳＥ，ＥＭＳ準拠　　　賠償責任保険加入
防水・防塵加工 なし

検知方式（センサー、画像など）
センサー検知時にアラーム、電子音で報知
オプションでポップアップメール通知が可能
センサーが作動すると音と光で報知する

検知範囲 最大 100m
反応速度（タイムラグ） 0.5 秒以内
最大見守り人数 １カメラ３センサー、オプションで１ベット 16 センサー
必要な通信環境 ・インターネット環境　　　・Ｗｉ－Ｆｉ環境（ない場合はモバイルルータが必要）
必要なシステム・設備 ・表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）　　　・タブレット端末（スマホ）
データの記録機能、有無と内容 64ＧマイクロＳＤにて１週間録画（上書き）
他の機器との連携・互換性 ナースコール、アレクサ、グーグルホームとの連動可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス ・ 不具合の場合、電話にて対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・適切な処置
（必要と認められれば、本体の交換）を行う

ユーザーによるお手入れ ・本体カメラ部の清掃　　　・ホコリの除去
消耗品の有無 電池
保証期間 ２年
修理対応期間 10 年
耐用年数 約 20 年

コスト

本体・付属品の定価 98,000 円 ( 税込）
設置導入に伴う費用 20,000 円 ( 税込）
ランニングコスト Ｗｉ－Ｆｉ通信費用
教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 ポップアップメールによる通知

問合せ先
緊急時の問合せ先 ㈱コンフォート　電話 06-6326-1739
デモ・貸出 あり
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機器の概要

必須環境・推奨環境

ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナを設置
するスペースと一般家庭用のＡＣ 100
Ｖコンセントから電源が取得できれば
大丈夫です。面倒な電源工事は不要で
す。ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナは、
コンパクトサイズで場所をとりません
ので、設置するスペースも簡単に確保
いただけます。

試用期間中のサポート

ご用命いただければ、担当スタッフが現地に出向き、
機器の設置・使用方法を詳しく説明いたします。また、
取扱説明書や動画をご用意しております。ご不明な
点など、お気軽にご相談ください。

貸出期間 １週間

貸出可能台数 ３台

機器の機能

事業所から発信機を携帯した利用者が離
設・帰設された際、ＧＥＯフェンスＳＡ
Ｎアンテナを通じて介護スタッフなどへ
メールにて通知します。発信機は長期間
連続稼働（約１．５ヶ月）するため、充電
の手間や充電切れが少なく安心です。ま
た、捜索機器で最小誤差５０ｃｍまで誘
導され、発見することができます。専用
シューズは発信機の携帯忘れ防止に効果
的です。

品番・型番

ARMK-200

加藤電機株式会社
見守りシステム
ＳＡＮフラワーＸヘルシーライフ

機 器 の 貸 出

機器の写真

133
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 加藤電機株式会社
〒４７５-８５７４　愛知県半田市花園町６－２８－１０
ＴＥＬ ０５６９-２１-６１８２ ＭＡＩＬ ｓａ２_ｎａｇｏｙａ＠ｋａｔｏ-ｄｅｎｋｉ．ｃｏｍ

所属部署  営業部　 担当者名  吉澤、榎本

見守りシステム
ＳＡＮフラワーＸヘルシーライフ

ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：38 × 160 × 100 ｍｍ
（突起部を除く）、約 257g、内蔵バッテリー：1100 ｍＡｈ
（リチウムイオン電池）
小型ＳＡＮタグ（発信機）：約 29 × 34 × 10.5mm（突
起部を除く）、約９g、内蔵バッテリー：120mAh、充電方法：
マイクロＵＳＢ充電
ＳＡＮレーダー（捜索機器）：約 68 × 114 × 14mm、約
70g、内蔵バッテリー：300mAh、充電方法：マイクロＵ
ＳＢ充電
ヘ ル シ ー ラ イ フ 500（ 専 用 シ ュ ー ズ ）：SS（21.0 ～
21.5cm）、S（22.0 ～ 22.5cm）、Ｍ （23.0 ～ 23.5cm）、
L （24.0 ～ 24.5cm）、LL（25.0 ～ 25.5cm）、3L（26.0 ～
26.5cm）、4L（27.0 ～ 27.5cm）

販売開始

２０１７年６月

販売価格

２１０，８７０円（税込）

ＴＡＩＳコード

01572－000007

134

機器の使用場面
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製　品

製品情報

メーカー名 加藤電機株式会社

製品名 見守りシステムＳＡＮフラワーＸヘルシーライフ　０１５７２－００００７

型　番 ＡＲＭＫ－２００

項 目 内 容

適用 対象者 【高齢者】・施設・病院に入居・入院している徘徊予防の必要な方、認知症の方
【介護者】・ 介護従事者の負担軽減および作業の効率化、介護サービスの向上を考えている施設経営者・運営者

専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項

・ 使用できない環境（場所）：浴室内等の高温多湿なところ、ガラスが無く鉄筋コンクリートでおおわれている部屋
・その他：
・必ず専用の電源アダプタをご使用ください。
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしないでください。
・火の中に投入したり、加熱しないでください。
・加熱用機器（電子レンジ）や高圧容器に入れないでください。
・ 導電性異物（金属片・鉛筆の芯など）を、電源アダプタ端子に接触させたり内部に入れたりして電源アダプタ

端子をショートさせないでください。
・ 高所から落下させる、投げつける、踏みつけるなど強い衝撃を与えないでください。
・ 分解・改造・修理はしないでください。ＳＡＮアンテナの改造は電波法違反になります。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ちに使用を中止してください。

電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてください。

使用上の注意

注意事項

・ 通電状態では電源アダプタの端子に手や指など身体の一部が触れないようにしてください。
・ 電源アダプタは家庭用交流 100 Ｖ（ＡＣ 100 Ｖ）コンセントに接続してください。指定以外の電源電圧では

使用しないでください。
・小さなお子様やペットがいるご家庭では手の届かない所に設置してください。
・ 水などの液体をかけないでください。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はし

ないでください。

安全に利用するための配慮
・ 暑い場所（使用：50℃以上、充電：40℃以上）や寒い場所（使用：－ 10℃以下、充電：０℃以下）では使用

しないでください。
・ ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下してけがの原因になります。

誤報の有無 小型ＳＡＮタグ所持者が施設から外出していなくても、電波が何らかの要因で遮断されると通報（メール）します。
例：携帯電話が通話できないような部屋などに小型ＳＡＮタグ所持者が居る場合

使用上の注意

・ ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナは電波を利用する機器です。電波環境が良く見通しの良い窓際などに設置して
ください。

・床から約１ｍの場所に設置してください。
・金属や水は電波を通さないため、設置する時は注意してください。
・上層階がある建物の場合、上層階に設置するほど見守りエリアは広くなります。
・ 振動が多い場所や、気化した薬品が充満していた場所や薬品に触れる場所はへの設置避けてください。また、

電気製品・ＡＶ・ＯＡ機器などの磁気を帯びている場所や電磁波が発生している場所（電子レンジ、スピーカー、
テレビ、ラジオなど）も避けてください。

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法

・ ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナを設置し、専用サイトでメール通知先の設定を行います。
・小型ＳＡＮタグを対象の方に携帯させます。
・ＳＡＮレーダーに小型ＳＡＮタグのＩＤを登録します。
・ 自宅や施設（ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ）から出た時や帰宅した時にメール通知します。
・ 捜索が必要な場合、ＳＡＮレーダーで対象のＩＤを選択して、近隣にいないか移動しながら確認します。
・ ＳＡＮレーダーで発見した後は画面に従い移動すると対象者に近づき、発見できます。

使用方法（再設定） 同一住所での移動では特に再設定の必要はありません。電源を差し込むだけで大丈夫です。

使用環境
・ 暑い場所（使用：50℃以上、充電：40℃以上）や寒い場所（使用：－ 10℃以下、充電：０℃以下）では使用

しないでください。
・ ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下してけがの原因になります。

使用場面 徘徊予防の必要な認知症の方に小型ＳＡＮタグを携帯させます。施設から離設した際に、介護スタッフにメール
でお知らせします。介護スタッフはＳＡＮレーダーを用いて、小型ＳＡＮタグを携帯した人を探します。

習熟期間 ＳＡＮレーダーを使用した捜索訓練を３回程度

高齢者に対する安全面の配慮 小型ＳＡＮタグを誤飲しないように注意ください。

介護者に対する安全面の配慮 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナはぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下
してけがの原因になります。

効果

機器を使用することで
実現する高齢者への効果 早期発見により高齢者の怪我などのリスクを下げることにつながります。

機器を使用することで
実現する介護者への効果

介護者、スタッフの代わりに入居者を見守ります。万一の徘徊による行方不明の際でも、捜索への時間、人材が
大幅に軽減できます。

機器を使用することで
実現する施設への効果

入居者への見守りがされていることで、施設の信用を保つことにつながります。また入居希望されるお客様にも
ご安心いただけます。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナは事務所など窓のある部屋に設置します。

設置場所 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：－ 10℃～ 50℃（床から１ｍ以上の高さを推奨）

設置方法 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：据え置き（床から１ｍ以上の高さを推奨）

サイズ
ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：38 × 160 × 100 ｍｍ（突起部を除く）
ＳＡＮレーダー： 約 68 × 114 × 14 ｍｍ
小型ＳＡＮタグ：約 29 × 34 × 10.5 ｍｍ（突起部除く）

形状 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：箱型

重量（バッテリー含む）
ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ（バッテリー含む）：約 257 ｇ
ＳＡＮレーダー（バッテリー含む）：約 70 ｇ
小型ＳＡＮタグ（バッテリー含む）：約９ｇ

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：ＡＣ100Ｖ　50／60Ｈｚ、内蔵バッテリー：1,100ｍＡｈ（リチウムイオン電池）
ＳＡＮレーダー：300 ｍＡｈ、マイクロＵＳＢ充電、連続待受時間約 3,000 時間（約４ヶ月）
小型ＳＡＮタグ：120 ｍＡｈ、マイクロＵＳＢ充電、連続動作時間約 1,200 時間（約 1.5 ヶ月）
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.anshin-anzen.com/san-fl ower/user/product/

取扱説明書 https://www.anshin-anzen.com/san-fl ower/download/

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=9KXhX6nVkys

項 目 内 容

仕様、構造

使用時の音
ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：起動音以外特になし（緊急地震速報付）
ＳＡＮレーダー：ボタン操作時、捜索時に電子音が鳴ります。
小型ＳＡＮタグ：音なし

緊急発報の方法 パソコン・スマホ・タブレット等へメールでお知らせ

安全性の認証取得 ＰＳＥ

防水・防塵加工
ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：室内設置のため防水加工なし
ＳＡＮレーダー：生活防水
小型ＳＡＮタグ：生活防水

検知方式（センサー、画像など） 特定小電力無線 920 ＭＨｚ帯を活用した捜索システム

検知範囲 市街地で約 0.5 ～ 300 ｍ

反応速度（タイムラグ） ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：約１分（通信環境やメール受信環境による）
ＳＡＮレーダー：リアルタイム

最大見守り人数 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：最大 100 人
ＳＡＮレーダー：捜索ＩＤを切り替えるため無制限

必要な通信環境 特になし（ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナに通信モジュール内蔵）

必要なシステム・設備 パソコン・スマホ・タブレット等のメールを受信できる機器

データの記録機能、有無と内
容 小型ＳＡＮタグとＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナの通信記録（最大 300 件、30 日経過後に自動削除）

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス なし

ユーザーによるお手入れ 小型ＳＡＮタグとＳＡＮレーダーの充電

消耗品の有無 靴、バッテリー

保証期間 購入から１年（ただし消耗品は除く）

修理対応期間 都度

耐用年数 約１０年

コスト

本体・付属品の定価 ２１０，８７０円（税込）

設置導入に伴う費用 初期登録料 １０，７８０円（税込）が別途必要です。

ランニングコスト ＳＡＮサービス利用料　初回２年間は無料です。
３年目以降継続してＳＡＮフラワー見守りサービスご利用の場合は、月額費用 4,180 円（税込）が必要です。

教育研修費 内容により相談

オプション 追加できる機能 とくになし

問合せ先

緊急時の問合せ先 加藤電機株式会社　ＴＥＬ０５６９－２１－６１８２
お問い合わせフォームはＱＲコードを読み取ってください。

デモ・貸出 可能（お問い合わせください）

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Ｑ：小型ＳＡＮタグはどのように携帯すればいいのでしょうか？
Ａ： 小型ＳＡＮタグを収納できる介護シューズ（ヘルシーライフ 500）をご利用ください。またＳＡＮタグは小

型なため、カバンなどに入れておくことができますが、別売りのお守り袋やフック付の袋に入れて携帯いた
だくこともできます。

Ａ：家から外出したことをお知らせしてくれる機能はありますか？
Ｑ： 外出した時に設定したメール（最大５ヶ所）に通知することができます。ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナは、

ＧＥＯエリアを形成することができます。設置も簡単で 100 Ｖコンセントを差すだけです。 また、ご自宅
に帰宅した際にもメール通知を受けられるので、遠く離れていても見守ることが可能です。

Ａ：ＳＡＮレーダーは、建物の中に隠れている人も探せますか？
Ｑ： はい、捜索可能です。水や金属以外は電波を通過するため屋内にいる人も捜索可能です。 また、山の中や地

下など携帯電話の電波が入らない場所でも、専用の電波で捜索しているため捜索可能です。
Ｑ：小型ＳＡＮタグの電池残量はどうやって確認できますか？
Ａ：小型ＳＡＮタグ動作ＬＥＤにて電池残量を色（緑／橙／赤）で確認することができます。
緑：電池残量は十分です。
橙：電池残量が少なくなっています。早めの充電をお薦めします。
赤：充電が必要です。
Ｑ：身体への影響は？ペースメーカーを使っていても大丈夫ですか？
Ａ：  体への影響が少ない低電磁波を使用しています。医療用電気機器や心臓ペースメーカーなどを使用されてい

る場合には、電波によりそれらの装置・機器に影響を与える場合がありますので、医療用電気機器等をお使
いの場合は機器メーカーまたは販売者に電波による影響をご確認ください。
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製　品

製品情報

メーカー名 加藤電機株式会社

製品名 見守りシステムＳＡＮフラワーＸヘルシーライフ　０１５７２－００００７

型　番 ＡＲＭＫ－２００

項 目 内 容

適用 対象者 【高齢者】・施設・病院に入居・入院している徘徊予防の必要な方、認知症の方
【介護者】・ 介護従事者の負担軽減および作業の効率化、介護サービスの向上を考えている施設経営者・運営者

専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項

・ 使用できない環境（場所）：浴室内等の高温多湿なところ、ガラスが無く鉄筋コンクリートでおおわれている部屋
・その他：
・必ず専用の電源アダプタをご使用ください。
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしないでください。
・火の中に投入したり、加熱しないでください。
・加熱用機器（電子レンジ）や高圧容器に入れないでください。
・ 導電性異物（金属片・鉛筆の芯など）を、電源アダプタ端子に接触させたり内部に入れたりして電源アダプタ

端子をショートさせないでください。
・ 高所から落下させる、投げつける、踏みつけるなど強い衝撃を与えないでください。
・ 分解・改造・修理はしないでください。ＳＡＮアンテナの改造は電波法違反になります。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ちに使用を中止してください。

電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてください。

使用上の注意

注意事項

・ 通電状態では電源アダプタの端子に手や指など身体の一部が触れないようにしてください。
・ 電源アダプタは家庭用交流 100 Ｖ（ＡＣ 100 Ｖ）コンセントに接続してください。指定以外の電源電圧では

使用しないでください。
・小さなお子様やペットがいるご家庭では手の届かない所に設置してください。
・ 水などの液体をかけないでください。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はし

ないでください。

安全に利用するための配慮
・ 暑い場所（使用：50℃以上、充電：40℃以上）や寒い場所（使用：－ 10℃以下、充電：０℃以下）では使用

しないでください。
・ ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下してけがの原因になります。

誤報の有無 小型ＳＡＮタグ所持者が施設から外出していなくても、電波が何らかの要因で遮断されると通報（メール）します。
例：携帯電話が通話できないような部屋などに小型ＳＡＮタグ所持者が居る場合

使用上の注意

・ ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナは電波を利用する機器です。電波環境が良く見通しの良い窓際などに設置して
ください。

・床から約１ｍの場所に設置してください。
・金属や水は電波を通さないため、設置する時は注意してください。
・上層階がある建物の場合、上層階に設置するほど見守りエリアは広くなります。
・ 振動が多い場所や、気化した薬品が充満していた場所や薬品に触れる場所はへの設置避けてください。また、

電気製品・ＡＶ・ＯＡ機器などの磁気を帯びている場所や電磁波が発生している場所（電子レンジ、スピーカー、
テレビ、ラジオなど）も避けてください。

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法

・ ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナを設置し、専用サイトでメール通知先の設定を行います。
・小型ＳＡＮタグを対象の方に携帯させます。
・ＳＡＮレーダーに小型ＳＡＮタグのＩＤを登録します。
・ 自宅や施設（ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ）から出た時や帰宅した時にメール通知します。
・ 捜索が必要な場合、ＳＡＮレーダーで対象のＩＤを選択して、近隣にいないか移動しながら確認します。
・ ＳＡＮレーダーで発見した後は画面に従い移動すると対象者に近づき、発見できます。

使用方法（再設定） 同一住所での移動では特に再設定の必要はありません。電源を差し込むだけで大丈夫です。

使用環境
・ 暑い場所（使用：50℃以上、充電：40℃以上）や寒い場所（使用：－ 10℃以下、充電：０℃以下）では使用

しないでください。
・ ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下してけがの原因になります。

使用場面 徘徊予防の必要な認知症の方に小型ＳＡＮタグを携帯させます。施設から離設した際に、介護スタッフにメール
でお知らせします。介護スタッフはＳＡＮレーダーを用いて、小型ＳＡＮタグを携帯した人を探します。

習熟期間 ＳＡＮレーダーを使用した捜索訓練を３回程度

高齢者に対する安全面の配慮 小型ＳＡＮタグを誤飲しないように注意ください。

介護者に対する安全面の配慮 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナはぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。落下
してけがの原因になります。

効果

機器を使用することで
実現する高齢者への効果 早期発見により高齢者の怪我などのリスクを下げることにつながります。

機器を使用することで
実現する介護者への効果

介護者、スタッフの代わりに入居者を見守ります。万一の徘徊による行方不明の際でも、捜索への時間、人材が
大幅に軽減できます。

機器を使用することで
実現する施設への効果

入居者への見守りがされていることで、施設の信用を保つことにつながります。また入居希望されるお客様にも
ご安心いただけます。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナは事務所など窓のある部屋に設置します。

設置場所 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：－ 10℃～ 50℃（床から１ｍ以上の高さを推奨）

設置方法 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：据え置き（床から１ｍ以上の高さを推奨）

サイズ
ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：38 × 160 × 100 ｍｍ（突起部を除く）
ＳＡＮレーダー： 約 68 × 114 × 14 ｍｍ
小型ＳＡＮタグ：約 29 × 34 × 10.5 ｍｍ（突起部除く）

形状 ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：箱型

重量（バッテリー含む）
ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ（バッテリー含む）：約 257 ｇ
ＳＡＮレーダー（バッテリー含む）：約 70 ｇ
小型ＳＡＮタグ（バッテリー含む）：約９ｇ

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

ＧＥＯフェンスＳＡＮアンテナ：ＡＣ100Ｖ　50／60Ｈｚ、内蔵バッテリー：1,100ｍＡｈ（リチウムイオン電池）
ＳＡＮレーダー：300 ｍＡｈ、マイクロＵＳＢ充電、連続待受時間約 3,000 時間（約４ヶ月）
小型ＳＡＮタグ：120 ｍＡｈ、マイクロＵＳＢ充電、連続動作時間約 1,200 時間（約 1.5 ヶ月）
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機器の概要

必須環境・推奨環境

[ Ｗｉ－Ｆｉ環境がある場合 ]
2.4GHz 帯 IEEE802.11b/g/n IPv ４に
よる固定 IP をセンサーおよび制御端末
に割当致します。
[ Ｗｉ－Ｆｉ環境がない場合 ]
ご利用頂く環境にＷｉーＦｉ環境がな
い場合は、当社にてご用意致します。

試用期間中のサポート

平日（９時～ 17 時 30 分）で、Ｅ－ｍａｉｌ及びお電
話でサポート致します。
クラウド型見守りシステムですので、リモート対応
も可能で御座います。

貸出期間 約１ヶ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

マットレスの下に設置した非接触バイタ
ルセンサーを使って、利用者の体動（脈
拍・呼吸）を測定し、見守りします。また、
離床する前に利用者がベッド上で上体を
起こした事を職員に通知する事により転
倒予防に繋がります。
お部屋全体を感知するルームタイプのセ
ンサーもあり、用途に応じて見守りシス
テムのサービスを提供致します。

三昌商事株式会社

見守りシステム “CareBird”

機 器 の 貸 出

機器の写真

137
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 三昌商事株式会社
〒105-0003　東京都港区西新橋１-18-17（明産西新橋ビル）
TEL 03-6203-1888 MAIL takase@sansho-shoji.co.jp

所属部署  アライアンス事業部　 担当者名  高瀬正章

見守りシステム “CareBird”
マットレスの下に設置した非接触バイタルセンサーを使っ
て、入居者の体動（脈拍・呼吸）を測定し、見守ります。
また、睡眠状態を確認する事もできます。見守りシステム
“CareBird” を活用することにより、入居者の生活リズム
を把握やスタッフの業務負担軽減などお役に立てます。
クラウド型見守りシステムであり、入居者の状況は、パソ
コンやタブレット、スマートフォンで施設外でも確認する
事が出来ます。バイタル異常発生時や、上体を起こし離床
する前にスタッフに音と共に報知致します。また、ナース
コールとの連携も可能であり、施設でご利用頂いている端
末に通知を行います。

販売開始

2016 年４月

販売価格

オープン価格

138
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機器の概要

必須環境・推奨環境

[ Ｗｉ－Ｆｉ環境がある場合 ]
2.4GHz 帯 IEEE802.11b/g/n IPv ４に
よる固定 IP をセンサーおよび制御端末
に割当致します。
[ Ｗｉ－Ｆｉ環境がない場合 ]
ご利用頂く環境にＷｉーＦｉ環境がな
い場合は、当社にてご用意致します。

試用期間中のサポート

平日（９時～ 17 時 30 分）で、Ｅ－ｍａｉｌ及びお電
話でサポート致します。
クラウド型見守りシステムですので、リモート対応
も可能で御座います。

貸出期間 約１ヶ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

マットレスの下に設置した非接触バイタ
ルセンサーを使って、利用者の体動（脈
拍・呼吸）を測定し、見守りします。また、
離床する前に利用者がベッド上で上体を
起こした事を職員に通知する事により転
倒予防に繋がります。
お部屋全体を感知するルームタイプのセ
ンサーもあり、用途に応じて見守りシス
テムのサービスを提供致します。

三昌商事株式会社

見守りシステム “CareBird”

機 器 の 貸 出

機器の写真

137
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製　品

製品情報

メーカー名 三昌商事株式会社

製品名 見守りシステム “CareBird”

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険

動作などの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方、看取りの方など
【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、

従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方など

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・利用者が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・ 高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保

管をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直

ちに使用を中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いて
ください。

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であること
を確認する

・コードの上に物をのせない。
・ 通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにす

る。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多

い場所での使用はしない。

誤報の有無

・感度設定がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・直射日光による精度低下時、画面降下による設定相違時
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意

・正しい設置位置 ( ベッドマットの下 ）で使用する
・スプリング式のベッドでは使用できない
・ Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場

所にて利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する
・利用停止後、データを破棄する

使用方法

使用方法
・ 使用時の基本テップ（見守りの際の準備（機器の調整等）、高齢者の見守り時の

基本ステップ（ステーションからの端末確認、アラートの内容等をふまえ訪室））
・アラートの種類：（「離床」「バイタル異常」「起き上がり」）

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・必要に応じ、しきい値を再設定

使用環境
・ Ｗｉ－Ｆｉは貴所のインフラを利用し、2.4GHz 帯 IEEE802.11b/g/n IPv4 に

よる固定ＩＰをセンサーおよび制御端末に割当することを前提。また、ＷＡＮ
側ではＳＳＬ通信に 443 ポートの使用が可能であること。

・センサーを設置する居室内の推奨電波強度は、-60dBm を目安とする。

使用場面

・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・通常の見守りケアから看取りケア

習熟期間 ・お使い後直ぐに習熟頂けます

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 ・生活リズムの把握、転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・職員の負担軽減、睡眠の把握、看取り

機器を使用することで実現する
施設への効果

・ 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（PR 等）、
エビデンスデータ（訴訟リスクの回避等）

332



製 品

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

140

製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://carebird-portal.com/ 

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・使用場所 ( 屋内、介護施設・病院内　居室 ( 個室・多床室 )

設置場所 ・ベッドマット下に設置
・居室の天井や壁　※接地面が十分な重量を保持できる強度を有すること

設置方法
・壁付け・天井ポール設置・専用スタンド設置
・専用取付金具使用
・ベッドのマットレスの下に敷く

サイズ 340(W) × 64(H) × 18(D)mm
形状 筐体
重量（バッテリー含む） 508kg
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） 機器のパーツ（本体、制御端末）

使用時の音 なし

緊急発報の方法
・パソコン：音とアイコンでお知らせ
・スマホ・タブレット：Ｅ－ＭＡＩＬやＬＩＮＥで通知
・ナースコールシステムを介して通知

安全性の認証取得
・ＰＳＥ、ＥＭＳ準拠
・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得
・ＥＡＥ認可取得

防水・防塵加工 ・防水加工：無
・防塵加工：無

検知方式（センサー、画像など）・センサーで検知（2.4GHz 帯 マイクロ波ドップラー方式の非接触バイタルセンサー
・画像解析

検知範囲 ・ベッド上
反応速度（タイムラグ） ・10 秒（設定値は複数あり）
最大見守り人数 ・上限なし

必要な通信環境
・インターネット環境
・Ｗｉ－Ｆｉ環境 ( ない場合は当社で準備致します )
・各居室へのＬＡＮケーブル配線、施設内のＷｉ－Ｆｉ環境整備
・無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ )2.4GHz

必要なシステム・設備 ・表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）
・ソフトやシステム等のダウンロード不要

データの記録機能、有無と内
容

・ 検知日時・検知項目・検知状態・ルーム名・センサー名、検知履歴一覧の表示、
検知履歴動画作成・エクスポート可能、蓄積データを用いて分析も可能

・1 時間、24 時間、10 日間、2 か月間グラフあり。
・睡眠 / 臥床、左右、脈拍、呼吸グラフあり。
・保存期間は基本 2 ヶ月

他の機器との連携・互換性 ・なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス ・定期的な稼働状況の確認（リモート）
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ

ユーザーによるお手入れ ・特になし
消耗品の有無 ・特になし
保証期間 ・1 年間
修理対応期間 ・1 年間は無償対応
耐用年数 ・非接触バイタルの為、軽減劣化に優れております

コスト

本体・付属品の定価 オープン価格（ご利用台数によって、異なります）。
設置導入に伴う費用 オープン価格（ご利用台数によって、異なります）。
ランニングコスト オープン価格（ご利用台数によって、異なります）。
教育研修費 なし

問合せ先
緊急時の問合せ先 03-6203-1888
デモ・貸出 あり
よくある質問（Ｑ＆Ａ） 当社ＨＰをご覧ください（https://carebird-portal.com/）
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製　品

製品情報

メーカー名 三昌商事株式会社

製品名 見守りシステム “CareBird”

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険

動作などの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方、看取りの方など
【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、

従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方など

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・利用者が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・ 高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保

管をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直

ちに使用を中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いて
ください。

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であること
を確認する

・コードの上に物をのせない。
・ 通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにす

る。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多

い場所での使用はしない。

誤報の有無

・感度設定がうまくできていない場合
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・直射日光による精度低下時、画面降下による設定相違時
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意

・正しい設置位置 ( ベッドマットの下 ）で使用する
・スプリング式のベッドでは使用できない
・ Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場

所にて利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する
・利用停止後、データを破棄する

使用方法

使用方法
・ 使用時の基本テップ（見守りの際の準備（機器の調整等）、高齢者の見守り時の

基本ステップ（ステーションからの端末確認、アラートの内容等をふまえ訪室））
・アラートの種類：（「離床」「バイタル異常」「起き上がり」）

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・必要に応じ、しきい値を再設定

使用環境
・ Ｗｉ－Ｆｉは貴所のインフラを利用し、2.4GHz 帯 IEEE802.11b/g/n IPv4 に

よる固定ＩＰをセンサーおよび制御端末に割当することを前提。また、ＷＡＮ
側ではＳＳＬ通信に 443 ポートの使用が可能であること。

・センサーを設置する居室内の推奨電波強度は、-60dBm を目安とする。

使用場面

・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・通常の見守りケアから看取りケア

習熟期間 ・お使い後直ぐに習熟頂けます

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 ・生活リズムの把握、転倒・転落のリスク低減、眠りの質の向上、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・職員の負担軽減、睡眠の把握、看取り

機器を使用することで実現する
施設への効果

・ 事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（PR 等）、
エビデンスデータ（訴訟リスクの回避等）
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・100V コンセントがある場所
・ 湿気のかかる場所、直射日光が当たる

か場所には設置しないでください。

試用期間中のサポート

電話対応・メール

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

・ 軽量の為、どこにでも設置でき修正が
出来ます。

・ 昼間は、トイレキャッチ、危険個所（階
段付近・エレベーター前・非常口）へ
の侵入防止に威力を発揮します。

・ 熱感知のため、布団のずり落ち等には
反応せず誤作動が無くなります。

品番・型番

S30N
D20
B20-M

株式会社ヒート

みてるもんシリーズ V2

機 器 の 貸 出

機器の写真

141
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ヒート
〒341-0031　埼玉県三郷市岩野木 58-1
TEL 048-933-9202 MAIL ootuki@heat-heat.com
担当者名  大月輝彦

みてるもんシリーズV2
・ 中継器（写真掲載無、詳細はホームページ）は、タッチ

パネルを採用、複数のセンサー接続が出来ます。
・ ナースコールが無い場所でも OK。配線工事不要でナー

スコールの更新が出来ます。（台数無制限）モニターは
CRT

他社センサーも接続します。（以下はセンサーメーカー）
・ アナログ信号　電圧値（電流値・抵抗でも結構です。）取

込んだ値はＡＤ変換しシリアル送信
・電源５Ｖ・24V で対応します。電力値 0.5A 以下
・コ ネクター標準は e-con ４P（ハウジング３M 製型式：

37204- １BE ０-004PL）

販売開始

2014 年５月

販売価格

52,800 円（税込）

142
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・100V コンセントがある場所
・ 湿気のかかる場所、直射日光が当たる

か場所には設置しないでください。

試用期間中のサポート

電話対応・メール

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

・ 軽量の為、どこにでも設置でき修正が
出来ます。

・ 昼間は、トイレキャッチ、危険個所（階
段付近・エレベーター前・非常口）へ
の侵入防止に威力を発揮します。

・ 熱感知のため、布団のずり落ち等には
反応せず誤作動が無くなります。

品番・型番

S30N
D20
B20-M

株式会社ヒート

みてるもんシリーズ V2

機 器 の 貸 出

機器の写真

141
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ヒート

製品名 みてるもんシリーズ V2

型　番 S30N・D20・B20-M

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
ベッドから転倒・転落の危険がある方。移動に付き添いが必須の方。

【介護者】
・ マットセンサーの誤報による駆けつけ動作の削除。夜間見回りの低減。高齢者の

トイレ待機の時間低減。従事者全般（パート従業員も範疇）

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室等、高温多湿なところ
・その他：分解・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項
・直射日光の当たる場所には設置しない。
・湿気・水滴のかかるような場所に設置しない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ち

に使用を中止し、すぐに電源アダプタを抜いてください。

安全に利用するための配慮
・ケーブルを引っ張らない。
・ケーブルに物を載せない、踏まない。
・電源やナースコール接続ケーブルを外すときは必ずコネクターをもって行う。
・足で蹴らない。

誤報の有無 高齢者がベッドから転倒する時の軌跡を想定した場所にセンサーを設置すれば誤作
動は極端に減らすことが出来ます。

使用上の注意
・直射日光の当たる場所には設置しない。
・湿気・水滴のかかるような場所に設置しない。
・エアコン送風機の風が直接当たる場所には設置しない。

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法

対象者の行動から設置場所決定
→手をかざしながらセンサーの反応を確認しながら角度調整
→見守り開始
→ナースコールが反応
→介護者が現場に急行し、対応

使用方法（再設定） →対応後、解除ボタンを押して見守り再開始

使用環境 ・施設内の居住空間全般
・100V 電源がある部屋

使用場面

・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・他の居住者に暴力をふるう恐れの方

習熟期間 ・一週間

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

介護者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の負担低減

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、労働環境改善、職場の魅力向上、エビデンスデータ（訴訟リ
スクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室 ( 個室・多床室 )
設置場所 介護従事者の手の届く場所
設置方法 自由にどこでも設置できるのが本商品の特徴で、介護従事者の手の届く場所
サイズ 幅 100×高さ 220×奥行 100mm
形状 円筒＋箱
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144

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

パンフレット等

製品カタログ https://www.heat-heat.com/carerobot

取扱説明書 https://www.heat-heat.com/carerobot

項 目 内 容

仕様、構造

重量（バッテリー含む） 510g
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） ＡＣ電源

使用時の音 無音

緊急発報の方法 ・ナースコールシステムを介して通知
・ランプ赤色点滅、及び警告音

安全性の認証取得 ・アダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得
・内部通信モジュールは技適取得

防水・防塵加工 防水加工の無
防塵加工の無

検知方式（センサー、画像など） 焦電型赤外線センサー（人感センサー）
検知範囲 ・直線 4.5m　範囲±７°
反応速度（タイムラグ） 0.5 秒

最大見守り人数 ・１人 / 台
・上限 124

必要な通信環境
・ナースコール
・独自無線システムのため、専用の通信環境は不要
・NET 環境があるならクラウド対応可

必要なシステム・設備 ・特にない。
・ナースコールがあるなら連動

データの記録機能、有無と内
容

・ 検知日時・ルーム名・センサー名、検知履歴一覧の表示・エクスポート可能、蓄
積データを用いた対象者の行動予測

他の機器との連携・互換性 ・ナースコール連動

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス ・不具合が生じた場合、弊社まで送って頂き、メンテナンス後宅配便にて返送
ユーザーによるお手入れ 特に無し。
消耗品の有無 特に無し。
保証期間 購入後３か月
修理対応期間 弊社到着後１週間で返送
耐用年数 約 10 年

コスト

本体・付属品の定価 ①本体￥46,000（税込）　②ナースコール連動分配 BOX￥16,000（税込）
設置導入に伴う費用 特に無し。
ランニングコスト 電気代のみ
教育研修費 特に無い。

オプション 追加できる機能 ・クラウド対応とシステム構築

問合せ先

緊急時の問合せ先 048-933-9202
デモ・貸出 ２週間

よくある質問（Ｑ＆Ａ）
ナースコール連動をご要望の場合、故障 / 破損したナースコールボタンを郵送し
てください。メーカー・型式によってナースコール端子が 20 種類以上存在します
ので、合わせる必要がありますのでご協力願います。また、コネクターメーカーが
倒産し、端子を購入できない場合は対応できませんのでご容赦願います。
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ヒート

製品名 みてるもんシリーズ V2

型　番 S30N・D20・B20-M

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
ベッドから転倒・転落の危険がある方。移動に付き添いが必須の方。

【介護者】
・ マットセンサーの誤報による駆けつけ動作の削除。夜間見回りの低減。高齢者の

トイレ待機の時間低減。従事者全般（パート従業員も範疇）

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室等、高温多湿なところ
・その他：分解・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項
・直射日光の当たる場所には設置しない。
・湿気・水滴のかかるような場所に設置しない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ち

に使用を中止し、すぐに電源アダプタを抜いてください。

安全に利用するための配慮
・ケーブルを引っ張らない。
・ケーブルに物を載せない、踏まない。
・電源やナースコール接続ケーブルを外すときは必ずコネクターをもって行う。
・足で蹴らない。

誤報の有無 高齢者がベッドから転倒する時の軌跡を想定した場所にセンサーを設置すれば誤作
動は極端に減らすことが出来ます。

使用上の注意
・直射日光の当たる場所には設置しない。
・湿気・水滴のかかるような場所に設置しない。
・エアコン送風機の風が直接当たる場所には設置しない。

倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法

対象者の行動から設置場所決定
→手をかざしながらセンサーの反応を確認しながら角度調整
→見守り開始
→ナースコールが反応
→介護者が現場に急行し、対応

使用方法（再設定） →対応後、解除ボタンを押して見守り再開始

使用環境 ・施設内の居住空間全般
・100V 電源がある部屋

使用場面

・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り
・他の居住者に暴力をふるう恐れの方

習熟期間 ・一週間

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

介護者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の負担低減

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、労働環境改善、職場の魅力向上、エビデンスデータ（訴訟リ
スクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室 ( 個室・多床室 )
設置場所 介護従事者の手の届く場所
設置方法 自由にどこでも設置できるのが本商品の特徴で、介護従事者の手の届く場所
サイズ 幅 100×高さ 220×奥行 100mm
形状 円筒＋箱
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機器の概要

必須環境・推奨環境

お使いのナースコール設備によって分岐
ボックスのコネクタ形状が異なりますの
で、適合確認が必要です。（分岐ボック
スが必要ない場合もございます。）

試用期間中のサポート

使い方や設定などでお困りごとがござい
ましたら、最寄りの弊社支店・営業所の
担当スタッフがサポートいたします。ま
た貸出期間などについてはご要望をお聞
きしますのでお申しつけください。

貸出期間 ２週間～

貸出可能台数 １台

機器の機能

「ｉサポート」は、非接触・無拘束で利用
者の自立行動を尊重しつつ、シンプルか
つ本質的に必要なサポートができるベッ
ド内蔵型見守りセンサーです。
お使いのナースコールを通じて、利用者
のベッド上での起き上がり・離床・徘徊
などの状態をリアルタイムにスタッフに
知らせることができるので、転倒や転落
などのリスク低減や、適切なタイミング
でスタッフが訪室するなどの介護業務効
率化にもお役立ていただけます。

シーホネンス株式会社
ベッド内蔵型見守りセンサー
「ｉサポート」搭載　Ｘシリーズ

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 シーホネンス株式会社
〒537-0001　大阪府大阪市東成区深江北 3-10-17
TEL  06-6973-3471 MAIL  strategy@seahonence.co.jp

所属部署  事業戦略室　 担当者名  藤田　泉

ベッド内蔵型見守りセンサー
「ｉサポート」搭載　Ｘシリーズ

ベッドに内蔵されたセンサーにより、利用者の起き上がり・
離床・徘徊の状態を検知し、分岐ボックスを介して現在お
使いのナースコールにお知らせします。

【アラート設定】操作コントローラーの４つのボタン〔起
き上がり（感度調節可能）・離床・見守り〕から１つを選
んで押すだけで設定完了。体重の入力や、利用者がベッド
に戻った際の再設定も不要です。

【誤操作防止ロック機能】操作コントローラー裏面のロッ
ク機能を活用することで、意図しない設定変更や電源の切
替を防止します。

【足元灯（オプション）】利用者が離床しようとする動作を
検知して点灯します。足元を照らすので、夜間のトイレの
際に躓いて転倒するなどのリスクを低減します。

販売開始

2018 年 11 月

販売価格

723,580 ～
1,133,000 円（税込）

機器の使用場面
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機器の概要

必須環境・推奨環境

お使いのナースコール設備によって分岐
ボックスのコネクタ形状が異なりますの
で、適合確認が必要です。（分岐ボック
スが必要ない場合もございます。）

試用期間中のサポート

使い方や設定などでお困りごとがござい
ましたら、最寄りの弊社支店・営業所の
担当スタッフがサポートいたします。ま
た貸出期間などについてはご要望をお聞
きしますのでお申しつけください。

貸出期間 ２週間～

貸出可能台数 １台

機器の機能

「ｉサポート」は、非接触・無拘束で利用
者の自立行動を尊重しつつ、シンプルか
つ本質的に必要なサポートができるベッ
ド内蔵型見守りセンサーです。
お使いのナースコールを通じて、利用者
のベッド上での起き上がり・離床・徘徊
などの状態をリアルタイムにスタッフに
知らせることができるので、転倒や転落
などのリスク低減や、適切なタイミング
でスタッフが訪室するなどの介護業務効
率化にもお役立ていただけます。

シーホネンス株式会社
ベッド内蔵型見守りセンサー
「ｉサポート」搭載　Ｘシリーズ

機 器 の 貸 出

機器の写真

145
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製　品

製品情報

メーカー名 シーホネンス株式会社

製品名 ベッド内蔵型見守りセンサー「ｉサポート」搭載　Ｘシリーズ

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・ベッドからの転落・転倒や徘徊リスクがある方
【介護者】・ 導入または検討中の見守り機器が複雑な設定のため、使用に不安を感

じている場合
　　　　・適切なタイミングで訪室し、業務効率化をしたい場合

禁止事項 禁止事項
・ベッドの下にもぐり込んだり、身体の一部を入れない。
・ベッドの上で飛び跳ねたりしない。
・分解、改造はしない。

使用上の注意

注意事項 ・電源プラグやセンサー出力ケーブルはしっかりと差し込んでください。
・ベッド設置後、センサーが正しく通知することを確認してから使用してください。

安全に利用するための配慮 取扱説明書に記載の注意事項に沿って、ご利用ください。

誤報の有無 下記状況などによっては、誤って離床の通知をする場合があります。
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合

使用上の注意 ・ 分岐ボックスは接続するナースコールシステムにより形状が異なります。（詳しく
は弊社　カスタマーサポートまたは営業担当者にお尋ねください）

使用方法

使用方法
・アラート設定：操作コントローラーの４つのボタンから１つを選んで押すのみ。
・アラートの種類：「起き上がり（感度調節可能）」「離床」「見守り」
・ 動作ロック機能：コントローラー裏面のロックダイヤルスイッチを付属のダイヤル

キーで回転させることで、電源の切替や意図しない設定変更を防止。
使用方法（再設定） センサー発報後、利用者がベッドに戻られた際も再設定不要。
使用環境 ・背ボトムのスイッチや座ボトムの下の障害物を取り除く

使用場面 ・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合

高齢者に対する安全面の配慮 低床ベッドのため、安心してご利用いただけます。

介護者に対する安全面の配慮
ベッドの高さ調整機能により、床高が 67.5（72.5）cm までの任意の位置まであ
げることができるので、介助時の腰痛リスクも軽減します。
※カッコ内は、低床 30cm モデルご利用の場合

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落事故、徘徊リスクの低減。

機器を使用することで実現する
介護者への効果

簡単設定と高い検知率により負担軽減につながる。根拠をもったタイミングでの適
時の訪室により、介護業務の効率化が期待できる。

機器を使用することで実現する
施設への効果

利用者にとってより安全な療養環境の実現と、スタッフの負担軽減により働き方改
革の実現が期待できる。

仕様、構造
使用場所、必要スペースなど 居室
設置場所 居室
設置方法 居室内の任意の場所に設置し、ベッドの電源プラグをコンセントをつなぐ
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ http://www.seahonence.co.jp/hp/sensor/i-support_
characteristic.html

項 目 内 容

仕様、構造

サイズ

〔樹脂ボード〕：（83cm 幅）総全長 210×全幅 93cm ／
 （90cm 幅）総全長 210×全幅 100cm

〔スチールフレームボード（90cm 幅）〕：総全長 212×100.5cm
〔整形ボード〕：（83cm 幅）総全長 212×全幅 93.5cm ／
 （90cm 幅）総全長 212×全幅 100.5cm

〔木製ボード〕：（83cm 幅）総全長 211.5×全幅 95.5cm ／
 （90cm 幅）総全長 211.5×全幅 102.5cm

重量（バッテリー含む） 最大 110kg 程度
電源・バッテリー

（本体、端末、センサー等） ベッドのコンセント接続により使用可能

緊急発報の方法 ナースコールシステムを介して通知する
検知方式（センサー、画像など） センサー
検知範囲 ベッド上
反応速度（タイムラグ） 即時
最大見守り人数 １人 / 台
必要な通信環境 特になし
必要なシステム・設備 ナースコールシステム
データの記録機能、有無と内
容 無

他の機器との連携・互換性 お使いのナースコールシステムと連携します

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 弊社　各支店・営業所からサービススタッフ派遣によるメンテナンス対応可
消耗品の有無 特になし
保証期間 １年
耐用年数 約８年

コスト

本体・付属品の定価 i サポート搭載べッド本体 723,580 ～ 1,133,000 円 ( 税込）
設置導入に伴う費用 台数・運搬費・設置搬入費等の諸条件により異なります（別途ご相談）。
ランニングコスト 無
教育研修費 無

オプション 追加できる機能 離床連動型　足元灯（オプション）

問合せ先
緊急時の問合せ先 シーホネンス ( 株 )　カスタマーサポート　TEL：0120-20-1001
デモ・貸出 可

製 品

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

147

製　品

製品情報

メーカー名 シーホネンス株式会社

製品名 ベッド内蔵型見守りセンサー「ｉサポート」搭載　Ｘシリーズ

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・ベッドからの転落・転倒や徘徊リスクがある方
【介護者】・ 導入または検討中の見守り機器が複雑な設定のため、使用に不安を感

じている場合
　　　　・適切なタイミングで訪室し、業務効率化をしたい場合

禁止事項 禁止事項
・ベッドの下にもぐり込んだり、身体の一部を入れない。
・ベッドの上で飛び跳ねたりしない。
・分解、改造はしない。

使用上の注意

注意事項 ・電源プラグやセンサー出力ケーブルはしっかりと差し込んでください。
・ベッド設置後、センサーが正しく通知することを確認してから使用してください。

安全に利用するための配慮 取扱説明書に記載の注意事項に沿って、ご利用ください。

誤報の有無 下記状況などによっては、誤って離床の通知をする場合があります。
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合

使用上の注意 ・ 分岐ボックスは接続するナースコールシステムにより形状が異なります。（詳しく
は弊社　カスタマーサポートまたは営業担当者にお尋ねください）

使用方法

使用方法
・アラート設定：操作コントローラーの４つのボタンから１つを選んで押すのみ。
・アラートの種類：「起き上がり（感度調節可能）」「離床」「見守り」
・ 動作ロック機能：コントローラー裏面のロックダイヤルスイッチを付属のダイヤル

キーで回転させることで、電源の切替や意図しない設定変更を防止。
使用方法（再設定） センサー発報後、利用者がベッドに戻られた際も再設定不要。
使用環境 ・背ボトムのスイッチや座ボトムの下の障害物を取り除く

使用場面 ・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合

高齢者に対する安全面の配慮 低床ベッドのため、安心してご利用いただけます。

介護者に対する安全面の配慮
ベッドの高さ調整機能により、床高が 67.5（72.5）cm までの任意の位置まであ
げることができるので、介助時の腰痛リスクも軽減します。
※カッコ内は、低床 30cm モデルご利用の場合

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落事故、徘徊リスクの低減。

機器を使用することで実現する
介護者への効果

簡単設定と高い検知率により負担軽減につながる。根拠をもったタイミングでの適
時の訪室により、介護業務の効率化が期待できる。

機器を使用することで実現する
施設への効果

利用者にとってより安全な療養環境の実現と、スタッフの負担軽減により働き方改
革の実現が期待できる。

仕様、構造
使用場所、必要スペースなど 居室
設置場所 居室
設置方法 居室内の任意の場所に設置し、ベッドの電源プラグをコンセントをつなぐ
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機器の概要

必須環境・推奨環境

ナースコールの状況により、別途分配器
をお買い求めいただく場合もあります。
また、利用者のリアルタイムの状態表示
をさせるオプション機能を選ばれる場合
は施設内においてWi－Fi 環境及びパソ
コンが必要となります

試用期間中のサポート

貸出先施設様の所在地の管轄営業所に
てフォローいたします。

貸出期間 2週間程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

センサーがベッド利用者の体動や動作を
検知し、ナースステーションに通知しま
す。『動き出し』・『起き上がり』・『端座位』・
『離床』・『離床管理』の５つの通知モード
から選んで設定でき、ベッドからの転倒、
転落の危険性を軽減するほか、認知症の
方の徘徊による事故等の予防につながり
ます。

品番・型番

M2

フランスベッド株式会社

見守りケアシステムＭ２

機 器 の 貸 出

機器の写真

149
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 フランスベッド株式会社
〒106-0032　東京都港区六本木 4-1-16
TEL 03-5549-2936 MAIL chizuwa_shigeki@francebed.jp

所属部署  法人企画部 法人企画課　 担当者名  千頭和 重基

見守りケアシステムＭ２
ベッドに内蔵された４つのセンサーが、ベッド上の利用者
の状態を自動認識、見守りが出来るベッドとなります。特
に「誰もが簡単に操作、運用出来る事」に配慮しておりま
すので、複雑な設定等を行う事なくどなたでも簡単に操作
出来る機器となっております。ベッドをナースコールと接
続致しますので、利用者の状態で通知が必要な場合はナー
スコールへ正確に発報を行います。また、自動体重測定機
能やＷｉ－Ｆｉを活用したリアルタイムでのベッド複数台
の見守りにも対応、別売りのオプションをご購入頂く事で、
部屋内の温湿度や利用者のバイタルデータも見守る事が可
能となります。

販売開始

2017 年 5 月

販売価格

オープン価格

機器の使用場面
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機器の概要

必須環境・推奨環境

ナースコールの状況により、別途分配器
をお買い求めいただく場合もあります。
また、利用者のリアルタイムの状態表示
をさせるオプション機能を選ばれる場合
は施設内においてWi－Fi 環境及びパソ
コンが必要となります

試用期間中のサポート

貸出先施設様の所在地の管轄営業所に
てフォローいたします。

貸出期間 2週間程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

センサーがベッド利用者の体動や動作を
検知し、ナースステーションに通知しま
す。『動き出し』・『起き上がり』・『端座位』・
『離床』・『離床管理』の５つの通知モード
から選んで設定でき、ベッドからの転倒、
転落の危険性を軽減するほか、認知症の
方の徘徊による事故等の予防につながり
ます。

品番・型番

M2

フランスベッド株式会社

見守りケアシステムＭ２

機 器 の 貸 出

機器の写真

149
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製　品

製品情報

メーカー名 フランスベッド株式会社

製品名 見守りケアシステムＭ２

型　番 M2

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・足腰の弱った方や認知症の方など、転倒リスクのある方。
【介護者】・ 見回り業務などにより、患者の状態を細かく把握することが必要とされ

ている方。

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造

使用上の注意

注意事項
・ コントローラ、分配器を落としたり、引きずったり、強引に引っ張ったりしないで

ください。
・ 見守り中に利用者以外の方がベッドに腰かけたり、また重い物（30kg 以上）を

載せるなどしないでください。

安全に利用するための配慮
・ コントローラのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したり

しないでください。
・ 濡れた手でコントローラを操作したり、ＳＤカードやコネクタの抜き差しを行ったり、

水やジュースなど液体をこぼさないでください。

誤報の有無 ・見守り中にベッドの昇降動作をしたり、ヘッドボードやサイドレールを取り外した場合。
・最終設定中にベッドに寄り掛かったり、不要なものをベッドの上に置いた場合。

使用上の注意

・ 見守り中にベッドの昇降動作をしたり、ヘッドボードやサイドレールを取り外さな
いでください。

・ コントローラ、分配器を落としたり、引きずったり、強引に引っ張ったりしないで
ください。

・ コントローラのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したり
しないでください。

・ 見守り中に利用者以外の方がベッドに腰かけたり、また重い物（30kg 以上）を
載せるなどしないでください。

使用方法

使用方法
・ ベッドに内蔵した４つのセンサがベッドに寝た状態から離床するまでの利用者の動

作を検知し、ナースコールへ通知します。
・ 通知タイミングを「動き出し」、「起上がり」、「端座位」、「離床」、「離床管理」の

５つのモードから選択でき、利用者の状態などに合わせた使用ができます。

使用方法（再設定）
・ 搬送などで電源を差し直した場合でも、「新規⇔継続」選択画面が表示され前回

の設定内容を継続することができます。
・ 利用者がベッドに横になる度に自動調整を行っています。利用者が変わり、体重

や身長が違ったとしても設定変更する必要はありません。

使用環境 ・室温：15 ～ 45℃、湿度：35 ～ 85％ＲＨ
・突起物の無い水平かつ頑強な場所

使用場面 ・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・動き出しなど早期検知が必要な場合　　　・転倒・転落や徘徊リスクがある場合

高齢者に対する安全面の配慮 センサーは内蔵型でケーブル類の露出はありません。

介護者に対する安全面の配慮
・ コントローラのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したり

しないでください。
・コントローラを取り外す際は、必ず電源を切ってから外してください。

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 ・転倒・転落のリスク低減

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・不要な訪室回数の低減による介護負担の軽減。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・介護施設内の居室
設置場所 ・ナースコール設備付近　　　・突起物の無い水平かつ頑強な場所

設置方法
・センサ中継コードを分配器（別売）に接続。
・ 既存のナースコール設備より、ナースコール子機を外し、分配器のナースコール

接続口に接続。
・分配器のコードをナースコール設備のコンセントに接続。
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://medical.francebed.co.jp/iryofukushi/mimamori_m2/

使用方法等の動画 https://youtu.be/tGjgNkGfK_w

項 目 内 容

仕様、構造

サイズ コントローラー：116（Ｌ）×110（Ｗ）×25（Ｈ）mm

使用時の音 接続先のナースコールシステムによる。またはＷｉ－Ｆｉ、有線ＬＡＮ仕様の場合は、サー
バー（ＰＣ）による。

緊急発報の方法
・ナースコールシステムを介して親機やＰＨＳなどに通知
・ Ｗｉ－Ｆｉ、有線ＬＡＮ仕様の場合は、サーバー（ＰＣ）より警告音とアイコン赤点滅

表示にて通知。

安全性の認証取得 ・センサはベッドに付属。ベッドはＰＳＥ準拠。
・Ｗｉ－Ｆｉモジュールは技適取得品。（※Ｗｉ－Ｆｉ仕様のみ）

検知方式（センサー、画像など）・センサーは荷重変化により検知（歪ゲージ方式）
検知範囲 ・ベッド上の動作

反応速度（タイムラグ）
・離床、動き出しモード　約 30 秒
・起上がり、端座位モード　約 10 秒
（※通知が届くまでの時間は、接続先のナースコールシステム、またはＷｉ－Ｆｉ環境
による。）

最大見守り人数 ・ベッドにセンサー内蔵のため、１ベッドあたり１人。
・Ｗｉ－Ｆｉ、有線ＬＡＮ仕様の場合、１つのサーバー（ＰＣ）に最大 20 ベッド接続可能。

必要な通信環境

・ナースコールシステムを利用して通知する場合は特に無し。
Ｗｉ－Ｆｉ仕様の場合
・各居室内まで電波が届くＷｉ－Ｆｉ環境　対応規格：2.4GHz（IEEE802 11b/g/n）
有線ＬＡＮ仕様の場合
・各居室へのＬＡＮケーブル配線

必要なシステム・設備 ・ナースコールシステム
・専用サーバー（ＰＣ）、専用ソフトウェア（※オプションのＷｉ－Ｆｉ、有線ＬＡＮ仕様のみ）

データの記録機能、有無と内
容

・データ登録数：制限なし
・解析内容（ログ全体画面）：体動レベル、利用者の状態および設定状態を表示
・解析内容（週別解析結果）：１週間分の離床、臥床、アラームをグラフ表示
・アウトプット（レポート印刷）：すべての解析内容項目を印刷可能

他の機器との連携・互換性 ・ナースコールと連動可能　　　・介護記録ソフトとの連携可能
消耗品の有無 ・特になし

コスト
本体・付属品の定価 オープン価格
設置導入に伴う費用 別途御見積

オプション 追加できる機能 Ｗｉ－Ｆｉ仕様、有線ＬＡＮ仕様、バイタルセンサー、温度・湿度センサー

問合せ先
緊急時の問合せ先 平日９時～ 18 時　03-5549-2936　フランスベッド株式会社 法人企画課　

よくある質問（Ｑ＆Ａ） Ｑ どのくらいの体重利用者まで可能ですか？
Ａ 30kg ～ 135kg の範囲で使用可能
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製　品

製品情報

メーカー名 フランスベッド株式会社

製品名 見守りケアシステムＭ２

型　番 M2

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・足腰の弱った方や認知症の方など、転倒リスクのある方。
【介護者】・ 見回り業務などにより、患者の状態を細かく把握することが必要とされ

ている方。

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造

使用上の注意

注意事項
・ コントローラ、分配器を落としたり、引きずったり、強引に引っ張ったりしないで

ください。
・ 見守り中に利用者以外の方がベッドに腰かけたり、また重い物（30kg 以上）を

載せるなどしないでください。

安全に利用するための配慮
・ コントローラのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したり

しないでください。
・ 濡れた手でコントローラを操作したり、ＳＤカードやコネクタの抜き差しを行ったり、

水やジュースなど液体をこぼさないでください。

誤報の有無 ・見守り中にベッドの昇降動作をしたり、ヘッドボードやサイドレールを取り外した場合。
・最終設定中にベッドに寄り掛かったり、不要なものをベッドの上に置いた場合。

使用上の注意

・ 見守り中にベッドの昇降動作をしたり、ヘッドボードやサイドレールを取り外さな
いでください。

・ コントローラ、分配器を落としたり、引きずったり、強引に引っ張ったりしないで
ください。

・ コントローラのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したり
しないでください。

・ 見守り中に利用者以外の方がベッドに腰かけたり、また重い物（30kg 以上）を
載せるなどしないでください。

使用方法

使用方法
・ ベッドに内蔵した４つのセンサがベッドに寝た状態から離床するまでの利用者の動

作を検知し、ナースコールへ通知します。
・ 通知タイミングを「動き出し」、「起上がり」、「端座位」、「離床」、「離床管理」の

５つのモードから選択でき、利用者の状態などに合わせた使用ができます。

使用方法（再設定）
・ 搬送などで電源を差し直した場合でも、「新規⇔継続」選択画面が表示され前回

の設定内容を継続することができます。
・ 利用者がベッドに横になる度に自動調整を行っています。利用者が変わり、体重

や身長が違ったとしても設定変更する必要はありません。

使用環境 ・室温：15 ～ 45℃、湿度：35 ～ 85％ＲＨ
・突起物の無い水平かつ頑強な場所

使用場面 ・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・動き出しなど早期検知が必要な場合　　　・転倒・転落や徘徊リスクがある場合

高齢者に対する安全面の配慮 センサーは内蔵型でケーブル類の露出はありません。

介護者に対する安全面の配慮
・ コントローラのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したり

しないでください。
・コントローラを取り外す際は、必ず電源を切ってから外してください。

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 ・転倒・転落のリスク低減

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・不要な訪室回数の低減による介護負担の軽減。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど ・介護施設内の居室
設置場所 ・ナースコール設備付近　　　・突起物の無い水平かつ頑強な場所

設置方法
・センサ中継コードを分配器（別売）に接続。
・ 既存のナースコール設備より、ナースコール子機を外し、分配器のナースコール

接続口に接続。
・分配器のコードをナースコール設備のコンセントに接続。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ E－MAIL が受信できる携帯電話また
はスマホ等

・ みまもり CUBE 設置場所から 5 メート
ル範囲内に AC100V コンセント 1 口
が必要

・ NTTdocomo の LTE サービスエリア
内に限ります

試用期間中のサポート

ラムロックオペレーションセンター【受付
時間：月～土　9：30 ～ 18：00/ 固定電
話からは：0120-306-692　携帯・PHS：
094-966-8160】にてサポートいたします。

貸出期間 2 週間～ 1ヶ月程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

『みまもり CUBE』のカメラ映像を独自の
画像認識技術で解析を行い、高齢者の徘
徊（外出）や離床を検知して画像付きメー
ルで E － MAIL 配信。内蔵スピーカーに
よる音声で警報。
スピーカー・マイク機能により対話も可
能

『みまもり CUBE』（スタンドアローンモ
デル）はＳＩＭカード内蔵しているので
Ｗｉ－Ｆｉ環境不要

品番・型番

CUBE-00002-A

株式会社ラムロック

―みまもりCUBE―

機 器 の 貸 出

機器の写真

153
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ラムロック
〒820-1111　福岡県飯塚市勢田 1950-1
TEL 09496-2-3156 MAIL shishidou@ramrock.co.jp

所属部署  サポート事業本部　 担当者名  獅子堂正哉

―みまもりCUBE―
通知スケジュール : 通知する時間と通知しない時間を 1 時
間単位（曜日毎）で設定できます。録画保存期間 : みまも
り CUBE 本体の microSD カード (64GB) に記録されます。

（保存期間：約 7 日間）/ 録画再生 : 録画から任意の時間を
指定し、× 1 倍速× 2 倍速× 4 倍速× 8 倍速で再生でき
ます。/ スキップ再生 : 録画の中から検知箇所のみを頭出
し再生できるスキップ再生機能です。/ 録画のダウンロー
ド : 録画を avi 形式に変換してダウンロードする機能です。
/ モザイク設定 : プラバシー保護の対策として、映像中の
指定したエリアにモザイク処理をする機能です。/ 集音機
能 : みまもり CUBE に内蔵しているマイクで周囲の音を集
音してスマートフォンから聴くことが可能です。/ 呼びか
け機能 : スマートフォンから各みまもり CUBE 毎に呼びか
けることが可能です。

販売開始

2018 年 6 月

販売価格

146,300 円（税込）

TAIS コード

01325-000012

機器の使用場面

154

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

見守り・コミュニケーション���� 在 宅

機器の概要

必須環境・推奨環境

・ E－MAIL が受信できる携帯電話また
はスマホ等

・ みまもり CUBE 設置場所から 5 メート
ル範囲内に AC100V コンセント 1 口
が必要

・ NTTdocomo の LTE サービスエリア
内に限ります

試用期間中のサポート

ラムロックオペレーションセンター【受付
時間：月～土　9：30 ～ 18：00/ 固定電
話からは：0120-306-692　携帯・PHS：
094-966-8160】にてサポートいたします。

貸出期間 2 週間～ 1ヶ月程度

貸出可能台数 １台

機器の機能

『みまもり CUBE』のカメラ映像を独自の
画像認識技術で解析を行い、高齢者の徘
徊（外出）や離床を検知して画像付きメー
ルで E － MAIL 配信。内蔵スピーカーに
よる音声で警報。
スピーカー・マイク機能により対話も可
能

『みまもり CUBE』（スタンドアローンモ
デル）はＳＩＭカード内蔵しているので
Ｗｉ－Ｆｉ環境不要

品番・型番

CUBE-00002-A

株式会社ラムロック

―みまもりCUBE―

機 器 の 貸 出

機器の写真

153
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ラムロック

製品名 ―みまもりCUBE―　01325-000012

型　番 CUBE-00002-A

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
・転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、徘
徊予防の必要な方。

【介護者】
・高齢者を遠隔で見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・起動：みまもり CUBE に付属されている ＡＣ アダプターをコンセントに差し込むと起動が始まります
・シャットダウン：ＡＣ アダプターをコンセントから抜き取ると自動的にシャットダウンします
・ 再度起動する場合はみまもり CUBE 正面（左側）の赤いランプが消灯していることを確認して、ＡＣ ア

ダプターをコンセントに差し込むと起動します。下で点灯・点滅している赤ランプが完全に消えた状態
から起動して下さい

・利用者が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしない。
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度

検知設定が必要になります

安全に利用するための配慮
・本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認する
・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はしない。

誤報の有無
・感度設定がうまくできていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度検

知設定が必要になります

使用上の注意
・センサを遮るような物の配置をしない。
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）
・サーバーＰＣの電源が抜けないようにする
・ご利用の際は NTTdocomo のＬＴＥサービスエリア内に限ります。

倫理的の配慮
・施設から家族に同意書を取得する（同意書のフォーマットあり）
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る
・利用者のプライバシーに配慮し、任意の場所へのモザイク加工も可能（ライブ映像・録画映像を選択）

使用方法

使用方法
・ 使用時の基本ステップ（機器設置→ラムロックオペレーションセンターに電話し、検知内容を伝える→インター

ネット回線を用いてリモートで設定）
高齢者の見守り時の基本ステップ（ステーションからの端末確認、検知の内容等をふまえ訪室）
・検知種類：「動き出し」「起き上がり」「端座位」「離床」「ドアの出入り」｢危険箇所の立ち入り｣ 等

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・ラムロックオペレーションセンターにてリモート検知設定

使用環境
・気温 0℃～ 40℃
・センサーレンズを覆い隠さない事
・検知対象が見える位置への設置
・NTTdocomo のＬＴＥサービスエリア内

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り

習熟期間 ・うまく使いこなすようになるまで約 2 ～ 3 週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の身体的・精神的負担軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）、エビデンスデータ（訴訟
リスクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室 ( 個室・多床室 )
ＬＴＥ通信（Docomo）が届くエリア

設置場所
・ 居室内での離床検知用途の場合：ベッド頭部側又は足側　天井付近（高さ 2.2 ～ 2.7 ｍ程度）場合によりベッ

ド側面の壁へ設置
・施設又は居室からの離設・徘徊検知用途の場合：対象の出入り口より（距離 2.5 ～ 3.0 ｍ程度）

設置方法 ・壁固定（同梱の専用取付金具）
・突っ張り棒設置（別売り）
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://ramrock-eyes.jp/download/

取扱説明書 https://ramrock-eyes.jp/download/

使用方法等の動画 https://ramrock-eyes.jp/download/

項 目 内 容

仕様、構造

サイズ 高さ 9cm、幅 9cm、奥行き 10cm

形状 立方体

重量（バッテリー含む） 310g 以下

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） みまもりCUBE 本体、電源アダプター

緊急発報の方法 ・パソコン・スマホ・タブレット等へ画像付きメール（E メール）で通知

安全性の認証取得 ＰＳＥ準拠

防水・防塵加工 防水加工無し
防塵加工無し

検知方式（センサー、画像など）・画像認識

検知範囲
・検知距離最大 10 メートル
・取付位置高さ 2.2 ～ 2.7 メートル※推奨
・対象までの距離 2.5 ～ 3.0 メートル※推奨

反応速度（タイムラグ） ・3 秒以内　（※みまもりCUBE 及び受信する機器の通信状況により異なります。）

最大見守り人数 ・1 システム最大 1 床（1 ベッド 1 センサー）

必要な通信環境 ・NTTdocomo のＬＴＥサービスエリア内

必要なシステム・設備 検知受信端末・表示端末（パソコン・タブレット・スマホ等）

データの記録機能、有無と内
容

録画機能：SD3.0(UHS-I)×1ch 64GB 内蔵
          常時 7 日間保存可能　（録画データのエクスポート可能）

他の機器との連携・互換性 ・なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・システムバージョンアップ
・不具合の場合、電話にて対応。リモートサポート
  必要に応じて現地で不具合の確認・適切な処置

ユーザーによるお手入れ ・ホコリの除去

消耗品の有無 ・赤外線ＬＥＤ
・ＳＤカード（有償交換）

保証期間 購入日より1 年間

修理対応期間 購入日より1 年間

耐用年数 約 5 年

コスト

本体・付属品の定価 146,300 円（税込）

ランニングコスト
画像認識サービス利用料：2,090 円（税込）/ 月額
データ通信量：1,100 円 /1GB（税込）/ 月額
　　　　　　  1GB 追加ごとに 1,100 円（税込）

教育研修費 必要に応じて説明会開催（現地・web)

問合せ先
緊急時の問合せ先

株式会社ラムロック
所属部署：サポート事業本部　営業
担当者名：獅子堂　正哉
TEL：090-5884-5251
Mail：shishidou@ramrock.co.jp

デモ・貸出 可能　2 週間程度（ご要望に応じて延長も可能）
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ラムロック

製品名 ―みまもりCUBE―　01325-000012

型　番 CUBE-00002-A

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
・転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、徘
徊予防の必要な方。

【介護者】
・高齢者を遠隔で見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・起動：みまもり CUBE に付属されている ＡＣ アダプターをコンセントに差し込むと起動が始まります
・シャットダウン：ＡＣ アダプターをコンセントから抜き取ると自動的にシャットダウンします
・ 再度起動する場合はみまもり CUBE 正面（左側）の赤いランプが消灯していることを確認して、ＡＣ ア

ダプターをコンセントに差し込むと起動します。下で点灯・点滅している赤ランプが完全に消えた状態
から起動して下さい

・利用者が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしない。
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度

検知設定が必要になります

安全に利用するための配慮
・本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認する
・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はしない。

誤報の有無
・感度設定がうまくできていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度検

知設定が必要になります

使用上の注意
・センサを遮るような物の配置をしない。
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）
・サーバーＰＣの電源が抜けないようにする
・ご利用の際は NTTdocomo のＬＴＥサービスエリア内に限ります。

倫理的の配慮
・施設から家族に同意書を取得する（同意書のフォーマットあり）
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る
・利用者のプライバシーに配慮し、任意の場所へのモザイク加工も可能（ライブ映像・録画映像を選択）

使用方法

使用方法
・ 使用時の基本ステップ（機器設置→ラムロックオペレーションセンターに電話し、検知内容を伝える→インター

ネット回線を用いてリモートで設定）
高齢者の見守り時の基本ステップ（ステーションからの端末確認、検知の内容等をふまえ訪室）
・検知種類：「動き出し」「起き上がり」「端座位」「離床」「ドアの出入り」｢危険箇所の立ち入り｣ 等

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・ラムロックオペレーションセンターにてリモート検知設定

使用環境
・気温 0℃～ 40℃
・センサーレンズを覆い隠さない事
・検知対象が見える位置への設置
・NTTdocomo のＬＴＥサービスエリア内

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り

習熟期間 ・うまく使いこなすようになるまで約 2 ～ 3 週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の身体的・精神的負担軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）、エビデンスデータ（訴訟
リスクの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室 ( 個室・多床室 )
ＬＴＥ通信（Docomo）が届くエリア

設置場所
・ 居室内での離床検知用途の場合：ベッド頭部側又は足側　天井付近（高さ 2.2 ～ 2.7 ｍ程度）場合によりベッ

ド側面の壁へ設置
・施設又は居室からの離設・徘徊検知用途の場合：対象の出入り口より（距離 2.5 ～ 3.0 ｍ程度）

設置方法 ・壁固定（同梱の専用取付金具）
・突っ張り棒設置（別売り）
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機器の概要

必須環境・推奨環境

みまもりCUBE設置場所：設置場所から5メー
トル範囲内にAC100Vコンセント1口
管理サーバ＆モニター設置場所：AC100Vコ
ンセント1口
居室と詰所の距離：貸出の際は、簡易的に独立
したネットワークでシステムを稼働させるため、
居室と詰所の距離はWi-Fi が届く範囲内（管理
サーバ＆モニター設置場所より10ｍ程度）

試用期間中のサポート

ラムロックオペレーションセンター【受付時
間：月～土　9：30～ 18：00/ 固定電話か
らは：0120-306-692　携帯・PHSからは：
094-966-8160】にてサポートいたします。

貸出期間 2週間～1ヶ月程度

貸出可能台数 １式

機器の機能

『みまもりCUBE』のカメラ映像を独自の
画像認識技術で解析を行い、高齢者の徘
徊（外出）や離床を検知してお知らせす
ることができます。集中管理サーバにモ
ニターを接続する事で、居室に訪室せず
とも詰所で複数台のみまもりCUBE のモ
ニタリングが可能です。さらに、みまも
りCUBE が異常を検知すると、モニター
から音声で通知を行います。また、スマー
トフォンでもモニターと同様に音声で通
知を受け取れます。

品番・型番

CUBE-LG-S5

株式会社ラムロック
みまもり CUBE 
―システム Light―

機 器 の 貸 出

機器の写真

157
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ラムロック
〒820-1111　福岡県飯塚市勢田 1950-1
TEL 09496-2-3156 MAIL shishidou@ramrock.co.jp

所属部署  サポート事業本部　営業　 担当者名  獅子堂正哉

みまもりCUBE　―システム Light―
通知スケジュール : 通知する時間と通知しない時間を 1 時
間単位（曜日毎）で設定できます。/ 音声通知 : 発報時に
登録したカメラ名称を、モニターとスマートフォンから音
声で読み上げを行う機能です。（登録したカメラ名称を音
声で読み上げる）/ 録画保存期間 : みまもり CUBE 本体の
microSD カード (64GB) に記録されます。（保存期間：約
7 日間）/ 録画再生 : 録画から任意の時間を指定し、× 1
倍速× 2 倍速× 4 倍速× 8 倍速で再生できます。/ スキッ
プ再生 : 録画の中から検知箇所のみを頭出し再生できるス
キップ再生機能です。/ 録画のダウンロード : 録画を avi 形
式に変換してダウンロードする機能です。/ モザイク設定 :
プラバシー保護の対策として、映像中の指定したエリアに
モザイク処理をする機能です。

販売開始

2018 年６月

販売価格

443,300 円（税込）

TAIS コード

01325-000013

機器の使用場面
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機器の概要

必須環境・推奨環境

みまもりCUBE設置場所：設置場所から5メー
トル範囲内にAC100Vコンセント1口
管理サーバ＆モニター設置場所：AC100Vコ
ンセント1口
居室と詰所の距離：貸出の際は、簡易的に独立
したネットワークでシステムを稼働させるため、
居室と詰所の距離はWi-Fi が届く範囲内（管理
サーバ＆モニター設置場所より10ｍ程度）

試用期間中のサポート

ラムロックオペレーションセンター【受付時
間：月～土　9：30～ 18：00/ 固定電話か
らは：0120-306-692　携帯・PHSからは：
094-966-8160】にてサポートいたします。

貸出期間 2週間～1ヶ月程度

貸出可能台数 １式

機器の機能

『みまもりCUBE』のカメラ映像を独自の
画像認識技術で解析を行い、高齢者の徘
徊（外出）や離床を検知してお知らせす
ることができます。集中管理サーバにモ
ニターを接続する事で、居室に訪室せず
とも詰所で複数台のみまもりCUBE のモ
ニタリングが可能です。さらに、みまも
りCUBE が異常を検知すると、モニター
から音声で通知を行います。また、スマー
トフォンでもモニターと同様に音声で通
知を受け取れます。

品番・型番

CUBE-LG-S5

株式会社ラムロック
みまもり CUBE 
―システム Light―

機 器 の 貸 出

機器の写真

157
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ラムロック

製品名 みまもり CUBE　―システム Light―　01325-000013

型　番 CUBE-LG-S5

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、徘

徊予防の必要な方、看取りの方など
【介護者】
・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、従来のセンサでは介助が間に合わ

ないと感じている方

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・起動：みまもり CUBE に付属されている ＡＣ アダプターをコンセントに差し込むと起動が始まります
・シャットダウン：ＡＣ アダプターをコンセントから抜き取ると自動的にシャットダウンします
・ 再度起動する場合はみまもり CUBE 正面（左側）の赤いランプが消灯していることを確認して、ＡＣ アダプ

ターをコンセントに差し込むと起動します。下で点灯・点滅している赤ランプが完全に消えた状態から起動し
て下さい

・利用者が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしない。
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度検

知設定が必要になります

安全に利用するための配慮
・本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認する
・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はしない。

誤報の有無

・感度設定がうまくできていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・直射日光による精度低下時、画面降下による設定相違時
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波状況の悪い場合
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度検

知設定が必要になります

使用上の注意
・センサを遮るような物の配置をしない。
・Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場所にて利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）
・サーバーＰＣの電源が抜けないようにする。

倫理的の配慮
・施設から家族に同意書を取得する（同意書のフォーマットあり）
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る
・利用者のプライバシーに配慮し、任意の場所へのモザイク加工も可能（ライブ映像・録画映像を選択）

使用方法

使用方法
・ 使用時の基本テップ（機器設置→ラムロックオペレーションセンターに電話し、検知内容を伝える→インターネッ

ト回線を用いてリモートで設定）
高齢者の見守り時の基本ステップ（ステーションからの端末確認、検知の内容等をふまえ訪室）
・検知種類：「動き出し」「起き上がり」「端座位」「離床」「ドアの出入り」｢危険箇所の立ち入り｣ 等

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・ラムロックオペレーションセンターにてリモート検知設定

使用環境
・気温 0℃～ 40℃
・センサーレンズを覆い隠さない事
・検知対象が見える位置への設置
・Ｗｉ－Ｆｉ環境又は有線ＬＡＮのネットワーク環境

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り

習熟期間 ・うまく使いこなすようになるまで約 2 ～ 3 週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の身体的・精神的負担軽減
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

使用方法等の動画 https://youtu.be/a5DpesbFI7w

項 目 内 容

効果 機器を使用することで実現する
施設への効果

事故リスクの低減、ケアの質の向上、労働環境改善、職場の魅力向上（ＰＲ等）、エビデンスデータ（訴訟リス
クの回避等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内、介護施設・病院内　居室 ( 個室・多床室 )、Ｗｉ－Ｆｉ通信が届くエリア

設置場所
・ 居室内での離床検知用途の場合：ベッド頭部側又は足側　天井付近（高さ 2.2 ～ 2.7 ｍ程度）場合によりベッ

ド側面の壁へ設置
・施設又は居室からの離設・徘徊検知用途の場合：対象の出入り口より（距離 2.5 ～ 3.0 ｍ程度）

設置方法 ・壁固定（同梱の専用取付金具）
・突っ張り棒設置（別売り）

サイズ 高さ 9cm、幅 9cm、奥行き 10cm

形状 立方体

重量（バッテリー含む） 310g 以下

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

みまもりCUBE 本体、電源アダプター（みまもりCUBE 分）、
取付位置一式、管理サーバ、電源アダプター（管理サーバ分）

緊急発報の方法 ・専用スマホへ画像付きメール＆音声読み上げ（カメラごとに任意の音声）にて通知

安全性の認証取得 ＰＳＥ準拠

防水・防塵加工 防水加工無し
防塵加工無し

検知方式（センサー、画像など）・画像認識

検知範囲
・検知距離最大 8 メートル
・取付位置高さ 2.2 ～ 2.7 メートル※推奨
・対象までの距離 2.5 ～ 3.0 メートル※推奨

反応速度（タイムラグ） ・0.5 秒以内　（Ｗｉ－Ｆｉ環境により異なります。）

最大見守り人数 ・1 システム最大 1 床（1 ベッド 1 センサー）

必要な通信環境
・貸出の際は（トライアル時）特になし
※本導入する際は、各居室へのＬＡＮケーブル配線もしくは施設内のＷｉ－Ｆｉ環境整備（無線ＬＡＮ接続 2.4GHz、
5GHz に対応）

必要なシステム・設備 無線ＬＡＮ・有線 LAN 環境

データの記録機能、有無と内
容

録画機能：ＳＤ３．０(UHS-I)×1ch 64GB 内蔵
          常時 7 日間保存可能　（録画データのエクスポート可能）
検知履歴一覧の表示

他の機器との連携・互換性 ・なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・システムバージョンアップ
・不具合の場合、電話にて対応。リモートサポート
  必要に応じて現地で不具合の確認・適切な処置

ユーザーによるお手入れ ・ホコリの除去

消耗品の有無 ・赤外線ＬＥＤ
・ＳＤカード（有償交換）

保証期間 購入日より1 年間

修理対応期間 購入日より1 年間

耐用年数 約 5 年

コスト
本体・付属品の定価 443,300 円（税込）

ランニングコスト みまもりCUBE1 台～ 5 台まで：9,350 円（税込）/ 月額
みまもりCUBE6 台～ 15 台まで：15,400 円（税込）/ 月額

問合せ先
緊急時の問合せ先

株式会社ラムロック
所属部署：サポート事業本部　営業
担当者名：獅子堂　正哉
TEL：090-5884-5251
Mail：shishidou@ramrock.co.jp

デモ・貸出 可能　2 週間程度（ご要望に応じて延長も可能）
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ラムロック

製品名 みまもり CUBE　―システム Light―　01325-000013

型　番 CUBE-LG-S5

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方、徘

徊予防の必要な方、看取りの方など
【介護者】
・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、従来のセンサでは介助が間に合わ

ないと感じている方

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール

使用上の注意

注意事項

・起動：みまもり CUBE に付属されている ＡＣ アダプターをコンセントに差し込むと起動が始まります
・シャットダウン：ＡＣ アダプターをコンセントから抜き取ると自動的にシャットダウンします
・ 再度起動する場合はみまもり CUBE 正面（左側）の赤いランプが消灯していることを確認して、ＡＣ アダプ

ターをコンセントに差し込むと起動します。下で点灯・点滅している赤ランプが完全に消えた状態から起動し
て下さい

・利用者が触れないところに設置する
・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保管をしない。
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度検

知設定が必要になります

安全に利用するための配慮
・本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であることを確認する
・コードの上に物をのせない。
・通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにする。
・水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多い場所での使用はしない。

誤報の有無

・感度設定がうまくできていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・直射日光による精度低下時、画面降下による設定相違時
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波状況の悪い場合
・ みまもり CUBE の検知設定は画角（カメラアングル）を固定した状態で行います。 画角が変わると再度検

知設定が必要になります

使用上の注意
・センサを遮るような物の配置をしない。
・Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信する、端末を利用する際に電波の届く場所にて利用する
・水濡れには注意する（火災や故障の原因となる）
・サーバーＰＣの電源が抜けないようにする。

倫理的の配慮
・施設から家族に同意書を取得する（同意書のフォーマットあり）
・カメラを利用するかどうかについて、本人、家族の同意書を得る
・利用者のプライバシーに配慮し、任意の場所へのモザイク加工も可能（ライブ映像・録画映像を選択）

使用方法

使用方法
・ 使用時の基本テップ（機器設置→ラムロックオペレーションセンターに電話し、検知内容を伝える→インターネッ

ト回線を用いてリモートで設定）
高齢者の見守り時の基本ステップ（ステーションからの端末確認、検知の内容等をふまえ訪室）
・検知種類：「動き出し」「起き上がり」「端座位」「離床」「ドアの出入り」｢危険箇所の立ち入り｣ 等

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・ラムロックオペレーションセンターにてリモート検知設定

使用環境
・気温 0℃～ 40℃
・センサーレンズを覆い隠さない事
・検知対象が見える位置への設置
・Ｗｉ－Ｆｉ環境又は有線ＬＡＮのネットワーク環境

使用場面
・離れた場所にいる利用者の異常を素早く検知し状況把握を行いたいとき
・起き上がりなど早期検知が必要な場合
・転倒・転落や徘徊リスクがある場合
・認知症の方の見守り

習熟期間 ・うまく使いこなすようになるまで約 2 ～ 3 週間程度

高齢者に対する安全面の配慮 ・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する。

介護者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 転倒・転落のリスク低減、自立支援向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 職員の身体的・精神的負担軽減
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ 本事業における試用貸出に限り、受信
機としてご利用いただける端末を１台貸
出可能です。
それ以外に施設様のパソコン等を受信
機として使用する場合には、インター
ネットにつながっている必要がございま
す。

・ ソフトバンク株式会社のサービスエリア
内にあり、本体を取り付けたい場所の
通信状態が良好である事。

機器の機能

ペイシェントウォッチャープラスは、常
に利用者を見守り数秒間隔で現在の画像
を画面に表示。この画面を適宜観察する
事で、お部屋に行かなくても状況を確認
できます。また、利用者の動きを音とア
イコンでお知らせも可能で、施設のナー
スコールへ接続すればナースコールから
お知らせも可能です。標準装備のＵＳＢ
メモリでの録画や、オプションでバイタ
ルセンサーを接続する事でバイタルを収
集し異常があればお知らせも可能。

品番・型番

PWS-R3L02

株式会社アルコ・イーエックス

ペイシェントウォッチャープラス

機 器 の 貸 出

機器の写真

161
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社アルコ・イーエックス
〒312-0036　茨城県ひたちなか市津田東 4-10-5
TEL 029-275-8072 MAIL alco-ds@alco-ex.jp

所属部署  営業部　 担当者名  瀧村

試用期間中のサポート

お困りの際には電話にてリモート対応し
たします。
万が一ハードの故障の場合は代替機をご
用意して対応いたします。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 ２台

ペイシェントウォッチャープラス
電源：AC100 50/60Hz
消費電力：19W（最大）
外形寸法：直径 250mm ×高さ 75mm
質量：約 840g
設置位置：ベッド頭部側中央、高さ約 1.7m
対応ベッドサイズ：シングルベッド

販売開始

2019 年 10 月

販売価格

272,800 円（税込）

TAIS コード

01803-000003

機器の使用場面

162

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

施 設見守り・コミュニケーション����

機器の概要

必須環境・推奨環境

・ 本事業における試用貸出に限り、受信
機としてご利用いただける端末を１台貸
出可能です。
それ以外に施設様のパソコン等を受信
機として使用する場合には、インター
ネットにつながっている必要がございま
す。

・ ソフトバンク株式会社のサービスエリア
内にあり、本体を取り付けたい場所の
通信状態が良好である事。

機器の機能

ペイシェントウォッチャープラスは、常
に利用者を見守り数秒間隔で現在の画像
を画面に表示。この画面を適宜観察する
事で、お部屋に行かなくても状況を確認
できます。また、利用者の動きを音とア
イコンでお知らせも可能で、施設のナー
スコールへ接続すればナースコールから
お知らせも可能です。標準装備のＵＳＢ
メモリでの録画や、オプションでバイタ
ルセンサーを接続する事でバイタルを収
集し異常があればお知らせも可能。

品番・型番

PWS-R3L02

株式会社アルコ・イーエックス

ペイシェントウォッチャープラス

機 器 の 貸 出

機器の写真

161
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社アルコ・イーエックス

製品名 ペイシェントウォッチャープラス　01803-000003

型　番 PWS-R3L02

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危
険動作などの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方など

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、
従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方など

専門職の関与 必要なし

禁止事項 禁止事項
・使用できない環境（場所）：

浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：

分解、改造等

使用上の注意

注意事項 本装置が収集するデータや表示情報は看護や医療の情報としては使用できません
安全に利用するための配慮 コードの上に物をのせないでください
誤報の有無 利用者以外の方が近くにいると、その方の動きを検知する場合がございます

使用上の注意 インターネット通信状況や設置環境その他の原因で、お知らせが漏れたり誤ったお
知らせをする場合があります

倫理的の配慮 施設様からご家族様へ同意を得る

使用方法

使用方法 本体の電源を入れて、パソコン等で専用ページのＵＲＬを入れてログインする
使用方法（再設定） 本体を別の部屋に移動（本体の移動は容易に行えます）
使用環境 ５℃～ 40℃　湿度 80% 以下（但し、結露しないこと）
使用場面 いつでも様子を見たいときにご確認いただけます
習熟期間 難しい設定はありませんのですぐにご利用いただけます
高齢者に対する安全面の配慮 コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめたり隠していただく
介護者に対する安全面の配慮 本体取付方法を遵守していただく

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 安全性向上、眠りの質の向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 無駄な訪室を減らし負担の軽減、精神的なストレス軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果 サービス向上、従業員を守る（エビデンス）、人件費削減

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内
設置場所 ベッド頭部側中央、高さ約 1.7m
設置方法 壁付け・天井ポール設置・専用スタンド
サイズ 直径 250mm×高さ 75mm
形状 円形
重量（バッテリー含む） 約 840g
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） AC100V 50/60Hz

使用時の音 お知らせ発生時には本体からは音はなりません
緊急発報の方法 パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
防水・防塵加工 防塵加工実施済み
検知方式（センサー、画像など） 画像解析
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.alco-ex.jp/product_patientwatcher.html

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=lyiD20BxPIQ

項 目 内 容

仕様、構造

検知範囲 ・ベッド周辺 30cm程度
反応速度（タイムラグ） 約１～３秒程度
最大見守り人数 上限なし
必要な通信環境 インターネット回線

必要なシステム・設備 お知らせを受け取る為の、インターネットが繋がっているパソコンやスマホ等（す
でにお持ちの設備をご利用いただけます）

データの記録機能、有無と内
容

検知発生を自動で記録。また、録画用メモリを使い録画する事で約４～５日分程度
の録画が可能です

他の機器との連携・互換性 無し

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 定期的な稼働状況の確認（リモート）
ユーザーによるお手入れ 本体カメラ部の清掃
消耗品の有無 無し
保証期間 １年間
修理対応期間 特に定め無し
耐用年数 約４年

コスト

本体・付属品の定価 272,800 円（税込）
設置導入に伴う費用 本体設置費用・ＰＣ等の初期設定費（別途お見積もり）

ランニングコスト
１台当たり月額（税込）
ＳＩＭモデル：1,100 円　or　3,300 円
（リアルタイム画像のコマ送り周期間隔によって２プランございます）
Ｗｉ－Ｆｉモデル：550円

教育研修費 無し
オプション 追加できる機能 ナースコール接続・バイタルセンサー接続

問合せ先
緊急時の問合せ先 アルコ・イーエックス　029-275-8072
デモ・貸出 可能
よくある質問（Ｑ＆Ａ） Ｗｉ－Ｆｉ環境が必要ですか？　→　本体にＳＩＭが入っていますので不要です
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社アルコ・イーエックス

製品名 ペイシェントウォッチャープラス　01803-000003

型　番 PWS-R3L02

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・ 転倒リスクのある方、認知症の方、日常生活動作・危険予兆動作・危
険動作などの把握を必要とする方、徘徊予防の必要な方など

【介護者】・ 複数の高齢者を同時かつ遠隔に見守りしたい、業務の負担軽減をしたい、
従来のセンサでは介助が間に合わないと感じている方など

専門職の関与 必要なし

禁止事項 禁止事項
・使用できない環境（場所）：

浴室内等、高温多湿なところ、屋外
・その他：

分解、改造等

使用上の注意

注意事項 本装置が収集するデータや表示情報は看護や医療の情報としては使用できません
安全に利用するための配慮 コードの上に物をのせないでください
誤報の有無 利用者以外の方が近くにいると、その方の動きを検知する場合がございます

使用上の注意 インターネット通信状況や設置環境その他の原因で、お知らせが漏れたり誤ったお
知らせをする場合があります

倫理的の配慮 施設様からご家族様へ同意を得る

使用方法

使用方法 本体の電源を入れて、パソコン等で専用ページのＵＲＬを入れてログインする
使用方法（再設定） 本体を別の部屋に移動（本体の移動は容易に行えます）
使用環境 ５℃～ 40℃　湿度 80% 以下（但し、結露しないこと）
使用場面 いつでも様子を見たいときにご確認いただけます
習熟期間 難しい設定はありませんのですぐにご利用いただけます
高齢者に対する安全面の配慮 コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめたり隠していただく
介護者に対する安全面の配慮 本体取付方法を遵守していただく

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 安全性向上、眠りの質の向上

機器を使用することで実現する
介護者への効果 無駄な訪室を減らし負担の軽減、精神的なストレス軽減

機器を使用することで実現する
施設への効果 サービス向上、従業員を守る（エビデンス）、人件費削減

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋内
設置場所 ベッド頭部側中央、高さ約 1.7m
設置方法 壁付け・天井ポール設置・専用スタンド
サイズ 直径 250mm×高さ 75mm
形状 円形
重量（バッテリー含む） 約 840g
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） AC100V 50/60Hz

使用時の音 お知らせ発生時には本体からは音はなりません
緊急発報の方法 パソコン・スマホ・タブレット等へ音とアイコンでお知らせ
防水・防塵加工 防塵加工実施済み
検知方式（センサー、画像など） 画像解析
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機器の概要

必須環境・推奨環境

100V のコンセントが必要
防水シートの下は、センサーが動作しま
せん
ニオイがこもる掛け布団が必要

試用期間中のサポート

電話または email で対応
（平日９時から 17 時）

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 ２０台

機器の機能

◆ シーツの下の膝の中間辺りに設置した
センサーで、ニオイと湿度と温度を計
測し、排便レベルと排尿レベルと温度
をＬＥＤ表示器に表示します。

◆ 個人によって排便と排尿のレベルは異
なりますから、排便と排尿の判断はＬ
ＥＤの点灯個数で判断します。

◆ おむつ交換の後、前面を押すことでリ
セットし、排便と排尿の再監視を始め
ます。

品番・型番

om-mini

株式会社エフエージェイ

おむつモニター mini

機 器 の 貸 出

機器の写真

165
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社エフエージェイ
〒241-0826　横浜市旭区東希望が丘 7-25　芙蓉ビル
TEL 045-532-5581 MAIL faj@fajpn.com

所属部署  技術　 担当者名  美藤　均（ミトウ）

おむつモニターmini
◆センサー：ニオイ、湿度、温度
　サイズ：50 × 30 × 7mm
◆ＬＥＤ表示器：多色ＬＥＤ２５個
　サイズ：24 × 24 × 13mm
◆ＵＳＢアダプター：ＡＣ 100V 入力、5v 出力
◆接続ケーブル：4 色　1m
◆ＵＳＢ接続ケーブル：ＵＳＢ　C、長さ 2m

販売開始

2021 年 5 月

販売価格

15,500 円（税込）

機器の使用場面
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機器の概要

必須環境・推奨環境

100V のコンセントが必要
防水シートの下は、センサーが動作しま
せん
ニオイがこもる掛け布団が必要

試用期間中のサポート

電話または email で対応
（平日９時から 17 時）

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 ２０台

機器の機能

◆ シーツの下の膝の中間辺りに設置した
センサーで、ニオイと湿度と温度を計
測し、排便レベルと排尿レベルと温度
をＬＥＤ表示器に表示します。

◆ 個人によって排便と排尿のレベルは異
なりますから、排便と排尿の判断はＬ
ＥＤの点灯個数で判断します。

◆ おむつ交換の後、前面を押すことでリ
セットし、排便と排尿の再監視を始め
ます。

品番・型番

om-mini

株式会社エフエージェイ

おむつモニター mini

機 器 の 貸 出

機器の写真

165
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社エフエージェイ

製品名 おむつモニター mini

型　番 om-mini

項 目 内 容

適用
対象者 【高齢者】・介護者に排泄を通知できない、寝たきりの人

【介護者】・ＬＥＤ表示器の点灯具合を見て排便と排尿を判断する。
専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：防水シーツの下
ニオイのこもる掛け布団がない。

使用上の注意

注意事項
設置個所はシーツの下で膝の中間辺りにセンサーを設置する。
センサー接続ケーブルは細くて弱いので、取扱いは注意
シーツ交換でセンサーが移動する場合は、テープで固定する
センサーは防水ではありません。

安全に利用するための配慮 電源ケーブルがあるため、コードは高齢者の手の届かない場所に設置する。

誤報の有無 一番上のＬＥＤが点滅している場合は正常で。点灯や消えている場合は、故障
又はコネクタの接触不良です。

使用上の注意 排便レベルが低いままの場合はセンサー位置が下腹部から離れすぎです。
倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法 見廻りのときＬＥＤの点灯色と点灯数を見て、排便か排尿かを判断します。
使用方法（再設定） オムツ交換の後にＬＥＤ面を押しリセットとすれば、排泄の監視を再開します。
使用環境 気温：10度から50度
使用場面 ベッドに横たわった人で排泄を介護者に告げられない人の排泄を知らせる。
習熟期間 即使用可能

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 おむつを開かずに排泄が分かるので、安眠を妨げない。

機器を使用することで実現する
介護者への効果

介護者はＬＥＤの点灯を見るだけで排泄が分かるので、定時巡回の時間が短縮
される。

機器を使用することで実現する
施設への効果 夜間の介護者の少ない時間の介護者の作業が低減する。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 在宅、施設

設置場所 シーツの下の下腹部に近い膝近傍にセンサーを設置し、ＬＥＤは高齢者に見え
なくて介護者に見える個所に設置する。

設置方法 敷布団のシーツの下で膝の中間辺りに、センサをセットする
（防水シートの下では作動しません）

サイズ
センサー：50× 30× 7mm
ＬＥＤ：24× 24× 13mm
センサーケーブル：1m

重量（バッテリー含む） ＬＥＤ表示部：7g
センサー部：15g
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ http://fajpn.com/app-def/S-102/wp/?page_id=1144

取扱説明書 http://fajpn.com/app-def/S-102/wp/?page_id=1144

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v=s5CeuOapbHE

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

◆センサ―：ニオイ、湿度、温度　サイズ：50 × 30 × 7mm
◆ＬＥＤ表示器：多色ＬＥＤ 25 個　サイズ：24 × 24 × 13mm
◆ＵＳＢアダプター：ＡＣ 100V 入力、5v 出力
◆接続ケーブル：４色　1m
◆ＵＳＢ接続ケーブル：ＵＳＢ　Ｃ、長さ 2m

安全性の認証取得 電源アダプターはＰＳＥマーク取得品
防水・防塵加工 防水加工無し
検知方式（センサー、画像など） センサー：ニオイ、湿度、温度
検知範囲 下腹部近傍
反応速度（タイムラグ） 排便は約 10 分　排尿は数分
最大見守り人数 １人／台
必要な通信環境 なし
必要なシステム・設備 なし
データの記録機能、有無と内
容 なし

他の機器との連携・互換性 なし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 不具合の場合は郵送で交換いたします。
ユーザーによるお手入れ 特になし
消耗品の有無 センサーが濡れてしまったときは、センサー交換（￥7,000）（税込）
保証期間 半年
耐用年数 センサーは約２年

コスト

本体・付属品の定価 15,500 円（税込）
設置導入に伴う費用 なし
ランニングコスト なし
教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 なし

問合せ先
緊急時の問合せ先 弊社 tel  045-532-5581 
デモ・貸出 あり
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社エフエージェイ

製品名 おむつモニター mini

型　番 om-mini

項 目 内 容

適用
対象者 【高齢者】・介護者に排泄を通知できない、寝たきりの人

【介護者】・ＬＥＤ表示器の点灯具合を見て排便と排尿を判断する。
専門職の関与 不要

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：防水シーツの下
ニオイのこもる掛け布団がない。

使用上の注意

注意事項
設置個所はシーツの下で膝の中間辺りにセンサーを設置する。
センサー接続ケーブルは細くて弱いので、取扱いは注意
シーツ交換でセンサーが移動する場合は、テープで固定する
センサーは防水ではありません。

安全に利用するための配慮 電源ケーブルがあるため、コードは高齢者の手の届かない場所に設置する。

誤報の有無 一番上のＬＥＤが点滅している場合は正常で。点灯や消えている場合は、故障
又はコネクタの接触不良です。

使用上の注意 排便レベルが低いままの場合はセンサー位置が下腹部から離れすぎです。
倫理的の配慮 ・施設から家族に同意書を取得する

使用方法

使用方法 見廻りのときＬＥＤの点灯色と点灯数を見て、排便か排尿かを判断します。
使用方法（再設定） オムツ交換の後にＬＥＤ面を押しリセットとすれば、排泄の監視を再開します。
使用環境 気温：10度から50度
使用場面 ベッドに横たわった人で排泄を介護者に告げられない人の排泄を知らせる。
習熟期間 即使用可能

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・高齢者が触れる場所に機器を置かない
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 おむつを開かずに排泄が分かるので、安眠を妨げない。

機器を使用することで実現する
介護者への効果

介護者はＬＥＤの点灯を見るだけで排泄が分かるので、定時巡回の時間が短縮
される。

機器を使用することで実現する
施設への効果 夜間の介護者の少ない時間の介護者の作業が低減する。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 在宅、施設

設置場所 シーツの下の下腹部に近い膝近傍にセンサーを設置し、ＬＥＤは高齢者に見え
なくて介護者に見える個所に設置する。

設置方法 敷布団のシーツの下で膝の中間辺りに、センサをセットする
（防水シートの下では作動しません）

サイズ
センサー：50× 30× 7mm
ＬＥＤ：24× 24× 13mm
センサーケーブル：1m

重量（バッテリー含む） ＬＥＤ表示部：7g
センサー部：15g
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ 貸出対象は、小規模多機能型居宅介護や訪
問介護・看護の事業者になります。利用者
の在宅で見守り強化に最適です。

・ 見守り支援システム（クラウド）の確認用
として、 パソコン・タブレット・スマート
フォンのいずれか（インターネットにつな
がるもの）が必要となります。

・ みまもりセンサーには、ＳＩＭカードが内
蔵されています。設置場所のインターネッ
ト環境は必要ありません。

試用期間中のサポート

試用開始前は、取扱説明をさせていただきます。
また、試用期間中ご不明点等ございましたら、
電話、メールにてご連絡いただけましたらご対
応致します。

貸出期間 ２週間程度

貸出可能台数 １セット
（機器構成は要相談）

機器の機能

見守り支援システム「いまイルモ」は、
一人暮らしの高齢者の生活の様子を離れ
た場所から確認できるクラウド型のシス
テムです。みまもりセンサーはカメラを
使わずプライバシーに配慮し、人感セン
サー、照度センサー、温度・湿度センサー
を搭載しデータを取得します。データを
分析することで、利用者に最適なケアプ
ラン作成が可能となり、ＱＯＬ向上へと
繋がります。

株式会社ソルクシーズ
見守り支援システム
「いまイルモ」

機 器 の 貸 出

機器の写真

169
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ソルクシーズ
〒108-0022　東京都港区海岸３-９-15　LOOP-X ビル５階
TEL 03-6722-5716 MAIL support@imairumo.com

所属部署  IoT 事業推進室　 担当者名  亀山

見守り支援システム「いまイルモ」
【みまもりセンサー】
外形寸法：76（W）× 27（D）× 135（H）mm 
※突起物除く　
質量：各センサー約 120g ※ＡＣアダプター含まず　
材質：ＡＢＳ樹脂　
電源：AC100V-240V 50/60Hz　
搭載センサー：温度センサー、湿度センサー、照度センサー、
モーションセンサー、微動センサー ( 子機のみ搭載 )

【ドアセンサー】
外形寸法：44 × 60 × 23mm　
質量：約 34.5g( 電池除く )　
電源：単４電池２本

【バイタルセンサー（ベッドタイプ）】
外形寸法：340（W）× 18（D）× 64（H）mm　
質量：508g（本体 424g+AC アダプタ 84g）±５g　
電源：AC100V-240V 50/60Hz

販売開始

2014 年 10 月

販売価格

オープン価格
（機器費用・月額費用）

170
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・ 貸出対象は、小規模多機能型居宅介護や訪
問介護・看護の事業者になります。利用者
の在宅で見守り強化に最適です。

・ 見守り支援システム（クラウド）の確認用
として、 パソコン・タブレット・スマート
フォンのいずれか（インターネットにつな
がるもの）が必要となります。

・ みまもりセンサーには、ＳＩＭカードが内
蔵されています。設置場所のインターネッ
ト環境は必要ありません。

試用期間中のサポート

試用開始前は、取扱説明をさせていただきます。
また、試用期間中ご不明点等ございましたら、
電話、メールにてご連絡いただけましたらご対
応致します。

貸出期間 ２週間程度

貸出可能台数 １セット
（機器構成は要相談）

機器の機能

見守り支援システム「いまイルモ」は、
一人暮らしの高齢者の生活の様子を離れ
た場所から確認できるクラウド型のシス
テムです。みまもりセンサーはカメラを
使わずプライバシーに配慮し、人感セン
サー、照度センサー、温度・湿度センサー
を搭載しデータを取得します。データを
分析することで、利用者に最適なケアプ
ラン作成が可能となり、ＱＯＬ向上へと
繋がります。

株式会社ソルクシーズ
見守り支援システム
「いまイルモ」

機 器 の 貸 出

機器の写真

169
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ソルクシーズ

製品名 見守り支援システム「いまイルモ」

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
・一人暮らしの高齢者（日中独居も対象）
【介護者】
・ 在宅にいらっしゃる利用者の見守りを強化し、ＱＯＬ向上の為に、最適なケアプランを

提供したいと考えられている介護事業者。

禁止事項 禁止事項
・ 屋外での使用は禁止します。また、周辺の温度変化が激しいと内部結露によって誤作動する

場合があります。
・ 本体は精密な電子機器の為、衝撃や振動の加わる場所、または加わりやすい場所での使用・

保管は避けて下さい。

使用上の注意

注意事項

・万一、異常が発生したとき。
本体から異臭や煙が出た時は、ただちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。
・異物を入れないでください。
本体内部に金属類を差し込まないでください。また、水などの液体が入らないように注意して
ください。
※万一異物が入った場合は、ただちに電源プラグをコンセントから抜いてください。
・ 落雷の恐れがあるときや雷発生時は、いったん電源プラグをコンセントから抜いて使用を中

断して下さい。
・水気の多い場所での使用、濡れた手での取り扱いはおやめください。
・分解しないでください 。
ケースは絶対に分解しないでください。感電の危険があります。
・付属の ＡＣ アダプター以外の物を使用しないで下さい。

安全に利用するための配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

使用上の注意

・ 親機、子機間の無線通信は見通しの良い場所で 40m 以内となりますが、遮蔽物等の影響
により有効距離が短くなる事がありますので設置の際はご注意ください。（妨害電波、金属
のドアやコンクリートの壁がある場合、２ 階建ての場合等）

・ 電源コードはしっかりと機器に差し込んで下さい。通電の確認の為、電源を入れてから 30
秒程経ってからお知らせボタンを押して光と音が出れば正常に通電されています。

倫理的の配慮 事業者から家族に同意書を取得していただいています。

使用方法

使用方法
・ 使用開始時に、『利用開始メール』が登録してあるメールアドレスに送られます。メール

に記載されているＵＲＬにアクセスし、手順に沿って進めて行くと初期設定が完了し、
利用を開始することができます。

使用環境 ・消費電流　親機：800mA 子機： 60mA
・動作温度　０℃～ 40℃（結露無きこと）　

使用場面
・在宅にいらっしゃる方の見守り強化を行いたい場合。
利用者が独居で、身内の方の見守りがうまくできていない場合や、利用者は自宅で過ごし続
けたいが、家族の不安が解消できず施設入所を希望している場合など。
・医療連携を行いたい場合。

習熟期間 ・基本的な利用方法は１週間程度
高齢者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

・ 過度の見守りを行わなくても独居の方の生活状況の把握ができるので、見守られる方が自
由に生活することができる。

・ 見守られる方が何かを身に付けたり何かをする必要がなく、設置するセンサーも生活の妨げ
にならないデザインのため、ストレスを感じずに普段通りの生活を送ることができる

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・利用者の生活状況の把握

機器を使用することで実現する
施設への効果

・ケアの質の向上
・労働環境改善
・職場の魅力向上（ＰＲ等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居間、寝室、トイレなど
設置場所 居室の壁、高さ約 1.2m 位置。（設置場所の状況によって調整は行う）
設置方法 壁付け。または、専用スタンドに設置

サイズ

【みまもりセンサー】
外形寸法：76（W）×27（D）×135（H）mm ※突起物除く　

【ドアセンサー（※オプション）】
外形寸法：44×60×23mm　

【バイタルセンサー（ベッドタイプ）( ※オプション )】
外形寸法：340（W）×18（D）×64（H）mm　

形状 コンパクトな箱型

重量（バッテリー含む）

【みまもりセンサー】
質量：各センサー約 120g ※ＡＣアダプター含まず　

【ドアセンサー（※オプション）】
質量：約 34.5g( 電池除く )　

【バイタルセンサー（ベッドタイプ）（※オプション）】
質量：508g（本体 424g+ ＡＣアダプタ 84g）±５g　
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ （製品概要）https://www.imairumo.com/kaigo/about.html

使用方法等の動画 https://youtu.be/Unxu8-v6M9c

項 目 内 容

仕様、構造

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

【みまもりセンサー】
電源：AC100V-240V 50/60Hz　

【ドアセンサー（※オプション）】
電源：単４電池２本

【バイタルセンサー（ベッドタイプ）（※オプション）】
電源：AC100V-240V 50/60Hz

緊急発報の方法 ・メールで通知
・見守り画面での通知

安全性の認証取得 内部通信モジュールは技適取得
防水・防塵加工 防水加工・防塵加工は無し
検知方式（センサー、画像など）・センサーで検知（人感センサー、温湿度センサー、照度センサー）

検知範囲

・モーションセンサー　検出距離：最大５M　検出距離角度：82 度
・微動センサー　検出距離：最大２M　視野角：91 度
・温度センサー　標準検出範囲：-40 ～ +80℃（精度±0.5℃）
・湿度センサー　標準検出範囲：０～ 99.9%RH（精度±３%RH）
・照度センサー　感度波長範囲：300 ～ 820nm

最大見守り人数 ・１セット１名
・複数人を一覧表示し管理することも可能

必要な通信環境 ・ 特になし（みまもりセンサーには、ＳＩＭカードが内蔵されています。設置場所のインター
ネット環境は必要ありません）

必要なシステム・設備 ・表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）※インターネットに接続できるもの
データの記録機能、有無と内容 ・有（保存期間は１年間）
他の機器との連携・互換性 ・ナースコールと連動可能（アイホン社）

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 特になし
ユーザーによるお手入れ 特になし
消耗品の有無 特になし
保証期間 購入後１年間
修理対応期間 特になし

耐用年数 約５年

コスト

本体・付属品の定価 オープン価格

設置導入に伴う費用 無し（通常、設置については、お客様に行っていただいております。）

ランニングコスト オープン価格

教育研修費 無し

オプション 追加できる機能 ・ドアセンサー
・バイタルセンサー（脈拍・呼吸）

問合せ先

緊急時の問合せ先

株式会社ソルクシーズ
いまイルモサポート窓口
E-Mail：support@imairumo.com
TEL：03-6722-5716 受付時間：10:00 ～ 17:00

（土日祝日年末年始休業日除く）

デモ・貸出 同上

よくある質問（Ｑ＆Ａ） HP の『よくあるご質問』をご参考ください。
https://www.imairumo.com/faq.html
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ソルクシーズ

製品名 見守り支援システム「いまイルモ」

項 目 内 容

適用 対象者

【高齢者】
・一人暮らしの高齢者（日中独居も対象）
【介護者】
・ 在宅にいらっしゃる利用者の見守りを強化し、ＱＯＬ向上の為に、最適なケアプランを

提供したいと考えられている介護事業者。

禁止事項 禁止事項
・ 屋外での使用は禁止します。また、周辺の温度変化が激しいと内部結露によって誤作動する

場合があります。
・ 本体は精密な電子機器の為、衝撃や振動の加わる場所、または加わりやすい場所での使用・

保管は避けて下さい。

使用上の注意

注意事項

・万一、異常が発生したとき。
本体から異臭や煙が出た時は、ただちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。
・異物を入れないでください。
本体内部に金属類を差し込まないでください。また、水などの液体が入らないように注意して
ください。
※万一異物が入った場合は、ただちに電源プラグをコンセントから抜いてください。
・ 落雷の恐れがあるときや雷発生時は、いったん電源プラグをコンセントから抜いて使用を中

断して下さい。
・水気の多い場所での使用、濡れた手での取り扱いはおやめください。
・分解しないでください 。
ケースは絶対に分解しないでください。感電の危険があります。
・付属の ＡＣ アダプター以外の物を使用しないで下さい。

安全に利用するための配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

使用上の注意

・ 親機、子機間の無線通信は見通しの良い場所で 40m 以内となりますが、遮蔽物等の影響
により有効距離が短くなる事がありますので設置の際はご注意ください。（妨害電波、金属
のドアやコンクリートの壁がある場合、２ 階建ての場合等）

・ 電源コードはしっかりと機器に差し込んで下さい。通電の確認の為、電源を入れてから 30
秒程経ってからお知らせボタンを押して光と音が出れば正常に通電されています。

倫理的の配慮 事業者から家族に同意書を取得していただいています。

使用方法

使用方法
・ 使用開始時に、『利用開始メール』が登録してあるメールアドレスに送られます。メール

に記載されているＵＲＬにアクセスし、手順に沿って進めて行くと初期設定が完了し、
利用を開始することができます。

使用環境 ・消費電流　親機：800mA 子機： 60mA
・動作温度　０℃～ 40℃（結露無きこと）　

使用場面
・在宅にいらっしゃる方の見守り強化を行いたい場合。
利用者が独居で、身内の方の見守りがうまくできていない場合や、利用者は自宅で過ごし続
けたいが、家族の不安が解消できず施設入所を希望している場合など。
・医療連携を行いたい場合。

習熟期間 ・基本的な利用方法は１週間程度
高齢者に対する安全面の配慮 ・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

・ 過度の見守りを行わなくても独居の方の生活状況の把握ができるので、見守られる方が自
由に生活することができる。

・ 見守られる方が何かを身に付けたり何かをする必要がなく、設置するセンサーも生活の妨げ
にならないデザインのため、ストレスを感じずに普段通りの生活を送ることができる

機器を使用することで実現する
介護者への効果 ・利用者の生活状況の把握

機器を使用することで実現する
施設への効果

・ケアの質の向上
・労働環境改善
・職場の魅力向上（ＰＲ等）

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 居間、寝室、トイレなど
設置場所 居室の壁、高さ約 1.2m 位置。（設置場所の状況によって調整は行う）
設置方法 壁付け。または、専用スタンドに設置

サイズ

【みまもりセンサー】
外形寸法：76（W）×27（D）×135（H）mm ※突起物除く　

【ドアセンサー（※オプション）】
外形寸法：44×60×23mm　

【バイタルセンサー（ベッドタイプ）( ※オプション )】
外形寸法：340（W）×18（D）×64（H）mm　

形状 コンパクトな箱型

重量（バッテリー含む）

【みまもりセンサー】
質量：各センサー約 120g ※ＡＣアダプター含まず　

【ドアセンサー（※オプション）】
質量：約 34.5g( 電池除く )　

【バイタルセンサー（ベッドタイプ）（※オプション）】
質量：508g（本体 424g+ ＡＣアダプタ 84g）±５g　
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機器の概要

必須環境・推奨環境

インターネットに接続できるＰＣやスマー
トフォンをご用意ください。

試用期間中のサポート

電話またはＥメールにて対応いたします。
電話受付：平日9:00～ 17:00

貸出期間 １ヵ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

まもる～のＨＯＭＥはベッドのマットレ
ス下に設置したセンサーで、利用者の睡
眠・離床、部屋環境を的確にとらえ、離
れた場所にいる家族や介護施設スタッフ
に在床状態をお知らせするシステムです。
オプションでネットワーク接続いただく
と、お手持ちのＰＣやスマートフォンな
どへ通知し、いつでもどこでも利用者の
状態を確認することができます。

品番・型番

SS-300T

株式会社まもるーの

まもる～のＨＯＭＥ

機 器 の 貸 出

機器の写真

在 宅

173
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社まもるーの
〒101-0025　東京都千代田区神田佐久間町 4-16 パル K2 ビル 3F
TEL 03-5817-8767 MAIL info@miel.care
担当者名  荻野重人

まもる～のＨＯＭＥ
特長：３つのわかると通知（オプション接続時）
①利用者の離床／在床と脈拍・呼吸の状態がわかります。
②居室の温度・湿度・照度がわかります。
③ 利用者の睡眠状態をグラフで表示し、生活傾向がわかり

ます。
通知機能　あらかじめ設定した値にもとづき、アラート
メールやＬＩＮＥで通知します。
通知は全９項目あり、細かな設定が可能で、しきい値設定
や通知時間帯の設定なども可能です。

セット内容： 本体、エアバッグセンサー、ＡＣアダプタ、
オプション接続用送受信機

サイズ： 本体 122 × 90 × 37mm、
エアバッグセンサー 760 × 50mm

重量：本体 120g、エアバッグセンサー 120g
材質：本体ケース：ＡＢＳ、エアバッグ：ＰＵ
電源：ＡＣアダプタ（100V）

販売開始

2020 年 4 月

販売価格

250,000 円（税込）

TAIS コード

01952-000001

機器の使用場面

174
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機器の概要

必須環境・推奨環境

インターネットに接続できるＰＣやスマー
トフォンをご用意ください。

試用期間中のサポート

電話またはＥメールにて対応いたします。
電話受付：平日9:00～ 17:00

貸出期間 １ヵ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

まもる～のＨＯＭＥはベッドのマットレ
ス下に設置したセンサーで、利用者の睡
眠・離床、部屋環境を的確にとらえ、離
れた場所にいる家族や介護施設スタッフ
に在床状態をお知らせするシステムです。
オプションでネットワーク接続いただく
と、お手持ちのＰＣやスマートフォンな
どへ通知し、いつでもどこでも利用者の
状態を確認することができます。

品番・型番

SS-300T

株式会社まもるーの

まもる～のＨＯＭＥ

機 器 の 貸 出

機器の写真

在 宅

173
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社まもるーの

製品名 まもる～のＨＯＭＥ　01952-000001

型　番 SS-300T

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・在宅要介護者
【介護者】・ご家族
　　　　・介護施設スタッフ

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：屋外、水のかかる場所

使用上の注意

注意事項

・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・ 高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保

管をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ち

に使用を中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてくだ
さい。

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であること
を確認する

・コードの上に物をのせない。
・ 通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにす

る。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多

い場所での使用はしない。

誤報の有無
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意
・エアバッグセンサーの正しい設置位置（取扱説明書参照）で使用する
・電源ケーブルが抜けないように注意する
・センサーケーブルが抜けないように注意する

使用方法

使用方法

マットレス下にエアバッグセンサーを設置後、エアバッグセンサーケーブルを
本体に接続し、本体の電源を入れる。オプションの送受信機の電源を入れる。
ＰＣやスマートフォンからログイン後、必要な通知の種類やしきい値を設定する。
詳細な内容はマニュアルをご覧ください

（https://mamoruno.miel.care/download-individual.php）

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・必要に応じ、しきい値を再設定

使用環境

本体
使用温湿度範囲：-10℃～＋50℃ /10 ～ 85%（結露なきこと）
保存温湿度範囲：-20℃～＋60℃ /10 ～ 85%（結露なきこと）
エアバッグセンサー
使用温湿度範囲：＋5℃～＋40℃・30 ～ 85%RH
保存温湿度範囲：-10℃～＋50℃・30 ～ 60% RH

使用場面 ・離れた場所にいる利用者の状況把握を行いたいとき

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 独居の高齢者の方などが、見守られている安心感

機器を使用することで実現する
介護者への効果 見守る家族の安心感、ケア品質の向上

機器を使用することで実現する
施設への効果

小規模多機能施設などの在宅利用者への介護において、ケア品質の向上、介護業
務の効率化

仕様、構造 使用場所、必要スペースなど 居室
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://mamoruno.miel.care/product-home.php

取扱説明書 https://mamoruno.miel.care/download-individual.php

項 目 内 容

仕様、構造

設置場所 エアバッグセンサー：ベッドマットレス又は敷布団の下
本体：ベッドボード又は周辺の棚類

設置方法 エアバッグセンサー：動かないように軽くマジックテープなどで固定
本体：付属のフックで引っ掛けてぶら下げる

サイズ 本体 122×90×37mm、エアバッグセンサー 760×50mm
重量（バッテリー含む） 本体 120g、エアバッグセンサー 120g
電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等） ＡＣアダプター

緊急発報の方法 本体のブザー又はＥメール又はＬＩＮＥ通知
安全性の認証取得 ＰＳＥ認可取得ＡＣアダプタ
防水・防塵加工 なし
検知方式（センサー、画像など） 振動センサー
検知範囲 ベッド内
反応速度（タイムラグ） １分～３分（ネットワーク通知の場合は通信環境による影響あり）
最大見守り人数 １システム最大 35 人
必要な通信環境 オプション接続の場合、インターネット接続環境
必要なシステム・設備 表示端末（パソコン、タブレット、スマホ等）

データの記録機能、有無と内
容

・ 1 分毎に記録する情報：在床状態、睡眠レベル、室温、湿度、照度、脈拍・呼吸、
電波強度

・ 1 分毎に記録した利用者の状態及び居室の状況を１日 24 時間分、グラフ化して
表示。日付を指定して過去の記録も表示可能。

・あらかじめ設定した通知を通知記録として表示
・保存期間は基本６ヶ月
・累積睡眠データ、離床回数の印刷

他の機器との連携・互換性 特になし

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス 特になし

ユーザーによるお手入れ センサーの汚れが目立つ場合は、ＡＣアダプターを抜いて、水または水で薄め
た中性洗剤を含ませて、固く絞った布で拭きとってください

消耗品の有無 特になし
保証期間 １年
修理対応期間 ５年
耐用年数 ３～５年

コスト
本体・付属品の定価 本体セット：250,000 円（税込）
設置導入に伴う費用 なし
ランニングコスト オプション：1,980 円（税込）

オプション 追加できる機能 インターネットを介して利用者の情報を閲覧できるサービス
問合せ先 緊急時の問合せ先 株式会社まもるーの（03-5817-876）
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社まもるーの

製品名 まもる～のＨＯＭＥ　01952-000001

型　番 SS-300T

項 目 内 容

適用 対象者
【高齢者】・在宅要介護者
【介護者】・ご家族
　　　　・介護施設スタッフ

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：屋外、水のかかる場所

使用上の注意

注意事項

・タコ足配線は行わず、ＡＣアダプターへの無理な力を加えない
・ 高温になる場所（ストーブなどの火のそば、炎天下など）での使用や放置、保

管をしない。
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直ち

に使用を中止してください。電源をオフにし、その後電源アダプタを抜いてくだ
さい。

安全に利用するための配慮

・ 本機器の使用前と使用後に、機器が正常かつ安全に使用できる状態であること
を確認する

・コードの上に物をのせない。
・ 通電状態では電源アダプタの端子に手は指など身体の一部が触れないようにす

る。
・ 水などの液体をかけない。また、水などが直接かかる場所や風呂など湿気の多

い場所での使用はしない。

誤報の有無
・センサー出力ケーブルが奥まで差し込まれていない場合
・利用者以外の方が近くにいるときに、その方の動きを検知した場合
・無線Ｗｉ－Ｆｉの電波強度や居室環境による場合

使用上の注意
・エアバッグセンサーの正しい設置位置（取扱説明書参照）で使用する
・電源ケーブルが抜けないように注意する
・センサーケーブルが抜けないように注意する

使用方法

使用方法

マットレス下にエアバッグセンサーを設置後、エアバッグセンサーケーブルを
本体に接続し、本体の電源を入れる。オプションの送受信機の電源を入れる。
ＰＣやスマートフォンからログイン後、必要な通知の種類やしきい値を設定する。
詳細な内容はマニュアルをご覧ください

（https://mamoruno.miel.care/download-individual.php）

使用方法（再設定） ・移動後に、ＡＣアダプタを接続する
・必要に応じ、しきい値を再設定

使用環境

本体
使用温湿度範囲：-10℃～＋50℃ /10 ～ 85%（結露なきこと）
保存温湿度範囲：-20℃～＋60℃ /10 ～ 85%（結露なきこと）
エアバッグセンサー
使用温湿度範囲：＋5℃～＋40℃・30 ～ 85%RH
保存温湿度範囲：-10℃～＋50℃・30 ～ 60% RH

使用場面 ・離れた場所にいる利用者の状況把握を行いたいとき

高齢者に対する安全面の配慮
・コード類を触ったり引っ張ったりしないようまとめる、隠す
・電源ケーブルを固定する
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

介護者に対する安全面の配慮 ・電源を入れたままベッド移動をしない。
・電源ケーブル等は足元に引っかからない位置に配置する

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果 独居の高齢者の方などが、見守られている安心感

機器を使用することで実現する
介護者への効果 見守る家族の安心感、ケア品質の向上

機器を使用することで実現する
施設への効果

小規模多機能施設などの在宅利用者への介護において、ケア品質の向上、介護業
務の効率化

仕様、構造 使用場所、必要スペースなど 居室
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株式会社トレイル

うららかＧＰＳウォーク
品番・型番

必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

試用期間中のサポート

機器の機能

機器の概要

見守り・コミュニケーション

貸出期間

貸出可能台数

����

１台
２週間

ご不明点につきましては、電話・メール等
にて回答させていただきます。

基本的に個人向けでの貸し出しはお受けし
ておりません。ＧＰＳ機器本体（トラッキ
モＧＰＳ）の貸出も可能。位置情報を確認
するためには、ＰＣもしくタブレット、スマー
トフォンが必要となります。

G-001

認知症等による徘徊行動を見守る為のＧＰＳ
機器等を保持していただくためのＧＰＳ内
蔵可能靴。利用者の尊厳も守りつつ、安全・
確実に機器を持って頂くよう開発。当初、
ＮＴＴドコモ社製ＧＰＳ機器のみを内蔵出来
るよう開発しましたが、その後、改良を重ね、
多種のＧＰＳ機器を内蔵出来るよう汎用化
し、世界標準ＧＰＳであるトラッキモＧＰＳ
も実装しています。

機器の写真

177

在 宅
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TEL MAIL
所属部署

問い合わせ先

担当者名

うららかＧＰＳウォーク販売開始

販売価格

機器の仕様

TAIS コード

森下寛之企画営業
mail@uraraca.net078-382-3637

〒650-0013　兵庫県神戸市中央区花隈町 3-18
株式会社トレイル

色：ブラック
甲材：合成皮革（ポリウレタン 100％）
         トリコットスウェード（ポリエステル 100％）
底材：合成底
重さ：約 250g（S サイズ片足、ＧＰＳ機器含まず）

01549-000001

8,580 円（税込）

2015 年 10 月 サイズ
SS （22.0 ～ 22.5cm）

S （23.0 ～ 23.5cm）

M （24.0 ～ 24.5cm）

L （25.0 ～ 25.5cm）

LL （26.0 ～ 26.5cm）

3L （27.0 ～ 27.5cm）

機器の使用場面

178
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株式会社トレイル

うららかＧＰＳウォーク
品番・型番

必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

試用期間中のサポート

機器の機能

機器の概要

見守り・コミュニケーション

貸出期間

貸出可能台数

����

１台
２週間

ご不明点につきましては、電話・メール等
にて回答させていただきます。

基本的に個人向けでの貸し出しはお受けし
ておりません。ＧＰＳ機器本体（トラッキ
モＧＰＳ）の貸出も可能。位置情報を確認
するためには、ＰＣもしくタブレット、スマー
トフォンが必要となります。

G-001

認知症等による徘徊行動を見守る為のＧＰＳ
機器等を保持していただくためのＧＰＳ内
蔵可能靴。利用者の尊厳も守りつつ、安全・
確実に機器を持って頂くよう開発。当初、
ＮＴＴドコモ社製ＧＰＳ機器のみを内蔵出来
るよう開発しましたが、その後、改良を重ね、
多種のＧＰＳ機器を内蔵出来るよう汎用化
し、世界標準ＧＰＳであるトラッキモＧＰＳ
も実装しています。

機器の写真

177

在 宅
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項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・認知症やその他疾病・障害による徘徊行動をされる可能性のある方
【介護者】・ 徘徊の可能性がある方の施設への送迎の隙間リスク。独居や老々介護

での見守りが必要と感じている方

専門職の関与 独居・老々介護でスマートフォンが使えない方の場合、サポートが必要

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：地下や通信電波の入りにくい所

使用上の注意

注意事項 ３～４日に一度くらいの頻度で充電が必要となります。本体充電が困難な場合は、
別売りのバッテリーをご購入の上、充電済みのバッテリーとの交換をしてください。

安全に利用するための配慮 雨の日のご使用の場合は、ＧＰＳ本体をチャック付きポリパック等を使用して保護し
ていただけるようお勧めしています。

誤報の有無
ＧＰＳ機器の電波状況により、位置情報がずれる場合があります。在宅時に常にず
れが生じる場合は、居宅の電波状況が良くないため、ズレた位置を居宅と認識して
いただいたり、徘徊時・歩行時にズレが生じる場合は、移動履歴を参照していただ
き、位置を推察していただいております。

使用上の注意 靴に内蔵して使用する場合、付属の保護ケースにＧＰＳ機器を入れて使用してくださ
い。

倫理的な配慮 徘徊行動等の見守りの一手段として活用し、他の目的に使用しないでください。位
置情報を見守る方は家族等の同意を得てご使用ください。

使用方法

使用方法
ＧＰＳ機器を付属の保護ケースに入れ、左足の中敷き下の底部分に装着。他は普通
の靴として使用してください。また、他の靴を履かないよう他の靴や他人・家族の
靴はしまってください。

使用方法（再設定） アプリ内にて多機能を調整可能

使用環境 雨の日のご使用の場合は、ＧＰＳ本体をチャック付きポリパック等を使用して保護し
ていただけるようお勧めしています。

使用場面 認知症の方の見守り。障がい等による突発行動をされる可能性のある方の見守り。

習熟期間 ３～４日くらいで習得可能と思います。

高齢者に対する安全面の配慮 通常の靴と同じく１足の靴のみを連続使用しますと匂いや劣化の原因になりますの
で、履き替えの靴をご用意される事をお勧めしております。

介護者に対する安全面の配慮 特になし。

効果

機器を使用することで
実現する高齢者への効果

外出を無理に阻止される事がなくなるため、認知症の進行を軽減でき、怒り等の
感情の起伏を緩やかに出来る可能性があります。

機器を使用することで
実現する介護者への効果

勝手に外出してしまった場合に慌てて捜索に入らず、まず位置確認が出来る事によ
り職員の身体的、精神的、時間的な負担を軽減します。

機器を使用することで
実現する施設への効果 事故リスクの低減

製 品

製品情報

メーカー名 株式会社トレイル

G-001型番

製品名 うららかＧＰＳウォーク　01549-000001
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項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 屋外

設置場所 玄関・出入り口

設置方法 ＧＰＳ機器を内蔵した靴を置くだけ

サイズ 22.0 ～ 27.5cm

形状 マジックテープタイプと紐靴タイプ

重量（バッテリー含む） 靴：約 250g（Ｓサイズの場合）ＧＰＳ機器：約 40g（バッテリー含む）
電源・バッテリー
（本体、端末、センサー等） ＵＳＢ充電リチウムイオンバッテリー

使用時の音 無音に設定可

緊急発報の方法 パソコン・スマートフォン・タブレットにＥメール・ショートメールを送信。設定によ
り多人数に同時送信可能

防水・防塵加工 生活防水加工

検知方式（センサー、画像など）振動センサー、加速度センサーも内蔵

検知範囲 全世界

反応速度（タイムラグ） ＧＰＳ機器の電波状況により左右されます。

最大見守り人数 １人 /台

必要な通信環境 特になし。

必要なシステム・設備 表示端末（パソコン・スマートフォン・タブレット等）

データの記録機能、有無と内容 移動履歴に関しては最大１年間を記録可能

他の機器との連携・互換性 特になし。

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス １年間のメーカー保証

ユーザーによるお手入れ ＧＰＳ機器の本体充電、もしくは充電済バッテリーとの交換

消耗品の有無 特になし。

保証期間 ＧＰＳ機器に関しては１年間のメーカー保証

コスト

本体・付属品の定価 靴：8,580 円（税込）　ＧＰＳ機器：25,850 円（税込）（１年間の通信費込み）

設置導入に伴う費用 特になし。

ランニングコスト 翌年以降、年間 8,250 円（税込）の通信料

問合せ先
緊急時の問合せ先 ＧＰＳ機器に関してはトラッキモＧＰＳ03-3818-2320

デモ・貸出 対応可

製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

使用方法等の動画

取扱説明書

製品カタログ

https://www.youtube.com/watch?v=rgErPcj5M-E

https://www.uraraca.net/rehabili-shoes/use-gps.html

https://www.uraraca.net/rehabili-shoes/gps-walk.html
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項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・認知症やその他疾病・障害による徘徊行動をされる可能性のある方
【介護者】・ 徘徊の可能性がある方の施設への送迎の隙間リスク。独居や老々介護

での見守りが必要と感じている方

専門職の関与 独居・老々介護でスマートフォンが使えない方の場合、サポートが必要

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：地下や通信電波の入りにくい所

使用上の注意

注意事項 ３～４日に一度くらいの頻度で充電が必要となります。本体充電が困難な場合は、
別売りのバッテリーをご購入の上、充電済みのバッテリーとの交換をしてください。

安全に利用するための配慮 雨の日のご使用の場合は、ＧＰＳ本体をチャック付きポリパック等を使用して保護し
ていただけるようお勧めしています。

誤報の有無
ＧＰＳ機器の電波状況により、位置情報がずれる場合があります。在宅時に常にず
れが生じる場合は、居宅の電波状況が良くないため、ズレた位置を居宅と認識して
いただいたり、徘徊時・歩行時にズレが生じる場合は、移動履歴を参照していただ
き、位置を推察していただいております。

使用上の注意 靴に内蔵して使用する場合、付属の保護ケースにＧＰＳ機器を入れて使用してくださ
い。

倫理的な配慮 徘徊行動等の見守りの一手段として活用し、他の目的に使用しないでください。位
置情報を見守る方は家族等の同意を得てご使用ください。

使用方法

使用方法
ＧＰＳ機器を付属の保護ケースに入れ、左足の中敷き下の底部分に装着。他は普通
の靴として使用してください。また、他の靴を履かないよう他の靴や他人・家族の
靴はしまってください。

使用方法（再設定） アプリ内にて多機能を調整可能

使用環境 雨の日のご使用の場合は、ＧＰＳ本体をチャック付きポリパック等を使用して保護し
ていただけるようお勧めしています。

使用場面 認知症の方の見守り。障がい等による突発行動をされる可能性のある方の見守り。

習熟期間 ３～４日くらいで習得可能と思います。

高齢者に対する安全面の配慮 通常の靴と同じく１足の靴のみを連続使用しますと匂いや劣化の原因になりますの
で、履き替えの靴をご用意される事をお勧めしております。

介護者に対する安全面の配慮 特になし。

効果

機器を使用することで
実現する高齢者への効果

外出を無理に阻止される事がなくなるため、認知症の進行を軽減でき、怒り等の
感情の起伏を緩やかに出来る可能性があります。

機器を使用することで
実現する介護者への効果

勝手に外出してしまった場合に慌てて捜索に入らず、まず位置確認が出来る事によ
り職員の身体的、精神的、時間的な負担を軽減します。

機器を使用することで
実現する施設への効果 事故リスクの低減

製 品

製品情報

メーカー名 株式会社トレイル

G-001型番

製品名 うららかＧＰＳウォーク　01549-000001
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・電源（コンセント　AC100V）
・ ＦＵＫＵ助のデータを閲覧するためのス

マートフォン

試用期間中のサポート

ＦＵＫＵ助の初期設定や操作方法などのご
質問について、電話または電子メールに
て対応

貸出期間 １週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

ＦＵＫＵ助は、見守り機能付きの服薬支
援ロボットです。設定された服薬時刻に
なると利用者へ声をかけ、薬を出してく
れます。また、ご利用する方の暮らしを
見守るさまざまなセンサーと、通信機能
を内蔵しており、専用クラウドとスマホ
アプリを介して、利用者の服薬履歴やセ
ンサー情報を確認できます。また、ごみ
の日のお知らせ、熱中症の注意喚起といっ
た、利用者の生活をサポートする声かけ
機能も備えています。

品番・型番

FK-A01

株式会社メディカルスイッチ
見守り機能付き服薬支援ロボット
「ＦＵＫＵ助」

機 器 の 貸 出

機器の写真

在 宅
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社メディカルスイッチ
〒144-0034　東京都大田区西糀谷 4-26-6　糀谷岡野ビル 502
TEL 03-6883-3360 MAIL info@medical-switch.com
担当者名  宮下直樹

見守り機能付き服薬支援ロボット
「ＦＵＫＵ助」

【寸法】　幅 280mm、奥行 297mm、高さ 420mm
【質量】　本体 5.7kg
【消費電力】　待機時 約 7W、おくすり取り出し時 約 10W
【内蔵センサー】　 気温、湿度、気圧、照度、人感反応

（赤外線検知方式）
【通信装置】　３ＧまたはＬＴＥ通信モジュール内蔵
【おくすり収納量】　 最大 31 日分（１日４回服用時、薬包

の厚みにより異なる）
【収納可能な薬包】　 一包化：分包サイズ 80 × 70mm ま

たは 70 × 70mm
　　　　　　　　　チャック袋：専用チャック袋
　　　　　　　　　 漢方薬：アルミパック包装サイズ 50

× 75mm
【設定可能な用法】　 内服（起床時、朝－昼－夕食後、朝－

昼－夕食前、朝－昼－夕食間、就眠前）
　　　　　　　　　頓服

【声かけ機能】　 熱中症注意喚起、ごみの日通知、食事の促
し 他多数

販売開始

2019 年 4 月

販売価格

オープン価格

TAIS コード

01933-000001

機器の使用場面
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機器の概要

必須環境・推奨環境

・電源（コンセント　AC100V）
・ ＦＵＫＵ助のデータを閲覧するためのス

マートフォン

試用期間中のサポート

ＦＵＫＵ助の初期設定や操作方法などのご
質問について、電話または電子メールに
て対応

貸出期間 １週間

貸出可能台数 １台

機器の機能

ＦＵＫＵ助は、見守り機能付きの服薬支
援ロボットです。設定された服薬時刻に
なると利用者へ声をかけ、薬を出してく
れます。また、ご利用する方の暮らしを
見守るさまざまなセンサーと、通信機能
を内蔵しており、専用クラウドとスマホ
アプリを介して、利用者の服薬履歴やセ
ンサー情報を確認できます。また、ごみ
の日のお知らせ、熱中症の注意喚起といっ
た、利用者の生活をサポートする声かけ
機能も備えています。

品番・型番

FK-A01

株式会社メディカルスイッチ
見守り機能付き服薬支援ロボット
「ＦＵＫＵ助」

機 器 の 貸 出

機器の写真

在 宅

181

375



製 品

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

183

製　品

製品情報

メーカー名 株式会社メディカルスイッチ

製品名 見守り機能付き服薬支援ロボット「ＦＵＫＵ助」　01933-000001

型　番 FK-A01

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 介護を受けつつも、在宅での生活ができる高齢者（軽度認知症含む）

対象者（介護者） 電子メールの送受信ができる方

禁止事項 禁止事項
本体およびＡＣアダプターを水で濡らしたり、落下させたりしないこと。
直射日光が当たる場所に設置しないこと。
その他、取扱説明書の記載に従うこと。

使用上の注意

注意事項 本体付属の取扱説明書の記載をよく読んで、ご利用ください。

安全に利用するための配慮 停電や製品故障などに備えて、予備の薬を別途保管しておくことを推奨します。

倫理面の配慮 プライバシーに配慮して、カメラおよびマイクは設けておりません。

使用方法

使用方法 本体付属の取扱説明書をご参照ください。

使用環境 室内において、水平で安定し、直射日光が当たらず、湿気が少なく、ホコリやチリ
の少ない場所に設置してください。

使用場面 高齢者が服用する薬を内部に保管しておき、服薬時刻になると音と光で服薬時刻
をお知らせし、タッチパネルをタッチすることで薬を出してくれます。

高齢者に対する安全面の配慮
鋭利な突起物がない構造です。
電源が切断されるなどの異常を検知した場合は、あらかじめ登録されている方（ご
家族や介護者など）へ、電子メールとアプリ通知を送信して、確認を促します。

介護者に対する安全面の配慮 本体にセットされた薬の残数が少なくなると、電子メールでお知らせし、補充を促
します。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果

薬の飲み忘れや、飲み間違いを防止する効果が期待できます。
室内の気温が高いことを警告してくれるので、熱中症予防効果が期待できます。

使用することで実現する介護者
への効果

最大で１ヶ月分の薬をまとめて収納し、高齢者へ服薬を促して薬を渡す作業を製品
に任せることができるので、服薬介助の負担が軽減します。
利用者の生活状況（服薬の有無、室内の気温、活動状況など）を、アプリを使っ
て遠隔で確認できるので、安否確認の負担が軽減します。
利用者が薬を受け取らない場合などには、電子メールとアプリ通知で知らせてくれ
るので、利用者の異常（倒れていたなど）を速やかに検知できます。

使用することで実現する施設へ
の効果 上記、介護者への効果の欄を参照

仕様、構造

寸法 幅 280mm、奥行 297mm、高さ 420mm

質量 本体 5.7kg

消費電力 待機時 約 7W、おくすり取り出し時 約 10W

内蔵センサー 気温、湿度、気圧、照度、人感反応（赤外線検知方式）

通信装置 ３ＧまたはＬＴＥ通信モジュール内蔵

おくすり収納量 最大 31 日分（１日４回服用時、薬包の厚みにより異なる）
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

使用方法等の動画 https：//www.youtube.com/watch?v=Dm_t6CMe6L0

項 目 内 容

仕様、構造

収納可能な薬包
一包化：分包サイズ 80×70mm または 70×70mm
チャック袋：専用チャック袋
漢方薬：アルミパック包装サイズ 50×75mm

設定可能な用法 内服（起床時、朝－昼－夕食後、朝－昼－夕食前、朝－昼－夕食間、就眠前）
頓服

声かけ機能 熱中症注意喚起、ごみの日通知、食事の促し 他多数

メンテナンス

準備・片付け ＦＵＫＵ助に保管する薬を、一回に服用する分量毎に薬包（一包化または専用チャッ
ク袋）にしてから、ＦＵＫＵ助に収納します。

保管方法 高温、湿気の多いところ、直射日光が当たる場所を避けて保管ください。

メーカーによるメンテナンス レンタル商品のため、故障時は良品に交換します。

ユーザーによるお手入れ 外装が汚れた場合は、固くしぼった布巾などでやさしく拭いてください。

消耗品の有無 一包化を収納する場合は、「薬包貼り付けシール」を別途ご購入下さい。

保証期間 期間の定めなし（レンタル商品のため、故障時は良品に交換します。）

修理対応期間 期間の定めなし（レンタル商品のため、故障時は良品に交換します。）

耐用年数 期間の定めなし（レンタル商品のため、故障時は良品に交換します。）

コスト

本体・付属品の定価 レンタル商品・オープン価格

ランニングコスト 電気代：約 190 円／月
薬包貼り付けシール：４～６円／枚

教育研修費 なし

オプション 追加できる機能 なし

問合せ先
緊急時の問合せ先 株式会社メディカルスイッチ　Tel： 03-6883-3360

よくある質問（Ｑ＆Ａ） 下記ＵＲＬ参照
https：//www.medical-switch.com/faq/
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社メディカルスイッチ

製品名 見守り機能付き服薬支援ロボット「ＦＵＫＵ助」　01933-000001

型　番 FK-A01

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 介護を受けつつも、在宅での生活ができる高齢者（軽度認知症含む）

対象者（介護者） 電子メールの送受信ができる方

禁止事項 禁止事項
本体およびＡＣアダプターを水で濡らしたり、落下させたりしないこと。
直射日光が当たる場所に設置しないこと。
その他、取扱説明書の記載に従うこと。

使用上の注意

注意事項 本体付属の取扱説明書の記載をよく読んで、ご利用ください。

安全に利用するための配慮 停電や製品故障などに備えて、予備の薬を別途保管しておくことを推奨します。

倫理面の配慮 プライバシーに配慮して、カメラおよびマイクは設けておりません。

使用方法

使用方法 本体付属の取扱説明書をご参照ください。

使用環境 室内において、水平で安定し、直射日光が当たらず、湿気が少なく、ホコリやチリ
の少ない場所に設置してください。

使用場面 高齢者が服用する薬を内部に保管しておき、服薬時刻になると音と光で服薬時刻
をお知らせし、タッチパネルをタッチすることで薬を出してくれます。

高齢者に対する安全面の配慮
鋭利な突起物がない構造です。
電源が切断されるなどの異常を検知した場合は、あらかじめ登録されている方（ご
家族や介護者など）へ、電子メールとアプリ通知を送信して、確認を促します。

介護者に対する安全面の配慮 本体にセットされた薬の残数が少なくなると、電子メールでお知らせし、補充を促
します。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果

薬の飲み忘れや、飲み間違いを防止する効果が期待できます。
室内の気温が高いことを警告してくれるので、熱中症予防効果が期待できます。

使用することで実現する介護者
への効果

最大で１ヶ月分の薬をまとめて収納し、高齢者へ服薬を促して薬を渡す作業を製品
に任せることができるので、服薬介助の負担が軽減します。
利用者の生活状況（服薬の有無、室内の気温、活動状況など）を、アプリを使っ
て遠隔で確認できるので、安否確認の負担が軽減します。
利用者が薬を受け取らない場合などには、電子メールとアプリ通知で知らせてくれ
るので、利用者の異常（倒れていたなど）を速やかに検知できます。

使用することで実現する施設へ
の効果 上記、介護者への効果の欄を参照

仕様、構造

寸法 幅 280mm、奥行 297mm、高さ 420mm

質量 本体 5.7kg

消費電力 待機時 約 7W、おくすり取り出し時 約 10W

内蔵センサー 気温、湿度、気圧、照度、人感反応（赤外線検知方式）

通信装置 ３ＧまたはＬＴＥ通信モジュール内蔵

おくすり収納量 最大 31 日分（１日４回服用時、薬包の厚みにより異なる）
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機器の概要

必須環境・推奨環境

試用貸出期間中に必要な環境はございま
せん。
正式導入いただく際には、無線 LAN環
境および、無線 LANに接続可能なタブ
レットもしくはWindows パソコンが必
要となります。
（詳細はお問合せください。）

試用期間中のサポート

貸出前に機器説明、貸出後に使用後のヒ
アリングの計 2回のお打合せを予定して
おります。
新型コロナウイルス感染症の影響を鑑
み、TV会議ツール（ZoomやTeams等）
を利用したお打合せも可能です。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １施設１台

機器の機能

「日常会話の話し相手／レクリエーショ
ンの司会進行／健康体操のインストラク
ター」など、高齢者福祉施設におけるさ
まざまな場面で、コミュニケーション機
能を活用しながら高齢者のOQL 向上と
介護者の負担軽減を支援します。介護者
が日常的に行っている、高齢者の状態変
化に基づいた行動の促しや声掛けの一部
を PALRO が行うことで、高齢者の自立
支援に寄与する効果が多くの公的実証事
業等で確認されています。

品番・型番

PRT060J-W01

富士ソフト株式会社

PALRO高齢者福祉施設向けモデルⅢ

機 器 の 貸 出

機器の写真

185
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 富士ソフト株式会社
〒221-0822　神奈川県横浜市神奈川区西神奈川 1-10-10
TEL 050-3000-2136 MAIL palro-center@fsi.co.jp

所属部署 プロダクト事業本部　PALRO 事業部 担当者名 パルロセンター（試用貸出希望とお伝えください）

PALRO高齢者福祉施設向けモデルⅢ
本体寸法： 全高 約 40cm、肩幅 約 18cm、
　　　　　胴体 約 11cm（幅） 
重　　量：約 1.8kg（バッテリーパック搭載時）
駆動箇所：全身 23 箇所
駆 動 源： AC 電源、バッテリーパック（リチウムイオンバッテリー）
カ メ ラ：1 ケ搭載
マ イ ク：4 ケ搭載
無線 LAN 規格：IEEE802.11b/g/n 準拠（2.4GHz）
　　　　　　　 Bluetooth スピーカー対応
◆卓上で使用しても威圧感のない小型ヒューマノイドロボット
◆  100 人以上の個人認識が可能で、顔を認識し名前を呼び掛けながら話

しかけます
◆ レクリエーションや健康体操のインストラクター機能を有し、365 日

毎日日替わりで実施します
◆ 指定された時刻、指定された対象者に、スケジュールと連動した声掛

けや個別の声掛け / 促しをします
◆ インターネットを活用し、天気やニュースなどの新しい情報を会話の

中で提供します
◆ ソフトウェアのアップデートにより、性能が向上し新しい機能が追加

され、進化しつづけます

販売開始

2019 年 4 月

販売価格

737,000 円（税込）

TAIS コード

01760-00001

機器の使用場面
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見守り・コミュニケーション���� 生活支援

機器の概要

必須環境・推奨環境

試用貸出期間中に必要な環境はございま
せん。
正式導入いただく際には、無線 LAN環
境および、無線 LANに接続可能なタブ
レットもしくはWindows パソコンが必
要となります。
（詳細はお問合せください。）

試用期間中のサポート

貸出前に機器説明、貸出後に使用後のヒ
アリングの計 2回のお打合せを予定して
おります。
新型コロナウイルス感染症の影響を鑑
み、TV会議ツール（ZoomやTeams等）
を利用したお打合せも可能です。

貸出期間 ２週間

貸出可能台数 １施設１台

機器の機能

「日常会話の話し相手／レクリエーショ
ンの司会進行／健康体操のインストラク
ター」など、高齢者福祉施設におけるさ
まざまな場面で、コミュニケーション機
能を活用しながら高齢者のOQL 向上と
介護者の負担軽減を支援します。介護者
が日常的に行っている、高齢者の状態変
化に基づいた行動の促しや声掛けの一部
を PALRO が行うことで、高齢者の自立
支援に寄与する効果が多くの公的実証事
業等で確認されています。

品番・型番

PRT060J-W01

富士ソフト株式会社

PALRO高齢者福祉施設向けモデルⅢ

機 器 の 貸 出

機器の写真

185

379



製 品

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 介護度や既往歴による制約はございませんが、30 分以上の座位保持が可能で言語的コミュニ
ケーションがある程度可能な対象者（高齢者）を想定した製品設計としております。

対象者（介護者）
日中の見守り業務、レク業務、声かけ業務、受付業務などに携わるすべての方が利用可能です。
アクティビティや声掛けが思うように提供できていない時間帯がある、対象者（高齢者）の日中
の傾眠傾向を改善したい、認知症を患う対象者（高齢者）とのコミュニケーションにストレスを感
じている介護者の方などがお使いいただくことで効果を感じていただけます。

禁止事項 禁止事項

・ 使用できない環境（場所）：
防滴・防塵保護機能を有していないため、浴室内等、高温多湿なところ及び屋外。日本国外。

・ その他：
分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール等ユーザーズマニュ
アルにて定めている危険事項・警告事項・注意事項を守って活用すること。

使用上の注意

注意事項
・ ペースメーカーを利用されている対象者（高齢者）は、ペースメーカーとPALRO が 22cm 以

上離れるよう運用をお願いしております。
・ その他取扱いの注意点は、ユーザーズマニュアル記載の危険事項・警告事項・注意事項をご

確認ください。

安全に利用するための配慮
・ 設置場所は、PALRO が立ち上がったり胴体をひねる動作をしても転倒しないような安定した机

上としてください
・ AC アダプターおよび電源コードは通路など足をひっかけないような場所に設置してください
・ PALRO 本体を持ち上げる際や持ち運ぶ際は、必ず胴体部を持つこととしてください

倫理面の配慮 対象者（高齢者）が、拒否反応を示す場合や、安全な運用・利用が困難と介護者の方が判断さ
れた際は、ただちに利用を中止してください。

使用方法

使用方法
・対象者（高齢者）とPALRO がコミュニケーションがとれるよう机上に設置する
・レクリエーションや体操を実施する
・設定をすることで設置場所や対象者（高齢者）に合わせた声掛けをする

使用環境
・室温：5℃～ 28 度
・湿度：20％～ 80％（結露なきこと）
・無線 LAN インターネット環境

使用場面

・アクティビティとアクティビティの間の隙間時間
・フロアで日中の見守りが必要なとき
・入浴待機中、個別介助待ちなどでフロアにいらっしゃるとき
・レクリエーション実施時
・体操実施時
・時間やフロアに応じた声掛けが必要なとき

高齢者に対する安全面の配慮 万が一 PALRO を故意に転倒させた場合も机下に落下しないよう十分なスペースの机で利用す
るようにしてください。

介護者に対する安全面の配慮 起動している間は PALRO が立ち上がったり胴体をひねる動作をする場合があることに留意し、
ご利用ください。

効果

使用することで実現する高齢者への
効果

・生活機能改善効果
・QOL 向上効果
・ADL 維持・改善効果
・BPSD 低減効果
・生活リズム改善効果

使用することで実現する介護者への
効果

・時間的負担の軽減
・精神的負担の軽減

使用することで実現する施設への効
果

・業務負担分散
・残業時間軽減
・施設アクティビティへの積極参加による収益増加

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 共用スペースまたは、居室
設置場所 ロボットの落下防止のため、安定していて、十分な広さが確保されている机または台に設置。

サイズ

・全高：約 40cm
・肩幅：約 18㎝
・胴体幅：約 11.5㎝
・奥行：約 12.6㎝（背面プロテクター含む）
・腕の長さ：16.5㎝
・脚の長さ：17.8㎝

重量（バッテリー含む） 約 1.8kg（バッテリー含む）

電源・バッテリー
（本体、端末、センサー等）

1.AC アダプター
・入力：AC100V
・出力：DC12V　5A
・消費電力：約 60W
2.リチウムイオンバッテリー

・容量 :5700mAh
・充電時間：約 5 時間

防水・防塵加工 無
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項 目 内 容

仕様、構造

安全性の認証取得

・無線 LAN 規格：IEEE802.11b/g/n 準拠（最大：150Mbps）
・電波障害対策：VCCI Class A　
・バッテリーパック、AC アダプター：PSE マーク承認済み
・ 臨床的評価：株式会社福祉用具総合評価センター（CECAP）による評価を実施（2013 年 6 月）。

本機器の特殊性も考慮した上で評価項目を設定し、評価した結果、福祉用具として不適切な評
価項目はなし。

使用人数
PALRO がレクリエーションや体操を実施している間、PALRO が対象者（高齢者）の関心をひき
付け、介護者の方の日中の見守りが可能です。
人数に上限はありませんが、対象者（高齢者）の介護度や状態に合わせて最大 20 人程度を目
安に利用してください。

必要な通信環境 ・無線 LAN インターネット環境 ( ない場合はモバイルルータが必要 )

必要なシステム・設備
・ 無線 LAN インターネット環境に接続可能なタブレットもしくは Windows パソコン（PALRO 設

定用のアプリケーションがインストールできること）
※ 対応 OS は更新されることがあるため、以下ウェブサイトを参照ください。
　https://www.palrogarden.net/palro/main/Download/application.html

データの記録機能、有無と内容

有無：有
内容：
　・顔画像
　・名前（あだ名も可）
　・誕生日
　・施設内の設置場所
　・会話によって得られた話し相手の趣味趣向や経験の有無
　　例） 〇〇（食べ物や食材、スポーツ等の名前）は好きかどうか

△△（有名な観光地や一般的な場所（山や海など））に、行ったことがあるかどうか

メンテナンス

準備・片付け 設置場所と保管場所を導入時に施設で決めて運用願います。
保管方法 設置場所と保管場所を導入時に施設で決めて運用願います。

メーカーによるメンテナンス
・ハードウェア：必要に応じてセンドバック形式での修理を実施。
・ ソフトウェア：ソフトウェアアップデート及びアプリケーション追加は、無線 LAN インターネット

環境下で実施可能（本体購入時は「PALRO アップグレードサービス」のご契約が必要です。）
・サポートセンターにて電話・メール対応を実施しております。

ユーザーによるお手入れ
表面が汚れた場合、傷がつかないように柔らかい布でから拭きすること。お手入れの際は、スタ
ンバイ状態にしてから、主電源をオフにし、AC アダプタとバッテリーパックを取り外す。また本
体の塗装を痛める恐れがあるため、アルコールやベンジンなどの揮発性のもの、薬品、洗剤や
水など水分のあるものは使用しないこと。

消耗品の有無 ・バッテリーパック
・アクチュエーター（サーボ駆動部）

保証期間 1 年間

修理対応期間 2021 年 6 月現在、修理対応期間は設けておりません。
ただし、破損状況によって修理が承れない場合があります。（本体深部まで水濡れしている場合など）

コスト

本体・付属品の定価 https://palro.jp/product/service.html

ランニングコスト
本体購入の場合：PALRO アップグレードサービス　￥39,600/ 年の契約が必要です。

（PALRO アップグレードサービスは、PALRO の更新情報を利用するのに必要なクラウドサービスです。）
本体レンタルの場合：レンタル費用（￥33,000 ～ / 月）以外のランニングコストはかかりません。

（価格はすべて税込み）

教育研修費
任意サービスとして PALRO への初期設定および事業所職員の方への導入説明会を以下で承っ
ております。（価格はすべて税込み）
セットアップサービス（現地訪問）：￥88,000/ 台
リモートセットアップ（Zoom や Teams 等）：￥44,000/ 台

オプション 追加できる機能 PALRO アップグレードサービス（クラウドサービス）ご契約中の場合は、随時提供している追加
コンテンツやアップデートをご利用いただけます。

問合せ先 緊急時の問合せ先 富士ソフト　パルロセンター　TEL：050-3000-2136/E-mail：palro-center@fsi.co.jp
もしくは、担当営業までご連絡ください。

よくある質問（Ｑ＆Ａ） https://palro.jp/faq
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パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://palro.jp/product/business.html

取扱説明書 https://www.palrogarden.net/palro/main/_userdata/
Manual/carehouse/060_PALRO_usermanual_ALL.pdf

使用方法等の動画 https://youtu.be/hWqLw0QgHQY
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項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 介護度や既往歴による制約はございませんが、30 分以上の座位保持が可能で言語的コミュニ
ケーションがある程度可能な対象者（高齢者）を想定した製品設計としております。

対象者（介護者）
日中の見守り業務、レク業務、声かけ業務、受付業務などに携わるすべての方が利用可能です。
アクティビティや声掛けが思うように提供できていない時間帯がある、対象者（高齢者）の日中
の傾眠傾向を改善したい、認知症を患う対象者（高齢者）とのコミュニケーションにストレスを感
じている介護者の方などがお使いいただくことで効果を感じていただけます。

禁止事項 禁止事項

・ 使用できない環境（場所）：
防滴・防塵保護機能を有していないため、浴室内等、高温多湿なところ及び屋外。日本国外。

・ その他：
分解、改造、機器への接触、過負荷、過電流、改変・改造・オーバーホール等ユーザーズマニュ
アルにて定めている危険事項・警告事項・注意事項を守って活用すること。

使用上の注意

注意事項
・ ペースメーカーを利用されている対象者（高齢者）は、ペースメーカーとPALRO が 22cm 以

上離れるよう運用をお願いしております。
・ その他取扱いの注意点は、ユーザーズマニュアル記載の危険事項・警告事項・注意事項をご

確認ください。

安全に利用するための配慮
・ 設置場所は、PALRO が立ち上がったり胴体をひねる動作をしても転倒しないような安定した机

上としてください
・ AC アダプターおよび電源コードは通路など足をひっかけないような場所に設置してください
・ PALRO 本体を持ち上げる際や持ち運ぶ際は、必ず胴体部を持つこととしてください

倫理面の配慮 対象者（高齢者）が、拒否反応を示す場合や、安全な運用・利用が困難と介護者の方が判断さ
れた際は、ただちに利用を中止してください。

使用方法

使用方法
・対象者（高齢者）とPALRO がコミュニケーションがとれるよう机上に設置する
・レクリエーションや体操を実施する
・設定をすることで設置場所や対象者（高齢者）に合わせた声掛けをする

使用環境
・室温：5℃～ 28 度
・湿度：20％～ 80％（結露なきこと）
・無線 LAN インターネット環境

使用場面

・アクティビティとアクティビティの間の隙間時間
・フロアで日中の見守りが必要なとき
・入浴待機中、個別介助待ちなどでフロアにいらっしゃるとき
・レクリエーション実施時
・体操実施時
・時間やフロアに応じた声掛けが必要なとき

高齢者に対する安全面の配慮 万が一 PALRO を故意に転倒させた場合も机下に落下しないよう十分なスペースの机で利用す
るようにしてください。

介護者に対する安全面の配慮 起動している間は PALRO が立ち上がったり胴体をひねる動作をする場合があることに留意し、
ご利用ください。

効果

使用することで実現する高齢者への
効果

・生活機能改善効果
・QOL 向上効果
・ADL 維持・改善効果
・BPSD 低減効果
・生活リズム改善効果

使用することで実現する介護者への
効果

・時間的負担の軽減
・精神的負担の軽減

使用することで実現する施設への効
果

・業務負担分散
・残業時間軽減
・施設アクティビティへの積極参加による収益増加

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 共用スペースまたは、居室
設置場所 ロボットの落下防止のため、安定していて、十分な広さが確保されている机または台に設置。

サイズ

・全高：約 40cm
・肩幅：約 18㎝
・胴体幅：約 11.5㎝
・奥行：約 12.6㎝（背面プロテクター含む）
・腕の長さ：16.5㎝
・脚の長さ：17.8㎝

重量（バッテリー含む） 約 1.8kg（バッテリー含む）

電源・バッテリー
（本体、端末、センサー等）

1.AC アダプター
・入力：AC100V
・出力：DC12V　5A
・消費電力：約 60W
2.リチウムイオンバッテリー

・容量 :5700mAh
・充電時間：約 5 時間

防水・防塵加工 無
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見守り・コミュニケーション���� 生活支援

機器の概要

必須環境・推奨環境

ＡＣ100Ｖのコンセントを１口ご準備くだ
さい。チャピットはＡＣアダプターを差し
たままで、ご使用いただけますが、バッ
テリーでも動作します。満充電時には８
時間動作します。充電は、５時間で満充
電になります。

試用期間中のサポート

ご不明点やご質問等は、メールや電話にてお伺いさ
せていただくと共に、ＺｏｏｍなどのＷｅｂ会議でも、
お打合せが可能ですので、ご連絡をいただけますと
大変有難く存じます。

貸出期間 １ヶ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

雑音に強く高認識率の音声認識コミュニ
ケーションロボット『チャピット』は、
ご高齢の方でもスムーズな会話ができる
未来型のロボットです。500 種類以上の
言葉を理解。トレーニングモードではチャ
ピットが言葉を教えてくれるので継続し
て会話を楽しめます。薬の時間や食事の
時間を教えてくれる他、アラーム機能で
チャピットから話しかけてくれます。都
道府県クイズなどで遊んで脳トレができ
るなど、機能が充実しています。

品番・型番

RPCMA04-01

株式会社レイトロン
音声認識コミュニケーションロボット
『Chapit』（チャピット）

機 器 の 貸 出

機器の写真
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社レイトロン
〒541-0053　大阪府大阪市中央区本町 1-4-8　エスリードビル本町 11 階
TEL 06-6125-0500 MAIL support@www.raytron.co.jp

所属部署  営業部　 担当者名  宮崎

音声認識コミュニケーションロボット
『Chapit』（チャピット）

● 雑音に強く高認識率の音声認識専用ＬＳＩを搭載しています。
● 使用者の音声を登録する必要がありません。（不特定話者対応）
●  音声認識するフレーズは、あらかじめ決まっていますので、フレー

ズリストから選んでお使いください。
●  音声を認識する前にウエイクアップワードを言う必要がないので、

ご高齢の方でも簡単に音声認識が可能です。
●  「自動音声区間検出と自動認識棄却フィルタリング」※１により、

登録フレーズ以外の誤認識を防ぎます。
●  インターネットに接続しないので、アドレスやアカウントの取得

など、面倒な初期設定が全く必要ありません。
●  音声などの個人データをクラウドなどの外部に送信することは無

いので、安心してお使いいただくことができます。
●  タイムサポート機能は、マルチメディカードを使ってパソコンで

も設定が可能です。
※１　特許取得済
◆ サイズ：身長 25 ×幅 22 ×奥行 18cm　体重 600g
◆ 動作時間：約８時間（満充電時）、充電時間：約５時間
◆ 付属品：ＡＣアダプター、簡単ガイド、取扱説明書、リボン（青色）

販売開始

2016 年 8 月

販売価格

148,500 円（税込）

TAIS コード

01777-000001

機器の使用場面
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見守り・コミュニケーション���� 生活支援

機器の概要

必須環境・推奨環境

ＡＣ100Ｖのコンセントを１口ご準備くだ
さい。チャピットはＡＣアダプターを差し
たままで、ご使用いただけますが、バッ
テリーでも動作します。満充電時には８
時間動作します。充電は、５時間で満充
電になります。

試用期間中のサポート

ご不明点やご質問等は、メールや電話にてお伺いさ
せていただくと共に、ＺｏｏｍなどのＷｅｂ会議でも、
お打合せが可能ですので、ご連絡をいただけますと
大変有難く存じます。

貸出期間 １ヶ月

貸出可能台数 １台

機器の機能

雑音に強く高認識率の音声認識コミュニ
ケーションロボット『チャピット』は、
ご高齢の方でもスムーズな会話ができる
未来型のロボットです。500 種類以上の
言葉を理解。トレーニングモードではチャ
ピットが言葉を教えてくれるので継続し
て会話を楽しめます。薬の時間や食事の
時間を教えてくれる他、アラーム機能で
チャピットから話しかけてくれます。都
道府県クイズなどで遊んで脳トレができ
るなど、機能が充実しています。

品番・型番

RPCMA04-01

株式会社レイトロン
音声認識コミュニケーションロボット
『Chapit』（チャピット）

機 器 の 貸 出

機器の写真
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製品情報

メーカー名 株式会社レイトロン

製品名 音声認識コミュニケーションロボット『Chapit』（チャピット）

型　番 RPCMA04-01

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者）

チャピットと話ができる方。発話障害のない高齢者。（軽度認知症含む）
話し相手がいない、対人関係が構築されていない、上手く話せないなど様々な理由で周囲とのコミュニ
ケーションが上手く図れない高齢者や要介護者の方。

対象者（介護者） 薬や食事などの時間やイベントの通知を行ったり、アラーム機能でロボットから話しかけることで高齢者
の自立度を向上し、業務の負担軽減をしたいと感じている方など

禁止事項 禁止事項 チャピットおよびＡＣアダプターを水につけたり、水をかけたりしないでください。
お風呂場では、使用しないでください。

使用上の注意

注意事項 ＡＣアダプターのプラグは根元まで確実に差し込んでください。
ロボットとの会話は毎日の積み重ねが重要。

安全に利用するための配慮
ＡＣアダプターのコードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、
ねじったり、たばねたりしないでください。
改造、分解、修理をしないでください。

倫理面の配慮
音声認識専用ＬＳＩで音声を判別しているので、インターネットには接続していません。
音声などの個人データをクラウドなどの外部に送信することはありませんので、安心してお使いい
ただくことができます。 

使用方法

使用方法

チャピットが認識できる音声認識フレーズ表にて話しかけてください。
トレーニングモードでは、チャピットが言葉を教えてくれるので、継続して会話を楽しめます。
アラーム機能を設定するとチャピットから話しかけてくれます。
チャピットの使い方、設定の仕方がわからない場合は、レイトロンのホームページ内にある、チャピット
の使い方簡単ビデオのページをご参照ください。
http://www.raytron.co.jp/index.php?cID=245

使用環境 周囲温度が 0℃～ +50℃以内で、相対湿度が 10 ～ 90% 以内、直射日光が当たらない場所、結露し
ない環境にてご使用ください。

使用場面
薬の時間や食事の時間、デイサービスや施設のイベントなどの通知。
都道府県クイズや暗記ゲームで、脳トレやレクリエーション。
テレビや照明の操作を音声で行うことが可能。

高齢者に対する安全面の配慮 ＡＣアダプターを接続している場合には、コードに足をかけて転倒しないように、電源タップは、
延長するなどして余裕をみてください。

介護者に対する安全面の配慮
ご使用の部屋に電磁ノイズに弱い精密機器がある場合には、ＡＣアダプターのコードに、付属のフェ
ライトコアを取り付けてください。
フェライトコアを取り付ける際、指などを挟まないようご注意ください。
フェライトコアを閉めるとき、ＡＣアダプターのコードを無理に挟まないでください。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果

薬の時間や食事の時間、デイサービスや施設のイベントなどの通知を行うことで、生活リズムの改
善を図ると共に、「自立支援」、「社会参加の促進」、

「認知症の予防、改善」によるＱＯＬ向上が期待できます。コミュニケーションロボットの活用によっ
ては、高齢者の「活動・参加の自立向上」と「生活の活発化」についての改善の効果に期待できます。

使用することで実現する介護者
への効果

コミュニケーションロボットを設置して、目的として使うだけではなく、「手段として用いる」ことの効果
が大きく、手段としての「促し」を有効に行える介護プログラムの設計により、促しによって「行う」状
態への向上が期待できます。

（介護者の促しから、ロボットの促しのみで行えるようになる）

使用することで実現する施設へ
の効果

持ち運びが可能なロボットにおいては、個々の高齢者に対しての「促し」を有効に行える介護プログラ
ムを設計することで、高齢者の自立度が向上し、
介護者の負担を軽減することができると、より質的に高い介護が、介護負担の増加なしに可能となります。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 小型のぬいぐるみタイプで、バッテリーを搭載しているので、持ち運びも可能です。
基本は、テーブルに置いて、話しかけてください。

サイズ 身長 25cm×幅 22cm×奥行 18cm
重量 600g

材質 樹脂製の本体の上にぬいぐるみの生地をかぶせています。
ぬいぐるみの生地は、マジックテープで取り外しが可能です。

電源・バッテリー コンセントを接続したまま動作が可能です。
バッテリーも搭載しており、満充電時に約８時間動作が可能です。

充電時間 コンセント接続による満充電までの時間は約５時間です。

連続使用時間 コンセントを接続したままであれば、何時間でも連続動作が可能です。
満充電時のバッテリーでは、約８時間の連続動作が可能です。

使用時の音 特になし

安全性の認証取得
ＡＣアダプターは、ＰＳＥ取得です。
ＥＭＣ試験、振動試験、低温試験、バッテリー単体試験、遊離ホルムアルデヒド量試験（ぬいぐる
みの生地）の各種に合格しております。

防水・防塵加工 特になし
検知方式（センサー、画像など） フレーズ音声認識方式（Always Listening 機能：ウェイクワード無しで認識が可能です。）
検知範囲 ＳＮ比 10dB 以上（周囲雑音に対して 10dB 以上の音声であれば音声認識が可能です。）
反応速度（タイムラグ） 音声を発話終了後、０．４秒（音声認識から音声再生開始までの時間）
必要な通信環境 特になし
必要なシステム・設備 特になし
データの記録機能、有無と内
容 特になし

他の機器との連携・互換性 各種メーカーのテレビリモコンコードをプリセット登録している他、赤外線リモコンで動作可能か家電製
品の赤外線リモコンコードを学習（登録）可能。
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ http://www.raytron.co.jp/products/chapit

使用方法等の動画
https://www.youtube.com/channel/UC_UaYCfl nVmo5UBA8KLzQ_A
または、
http://www.raytron.co.jp/index.php?cID=245

項 目 内 容

メンテナンス

準備・片付け チャピットが認識できる音声認識フレーズ表を準備いただきます。
保管方法 高温、湿気の多いところ、直射日光が当たる場所を避けて保管ください。

ユーザーによるお手入れ １０日以上コンセントに接続していない場合は、時計の設定をお願いします。
ぬいぐるみの生地は、マジックテープで脱がせることができるので、手洗いで洗うことが可能です。

消耗品の有無 無
保証期間 ご購入後１年間
修理対応期間 ご連絡いただければ、修理対応いたします。
耐用年数 ５年

コスト 本体・付属品の定価 １４８，５００円（税込）
ランニングコスト 電気代：１４円／月

問合せ先

緊急時の問合せ先 株式会社レイトロン　営業部　ＴＥＬ：０６－６１２５－０５００
E-mail：support@www.raytron.co.jp

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Question.1
誰にでも、カンタンに操作できますか？
Answer.1
難しい操作は必要なく、やさしくチャピットに話しかけるだけで、さまざまな機能を使うことができます。
チャピットは生活雑音環境下で、離れた場所から音声でコントロールできる音声認識ロボットです。

Question.2
音声認識ができるフレーズ数は？
Answer.2
クイズや設定用のフレーズも含めると、500 単語以上のフレーズを音声認識することができます。
また、チャピットは音声認識に対して、2,000 単語以上のフレーズでお返事します。

Question.3
用事をしながら、お話しできますか？
Answer.3
料理中に手がぬれていたり、何かの作業をしているときにでも音声認識ができるから大丈夫です。
チャピットに話しかけると、時間を教えたり、テレビのチャンネルを変えたりすることができます。

Question.4
１ヶ月分のスケジュールをお知らせしてくれるって、ホントですか？
Answer.4
ゴミの日やリサイクル回収日、デイサービスや友人との外食日など、登録日から１ヶ月分のスケジュール
を登録できます。
スケジュールは、音声認識でも、付属のアプリケーションソフトでも簡単に登録できます。

（アプリケーションソフトを使うと年間のスケジュールを登録できます。）

Question.5
完全スイッチレスって、いつでもお話しできるの？
Answer.5
今までのコミュニケーション機器は話しかける前に、スイッチを押したり、名前を呼んだり、手を叩いた
りする必要がありましたが、チャピットは「完全スイッチレス」を実現した「高認識率の音声認識専用ＬＳＩ

（VoiceMagic）」を搭載していますので、普通に話しかけるだけでお返事します。
 （※ Always Listening 機能を搭載）※特許取得済

Question.6
音声操作の一例を教えて！
Answer.6
●歌うたって：「歌うたって！」と話しかけると、10 曲の中からランダムに童謡を歌います。
● 静かにしてモード：「静かにして！」と話しかけると、「静かにするね」と返事した後、静かにしてモード

にまります。
● 静かにしてモード解除：静かにしてモード中に「起きて起きて！」と話しかけると、静かにしてモードが

解除できます。
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社レイトロン

製品名 音声認識コミュニケーションロボット『Chapit』（チャピット）

型　番 RPCMA04-01

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者）

チャピットと話ができる方。発話障害のない高齢者。（軽度認知症含む）
話し相手がいない、対人関係が構築されていない、上手く話せないなど様々な理由で周囲とのコミュニ
ケーションが上手く図れない高齢者や要介護者の方。

対象者（介護者） 薬や食事などの時間やイベントの通知を行ったり、アラーム機能でロボットから話しかけることで高齢者
の自立度を向上し、業務の負担軽減をしたいと感じている方など

禁止事項 禁止事項 チャピットおよびＡＣアダプターを水につけたり、水をかけたりしないでください。
お風呂場では、使用しないでください。

使用上の注意

注意事項 ＡＣアダプターのプラグは根元まで確実に差し込んでください。
ロボットとの会話は毎日の積み重ねが重要。

安全に利用するための配慮
ＡＣアダプターのコードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、
ねじったり、たばねたりしないでください。
改造、分解、修理をしないでください。

倫理面の配慮
音声認識専用ＬＳＩで音声を判別しているので、インターネットには接続していません。
音声などの個人データをクラウドなどの外部に送信することはありませんので、安心してお使いい
ただくことができます。 

使用方法

使用方法

チャピットが認識できる音声認識フレーズ表にて話しかけてください。
トレーニングモードでは、チャピットが言葉を教えてくれるので、継続して会話を楽しめます。
アラーム機能を設定するとチャピットから話しかけてくれます。
チャピットの使い方、設定の仕方がわからない場合は、レイトロンのホームページ内にある、チャピット
の使い方簡単ビデオのページをご参照ください。
http://www.raytron.co.jp/index.php?cID=245

使用環境 周囲温度が 0℃～ +50℃以内で、相対湿度が 10 ～ 90% 以内、直射日光が当たらない場所、結露し
ない環境にてご使用ください。

使用場面
薬の時間や食事の時間、デイサービスや施設のイベントなどの通知。
都道府県クイズや暗記ゲームで、脳トレやレクリエーション。
テレビや照明の操作を音声で行うことが可能。

高齢者に対する安全面の配慮 ＡＣアダプターを接続している場合には、コードに足をかけて転倒しないように、電源タップは、
延長するなどして余裕をみてください。

介護者に対する安全面の配慮
ご使用の部屋に電磁ノイズに弱い精密機器がある場合には、ＡＣアダプターのコードに、付属のフェ
ライトコアを取り付けてください。
フェライトコアを取り付ける際、指などを挟まないようご注意ください。
フェライトコアを閉めるとき、ＡＣアダプターのコードを無理に挟まないでください。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果

薬の時間や食事の時間、デイサービスや施設のイベントなどの通知を行うことで、生活リズムの改
善を図ると共に、「自立支援」、「社会参加の促進」、

「認知症の予防、改善」によるＱＯＬ向上が期待できます。コミュニケーションロボットの活用によっ
ては、高齢者の「活動・参加の自立向上」と「生活の活発化」についての改善の効果に期待できます。

使用することで実現する介護者
への効果

コミュニケーションロボットを設置して、目的として使うだけではなく、「手段として用いる」ことの効果
が大きく、手段としての「促し」を有効に行える介護プログラムの設計により、促しによって「行う」状
態への向上が期待できます。

（介護者の促しから、ロボットの促しのみで行えるようになる）

使用することで実現する施設へ
の効果

持ち運びが可能なロボットにおいては、個々の高齢者に対しての「促し」を有効に行える介護プログラ
ムを設計することで、高齢者の自立度が向上し、
介護者の負担を軽減することができると、より質的に高い介護が、介護負担の増加なしに可能となります。

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 小型のぬいぐるみタイプで、バッテリーを搭載しているので、持ち運びも可能です。
基本は、テーブルに置いて、話しかけてください。

サイズ 身長 25cm×幅 22cm×奥行 18cm
重量 600g

材質 樹脂製の本体の上にぬいぐるみの生地をかぶせています。
ぬいぐるみの生地は、マジックテープで取り外しが可能です。

電源・バッテリー コンセントを接続したまま動作が可能です。
バッテリーも搭載しており、満充電時に約８時間動作が可能です。

充電時間 コンセント接続による満充電までの時間は約５時間です。

連続使用時間 コンセントを接続したままであれば、何時間でも連続動作が可能です。
満充電時のバッテリーでは、約８時間の連続動作が可能です。

使用時の音 特になし

安全性の認証取得
ＡＣアダプターは、ＰＳＥ取得です。
ＥＭＣ試験、振動試験、低温試験、バッテリー単体試験、遊離ホルムアルデヒド量試験（ぬいぐる
みの生地）の各種に合格しております。

防水・防塵加工 特になし
検知方式（センサー、画像など） フレーズ音声認識方式（Always Listening 機能：ウェイクワード無しで認識が可能です。）
検知範囲 ＳＮ比 10dB 以上（周囲雑音に対して 10dB 以上の音声であれば音声認識が可能です。）
反応速度（タイムラグ） 音声を発話終了後、０．４秒（音声認識から音声再生開始までの時間）
必要な通信環境 特になし
必要なシステム・設備 特になし
データの記録機能、有無と内
容 特になし

他の機器との連携・互換性 各種メーカーのテレビリモコンコードをプリセット登録している他、赤外線リモコンで動作可能か家電製
品の赤外線リモコンコードを学習（登録）可能。
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機器の概要

必須環境・推奨環境

設置可能な浴槽が必要です。
条件（浴槽間口：横幅 97cm 以上×奥
行 56cm 以上、深さ：44cm ～ 55cm、
縁の幅：3.5cm ～ 10.5cm）
＊貸出前に設置可能か確認します。

試用期間中のサポート

・日常のメンテナンスが必要ない機器となっております。
・ 故障や機器操作方法などの問合せに関しては、午前９時

から午後５時までメールもしくは電話でお受け致します。
（土日祝日、GW、夏季、冬季休暇を除く）

貸出期間 ２週間～１ヶ月
（ご要望に応じて対応します）

貸出可能台数 ２台

機器の機能

・ 本体に手摺、背もたれがあるので移乗
時に機器本体からの転落が防げる。

・ 座面が回転するのでまたぎ動作の時、臀
部がすれません。

・ 水圧式で上昇するので、充電の必要が
無く、感電の心配が無い安心設計。丸
洗い可能でいつも清潔。

・ 大掛かりな水道工事が不要、シャワー
ホースを機器に設置するだけ。（シャ
ワーも使えます）

・ 本体約 7.8㎏と軽量で必要な時、必要で
無い時に設置や取り外しが可能。

品番・型番

RRT613-R（右仕様）
RRT613-L（左仕様）

株式会社ハイレックスコーポレーション

バスアシスト

機 器 の 貸 出

機器の写真

193
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 株式会社ハイレックスコーポレーション
〒665-0845　兵庫県宝塚市栄町１-12-28
TEL 0797-85-2551 MAIL hi-lexcare@hi-lex.co.jp

所属部署  産業機器営業グループ　新市場開拓チーム
担当者名  松本茂　もしくは　上田健斗

バスアシスト
タイプ：浴槽内設置型昇降リフト
昇降方法：水圧式（使用水量：約 15 リットル / 回）
動力源：最低水圧 0.1Mpa
推奨水圧： 0.15 ～ 0.3Mpa　昇降速度（参考）７㎜ / 秒

前後（水圧、水温、ホース長さ、給湯器性能に
より変動）

重量：約 7.8㎏（本体）、約 1.0㎏（操作部）
外形寸法：623 × 641 × 947（本体、最上位）、
　　　　　 159 × 154 × 55（操作部、ホース・吸盤類を

除く）
ご使用体重：35 ～ 80㎏、最大使用荷重：80㎏

販売開始

2021 年５月

販売価格

352,000 円（税込）

TAIS コード

01929-000001
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機器の概要

必須環境・推奨環境

設置可能な浴槽が必要です。
条件（浴槽間口：横幅 97cm 以上×奥
行 56cm 以上、深さ：44cm ～ 55cm、
縁の幅：3.5cm ～ 10.5cm）
＊貸出前に設置可能か確認します。

試用期間中のサポート

・日常のメンテナンスが必要ない機器となっております。
・ 故障や機器操作方法などの問合せに関しては、午前９時

から午後５時までメールもしくは電話でお受け致します。
（土日祝日、GW、夏季、冬季休暇を除く）

貸出期間 ２週間～１ヶ月
（ご要望に応じて対応します）

貸出可能台数 ２台

機器の機能

・ 本体に手摺、背もたれがあるので移乗
時に機器本体からの転落が防げる。

・ 座面が回転するのでまたぎ動作の時、臀
部がすれません。

・ 水圧式で上昇するので、充電の必要が
無く、感電の心配が無い安心設計。丸
洗い可能でいつも清潔。

・ 大掛かりな水道工事が不要、シャワー
ホースを機器に設置するだけ。（シャ
ワーも使えます）

・ 本体約 7.8㎏と軽量で必要な時、必要で
無い時に設置や取り外しが可能。

品番・型番

RRT613-R（右仕様）
RRT613-L（左仕様）

株式会社ハイレックスコーポレーション

バスアシスト

機 器 の 貸 出

機器の写真
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ハイレックスコーポレーション

製品名 バスアシスト　01929-000001

型　番 RRT613-R（右仕様）、RRT613-L（左仕様）

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】
・適用身長（目安）140 ～ 180cm
・適用体重（目安）35 ～ 80kg
・座位が保てる方
【介護者】機器の操作が理解でき、介護可能な健康状態の方。

専門職の関与 専門職の方は必要ないが、必ず付き添いの方が必要です。

禁止事項

禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：全ての浴槽に設置できないので貸出前に設置可能か

確認要。
・その他：大浴場への設置はできません。

安全に利用するための配慮 ・機器への移乗は必ず介護者が付き添い、ゆっくり移乗して転倒を予防する。
・コントローラは手の届く所に設置して緊急時に停止できるようにする。

倫理面の配慮 機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプライバシーに関わる情報集・活用
等。同意書の取得

使用方法

使用方法

座って移乗する為のシャワーチェア等の準備及び高さ調整、低身長の方は踏み台
を準備する。
①シャワーチェア等からバスアシトへの移乗
②足を浴槽内へ移動させる
③レバーの操作にて座面を下降させる
④コントローラの操作にて座面を上昇させる
⑤足を浴槽外へ出す
⑥シャワーチェアへ移乗する
介助者は移乗の補助、機器の操作、見守りを行う。

使用環境
・ 動作環境：近くにシャワーホースがあり、十分な水圧がある（最低水圧：0.1Mpa、

推奨水圧：0.15 ～ 0.3Mpa）
・ 使用できない環境：シャワー水栓への接続が出来ない、全ての浴槽に設置できな

いので貸出前に設置可能か確認要。

使用場面 シャワーチェア⇔バスアシスト本体への移乗
浴槽底への出入り

習熟期間 操作が簡単で、２から３日あれば十分に使えこなせる。

高齢者に対する安全面の配慮 足や手が機器に挟まれる場合があるので使用時に利用者の足や手の位置を介護者
は確認する。

介護者に対する安全面の配慮 特になし。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 移乗時の緊張緩和による負荷軽減、抱え上げの廃止による皮膚の擦れ低減

使用することで実現する介護者
への効果 介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、１人移乗が可能になる

使用することで実現する施設へ
の効果 労働環境改善、職場の魅力向上
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品情報

パンフレット等

製品カタログ http://www.hi-lex.co.jp

使用方法等の動画 http://www.hi-lex.co.jp/business/house/bath_assist.html

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 浴室
サイズ 幅 623mm×奥行 641mm×高さ 947mm
重量（バッテリー含む） 本体：約 7.8kg、　操作部：約１kg

材質 本体 アルミ、ポリプロピレン、座面 ポリエチレン、バックレスト ポリプロピ
レン、サイドレスト ＥＶＡ樹脂、コントローラー ＡＢＳ樹脂、ステンレス

形状 浴槽内椅子設置型
電源・バッテリー 必要なし、シャワーの水圧利用
連続使用時間 特に設定無し
連続使用回数 特に設定無し
使用時の音 水が、本体に流れる音のみ。
緊急発報の方法 無し
安全性の認証取得 無し
防水・防塵加工 必要なし
稼働方式 水圧による上下昇降
必要な通信環境 無し
データの記録機能、有無と内
容 無し

他の機器との連携・互換性 無し

メンテナンス

準備・片付け ハンドルによる機器の着脱、水洗い、乾燥
保管方法 本体に注入された水を抜いた後、乾燥させる。
メーカーによるメンテナンス 特に必要無し。
ユーザーによるお手入れ 中性洗剤をスポンジにつけ、丸洗い可能。
消耗品の有無 特になし。
保証期間 １年間
修理対応期間 生産終了後５年間
耐用年数 ４年間

コスト

本体・付属品の定価 352,000 円（税込）
設置導入に伴う費用 初期設置工事、機器調整費用：別途相談
ランニングコスト 約２円 /１昇降（水道代）
教育研修費 無し

オプション 追加できる機能 無し

問合せ先
緊急時の問合せ先 0797-85-2551
デモ・貸出 有り
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製　品

製品情報

メーカー名 株式会社ハイレックスコーポレーション

製品名 バスアシスト　01929-000001

型　番 RRT613-R（右仕様）、RRT613-L（左仕様）

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者・介護者）

【高齢者】
・適用身長（目安）140 ～ 180cm
・適用体重（目安）35 ～ 80kg
・座位が保てる方
【介護者】機器の操作が理解でき、介護可能な健康状態の方。

専門職の関与 専門職の方は必要ないが、必ず付き添いの方が必要です。

禁止事項

禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：全ての浴槽に設置できないので貸出前に設置可能か

確認要。
・その他：大浴場への設置はできません。

安全に利用するための配慮 ・機器への移乗は必ず介護者が付き添い、ゆっくり移乗して転倒を予防する。
・コントローラは手の届く所に設置して緊急時に停止できるようにする。

倫理面の配慮 機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプライバシーに関わる情報集・活用
等。同意書の取得

使用方法

使用方法

座って移乗する為のシャワーチェア等の準備及び高さ調整、低身長の方は踏み台
を準備する。
①シャワーチェア等からバスアシトへの移乗
②足を浴槽内へ移動させる
③レバーの操作にて座面を下降させる
④コントローラの操作にて座面を上昇させる
⑤足を浴槽外へ出す
⑥シャワーチェアへ移乗する
介助者は移乗の補助、機器の操作、見守りを行う。

使用環境
・ 動作環境：近くにシャワーホースがあり、十分な水圧がある（最低水圧：0.1Mpa、

推奨水圧：0.15 ～ 0.3Mpa）
・ 使用できない環境：シャワー水栓への接続が出来ない、全ての浴槽に設置できな

いので貸出前に設置可能か確認要。

使用場面 シャワーチェア⇔バスアシスト本体への移乗
浴槽底への出入り

習熟期間 操作が簡単で、２から３日あれば十分に使えこなせる。

高齢者に対する安全面の配慮 足や手が機器に挟まれる場合があるので使用時に利用者の足や手の位置を介護者
は確認する。

介護者に対する安全面の配慮 特になし。

効果

使用することで実現する高齢者
への効果 移乗時の緊張緩和による負荷軽減、抱え上げの廃止による皮膚の擦れ低減

使用することで実現する介護者
への効果 介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、１人移乗が可能になる

使用することで実現する施設へ
の効果 労働環境改善、職場の魅力向上
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機器の概要

必須環境・推奨環境

絶対条件はありませんが、事前打ち合わ
せが必要

試用期間中のサポート

使用前の操作説明、試用期間中の現地
サポートに加え、遠隔ソフトによるサポー
トも可能

貸出期間 要相談

貸出可能台数 要相談

機器の機能

介護施設専用設計の全く新しい無線式の
コールシステムです。
先端技術の無線周波数を活用し、高信頼
のワイヤレスネットワークに加え、スマー
トフォン＆最新のＩｏＴ技術を積極的に
活用しながら、簡単に利用できる仕組み
を多数採用しています。
・ 映像記録で事実に基づいたヒヤリハッ

ト対策を実現
・ 介護記録ソフトとの連携でケア記録入

力などの業務軽減
・ 他社見守りセンサー、ビジネスフォン

もスマートフォン１台に業務集約

ジーコム株式会社

ココヘルパ

機 器 の 貸 出

機器の写真

197
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機器の概要 機器の仕様

問い合わせ先 ジーコム株式会社
〒143-0016　東京都大田区大森北 6-1-17
TEL 080-5423-0545 MAIL y_nakayama@gcomm.co.jp

所属部署  営業部　 担当者名  中山雄三

ココヘルパ
【メディアユニット】  WT50 外 形 寸 法：W140 × H120

× D32.7 無 線 周 波 数：2.4GHz 帯
（Ｗｉ－Ｆｉ）

【映像会話ユニット】  WT30D/M 外 形 寸 法：W140 ×
H120 × D27mm 無 線 周 波 数：
2.4GHz 帯（Ｗｉ－Ｆｉ）

【 会 話 ユ ニ ッ ト 】  DT50 外形寸法：W150 × H54 ×
D43.5mm 無線周波数：1.9GHz 帯

（ＤＥＣＴ）
【緊急呼出ボタン】  SW23E 外 形 寸 法：W52 × H100

× D16mm 無 線 周 波 数：920MHz
帯（独自規格） 

販売開始

2011 年 4 月

販売価格

施設規模による

機器の使用場面
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機器の概要

必須環境・推奨環境

絶対条件はありませんが、事前打ち合わ
せが必要

試用期間中のサポート

使用前の操作説明、試用期間中の現地
サポートに加え、遠隔ソフトによるサポー
トも可能

貸出期間 要相談

貸出可能台数 要相談

機器の機能

介護施設専用設計の全く新しい無線式の
コールシステムです。
先端技術の無線周波数を活用し、高信頼
のワイヤレスネットワークに加え、スマー
トフォン＆最新のＩｏＴ技術を積極的に
活用しながら、簡単に利用できる仕組み
を多数採用しています。
・ 映像記録で事実に基づいたヒヤリハッ

ト対策を実現
・ 介護記録ソフトとの連携でケア記録入

力などの業務軽減
・ 他社見守りセンサー、ビジネスフォン

もスマートフォン１台に業務集約

ジーコム株式会社

ココヘルパ

機 器 の 貸 出

機器の写真
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製　品

製品情報

メーカー名 ジーコム株式会社

製品名 ココヘルパ

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・アクティブシニア
　　　　・日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方
　　　　・看取りの方

【介護者】・従来の業務から身体的・精神的負担を軽減したい
　　　　・施設のＩＣＴ化を図り、業務効率を向上させたい
　　　　・業務改善を図り、職員の満足度を向上させたい

専門職の関与 なし

禁止事項 禁止事項
・分解、改造をしないで下さい
・水漏れさせないで下さい（防水呼出ボタン以外）
・落としたり、強い衝撃を与えたり曲げたりしないで下さい
・管理用パソコンは、本製品専用として使用して下さい

使用上の注意

誤報の有無 なし

使用上の注意
・各種センサーは設置エリアに登録されているので、設置エリアでのみ使用する
・ Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信するため、端末を利用する際は施設内に

て利用する

倫理的の配慮
意図なく映像確認することを防ぐために、センサーから発報しなければ映像確認さ
せない、または許可された高齢者を許可された介護者のみが映像確認できる配慮
を施している

使用方法

使用方法 呼出ボタンが押されるとスマートフォンに情報が通知されるので、画面をタップす
る事で対応することができます

使用環境 ナースコールの通知を受けなければならない場所をカバーするＷｉ－Ｆｉ環境

使用場面 ・ヒヤリハット対策を強化したい場合　　・業務負担を軽減したい場合
・業務効率を向上させたい場合　　　　　・ＩＣＴ化を図りたい場合

習熟期間 １週間で年代関係なく使いこなせます

高齢者に対する安全面の配慮
・ 呼出ボタンはワイヤレスを生かし、本来ナースコールが設置できない壁から離れ

たような場所へも、位置の変更ができます
・ 呼出ボタンを操作できないなど身体の状態変化にも対応できるように、多様なセ

ンサーや特殊スイッチを接続可能な呼出しボタンを用意

介護者に対する安全面の配慮
・ 発報に対する対応漏れの無いように、対応したら解除ボタンを押すことでス

マートフォンに表示された通知をクリアする、２重確認方式を採用
・ サーバーとなるデスクトップパソコンにはＵＰＳ（無停電電源装置）を搭載し、

瞬間停電が発生してもシステムがシャットダウンされません

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

映像に基づいた転倒の対策、遠隔で夜間巡回することで眠りを妨げないなど、高
齢者の満足にも効果があります

機器を使用することで実現する
介護者への効果

音声だけでなく、映像でもご入居者の姿を確認できるので、優先順位がつけやすく、
スタッフの労力削減に繋がります

機器を使用することで実現する
施設への効果

映像はスマートフォンで確認するだけでなく、記録することもできますので、ヒヤリ
ハット対策やエビデンスの視覚化が可能です

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 使用場所：介護施設・高齢者施設・障がい者施設・病院（居室内、トイレ、脱衣所、
浴室）

設置場所 ・ベッド、壁面（各種センサー）　　　・居室の壁面、または天井（カメラユニット）
・ベッドのヘッドボード、手すりなど（会話ユニット）

設置方法 ・ストラップ、マジックテープ、ホルダー固定（各種センサー）
・自由雲台（カメラユニット）　　　・フック（会話ユニット）

サイズ
【メディアユニット】 WT50 外形寸法：W140×H120×D32.7
【映像会話ユニット】 WT30D/M 外形寸法：W140×H120×D27mm
【 会 話 ユ ニット】 DT50 外形寸法：W150×H54×D43.5mm
【緊急呼出ボタン】 SW23E 外形寸法：W52×H100×D16mm

形状 【メディアユニット】 WT50：箱型　　　  【映像会話ユニット】 WT30D/M：箱型
【 会 話 ユ ニット】 DT50：長丸型　　　【緊急呼出ボタン】 SW23E：箱型
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製品情報

パンフレット等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

製品カタログ https://www.gcomm.co.jp/

使用方法等の動画 https://youtu.be/rpUSVsByrGo

項 目 内 容

仕様、構造

重量（バッテリー含む） 【メディアユニット】 WT50：箱型　　　 【映像会話ユニット】 WT30D/M：187g
【 会 話 ユ ニット】 DT50：135g　　　 【緊急呼出ボタン】 SW23E：60g

電源・バッテリー（本体、端末、
センサー等）

【メディアユニット】 WT50：AC100V 電源
【映像会話ユニット】 WT30D/M：AC100V 電源
【 会 話 ユ ニット】 DT50：AC100V 電源
【緊急呼出ボタン】 SW23E：電池

緊急発報の方法 管理用パソコン、スマートフォンへ音と表示でお知らせ

安全性の認証取得

・各種センサーの無線モジュールは技術基準適合認証取得
・ アンテナ、カメラユニット、会話ユニットに技術基準適合認証取得済み無線モ

ジュール搭載
・ＡＣアダプタは全てＰＳＥ適合品
・かわさき基準（ＫＩＳ）認証（ココヘルパ Vcam）

防水・防塵加工 防水呼出ボタンあり

検知方式（センサー、画像など）・センサーによる検知（加圧、赤外線、磁気）
・画像解析

反応速度（タイムラグ） 即時通知（ネットワーク環境による）
最大見守り人数 上限なし

必要な通信環境
・インターネット環境
・Ｗｉ－Ｆｉ環境（事前確認必要）
・対象機器にはＬＡＮケーブル、電源必要

必要なシステム・設備 専用パソコン、専用ソフトウェア、ココヘルパ用アンテナ、ココヘルパセンサー、
スマートフォン、タブレット

データの記録機能、有無と内
容

・ 呼出し日時・室名・呼出し入居者名・センサー名・呼び出し対応スタッフ情報・
復旧時間・スマホケア記録をＣＳＶファイルにてエクスポート可能

・映像・音声データの記録（記録時間はシステムによる）

他の機器との連携・互換性 ・介護記録ソフト連携　　　・ビジネスフォン連携　　　・スマートフォン共存
・ネットワーク共存　　　　 ※環境や機器型番については事前確認必要

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・ 電話、メールによる受付。システムにメンテナンスが必要と判断した場合は遠隔

作業、または現地作業によるメンテナンスを実施
・ご要望に応じて、保守契約あり

ユーザーによるお手入れ ・スマートフォンの充電　　　・電池交換
消耗品の有無 あり（電池、バッテリー、ＡＣアダプター）
保証期間 ご購入後１年間
修理対応期間 互換後継機による対応可能
耐用年数 12 年

コスト
本体・付属品の定価 システム製品につき、施設規模による
設置導入に伴う費用 設置工事費、配線・電源工事費
ランニングコスト なし

オプション 追加できる機能 要相談

問合せ先
緊急時の問合せ先 ジーコム株式会社 03-5753-7577
デモ・貸出 対応可

介
護
業
務
支
援

199

製　品

製品情報

メーカー名 ジーコム株式会社

製品名 ココヘルパ

項 目 内 容

適用
対象者

【高齢者】・アクティブシニア
　　　　・日常生活動作・危険予兆動作・危険動作などの把握を必要とする方
　　　　・看取りの方

【介護者】・従来の業務から身体的・精神的負担を軽減したい
　　　　・施設のＩＣＴ化を図り、業務効率を向上させたい
　　　　・業務改善を図り、職員の満足度を向上させたい

専門職の関与 なし

禁止事項 禁止事項
・分解、改造をしないで下さい
・水漏れさせないで下さい（防水呼出ボタン以外）
・落としたり、強い衝撃を与えたり曲げたりしないで下さい
・管理用パソコンは、本製品専用として使用して下さい

使用上の注意

誤報の有無 なし

使用上の注意
・各種センサーは設置エリアに登録されているので、設置エリアでのみ使用する
・ Ｗｉ－Ｆｉ環境エリア内のみ通知受信するため、端末を利用する際は施設内に

て利用する

倫理的の配慮
意図なく映像確認することを防ぐために、センサーから発報しなければ映像確認さ
せない、または許可された高齢者を許可された介護者のみが映像確認できる配慮
を施している

使用方法

使用方法 呼出ボタンが押されるとスマートフォンに情報が通知されるので、画面をタップす
る事で対応することができます

使用環境 ナースコールの通知を受けなければならない場所をカバーするＷｉ－Ｆｉ環境

使用場面 ・ヒヤリハット対策を強化したい場合　　・業務負担を軽減したい場合
・業務効率を向上させたい場合　　　　　・ＩＣＴ化を図りたい場合

習熟期間 １週間で年代関係なく使いこなせます

高齢者に対する安全面の配慮
・ 呼出ボタンはワイヤレスを生かし、本来ナースコールが設置できない壁から離れ

たような場所へも、位置の変更ができます
・ 呼出ボタンを操作できないなど身体の状態変化にも対応できるように、多様なセ

ンサーや特殊スイッチを接続可能な呼出しボタンを用意

介護者に対する安全面の配慮
・ 発報に対する対応漏れの無いように、対応したら解除ボタンを押すことでス

マートフォンに表示された通知をクリアする、２重確認方式を採用
・ サーバーとなるデスクトップパソコンにはＵＰＳ（無停電電源装置）を搭載し、

瞬間停電が発生してもシステムがシャットダウンされません

効果

機器を使用することで実現する
高齢者への効果

映像に基づいた転倒の対策、遠隔で夜間巡回することで眠りを妨げないなど、高
齢者の満足にも効果があります

機器を使用することで実現する
介護者への効果

音声だけでなく、映像でもご入居者の姿を確認できるので、優先順位がつけやすく、
スタッフの労力削減に繋がります

機器を使用することで実現する
施設への効果

映像はスマートフォンで確認するだけでなく、記録することもできますので、ヒヤリ
ハット対策やエビデンスの視覚化が可能です

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 使用場所：介護施設・高齢者施設・障がい者施設・病院（居室内、トイレ、脱衣所、
浴室）

設置場所 ・ベッド、壁面（各種センサー）　　　・居室の壁面、または天井（カメラユニット）
・ベッドのヘッドボード、手すりなど（会話ユニット）

設置方法 ・ストラップ、マジックテープ、ホルダー固定（各種センサー）
・自由雲台（カメラユニット）　　　・フック（会話ユニット）

サイズ
【メディアユニット】 WT50 外形寸法：W140×H120×D32.7
【映像会話ユニット】 WT30D/M 外形寸法：W140×H120×D27mm
【 会 話 ユ ニット】 DT50 外形寸法：W150×H54×D43.5mm
【緊急呼出ボタン】 SW23E 外形寸法：W52×H100×D16mm

形状 【メディアユニット】 WT50：箱型　　　  【映像会話ユニット】 WT30D/M：箱型
【 会 話 ユ ニット】 DT50：長丸型　　　【緊急呼出ボタン】 SW23E：箱型
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介護ロボットの試用貸出リスト

厚生労働省　老健局高齢者支援課
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更新日：

本資料は、都道府県別に１シートに纏めています。
87件

No. 都道府県 掲載件数 No. 都道府県 掲載件数
1 北海道 3件 26 京都府 2件
2 青森県 5件 27 大阪府 1件
3 岩手県 2件 28 兵庫県 1件
4 宮城県 3件 29 奈良県 1件
5 秋田県 1件 30 和歌山県 2件
6 山形県 1件 31 鳥取県 3件
7 福島県 7件 32 島根県 2件
8 茨城県 1件 33 岡山県 1件
9 栃木県 1件 34 広島県 2件

10 群馬県 2件 35 山口県 1件
11 埼玉県 1件 36 徳島県 0件
12 千葉県 1件 37 香川県 0件
13 東京都 1件 38 愛媛県 1件
14 神奈川県 8件 39 高知県 1件
15 新潟県 4件 40 福岡県 3件
16 富山県 2件 41 佐賀県 1件
17 石川県 1件 42 長崎県 1件
18 福井県 2件 43 熊本県 3件
19 山梨県 3件 44 大分県 1件
20 長野県 2件 45 宮崎県 0件
21 岐阜県 1件 46 鹿児島県 1件
22 静岡県 4件 47 沖縄県 0件
23 愛知県 1件 48 全国 1件
24 三重県 0件
25 滋賀県 1件

令和3年11月

令和３年度　介護機器の開発に係る助成制度　一覧

掲載総件数

６．介護機器の開発・導入に係る助成制度　調査結果
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本資料は、都道府県別に１シートに纏めています。
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No. 都道府県 掲載件数 No. 都道府県 掲載件数
1 北海道 3件 26 京都府 2件
2 青森県 5件 27 大阪府 1件
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23 愛知県 1件 48 全国 1件
24 三重県 0件
25 滋賀県 1件
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型
開

発
補
助
金

公
益
財
団
法
人
北
海
道
科
学

技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関
等
の
現
場
に
お
け
る
新
た
な
ニ
ー
ズ

及
び
現
場
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た

研
究
開
発
・
事
業
化
を
促
進

①
札
幌
市
内
に
本
社
を
有
す
る
企
業

②
札
幌
市
外
に
本
社
を
有
す
る
企
業
で
札
幌

市
内
に
事
業
・
営
業
拠
点
を
有
す
る
企
業

取
組
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

例
）
原
材
料
・
消
耗
品
費
、
機
器
リ
ー
ス

料
、
機
器
購
入
費
、
施
設
及
び
設
備
等
賃
借

料
、
産
業
財
産
権
等
出
願
費
、
外
注
費
等

①
補
助
率
10
/1
0

②
補
助
率
1/
2

採
択
件
数
：
2件

総
額
（
予
定
）
：

2,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：
5件

総
額
（
予
定
）
：

4,
26
2,
26
6円

北
海
道

398



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

青
森
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

商
工
労
働
部
新
産
業
創
造
課

担
当
者

電
話
番
号

01
7-

73
4-

94
20

FA
X番

号
01

7-
73

4-
81

15

E-
m

ai
l

so
zo

ka
@

pr
ef

.a
om

or
i.lg

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
om

o
ri.

lg
.jp

/s
an

gy
o/

sh
ok

o/
s

al
on

.h
tm

l

部
署

商
工
課

担
当
者

電
話
番
号

01
78
ｰ4
3-
92
42

FA
X番

号
01
78
ｰ4
3-
22
56

E-
m

ai
l

sh
ok

o@
cit

y.h
ac

hi
no

he
.a

om
or

i.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.h

ac
hi

no
he

.a
om

or
i.j

p/
so

sh
iki

k
ar

as
ag

as
u/

sh
ok

ok
a/

zig
yo

sy
a_

so
gy

os
ya

sh
ie

n/
3

/5
09

8.
ht

m
l

部
署

産
業
労
政
課

担
当
者

電
話
番
号

01
78
ｰ4
3-
90
48

FA
X番

号
01
78
ｰ4
3-
22
56

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.h

ac
hi

no
he

.a
om

or
i.j

p/
jig

yo
sh

a
m

uk
e/

yu
ch

i_s
og

yo
_z

ig
y

os
ya

sh
ie

n/
kig

yo
yu

ch
i/8

05
2.

ht
m

l

3
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
産
業
集
積

促
進
事
業
補
助
金

八
戸
市

成
長
も
の
づ
く
り
分
野
で
あ
る
自
動
車
、
航
空

宇
宙
、
医
療
福
祉
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
、

拠
点
開
設
や
展
示
会
出
展
、
試
作
開
発
等
に
係

る
費
用
を
補
助

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
内
（
八
戸
市
・

三
戸
町
・
五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）
の
企
業

（
大
企
業
・
中
小
企
業
不
問
）

1
令
和
3年

度
青
森
県
医
福
工
連

携
製
品
開
発
事
業
費
補
助
金

青
森
県

・
医
療
・
介
護
関
連
機
器
等
の
事
業
化
に
係
る

基
礎
調
査
等
(試
作
、
商
品
開
発
、
各
種
調
査

等
)

・
既
存
の
製
品
等
や
試
作
品
の
、
顧
客
ニ
ー
ズ

評
価
及
び
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
改
良
等

※
医
療
関
連
機
器
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減
等
に
資

す
る
も
の
に
限
る

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
等

※
大
学
・
研
究
所
等
の
専
門
機
関
と
の
連
携

が
条
件

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
相
当
額
も
し
く

は
10
0万

円
以
内
の
額

募
集
中

採
択
件
数
：
3件

程
度 総
額
（
予
定
）
：

3,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：
4件

総
額
：
2,
08
8,
13
3

円

・
先
駆
的
ま
た
は
革
新
的
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
市
内
の
中
小
企
業
者
等
へ
の
波
及
効
果

が
見
込
ま
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
20
0万

円
（
経
営
革
新
計
画
認
定
事

業
及
び
事
業
承
継
を
契
機
に
実
施
す
る
事
業

は
30
0万

円
）

20
21
年
７
月
21
日
～
20
21
年

９
月
３
日

採
択
件
数
：
３
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
0件

【
試
作
開
発
事
業
に
つ
い
て
】

・
対
象
経
費
・
・
・
原
材
料
費
、
技
術
導
入

費
、
外
注
加
工
費
、
委
託
費
、
そ
の
他
必
要

な
経
費

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
20
0万

円

20
21
年
4月

30
日
～
12
月
28

日
採
択
件
数
：
0件

（
11
月
1日

現
在
）

採
択
件
数
：
0件

2
八
戸
市
中
小
企
業
振
興
条
例

新
事
業
活
動
に
対
す
る
助
成

八
戸
市

新
商
品
の
開
発
ま
た
は
生
産
、
新
役
務
の
開
発

ま
た
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
ま
た
は
販

売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方

式
の
導
入
等
に
対
す
る
助
成

市
内
に
主
た
る
事
業
所
の
あ
る
中
小
企
業
者

連
絡
窓
口

青
森
県

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

研
究
開
発
支
援
部

担
当
者

電
話
番
号

01
1-

70
8-

63
92

FA
X番

号
01

1-
74

7-
19

11

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

no
as

te
c.j

p

←
目
次
に
戻
る

20
21
年
4月

1日
～
6月

30
日

3
医
療
機
関
ニ
ー
ズ
対
応
型
開

発
補
助
金

公
益
財
団
法
人
北
海
道
科
学

技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関
等
の
現
場
に
お
け
る
新
た
な
ニ
ー
ズ

及
び
現
場
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た

研
究
開
発
・
事
業
化
を
促
進

①
札
幌
市
内
に
本
社
を
有
す
る
企
業

②
札
幌
市
外
に
本
社
を
有
す
る
企
業
で
札
幌

市
内
に
事
業
・
営
業
拠
点
を
有
す
る
企
業

取
組
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

例
）
原
材
料
・
消
耗
品
費
、
機
器
リ
ー
ス

料
、
機
器
購
入
費
、
施
設
及
び
設
備
等
賃
借

料
、
産
業
財
産
権
等
出
願
費
、
外
注
費
等

①
補
助
率
10
/1
0

②
補
助
率
1/
2

採
択
件
数
：
2件

総
額
（
予
定
）
：

2,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：
5件

総
額
（
予
定
）
：

4,
26
2,
26
6円

北
海
道

399



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

八
戸
地
域
高
度
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー

担
当
者

電
話
番
号

01
78
ｰ2
1-
21
31

FA
X番

号
01
78
ｰ2
1-
21
19

E-
m

ai
l

hc
21

@
ha

ch
in

oh
e-

ip
.co

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

/in
de

x2
.h

tm

部
署

㈱
八
戸
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
プ

ラ
ザ

担
当
者

電
話
番
号

01
78
ｰ2
1-
21
11

FA
X番

号
01
78
ｰ2
1-
21
19

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

←
目
次
に
戻
る

20
21
年
5月

10
日
～
6月

17
日
採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
2件

総
額
：
2,
00
0,
00
0

円 （
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

5
産
学
官
共
同
研
究
開
発
支
援

事
業
（
八
戸
市
委
託
事
業
）

㈱
八
戸
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

プ
ラ
ザ

企
業
が
大
学
等
と
共
同
で
行
う
産
業
の
技
術
の

高
度
化
、
新
た
な
製
品
開
発
に
対
し
補
助

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
内
（
八
戸
市
・

三
戸
町
・
五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）
の
企
業

・
対
象
経
費
・
・
・
研
究
開
発
の
た
め
に
要

す
る
、
設
備
機
器
購
入
費
、
原
材
料
購
入

費
、
技
術
指
導
料
等

【
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
枠
】

・
補
助
率
10
／
10

・
上
限
25
万
円

【
成
果
育
成
枠
】

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
20
0万

円

採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
2件

総
額
：
2,
22
7,
27
3

円 （
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

20
21
年
6月

30
日
ま
で

4
研
究
開
発
資
金
助
成
事
業

公
益
財
団
法
人
八
戸
地
域
高

度
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

高
度
技
術
の
開
発
、
高
度
技
術
を
利
用
し
た
新

製
品
の
開
発
ま
た
は
製
品
の
高
付
加
価
値
化
等

に
対
す
る
助
成

八
戸
地
域
高
度
技
術
産
業
都
市
地
域
（
八
戸

市
、
十
和
田
市
、
三
沢
市
、
お
い
ら
せ
町
、

六
戸
町
、
東
北
町
、
五
戸
町
、
階
上
町
、
南

部
町
）
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
（
個
人

事
業
主
も
可
）

・
対
象
経
費
・
・
・
研
究
開
発
に
要
す
る
原

材
料
及
び
副
資
材
購
入
費
等

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
10
0万

円

青
森
県

400



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

岩
手

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

も
の

づ
く

り
振

興
部

  産
学

連
携

室

担
当

者
電

話
番

号
01

9-
63

1-
38

25
FA

X番
号

01
9-

63
1-

38
30

E-
m

ai
l

ke
nk

yu
@

jo
ho

-
iw

at
e.

or
.jp

HP
_U

RL

部
署

産
業

支
援

部
　

地
域

産
業

・
起

業
支

援
担

当

担
当

者
電

話
番

号
01

9-
63

1-
38

23
FA

X番
号

01
9-

63
1-

38
30

E-
m

ai
l

jo
ho

@
jo

ho
-iw

at
e.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

jo
ho

-
iw

at
e.

or
.jp

/f
un

d

←
目

次
に

戻
る

1
成

長
産

業
試

作
・

開
発

支
援

事
業

公
益

財
団

法
人

い
わ

て
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
今

後
成

長
が

期
待

さ
れ

る
分

野
に

お
い

て
、

開
発

を
目

指
す

活
動

を
支

援
し

、
成

長
産

業
分

野
へ

の
参

入
、

取
引

拡
大

を
促

進
す

る
た

め
の

経
費

を
助

成
す

る
も

の
。

・
助

成
に

よ
る

支
援

の
効

果
が

期
待

で
き

る
成

長
産

業
関

連
機

器
等

又
は

そ
の

構
成

部
品

に
係

る
試

作
・

開
発

・
県

内
に

工
場

又
は

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業

2
い

わ
て

希
望

応
援

フ
ァ

ン
ド

地
域

活
性

化
支

援
事

業
公

益
財

団
法

人
い

わ
て

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

助
成

事
業

の
区

分
は

、
創

業
支

援
事

業
、

新
事

業
活

動
支

援
事

業
、

商
店

街
等

活
性

化
支

援
事

業
の

３
つ

に
分

か
れ

て
い

ま
す

。

3事
業

に
分

か
れ

て
お

り
、

煩
雑

な
た

め
割

愛 下
記

ペ
ー

ジ
の

公
募

要
領

を
参

照
ht

tp
://

ww
w.

jo
ho

-iw
at

e.
or

.jp
/f

un
d

連
絡

窓
口

3事
業

に
分

か
れ

て
お

り
、

煩
雑

な
た

め
割

愛 下
記

ペ
ー

ジ
の

公
募

要
領

を
参

照
ht

tp
://

ww
w.

jo
ho

-iw
at

e.
or

.jp
/f

un
d

ー
ー

【
事

前
相

談
期

間
】

令
和

３
年

３
月

８
日

（
月

）
～

令
和

３
年

３
月

31
日

（
水

）
15

時
迄

【
申

請
書

類
提

出
期

間
】

令
和

３
年

４
月

１
日

（
木

）
～

令
和

３
年

４
月

14
日

（
水

）
15

時
必

着

助
成

対
象

事
業

に
要

す
る

経
費

の
う

ち
別

表
に

掲
げ

る
経

費
と

し
、

助
成

金
の

限
度

額
は

、
１

事
業

あ
た

り
10

0万
円

以
内

（
助

成
率

：
10

分
の

10
以

内
）

20
21

年
05

月
14

日
 (金

) ～
20

21
年

06
月

23
日

 (水
)

ー
ー

岩
手

県

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

八
戸
地
域
高
度
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー

担
当
者

電
話
番
号

01
78
ｰ2
1-
21
31

FA
X番

号
01
78
ｰ2
1-
21
19

E-
m

ai
l

hc
21

@
ha

ch
in

oh
e-

ip
.co

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

/in
de

x2
.h

tm

部
署

㈱
八
戸
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
プ

ラ
ザ

担
当
者

電
話
番
号

01
78
ｰ2
1-
21
11

FA
X番

号
01
78
ｰ2
1-
21
19

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

←
目
次
に
戻
る

20
21
年
5月

10
日
～
6月

17
日
採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
2件

総
額
：
2,
00
0,
00
0

円 （
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

5
産
学
官
共
同
研
究
開
発
支
援

事
業
（
八
戸
市
委
託
事
業
）

㈱
八
戸
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

プ
ラ
ザ

企
業
が
大
学
等
と
共
同
で
行
う
産
業
の
技
術
の

高
度
化
、
新
た
な
製
品
開
発
に
対
し
補
助

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
内
（
八
戸
市
・

三
戸
町
・
五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）
の
企
業

・
対
象
経
費
・
・
・
研
究
開
発
の
た
め
に
要

す
る
、
設
備
機
器
購
入
費
、
原
材
料
購
入

費
、
技
術
指
導
料
等

【
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
枠
】

・
補
助
率
10
／
10

・
上
限
25
万
円

【
成
果
育
成
枠
】

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
20
0万

円

採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
2件

総
額
：
2,
22
7,
27
3

円 （
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

20
21
年
6月

30
日
ま
で

4
研
究
開
発
資
金
助
成
事
業

公
益
財
団
法
人
八
戸
地
域
高

度
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

高
度
技
術
の
開
発
、
高
度
技
術
を
利
用
し
た
新

製
品
の
開
発
ま
た
は
製
品
の
高
付
加
価
値
化
等

に
対
す
る
助
成

八
戸
地
域
高
度
技
術
産
業
都
市
地
域
（
八
戸

市
、
十
和
田
市
、
三
沢
市
、
お
い
ら
せ
町
、

六
戸
町
、
東
北
町
、
五
戸
町
、
階
上
町
、
南

部
町
）
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
（
個
人

事
業
主
も
可
）

・
対
象
経
費
・
・
・
研
究
開
発
に
要
す
る
原

材
料
及
び
副
資
材
購
入
費
等

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
10
0万

円

青
森
県

401



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

宮
城

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

 F
W

BC
推

進
室

担
当

者
電

話
番

号
02

2-
30

3-
26

66
FA

X番
号

02
2-

30
3-

26
67

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
en

da
i.f

wb
c.j

p/

部
署

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

 F
W

BC
推

進
室

担
当

者
電

話
番

号
02

2-
30

3-
26

66
FA

X番
号

02
2-

30
3-

26
67

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
en

da
i.f

wb
c.j

p/

部
署

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

 F
W

BC
推

進
室

担
当

者
電

話
番

号
02

2-
30

3-
26

66
FA

X番
号

02
2-

30
3-

26
67

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
en

da
i.f

wb
c.j

p/

←
目

次
に

戻
る

3
健

康
福

祉
サ

ー
ビ

ス
・

機
器

ビ
ジ

ネ
ス

開
発

委
託

事
業

【
募

集
終

了
】

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

W
el

l-b
ei

ng
と

い
う

言
葉

が
含

む
、

Qo
Lの

向
上

に
資

す
る

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
・

機
器

の
ビ

ジ
ネ

ス
化

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

健
康

福
祉

分
野

に
お

い
て

、
仙

台
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
活

用
し

て
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
を

行
う

法
人

お
よ

び
個

人
の

う
ち

、
要

領
記

載
の

要
件

を
満

た
す

も
の

介
護

現
場

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
を

目
的

と
し

た
、

自
社

で
開

発
・

製
造

し
た

既
存

の
IC

T機
器

・
サ

ー
ビ

ス
、

ま
た

は
開

発
中

あ
る

い
は

機
能

を
拡

充
中

の
IC

T機
器

・
サ

ー
ビ

ス
を

用
い

た
実

証
試

験
を

行
う

こ
と

補
助

率
10

/1
0

20
21

年
5月

24
日

～
11

月
30

日
採

択
件

数
（

予
定

）
：

3件
総

額
（

予
定

）
：

60
0,

00
0円

採
択

件
数

（
予

定
）

：
1件

総
額

：
90

,0
00

円

開
発

に
必

要
な

試
作

費
、

人
件

費
等

20
21

年
4月

1日
～

5月
7日

（
募

集
終

了
）

採
択

件
数

（
予

定
）

：
5件 総

額
（

予
定

）
：

10
,0

00
,0

00
円

採
択

件
数

：
4件

総
額

：
8,

00
0,

00
0

円

2
Ca

re
Te

ch
効

果
実

証
サ

ポ
ー

ト
補

助
金

事
業

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
実

証
試

験
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
し

、
効

果
検

証
に

よ
る

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

を
後

押
し

す
る

と
と

も
に

 IC
T利

活
用

を
促

進
す

る
。

仙
台

市
内

に
事

業
所

、
ま

た
は

開
発

拠
点

を
有

す
る

中
小

企
業

・
仙

台
市

に
事

業
所

開
設

の
予

定
が

あ
る

中
小

企
業

・
仙

台
市

の
中

小
企

業
と

連
携

し
補

助
事

業
を

行
う

中
小

企
業

連
絡

窓
口

1
Ca

re
Te

ch
ニ

ー
ズ

リ
サ

ー
チ

委
託

事
業

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

介
護

現
場

ニ
ー

ズ
深

堀
調

査
～

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ビ

ジ
ネ

ス
企

画
～

試
作

の
プ

ロ
セ

ス
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ニ
ー

ズ
志

向
か

つ
競

争
力

の
高

い
製

品
開

発
を

後
押

し
す

る
。

ま
た

、
開

発
委

託
事

業
へ

の
質

の
高

い
案

件
応

募
を

促
す

。

仙
台

市
内

に
事

業
所

、
ま

た
は

開
発

拠
点

を
有

す
る

中
小

企
業

健
康

福
祉

分
野

及
び

介
護

福
祉

現
場

に
お

け
る

諸
課

題
の

解
決

を
目

的
と

し
た

、
自

社
で

開
発

あ
る

い
は

改
良

を
検

討
中

の
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
ニ

ー
ズ

深
堀

調
査

及
び

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
調

査
、

分
析

等
を

踏
ま

え
、

開
発

ま
た

は
改

良
に

向
け

た
仕

様
設

計
を

ま
と

め
る

こ
と

二
次

募
集

：
20

21
年

8月
23

日
～

11
月

19
日

採
択

件
数

（
予

定
）

：
3件

総
額

（
予

定
）

：
90

0,
00

0円

採
択

件
数

：
3件

総
額

：
90

0,
00

0円

宮
城

県

402



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

秋
田
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

地
域
産
業
振
興
課
　
医
療
福
祉

産
業
班

担
当
者

電
話
番
号

01
8-

86
0-

22
46

FA
X番

号
01

8-
86

0-
25

90

E-
m

ai
l

in
du

pr
om

@
pr

ef
.a

kit
a.

lg
.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
kit

a.
l

g.j
p/

pa
ge

s/
ar

ch
ive

/5
00

51 ←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
応
医
療
機

器
等
開
発
事
業

秋
田
県

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応
す
る

医
療
福
祉
ヘ
ル
ス
ケ
ア
機
器
等
の
開
発
経
費
や

必
要
な
認
証
取
得
経
費
の
一
部
を
補
助

秋
田
県
内
に
企
業
活
動
の
拠
点
（
開
発
拠

点
、
生
産
拠
点
等
）
を
有
す
る
中
小
企
業
者

又
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。

【
補
助
対
象
事
業
】

開
発
型
：
医
療
福
祉
ヘ
ル
ス
ケ
ア
機
器
等
の

開
発

認
証
取
得
型
：
関
連
す
る
認
証
取
得

【
対
象
経
費
】

直
接
人
件
費
、
謝
金
、
旅
費
、
原
材
料
費
、

機
械
器
具
費
、
共
同
研
究
費
、
外
注
委
託

費
、
認
証
取
得
関
連
費
等

【
補
助
率
、
上
限
】

開
発
型
：
補
助
対
象
経
費
の
2/
3以

内
で
、

上
限
20
0万

円
認
証
取
得
型
：
補
助
対
象
経
費
2/
3以

内
で
、
上
限
10
0万

円

採
択
件
数
（
予

定
）
：
開
発
型
5

件
、
認
証
取
得
型
5

件 総
額
（
予
定
）
：

15
,0
00
,0
00
円

な
し

20
21
年
７
月
上
旬
～

秋
田
県

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

宮
城

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

 F
W

BC
推

進
室

担
当

者
電

話
番

号
02

2-
30

3-
26

66
FA

X番
号

02
2-

30
3-

26
67

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
en

da
i.f

wb
c.j

p/

部
署

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

 F
W

BC
推

進
室

担
当

者
電

話
番

号
02

2-
30

3-
26

66
FA

X番
号

02
2-

30
3-

26
67

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
en

da
i.f

wb
c.j

p/

部
署

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

 F
W

BC
推

進
室

担
当

者
電

話
番

号
02

2-
30

3-
26

66
FA

X番
号

02
2-

30
3-

26
67

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
en

da
i.f

wb
c.j

p/

←
目

次
に

戻
る

3
健

康
福

祉
サ

ー
ビ

ス
・

機
器

ビ
ジ

ネ
ス

開
発

委
託

事
業

【
募

集
終

了
】

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

W
el

l-b
ei

ng
と

い
う

言
葉

が
含

む
、

Qo
Lの

向
上

に
資

す
る

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
・

機
器

の
ビ

ジ
ネ

ス
化

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

健
康

福
祉

分
野

に
お

い
て

、
仙

台
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
活

用
し

て
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
を

行
う

法
人

お
よ

び
個

人
の

う
ち

、
要

領
記

載
の

要
件

を
満

た
す

も
の

介
護

現
場

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
を

目
的

と
し

た
、

自
社

で
開

発
・

製
造

し
た

既
存

の
IC

T機
器

・
サ

ー
ビ

ス
、

ま
た

は
開

発
中

あ
る

い
は

機
能

を
拡

充
中

の
IC

T機
器

・
サ

ー
ビ

ス
を

用
い

た
実

証
試

験
を

行
う

こ
と

補
助

率
10

/1
0

20
21

年
5月

24
日

～
11

月
30

日
採

択
件

数
（

予
定

）
：

3件
総

額
（

予
定

）
：

60
0,

00
0円

採
択

件
数

（
予

定
）

：
1件

総
額

：
90

,0
00

円

開
発

に
必

要
な

試
作

費
、

人
件

費
等

20
21

年
4月

1日
～

5月
7日

（
募

集
終

了
）

採
択

件
数

（
予

定
）

：
5件 総

額
（

予
定

）
：

10
,0

00
,0

00
円

採
択

件
数

：
4件

総
額

：
8,

00
0,

00
0

円

2
Ca

re
Te

ch
効

果
実

証
サ

ポ
ー

ト
補

助
金

事
業

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
実

証
試

験
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
し

、
効

果
検

証
に

よ
る

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

を
後

押
し

す
る

と
と

も
に

 IC
T利

活
用

を
促

進
す

る
。

仙
台

市
内

に
事

業
所

、
ま

た
は

開
発

拠
点

を
有

す
る

中
小

企
業

・
仙

台
市

に
事

業
所

開
設

の
予

定
が

あ
る

中
小

企
業

・
仙

台
市

の
中

小
企

業
と

連
携

し
補

助
事

業
を

行
う

中
小

企
業

連
絡

窓
口

1
Ca

re
Te

ch
ニ

ー
ズ

リ
サ

ー
チ

委
託

事
業

公
益

財
団

法
人

仙
台

市
産

業
振

興
事

業
団

介
護

現
場

ニ
ー

ズ
深

堀
調

査
～

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ビ

ジ
ネ

ス
企

画
～

試
作

の
プ

ロ
セ

ス
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ニ
ー

ズ
志

向
か

つ
競

争
力

の
高

い
製

品
開

発
を

後
押

し
す

る
。

ま
た

、
開

発
委

託
事

業
へ

の
質

の
高

い
案

件
応

募
を

促
す

。

仙
台

市
内

に
事

業
所

、
ま

た
は

開
発

拠
点

を
有

す
る

中
小

企
業

健
康

福
祉

分
野

及
び

介
護

福
祉

現
場

に
お

け
る

諸
課

題
の

解
決

を
目

的
と

し
た

、
自

社
で

開
発

あ
る

い
は

改
良

を
検

討
中

の
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
ニ

ー
ズ

深
堀

調
査

及
び

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
調

査
、

分
析

等
を

踏
ま

え
、

開
発

ま
た

は
改

良
に

向
け

た
仕

様
設

計
を

ま
と

め
る

こ
と

二
次

募
集

：
20

21
年

8月
23

日
～

11
月

19
日

採
択

件
数

（
予

定
）

：
3件

総
額

（
予

定
）

：
90

0,
00

0円

採
択

件
数

：
3件

総
額

：
90

0,
00

0円

宮
城

県

403



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

山
形

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

振
興

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
課

担
当

者
電

話
番

号
02

3-
64

7-
31

63
FA

X番
号

02
3-

64
7-

31
39

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

yp
oi

nt
.jp

/

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
令

和
３

年
度

や
ま

が
た

産
業

技
術

振
興

基
金

に
よ

る
助

成
金

交
付

事
業

（
研

究
開

発
支

援
事

業
）

公
益

財
団

法
人

山
形

県
産

業
技

術
振

興
機

構
新

た
な

技
術

等
の

開
発

や
地

域
の

資
源

等
を

活
用

し
た

新
製

品
開

発
な

ど
、

新
規

事
業

の
創

成
や

新
事

業
展

開
の

た
め

の
研

究
開

発
に

取
り

組
む

事
業

※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
限

ら
な

い

山
形

県
内

に
主

た
る

事
務

所
、

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

①
補

助
率

 補
助

対
象

経
費

の
１

／
２

以
内

②
 補

助
上

限
額

 4
00

万
円

採
択

件
数

：
20

件
程

度
採

択
件

数
：

20
件

20
21

年
6月

14
日

～
　

　
　

　
　

　
6月

18
日

山
形

県

404



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

福
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

商
工
労
働
部
医
療
関
連
産
業
集

積
推
進
室

担
当
者

電
話
番
号

02
4-

52
1-

72
82

FA
X番

号
02

4-
52

1-
79

32

E-
m

ai
l

m
ed

ica
l-

un
it@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

us
hi

m
a.

lg
.jp

/w
4/

iry
ou

-p
j/

部
署

産
業
振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

02
4-

52
1-

72
83

FA
X番

号
02

4-
52

1-
79

32

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp
/s

ite
/ji

ts
uy

ok
a/

採
択
件
数
：
2件

総
額
：
7,
89
1,
00
0

円

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
重

点
分
野
（
ロ
ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
農
林
水
産
業
、

医
療
関
連
、
廃
炉
、
航
空
宇
宙
）
に
つ
い
て
、

地
元
企
業
及
び
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
振
興
の
た
め
の
実
用
化
開
発
等
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助

・
地
元
企
業
等
：
福
島
県
浜
通
り
地
域
等
に

本
社
、
試
験
・
評
価
セ
ン
タ
ー
、
研
究
開
発

拠
点
、
生
産
拠
点
等
が
所
在
す
る
企
業
、
国

立
研
究
開
発
法
人
で
あ
る
研
究
所
、
大
学
も

し
く
は
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
又
は
農
業

協
同
組
合
そ
の
他
の
法
人
格
を
有
す
る
団
体

等 ・
地
元
企
業
等
と
連
携
し
て
実
施
す
る
企
業

（
全
国
の
企
業
が
対
象
）

健
康
指
標
改
善
や
病
気
・
介
護
予
防
す
る
医
療

福
祉
関
連
製
品
の
開
発
等
に
取
り
組
む
県
内
企

業
を
支
援
す
る
事
業
。

健
康
指
標
改
善
や
病
気
・
介
護
予
防
す
る
医

療
福
祉
関
連
製
品
の
開
発
・
実
用
化
を
行
う

県
内
企
業

※
県
内
に
工
場
や
事
務
所
等
の
事
業
所
を
有

す
る
県
外
企
業
を
含
む
。

・
補
助
対
象
経
費
等

　
対
象
経
費
：
謝
金
、
旅
費
、
事
務
経
費
、

消
耗
品
費
、
機
械
装
置
費
、
外
注
費
、
直
接

人
件
費
、
委
託
費
、
そ
の
他
知
事
が
認
め
る

も
の
。

　
補
助
額
：
上
限
４
０
０
万
円

　
補
助
率
：
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
２
／

３
、
大
企
業
１
／
２

20
21
年
7月

1日
～

採
択
件
数
：
2件

総
額
（
予
定
）
：

8,
00
0,
00
0円

中
小
企
業
：
【
補
助
率
】
2/
3

【
上
限
額
】
補
助
対
象
経
費
10
.5
億
円
の

2/
3（

7億
円
）

大
企
業
：
【
補
助
率
】
1/
2

【
上
限
額
】
補
助
対
象
経
費
14
.0
億
円
の

1/
2（

7億
円
）

1次
公
募
20
21
年
3月

25
日
～

4月
26
日
（
応
募
受
付
終

了
）

2次
公
募
20
21
年
6月

30
日
～

7月
30
日

連
絡
窓
口

1
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事

業
（
健
康
指
標
改
善
型
製
品

開
発
等
支
援
事
業
）

福
島
県

福
島
県

2
地
域
復
興
実
用
化
開
発
等
促

進
事
業

採
択
件
数
：
70
件

予
算
額
：
約
55
億

円

採
択
件
数
：
66
件

総
額
：
5,
70
1,
65
9

千
円

福
島
県

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

山
形

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

振
興

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
課

担
当

者
電

話
番

号
02

3-
64

7-
31

63
FA

X番
号

02
3-

64
7-

31
39

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

yp
oi

nt
.jp

/

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
令

和
３

年
度

や
ま

が
た

産
業

技
術

振
興

基
金

に
よ

る
助

成
金

交
付

事
業

（
研

究
開

発
支

援
事

業
）

公
益

財
団

法
人

山
形

県
産

業
技

術
振

興
機

構
新

た
な

技
術

等
の

開
発

や
地

域
の

資
源

等
を

活
用

し
た

新
製

品
開

発
な

ど
、

新
規

事
業

の
創

成
や

新
事

業
展

開
の

た
め

の
研

究
開

発
に

取
り

組
む

事
業

※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
限

ら
な

い

山
形

県
内

に
主

た
る

事
務

所
、

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

①
補

助
率

 補
助

対
象

経
費

の
１

／
２

以
内

②
 補

助
上

限
額

 4
00

万
円

採
択

件
数

：
20

件
程

度
採

択
件

数
：

20
件

20
21

年
6月

14
日

～
　

　
　

　
　

　
6月

18
日

山
形

県

405



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
連

絡
窓

口

部
署

経
済

部
商

工
労

政
課

担
当

者
電

話
番

号
02

44
-2

4-
53

35
FA

X番
号

02
44

-2
3-

74
20

E-
m

ai
l

sy
ok

or
os

ei
@

cit
y.m

in
am

i
so

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.m

in
a

m
iso

m
a.

lg
.jp

/p
or

ta
l/b

us
in

es
s/

jig
yo

sh
os

hi
en

/3
/

45
72

.h
tm

l

部
署

事
業

企
画

推
進

部
事

業
推

進
グ

ル
ー

プ

担
当

者
電

話
番

号
02

4-
95

4-
40

14
FA

X番
号

02
4-

95
4-

40
33

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.fm
di

pa
.jp

/
M

ai
n/

08
.p

hp

部
署

商
工

労
働

部
次

世
代

産
業

課

担
当

者
電

話
番

号
02

4-
52

1-
85

68
FA

X番
号

02
4-

52
1-

79
32

E-
m

ai
l

ne
xt

-
ge

ne
ra

tio
n@

pr
ef

.fu
ku

sh

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp
/s

ec
/3

20
21

f/

4
医

工
連

携
事

業
化

参
入

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

事
業

医
療

機
器

開
発

・
試

験
研

究
支

援
事

業

医
療

福
祉

機
器

開
発

・
試

験
研

究
支

援
補

助
上

限
：

1企
業

30
万

円
（

補
助

率
2/

3）
※

補
助

上
限

額
変

更
の

可
能

性
あ

り
。

採
択

件
数

：
２

件
総

額
：

50
万

円

※
第

1期
に

て
1社

採
択

済
み

採
択

件
数

：
２

件
総

額
：

20
0万

円
郡

山
市

内
に

事
業

所
を

有
す

る
企

業

中
小

企
業

：
補

助
対

象
経

費
上

限
額

10
00

万
円

の
3/

4（
最

大
75

0万
円

）
を

補
助

大
企

業
：

補
助

対
象

経
費

上
限

額
10

00
万

円
の

2/
3（

最
大

66
6.

6万
円

）
を

補
助

1次
公

募
20

21
年

3月
22

日
～

5月
6日

（
応

募
受

付
終

了
）

2次
公

募
20

21
年

5月
31

日
～

6月
29

日
（

応
募

受
付

終
了

）
3次

公
募

20
21

年
7月

15
日

～
7月

30
日

（
応

募
受

付
終

了
）

1次
採

択
件

数
：

10
件

総
額

68
,7

90
千

円
（

応
募

受
付

終
了

）
2次

採
択

件
数

：
3

件
総

額
22

,5
00

千
円

（
応

募
受

付
終

了
）

3次
採

択
件

数
：

2
件

総
額

12
,0

00
千

円
（

応
募

受
付

終

採
択

件
数

：
17

件
総

額
：

11
5,

78
5千

円

5
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
産

業
基

盤
強

化
事

業
福

島
県

3
基

盤
技

術
産

業
高

度
化

支
援

事
業

補
助

金
南

相
馬

市
製

造
業

者
の

先
端

技
能

育
成

と
連

携
強

化
を

図
る

た
め

、
試

作
品

等
開

発
の

取
組

に
対

し
、

補
助

金
を

交
付

す
る

。

採
択

件
数

：
14

件
実

績
額

：
47

,6
80

,0
00

円
※

介
護

機
器

開
発

の
実

績
は

0件

・
市

内
製

造
業

者
で

あ
る

こ
と

。
・

㈱
ゆ

め
サ

ポ
ー

ト
南

相
馬

※
が

開
発

等
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
。

※
　

南
相

馬
市

の
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー

（
助

成
対

象
経

費
）

試
作

品
等

開
発

の
た

め
に

要
す

る
経

費
（

機
械

装
置

費
・

原
材

料
費

、
人

件
費

な
ど

）
（

補
助

率
）

・
1／

2
・

上
限

50
0万

円
（

市
と

協
定

を
締

結
し

て
い

る
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
等

か
ら

出
資

等
を

受
け

た
者

、
又

は
市

内
に

事
業

所
が

所
在

す
る

会
社

等
若

し
く

は
大

学
、

高
等

専
門

学
校

等
と

連
携

し
て

事
業

を
行

う
者

に
限

り
補

助
率

３
／

４
以

内
（

限
度

額
７

，
５

０
０

千
円

）
）

※
他

の
公

的
機

関
か

ら
補

助
を

受
け

る
場

合
は

、
補

助
残

額
に

補
助

率
を

乗
じ

る

採
択

件
数

：
 1

8件
予

算
額

：
 6

3,
15

0,
00

0円

年
度

内
（

予
算

の
範

囲
内

）

第
1期

：
5月

6日
～

6月
9日

第
2期

：
年

度
内

一
般

財
団

法
人

ふ
く

し
ま

医
療

機
器

産
業

推
進

機
構

ロ
ボ

ッ
ト

へ
の

実
装

に
つ

な
が

る
可

能
性

の
あ

る
要

素
技

術
の

研
究

開
発

又
は

ロ
ボ

ッ
ト

本
体

の
開

発
に

つ
い

て
、

対
象

経
費

の
一

部
を

補
助

福
島

県
内

に
本

社
、

試
験

・
評

価
セ

ン
タ

ー
又

は
研

究
開

発
拠

点
、

研
究

成
果

を
用

い
た

生
産

拠
点

の
い

ず
れ

か
が

所
在

す
る

企
業

郡
山

市
内

企
業

を
対

象
に

医
療

福
祉

機
器

の
製

品
開

発
や

検
証

、
試

験
実

施
等

に
か

か
る

費
用

の
一

部
を

支
援

す
る

。

福
島

県

406



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

商
工
観
光
部
　
産
業
雇
用
政
策

課
担
当
者

電
話
番
号

02
4-

51
5-

77
46

FA
X番

号
02

4-
53

5-
14

01

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
u.

m
ai

l.c
ity

.fu
ku

s
hi

m
a.

fu
ku

sh
im

a.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
s

hi
m

a.
fu

ku
sh

im
a.

jp
/s

an
g

yo
u-

se
isa

ku
/s

hi
go

to
/s

an
gy

o
/s

an
gy

os
hi

nk
o/

15
03

26
0

1.
ht

m
l

部
署

事
業
企
画
推
進
部
営
業
推
進
グ

ル
ー
プ

担
当
者

電
話
番
号

02
4-

95
4-

35
04

FA
X番

号
02

4-
95

4-
40

33

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/f
m

di
pa

.jp
/M

ai
n

/1
7.

ph
p

←
目
次
に
戻
る

採
択
件
数
：

①
２
件

②
３
件

総
額
（
予
定
）
：

23
,3
88
,0
00
円

採
択
件
数
：

①
１
件

②
２
件

総
額
：

17
,5
12
,0
00
円

一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
医

療
機
器
産
業
推
進
機
構

浜
通
り
地
域
の
企
業
が
開
発
す
る
又
は
開
発
し

た
医
療
・
福
祉
分
野
に
関
連
す
る
製
品
に
つ
い

て
、
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
現
場
の
ニ
ー

ズ
へ
と
対
応
す
る
①
製
品
の
開
発
及
び
改
良
に

係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
ほ
か
、
同
地
域

で
開
発
し
た
製
品
の
全
県
下
へ
の
②
導
入
す
る

た
め
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

浜
通
り
地
域
等
１
５
市
町
村
（
い
わ
き
市
、

相
馬
市
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、

広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大

熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
新
地

町
、
飯
舘
村
）
内
に
本
社
も
し
く
は
事
業
所

を
有
す
る
企
業
。

①
開
発
・
改
良
支
援
は
補
助
対
象
経
費
の

3/
4を

補
助

②
導
入
支
援
は
医
療
・
介
護
施
設
へ
の
無
償

貸
与
、
施
設
が
購
入
す
る
場
合
、
購
入
金
額

の
3/
4を

助
成
。

20
21
年
4月

27
日
～
20
21
年

5月
21
日

採
択
件
数
：
4件

総
額
：

16
,3
88
,0
00
円

福
島
市

①
中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す
る
製
造
業
者

及
び
製
造
に
関
す
る
業
務
を
営
む
企
業
者

②
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
工
場
を
有
す

る
こ
と

③
原
則
と
し
て
事
業
に
よ
る
市
税
を
納
入
し

て
い
る
こ
と

①
医
療
福
祉
機
器
等
に
係
る
製
品
開
発

②
医
療
福
祉
機
器
等
に
係
る
試
作
開
発

③
医
療
福
祉
機
器
等
周
辺
機
器
の
研
究
開
発

及
び
試
作
開
発

・
対
象
経
費
の
２
/３

以
内
、
限
度
額
５
０

０
万
円
（
対
象
経
費
：
市
場
調
査
費
、
デ
ザ

イ
ン
開
発
費
、
原
材
料
及
び
副
資
材
費
、
機

械
装
置
及
び
工
具
器
具
費
、
外
注
加
工
費
、

技
術
指
導
費
、
研
究
開
発
委
託
費
、
産
業
財

産
権
取
得
費
、
販
路
開
拓
費
）

20
21
年
4月

1日
～
5月

7日
※
今
年
度
の
募
集
は
終
了

採
択
件
数
：
４
件

総
額
（
予
定
）
：

17
,6
42
,0
00
円

7
浜
通
り
地
域
医
療
・
福
祉
機

器
導
入
モ
デ
ル
事
業

6
福
島
市
医
療
福
祉
機
器
等
産

業
創
出
支
援
事
業

市
内
の
中
小
企
業
者
が
医
療
福
祉
機
器
等
関
連

産
業
分
野
に
お
け
る
機
器
の
製
品
化
や
企
業
の

技
術
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
医
療
福
祉
機
器

に
係
る
製
品
開
発
等
を
行
い
、
本
市
経
済
の
活

性
化
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場

合
、
そ
の
開
発
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
。

福
島
県

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
連

絡
窓

口

部
署

経
済

部
商

工
労

政
課

担
当

者
電

話
番

号
02

44
-2

4-
53

35
FA

X番
号

02
44

-2
3-

74
20

E-
m

ai
l

sy
ok

or
os

ei
@

cit
y.m

in
am

i
so

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.m

in
a

m
iso

m
a.

lg
.jp

/p
or

ta
l/b

us
in

es
s/

jig
yo

sh
os

hi
en

/3
/

45
72

.h
tm

l

部
署

事
業

企
画

推
進

部
事

業
推

進
グ

ル
ー

プ

担
当

者
電

話
番

号
02

4-
95

4-
40

14
FA

X番
号

02
4-

95
4-

40
33

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.fm
di

pa
.jp

/
M

ai
n/

08
.p

hp

部
署

商
工

労
働

部
次

世
代

産
業

課

担
当

者
電

話
番

号
02

4-
52

1-
85

68
FA

X番
号

02
4-

52
1-

79
32

E-
m

ai
l

ne
xt

-
ge

ne
ra

tio
n@

pr
ef

.fu
ku

sh

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp
/s

ec
/3

20
21

f/

4
医

工
連

携
事

業
化

参
入

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

事
業

医
療

機
器

開
発

・
試

験
研

究
支

援
事

業

医
療

福
祉

機
器

開
発

・
試

験
研

究
支

援
補

助
上

限
：

1企
業

30
万

円
（

補
助

率
2/

3）
※

補
助

上
限

額
変

更
の

可
能

性
あ

り
。

採
択

件
数

：
２

件
総

額
：

50
万

円

※
第

1期
に

て
1社

採
択

済
み

採
択

件
数

：
２

件
総

額
：

20
0万

円
郡

山
市

内
に

事
業

所
を

有
す

る
企

業

中
小

企
業

：
補

助
対

象
経

費
上

限
額

10
00

万
円

の
3/

4（
最

大
75

0万
円

）
を

補
助

大
企

業
：

補
助

対
象

経
費

上
限

額
10

00
万

円
の

2/
3（

最
大

66
6.

6万
円

）
を

補
助

1次
公

募
20

21
年

3月
22

日
～

5月
6日

（
応

募
受

付
終

了
）

2次
公

募
20

21
年

5月
31

日
～

6月
29

日
（

応
募

受
付

終
了

）
3次

公
募

20
21

年
7月

15
日

～
7月

30
日

（
応

募
受

付
終

了
）

1次
採

択
件

数
：

10
件

総
額

68
,7

90
千

円
（

応
募

受
付

終
了

）
2次

採
択

件
数

：
3

件
総

額
22

,5
00

千
円

（
応

募
受

付
終

了
）

3次
採

択
件

数
：

2
件

総
額

12
,0

00
千

円
（

応
募

受
付

終

採
択

件
数

：
17

件
総

額
：

11
5,

78
5千

円

5
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
産

業
基

盤
強

化
事

業
福

島
県

3
基

盤
技

術
産

業
高

度
化

支
援

事
業

補
助

金
南

相
馬

市
製

造
業

者
の

先
端

技
能

育
成

と
連

携
強

化
を

図
る

た
め

、
試

作
品

等
開

発
の

取
組

に
対

し
、

補
助

金
を

交
付

す
る

。

採
択

件
数

：
14

件
実

績
額

：
47

,6
80

,0
00

円
※

介
護

機
器

開
発

の
実

績
は

0件

・
市

内
製

造
業

者
で

あ
る

こ
と

。
・

㈱
ゆ

め
サ

ポ
ー

ト
南

相
馬

※
が

開
発

等
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
。

※
　

南
相

馬
市

の
産

業
支

援
セ

ン
タ

ー

（
助

成
対

象
経

費
）

試
作

品
等

開
発

の
た

め
に

要
す

る
経

費
（

機
械

装
置

費
・

原
材

料
費

、
人

件
費

な
ど

）
（

補
助

率
）

・
1／

2
・

上
限

50
0万

円
（

市
と

協
定

を
締

結
し

て
い

る
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
等

か
ら

出
資

等
を

受
け

た
者

、
又

は
市

内
に

事
業

所
が

所
在

す
る

会
社

等
若

し
く

は
大

学
、

高
等

専
門

学
校

等
と

連
携

し
て

事
業

を
行

う
者

に
限

り
補

助
率

３
／

４
以

内
（

限
度

額
７

，
５

０
０

千
円

）
）

※
他

の
公

的
機

関
か

ら
補

助
を

受
け

る
場

合
は

、
補

助
残

額
に

補
助

率
を

乗
じ

る

採
択

件
数

：
 1

8件
予

算
額

：
 6

3,
15

0,
00

0円

年
度

内
（

予
算

の
範

囲
内

）

第
1期

：
5月

6日
～

6月
9日

第
2期

：
年

度
内

一
般

財
団

法
人

ふ
く

し
ま

医
療

機
器

産
業

推
進

機
構

ロ
ボ

ッ
ト

へ
の

実
装

に
つ

な
が

る
可

能
性

の
あ

る
要

素
技

術
の

研
究

開
発

又
は

ロ
ボ

ッ
ト

本
体

の
開

発
に

つ
い

て
、

対
象

経
費

の
一

部
を

補
助

福
島

県
内

に
本

社
、

試
験

・
評

価
セ

ン
タ

ー
又

は
研

究
開

発
拠

点
、

研
究

成
果

を
用

い
た

生
産

拠
点

の
い

ず
れ

か
が

所
在

す
る

企
業

郡
山

市
内

企
業

を
対

象
に

医
療

福
祉

機
器

の
製

品
開

発
や

検
証

、
試

験
実

施
等

に
か

か
る

費
用

の
一

部
を

支
援

す
る

。

福
島

県

407



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

茨
城
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
経
済
部
商
工
課

担
当
者

電
話
番
号

02
9-

23
2-

91
85

FA
X番

号
02

9-
23

2-
92

32

E-
m

ai
l

co
m

m
er

ce
@

cit
y.m

ito
.lg

.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.m
ito

.l
g.j

p/
00

14
37

/0
01

44
5/

p0
20

14
9.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
工
業
振
興
支
援
事
業
補
助
金

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
限
定

し
た
助
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん

水
戸
市

新
製
品
及
び
新
技
術
の
開
発
に
係
る
経
費
を
補

助
水
戸
市
内
に
事
業
所
を
有
し
，
製
造
業
又
は

情
報
通
信
業
を
主
な
事
業
と
し
て
営
む
も
の

※
上
記
の
も
の
が
，
介
護
機
器
の
新
製
品
及

び
新
技
術
の
開
発
を
行
う
際
は
対
象
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
又
は

1,
00
0,
00
0円

の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

（
対
象
経
費
）

・
原
材
料
の
購
入
又
は
機
械
若
し
く
は
工
具

の
購
入
若
し
く
は
賃
借
に
係
る
経
費

・
機
械
又
は
工
具
の
試
作
又
は
改
良
に
係
る

経
費

・
外
部
の
者
に
行
わ
せ
る
加
工
に
係
る
経
費

・
技
術
指
導
の
受
け
入
れ
に
係
る
経
費

採
択
件
数
：

3件 総
額
（
予
定
）
：

3,
00
0,
00
0円

※
予
算
残
額
：

1,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：

8件 総
額
：

5,
15
4,
90
4円

※
内
，
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
は
無
し

20
21
年
4月

1日
～

20
22
年
3月

31
日

茨
城
県

408



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

栃
木

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

産
業

振
興

部
　

も
の

づ
く

り
産

業
振

興
グ

ル
ー

プ

担
当

者
電

話
番

号
02

8-
67

0-
26

01
FA

X番
号

02
8-

67
0-

26
11

E-
m

ai
l

m
on

oz
uk

ur
i@

to
ch

ig
i-

iin
.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

to
ch

ig
i-

iin
.o

r.j
p/

in
de

x/
3/

2/

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

非
公

開
【

交
付

決
定

】
7件

、
15

,1
46

,0
00

円

1
と

ち
ぎ

未
来

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ァ
ン

ド
活

用
助

成
事

業

２
，

戦
略

産
業

等
分

野
②

技
術

高
度

化
助

成
事

業

公
益

財
団

法
人

栃
木

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
中

小
企

業
者

等
が

行
う

、
戦

略
３

産
業

（
医

療
福

祉
機

器
産

業
等

）
 、

未
来

３
技

術
（

AI
・

Io
T・

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

等
）

又
は

食
品

関
連

産
業

 に
係

る
 、

 技
術

の
高

度
化

、
新

技
術

 ・
新

製
品

 ・
新

役
務

 の
開

発
事

業
に

要
す

る
経

費
へ

の
助

成
。

と
ち

ぎ
医

療
福

祉
機

器
産

業
振

興
協

議
会

等
、

と
ち

ぎ
未

来
技

術
フ

ォ
ー

ラ
ム

又
は

フ
ー

ド
バ

レ
ー

と
ち

ぎ
推

進
協

議
会

の
い

ず
れ

か
の

 会
員

で
あ

る
 中

小
企

業
者

【
対

象
経

費
】

謝
金

、
旅

費
、

研
究

開
発

事
業

費
(原

材
料

費
、

機
械

装
置

又
は

工
具

器
具

の
 借

用
 ・

 購
入

 ・
 試

作
 ・

 改
良

 ・
据

付
け

 ・
 修

繕
に

要
す

る
経

費
、

 他
者

が
所

有
す

る
産

業
財

産
権

の
導

入
に

要
す

る
経

費
、

外
注

加
工

費
、

検
査

分
析

費
)、

事
業

運
営

費
（

会
場

借
料

、
印

刷
製

本
費

、
資

料
購

入
費

、
通

信
運

搬
費

、
借

料
又

は
損

料
、

調
査

研
究

費
、

消
耗

品
費

）
、

委
託

費
、

そ
の

他
の

経
費

【
限

度
額

】
30

0万
円

以
内

【
助

成
率

】
 ２

／
３

 以
内

【
令

和
３

(2
02

1)
年

度
公

募
】

（
第

１
次

）
20

21
年

6月
1日

～
6月

30
日

（
第

２
次

）
20

21
年

10
月

15
日

～
11

月
12

日

栃
木

県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

茨
城
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
経
済
部
商
工
課

担
当
者

電
話
番
号

02
9-

23
2-

91
85

FA
X番

号
02

9-
23

2-
92

32

E-
m

ai
l

co
m

m
er

ce
@

cit
y.m

ito
.lg

.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.m
ito

.l
g.j

p/
00

14
37

/0
01

44
5/

p0
20

14
9.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
工
業
振
興
支
援
事
業
補
助
金

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
限
定

し
た
助
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん

水
戸
市

新
製
品
及
び
新
技
術
の
開
発
に
係
る
経
費
を
補

助
水
戸
市
内
に
事
業
所
を
有
し
，
製
造
業
又
は

情
報
通
信
業
を
主
な
事
業
と
し
て
営
む
も
の

※
上
記
の
も
の
が
，
介
護
機
器
の
新
製
品
及

び
新
技
術
の
開
発
を
行
う
際
は
対
象
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
又
は

1,
00
0,
00
0円

の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

（
対
象
経
費
）

・
原
材
料
の
購
入
又
は
機
械
若
し
く
は
工
具

の
購
入
若
し
く
は
賃
借
に
係
る
経
費

・
機
械
又
は
工
具
の
試
作
又
は
改
良
に
係
る

経
費

・
外
部
の
者
に
行
わ
せ
る
加
工
に
係
る
経
費

・
技
術
指
導
の
受
け
入
れ
に
係
る
経
費

採
択
件
数
：

3件 総
額
（
予
定
）
：

3,
00
0,
00
0円

※
予
算
残
額
：

1,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：

8件 総
額
：

5,
15
4,
90
4円

※
内
，
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
は
無
し

20
21
年
4月

1日
～

20
22
年
3月

31
日

茨
城
県

409



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

群
馬

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

産
業

経
済

部
　

地
域

企
業

支
援

課
担

当
者

電
話

番
号

02
7-

22
6-

33
52

FA
X番

号
02

7-
22

3-
78

75

E-
m

ai
l

kig
yo

uk
a@

pr
ef

.gu
nm

a.
l

g.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

jp
/c

at
e_

lis
t/

ct
00

00
40

62
.h

tm
l

部
署

産
業

経
済

部
　

地
域

企
業

支
援

課

担
当

者
電

話
番

号
02

7-
22

6-
33

52
FA

X番
号

02
7-

22
3-

78
75

E-
m

ai
l

kig
yo

uk
a@

pr
ef

.gu
nm

a.
l

g.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

jp
/c

at
e_

lis
t/

ct
00

00
40

62
.h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

2
ぐ

ん
ま

Ｄ
Ｘ

技
術

革
新

補
助

金
（

市
町

村
・

県
連

携
タ

イ
プ

）

群
馬

県
、

共
同

実
施

市
町

村
（

※
２

５
団

体
：

前
橋

市
、

高
崎

市
、

桐
生

市
、

伊
勢

崎
市

、
太

田
市

、
沼

田
市

、
館

林
市

、
渋

川
市

、
藤

岡
市

、
富

岡
市

、
安

中
市

、
み

ど
り

市
、

榛
東

村
、

吉
岡

町
、

下
仁

田
町

、
甘

楽
町

、
中

之
条

町
、

東
吾

妻
町

、
み

な
か

み
町

、
玉

村
町

、
板

倉
町

、
明

和
町

、
千

代
田

町
、

大
泉

町
、

邑
楽

町
）

中
小

事
業

者
が

自
ら

行
う

、
も

の
づ

く
り

や
サ

ー
ビ

ス
等

に
係

る
新

技
術

・
新

製
品

に
関

す
る

開
発

で
、

地
域

に
根

差
し

た
技

術
・

製
品

開
発

で
あ

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
も

の
。

共
同

実
施

市
町

村
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

1
ぐ

ん
ま

Ｄ
Ｘ

技
術

革
新

補
助

金
（

Ｄ
Ｘ

推
進

・
地

域
課

題
解

決
タ

イ
プ

）

群
馬

県
補

助
対

象
事

業
は

県
内

の
中

小
企

業
者

が
行

う
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
技

術
や

製
品

開
発

等
で

あ
り

、
生

産
性

・
企

業
価

値
の

向
上

を
実

現
す

る
事

業
と

す
る

。
①

 デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
り

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

も
の

②
 地

域
課

題
を

解
決

す
る

新
技

術
、

革
新

技
術

等

県
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

、
又

は
共

同
体

の
核

と
な

る
、

県
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

採
択

件
数

：
10

件
総

額
：

50
,0

00
,0

00
円

採
択

件
数

：
8件 総

額
：

52
,4

85
,5

00
円

※
R２

実
績

は
、

ぐ
ん

ま
新

技
術

・
新

製
品

開
発

推
進

補
助

金
（

先
端

も
の

づ
く

り
産

業
推

進
型

）
実

績
を

参
考

計
上

連
絡

窓
口

・
開

発
事

業
に

要
す

る
経

費
の

う
ち

、
補

助
対

象
と

な
る

経
費

（
原

材
料

費
、

機
械

装
置

費
、

委
託

費
、

シ
ス

テ
ム

開
発

費
、

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

利
用

費
、

知
財

出
願

費
等

）
の

一
部

を
補

助
・

補
助

限
度

額
　

８
０

万
円

（
県

・
市

町
村

　
各

４
０

万
円

）
・

補
助

率
：

１
／

２
（

小
規

模
事

業
者

は
４

／
５

）

採
択

件
数

：
55

件
総

額
：

22
,0

00
,0

00
円

（
県

予
算

分
）

採
択

件
数

：
38

件
総

額
：

11
,6

85
,0

00
円

※
R２

実
績

は
、

ぐ
ん

ま
新

技
術

・
新

製
品

開
発

推
進

補
助

金
（

市
町

村
・

県
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
支

援
型

）
実

績
を

参
考

計
上

（
１

次
募

集
）

20
21

年
5月

6
日

～
5月

31
日

（
２

次
募

集
）

20
21

年
6月

末
頃

～
7月

末
頃

（
３

次
募

集
）

20
21

年
8月

中
旬

～
10

月
中

旬
※

２
次

・
３

次
募

集
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

毎
に

個
別

設
定

・
開

発
事

業
に

要
す

る
経

費
の

う
ち

、
補

助
対

象
と

な
る

経
費

（
原

材
料

費
、

機
械

装
置

費
、

委
託

費
、

シ
ス

テ
ム

開
発

費
、

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

利
用

費
、

知
財

出
願

費
等

）
の

一
部

を
補

助
・

補
助

限
度

額
：

５
０

０
万

円
・

補
助

率
：

１
／

２

20
21

年
5月

6日
～

5月
31

日

群
馬

県

410



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

埼
玉
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

先
端
産
業
課

担
当
者

推
進
担
当

電
話
番
号

04
8-

83
0-

37
37

FA
X番

号
04

8-
83

0-
48

16

E-
m

ai
l

a3
76

0-
02

@
pr

ef
.sa

ita
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
ai

ta
m

a.
lg

.jp
/a

08
12

/r
3-

ho
jyo

-d
ig

ita
l.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
令
和
３
年
度
埼
玉
県
デ
ジ
タ

ル
技
術
活
用
製
品
開
発
費
補

助
金

埼
玉
県
産
業
労
働
部

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
製
品
を
開
発
す
る

た
め
の
経
費
を
助
成
す
る
。

県
内
中
小
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
等

（
県
内
中
小
企
業
で
な
い
場
合
は
、
共
同
開

発
体
に
県
内
中
小
企
業
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
す
る
。
）

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
補
助
金
額
：
上
限
75
0万

円
補
助
金
の
支
払
い
：
精
算
払
い

ー
採
択
件
数
：

7件
(応
募
終
了
)

総
額
(予
定
)：

45
,0
00
,0
00
円

20
21
年
4月

1日
　
　
　
　
　
～
5月

10
日

埼
玉
県

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

群
馬

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

産
業

経
済

部
　

地
域

企
業

支
援

課
担

当
者

電
話

番
号

02
7-

22
6-

33
52

FA
X番

号
02

7-
22

3-
78

75

E-
m

ai
l

kig
yo

uk
a@

pr
ef

.gu
nm

a.
l

g.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

jp
/c

at
e_

lis
t/

ct
00

00
40

62
.h

tm
l

部
署

産
業

経
済

部
　

地
域

企
業

支
援

課

担
当

者
電

話
番

号
02

7-
22

6-
33

52
FA

X番
号

02
7-

22
3-

78
75

E-
m

ai
l

kig
yo

uk
a@

pr
ef

.gu
nm

a.
l

g.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

jp
/c

at
e_

lis
t/

ct
00

00
40

62
.h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

2
ぐ

ん
ま

Ｄ
Ｘ

技
術

革
新

補
助

金
（

市
町

村
・

県
連

携
タ

イ
プ

）

群
馬

県
、

共
同

実
施

市
町

村
（

※
２

５
団

体
：

前
橋

市
、

高
崎

市
、

桐
生

市
、

伊
勢

崎
市

、
太

田
市

、
沼

田
市

、
館

林
市

、
渋

川
市

、
藤

岡
市

、
富

岡
市

、
安

中
市

、
み

ど
り

市
、

榛
東

村
、

吉
岡

町
、

下
仁

田
町

、
甘

楽
町

、
中

之
条

町
、

東
吾

妻
町

、
み

な
か

み
町

、
玉

村
町

、
板

倉
町

、
明

和
町

、
千

代
田

町
、

大
泉

町
、

邑
楽

町
）

中
小

事
業

者
が

自
ら

行
う

、
も

の
づ

く
り

や
サ

ー
ビ

ス
等

に
係

る
新

技
術

・
新

製
品

に
関

す
る

開
発

で
、

地
域

に
根

差
し

た
技

術
・

製
品

開
発

で
あ

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
も

の
。

共
同

実
施

市
町

村
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

1
ぐ

ん
ま

Ｄ
Ｘ

技
術

革
新

補
助

金
（

Ｄ
Ｘ

推
進

・
地

域
課

題
解

決
タ

イ
プ

）

群
馬

県
補

助
対

象
事

業
は

県
内

の
中

小
企

業
者

が
行

う
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
技

術
や

製
品

開
発

等
で

あ
り

、
生

産
性

・
企

業
価

値
の

向
上

を
実

現
す

る
事

業
と

す
る

。
①

 デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
り

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

も
の

②
 地

域
課

題
を

解
決

す
る

新
技

術
、

革
新

技
術

等

県
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

、
又

は
共

同
体

の
核

と
な

る
、

県
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

採
択

件
数

：
10

件
総

額
：

50
,0

00
,0

00
円

採
択

件
数

：
8件 総

額
：

52
,4

85
,5

00
円

※
R２

実
績

は
、

ぐ
ん

ま
新

技
術

・
新

製
品

開
発

推
進

補
助

金
（

先
端

も
の

づ
く

り
産

業
推

進
型

）
実

績
を

参
考

計
上

連
絡

窓
口

・
開

発
事

業
に

要
す

る
経

費
の

う
ち

、
補

助
対

象
と

な
る

経
費

（
原

材
料

費
、

機
械

装
置

費
、

委
託

費
、

シ
ス

テ
ム

開
発

費
、

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

利
用

費
、

知
財

出
願

費
等

）
の

一
部

を
補

助
・

補
助

限
度

額
　

８
０

万
円

（
県

・
市

町
村

　
各

４
０

万
円

）
・

補
助

率
：

１
／

２
（

小
規

模
事

業
者

は
４

／
５

）

採
択

件
数

：
55

件
総

額
：

22
,0

00
,0

00
円

（
県

予
算

分
）

採
択

件
数

：
38

件
総

額
：

11
,6

85
,0

00
円

※
R２

実
績

は
、

ぐ
ん

ま
新

技
術

・
新

製
品

開
発

推
進

補
助

金
（

市
町

村
・

県
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
支

援
型

）
実

績
を

参
考

計
上

（
１

次
募

集
）

20
21

年
5月

6
日

～
5月

31
日

（
２

次
募

集
）

20
21

年
6月

末
頃

～
7月

末
頃

（
３

次
募

集
）

20
21

年
8月

中
旬

～
10

月
中

旬
※

２
次

・
３

次
募

集
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

毎
に

個
別

設
定

・
開

発
事

業
に

要
す

る
経

費
の

う
ち

、
補

助
対

象
と

な
る

経
費

（
原

材
料

費
、

機
械

装
置

費
、

委
託

費
、

シ
ス

テ
ム

開
発

費
、

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

利
用

費
、

知
財

出
願

費
等

）
の

一
部

を
補

助
・

補
助

限
度

額
：

５
０

０
万

円
・

補
助

率
：

１
／

２

20
21

年
5月

6日
～

5月
31

日

群
馬

県

411



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

千
葉
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

商
工
労
働
部
産
業
振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

04
3-

22
3-

27
78

FA
X番

号
04

3-
22

2-
45

55

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
-

d@
m

z.p
re

f.c
hi

ba
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.c
hi

ba
.

lg
.jp

/s
an

sh
in

/k
en

ko
u/

k
ob

o/
ho

jo
kin

3.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

1
医
療
機
器
等
開
発
支
援
補
助

事
業

千
葉
県

以
下
の
２
カ
テ
ゴ
リ
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助

①
製
造
販
売
業
者
等
と
連
携
し
た
医
療
機
器
及

び
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護
関
連
の
機
器
等

の
研
究
・
製
品
開
発

②
医
療
機
器
及
び
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護

関
連
の
機
器
等
の
臨
床
試
用
、
性
能
評
価
、
薬

事
審
査
及
び
承
認
・
認
証

主
た
る
事
業
の
実
施
地
が
千
葉
県
内
で
あ
る

中
小
企
業
者

連
絡
窓
口

事
業
内
容
①
②
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
、
補
助

対
象
経
費
の
2/
3を

補
助

20
21
年
4月

1日
～
4月

9日
採
択
件
数
：

7件 総
額
：

20
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

6件 総
額
：

14
,6
06
,0
00
円

千
葉
県

412



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

東
京

都
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

助
成

課

担
当

者
電

話
番

号
03

-3
25

1-
78

95
FA

X番
号

ー
E-

m
ai

l
ー

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ky

o-
ko

sh
a.

or
.jp

/s
up

po
rt/

jo
s

ei
/ji

gy
o/

sh
in

se
ih

in
.h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
新

製
品

・
新

技
術

開
発

助
成

事
業

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
本

事
業

で
は

、
実

用
化

の
見

込
み

の
あ

る
新

製
品

・
新

技
術

の
自

社
開

発
を

行
う

都
内

中
小

企
業

者
等

に
対

し
、

試
作

開
発

に
お

け
る

経
費

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

・
都

内
の

本
店

又
は

支
店

で
実

質
的

な
事

業
活

動
を

行
っ

て
い

る
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
者

）
等

 ・
 都

内
で

の
創

業
を

具
体

的
に

計
画

し
て

い
る

個
人

【
対

象
経

費
】

原
材

料
・

副
資

材
費

、
機

械
装

置
・

工
具

器
具

費
、

委
託

・
外

注
費

産
業

財
産

権
出

願
・

導
入

費
、

専
門

家
指

導
費

、
直

接
人

件
費

【
助

成
限

度
額

】
1,

50
0万

円
【

助
成

率
】

1/
2以

内

ー
ー

＜
申

請
書

類
提

出
期

間
＞

3月
15

日
（

月
）

～
4月

5日
（

月
）

17
時

00
分

東
京

都

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

千
葉
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

商
工
労
働
部
産
業
振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

04
3-

22
3-

27
78

FA
X番

号
04

3-
22

2-
45

55

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
-

d@
m

z.p
re

f.c
hi

ba
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.c
hi

ba
.

lg
.jp

/s
an

sh
in

/k
en

ko
u/

k
ob

o/
ho

jo
kin

3.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

1
医
療
機
器
等
開
発
支
援
補
助

事
業

千
葉
県

以
下
の
２
カ
テ
ゴ
リ
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助

①
製
造
販
売
業
者
等
と
連
携
し
た
医
療
機
器
及

び
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護
関
連
の
機
器
等

の
研
究
・
製
品
開
発

②
医
療
機
器
及
び
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護

関
連
の
機
器
等
の
臨
床
試
用
、
性
能
評
価
、
薬

事
審
査
及
び
承
認
・
認
証

主
た
る
事
業
の
実
施
地
が
千
葉
県
内
で
あ
る

中
小
企
業
者

連
絡
窓
口

事
業
内
容
①
②
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
、
補
助

対
象
経
費
の
2/
3を

補
助

20
21
年
4月

1日
～
4月

9日
採
択
件
数
：

7件 総
額
：

20
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

6件 総
額
：

14
,6
06
,0
00
円

千
葉
県

413



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

神
奈
川
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

経
済
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
室

担
当
者

電
話
番
号

04
4－

20
0－

25
13

FA
X番

号
04
4－

20
0－

39
20

E-
m

ai
l

28
in

no
va

@
cit

y.k
aw

as
ak

i.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ka

wa
s

ak
i.j

p/
jig

yo
u/

ca
te

go
ry

/
79

-3
1-

4-
0-

0-
0-

0-
0-

0-
0.

ht
m

l

部
署

産
業
活
性
課

担
当
者

企
業
活
動
サ
ポ
ー
ト
係

電
話
番
号

04
6-

26
0-

51
35

FA
X番

号
04

6-
26

0-
51

38

E-
m

ai
l

sk
_s

an
gy

@
cit

y.y
am

at
o.

l
g.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

cit
y.y

am
at

o
.lg

.jp
/w

eb
/s

an
gy

o/
k-

jo
ur

ei
.h

tm
l

採
択
件
数
（
未

定
）

総
額
（
予
算
）
：

3,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：

1件 総
額
：

58
9,
00
0円

2
大
和
市
企
業
活
動
振
興
条
例

大
和
市

事
業
所
の
新
設
や
経
営
規
模
の
拡
大
等
を
行
う

企
業
に
対
し
て
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す

（
上
限
あ
り
）
。

対
象
は
統
計
法
に
基
づ
く
日
本
標
準
産
業
分

類
に
規
定
す
る
、
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、

自
然
科
学
研
究
所
の
い
ず
れ
か
の
業
種

新
規
立
地
奨
励
金
：
大
和
市
内
に
事
業
所
を

有
し
な
い
企
業
が
、
市
内
に
お
い
て
新
た
に

操
業
を
開
始
す
る
場
合
（
資
本
投
資
額
1千

万
円
以
上
）
。

事
業
拡
大
奨
励
金
：
市
内
で
継
続
し
て
３
年

以
上
操
業
し
て
い
る
企
業
が
、
事
業
の
拡
大

の
た
め
に
市
内
に
お
い
て
事
業
所
を
増
設
又

は
既
存
事
業
所
の
移
設
・
建
て
替
え
を
行
う

場
合
（
資
本
投
資
額
1千

万
円
以
上
）
。

設
備
投
資
奨
励
金
：
市
内
で
継
続
し
て
３
年

以
上
操
業
し
て
い
る
企
業
が
、
事
業
の
拡
大

の
た
め
に
市
内
に
お
い
て
事
業
所
の
設
備
を

拡
大
ま
た
は
更
新
す
る
場
合
（
資
本
投
資
額

1千
万
円
以
上
）
。

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
（
ロ
ボ
ッ
ト
の
生
産
に
係
る

産
業
で
、
医
療
福
祉
関
連
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
防

災
関
連
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
も
の
）
の
場
合

は
、
新
規
取
得
し
た
土
地
を
除
く
固
定
資
産

の
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
見
込
額
の

１
２
倍
（
新
規
立
地
奨
励
金
、
事
業
拡
大
奨

励
金
は
２
億
円
が
上
限
。
設
備
投
資
奨
励
金

は
１
億
円
が
上
限
）
と
な
り
ま
す
。

※
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
以
外
は
、
新
規
取
得
し
た

土
地
を
除
く
固
定
資
産
の
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
見
込
額
の
６
倍
（
新
規
立
地
奨

励
金
、
事
業
拡
大
奨
励
金
は
１
億
円
が
上

限
。
設
備
投
資
奨
励
金
は
５
千
万
円
が
上

限
）
と
な
り
ま
す
。

―
―

随
時

連
絡
窓
口

1
川
崎
市
福
祉
製
品
開
発
支
援

補
助
金

川
崎
市
役
所

産
業
と
福
祉
の
融
合
で
新
た
な
活
力
と
社
会
的

価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
等
の
福
祉
製
品
、
共
用
品
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
及
び
改
良
等
に
か
か
る
経
費

を
助
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
員
で
あ
り
、
市
内
事
業
者

又
は
市
外
事
業
者
（
当
補
助
対
象
事
業
を
市

内
事
業
者
と
共
同
で
行
う
者
）

《
補
助
対
象
事
業
》

Ka
wa

sa
ki

 W
el

fa
re

 T
ec

hn
ol

og
y L

ab
（
略
称
：
ウ
ェ
ル
テ
ッ
ク
）
で
事
前
に
相
談

し
、
助
言
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
で
あ

り
、
老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
、

病
院
等
の
協
力
を
得
て
行
う
事
業
又
は
製
品

の
開
発
・
改
良
に
係
る
試
験
を
ウ
ェ
ル
テ
ッ

ク
で
行
う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

専
門
家
謝
金
、
原
材
料
費
、
消
耗
品
費
、
機

械
工
具
等
費
、
外
注
加
工
費
、
研
究
開
発
委

託
費
、
産
業
財
産
権
導
入
費
、
技
術
指
導

費
、
そ
の
他
の
経
費
（
資
料
購
入
費
、
通
信

運
搬
費
、
雑
役
務
費
等
の
研
究
開
発
に
伴
う

諸
経
費
）

補
助
率
：
3分

の
2以

下
補
助
限
度
額
：
10
0万

円

令
和
3年

9月
1日

（
水
）
か

ら
令
和
3年

9月
30
日
（
木
）

ま
で

神
奈
川
県

414



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
連

絡
窓

口
部

署
産

業
活

性
課

担
当

者
企

業
活

動
サ

ポ
ー

ト
係

電
話

番
号

04
6-

26
0-

51
35

FA
X番

号
04

6-
26

0-
51

38

E-
m

ai
l

sk
_s

an
gy

@
cit

y.y
am

at
o.

l
g.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

cit
y.y

am
at

o
.lg

.jp
/w

eb
/s

an
gy

o/
pc

4_
sa

ng
yo

01
21

20
50

.h
tm

l

部
署

事
業

企
画

部

担
当

者
電

話
番

号
04

5-
50

2-
48

10
FA

X番
号

04
5-

50
2-

98
10

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
ih

ar
a.

or
.jp

/

部
署

事
業

化
支

援
部

企
画

支
援

課

担
当

者

電
話

番
号

04
6-

23
6-

15
00

FA
X番

号
04

6-
23

6-
15

25

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

・
研

究
成

果
や

ア
イ

デ
ィ

ア
等

を
具

体
化

す
る

部
品

・
製

品
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
や

試
作

品
の

開
発

・
②

 新
規

の
研

究
ア

イ
デ

ィ
ア

に
基

づ
く

予
備

試
験

又
は

仮
説

検
証

に
必

要
と

な
る

デ
ー

タ
等

の
取

得
※

新
規

の
研

究
ア

イ
デ

ィ
ア

と
は

、
検

証
中

の
研

究
内

容
の

延
長

で
は

な
く

、
新

し
い

着
想

に
よ

り
研

究
テ

ー
マ

を
発

展
・

展
開

さ
せ

た
も

の
を

い
う

。
（

助
成

率
：

対
象

経
費

の
10

/1
0以

内
、

1
申

請
あ

た
り

の
助

成
限

度
額

：
10

0万
円

）

採
択

件
数

：
20

～
22

件
（

予
定

）
総

額
：

20
,0

00
,0

00
円

（
予

定
）

採
択

件
数

：
22

件
総

額
：

21
,6

65
,0

00
円

4
LI

P.横
浜

　
ト

ラ
イ

ア
ル

助
成

金
公

益
財

団
法

人
木

原
記

念
横

浜
生

命
科

学
振

興
財

団
健

康
・

医
療

分
野

の
基

礎
研

究
成

果
や

臨
床

ニ
ー

ズ
等

の
実

用
化

に
向

け
た

産
学

連
携

事
業

の
推

進
に

つ
な

が
る

取
組

の
う

ち
、

研
究

成
果

や
ア

イ
デ

ィ
ア

等
を

具
体

化
す

る
試

作
品

の
開

発
や

次
の

研
究

ス
テ

ッ
プ

に
進

む
た

め
に

必
要

な
デ

ー
タ

等
の

取
得

な
ど

に
対

す
る

研
究

開
発

費
の

助
成

・
中

小
企

業
で

あ
っ

て
、

横
浜

市
内

に
本

店
を

登
記

し
て

い
る

、
も

し
く

は
、

申
請

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

開
発

拠
点

を
有

す
る

者
・

大
学

等
で

あ
っ

て
、

横
浜

 大
学

・
都

市
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
協

議
会

会
則

第
3条

に
規

定
す

る
者

・
研

究
機

関
、

病
院

等
で

あ
っ

て
、

横
浜

市
内

に
申

請
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
研

究
開

発
拠

点
を

有
す

る
者

対
象

分
野

：
研

究
開

発
的

要
素

を
有

す
る

も
の

づ
く

り
分

野
（

※
主

な
対

応
分

野
：

材
料

、
機

械
、

電
気

・
電

子
、

化
学

、
デ

ザ
イ

ン
、

Io
Tな

ど
）

支
援

内
容

：
・

担
当

職
員

を
決

め
て

、
技

術
サ

ポ
ー

ト
・

試
験

計
測

費
用

と
設

備
機

器
使

用
料

が
30

万
円

～
10

0 
万

円
相

当
を

上
限

に
免

除
。

・
製

品
開

発
室

使
用

課
題

に
採

択
さ

れ
た

場
合

、
当

研
究

所
内

の
実

験
室

（
製

品
開

発
室

、
約

57
㎡

）
を

専
有

（
有

料
）

し
、

開
発

の
拠

点
と

し
て

活
用

そ
の

他
、

展
示

会
出

展
、

特
許

相
談

等
、

製
品

化
支

援
・

事
業

化
支

援
の

両
面

か
ら

サ
ポ

ー
ト

製
品

化
支

援
20

21
年

1月
19

日
　

　
　

　
　

～
2月

22
日

事
業

化
支

援
随

時
受

付

採
択

件
数

：
18

件
程

度
（

製
品

化
支

援
10

件
、

事
業

化
支

援
８

件
）

採
択

件
数

：
17

件
（

製
品

化
支

援
9

件
、

事
業

化
支

援
8

件
）

5
製

品
化

・
事

業
化

支
援

事
業

地
方

独
立

行
政

法
人

神
奈

川
県

立
産

業
技

術
総

合
研

究
所

新
製

品
の

開
発

や
新

事
業

を
め

ざ
す

県
内

の
中

小
企

業
に

対
し

、
当

所
の

保
有

技
術

や
設

備
機

器
を

活
用

し
、

技
術

・
デ

ザ
イ

ン
・

経
営

・
金

融
等

の
総

合
支

援
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

競
争

力
の

高
い

製
品

化
・

事
業

化
の

達
成

を
促

進
す

る
。

製
品

化
支

援
（

年
1回

公
募

）
と

事
業

化
支

援
（

随
時

受
付

）
に

分
け

て
実

施
。

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
し

、
新

製
品

の
開

発
や

商
品

化
を

め
ざ

す
中

小
企

業
者

（
法

人
、

個
人

事
業

者
、

組
合

ほ
か

）

―
研

究
開

発
費

用
（

調
査

研
究

費
用

、
実

証
実

験
費

用
、

原
材

料
費

用
、

設
計

費
用

、
加

工
製

造
費

用
等

）
の

3分
の

1（
上

限
50

0,
00

0
円

）

3
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
研

究
開

発
補

助
金

大
和

市
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

研
究

開
発

に
要

す
る

費
用

を
一

部
補

助
し

ま
す

。
市

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

で
、

神
奈

川
版

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

参
加

し
、

か
つ

、
応

用
開

発
ス

テ
ー

ジ
等

で
採

用
さ

れ
た

技
術

等
を

も
つ

者
。

随
時

採
択

件
数

：
1件 総

額
（

予
定

）
：

50
0,

00
0円

神
奈

川
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

神
奈
川
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

経
済
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
室

担
当
者

電
話
番
号

04
4－

20
0－

25
13

FA
X番

号
04
4－

20
0－

39
20

E-
m

ai
l

28
in

no
va

@
cit

y.k
aw

as
ak

i.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ka

wa
s

ak
i.j

p/
jig

yo
u/

ca
te

go
ry

/
79

-3
1-

4-
0-

0-
0-

0-
0-

0-
0.

ht
m

l

部
署

産
業
活
性
課

担
当
者

企
業
活
動
サ
ポ
ー
ト
係

電
話
番
号

04
6-

26
0-

51
35

FA
X番

号
04

6-
26

0-
51

38

E-
m

ai
l

sk
_s

an
gy

@
cit

y.y
am

at
o.

l
g.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

cit
y.y

am
at

o
.lg

.jp
/w

eb
/s

an
gy

o/
k-

jo
ur

ei
.h

tm
l

採
択
件
数
（
未

定
）

総
額
（
予
算
）
：

3,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：

1件 総
額
：

58
9,
00
0円

2
大
和
市
企
業
活
動
振
興
条
例

大
和
市

事
業
所
の
新
設
や
経
営
規
模
の
拡
大
等
を
行
う

企
業
に
対
し
て
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す

（
上
限
あ
り
）
。

対
象
は
統
計
法
に
基
づ
く
日
本
標
準
産
業
分

類
に
規
定
す
る
、
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、

自
然
科
学
研
究
所
の
い
ず
れ
か
の
業
種

新
規
立
地
奨
励
金
：
大
和
市
内
に
事
業
所
を

有
し
な
い
企
業
が
、
市
内
に
お
い
て
新
た
に

操
業
を
開
始
す
る
場
合
（
資
本
投
資
額
1千

万
円
以
上
）
。

事
業
拡
大
奨
励
金
：
市
内
で
継
続
し
て
３
年

以
上
操
業
し
て
い
る
企
業
が
、
事
業
の
拡
大

の
た
め
に
市
内
に
お
い
て
事
業
所
を
増
設
又

は
既
存
事
業
所
の
移
設
・
建
て
替
え
を
行
う

場
合
（
資
本
投
資
額
1千

万
円
以
上
）
。

設
備
投
資
奨
励
金
：
市
内
で
継
続
し
て
３
年

以
上
操
業
し
て
い
る
企
業
が
、
事
業
の
拡
大

の
た
め
に
市
内
に
お
い
て
事
業
所
の
設
備
を

拡
大
ま
た
は
更
新
す
る
場
合
（
資
本
投
資
額

1千
万
円
以
上
）
。

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
（
ロ
ボ
ッ
ト
の
生
産
に
係
る

産
業
で
、
医
療
福
祉
関
連
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
防

災
関
連
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
も
の
）
の
場
合

は
、
新
規
取
得
し
た
土
地
を
除
く
固
定
資
産

の
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
見
込
額
の

１
２
倍
（
新
規
立
地
奨
励
金
、
事
業
拡
大
奨

励
金
は
２
億
円
が
上
限
。
設
備
投
資
奨
励
金

は
１
億
円
が
上
限
）
と
な
り
ま
す
。

※
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
以
外
は
、
新
規
取
得
し
た

土
地
を
除
く
固
定
資
産
の
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
見
込
額
の
６
倍
（
新
規
立
地
奨

励
金
、
事
業
拡
大
奨
励
金
は
１
億
円
が
上

限
。
設
備
投
資
奨
励
金
は
５
千
万
円
が
上

限
）
と
な
り
ま
す
。

―
―

随
時

連
絡
窓
口

1
川
崎
市
福
祉
製
品
開
発
支
援

補
助
金

川
崎
市
役
所

産
業
と
福
祉
の
融
合
で
新
た
な
活
力
と
社
会
的

価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
等
の
福
祉
製
品
、
共
用
品
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
及
び
改
良
等
に
か
か
る
経
費

を
助
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
員
で
あ
り
、
市
内
事
業
者

又
は
市
外
事
業
者
（
当
補
助
対
象
事
業
を
市

内
事
業
者
と
共
同
で
行
う
者
）

《
補
助
対
象
事
業
》

Ka
wa

sa
ki

 W
el

fa
re

 T
ec

hn
ol

og
y L

ab
（
略
称
：
ウ
ェ
ル
テ
ッ
ク
）
で
事
前
に
相
談

し
、
助
言
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
で
あ

り
、
老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
、

病
院
等
の
協
力
を
得
て
行
う
事
業
又
は
製
品

の
開
発
・
改
良
に
係
る
試
験
を
ウ
ェ
ル
テ
ッ

ク
で
行
う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

専
門
家
謝
金
、
原
材
料
費
、
消
耗
品
費
、
機

械
工
具
等
費
、
外
注
加
工
費
、
研
究
開
発
委

託
費
、
産
業
財
産
権
導
入
費
、
技
術
指
導

費
、
そ
の
他
の
経
費
（
資
料
購
入
費
、
通
信

運
搬
費
、
雑
役
務
費
等
の
研
究
開
発
に
伴
う

諸
経
費
）

補
助
率
：
3分

の
2以

下
補
助
限
度
額
：
10
0万

円

令
和
3年

9月
1日

（
水
）
か

ら
令
和
3年

9月
30
日
（
木
）

ま
で

神
奈
川
県

415



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
連

絡
窓

口

部
署

事
業

化
支

援
部

企
画

支
援

課

担
当

者
電

話
番

号
04

6-
23

6-
15

00
FA

X番
号

04
6-

23
6-

15
25

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

部
署

経
済

部
　

産
業

支
援

課

担
当

者
ロ

ボ
ッ

ト
・

新
事

業
支

援
班

電
話

番
号

04
2-

70
7-

71
54

FA
X番

号
04

2-
75

4-
10

64

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
u.

s@
cit

y.s
ag

am
i

ha
ra

.ka
na

ga
wa

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.sa

ga
m

ih
ar

a.
ka

na
ga

wa
.jp

/s
an

g
yo

/s
an

gy
o/

10
03

29
1/

jo
s

ei
/1

00
33

11
.h

tm
l

部
署

研
究

開
発

部
橋

渡
し

研
究

課

担
当

者
電

話
番

号
04

6-
23

6-
15

00
FA

X番
号

04
6-

23
6-

15
25

E-
m

ai
l

sm
_s

ec
_h

as
hi

@
kis

te
c.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ki
st

ec
.jp

/c
at

eg
or

y/
r_

an
d_

d/
cm

cl/

←
目

次
に

戻
る

6
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
デ

ザ
イ

ン
支

援
事

業
地

方
独

立
行

政
法

人
神

奈
川

県
立

産
業

技
術

総
合

研
究

所
商

品
の

高
付

加
価

値
化

、
市

場
競

争
力

強
化

を
図

る
た

め
、

開
発

の
初

期
段

階
か

ら
デ

ザ
イ

ン
を

戦
略

的
に

活
用

し
、

生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

の
早

期
商

品
化

・
事

業
化

に
向

け
た

支
援

を
実

施

神
奈

川
県

「
さ

が
み

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

特
区

」
の

事
業

に
参

加
し

て
い

る
、

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

、
又

は
、

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

を
構

成
員

に
含

む
グ

ル
ー

プ
で

、
デ

ザ
イ

ン
事

業
者

に
よ

る
デ

ザ
イ

ン
開

発
の

支
援

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
、

翌
年

3 
月

ま
で

に
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

商
品

化
ま

た
は

商
品

化
に

向
け

た
試

作
品

を
完

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
事

業
者

。

対
象

分
野

：
ロ

ボ
ッ

ト
、

Io
T、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

先
端

素
材

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

（
未

病
、

先
端

医
療

）
、

輸
送

用
機

械
器

具
・

試
験

、
分

析
、

評
価

等
支

援
内

容
：

・
研

究
費

の
一

部
負

担
（

1年
目

30
0万

円
、

2年
目

20
0万

円
、

3年
目

10
0万

円
を

上
限

）

採
択

件
数

：
3件

（
R3

.6
月

末
時

点
で

R3
年

度
公

募
終

了
）

採
択

件
数

：
5件

20
21

年
3月

1日
～

3月
25

日
（

令
和

4年
度

事
業

は
、

20
22

年
3月

に
公

募
実

施
予

定
）

支
援

内
容

：
・

商
品

化
プ

ロ
セ

ス
に

必
要

な
デ

ザ
イ

ン
開

発
を

総
合

的
に

支
援

＜
業

務
委

託
費

 ２
０

０
万

円
以

内
＞

・
商

品
化

プ
ロ

セ
ス

に
必

要
な

デ
ザ

イ
ン

開
発

の
一

部
を

支
援

＜
業

務
委

託
費

 ８
０

万
円

以
内

＞

開
発

テ
ー

マ
募

集
採

択
件

数
：

３
件

以
内

採
択

件
数

：
３

件

【
一

般
型

】
■

補
助

率
：

研
究

開
発

に
要

す
る

経
費

の
2

分
の

1以
内

■
補

助
額

：
1案

件
あ

た
り

50
万

円
以

上
10

0万
円

以
内

。
た

だ
し

、
産

学
連

携
枠

や
行

政
課

題
対

応
枠

に
よ

る
研

究
開

発
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
、

50
万

円
以

上
15

0万
円

以
内

。

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

型
】

■
補

助
率

：
研

究
開

発
に

要
す

る
経

費
の

4
分

の
3以

内
■

補
助

額
：

1案
件

あ
た

り
50

万
円

以
上

30
0万

円
以

内

採
択

件
数

：
【

一
般

型
】

４
件

総
額

（
予

定
）

：
5,

00
0,

00
0円

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

型
】

２
件

総
額

（
予

定
）

：
4,

51
8,

00
0円

採
択

件
数

：
【

一
般

型
】

４
件

総
額

6,
68

5,
00

0円
【

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
関

連
型

】
11

件
総

額
：

20
,8

43
,0

00
円

20
21

年
6月

1日
か

ら
　

　
　

6月
30

日
ま

で

8
産

学
公

連
携

事
業

化
促

進
研

究
地

方
独

立
行

政
法

人
神

奈
川

県
立

産
業

技
術

総
合

研
究

所
今

後
成

長
が

期
待

さ
れ

る
産

業
分

野
に

お
い

て
、

中
小

企
業

等
の

開
発

ニ
ー

ズ
と

大
学

等
の

研
究

シ
ー

ズ
（

知
識

・
技

術
等

）
を

結
び

付
け

、
さ

ら
に

当
所

が
有

す
る

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
小

企
業

等
に

よ
る

事
業

化
を

促
進

し
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

し
て

地
域

産
業

の
振

興
と

競
争

力
強

化
を

図
る

・
研

究
シ

ー
ズ

を
有

す
る

大
学

等
と

開
発

ニ
ー

ズ
を

有
す

る
企

業
等

の
両

者
を

含
む

共
同

研
究

体
で

申
請

が
な

さ
れ

る
こ

と
・

神
奈

川
県

内
に

主
た

る
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

が
研

究
参

加
機

関
に

含
ま

れ
る

こ
と

7
相

模
原

市
中

小
企

業
研

究
開

発
補

助
金

相
模

原
市

市
内

中
小

企
業

者
の

新
製

品
・

新
技

術
開

発
や

新
分

野
進

出
を

支
援

す
る

た
め

、
研

究
開

発
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助

相
模

原
市

内
に

事
業

者
を

有
し

、
補

助
対

象
事

業
に

係
る

研
究

開
発

拠
点

が
市

内
で

あ
る

中
小

企
業

者
市

税
に

つ
い

て
未

納
の

税
額

が
な

い
こ

と

【
一

般
型

】
補

助
内

容
：

新
製

品
・

新
技

術
の

研
究

開
発

に
必

要
な

経
費

を
補

助

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

型
】

補
助

内
容

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

資
す

る
新

製
品

・
新

技
術

の
研

究
開

発
に

必
要

な
経

費
を

補
助

神
奈

川
県
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介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

新
潟

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

セ
ン

タ
ー

担
当

者
電

話
番

号
02

5-
22

6-
05

50
FA

X番
号

02
5-

22
6-

05
55

E-
m

ai
l

in
fo

@
ni

ig
at

a-
ip

c.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/n
iig

at
a-

ip
c.o

r.j
p/

部
署

一
般

社
団

法
人

健
康

ビ
ジ

ネ
ス

協
議

会

担
当

者
電

話
番

号
02

5-
24

6-
42

33
FA

X番
号

02
5-

25
0-

11
17

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
en

bi
ky

ou
.jp

/1
0

08
9/

部
署

一
般

社
団

法
人

健
康

ビ
ジ

ネ
ス

協
議

会

担
当

者
電

話
番

号
02

5-
24

6-
42

33
FA

X番
号

02
5-

25
0-

11
17

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
en

bi
ky

ou
.jp

/9
9

49
/

部
署

産
業

創
造

グ
ル

ー
プ

 IT
 支

援
チ

ー
ム

担
当

者
電

話
番

号
02

5-
24

6-
00

69
FA

X番
号

02
5-

24
6-

00
30

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.n
ico

.o
r.j

p/
sie

n/
ho

jo
kin

/4
68

82
/

←
目

次
に

戻
る

4
Ｄ

Ｘ
推

進
試

作
開

発
助

成
金

公
益

財
団

法
人

に
い

が
た

産
業

創
造

機
構

※
新

潟
県

の
補

助
に

よ
り

実
施

５
Gを

活
用

す
る

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
や

AI
、

Io
T

等
を

活
用

し
た

シ
ス

テ
ム

や
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
試

作
開

発
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
助

成

新
潟

県
内

に
主

た
る

事
業

所
を

持
つ

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
 を

開
発

す
る

者
、

 製
品

・
サ

ー
ビ

ス
 の

顧
客

（
ユ

ー
ザ

）
と

な
る

者
等

で
構

成
す

る
共

同
事

業
体

（
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

）

消
費

税
及

び
振

込
手

数
料

等
は

対
象

外
補

助
対

象
経

費
の

1/
2を

補
助

20
21

年
４

月
26

日
～

６
月

11
日

採
択

件
数

：
５

件
総

額
（

予
定

）
：

25
,0

00
,0

00
円

な
し

※
本

事
業

は
R３

か
ら

開
始

採
択

件
数

：
１

件
総

額
（

予
定

）
：

2,
00

0,
00

0円

採
択

件
数

：
２

件
総

額
：

3,
85

1,
00

0円

県
内

企
業

、
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
が

連
携

し
て

行
う

医
療

・
福

祉
現

場
の

職
場

環
境

の
改

善
に

役
立

つ
ツ

ー
ル

の
実

装
に

関
す

る
費

用
に

つ
い

て
支

援

新
潟

県
内

企
業

、
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
が

連
携

・
協

働
す

る
共

同
事

業
体

（
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

）

消
費

税
及

び
振

込
手

数
料

等
は

対
象

外
補

助
対

象
経

費
の

2/
3を

補
助

消
費

税
及

び
振

込
手

数
料

等
は

対
象

外
補

助
対

象
経

費
の

1/
2を

補
助

１
次

募
集

：
20

21
年

５
月

25
日

～
６

月
24

日
２

次
募

集
：

20
21

年
7月

9日
～

8月
18

日

１
次

募
集

：
20

21
年

５
月

25
日

～
６

月
24

日
２

次
募

集
：

20
21

年
7月

9日
～

8月
18

日

3
医

療
・

福
祉

現
場

の
職

場
環

境
改

善
ツ

ー
ル

実
装

支
援

事
業

一
般

社
団

法
人

健
康

ビ
ジ

ネ
ス

協
議

会
※

新
潟

県
の

委
託

に
よ

り
実

施

2
感

染
症

対
策

及
び

健
康

維
持

製
品

開
発

支
援

事
業

一
般

社
団

法
人

健
康

ビ
ジ

ネ
ス

協
議

会
※

新
潟

県
の

委
託

に
よ

り
実

施

採
択

件
数

：
１

件
総

額
（

予
定

）
：

1,
50

0,
00

0円

な
し

※
本

事
業

は
R３

か
ら

開
始

連
絡

窓
口

1
技

術
ア

イ
デ

ア
実

行
支

援
補

助
金

公
益

財
団

法
人

新
潟

市
産

業
振

興
財

団
新

潟
市

内
の

中
小

事
業

者
が

自
社

製
品

の
生

産
性

強
化

や
品

質
の

向
上

、
新

事
業

へ
の

展
開

、
新

製
品

開
発

の
た

め
に

取
り

組
む

研
究

、
技

術
開

発
に

つ
い

て
支

援
(※

対
象

は
介

護
機

器
に

限
り

ま
せ

ん
。

）

新
潟

市
内

に
本

社
又

は
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
事

業
者

・
補

助
上

限
額

10
0万

円
・

補
助

対
象

経
費

の
2/

3以
内

を
補

助
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

前
年

同
月

比
15

％
以

上
の

売
上

減
少

が
認

め
ら

れ
か

つ
売

上
減

少
理

由
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

あ
る

こ
と

が
明

確
で

あ
る

場
合

は
、

補
助

対
象

経
費

の
4

分
の

3以
内

採
択

件
数

：
4件 総

額
（

予
定

）
：

4,
00

0,
00

0円

採
択

件
数

：
2件

総
額

：
1,

00
0,

00
0円

20
21

年
7月

1日
～

7月
30

日

新
し

い
生

活
様

式
を

踏
ま

え
た

医
療

福
祉

従
事

者
及

び
高

齢
者

の
感

染
症

対
策

や
健

康
維

持
に

つ
な

が
る

製
品

開
発

に
関

す
る

費
用

に
つ

い
て

支
援

新
潟

県
内

に
主

た
る

事
業

所
を

有
す

る
も

の

新
潟

県

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
連

絡
窓

口

部
署

事
業

化
支

援
部

企
画

支
援

課

担
当

者
電

話
番

号
04

6-
23

6-
15

00
FA

X番
号

04
6-

23
6-

15
25

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

部
署

経
済

部
　

産
業

支
援

課

担
当

者
ロ

ボ
ッ

ト
・

新
事

業
支

援
班

電
話

番
号

04
2-

70
7-

71
54

FA
X番

号
04

2-
75

4-
10

64

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
u.

s@
cit

y.s
ag

am
i

ha
ra

.ka
na

ga
wa

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.sa

ga
m

ih
ar

a.
ka

na
ga

wa
.jp

/s
an

g
yo

/s
an

gy
o/

10
03

29
1/

jo
s

ei
/1

00
33

11
.h

tm
l

部
署

研
究

開
発

部
橋

渡
し

研
究

課

担
当

者
電

話
番

号
04

6-
23

6-
15

00
FA

X番
号

04
6-

23
6-

15
25

E-
m

ai
l

sm
_s

ec
_h

as
hi

@
kis

te
c.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ki
st

ec
.jp

/c
at

eg
or

y/
r_

an
d_

d/
cm

cl/

←
目

次
に

戻
る

6
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
デ

ザ
イ

ン
支

援
事

業
地

方
独

立
行

政
法

人
神

奈
川

県
立

産
業

技
術

総
合

研
究

所
商

品
の

高
付

加
価

値
化

、
市

場
競

争
力

強
化

を
図

る
た

め
、

開
発

の
初

期
段

階
か

ら
デ

ザ
イ

ン
を

戦
略

的
に

活
用

し
、

生
活

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

の
早

期
商

品
化

・
事

業
化

に
向

け
た

支
援

を
実

施

神
奈

川
県

「
さ

が
み

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

特
区

」
の

事
業

に
参

加
し

て
い

る
、

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

、
又

は
、

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

を
構

成
員

に
含

む
グ

ル
ー

プ
で

、
デ

ザ
イ

ン
事

業
者

に
よ

る
デ

ザ
イ

ン
開

発
の

支
援

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
、

翌
年

3 
月

ま
で

に
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

商
品

化
ま

た
は

商
品

化
に

向
け

た
試

作
品

を
完

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
事

業
者

。

対
象

分
野

：
ロ

ボ
ッ

ト
、

Io
T、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

先
端

素
材

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

（
未

病
、

先
端

医
療

）
、

輸
送

用
機

械
器

具
・

試
験

、
分

析
、

評
価

等
支

援
内

容
：

・
研

究
費

の
一

部
負

担
（

1年
目

30
0万

円
、

2年
目

20
0万

円
、

3年
目

10
0万

円
を

上
限

）

採
択

件
数

：
3件

（
R3

.6
月

末
時

点
で

R3
年

度
公

募
終

了
）

採
択

件
数

：
5件

20
21

年
3月

1日
～

3月
25

日
（

令
和

4年
度

事
業

は
、

20
22

年
3月

に
公

募
実

施
予

定
）

支
援

内
容

：
・

商
品

化
プ

ロ
セ

ス
に

必
要

な
デ

ザ
イ

ン
開

発
を

総
合

的
に

支
援

＜
業

務
委

託
費

 ２
０

０
万

円
以

内
＞

・
商

品
化

プ
ロ

セ
ス

に
必

要
な

デ
ザ

イ
ン

開
発

の
一

部
を

支
援

＜
業

務
委

託
費

 ８
０

万
円

以
内

＞

開
発

テ
ー

マ
募

集
採

択
件

数
：

３
件

以
内

採
択

件
数

：
３

件

【
一

般
型

】
■

補
助

率
：

研
究

開
発

に
要

す
る

経
費

の
2

分
の

1以
内

■
補

助
額

：
1案

件
あ

た
り

50
万

円
以

上
10

0万
円

以
内

。
た

だ
し

、
産

学
連

携
枠

や
行

政
課

題
対

応
枠

に
よ

る
研

究
開

発
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
、

50
万

円
以

上
15

0万
円

以
内

。

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

型
】

■
補

助
率

：
研

究
開

発
に

要
す

る
経

費
の

4
分

の
3以

内
■

補
助

額
：

1案
件

あ
た

り
50

万
円

以
上

30
0万

円
以

内

採
択

件
数

：
【

一
般

型
】

４
件

総
額

（
予

定
）

：
5,

00
0,

00
0円

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

型
】

２
件

総
額

（
予

定
）

：
4,

51
8,

00
0円

採
択

件
数

：
【

一
般

型
】

４
件

総
額

6,
68

5,
00

0円
【

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
関

連
型

】
11

件
総

額
：

20
,8

43
,0

00
円

20
21

年
6月

1日
か

ら
　

　
　

6月
30

日
ま

で

8
産

学
公

連
携

事
業

化
促

進
研

究
地

方
独

立
行

政
法

人
神

奈
川

県
立

産
業

技
術

総
合

研
究

所
今

後
成

長
が

期
待

さ
れ

る
産

業
分

野
に

お
い

て
、

中
小

企
業

等
の

開
発

ニ
ー

ズ
と

大
学

等
の

研
究

シ
ー

ズ
（

知
識

・
技

術
等

）
を

結
び

付
け

、
さ

ら
に

当
所

が
有

す
る

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
小

企
業

等
に

よ
る

事
業

化
を

促
進

し
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

し
て

地
域

産
業

の
振

興
と

競
争

力
強

化
を

図
る

・
研

究
シ

ー
ズ

を
有

す
る

大
学

等
と

開
発

ニ
ー

ズ
を

有
す

る
企

業
等

の
両

者
を

含
む

共
同

研
究

体
で

申
請

が
な

さ
れ

る
こ

と
・

神
奈

川
県

内
に

主
た

る
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

が
研

究
参

加
機

関
に

含
ま

れ
る

こ
と

7
相

模
原

市
中

小
企

業
研

究
開

発
補

助
金

相
模

原
市

市
内

中
小

企
業

者
の

新
製

品
・

新
技

術
開

発
や

新
分

野
進

出
を

支
援

す
る

た
め

、
研

究
開

発
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助

相
模

原
市

内
に

事
業

者
を

有
し

、
補

助
対

象
事

業
に

係
る

研
究

開
発

拠
点

が
市

内
で

あ
る

中
小

企
業

者
市

税
に

つ
い

て
未

納
の

税
額

が
な

い
こ

と

【
一

般
型

】
補

助
内

容
：

新
製

品
・

新
技

術
の

研
究

開
発

に
必

要
な

経
費

を
補

助

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

型
】

補
助

内
容

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

資
す

る
新

製
品

・
新

技
術

の
研

究
開

発
に

必
要

な
経

費
を

補
助

神
奈

川
県

417



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

富
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp
/

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp
/ ←
目
次
に
戻
る

2
令
和
3年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

と
や
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
設
定

し
た
介
護
施
設
等
の
現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
具

体
的
な
製
品
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
開
発
を
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
に
利
用
者
支
店
の

製
品
の
開
発
を
図
る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
県
内
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試

験
研
究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共

同
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ

1
令
和
3年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
製
品
加
速
化
事
業
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

富
山
県
に
蓄
積
さ
れ
た
産
業
基
盤
や
資
源
を
活

用
し
た
新
商
品
・
新
事
業
の
創
出
促
進
を
図
る

も
の
。
応
募
対
象
提
案
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野

に
該
当
す
る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
県
内
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試

験
研
究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共

同
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ

採
択
件
数
：

3件 総
額
（
予
定
）
：

15
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

3件 総
額
：

14
,6
42
,0
00
円

連
絡
窓
口

委
託
対
象
と
な
る
経
費
は
、
取
り
組
み
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
旅
費
、
通
信
運
搬

費
、
消
耗
品
費
、
工
具
機
器
費
、
（
機
械
装

置
の
）
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
費
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
費
、
専
門
家
謝
金
・
旅
費
、
外

注
費
、
再
委
託
費
、
共
同
研
究
費

採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

10
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

2件 総
額
：

6,
04
1,
00
0円

20
21
年
6月

1日
～

委
託
対
象
と
な
る
経
費
は
、
取
り
組
み
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
旅
費
、
通
信
運
搬

費
、
消
耗
品
費
、
工
具
機
器
費
、
（
機
械
装

置
の
）
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
費
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
費
、
専
門
家
謝
金
・
旅
費
、
外

注
費
、
再
委
託
費
、
共
同
研
究
費

20
21
年
6月

1日
～

富
山
県

418



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

石
川

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
次

世
代

産
業

支
援

課
担

当
者

電
話

番
号

07
6-

26
7-

62
91

FA
X番

号
07

6-
26

8-
13

22
E-

m
ai

l
pr

oj
ec

t@
isi

co
.o

r.j
p

HP
_U

RL
ww

w.
isi

co
.o

r.j
p

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
 ｰ 

件
総

額
：

ｰ 円
採

択
件

数
：

０
件

総
額

：
０

円
1

い
し

か
わ

次
世

代
産

業
創

造
フ

ァ
ン

ド
事

業
次

世
代

産
業

創
造

支
援

事
業

（
重

点
分

野
と

し
て

、
５

分
野

を
指

定
）

の
う

ち
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

公
益

財
団

法
人

石
川

県
産

業
創

出
支

援
機

構
医

療
機

器
・

器
具

、
介

護
・

福
祉

用
品

の
開

発
、

医
療

・
介

護
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

等
を

活
用

し
た

高
度

化
・

効
率

化
に

資
す

る
シ

ス
テ

ム
開

発
、

特
定

保
健

用
食

品
、

栄
養

機
能

食
品

。
病

者
用

食
品

等
の

機
能

性
食

品
や

医
薬

品
の

開
発

な
ど

、
健

康
、

医
療

、
介

護
、

福
祉

等
の

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

に
お

け
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

支
援

す
る

。

石
川

県
内

に
本

社
又

は
開

発
拠

点
等

を
有

す
る

コ
ア

企
業

と
大

学
や

企
業

等
で

構
成

さ
れ

る
連

携
体

。

事
業

実
施

期
間

内
（

最
大

３
年

間
）

で
　

３
０

，
０

０
０

千
円

以
内

（
但

し
、

補
助

対
象

経
費

の
２

／
3以

内
）

今
年

度
の

募
集

は
、

終
了

。

石
川

県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

富
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp
/

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp
/ ←
目
次
に
戻
る

2
令
和
3年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

と
や
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
設
定

し
た
介
護
施
設
等
の
現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
具

体
的
な
製
品
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
開
発
を
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
に
利
用
者
支
店
の

製
品
の
開
発
を
図
る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
県
内
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試

験
研
究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共

同
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ

1
令
和
3年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
製
品
加
速
化
事
業
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

富
山
県
に
蓄
積
さ
れ
た
産
業
基
盤
や
資
源
を
活

用
し
た
新
商
品
・
新
事
業
の
創
出
促
進
を
図
る

も
の
。
応
募
対
象
提
案
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野

に
該
当
す
る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
県
内
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試

験
研
究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共

同
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ

採
択
件
数
：

3件 総
額
（
予
定
）
：

15
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

3件 総
額
：

14
,6
42
,0
00
円

連
絡
窓
口

委
託
対
象
と
な
る
経
費
は
、
取
り
組
み
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
旅
費
、
通
信
運
搬

費
、
消
耗
品
費
、
工
具
機
器
費
、
（
機
械
装

置
の
）
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
費
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
費
、
専
門
家
謝
金
・
旅
費
、
外

注
費
、
再
委
託
費
、
共
同
研
究
費

採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

10
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

2件 総
額
：

6,
04
1,
00
0円

20
21
年
6月

1日
～

委
託
対
象
と
な
る
経
費
は
、
取
り
組
み
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
旅
費
、
通
信
運
搬

費
、
消
耗
品
費
、
工
具
機
器
費
、
（
機
械
装

置
の
）
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
費
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
費
、
専
門
家
謝
金
・
旅
費
、
外

注
費
、
再
委
託
費
、
共
同
研
究
費

20
21
年
6月

1日
～

富
山
県

419



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

福
井

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
産

業
技

術
課

担
当

者
電

話
番

号
07

76
-2

0-
03

74
FA

X番
号

07
76

-2
0-

06
46

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

ui
.l

g.j
p/

do
c/

ch
isa

ng
i/i

ry
ou

/k
yo

ug
ika

i.h
tm

l

部
署

産
業

技
術

課
担

当
者

電
話

番
号

07
76

-2
0-

03
74

FA
X番

号
07

76
-2

0-
06

46

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
-

gi
ju

ts
u@

pr
ef

.fu
ku

i.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.f

uk
ui

.l
g.j

p/
do

c/
ch

isa
ng

i/s
an

g
ak

uk
an

/s
ei

ch
os

an
gy

o.
h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

A.
 成

長
産

業
可

能
性

調
試

験
10

0万
円

（
補

助
率

2/
3以

内
、

1年
以

内
）

B.
 早

期
事

業
化

技
術

開
発

50
0万

円
（

補
助

率
2/

3以
内

、
1年

以
内

）

C.
 地

域
経

済
牽

引
型

技
術

開
発

3,
00

0万
円

（
補

助
率

2/
3以

内
、

2年
以

内
）

4月 ※
R3

募
集

は
終

了
採

択
件

数
：

10
件

採
択

件
数

（
前

事
業

）
：

7件
2

成
長

産
業

チ
ャ

レ
ン

ジ
支

援
事

業
補

助
金

福
井

県
県

内
企

業
が

実
施

す
る

成
長

産
業

へ
の

参
入

や
市

場
拡

大
の

た
め

の
技

術
開

発
お

よ
び

大
学

や
研

究
機

関
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
て

実
施

す
る

技
術

開
発

を
支

援

県
内

中
小

企
業

連
絡

窓
口

1
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
実

証
事

業
補

助
金

福
井

県
福

井
県

ヘ
ル

ス
ケ

ア
ビ

ジ
ネ

ス
研

究
会

に
お

い
て

策
定

さ
れ

た
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

分
野

の
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

開
発

に
お

け
る

実
証

実
施

を
支

援

福
井

県
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

研
究

会
に

参
加

し
て

い
る

県
内

企
業

ま
た

は
企

業
グ

ル
ー

プ
（

業
種

指
定

あ
り

）

5,
00

0千
円

以
内

（
補

助
対

象
経

費
の

1/
2以

内
）

採
択

件
数

：
1件

採
択

件
数

：
２

件
９

月
～

10
月

福
井

県
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介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

山
梨

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

山
梨

県
産

業
労

働
部

成
長

産
業

推
進

課

担
当

者
新

分
野

進
出

担
当

電
話

番
号

05
5-

22
3-

15
65

FA
X番

号
05

5-
22

3-
15

69

E-
m

ai
l

se
ich

os
an

gy
o@

pr
ef

.ya
m

an
as

hi
.lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.y

am
a

na
sh

i.j
p/

se
ich

os
an

gy
o/

i
nn

ov
at

io
n_

ho
jyo

/in
no

va
tio

n_
ho

jyo
kin

.h
tm

l

部
署

新
産

業
創

造
部

新
事

業
創

造
課

担
当

者

電
話

番
号

05
5-

24
3-

18
88

FA
X番

号
05

5-
24

3-
18

85

E-
m

ai
l

sin
jig

yo
@

yis
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.yi
so

.o
r.j

p/
su

bs
id

y/
pr

om
ot

e1
.h

tm
l

20
21

年
4月

13
日

～
20

21
年

5月
31

日
採

択
件

数
：

2件 総
額

（
予

定
）

：
2,

00
0,

00
0円

採
択

件
数

：
5件 総

額
：

4,
16

1,
33

3円

1
や

ま
な

し
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

事
業

費
補

助
金

（
研

究
開

発
）

山
梨

県
今

後
成

長
が

期
待

さ
れ

る
産

業
分

野
へ

の
進

出
を

促
進

す
る

た
め

、
県

内
中

小
企

業
が

行
う

新
技

術
・

新
製

品
の

研
究

開
発

に
対

し
て

助
成

対
象

成
長

分
野

（
抜

粋
）

：
医

療
機

器
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
研

究
開

発
内

容
例

：
○

健
康

機
器

・
家

庭
用

医
療

機
器

・
器

具
○

生
体

計
測

機
器

・
器

具
○

診
断

機
器

・
器

具
○

治
療

機
器

・
器

具
○

在
宅

診
断

・
治

療
機

器
・

器
具

○
リ

ハ
ビ

リ
支

援
機

器
・

器
具

○
機

能
代

替
治

療
機

器
・

器
具

○
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
○

介
護

・
福

祉
ロ

ボ
ッ

ト
○

上
記

機
器

に
関

連
す

る
周

辺
機

器
及

び
そ

の
製

造
技

術
○

上
記

に
関

連
す

る
生

産
工

程
管

理
機

器
及

び
そ

の
製

造
技

術
○

上
記

機
器

に
適

応
す

る
組

み
込

み
ソ

フ
ト

・
制

御
技

術

山
梨

県
内

に
本

店
、

製
造

拠
点

又
は

研
究

開
発

拠
点

を
有

し
、

知
事

が
別

に
定

め
る

計
画

等
を

策
定

し
た

中
小

企
業

者

対
象

経
費

：
人

件
費

（
一

般
枠

の
み

、
上

限
あ

り
）

、
報

償
費

、
旅

費
、

原
材

料
費

、
構

築
物

費
、

機
械

装
置

・
工

具
器

具
費

、
外

注
加

工
費

、
技

術
指

導
受

入
費

、
研

究
開

発
委

託
費

、
試

験
・

分
析

費
、

そ
の

他
の

経
費

一
般

枠
 ２

,０
０

０
万

円
以

内
補

助
対

象
経

費
の

１
／

２
以

内
小

規
模

事
業

者
枠

 ５
０

０
万

円
以

内
補

助
対

象
経

費
の

２
／

３
以

内

20
21

年
4月

12
日

～
一

般
枠

採
択

件
数

：
2件

総
額

（
予

定
）

：
40

,0
00

千
円

小
規

模
事

業
者

枠
採

択
件

数
：

4件
総

額
（

予
定

）
：

20
,0

00
千

円

一
般

枠
採

択
件

数
：

2件
総

額
：

24
,6

70
千

円

小
規

模
事

業
者

枠
採

択
件

数
：

4件
総

額
：

12
,9

92
千

円

連
絡

窓
口

2
中

小
企

業
・

小
規

模
企

業
振

興
基

金
助

成
事

（
新

製
品

・
新

技
術

研
究

開
発

助
成

事
業

）

公
益

財
団

法
人

や
ま

な
し

産
業

支
援

機
構

新
製

品
・

新
技

術
開

発
等

の
研

究
開

発
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
助

成
山

梨
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
や

小
規

模
企

業
、

中
小

企
業

や
小

規
模

企
業

の
グ

ル
ー

プ
な

ど

助
成

限
度

額
：

10
0万

円
助

成
率

：
対

象
経

費
の

2/
3以

内

山
梨

県

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

福
井

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
産

業
技

術
課

担
当

者
電

話
番

号
07

76
-2

0-
03

74
FA

X番
号

07
76

-2
0-

06
46

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

ui
.l

g.j
p/

do
c/

ch
isa

ng
i/i

ry
ou

/k
yo

ug
ika

i.h
tm

l

部
署

産
業

技
術

課
担

当
者

電
話

番
号

07
76

-2
0-

03
74

FA
X番

号
07

76
-2

0-
06

46

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
-

gi
ju

ts
u@

pr
ef

.fu
ku

i.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.f

uk
ui

.l
g.j

p/
do

c/
ch

isa
ng

i/s
an

g
ak

uk
an

/s
ei

ch
os

an
gy

o.
h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

A.
 成

長
産

業
可

能
性

調
試

験
10

0万
円

（
補

助
率

2/
3以

内
、

1年
以

内
）

B.
 早

期
事

業
化

技
術

開
発

50
0万

円
（

補
助

率
2/

3以
内

、
1年

以
内

）

C.
 地

域
経

済
牽

引
型

技
術

開
発

3,
00

0万
円

（
補

助
率

2/
3以

内
、

2年
以

内
）

4月 ※
R3

募
集

は
終

了
採

択
件

数
：

10
件

採
択

件
数

（
前

事
業

）
：

7件
2

成
長

産
業

チ
ャ

レ
ン

ジ
支

援
事

業
補

助
金

福
井

県
県

内
企

業
が

実
施

す
る

成
長

産
業

へ
の

参
入

や
市

場
拡

大
の

た
め

の
技

術
開

発
お

よ
び

大
学

や
研

究
機

関
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
て

実
施

す
る

技
術

開
発

を
支

援

県
内

中
小

企
業

連
絡

窓
口

1
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
実

証
事

業
補

助
金

福
井

県
福

井
県

ヘ
ル

ス
ケ

ア
ビ

ジ
ネ

ス
研

究
会

に
お

い
て

策
定

さ
れ

た
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

分
野

の
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

開
発

に
お

け
る

実
証

実
施

を
支

援

福
井

県
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

研
究

会
に

参
加

し
て

い
る

県
内

企
業

ま
た

は
企

業
グ

ル
ー

プ
（

業
種

指
定

あ
り

）

5,
00

0千
円

以
内

（
補

助
対

象
経

費
の

1/
2以

内
）

採
択

件
数

：
1件

採
択

件
数

：
２

件
９

月
～

10
月

福
井

県

421



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

新
産
業
創
造
部
新
事
業
創
造
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

24
3-

18
88

FA
X番

号
05

5-
24

3-
18

85

E-
m

ai
l

sin
jig

yo
@

yis
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

yis
o.

or
.jp

/s
ub

sid
y/

fu
nd

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

3
20
21
年
9月

1日
～
20
21
年

10
月
29
日

採
択
件
数
：

5件 総
額
（
予
定
）
：

2,
50
0,
00
0円

採
択
件
数
：

4件 総
額
：

2,
00
0,
00
0円

山
梨
み
ら
い
フ
ァ
ン
ド
（
成

長
分
野
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資

金
助
成
事
業
業
）

公
益
財
団
法
人
や
ま
な
し
産

業
支
援
機
構

今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
け
る
起
業

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

山
梨
県
内
に
本
社
（
拠
点
）
を
設
置
し
て
起

業
す
る
者
、
山
梨
県
内
に
本
社
（
拠
点
）
を

設
置
し
た
企
業
後
5年

未
満
の
者

助
成
限
度
額
：
50
万
円

助
成
率
：
対
象
経
費
の
2/
3以

内

山
梨
県

422



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

長
野
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
技
術
課
技
術
振
興
係

担
当
者

電
話
番
号

02
6-

23
5-

71
96

FA
X番

号
02

6-
23

5-
74

96

E-
m

ai
l

sa
ng

i@
pr

ef
.n

ag
an

o.
jg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.n
ag

an
o.

lg
.jp

/m
on

o/
se

ka
ish

ijy
ou

te
nk

ai
.h

tm
l

部
署

産
業
技
術
課
技
術
振
興
係

担
当
者

電
話
番
号

02
6-

23
5-

71
96

FA
X番

号
02

6-
23

5-
74

96

E-
m

ai
l

sa
ng

i@
pr

ef
.n

ag
an

o.
jg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.te

ch
.o

r.j
p/

he
ad

-
of

fic
e/

in
fo

rm
at

io
n/

20
21

/0
8/

po
st

-5
7.

ph
p

←
目
次
に
戻
る

2
医
療
機
器
開
発
等
支
援
事
業

長
野
県
／
公
益
財
団
法
人
長

野
県
テ
ク
ノ
財
団

県
内
も
の
づ
く
り
企
業
が
行
う
医
療
機
器
等
の

試
作
開
発
及
び
販
路
開
拓
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
支
援

※
要
素
技
術
開
発
又
は
販
路
開
拓
の
み
行
う
事

業
は
対
象
外

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

1
世
界
市
場
展
開
の
た
め
の
研

究
開
発
支
援
事
業

※
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
以
外
も
対
象
と
す
る
事
業

長
野
県

未
解
決
の
社
会
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
の

解
決
・
事
業
化
に
必
要
な
新
技
術
を
特
定
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
新
技
術
の
具
現
化
の
た
め
に

行
う
研
究
開
発

「
県
内
企
業
」
及
び
「
県
内
大
学
等
」

採
択
件
数
15
件

総
額
26
,0
00
,0
00

円

採
択
件
数
12
件

総
額
：

18
,2
48
,1
45
円

連
絡
窓
口

補
助
金
の
上
限
1,
00
0万

円
、
補
助
率
2分

の
1以

内
採
択
件
数
２
件

総
額
20
,0
00
,0
00

円

ー
20
21
年
6月

18
日
～
7月

12
日

補
助
金
の
上
限
20
0万

円
、
補
助
率
2分

の
1

以
内

20
21
年
4月

14
日
～
5月

14
日

長
野
県

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

新
産
業
創
造
部
新
事
業
創
造
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

24
3-

18
88

FA
X番

号
05

5-
24

3-
18

85

E-
m

ai
l

sin
jig

yo
@

yis
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

yis
o.

or
.jp

/s
ub

sid
y/

fu
nd

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

3
20
21
年
9月

1日
～
20
21
年

10
月
29
日

採
択
件
数
：

5件 総
額
（
予
定
）
：

2,
50
0,
00
0円

採
択
件
数
：

4件 総
額
：

2,
00
0,
00
0円

山
梨
み
ら
い
フ
ァ
ン
ド
（
成

長
分
野
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資

金
助
成
事
業
業
）

公
益
財
団
法
人
や
ま
な
し
産

業
支
援
機
構

今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
け
る
起
業

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

山
梨
県
内
に
本
社
（
拠
点
）
を
設
置
し
て
起

業
す
る
者
、
山
梨
県
内
に
本
社
（
拠
点
）
を

設
置
し
た
企
業
後
5年

未
満
の
者

助
成
限
度
額
：
50
万
円

助
成
率
：
対
象
経
費
の
2/
3以

内

山
梨
県

423



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

岐
阜
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

技
術
振
興
部

担
当
者

電
話
番
号

05
8-

37
9-

22
12

FA
X番

号
05

8-
37

9-
22

15

E-
m

ai
l

ik
ou

@
gp

c-
gi

fu
.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.gp
c-

gi
fu

.o
r.j

p/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
航
空
宇
宙
・
医
療
福
祉
機
器

産
業
等
競
争
力
強
化
支
援
事

業
費
助
成
金

公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
産
業

経
済
振
興
セ
ン
タ
ー

航
空
宇
宙
、
医
療
・
福
祉
機
器
、
医
薬
品
（
保

健
機
能
食
品
を
含
む
）
の
成
長
分
野
に
お
い

て
、
県
内
中
小
企
業
者
・
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ

が
競
争
力
強
化
・
新
規
受
注
獲
得
を
図
る
と
と

も
に
、
他
産
業
か
ら
成
長
分
野
へ
の
参
入
を
目

指
す
た
め
に
自
ら
行
う
新
た
な
生
産
体
制
の
構

築
、
新
技
術
・
新
工
法
・
新
製
品
の
開
発
、
新

規
参
入
の
た
め
の
認
証
・
認
可
取
得
な
ど
の
事

業
経
費
に
つ
い
て
支
援

岐
阜
県
内
中
小
企
業
者
・
中
小
企
業
グ
ル
ー

プ
助
成
対
象
経
費
の
1/
2以

内
採
択
件
数
：
9件

（
う
ち
医
療
関

連
：
4件

）
総
額
（
予
算
）
：

32
,1
35
,0
00
円

（
交
付
決
定

額
）
：

32
,1
35
,0
00
円

（
う
ち
医
療
関

連
：
15
,9
50
,0
00

円
）

採
択
件
数
：
8件

（
う
ち
医
療
関

連
：
4件

）
総
額
（
予
算
）
：

43
,5
00
,0
00
円

（
交
付
決
定

額
）
：

36
,1
17
,0
00
円

（
う
ち
医
療
関

連
：
13
,5
84
,0
00

円
）

20
21
年
4月

2日
～

岐
阜
県

424



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

静
岡
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

商
工
振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

93
4-

47
48

FA
X番

号
05

5-
93

3-
14

12

E-
m

ai
l

sy
ou

ko
@

cit
y.n

um
az

u.
lg

.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.n

um
az

u.
sh

izu
ok

a.
jp

/b
us

in
es

s/
yu

ch
i/s

ho
ko

/n
ew

bu
sin

e
ss

/in
de

x.h
tm

部
署

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
部

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

98
0-

63
33

FA
X番

号
05

5-
98

0-
63

20

E-
m

ai
l

jig
yo

@
fu

ji-
pv

c.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

fu
ji-

pv
c.j

p/
ce

nt
er

/

2
自
立
支
援
・
介
護
支
援
機
器

等
開
発
助
成
事
業

公
益
財
団
法
人
ふ
じ
の
く
に

医
療
城
下
町
推
進
機
構

高
齢
者
の
自
立
支
援
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
等

に
資
す
る
新
た
な
介
護
機
器
・
福
祉
用
具
等
の

早
期
実
用
化
を
支
援
す
る

静
岡
県
内
に
主
た
る
事
務
所
、
事
業
所
を
有

す
る
中
小
企
業

連
絡
窓
口

1
沼
津
市
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
事
業
補
助
金

沼
津
市

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」
に
基
づ
き
、
県

知
事
の
承
認
を
受
け
た
新
製
品
・
新
技
術
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
取
り
組
む
場
合
、
費
用

の
一
部
を
市
が
補
助
す
る
。

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

者
等

県
の
承
認
を
受
け
た
経
営
革
新
計
画
に
基
づ

き
、
新
商
品
・
新
技
術
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

に
関
す
る
事
業
が
対
象

補
助
対
象
経
費
の
１
/２

以
内
、
上
限
１
０

０
万
円
を
補
助

【
第
１
次
募
集
】
20
21
年
４

月
９
日
～
５
月
21
日

【
第
２
次
募
集
】
20
21
年
6

月
18
日
～
8月

13
日

採
択
件
数
：

９
件

総
額
（
予
定
）
：

9,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：

８
件

総
額
：
7,
37
4,
00
0

円

【
対
象
】

・
高
齢
者
等
の
自
立
や
QO

Lの
向
上
、
介
護

者
の
負
担
軽
減
、
そ
の
他
介
護
現
場
の
課
題

解
決
等
に
資
す
る
新
た
な
製
品
の
実
用
化
に

向
け
た
事
業
（
既
に
市
場
導
入
さ
れ
て
い
る

も
の
は
対
象
外
）

・
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
改
善
や
さ
ら
な

る
発
展
に
寄
与
す
る
研
究
開
発

【
補
助
対
象
経
費
】

原
材
料
費
、
機
械
装
置
購
入
費
、
外
注
加

工
・
評
価
分
析
費
、
技
術
指
導
受
入
費
、
販

売
戦
略
費
等

【
補
助
率
】

1／
2（

補
助
上
限
3,
00
0千

円
）

20
21
年
3月

22
日
～

20
21
年
5月

21
日

採
択
件
数
：

4件 総
額
（
予
定
）
：

8,
64
2,
00
0円

採
択
件
数
：

4件 総
額
：

7,
30
2,
00
0円

静
岡
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

岐
阜
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

技
術
振
興
部

担
当
者

電
話
番
号

05
8-

37
9-

22
12

FA
X番

号
05

8-
37

9-
22

15

E-
m

ai
l

ik
ou

@
gp

c-
gi

fu
.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.gp
c-

gi
fu

.o
r.j

p/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
航
空
宇
宙
・
医
療
福
祉
機
器

産
業
等
競
争
力
強
化
支
援
事

業
費
助
成
金

公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
産
業

経
済
振
興
セ
ン
タ
ー

航
空
宇
宙
、
医
療
・
福
祉
機
器
、
医
薬
品
（
保

健
機
能
食
品
を
含
む
）
の
成
長
分
野
に
お
い

て
、
県
内
中
小
企
業
者
・
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ

が
競
争
力
強
化
・
新
規
受
注
獲
得
を
図
る
と
と

も
に
、
他
産
業
か
ら
成
長
分
野
へ
の
参
入
を
目

指
す
た
め
に
自
ら
行
う
新
た
な
生
産
体
制
の
構

築
、
新
技
術
・
新
工
法
・
新
製
品
の
開
発
、
新

規
参
入
の
た
め
の
認
証
・
認
可
取
得
な
ど
の
事

業
経
費
に
つ
い
て
支
援

岐
阜
県
内
中
小
企
業
者
・
中
小
企
業
グ
ル
ー

プ
助
成
対
象
経
費
の
1/
2以

内
採
択
件
数
：
9件

（
う
ち
医
療
関

連
：
4件

）
総
額
（
予
算
）
：

32
,1
35
,0
00
円

（
交
付
決
定

額
）
：

32
,1
35
,0
00
円

（
う
ち
医
療
関

連
：
15
,9
50
,0
00

円
）

採
択
件
数
：
8件

（
う
ち
医
療
関

連
：
4件

）
総
額
（
予
算
）
：

43
,5
00
,0
00
円

（
交
付
決
定

額
）
：

36
,1
17
,0
00
円

（
う
ち
医
療
関

連
：
13
,5
84
,0
00

円
）

20
21
年
4月

2日
～

岐
阜
県

425



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

産
業
部
　
産
業
振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

05
3-

45
7-

20
44

FA
X番

号
05

3-
45

7-
22

83

E-
m

ai
l

sh
in

sa
ng

yo
@

cit
y.h

am
a

m
at

su
.sh

izu
ok

a.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.h
am

a
m

at
su

.sh
izu

ok
a.

jp

部
署

公
益
財
団
法
人
浜
松
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構

担
当
者

電
話
番
号

05
3-

48
9-

81
11

FA
X番

号
05

3-
45

0-
21

00

E-
m

ai
l

in
fo

@
ha

i.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.h
ai

.o
r.j

p

←
目
次
に
戻
る

浜
松
市
に
お
い
て
戦
略
的
に
支
援
す
べ
き
産
業

分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
成
長
6分

野
*

（
次
世
代
輸
送
用
機
器
、
健
康
・
医
療
、
新
農

業
、
光
・
電
子
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
デ
ジ

タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に
つ
い

て
、
新
技
術
、
新
製
品
等
の
研
究
開
発
に
よ
り

事
業
化
を
目
指
す
市
内
の
中
小
企
業
者
等
に
対

し
、
研
究
開
発
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

＊
医
療
機
器
分
野
以
外
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者
と
な
る
事
業
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
。

①
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
個
人
又
は
中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本

法
（
昭
和
38
年
法
律
第
15
4号

）
第
2条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
）

②
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
置

き
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

者
。

③
①
又
は
②
に
該
当
す
る
者
を
1者

以
上
含

み
、
事
業
化
開
発
を
目
的
に
2者

以
上
の
者

で
組
織
さ
れ
た
共
同
体
。

総
費
用
の
1/
2を

補
助

●
研
究
開
発
補
助
金

下
記
3点

を
満
た
す
、
製
品
化
を
目
指
し
た
研
究
開
発
を

対
象
と
し
ま
す
。
基
礎
研
究
は
対
象
外
で
す
。

・
製
品
化
の
た
め
の
設
計
試
作
を
見
込
む
事
業

・
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間
終
了
ま
で

に
原
則
、
第
一
次
試
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

・
補
助
終
了
後
目
安
と
し
て
4年

以
内
の
製
品
化
を
見
込

む
事
業
。

＊
事
業
1件

あ
た
り
10
0万

円
を
下
限
と
し
、
50
0万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
製
品
開
発
補
助
金

・
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間
終
了
ま
で

に
製
品
の
試
作
を
完
成
が
で
き
る
こ
と
。

・
補
助
終
了
後
、
目
安
と
し
て
2年

以
内
の
製
品
化
、
3

年
以
内
の
事
業
化
を
見
込
む
事
業
。

＊
事
業
1件

あ
た
り
15
0万

円
を
下
限
と
し
、
1,
00
0万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

20
21
年
4月

9日
～
5月

10
日

総
額
（
予
定
）
：

11
5,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：
20
件

総
額
：

10
5,
86
8,
59
3円

4
浜
松
市
新
事
業
挑
戦
事
業
費

補
助
事
業

浜
松
市

浜
松
市
に
お
い
て
戦
略
的
に
支
援
す
べ
き
産
業

分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
成
長
6分

野
*

（
次
世
代
輸
送
用
機
器
、
健
康
・
医
療
、
新
農

業
、
光
・
電
子
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
デ
ジ

タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に
つ
い

て
、
新
技
術
、
新
製
品
等
の
研
究
開
発
に
よ
り

事
業
化
を
目
指
す
市
内
の
中
小
企
業
者
等
に
対

し
、
研
究
開
発
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

＊
医
療
機
器
分
野
以
外
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者
と
な
る
事
業
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
。

①
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
個
人
又
は
中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本

法
（
昭
和
38
年
法
律
第
15
4号

）
第
2条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
）

②
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
置

き
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

者
。

③
①
又
は
②
に
該
当
す
る
者
を
1者

以
上
含

み
、
事
業
化
開
発
を
目
的
に
2者

以
上
の
者

で
組
織
さ
れ
た
共
同
体
。

総
費
用
の
1/
2を

補
助

●
新
事
業
挑
戦
事
業
費
補
助
金

・
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間

終
了
ま
で
に
製
品
の
試
作
を
完
成
が
で
き
る

こ
と
。

・
補
助
終
了
後
、
目
安
と
し
て
5年

以
内
の

製
品
化
を
見
込
む
事
業
。

＊
事
業
1件

あ
た
り
10
0万

円
を
上
限
と
し

ま
す
。

20
21
年
4月

12
日
～
5月

31
日

総
額
（
予
定
）
：

3,
00
0,
00
0円

-

3
浜
松
市
新
産
業
創
出
事
業
費

補
助
事
業

浜
松
市

静
岡
県

426



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

愛
知

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

経
済

産
業

局
産

業
部

産
業

科
学

技
術

課
担

当
者

電
話

番
号

05
2-

95
4-

63
70

FA
X番

号
05

2-
95

4-
69

77
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
ich

i.j
p/

sit
e/

sh
in

-a
ich

i/

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
20

21
年

3月
22

日
～

20
21

年
4月

6日
新

あ
い

ち
創

造
研

究
開

発
補

助
金

愛
知

県
次

世
代

自
動

車
や

航
空

宇
宙

、
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
、

今
後

の
成

長
が

見
込

ま
れ

る
分

野
に

お
い

て
、

企
業

等
が

行
う

研
究

開
発

等
を

支
援

※
研

究
開

発
等

と
は

、
県

内
に

事
業

所
を

持
つ

企
業

等
が

実
施

す
る

研
究

開
発

及
び

企
業

等
が

県
内

に
お

い
て

実
施

す
る

実
証

実
験

大
企

業
、

中
小

企
業

（
事

業
協

同
組

合
等

を
含

む
）

※
「

ト
ラ

イ
ア

ル
型

」
の

対
象

者
は

、
過

去
に

本
補

助
金

の
採

択
実

績
が

な
い

中
小

企
業

補
助

率
・

大
企

業
 原

則
1／

2以
内

・
中

小
企

業
 2

／
3以

内
限

度
額

・
大

企
業

 2
億

円
以

下
・

中
小

企
業

 原
則

1億
円

以
下

※
「

ト
ラ

イ
ア

ル
型

」
は

50
0万

円

採
択

件
数

：
78

件
う

ち
情

報
通

信
・

ロ
ボ

ッ
ト

と
健

康
長

寿
分

野
の

採
択

26
件

採
択

件
数

：
72

件
う

ち
情

報
通

信
・

ロ
ボ

ッ
ト

と
健

康
長

寿
分

野
の

採
択

23
件

愛
知

県

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

産
業
部
　
産
業
振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

05
3-

45
7-

20
44

FA
X番

号
05

3-
45

7-
22

83

E-
m

ai
l

sh
in

sa
ng

yo
@

cit
y.h

am
a

m
at

su
.sh

izu
ok

a.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.h
am

a
m

at
su

.sh
izu

ok
a.

jp

部
署

公
益
財
団
法
人
浜
松
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構

担
当
者

電
話
番
号

05
3-

48
9-

81
11

FA
X番

号
05

3-
45

0-
21

00

E-
m

ai
l

in
fo

@
ha

i.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.h
ai

.o
r.j

p

←
目
次
に
戻
る

浜
松
市
に
お
い
て
戦
略
的
に
支
援
す
べ
き
産
業

分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
成
長
6分

野
*

（
次
世
代
輸
送
用
機
器
、
健
康
・
医
療
、
新
農

業
、
光
・
電
子
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
デ
ジ

タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に
つ
い

て
、
新
技
術
、
新
製
品
等
の
研
究
開
発
に
よ
り

事
業
化
を
目
指
す
市
内
の
中
小
企
業
者
等
に
対

し
、
研
究
開
発
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

＊
医
療
機
器
分
野
以
外
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者
と
な
る
事
業
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
。

①
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
個
人
又
は
中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本

法
（
昭
和
38
年
法
律
第
15
4号

）
第
2条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
）

②
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
置

き
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

者
。

③
①
又
は
②
に
該
当
す
る
者
を
1者

以
上
含

み
、
事
業
化
開
発
を
目
的
に
2者

以
上
の
者

で
組
織
さ
れ
た
共
同
体
。

総
費
用
の
1/
2を

補
助

●
研
究
開
発
補
助
金

下
記
3点

を
満
た
す
、
製
品
化
を
目
指
し
た
研
究
開
発
を

対
象
と
し
ま
す
。
基
礎
研
究
は
対
象
外
で
す
。

・
製
品
化
の
た
め
の
設
計
試
作
を
見
込
む
事
業

・
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間
終
了
ま
で

に
原
則
、
第
一
次
試
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

・
補
助
終
了
後
目
安
と
し
て
4年

以
内
の
製
品
化
を
見
込

む
事
業
。

＊
事
業
1件

あ
た
り
10
0万

円
を
下
限
と
し
、
50
0万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
製
品
開
発
補
助
金

・
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間
終
了
ま
で

に
製
品
の
試
作
を
完
成
が
で
き
る
こ
と
。

・
補
助
終
了
後
、
目
安
と
し
て
2年

以
内
の
製
品
化
、
3

年
以
内
の
事
業
化
を
見
込
む
事
業
。

＊
事
業
1件

あ
た
り
15
0万

円
を
下
限
と
し
、
1,
00
0万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

20
21
年
4月

9日
～
5月

10
日

総
額
（
予
定
）
：

11
5,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：
20
件

総
額
：

10
5,
86
8,
59
3円

4
浜
松
市
新
事
業
挑
戦
事
業
費

補
助
事
業

浜
松
市

浜
松
市
に
お
い
て
戦
略
的
に
支
援
す
べ
き
産
業

分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
成
長
6分

野
*

（
次
世
代
輸
送
用
機
器
、
健
康
・
医
療
、
新
農

業
、
光
・
電
子
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
デ
ジ

タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に
つ
い

て
、
新
技
術
、
新
製
品
等
の
研
究
開
発
に
よ
り

事
業
化
を
目
指
す
市
内
の
中
小
企
業
者
等
に
対

し
、
研
究
開
発
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

＊
医
療
機
器
分
野
以
外
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者
と
な
る
事
業
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
。

①
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
個
人
又
は
中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本

法
（
昭
和
38
年
法
律
第
15
4号

）
第
2条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
）

②
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
置

き
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

者
。

③
①
又
は
②
に
該
当
す
る
者
を
1者

以
上
含

み
、
事
業
化
開
発
を
目
的
に
2者

以
上
の
者

で
組
織
さ
れ
た
共
同
体
。

総
費
用
の
1/
2を

補
助

●
新
事
業
挑
戦
事
業
費
補
助
金

・
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間

終
了
ま
で
に
製
品
の
試
作
を
完
成
が
で
き
る

こ
と
。

・
補
助
終
了
後
、
目
安
と
し
て
5年

以
内
の

製
品
化
を
見
込
む
事
業
。

＊
事
業
1件

あ
た
り
10
0万

円
を
上
限
と
し

ま
す
。

20
21
年
4月

12
日
～
5月

31
日

総
額
（
予
定
）
：

3,
00
0,
00
0円

-

3
浜
松
市
新
産
業
創
出
事
業
費

補
助
事
業

浜
松
市

静
岡
県

427



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

三
重
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 三
重
県
（
該
当
無
）

428



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

滋
賀
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

商
工
観
光
労
働
部
モ
ノ
づ
く
り

振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

07
7-

52
8-

37
94

FA
X番

号
07

7-
52

8-
48

76
E-

m
ai

l
fd

00
@

pr
ef

.sh
ig

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.sh

ig
a.

l
g.j

p/
ip

pa
n/

sh
ig

ot
os

an
g

yo
u/

ko
ug

yo
u/

31
78

63
.h

t
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
滋
賀
県
コ
ロ
ナ
対
応
モ
ノ
づ

く
り
研
究
開
発
支
援
事
業

滋
賀
県

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
、
県
内
中
小
企
業
者
等
が
行
う
新
製
品
、
新

技
術
の
開
発
に
必
要
と
さ
れ
る
原
材
料
費
、
機

械
装
置
等
の
経
費
に
対
し
て
、
そ
の
一
部
を
助

成 （
※
介
護
・
福
祉
分
野
を
含
む
）

滋
賀
県
内
に
主
た
る
研
究
開
発
拠
点
が
あ
る

中
小
企
業
等

【
一
般
型
】

限
度
額
：
2,
00
0万

円
、
補
助
率
：
１
／
２

（
大
学
等
と
の
共
同
研
究
の
場
合
は
２
／

３
）
）

【
ト
ラ
イ
ア
ル
型
※
】

限
度
額
：
20
0万

円
、
補
助
率
：
２
／
３

※
過
去
５
か
年
に
お
い
て
、
滋
賀
県
中
小
企

業
新
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
の
採

択
実
績
が
な
い
、
等
の
条
件
を
満
た
し
た
企

業
等
が
申
請
可
能

採
択
件
数
：

23
件

交
付
決
定
総
額
：

85
,2
52
,1
38
円

採
択
件
数
：

18
件

交
付
決
定
総
額
：

60
,1
29
,7
46
円

一
次
募
集

20
21
年
４
月
８
日

　
　
　
　
　
　
～
５
月
14
日

二
次
募
集

20
21
年
７
月
19
日

　
　
　
　
　
　
～
８
月
６
日

滋
賀
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

三
重
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 三
重
県
（
該
当
無
）

429



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

京
都

府
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

事
業

成
長

支
援

部
　

企
業

支
援

グ
ル

ー
プ

担
当

者
電

話
番

号
07

5-
31

5-
94

25
FA

X番
号

07
5-

31
5-

89
26

E-
m

ai
l

sa
ng

ak
u@

ki2
1.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:

//
ww

w.
ki2

1.
jp

/s
u

bs
id

y

部
署

産
業

観
光

局
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

室
担

当
者

電
話

番
号

07
5-

22
2-

33
24

FA
X番

号
07

5-
22

2-
33

31
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:

//
ww

w.
cit

y.k
yo

to
.l

g.
jp

/s
an

ka
n/

pa
ge

/0
00

0
28

29
05

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
44

件
総

額
：

約
4億

円

採
択

件
数

：
41

件
総

額
：

約
4億

円

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
24

件
総

額
（

予
定

）
：

28
,7

50
,0

00
円

採
択

件
数

：
19

件
総

額
：

21
,2

88
,0

36
円

○
　

助
成

金
額

 　
大

学
研

究
者

：
上

限
１

０
０

万
円

（
間

接
経

費
を

含
む

場
合

は
上

限
１

３
０

万
円

）
　

中
小

企
業

者
：

上
限

１
０

０
万

円

○
　

助
成

率
　

１
０

０
％

20
21

年
4月

1日
～

4月
22

日

1
京

都
エ

コ
ノ

ミ
ッ

ク
・

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

支
援

強
化

事
業

公
益

財
団

法
人

京
都

産
業

２
１

中
小

企
業

が
自

社
独

自
の

強
み

を
活

か
し

、
新

規
事

業
に

取
り

組
む

に
あ

た
っ

て
必

要
な

、
事

業
計

画
の

策
定

、
製

品
開

発
、

販
路

開
拓

、
設

備
投

資
な

ど
に

要
す

る
費

用
を

支
援

京
都

府
内

に
本

補
助

事
業

に
係

る
製

品
開

発
、

生
産

、
営

業
等

の
事

業
活

動
を

遂
行

す
る

拠
点

（
工

場
・

研
究

所
、

営
業

所
等

）
を

有
す

る
中

小
企

業

本
事

業
の

実
施

に
必

要
な

補
助

対
象

経
費

の
１

／
２

以
内

で
最

大
3,

00
0万

円

2
京

都
発

革
新

的
医

療
技

術
研

究
開

発
助

成
事

業
京

都
市

新
た

な
医

薬
品

・
医

療
機

器
，

健
康

・
介

護
・

リ
ハ

ビ
リ

機
器

等
の

開
発

に
つ

な
が

る
革

新
的

な
医

療
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
に

助
成

京
都

市
内

の
大

学
研

究
者

及
び

中
小

企
業

者

20
21

年
6月

1日
～

7月
30

日

京
都

府

430



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

大
阪
府

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

も
の
づ
く
り
支
援
課

担
当
者

電
話
番
号

07
2-

22
8-

75
34

FA
X番

号
07

2-
22

8-
88

16

E-
m

ai
l

m
on

os
hi

@
cit

y.s
ak

ai
.lg

.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.sa

ka
i.l

g.j
p/

sa
ng

yo
/s

hi
en

yu
us

h
i/c

hu
sh

o/
pr

od
de

v/
m

on
oc

ha
lle

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
堺
市
も
の
づ
く
り
新
事
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金

堺
市

新
た
な
も
の
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
経
費

を
補
助
（
医
療
・
介
護
・
健
康
関
連
産
業
分
野

等
を
優
先
採
択
分
野
と
し
て
い
る
）

堺
市
内
の
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
研
究
開
発

拠
点
に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以
上
事
業

を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者

機
械
装
置
費
用
等
の
補
助
事
業
の
執
行
に
必

要
な
経
費
の
1/
2以

内
を
補
助
(上
限
30
0万

円
)

採
択
件
数
：
5件

総
額
(予
定
)：

13
,1
50
,0
00
円

採
択
件
数
：

3件 総
額
：

14
,8
90
,0
00
円

毎
年
5月

1日
～
5月

末

大
阪
府

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

京
都

府
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

事
業

成
長

支
援

部
　

企
業

支
援

グ
ル

ー
プ

担
当

者
電

話
番

号
07

5-
31

5-
94

25
FA

X番
号

07
5-

31
5-

89
26

E-
m

ai
l

sa
ng

ak
u@

ki2
1.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:

//
ww

w.
ki2

1.
jp

/s
u

bs
id

y

部
署

産
業

観
光

局
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

室
担

当
者

電
話

番
号

07
5-

22
2-

33
24

FA
X番

号
07

5-
22

2-
33

31
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:

//
ww

w.
cit

y.k
yo

to
.l

g.
jp

/s
an

ka
n/

pa
ge

/0
00

0
28

29
05

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
44

件
総

額
：

約
4億

円

採
択

件
数

：
41

件
総

額
：

約
4億

円

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
24

件
総

額
（

予
定

）
：

28
,7

50
,0

00
円

採
択

件
数

：
19

件
総

額
：

21
,2

88
,0

36
円

○
　

助
成

金
額

 　
大

学
研

究
者

：
上

限
１

０
０

万
円

（
間

接
経

費
を

含
む

場
合

は
上

限
１

３
０

万
円

）
　

中
小

企
業

者
：

上
限

１
０

０
万

円

○
　

助
成

率
　

１
０

０
％

20
21

年
4月

1日
～

4月
22

日

1
京

都
エ

コ
ノ

ミ
ッ

ク
・

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

支
援

強
化

事
業

公
益

財
団

法
人

京
都

産
業

２
１

中
小

企
業

が
自

社
独

自
の

強
み

を
活

か
し

、
新

規
事

業
に

取
り

組
む

に
あ

た
っ

て
必

要
な

、
事

業
計

画
の

策
定

、
製

品
開

発
、

販
路

開
拓

、
設

備
投

資
な

ど
に

要
す

る
費

用
を

支
援

京
都

府
内

に
本

補
助

事
業

に
係

る
製

品
開

発
、

生
産

、
営

業
等

の
事

業
活

動
を

遂
行

す
る

拠
点

（
工

場
・

研
究

所
、

営
業

所
等

）
を

有
す

る
中

小
企

業

本
事

業
の

実
施

に
必

要
な

補
助

対
象

経
費

の
１

／
２

以
内

で
最

大
3,

00
0万

円

2
京

都
発

革
新

的
医

療
技

術
研

究
開

発
助

成
事

業
京

都
市

新
た

な
医

薬
品

・
医

療
機

器
，

健
康

・
介

護
・

リ
ハ

ビ
リ

機
器

等
の

開
発

に
つ

な
が

る
革

新
的

な
医

療
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
に

助
成

京
都

市
内

の
大

学
研

究
者

及
び

中
小

企
業

者

20
21

年
6月

1日
～

7月
30

日

京
都

府

431



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

兵
庫
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
労
働
部
産
業
振
興
局
工
業

振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

07
8-

36
2-

33
73

FA
X番

号
07

8-
36

2-
38

01

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

we
b.

pr
ef

.h
yo

go
.l

g.j
p/

sr
09

/ie
03

_0
00

00
00

02
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
兵
庫
県
最
先
端
技
術
研
究
事

業
(C
OE
プ
ロ
グ
ラ
ム
)

兵
庫
県

次
世
代
産
業
を
中
心
と
し
た
成
長
産
業
分
野
の

育
成
を
図
る
た
め
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
萌
芽

的
な
研
究
調
査
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
立
ち

上
が
り
期
の
予
備
的
、
準
備
的
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
的
な
研
究
開
発
へ
の
移
行
を

支
援

以
下
の
要
件
を
満
た
す
産
学
官
で
構
成
さ
れ

る
共
同
研
究
チ
ー
ム

【
要
件
】

①
「
産
・
学
・
官
」
、
「
産
・
学
」
、

「
産
・
官
」
の
い
ず
れ
か
で
構
成

②
「
産
」
の
う
ち
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、

か
つ
県
内
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
者
を
少
な
く
と
も
１
者
含
む
こ
と

③
対
象
産
業
分
野
の
事
業
拡
大
又
は
新
規
参

入
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
研
究
で
、
共
同

研
究
に
参
画
す
る
県
内
中
小
企
業
者
が
当
該

研
究
成
果
を
活
用
し
た
事
業
化
計
画
を
有
し

て
い
る
こ
と

研
究
（
調
査
、
試
験
分
析
、
試
作
を
含
む
）

に
必
要
な
経
費
を
定
額
補
助

採
択
件
数
：

27
件

総
額
（
予
定
）
：

10
6,
90
7千

円

採
択
件
数
（
介
護

機
器
関
係
の

み
）
：

0件

R3
.2
.2
6～

R3
.4
.5

R3
.7
.1
9～

R3
.8
.2
3

兵
庫
県

432



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

奈
良
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
・
観
光
・
雇
用
振
興
部

産
業
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

07
42
－
27
－
88
14

FA
X番

号
07
42
－
27
－
44
73

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.n
ar

a.
jp

/5
83

09
.h

tm

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
研
究
開
発
支
援
事
業

奈
良
県

令
和
４
年
度
よ
り
事
業
化
に
向
け
た
研
究
開
発

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
適
な
事
業
展
開

を
補
助
す
る
。

〇
対
象
者
：
民
間
企
業
の
製
造
業
者

①
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業

・
補
助
開
始
年
度
よ
り
10
年
間
事
業
所
を
県

内
で
定
着

・
研
究
成
果
の
事
業
化

②
県
内
に
事
業
所
を
有
し
な
い
企
業

・
補
助
期
間
終
了
後
、
県
内
で
5年

以
内
に

一
定
規
模
の

　
事
業
所
を
設
置

〇
対
象
分
野

①
機
械
・
金
属
、
食
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

製
薬
、
繊
維
、
木
材
・
木
製
品

②
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
航
空
機
、
食
品
、
医
療
、

生
活
産
業

・
補
助
額
10
0,
00
0千

円
/件

（
下
限
50
,0
00

千
円
/件

）
・
補
助
率
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
・
補
助
期
間
3年

５
月
１
７
日
（
月
）
～

８
月
３
１
日
（
火
）

公
募
、
補
助
対
象

企
業
を
決
定
。

奈
良
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

兵
庫
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
労
働
部
産
業
振
興
局
工
業

振
興
課

担
当
者

電
話
番
号

07
8-

36
2-

33
73

FA
X番

号
07

8-
36

2-
38

01

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

we
b.

pr
ef

.h
yo

go
.l

g.j
p/

sr
09

/ie
03

_0
00

00
00

02
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
兵
庫
県
最
先
端
技
術
研
究
事

業
(C
OE
プ
ロ
グ
ラ
ム
)

兵
庫
県

次
世
代
産
業
を
中
心
と
し
た
成
長
産
業
分
野
の

育
成
を
図
る
た
め
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
萌
芽

的
な
研
究
調
査
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
立
ち

上
が
り
期
の
予
備
的
、
準
備
的
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
的
な
研
究
開
発
へ
の
移
行
を

支
援

以
下
の
要
件
を
満
た
す
産
学
官
で
構
成
さ
れ

る
共
同
研
究
チ
ー
ム

【
要
件
】

①
「
産
・
学
・
官
」
、
「
産
・
学
」
、

「
産
・
官
」
の
い
ず
れ
か
で
構
成

②
「
産
」
の
う
ち
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、

か
つ
県
内
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
者
を
少
な
く
と
も
１
者
含
む
こ
と

③
対
象
産
業
分
野
の
事
業
拡
大
又
は
新
規
参

入
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
研
究
で
、
共
同

研
究
に
参
画
す
る
県
内
中
小
企
業
者
が
当
該

研
究
成
果
を
活
用
し
た
事
業
化
計
画
を
有
し

て
い
る
こ
と

研
究
（
調
査
、
試
験
分
析
、
試
作
を
含
む
）

に
必
要
な
経
費
を
定
額
補
助

採
択
件
数
：

27
件

総
額
（
予
定
）
：

10
6,
90
7千

円

採
択
件
数
（
介
護

機
器
関
係
の

み
）
：

0件

R3
.2
.2
6～

R3
.4
.5

R3
.7
.1
9～

R3
.8
.2
3

兵
庫
県

433



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

和
歌
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
技
術
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

07
3-

44
1-

23
55

FA
X番

号

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.w
ak

a
ya

m
a.

lg
.jp

/p
re

fg
/0

63
10

0/
se

nk
u.

ht
m

l

部
署

テ
ク
ノ
振
興
部

担
当
者

電
話
番
号

07
3-

43
2-

51
22

FA
X番

号
E-

m
ai

l
tk

7@
ya

ru
kio

ue
nd

an
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/y
ar

uk
io

ue
nd

an
.

or
.jp

/b
us

in
es

s/
tra

in
in

g_
bu

sin
es

s/

←
目
次
に
戻
る

委
託
費
：
50
万
円
以
上
40
0万

円
以
内

R3
公
募
終
了

採
択
件
数
：
4件

総
額
：

12
,4

96
,0

00

採
択
件
数
：
5件

総
額
：

15
,3
06
,0
00
円

R3
公
募
終
了

2
未
来
企
業
育
成
事
業

公
益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
産

業
振
興
財
団

大
学
・
公
設
試
験
研
究
機
関
等
が
有
す
る
研
究

成
果
や
技
術
を
県
内
中
小
企
業
が
有
効
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
事
業
の
創
出
、
事
業
化
に

結
び
つ
く
共
同
研
究
を
支
援
。

※
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
も
対
象

和
歌
山
県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
（
中
核
企
業
）
に
共
同
研
究
を
委
託

た
だ
し
、
中
核
企
業
の
ほ
か
、
「
学
」
又
は

「
官
」
か
ら
少
な
く
と
も
1機

関
以
上
の
参

画
を
要
す
る
こ
と

連
絡
窓
口

1
先
駆
的
産
業
技
術
研
究
開
発

支
援
事
業

和
歌
山
県

国
内
外
で
高
い
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
先
駆
的

な
産
業
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う
県
内
企
業
等

の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
新
技
術
の
創
出
と
実

用
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
県
産
業
の
高
度
化

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
。

※
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
も
対
象

(1
)先
駆
的
産
業
技
術
研
究
開
発

　
ア
　
和
歌
山
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
補

助
事
業
の
主
た
る
実
施
場
所
が
和
歌
山
県
内

に
所
在
す
る
こ
と
。

　
イ
　
補
助
事
業
に
お
い
て
自
ら
が
主
体
的

に
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

(2
)先
端
技
術
社
会
実
装

　
ア
　
和
歌
山
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
補

助
事
業
に
お
い
て
主
た
る
技
術
・
能
力
を
持

つ
、
若
し
く
は
実
用
化
後
主
た
る
新
た
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
者

　
イ
　
補
助
事
業
に
お
い
て
自
ら
が
主
体
的

に
補
助
事
業
を
行
う
こ
と
。

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
上

限
額
：
2,
00
0万

円
以
内
／
件

補
助
期
間
：
最
長
3年

（
何
年
間
の
研
究
事

業
で
あ
っ
て
も
1件

2,
00
0万

円
ま
で
）

採
択
件
数
：
6件

総
額
：

76
,1
84
,0
00
円

採
択
件
数
：
11
件

総
額
：

83
,5
91
,0
00
円

和
歌
山
県

434



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

鳥
取
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

販
路
開
拓
支
援
部

担
当
者

電
話
番
号

08
57

-5
2-

60
73

FA
X番

号
08

57
-5

2-
66

73

E-
m

ai
l

to
tto

ri-
iko

u@
to

rit
on

.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
rit

on
.o

r.j
p/

部
署

販
路
開
拓
支
援
部

担
当
者

電
話
番
号

08
57

-5
2-

60
73

FA
X番

号
08

57
-5

2-
66

73

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
rit

on
.o

r.j
p/

部
署

販
路
開
拓
支
援
部

担
当
者

電
話
番
号

08
57

-5
2-

60
73

FA
X番

号
08

57
-5

2-
66

73

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
rit

on
.o

r.j
p/ ←
目
次
に
戻
る

予
算
の
範
囲
内

非
公
開

1回
目
は
終
了
、
2回

目
の
公

募
を
予
定

医
療
・
福
祉
機
器
の
開
発

鳥
取
県
内
に
事
業
者
等
を
有
す
る
中
小
企
業

者

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

上
限
５
０
０
万
円
（
最
長
２
か
年
度
）

補
助
対
象
経
費
：
原
材
料
費
、
研
究
開
発
用

機
器
、
設
備
費
、
委
託
費
、
共
同
研
究
費
、

外
部
専
門
家
受
入
経
費
、
外
注
加
工
費
、
産

業
財
産
権
導
入
費
、
直
接
人
件
費
、
人
材
育

成
費
、
事
務
費
、
事
務
手
数
料
等

1回
目
は
終
了
、
2回

目
の
公

募
を
予
定

1
医
療
機
器
開
発
支
援
補
助
金

医
療
・
介
護
連
携
型

公
益
財
団
法
人

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構

医
療
・
介
護
と
連
携
し
た
県
内
企
業
の
医
療
機

器
開
発

鳥
取
県
内
に
事
業
者
等
を
有
す
る
中
小
企
業

者

32
医
療
機
器
開
発
支
援
補
助
金

参
入
支
援
型

公
益
財
団
法
人

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構

連
絡
窓
口

非
公
開

非
公
開

医
療
機
器
開
発
支
援
補
助
金

専
門
学
会
展
示
会
出
展
・
改

良
事
業

公
益
財
団
法
人

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構

医
療
・
福
祉
機
器
の
専
門
学
会
・
展
示
会
出
展

及
び
出
展
後
の
改
良

鳥
取
県
内
に
事
業
者
等
を
有
す
る
中
小
企
業

者
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

上
限
５
０
万
円
（
最
長
１
２
か
月
）

製
品
改
良
に
必
要
な
原
材
料
費
、
委
託
費
、

共
同
研
究
費
、
外
注
加
工
費
、
事
務
費
、
事

務
手
数
料
、
展
示
会
の
出
展
費
用

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

上
限
３
０
０
万
円
（
最
長
１
２
か
月
）

補
助
対
象
経
費
：
原
材
料
費
、
研
究
開
発
用

機
器
、
設
備
費
、
委
託
費
、
共
同
研
究
費
、

外
部
専
門
家
受
入
経
費
、
外
注
加
工
費
、
産

業
財
産
権
導
入
費
、
直
接
人
件
費
、
人
材
育

成
費
、
事
務
費
、
事
務
手
数
料
等

予
算
の
範
囲
内

予
算
の
範
囲
内

1回
目
は
終
了
、
2回

目
の
公

募
を
予
定

鳥
取
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

和
歌
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
技
術
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

07
3-

44
1-

23
55

FA
X番

号

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.w
ak

a
ya

m
a.

lg
.jp

/p
re

fg
/0

63
10

0/
se

nk
u.

ht
m

l

部
署

テ
ク
ノ
振
興
部

担
当
者

電
話
番
号

07
3-

43
2-

51
22

FA
X番

号
E-

m
ai

l
tk

7@
ya

ru
kio

ue
nd

an
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/y
ar

uk
io

ue
nd

an
.

or
.jp

/b
us

in
es

s/
tra

in
in

g_
bu

sin
es

s/

←
目
次
に
戻
る

委
託
費
：
50
万
円
以
上
40
0万

円
以
内

R3
公
募
終
了

採
択
件
数
：
4件

総
額
：

12
,4

96
,0

00

採
択
件
数
：
5件

総
額
：

15
,3
06
,0
00
円

R3
公
募
終
了

2
未
来
企
業
育
成
事
業

公
益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
産

業
振
興
財
団

大
学
・
公
設
試
験
研
究
機
関
等
が
有
す
る
研
究

成
果
や
技
術
を
県
内
中
小
企
業
が
有
効
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
事
業
の
創
出
、
事
業
化
に

結
び
つ
く
共
同
研
究
を
支
援
。

※
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
も
対
象

和
歌
山
県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
（
中
核
企
業
）
に
共
同
研
究
を
委
託

た
だ
し
、
中
核
企
業
の
ほ
か
、
「
学
」
又
は

「
官
」
か
ら
少
な
く
と
も
1機

関
以
上
の
参

画
を
要
す
る
こ
と

連
絡
窓
口

1
先
駆
的
産
業
技
術
研
究
開
発

支
援
事
業

和
歌
山
県

国
内
外
で
高
い
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
先
駆
的

な
産
業
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う
県
内
企
業
等

の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
新
技
術
の
創
出
と
実

用
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
県
産
業
の
高
度
化

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
。

※
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
も
対
象

(1
)先
駆
的
産
業
技
術
研
究
開
発

　
ア
　
和
歌
山
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
補

助
事
業
の
主
た
る
実
施
場
所
が
和
歌
山
県
内

に
所
在
す
る
こ
と
。

　
イ
　
補
助
事
業
に
お
い
て
自
ら
が
主
体
的

に
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

(2
)先
端
技
術
社
会
実
装

　
ア
　
和
歌
山
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
補

助
事
業
に
お
い
て
主
た
る
技
術
・
能
力
を
持

つ
、
若
し
く
は
実
用
化
後
主
た
る
新
た
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
者

　
イ
　
補
助
事
業
に
お
い
て
自
ら
が
主
体
的

に
補
助
事
業
を
行
う
こ
と
。

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
上

限
額
：
2,
00
0万

円
以
内
／
件

補
助
期
間
：
最
長
3年

（
何
年
間
の
研
究
事

業
で
あ
っ
て
も
1件

2,
00
0万

円
ま
で
）

採
択
件
数
：
6件

総
額
：

76
,1
84
,0
00
円

採
択
件
数
：
11
件

総
額
：

83
,5
91
,0
00
円

和
歌
山
県

435



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

島
根
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

新
事
業
支
援
課

技
術
支
援
グ
ル
ー
プ

担
当
者

電
話
番
号

08
52

-6
0-

51
12

FA
X番

号
08

52
-6

0-
51

06

E-
m

ai
l

sa
t@

jo
ho

-s
hi

m
an

e.
or

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.jo
ho

-
sh

im
an

e.
or

.jp
/s

ol
ut

io
n/

su
bs

id
y/

１
．

採
択
件
数
：
4件

総
額
：
10
,0
00
千

円 ２
．

採
択
件
数
：
1件

総
額
：
10
,0
00
千

円

連
絡
窓
口

１
．
事
業
化
促
進
助
成
金

・
助
成
率
1/
2以

内
・
限
度
額
50
0万

円
・
期
間
　
2年

以
内

（
う
ち
大
学
等
と
の
共
同
研
究
費
は
助
成
率

10
/1
0、

限
度
額
25
0万

円
）

２
．
次
世
代
技
術
開
発
助
成
金

・
助
成
率
1/
2以

内
・
限
度
額
1,
00
0万

円
・
期
間
　
2年

以
内

（
う
ち
大
学
等
と
の
共
同
研
究
費
は
助
成
率

県
内
10
/1
0、

県
外
2/
3、

限
度
額
50
0万

円
）

１
．
２
．
と
も
に

令
和
３
年
６
月
１
４
日

（
月
）
～
７
月
１
６
日

（
金
）

1. 採
択
件
数
：
1件

総
額
：
10
,0
00
千

円 2. 採
択
件
数
：
1件

総
額
：
20
,0
00
千

円

1
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

活
用
促
進
事
業

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
産
業

振
興
財
団

島
根
県
内
企
業
の
研
究
開
発
力
強
化
に
よ
る
個

社
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
、
売
上
増
加
、
利

益
率
向
上
を
図
る
た
め
、
大
学
等
と
の
共
同
研

究
費
や
研
究
開
発
経
費
を
助
成

１
．
事
業
化
促
進
助
成
金

　
自
社
の
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
を
外

部
専
門
家
か
ら
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら

行
う
も
の

２
．
次
世
代
技
術
開
発
助
成
金

　
県
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
等
と
協
力
し
て

次
世
代
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う

も
の

島
根
県
内
企
業

島
根
県

436



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

ま
つ
え
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
者

電
話
番
号

08
52

-6
0-

71
01

FA
X番

号
08

52
-2

5-
03

00

E-
m

ai
l

m
isc

@
cit

y.m
at

su
e.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
1.

cit
y.m

at
s

ue
.sh

im
an

e.
jp

/ji
gy

ou
sh

a/
sa

ng
yo

u/
kig

yo
u/

in
de

x/
sin

ka
ih

at
u.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

ま
つ
え
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

市
内
の
意
欲
あ
る
中
小
企
業
者
又
は
企
業
グ

ル
ー
プ
が
実
施
す
る
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の

取
組
み
又
は
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
開
発
の
取
組
み
に
対
し
、
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
中
小
企

業
者
の
競
争
力
の
強
化
と
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⑴
　
松
江
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
製
造
業

を
主
た
る
事
業
で
営
む
中
小
企
業
者
で
、
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑵
　
構
成
員
の
2分

の
1以

上
が
松
江
市
内
の

中
小
企
業
者
等
で
構
成
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ

で
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

の
構
成
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
も
の

福
祉
・
養
護
に
関

す
る
実
績
な
し

2
新
製
品
開
発
支
援
事
業

20
21
年
4月

1日
～

⑴
　
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

ア
　
地
域
や
行
政
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

新
製
品
開
発
に
要
す
る
企
画
・
設
計
か
ら
試

作
開
発
ま
で

イ
　
自
社
（
グ
ル
ー
プ
）
の
競
争
力
強
化
に

つ
な
が
る
新
製
品
開
発
に
要
す
る
企
画
・
設

計
か
ら
試
作
開
発
ま
で

ウ
　
自
社
（
グ
ル
ー
プ
）
の
IT
シ
ス
テ
ム
の

企
画
・
設
計
か
ら
試
作
開
発
ま
で

⑵
　
実
用
化
製
品
化
支
援
事
業

　
試
作
開
発
が
終
わ
り
、
製
品
・
技
術
そ
の

も
の
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
実
用
化

製
品
化
に
向
け
た
取
組

【
補
助
率
】

⑴
　
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
の
額

（
1,
00
0円

未
満
切
捨
）
た
だ
し
、
30
万
円

を
下
限
、
10
0万

円
を
上
限
と
す
る
。

⑵
　
実
用
化
製
品
化
支
援
事
業

ア
　
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
ア

に
係
る
試
作
開
発

補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
の
額

（
1,
00
0円

未
満
切
捨
）
た
だ
し
30
0万

円
を

上
限
と
す
る
。

イ
　
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
イ

に
係
る
試
作
開
発

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
の
額

（
1,
00
0円

未
満
切
捨
）
た
だ
し
30
0万

円
を

上
限
と
す
る
。

予
定
な
し

島
根
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

島
根
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

新
事
業
支
援
課

技
術
支
援
グ
ル
ー
プ

担
当
者

電
話
番
号

08
52

-6
0-

51
12

FA
X番

号
08

52
-6

0-
51

06

E-
m

ai
l

sa
t@

jo
ho

-s
hi

m
an

e.
or

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.jo
ho

-
sh

im
an

e.
or

.jp
/s

ol
ut

io
n/

su
bs

id
y/

１
．

採
択
件
数
：
4件

総
額
：
10
,0
00
千

円 ２
．

採
択
件
数
：
1件

総
額
：
10
,0
00
千

円

連
絡
窓
口

１
．
事
業
化
促
進
助
成
金

・
助
成
率
1/
2以

内
・
限
度
額
50
0万

円
・
期
間
　
2年

以
内

（
う
ち
大
学
等
と
の
共
同
研
究
費
は
助
成
率

10
/1
0、

限
度
額
25
0万

円
）

２
．
次
世
代
技
術
開
発
助
成
金

・
助
成
率
1/
2以

内
・
限
度
額
1,
00
0万

円
・
期
間
　
2年

以
内

（
う
ち
大
学
等
と
の
共
同
研
究
費
は
助
成
率

県
内
10
/1
0、

県
外
2/
3、

限
度
額
50
0万

円
）

１
．
２
．
と
も
に

令
和
３
年
６
月
１
４
日

（
月
）
～
７
月
１
６
日

（
金
）

1. 採
択
件
数
：
1件

総
額
：
10
,0
00
千

円 2. 採
択
件
数
：
1件

総
額
：
20
,0
00
千

円

1
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

活
用
促
進
事
業

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
産
業

振
興
財
団

島
根
県
内
企
業
の
研
究
開
発
力
強
化
に
よ
る
個

社
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
、
売
上
増
加
、
利

益
率
向
上
を
図
る
た
め
、
大
学
等
と
の
共
同
研

究
費
や
研
究
開
発
経
費
を
助
成

１
．
事
業
化
促
進
助
成
金

　
自
社
の
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
を
外

部
専
門
家
か
ら
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら

行
う
も
の

２
．
次
世
代
技
術
開
発
助
成
金

　
県
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
等
と
協
力
し
て

次
世
代
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う

も
の

島
根
県
内
企
業

島
根
県

437



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

岡
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

岡
山
県
産
業
振
興
財
団
　
も
の

づ
く
り
支
援
部
　
研
究
開
発
支

援
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6-

28
6-

96
51

FA
X番

号
08

6-
28

6-
96

76

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.o
pt

ic.
or

.jp
/e

nt
er

pr
ise

_d
et

ai
l/i

nd
e

x/
9.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

助
成
対
象
事
業
：
新
技
術
・
新
製
品
の
研
究

開
発

助
成
率
：
2/
3以

内
助
成
限
度
額
：
20
,0
00
千
円

助
成
期
間
：
22
か
月
以
内
(交
付
決
定
年
度

の
翌
年
度
内
)

助
成
対
象
経
費
：

【
研
究
開
発
経
費
】
原
材
料
費
、
機
械
装
置

費
（
量
産
転
用
不
可
）
、
工
具
器
具
費
、
知

的
財
産
権
等
関
連
経
費
、
外
注
(加
工
)費
、

技
術
専
門
員
指
導
受
入
費
、
共
同
研
究
費

【
市
場
動
向
調
査
経
費
】
謝
金
、
旅
費
、
調

査
分
析
委
託
費

※
外
注
(加
工
)費
、
技
術
専
門
員
指
導
受
入

費
、
共
同
研
究
費
の
合
計
額
は
全
助
成
対
象

経
費
の
2/
3以

内

20
21
年
4月

1日
～

　
　
　
　
　
　
～
4月

16
日

採
択
件
数
：

9件
程
度

総
額
：

70
,0
00
,0
00
円

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

8件 総
額
：

70
,0
00
,0
00
円

1
き
ら
め
き
岡
山
創
成
フ
ァ
ン

ド
支
援
事
業

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
産
業

振
興
財
団

※
岡
山
県
の
補
助
に
よ
り
実

施

新
技
術
・
新
製
品
の
研
究
開
発
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
内
企
業
の
成
長
を
支
援
す
る
。

岡
山
県
内
の
中
小
企
業
者

岡
山
県

438



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

広
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

医
工
連
携
推
進
PT

担
当
者

電
話
番
号

08
2-

51
3-

33
51

FA
X番

号
08

2-
22

3-
21

37

E-
m

ai
l

sy
oi

ko
ur

en
pt

@
pr

ef
.h

iro
sh

im
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.h
iro

s
hi

m
a.

lg
.jp

/s
os

hi
ki/

22
9/

i
ko

up
t6

1.
ht

m
l

部
署

公
益
財
団
法
人
広
島
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
中
小
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー

担
当
者

電
話
番
号

08
2-

27
8-

80
32

FA
X番

号
08

2-
27

8-
85

70

E-
m

ai
l

as
sis

t@
ip

c.c
ity

.h
iro

sh
im

a.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.a
ss

ist
.ip

c.
cit

y.h
iro

sh
im

a.
jp

/jo
se

iki
n/

jo
se

iki
n0

6.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

1
健
康
・
医
療
関
連
産
業
創
出

支
援
事
業

広
島
県

広
島
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
「
ひ
ろ
し
ま
医

療
関
連
産
業
研
究
会
」
又
は
「
広
島
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
推
進
協
議
会
」
の
会
員
企
業
が
，

医
療
機
器
や
福
祉
用
具
な
ど
の
製
品
化
・
事
業

化
の
た
め
の
研
究
開
発
な
ど
健
康
・
医
療
関
連

分
野
へ
の
新
規
参
入
や
事
業
拡
大
に
取
り
組
む

場
合
に
，
そ
の
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
支
援
す

る
。

広
島
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
「
ひ
ろ
し
ま

医
療
関
連
産
業
研
究
会
」
又
は
「
広
島
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
推
進
協
議
会
」
の
会
員
企

業

連
絡
窓
口

・
事
業
化
を
目
指
す
新
技
術
・
新
製
品
に
つ

い
て
、
当
該
事
業
の
実
施
年
度
よ
り
前
の
５

か
年
度
の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
業

を
活
用
し
て
、
試
作
品
の
開
発
や
商
品
化
に

関
す
る
支
援
を
う
け
て
い
る
こ
と
。

ア
　
（
公
財
）
広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
事
業

イ
　
国
や
地
方
公
共
団
体
の
補
助
事
業
等

ウ
　
国
や
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
等
を
財

源
と
し
た
補
助
事
業
等

・
補
助
率
　
助
成
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
・
助
成
金
額
　
1件

当
た
り
30
0万

円
以
内

採
択
件
数
：
5件

総
額
：

10
,8
21
,0
00
円

交
付
件
数
：
４
件

交
付
額
：

7,
91
9,
00
0円

20
21
年
4月

1日
　
　
　
　
　
～
5月

7日

福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
２
条
に
規
定
す
る
福
祉
用
具

及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
，
ま
た
は
，
健

康
の
保
持
及
び
増
進
，
介
護
予
防
等
を
通
じ

た
健
康
寿
命
の
延
伸
に
資
す
る
商
品
又
は

サ
ー
ビ
ス
の
製
品
化
・
事
業
化
の
た
め
の
研

究
開
発
な
ど
健
康
・
医
療
関
連
分
野
へ
の
新

規
参
入
や
事
業
拡
大
を
図
る
た
め
の
事
業
活

動
等

20
21
３
月
16
日
～
４
月
30
日

採
択
件
数
：
９
件

総
額
：

30
,2
06
,0
00
円

採
択
件
数
：
9件

総
額
：

30
,3
21
,0
00
円

2
新
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
化
支

援
事
業

公
益
財
団
法
人
広
島
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
・
事
業
化
に
関
し
て

（
公
財
）
広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
国
、

地
方
公
共
団
体
の
支
援
を
受
け
、
試
作
品
の
開

発
が
完
了
し
て
い
る
案
件
の
う
ち
、
新
成
長
ビ

ジ
ネ
ス
（
医
療
・
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
、
エ
コ
ビ
ジ

ネ
ス
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、
都
市
型
サ
ー
ビ
ス
ビ

ジ
ネ
ス
）
に
関
連
す
る
も
の
に
対
し
て
、
事
業

化
に
必
要
な
資
金
の
助
成
及
び
事
業
化
促
進
の

た
め
の
専
門
家
派
遣
（
別
途
広
島
市
委
託
事
業

に
お
い
て
実
施
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

早
期
の
事
業
化
を
図
る
。

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
又
は
当
該
中
小
企
業
者
が
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
組
合
・
商
品
開
発
グ
ル
ー
プ

（
構
成
員
の
3分

の
２
以
上
が
広
島
広
域
都

市
圏
内
の
市
町
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、

か
つ
１
社
以
上
が
広
島
市
内
に
主
た
る
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
）
で
あ
る
こ
と
。

広
島
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

岡
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

岡
山
県
産
業
振
興
財
団
　
も
の

づ
く
り
支
援
部
　
研
究
開
発
支

援
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6-

28
6-

96
51

FA
X番

号
08

6-
28

6-
96

76

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.o
pt

ic.
or

.jp
/e

nt
er

pr
ise

_d
et

ai
l/i

nd
e

x/
9.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

助
成
対
象
事
業
：
新
技
術
・
新
製
品
の
研
究

開
発

助
成
率
：
2/
3以

内
助
成
限
度
額
：
20
,0
00
千
円

助
成
期
間
：
22
か
月
以
内
(交
付
決
定
年
度

の
翌
年
度
内
)

助
成
対
象
経
費
：

【
研
究
開
発
経
費
】
原
材
料
費
、
機
械
装
置

費
（
量
産
転
用
不
可
）
、
工
具
器
具
費
、
知

的
財
産
権
等
関
連
経
費
、
外
注
(加
工
)費
、

技
術
専
門
員
指
導
受
入
費
、
共
同
研
究
費

【
市
場
動
向
調
査
経
費
】
謝
金
、
旅
費
、
調

査
分
析
委
託
費

※
外
注
(加
工
)費
、
技
術
専
門
員
指
導
受
入

費
、
共
同
研
究
費
の
合
計
額
は
全
助
成
対
象

経
費
の
2/
3以

内

20
21
年
4月

1日
～

　
　
　
　
　
　
～
4月

16
日

採
択
件
数
：

9件
程
度

総
額
：

70
,0
00
,0
00
円

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

8件 総
額
：

70
,0
00
,0
00
円

1
き
ら
め
き
岡
山
創
成
フ
ァ
ン

ド
支
援
事
業

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
産
業

振
興
財
団

※
岡
山
県
の
補
助
に
よ
り
実

施

新
技
術
・
新
製
品
の
研
究
開
発
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
内
企
業
の
成
長
を
支
援
す
る
。

岡
山
県
内
の
中
小
企
業
者

岡
山
県

439



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

山
口
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

次
世
代
産
業
推
進
班

担
当
者

電
話
番
号

08
3-

93
3-

31
50

FA
X番

号
08

3-
93

3-
31

59
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.y
am

a
gu

ch
i.lg

.jp
/c

m
s/

a1
69

00
/in

de
x/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
（
医
療
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ

関
連
分
野
）

山
口
県

医
療
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
含
む
）
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
バ
イ
オ
関
連
分
野
に
か
か
る
山
口
県
内

の
企
業
等
が
共
同
で
取
り
組
む
研
究
開
発
・
事

業
化
を
支
援

・
企
業
や
大
学
な
ど
2社

以
上
の
研
究
開
発

グ
ル
ー
プ
（
※
山
口
県
内
の
中
小
企
業
が
参

画
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
。
［
チ
ャ
レ
ン

ジ
］
枠
は
単
独
企
業
で
も
可
）

・
代
表
申
請
者
は
県
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
企
業
（
※
県
内
で
の
事
業
化
を
要
件

に
県
外
企
業
か
ら
の
提
案
も
可
）

補
助
上
限
：

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
］
1,
00
0千

円
［
ネ
ク
ス
ト
］
5,
00
0千

円
［
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
］

　
10
0,
00
0千

円
・
15
,0
00
千
円

補
助
率
：
2/
3以

内

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
］

採
択
件
数
（
予

定
）
：
15
件

［
ネ
ク
ス
ト
］
採

択
件
数
：
3件

、
総

額
：
14
,9
44
千
円

［
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
］
採
択
件
数
：
2

件
、
総
額
：

24
,7
63
千
円

採
択
件
数
：
４
件

総
額
：
48
,4
21
千

円

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
］
20
21
年
6

月
11
日
~1
0月

18
日
の
間
随

時 ［
ネ
ク
ス
ト
］
20
21
年
6月

18
日
~7
月
20
日

［
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
］
20
21

年
4月

5日
~5
月
17
日

山
口
県

440



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

徳
島
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 徳
島
県
（
該
当
無
）

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

山
口
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

次
世
代
産
業
推
進
班

担
当
者

電
話
番
号

08
3-

93
3-

31
50

FA
X番

号
08

3-
93

3-
31

59
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.y
am

a
gu

ch
i.lg

.jp
/c

m
s/

a1
69

00
/in

de
x/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
（
医
療
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ

関
連
分
野
）

山
口
県

医
療
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
含
む
）
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
バ
イ
オ
関
連
分
野
に
か
か
る
山
口
県
内

の
企
業
等
が
共
同
で
取
り
組
む
研
究
開
発
・
事

業
化
を
支
援

・
企
業
や
大
学
な
ど
2社

以
上
の
研
究
開
発

グ
ル
ー
プ
（
※
山
口
県
内
の
中
小
企
業
が
参

画
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
。
［
チ
ャ
レ
ン

ジ
］
枠
は
単
独
企
業
で
も
可
）

・
代
表
申
請
者
は
県
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
企
業
（
※
県
内
で
の
事
業
化
を
要
件

に
県
外
企
業
か
ら
の
提
案
も
可
）

補
助
上
限
：

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
］
1,
00
0千

円
［
ネ
ク
ス
ト
］
5,
00
0千

円
［
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
］

　
10
0,
00
0千

円
・
15
,0
00
千
円

補
助
率
：
2/
3以

内

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
］

採
択
件
数
（
予

定
）
：
15
件

［
ネ
ク
ス
ト
］
採

択
件
数
：
3件

、
総

額
：
14
,9
44
千
円

［
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
］
採
択
件
数
：
2

件
、
総
額
：

24
,7
63
千
円

採
択
件
数
：
４
件

総
額
：
48
,4
21
千

円

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
］
20
21
年
6

月
11
日
~1
0月

18
日
の
間
随

時 ［
ネ
ク
ス
ト
］
20
21
年
6月

18
日
~7
月
20
日

［
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
］
20
21

年
4月

5日
~5
月
17
日

山
口
県

441



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

香
川
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 香
川
県
（
該
当
無
）

442



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

愛
媛
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

産
業
創
出
課

担
当
者

電
話
番
号

08
9-

91
2-

24
83

FA
X番

号
08

9-
91

2-
24

69

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

←
目
次
に
戻
る

1
連
絡
窓
口

新
成
長
も
の
づ
く
り
企
業
等

総
合
支
援
事
業

愛
媛
県
産
業
創
出
課

県
内
に
お
け
る
新
事
業
・
新
産
業
の
創
出
支
援

を
一
層
効
率
的
、
効
果
的
に
行
な
う
た
め
、
県

内
も
の
づ
く
り
企
業
等
に
対
す
る
技
術
開
発
に

取
り
組
む
た
め
の
支
援
に
よ
り
、
新
規
性
が
あ

り
市
場
性
・
実
現
性
の
高
い
技
術
シ
ー
ズ
や
ア

イ
デ
ア
を
も
と
に
新
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。

高
い
技
術
力
や
独
自
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
有
し
県
内
に
本
社
を
有
す
る
企
業
で
、
以

下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
、

中
小
企
業
者
等
の
グ
ル
ー
プ

○
ニ
ッ
チ
市
場
で
、
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
に
な
る

よ
う
な
企
業

○
新
し
い
産
業
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
で
、

全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
企
業

○
将
来
株
式
上
場
を
目
指
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業

補
助
対
象
分
野

戦
略
重
点
分
野
（
高
機
能
素
材
、
AI
・

Io
T、

機
能
性
表
示
食
品
等
）
ほ
か
も
の
づ

く
り
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等

の
分
野
で
新
規
性
、
市
場
性
の
高
い
も
の

補
助
対
象
経
費

製
品
開
発
（
試
作
を
含
む
）
、
市
場
調
査
に

要
す
る
経
費
、
原
材
料
費
、
構
築
物
費
、
機

械
装
置
・
工
具
器
具
類
、
技
術
指
導
受
入

費
、
外
注
加
工
費
、
委
託
研
究
費
、
市
場
調

査
費
（
展
示
会
等
出
店
経
費
含
む
）
、
人
件

費
、
そ
の
他
経
費

補
助
率
　
2/
3（

人
件
費
は
補
助
金
額
の
１

／
３
以
内
）

補
助
期
間
　
2年

以
内

補
助
限
度
額

一
般
事
業
者
枠
　
10
,0
00
千
円

（
最
大
20
,0
00
千
円
）

小
規
模
事
業
者
枠
　
2,
50
0千

円
（
最
大
5,
00
0千

円
）

採
択
件
数
：

6件 総
額
：

68
,0
44
千
円
（
2年

総
額
）

内
訳
：

35
,0
00
千
円
（
R3

交
付
決
定
額
)

33
,0
44
千
円
（
R4

計
画
額
)

※
支
給
対
象
者
、

事
業
テ
ー
マ
及
び

事
業
概
要
に
つ
い

て
は
県
HP
で
公

表
。
金
額
に
つ
い

て
は
非
公
表

採
択
件
数
：

6件 総
額
：

68
,6
82
千
円
（
2年

総
額
）

内
訳
：

35
,0
00
千
円
（
R2

交
付
決
定
済
額
)

33
,6
82
千
円
（
R3

計
画
額
)

※
支
給
対
象
者
、

事
業
テ
ー
マ
及
び

事
業
概
要
に
つ
い

て
は
県
HP
で
公

表
。
金
額
に
つ
い

て
は
非
公
表

20
21
年
4月

1日
～

愛
媛
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

香
川
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 香
川
県
（
該
当
無
）

443



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

高
知

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

(公
財

)高
知

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
経

営
支

援
部

経
営

支
援

課

担
当

者
電

話
番

号
08

8-
84

5-
66

00
FA

X番
号

08
8-

84
6-

25
56

E-
m

ai
l

kig
yo

us
in

ko
u@

jo
ho

-
ko

ch
i.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/jo
ho

-
ko

ch
i.o

r.j
p/

ce
nt

er
/k

oc
hi

sa
ng

yo
kik

in
_2

02
1.

ph
p

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
令

和
３

年
度

「
こ

う
ち

産
業

振
興

基
金

等
事

業
」

（
事

業
戦

略
推

進
事

業
）

公
益

財
団

法
人

高
知

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
県

内
の

中
小

企
業

者
等

の
新

製
品

等
の

開
発

及
び

生
産

性
向

上
な

ど
に

よ
っ

て
事

業
戦

略
、

経
営

革
新

計
画

及
び

経
営

計
画

等
の

実
現

を
図

る
た

め
の

取
り

組
み

を
支

援
す

る
事

業
（

介
護

機
器

の
開

発
に

限
定

し
て

い
な

い
）

高
知

県
内

の
中

小
企

業
者

等
（

中
小

企
業

、
農

協
、

森
林

組
合

、
漁

協
、

NP
O 

等
）

か
つ

下
記

の
い

ず
れ

か
を

満
た

す
こ

と
・

中
小

企
業

等
経

営
強

化
法

に
基

づ
き

知
事

が
承

認
し

た
「

経
営

革
新

計
画

」
の

策
定

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

事
業

戦
略

支
援

会
議

が
承

認
し

た
「

事
業

戦
略

」
の

策
定

・
県

内
商

工
会

ま
た

は
商

工
会

議
所

が
認

定
し

た
「

経
営

計
画

」
の

策
定

・
そ

の
他

、
こ

れ
ら

に
準

ず
る

事
業

計
画

を
策

定

新
商

品
や

新
技

術
の

開
発

に
関

す
る

取
り

組
み

を
支

援
補

助
対

象
経

費
の

1/
2以

内
で

上
限

1,
00

0万
円

を
補

助
※

（
公

財
）

高
知

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

内
容

を
確

認
し

た
製

品
企

画
書

に
基

づ
く

事
業

で
あ

る
こ

と

令
和

3年
3月

31
日

～
4月

26
日

（
１

次
募

集
）

令
和

3年
6月

21
日

～
7月

16
日

（
２

次
募

集
）

令
和

3年
9月

16
日

～
10

月
14

日
（

３
次

募
集

）
令

和
３

年
 1

2 
月

中
旬

～
1 

月
中

旬
（

４
次

募
集

）
※

予
定

採
択

件
数

（
予

定
）

：
10

5件
予

算
額

：
16

3,
42

4
千

円

採
択

件
数

：
15

1件

高
知

県

444



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

福
岡

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
産

学
連

携
部

担
当

者

電
話

番
号

09
3-

69
5-

30
06

FA
X番

号
09

3-
69

5-
30

18

E-
m

ai
l

fa
isj

yo
se

i@
ks

rp
.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ks
rp

.o
r.j

p/
fa

is/

部
署

新
産

業
振

興
課

デ
ジ

タ
ル

産
業

班

担
当

者
電

話
番

号
09

2-
64

3-
34

53
FA

X番
号

09
2-

64
3-

34
21

E-
m

ai
l

fu
ku

ok
a-

kik
in

et
@

pr
ef

.fu
ku

ok
a.

lg
.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

cir
d.

or
.jp

/in
de

x.h
tm

l

部
署

新
産

業
振

興
課

デ
ジ

タ
ル

産
業

班

担
当

者

電
話

番
号

09
2-

64
3-

34
53

FA
X番

号
09

2-
64

3-
34

21

E-
m

ai
l

in
fo

@
ro

bo
t-s

ys
te

m
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ro
bo

t-
sy

st
em

.jp
/

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

①
シ

ー
ズ

創
出

・
実

用
性

検
証

事
業

：
17

件
②

実
用

化
研

究
開

発
事

業
：

3件
総

額
：

36
,4

81
,2

41
円

1
研

究
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
事

業
公

益
財

団
法

人
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

北
九

州
市

の
産

業
振

興
の

促
進

に
資

す
る

分
野

に
関

し
、

実
用

化
を

目
指

す
シ

ー
ズ

を
見

出
し

、
そ

の
可

能
性

を
検

証
す

る
た

め
の

研
究

開
発

（
①

シ
ー

ズ
創

出
・

実
用

性
検

証
事

業
）

や
技

術
の

高
度

化
・

製
品

の
実

用
化

を
目

指
す

研
究

開
発

（
②

実
用

化
研

究
開

発
事

業
）

に
対

し
て

補
助

す
る

（
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
研

究
開

発
に

係
る

申
請

も
可

能
）

①
シ

ー
ズ

創
出

・
実

用
性

検
証

事
業

　
北

九
州

市
内

の
大

学
等

研
究

機
関

②
実

用
化

研
究

開
発

事
業

　
北

九
州

市
内

の
企

業
等

連
絡

窓
口

3
社

会
ニ

ー
ズ

対
応

型
ロ

ボ
ッ

ト
・

シ
ス

テ
ム

関
連

製
品

開
発

・
実

証
支

援
事

業

福
岡

県
ロ

ボ
ッ

ト
・

シ
ス

テ
ム

産
業

振
興

会
議

ロ
ボ

ッ
ト

、
半

導
体

関
連

製
品

の
開

発
・

実
証

に
関

す
る

費
用

に
つ

い
て

支
援

 
（

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

の
開

発
に

か
か

る
提

案
も

可
能

）

次
の

条
件

を
満

た
す

企
業

を
含

む
単

独
又

は
複

数
の

企
業

等
 

(１
)単

独
の

場
合

、
振

興
会

議
会

員
（

法
人

格
を

有
し

て
い

る
こ

と
）

で
あ

り
、

か
つ

県
内

に
研

究
、

生
産

・
活

動
拠

点
を

有
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(２
)グ

ル
ー

プ
の

場
合

、
全

て
の

構
成

員
は

振
興

会
議

会
員

で
あ

り
、

か
つ

グ
ル

ー
プ

の
リ

ー
ダ

は
県

内
に

研
究

、
生

産
・

活
動

拠
点

を
有

す
る

振
興

会
議

の
会

員
企

業
（

法
人

格
を

有
し

て
い

る
こ

と
）

で
あ

る
こ

と
。

2
医

療
・

福
祉

関
連

製
品

開
発

支
援

事
業

公
益

財
団

法
人

飯
塚

研
究

開
発

機
構

医
療

・
福

祉
関

連
製

品
の

開
発

、
可

能
性

調
査

等
に

関
す

る
費

用
に

つ
い

て
支

援
(１

)福
岡

県
内

に
本

社
を

有
し

、
か

つ
本

事
業

の
研

究
、

生
産

活
動

拠
点

を
県

内
に

有
す

る
中

小
企

業
者

 
(２

)医
療

・
福

祉
機

器
分

野
へ

の
参

入
を

目
指

す
中

小
企

業
者

、
又

は
現

在
既

に
医

療
・

福
祉

機
器

分
野

へ
参

入
し

て
お

り
、

更
な

る
製

品
の

高
度

化
、

技
術

の
高

度
化

を
目

指
す

中
小

企
業

者

補
助

対
象

経
費

の
1/

2 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

売
上

高
が

減
少

し
て

い
る

場
合

は
3/

4

採
択

件
数

：
 

(１
)開

発
補

助
：

4
件

 
(２

)調
査

試
験

補
助

：
2件

 
総

額
：

15
,5

00
,0

00
円

①
シ

ー
ズ

創
出

・
実

用
性

検
証

事
業

　
補

助
額

（
上

限
）

10
0万

円
　

※
生

産
性

向
上

に
資

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

研
究

開
発

は
30

0万
円

②
実

用
化

研
究

開
発

事
業

　
補

助
額

（
上

限
）

30
0万

円
　

※
生

産
性

向
上

に
資

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

研
究

開
発

は
50

0万
円

20
21

年
4月

7日
～

5月
14

日
採

択
件

数
①

シ
ー

ズ
創

出
・

実
用

性
検

証
事

業
：

20
件

②
実

用
化

研
究

開
発

事
業

：
3件

総
額

：
45

,8
91

,8
47

円

採
択

件
数

：
 

(１
)開

発
補

助
：

5
件

 
(２

)調
査

試
験

補
助

：
3件

 
総

額
：

15
,3

25
,0

00
円

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら

５
月

２
０

日
ま

で

採
択

件
数

：
 

(１
)製

品
開

発
・

実
証

補
助

：
7件

 
(２

)可
能

性
試

験
補

助
：

4件
 

総
額

（
予

定
）

：
31

,1
00

,0
00

円

採
択

件
数

：
 

(１
)製

品
開

発
・

実
証

補
助

：
11

件
 

(２
)可

能
性

試
験

補
助

：
1件

 
総

額
：

30
,8

84
,6

81
円

補
助

対
象

経
費

の
1/

2 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

売
上

高
が

減
少

し
て

い
る

場
合

は
3/

4

令
和

３
年

５
月

２
０

日
か

ら
６

月
３

０
日

ま
で

福
岡

県

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

高
知

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

(公
財

)高
知

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
経

営
支

援
部

経
営

支
援

課

担
当

者
電

話
番

号
08

8-
84

5-
66

00
FA

X番
号

08
8-

84
6-

25
56

E-
m

ai
l

kig
yo

us
in

ko
u@

jo
ho

-
ko

ch
i.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/jo
ho

-
ko

ch
i.o

r.j
p/

ce
nt

er
/k

oc
hi

sa
ng

yo
kik

in
_2

02
1.

ph
p

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
令

和
３

年
度

「
こ

う
ち

産
業

振
興

基
金

等
事

業
」

（
事

業
戦

略
推

進
事

業
）

公
益

財
団

法
人

高
知

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
県

内
の

中
小

企
業

者
等

の
新

製
品

等
の

開
発

及
び

生
産

性
向

上
な

ど
に

よ
っ

て
事

業
戦

略
、

経
営

革
新

計
画

及
び

経
営

計
画

等
の

実
現

を
図

る
た

め
の

取
り

組
み

を
支

援
す

る
事

業
（

介
護

機
器

の
開

発
に

限
定

し
て

い
な

い
）

高
知

県
内

の
中

小
企

業
者

等
（

中
小

企
業

、
農

協
、

森
林

組
合

、
漁

協
、

NP
O 

等
）

か
つ

下
記

の
い

ず
れ

か
を

満
た

す
こ

と
・

中
小

企
業

等
経

営
強

化
法

に
基

づ
き

知
事

が
承

認
し

た
「

経
営

革
新

計
画

」
の

策
定

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

事
業

戦
略

支
援

会
議

が
承

認
し

た
「

事
業

戦
略

」
の

策
定

・
県

内
商

工
会

ま
た

は
商

工
会

議
所

が
認

定
し

た
「

経
営

計
画

」
の

策
定

・
そ

の
他

、
こ

れ
ら

に
準

ず
る

事
業

計
画

を
策

定

新
商

品
や

新
技

術
の

開
発

に
関

す
る

取
り

組
み

を
支

援
補

助
対

象
経

費
の

1/
2以

内
で

上
限

1,
00

0万
円

を
補

助
※

（
公

財
）

高
知

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

内
容

を
確

認
し

た
製

品
企

画
書

に
基

づ
く

事
業

で
あ

る
こ

と

令
和

3年
3月

31
日

～
4月

26
日

（
１

次
募

集
）

令
和

3年
6月

21
日

～
7月

16
日

（
２

次
募

集
）

令
和

3年
9月

16
日

～
10

月
14

日
（

３
次

募
集

）
令

和
３

年
 1

2 
月

中
旬

～
1 

月
中

旬
（

４
次

募
集

）
※

予
定

採
択

件
数

（
予

定
）

：
10

5件
予

算
額

：
16

3,
42

4
千

円

採
択

件
数

：
15

1件

高
知

県

445



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

佐
賀

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

佐
賀

県
 も

の
づ

く
り

産
業

課
も

の
づ

く
り

推
進

担
当

担
当

者
電

話
番

号
09

52
-2

5-
74

21
FA

X番
号

E-
m

ai
l

m
on

od
uk

ur
isa

ng
yo

u@
pr

ef
.sa

ga
.lg

.jp

HP
_U

RL

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

補
助

対
象

経
費

の
2/

3以
内

（
補

助
上

限
額

5,
00

0千
円

）
採

択
件

数
：

7件
採

択
件

数
：

5件
1

さ
が

「
き

ら
め

く
」

も
の

づ
く

り
産

業
創

生
応

援
事

業
（

新
技

術
・

新
製

品
開

発
補

助
事

業
）

公
益

財
団

法
人

佐
賀

県
産

業
振

興
機

構
県

内
も

の
づ

く
り

企
業

が
取

り
組

む
自

社
技

術
の

高
度

化
や

新
技

術
創

出
を

図
る

と
と

も
に

、
自

社
技

術
を

活
用

し
た

新
製

品
開

発
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
支

援

佐
賀

県
内

に
生

産
又

は
研

究
開

発
に

関
す

る
業

務
を

実
施

す
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

20
21

年
4月

12
日

～
5月

14
日

佐
賀

県

446



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

長
崎
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

新
産
業
創
造
課

DX
・
新
産
業
支
援
班

担
当
者

電
話
番
号

09
5-

89
5-

25
25

FA
X番

号
09

5-
89

5-
25

44

E-
m

ai
l

jo
ho

clu
st

er
@

pr
ef

.n
ag

as
ak

i.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.n

ag
as

ak
i.j

p/
bu

nr
ui

/s
hi

go
to

-
sa

ng
yo

/s
an

gy
os

hi
en

/r
o

bo
t-i

ot
/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
長
崎
県
情
報
産
業
連
携
体
組

成
事
業

長
崎
県
産
業
労
働
部

新
産
業
創
造
課

AI
・
Io
T・

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
情
報
関
連
産
業
分

野
に
お
い
て
、
県
内
企
業
に
よ
る
「
情
報
産
業

連
携
体
」
を
組
成
す
る
こ
と
で
、
事
業
拡
大
や

県
外
需
要
獲
得
に
つ
な
が
る
新
技
術
開
発
や
新

サ
ー
ビ
ス
創
出
等
を
図
る
取
組
を
支
援
し
ま

す
。

以
下
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
者

・
下
記
、
「
情
報
産
業
連
携
体
」
を
構
成
す

る
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
。

・
長
崎
県
次
世
代
情
報
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

※
「
情
報
産
業
連
携
体
」
…
以
下
の
（
1）

～
（
3）

全
て
の
要
件
を
満
た
す
者

（
1）

県
内
に
事
業
拠
点
を
有
す
る
3社

以
上

の
企
業
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の

（
2）

（
1）

の
構
成
企
業
は
、
県
内
に
お
い

て
1年

以
上
の
事
業
実
績
を
有
す
る
こ
と

（
3）

（
1）

の
構
成
企
業
は
、
県
内
に
お
い

て
AI
・
Io
T・

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
情
報
関
連
産

業
分
野
に
か
か
る
研
究
・
開
発
、
製
造
、
販

売
（
代
理
店
を
含
む
）
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
及
び
関
連
す
る
業
務
を
行
う
も
の
で
あ

る
こ
と

対
象
経
費
：
労
務
費
、
旅
費
、
物
品
費
、
外

注
費
、
そ
の
他
（
指
導
等
経
費
、
事
務
費

等
）

助
成
率
：
1/
2以

内
助
成
限
度
額
：
10
,0
00
千
円

採
択
件
数
：

5件 総
額
（
予
定
）
：

40
,0
00
,0
00
円

R3
年
度
新
規

20
21
年
6月

17
日
～

長
崎
県

介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

佐
賀

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

佐
賀

県
 も

の
づ

く
り

産
業

課
も

の
づ

く
り

推
進

担
当

担
当

者
電

話
番

号
09

52
-2

5-
74

21
FA

X番
号

E-
m

ai
l

m
on

od
uk

ur
isa

ng
yo

u@
pr

ef
.sa

ga
.lg

.jp

HP
_U

RL

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

補
助

対
象

経
費

の
2/

3以
内

（
補

助
上

限
額

5,
00

0千
円

）
採

択
件

数
：

7件
採

択
件

数
：

5件
1

さ
が

「
き

ら
め

く
」

も
の

づ
く

り
産

業
創

生
応

援
事

業
（

新
技

術
・

新
製

品
開

発
補

助
事

業
）

公
益

財
団

法
人

佐
賀

県
産

業
振

興
機

構
県

内
も

の
づ

く
り

企
業

が
取

り
組

む
自

社
技

術
の

高
度

化
や

新
技

術
創

出
を

図
る

と
と

も
に

、
自

社
技

術
を

活
用

し
た

新
製

品
開

発
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
支

援

佐
賀

県
内

に
生

産
又

は
研

究
開

発
に

関
す

る
業

務
を

実
施

す
る

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

20
21

年
4月

12
日

～
5月

14
日

佐
賀

県

447



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

熊
本
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

（
一
社
）
熊
本
県
工
業
連
合
会

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

28
5-

81
31

FA
X番

号
09

6-
21

4-
20

30

E-
m

ai
l

iko
re

nk
ei

@
ke

nk
or

en
.gr

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
um

am
ot

o-
iko

ur
en

ke
i.c

om
/

部
署

（
一
社
）
熊
本
県
工
業
連
合
会

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

28
5-

81
31

FA
X番

号
09

6-
21

4-
20

30

E-
m

ai
l

iko
re

nk
ei

@
ke

nk
or

en
.gr

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
um

am
ot

o-
iko

ur
en

ke
i.c

om
/

部
署

熊
本
市
　
起
業
・
新
産
業
支
援

室

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

32
8-

23
92

FA
X番

号
09

6-
32

4-
70

04

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ku

m
a

m
ot

o.
jp

/h
pk

iji
/p

ub
/L

ist
.a

sp
x?

c_
id

=5
&c

la
ss

_s
et

_id
=3

&c
la

ss
_id

=3
44

7

←
目
次
に
戻
る

20
21
年
5月

28
日
～
6月

14
日
採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

6,
00
0千

円

採
択
件
数
：

１
件

総
額

3,
00
0千

円

1
医
療
・
福
祉
機
器
開
発
支
援

等
補
助
金

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

熊
本
県
内
の
「
も
の
づ
く
り
企
業
等
」
の
医

療
・
福
祉
関
連
市
場
へ
の
新
た
な
参
入
を
支
援

し
、
医
療
・
福
祉
現
場
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
熊
本
発
の
製
品
の
創
出
及
び
医
療

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
医
療
機

器
等
の
事
業
化
に
向
け
た
開
発
や
改
良
を
支

援
。

熊
本
県
内
に
本
社
（
店
）
、
ま
た
は
、
主
要

な
工
場
、
研
究
開
発
拠
点
等
が
あ
る
「
も
の

づ
く
り
企
業
等
」

「
く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
の
登
録
等
が
要
件

医
療
及
び
福
祉
関
連
の
対
象
機
器
（
詳
し
く

は
募
集
案
内
に
記
載
）
の
実
用
化
、
販
売
を

目
的
と
し
た
製
品
の
開
発

補
助
率
　
1/
2、

補
助
上
限
額
3,
00
0千

円

20
21
年
5月

28
日
～
6月

14
日
採
択
件
数
：

0件 総
額
：

0円 ※
今
年
度
は
募
集

を
行
っ
た
も
の
の

応
募
が
な
か
っ

た
。

採
択
件
数
：

１
件

総
額
：

3,
00
0千

円

連
絡
窓
口

3
新
製
品
・
新
技
術
研
究
開
発

事
業
助
成
金

熊
本
市

成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
（
情
報
・
通
信
、
医

療
・
福
祉
、
環
境
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

新
製
造
技
術
）
に
お
い
て
、
中
小
企
業
等
が
実

施
す
る
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
助
成

熊
本
市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る

（
1）

中
製
造
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者

（
2）

中
製
造
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者
を

主
体
と
し
た
事
業
協
同
組
合
又
は
協
業
組
合

（
3）

中
製
造
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者
を

主
体
と
し
た
任
意
の
団
体

【
助
成
率
】

助
成
対
象
経
費
総
額
の
1/
2

【
限
度
額
】

・
新
製
品
・
新
技
術
枠
：
20
0万

円
・
小
規
模
企
業
重
点
枠
：
10
0万

円
【
対
象
経
費
】

謝
金
、
旅
費
、
委
託
費
、
研
究
開
発
事
業

費
、
直
接
人
件
費
等

・
新
製
品
・
新
技

術
枠
：
2件

・
小
規
模
企
業
重

点
枠
：
1件

総
額
（
予
定
）
：

5,
00
0千

円

採
択
件
数
：
4件

（
新
製
品
・
新
技

術
枠
：
2件

4,
00
0千

円
小
規
模
企
業
重
点

枠
：
1件

　
92
0千

円 新
型
コ
ロ
ナ
対
応

枠
：
1件

　
1,
66
8

千
円
）

総
額
：
6,
58
8千

円

令
和
3年

（
20
21
年
）
4月

19
日
（
月
）
～
5月

28
日

（
金
）

2
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
支

援
補
助
金

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

熊
本
県
内
の
「
も
の
づ
く
り
企
業
等
」
の
福
祉

関
連
市
場
へ
の
新
た
な
参
入
を
支
援
し
、
医

療
・
福
祉
現
場
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
た
熊
本
発
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
製
品
の
創
出
及

び
介
護
現
場
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
促
進
す
る
た

め
、
被
介
護
者
・
障
が
い
者
等
の
自
立
支
援
や

介
護
の
負
担
に
役
立
つ
介
護
機
器
及
び
情
報
シ

ス
テ
ム
の
開
発
や
改
良
を
支
援
。

熊
本
県
内
に
本
社
（
店
）
、
ま
た
は
、
主
要

な
工
場
、
研
究
開
発
拠
点
等
が
あ
る
「
も
の

づ
く
り
企
業
等
」

「
く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
の
登
録
等
が
要
件

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
、
被
介
護
者
・
障

が
い
者
等
の
自
立
支
援
や
介
護
者
の
負
担
の

軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
お
よ
び
情
報
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
改
良
（
詳
し
く
は
募
集
案
内

に
記
載
）

補
助
率
　
1/
2、

補
助
上
限
額
3,
00
0千

円

熊
本
県

448



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

大
分
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

事
務
局
（
大
分
県
商
工
観
光
労

働
部
新
産
業
振
興
室
）

担
当
者

電
話
番
号

09
7-

50
6-

32
69

FA
X番

号
09

7-
50

6-
17

53
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
://

m
ed

ica
l-

va
lle

y.j
p/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
―

医
工
連
携
医
療
関
連
機
器
等

事
業
化
補
助
事
業

大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
・
機

器
産
業
協
議
会

自
社
技
術
を
活
用
し
て
外
部
の
機
関
と
共
同
で

医
療
関
連
機
器
等
事
業
化
を
実
施
す
る
会
員
県

内
中
小
企
業
へ
、
医
療
、
看
護
、
介
護
、
福
祉

機
器
等
若
し
く
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
開
発
に

か
か
る
経
費
、
又
は
当
該
医
療
関
連
機
器
等
に

関
し
て
、
医
療
機
器
等
の
申
請
・
届
け
出
、
若

し
く
は
医
療
関
連
機
器
等
に
関
す
る
規
格
認
証

等
の
取
得
に
か
か
る
経
費
に
対
し
て
支
援

大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
・
機
器
産
業
協
議
会

の
会
員
で
あ
る
、
大
分
県
内
中
小
企
業

補
助
対
象
経
費
：
プ
ラ
ン
ト
・
機
械
装
置

費
、
原
材
料
費
、
外
注
加
工
・
分
析
費
、
委

託
費
、
共
同
研
究
費
、
人
件
費
、
旅
費
、
謝

金
・
報
償
費
、
手
数
料
、
事
務
庁
費

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
2/
3以

内
補
助
限
度
額
：
40
0万

円

採
択
件
数
）
：
５

件 総
額
（
予
定
）
：

18
,0
70
,0
00
円

20
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
～
５
月
７
日

大
分
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

熊
本
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

（
一
社
）
熊
本
県
工
業
連
合
会

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

28
5-

81
31

FA
X番

号
09

6-
21

4-
20

30

E-
m

ai
l

iko
re

nk
ei

@
ke

nk
or

en
.gr

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
um

am
ot

o-
iko

ur
en

ke
i.c

om
/

部
署

（
一
社
）
熊
本
県
工
業
連
合
会

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

28
5-

81
31

FA
X番

号
09

6-
21

4-
20

30

E-
m

ai
l

iko
re

nk
ei

@
ke

nk
or

en
.gr

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
um

am
ot

o-
iko

ur
en

ke
i.c

om
/

部
署

熊
本
市
　
起
業
・
新
産
業
支
援

室

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

32
8-

23
92

FA
X番

号
09

6-
32

4-
70

04

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ku

m
a

m
ot

o.
jp

/h
pk

iji
/p

ub
/L

ist
.a

sp
x?

c_
id

=5
&c

la
ss

_s
et

_id
=3

&c
la

ss
_id

=3
44

7

←
目
次
に
戻
る

20
21
年
5月

28
日
～
6月

14
日
採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

6,
00
0千

円

採
択
件
数
：

１
件

総
額

3,
00
0千

円

1
医
療
・
福
祉
機
器
開
発
支
援

等
補
助
金

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

熊
本
県
内
の
「
も
の
づ
く
り
企
業
等
」
の
医

療
・
福
祉
関
連
市
場
へ
の
新
た
な
参
入
を
支
援

し
、
医
療
・
福
祉
現
場
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
熊
本
発
の
製
品
の
創
出
及
び
医
療

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
医
療
機

器
等
の
事
業
化
に
向
け
た
開
発
や
改
良
を
支

援
。

熊
本
県
内
に
本
社
（
店
）
、
ま
た
は
、
主
要

な
工
場
、
研
究
開
発
拠
点
等
が
あ
る
「
も
の

づ
く
り
企
業
等
」

「
く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
の
登
録
等
が
要
件

医
療
及
び
福
祉
関
連
の
対
象
機
器
（
詳
し
く

は
募
集
案
内
に
記
載
）
の
実
用
化
、
販
売
を

目
的
と
し
た
製
品
の
開
発

補
助
率
　
1/
2、

補
助
上
限
額
3,
00
0千

円

20
21
年
5月

28
日
～
6月

14
日
採
択
件
数
：

0件 総
額
：

0円 ※
今
年
度
は
募
集

を
行
っ
た
も
の
の

応
募
が
な
か
っ

た
。

採
択
件
数
：

１
件

総
額
：

3,
00
0千

円

連
絡
窓
口

3
新
製
品
・
新
技
術
研
究
開
発

事
業
助
成
金

熊
本
市

成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
（
情
報
・
通
信
、
医

療
・
福
祉
、
環
境
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

新
製
造
技
術
）
に
お
い
て
、
中
小
企
業
等
が
実

施
す
る
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
助
成

熊
本
市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る

（
1）

中
製
造
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者

（
2）

中
製
造
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者
を

主
体
と
し
た
事
業
協
同
組
合
又
は
協
業
組
合

（
3）

中
製
造
業
者
又
は
小
規
模
企
業
者
を

主
体
と
し
た
任
意
の
団
体

【
助
成
率
】

助
成
対
象
経
費
総
額
の
1/
2

【
限
度
額
】

・
新
製
品
・
新
技
術
枠
：
20
0万

円
・
小
規
模
企
業
重
点
枠
：
10
0万

円
【
対
象
経
費
】

謝
金
、
旅
費
、
委
託
費
、
研
究
開
発
事
業

費
、
直
接
人
件
費
等

・
新
製
品
・
新
技

術
枠
：
2件

・
小
規
模
企
業
重

点
枠
：
1件

総
額
（
予
定
）
：

5,
00
0千

円

採
択
件
数
：
4件

（
新
製
品
・
新
技

術
枠
：
2件

4,
00
0千

円
小
規
模
企
業
重
点

枠
：
1件

　
92
0千

円 新
型
コ
ロ
ナ
対
応

枠
：
1件

　
1,
66
8

千
円
）

総
額
：
6,
58
8千

円

令
和
3年

（
20
21
年
）
4月

19
日
（
月
）
～
5月

28
日

（
金
）

2
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
支

援
補
助
金

く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

熊
本
県
内
の
「
も
の
づ
く
り
企
業
等
」
の
福
祉

関
連
市
場
へ
の
新
た
な
参
入
を
支
援
し
、
医

療
・
福
祉
現
場
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
た
熊
本
発
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
製
品
の
創
出
及

び
介
護
現
場
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
促
進
す
る
た

め
、
被
介
護
者
・
障
が
い
者
等
の
自
立
支
援
や

介
護
の
負
担
に
役
立
つ
介
護
機
器
及
び
情
報
シ

ス
テ
ム
の
開
発
や
改
良
を
支
援
。

熊
本
県
内
に
本
社
（
店
）
、
ま
た
は
、
主
要

な
工
場
、
研
究
開
発
拠
点
等
が
あ
る
「
も
の

づ
く
り
企
業
等
」

「
く
ま
も
と
医
工
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
の
登
録
等
が
要
件

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
、
被
介
護
者
・
障

が
い
者
等
の
自
立
支
援
や
介
護
者
の
負
担
の

軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
お
よ
び
情
報
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
改
良
（
詳
し
く
は
募
集
案
内

に
記
載
）

補
助
率
　
1/
2、

補
助
上
限
額
3,
00
0千

円

熊
本
県
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介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

宮
崎
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 宮
崎
県
（
該
当
無
）

450



介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

鹿
児
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

産
学
官
連
携
課

担
当
者

電
話
番
号

FA
X番

号
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ki

sc
.o

r.j
p/

ou
tli

ne
/d

iv-
re

nk
ei

/p
ro

je
ct

/s
en

ta
ng

i
zy

ut
u/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
先
端
技
術
研
究
開
発
支
援
事

業
鹿
児
島
県

自
社
の
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を
活
用
し
，
新
技

術
・
新
製
品
の
開
発
，
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ

ボ
ッ
ト
等
先
端
技
術
を
活
用
し
た
研
究
開
発
を

行
う
中
小
企
業
者
等
に
対
し
，
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成

県
内
中
小
企
業
者

対
象
事
業
：
①
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
い
え
る
革

新
的
な
新
技
術
・
新
製
品
の
研
究
開
発
，

②
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
先
端
的
な

技
術
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
等
研
究
開

発 補
助
率
等
：
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

補
助
限
度
額
：
20
0万

円

ー
ー

20
21
/4
/2
1～

5/
21

鹿
児
島
県

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

宮
崎
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 宮
崎
県
（
該
当
無
）
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介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

沖
縄
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 沖
縄
県
（
該
当
無
）

452



介
護

機
器

の
開

発
に

係
る

助
成

制
度

全
国

更
新

日
：

令
和

3年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
部

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

グ
ル

ー
プ

担
当

者
電

話
番

号
04

4-
52

0-
51

75
FA

X番
号

04
4-

52
0-

51
78

E-
m

ai
l

fu
ku

sh
i@

ne
do

.go
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.n
ed

o.
go

.jp
/k

ou
bo

/C
A2

_1
00

30
6.

ht
m

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
課

題
解

決
型

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
支

援
事

業
国

立
研

究
開

発
法

人
　

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

NE
DO

）

障
害

者
、

高
齢

者
や

そ
の

介
護

者
の

ク
オ

リ
テ

ィ
･オ

ブ
･ラ

イ
フ

向
上

に
資

す
る

技
術

の
確

立
を

目
指

し
、

福
祉

用
具

の
実

用
化

開
発

を
行

う
中

小
企

業
に

対
し

て
助

成
を

行
う

と
同

時
に

、
福

祉
機

器
の

ニ
ー

ズ
調

査
や

研
究

開
発

に
必

要
な

情
報

の
収

集
･分

析
･提

供
を

実
施

し
ま

す
。

中
小

企
業

、
技

術
研

究
組

合
等

研
究

開
発

対
象

が
「

福
祉

用
具

」
で

あ
る

こ
と

。
そ

の
事

業
が

他
の

補
助

金
、

助
成

金
の

交
付

を
受

け
て

い
な

い
こ

と
等

。
助

成
率

は
助

成
対

象
費

用
の

2／
3以

内
。

た
だ

し
、

み
な

し
大

企
業

は
1／

2以
内

。
1年

度
に

お
け

る
助

成
金

の
額

は
2,

00
0万

円
以

内
。

1助
成

対
象

事
業

あ
た

り
最

長
2年

度
で

4,
00

0万
円

以
内

。

20
21

年
 5

月
27

日
(木

)～
20

21
年

 7
月

13
日

(火
）

正
午

採
択

件
数

：
1件

総
額

（
予

定
）

：
63

,0
00

,0
00

円

採
択

件
数

：
4件

総
額

：
58

,0
00

,0
00

円

全
国

介
護
機
器
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

沖
縄
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 沖
縄
県
（
該
当
無
）
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更新日：

本資料は、都道府県別に１シートに纏めています。
61件

No. 都道府県 掲載件数 No. 都道府県 掲載件数
1 北海道 3件 26 京都府 1件
2 青森県 1件 27 大阪府 1件
3 岩手県 1件 28 兵庫県 1件
4 宮城県 1件 29 奈良県 1件
5 秋田県 1件 30 和歌山県 2件
6 山形県 1件 31 鳥取県 2件
7 福島県 2件 32 島根県 1件
8 茨城県 1件 33 岡山県 3件
9 栃木県 1件 34 広島県 1件

10 群馬県 1件 35 山口県 1件
11 埼玉県 1件 36 徳島県 1件
12 千葉県 2件 37 香川県 1件
13 東京都 1件 38 愛媛県 1件
14 神奈川県 5件 39 高知県 1件
15 新潟県 1件 40 福岡県 3件
16 富山県 1件 41 佐賀県 1件
17 石川県 1件 42 長崎県 1件
18 福井県 1件 43 熊本県 1件
19 山梨県 1件 44 大分県 1件
20 長野県 1件 45 宮崎県 1件
21 岐阜県 1件 46 鹿児島県 1件
22 静岡県 1件 47 沖縄県 1件
23 愛知県 1件
24 三重県 1件
25 滋賀県 1件

令和3年11月

令和３年度　介護機器の導入に係る助成制度　一覧

掲載総件数
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介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

北
海
道

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
支
援
局
高
齢
者
保
健
福

祉
課
介
護
人
材
係

担
当
者

電
話
番
号

01
1-

20
4-

52
72

FA
X番

号
01

1-
23

2-
83

08

E-
m

ai
l

ho
fu

ku
.ko

uh
uk

u1
@

pr
ef

.
ho

kk
ai

do
.lg

.jp
HP

_U
RL

部
署

高
齢
者
保
健
福
祉
課
基
盤
整
備

係
担
当
者

電
話
番
号

01
1-

20
6-

69
74

FA
X番

号
01

1-
23

2-
83

08

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.h
ok

ka
i

do
.lg

.jp
/h

f/
kh

f/
in

de
x.h

t
m

部
署

高
齢
者
保
健
福
祉
課
基
盤
整
備

係
担
当
者

電
話
番
号

01
1-

20
6-

69
74

FA
X番

号
01

1-
23

2-
83

08

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.h
ok

ka
i

do
.lg

.jp
/h

f/
kh

f/
in

de
x.h

t
m ←
目
次
に
戻
る

2
20
21
年
３
月
15
日
～

　
　
　
　
　
～
４
月
９
日

20
21
年
３
月
15
日
～

　
　
　
　
　
～
４
月
９
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
等

整
備
事
業
費
補
助
金

（
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修

繕
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
支
援
）

北
海
道
保
健
福
祉
部
高
齢
者

支
援
局
高
齢
者
保
健
福
祉
課

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
IC
Tを

あ
わ
せ
て
導
入
す
る
場
合

に
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
介
護
環
境
の
改
善

に
即
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般

に
介
護
事
業
所
に
よ
る
導
入
が
可
能
と
な
る
よ

う
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の
経

費
に
対
し
助
成
す
る
。

・
介
護
分
野
に
お
け
る
IC
T化

を
抜
本
的
に
進

め
る
た
め
、
IC
Tを

活
用
し
て
介
護
記
録
か
ら

請
求
業
務
ま
で
が
一
気
通
貫
と
な
る
こ
と
等
を

要
件
と
し
て
、
介
護
ソ
フ
ト
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費
に
対
し
助
成

す
る
。

次
の
施
設
等
の
配
置
予
定
者

１
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
併
設
さ

　
れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
定
員
30
人
以

　
上
）

２
　
介
護
老
人
保
健
施
設
（
定
員
30
人
以

　
上
）

３
　
介
護
医
療
院
（
定
員
30
人
以
上
）

４
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
定
員
30
人
以
上
）

５
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
定
員
30
人
以

　
上
）

６
　
介
護
付
き
ホ
ー
ム
（
定
員
30
人
以

　
上
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

購
入
、
リ
ー
ス
契

約
に
係
る
経
費
。

補
助
率
は
定
額
。

3
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
等

整
備
事
業
費
交
付
金

（
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修

繕
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
支
援
）

北
海
道
保
健
福
祉
部
高
齢
者

支
援
局
高
齢
者
保
健
福
祉
課

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
IC
Tを

あ
わ
せ
て
導
入
す
る
場
合

に
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
介
護
環
境
の
改
善

に
即
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般

に
介
護
事
業
所
に
よ
る
導
入
が
可
能
と
な
る
よ

う
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の
経

費
に
対
し
助
成
す
る
。

・
介
護
分
野
に
お
け
る
IC
T化

を
抜
本
的
に
進

め
る
た
め
、
IC
Tを

活
用
し
て
介
護
記
録
か
ら

請
求
業
務
ま
で
が
一
気
通
貫
と
な
る
こ
と
等
を

要
件
と
し
て
、
介
護
ソ
フ
ト
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費
に
対
し
助
成

す
る
。

市
町
村

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

北
海
道
保
健
福
祉
部
高
齢
者

支
援
局
高
齢
者
保
健
福
祉
課

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
及
び
介
護
業
務
の
効

率
化
に
資
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

購
入

等
の
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

す
る
。

採
択
件
数
：
未
定

総
額
（
予
算
）
：

60
0,
00
0,
00
0円

20
21
年
７
月
12
日
－

　
　
　
　
　
－
８
月
13
日

連
絡
窓
口

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
・
許
可
を
受
け
た
北
海
道
内
に
所

在
す
る
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

購
入
、
リ
ー
ス
契

約
に
係
る
経
費
と
し
、
保
険
料
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

１
　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

購
入
、
リ
ー

ス
契
約
に
係
る
経
費
。

２
　
上
記
１
の
経
費
を
対
象
と
し
て
、
事
業

者
に
交
付
す
る
補
助
金
。

補
助
率
は
定
額
。

採
択
件
数
：
１
件

総
額
（
予
定
）
：

19
,7
10
,0
00
円

０
件

（
令
和
３
年
度
か

ら
実
施
）

採
択
件
数
：

31
3件

総
額
：

33
5,
27
3,
00
0円

（
R3
へ
繰
越
15
件

分
含
む
）

０
件

０
件

（
令
和
３
年
度
か

ら
実
施
）

北
海
道

更新日：

本資料は、都道府県別に１シートに纏めています。
61件

No. 都道府県 掲載件数 No. 都道府県 掲載件数
1 北海道 3件 26 京都府 1件
2 青森県 1件 27 大阪府 1件
3 岩手県 1件 28 兵庫県 1件
4 宮城県 1件 29 奈良県 1件
5 秋田県 1件 30 和歌山県 2件
6 山形県 1件 31 鳥取県 2件
7 福島県 2件 32 島根県 1件
8 茨城県 1件 33 岡山県 3件
9 栃木県 1件 34 広島県 1件

10 群馬県 1件 35 山口県 1件
11 埼玉県 1件 36 徳島県 1件
12 千葉県 2件 37 香川県 1件
13 東京都 1件 38 愛媛県 1件
14 神奈川県 5件 39 高知県 1件
15 新潟県 1件 40 福岡県 3件
16 富山県 1件 41 佐賀県 1件
17 石川県 1件 42 長崎県 1件
18 福井県 1件 43 熊本県 1件
19 山梨県 1件 44 大分県 1件
20 長野県 1件 45 宮崎県 1件
21 岐阜県 1件 46 鹿児島県 1件
22 静岡県 1件 47 沖縄県 1件
23 愛知県 1件
24 三重県 1件
25 滋賀県 1件

令和3年11月

令和３年度　介護機器の導入に係る助成制度　一覧

掲載総件数
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介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

青
森
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
福
祉
保
険
課

担
当
者

電
話
番
号

01
7-

73
4-

92
99

FA
X番

号
01

7-
73

4-
80

90
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ

Ｐ
内
で
案
内

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業 （
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
）

青
森
県

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
関
す
る
費
用
の
助

成
県
内
の
介
護
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

・
青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
認
証
事
業
所
認
証

評
価
制
度
の
参
加
宣
言
事
業
所
で
あ
る
こ

と
。

・
補
助
率
（
1/
2ま

た
は
3/
4）

。
上
限
額
は

導
入
機
器
に
よ
っ
て
異
な
る
。

採
択
件
数

（
予
定
）

15
件

総
額
（
予
定
）

43
,9
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

15
件

総
額
：

43
,5
47
,8
50
円

20
21
年
8月

26
日

～
10
月
15
日

青
森
県

456



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

岩
手
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

保
健
福
祉
部
　
長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

01
9-

62
9-

54
35

FA
X番

号
01

9-
62

9-
54

44
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.i
wa

te
.

jp
/in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

1
令
和
３
年
度
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
導
入
支
援
事
業

岩
手
県

介
護
従
事
者
が
継
続
し
て
就
労
す
る
た
め
の
環

境
整
備
を
図
る
た
め
、
身
体
的
負
担
の
軽
減
や

業
務
の
効
率
化
に
資
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
又
は

IC
Tを

導
入
す
る
経
費
に
対
し
、
補
助
を
行
う

岩
手
県
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
運
営

す
る
者

連
絡
窓
口

国
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援
事
業
実
施
用

王
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
実
施
要
綱
に

準
じ
た
補
助
率
及
び
上
限
額
と
す
る
。

予
算
額
：
17
2,
74
5

千
円

採
択
件
数
：

48
件

総
額
：

88
,0
29
,0
00
円

令
和
３
年
10
月
７
日
～
令
和

３
年
11
月
12
日
ま
で

岩
手
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

青
森
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
福
祉
保
険
課

担
当
者

電
話
番
号

01
7-

73
4-

92
99

FA
X番

号
01

7-
73

4-
80

90
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ

Ｐ
内
で
案
内

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業 （
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
）

青
森
県

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
関
す
る
費
用
の
助

成
県
内
の
介
護
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

・
青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
認
証
事
業
所
認
証

評
価
制
度
の
参
加
宣
言
事
業
所
で
あ
る
こ

と
。

・
補
助
率
（
1/
2ま

た
は
3/
4）

。
上
限
額
は

導
入
機
器
に
よ
っ
て
異
な
る
。

採
択
件
数

（
予
定
）

15
件

総
額
（
予
定
）

43
,9
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

15
件

総
額
：

43
,5
47
,8
50
円

20
21
年
8月

26
日

～
10
月
15
日

青
森
県

457



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

宮
城
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

02
2-

21
1-

25
54

FA
X番

号
02

2-
21

1-
25

96

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
z@

pr
ef

.m
iya

gi
.lg

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.m
iya

g
i.j

p/
so

sh
iki

/c
ho

uj
u/

r3
k

ai
go

-d
ou

ny
u.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

予
算
16
6,
00
0千

円
採
択
法
人
数
：
12

件 補
助
金
総
額
：

14
,7
03
千
円

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
支
援
事
業

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社

会
政
策
課

ロ
ボ
ッ
ト
等
介
護
機
器
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び

介
護
職
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
次
世
代
型
の
ロ

ボ
ッ
ト
等
介
護
機
器
）
の
導
入
に
関
す
る
費
用

に
つ
い
て
助
成

宮
城
県
内
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
運
営
す
る
者

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介

護
職
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
次
世
代
型
の
ロ

ボ
ッ
ト
等
介
護
機
器
の
導
入
に
要
す
る
経
費

を
補
助
（
そ
の
他
詳
細
な
条
件
，
補
助
率
は

検
討
中
。
）

令
和
3年

8月
27
日
～
10
月
15

日

宮
城
県

458



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

秋
田

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
秋

田
県

長
寿

社
会

課
担

当
者

電
話

番
号

01
8-

86
0-

13
64

FA
X番

号
01

8-
86

0-
38

67
E-

m
ai

l
ch

ou
ju

@
pr

ef
.a

kit
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
kit

a.
l

g.j
p/

pa
ge

s/
ge

nr
e/

13
03

2 ←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

導
入

推
進

支
援

事
業

秋
田

県
 健

康
福

祉
部

 長
寿

社
会

課
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

IC
Tの

導
入

経
費

に
つ

い
て

一
部

助
成

対
象

：
秋

田
県

内
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
補

助
先

：
上

記
事

業
所

を
運

営
す

る
者

介
護

従
事

者
の

身
体

的
負

担
軽

減
や

業
務

の
効

率
化

に
資

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
詳

細
は

県
要

綱
等

参
照

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.a

ki
ta

.lg
.jp

/p
ag

es
/a

rc
hi

ve
/5

79
05

総
額

67
，

00
0千

円
採

択
件

数
　

24
件

総
額

19
，

02
8千

円
（

1次
募

集
）

20
21

年
5月

27
日

～
7月

12
日

（
2次

募
集

）
20

21
年

10
月

6日
~1

1月
５

日

秋
田

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

宮
城
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

02
2-

21
1-

25
54

FA
X番

号
02

2-
21

1-
25

96

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
z@

pr
ef

.m
iya

gi
.lg

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.m
iya

g
i.j

p/
so

sh
iki

/c
ho

uj
u/

r3
k

ai
go

-d
ou

ny
u.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

予
算
16
6,
00
0千

円
採
択
法
人
数
：
12

件 補
助
金
総
額
：

14
,7
03
千
円

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
支
援
事
業

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社

会
政
策
課

ロ
ボ
ッ
ト
等
介
護
機
器
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び

介
護
職
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
次
世
代
型
の
ロ

ボ
ッ
ト
等
介
護
機
器
）
の
導
入
に
関
す
る
費
用

に
つ
い
て
助
成

宮
城
県
内
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
運
営
す
る
者

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介

護
職
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
次
世
代
型
の
ロ

ボ
ッ
ト
等
介
護
機
器
の
導
入
に
要
す
る
経
費

を
補
助
（
そ
の
他
詳
細
な
条
件
，
補
助
率
は

検
討
中
。
）

令
和
3年

8月
27
日
～
10
月
15

日

宮
城
県

459



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
形
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
支
援
課

担
当
者

電
話
番
号

02
3-

63
0-

21
89

FA
X番

号
02

3-
63

0-
33

21
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.y

am
a

ga
ta

.jp
/0

90
00

2/
ke

nf
uk

u
/k

or
ei

sh
a/

jig
yo

sh
a/

ka
ig

or
ob

ot
_ic

t/
20

10
12

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
令
和
３
年
度
山
形
県
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事
業
費
補

助
金

山
形
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者

支
援
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の
導
入

に
伴
う
通
信
環
境
整
備
を
す
る
際
の
経
費
の
一

部
を
助
成

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
：

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
①
移
乗
介
護
、
②
移

動
支
援
、
③
排
泄
支
援
、
④
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑤
入
浴
支
援
、
⑥
介
護
業
務

支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用
さ

れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
：

（
１
）
W
i-F
i環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費

（
２
）
職
員
間
の
情
報
共
有
や
職
員
の
移
動
負

担
を
軽
減
す
る
な
ど
効
果
・
効
率
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
イ
ン
カ
ム

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受

け
た
山
形
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

運
営
す
る
者

補
助
率
は
1/
2で

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
上
限
額

は
、
移
乗
支
援
・
入
浴
支
援
の
機
器
は
10
0

万
円
/台

、
そ
れ
以
外
は
30
万
円
/台

。
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

の
上
限
額
は
、
75
0万

円
/事

業
所
。

詳
細
は
別
添
要
綱
を
参
照
。

総
額
：

2,
60
0万

円
採
択
件
数
：

25
件

総
額
：

32
,8
37
,0
00
円

令
和
３
年
８
月
31
日
（
火
）

～
令
和
3年

10
月
1日

（
金
）

山
形
県

460



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

福
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

福
島
県
高
齢
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

02
4-

52
1-

75
33

FA
X番

号
02

4-
52

1-
77

48

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
hu

ku
sh

i_s
hi

se
ts

u
@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

us
hi

m
a.

lg
.jp

/s
ec

/2
10

25
c/

部
署

福
島
県
高
齢
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

02
4-

52
1-

75
33

FA
X番

号
02

4-
52

1-
77

48

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
hu

ku
sh

i_s
hi

se
ts

u
@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

us
hi

m
a.

lg
.jp

/s
ec

/2
10

25
c/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
IC
T等

を
活
用
し
た
介
護
現
場

資
産
性
向
上
支
援
事
業

福
島
県
保
健
福
祉
部
高
齢
福

祉
課

高
齢
者
介
護
施
設
・
事
業
所
等
に
お
け
る
介
護

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
。

2
IC
T等

を
活
用
し
た
介
護
現
場

資
産
性
向
上
支
援
事
業

福
島
県
保
健
福
祉
部
高
齢
福

祉
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
労
働
負
担
軽
減
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

採
択
件
数
：

55
台

総
額
：

5,
33
9,
00
0円

介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

移
乗
支
援
（
装
着
型
・
非
装
着
型
）
、
入
浴

支
援
1,
00
0千

円
/台

以
内
　
補
助
率
1/
2以

内 上
記
以
外
30
0千

円
/台

以
内
　
補
助
率
1/
2

以
内

（
検
討
中
の
た
め
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
）

採
択
件
数
：

11
0件

総
額
（
予
定
）
：

40
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

25
事
業
所

総
額
：

15
,7
64
,0
00
円

介
護
事
業
所
（
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
全

サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
す
る
）

高
齢
者
介
護
施
設
・
事
業
者
等

HA
LⓇ

腰
タ
イ
プ
介
護
支
援
用
、
HA
LⓇ

腰
タ
イ
プ
介
護
・
自
立
支
援
用
、
腰
補
助
用

マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ⓡ

上
記
の
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
初
年
度

の
購
入
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
2/
3以

内
を
補
助
。

採
択
件
数
：

40
件

総
額
（
予
定
）
：

10
,2
50
,0
00
円

20
21
年
8月

～
　
　
　
　
　
　
～
10
月

（
追
加
募
集
の
有
無
は
未

定
）

20
21
年
7月

～
　
　
　
　
　
　
～
8月

（
追
加
募
集
無
）

福
島
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
形
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
支
援
課

担
当
者

電
話
番
号

02
3-

63
0-

21
89

FA
X番

号
02

3-
63

0-
33

21
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.y

am
a

ga
ta

.jp
/0

90
00

2/
ke

nf
uk

u
/k

or
ei

sh
a/

jig
yo

sh
a/

ka
ig

or
ob

ot
_ic

t/
20

10
12

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
令
和
３
年
度
山
形
県
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事
業
費
補

助
金

山
形
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者

支
援
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の
導
入

に
伴
う
通
信
環
境
整
備
を
す
る
際
の
経
費
の
一

部
を
助
成

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
：

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
①
移
乗
介
護
、
②
移

動
支
援
、
③
排
泄
支
援
、
④
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑤
入
浴
支
援
、
⑥
介
護
業
務

支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用
さ

れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
：

（
１
）
W
i-F
i環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費

（
２
）
職
員
間
の
情
報
共
有
や
職
員
の
移
動
負

担
を
軽
減
す
る
な
ど
効
果
・
効
率
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
イ
ン
カ
ム

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受

け
た
山
形
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

運
営
す
る
者

補
助
率
は
1/
2で

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
上
限
額

は
、
移
乗
支
援
・
入
浴
支
援
の
機
器
は
10
0

万
円
/台

、
そ
れ
以
外
は
30
万
円
/台

。
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

の
上
限
額
は
、
75
0万

円
/事

業
所
。

詳
細
は
別
添
要
綱
を
参
照
。

総
額
：

2,
60
0万

円
採
択
件
数
：

25
件

総
額
：

32
,8
37
,0
00
円

令
和
３
年
８
月
31
日
（
火
）

～
令
和
3年

10
月
1日

（
金
）

山
形
県

461



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

茨
城
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
福
祉
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

02
9-

30
1-

33
43

FA
X番

号
02

9-
30

1-
33

48

E-
m

ai
l

ch
of

uk
u6

@
pr

ef
.ib

ar
ak

i.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.i

ba
ra

ki.
jp

/h
ok

en
fu

ku
sh

i/c
ho

f
uk

u/
sh

ise
ts

u/
ka

ig
or

ob
o

tto
do

un
yu

us
ie

nn
zig

yo
u.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
普
及
支

援
事
業

茨
城
県

介
護
現
場
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
に

よ
る
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
雇
用
環
境
の

改
善
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
介
護
の
職
場
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

茨
城
県
内
に
あ
る
、
介
護
保
険
の
指
定
を
受

け
て
い
る
事
業
所

補
助
率
は
1/
2。

補
助
上
限
額
は
30
万
円
と

す
る
。

な
お
、
見
守
り
機
器
導
入
に
か
か
る
通
信
環

境
整
備
費
は
75
0万

円
が
上
限
で
あ
る
。

採
択
数
：

ロ
ボ
ッ
ト
52
8台

通
信
　
16
事
業
所

総
額
（
予
定
）
：

70
,9
54
,0
00
円

採
択
件
数
：

ロ
ボ
ッ
ト
13
5台

通
信
　
7事

業
所

　 総
額
：

18
,4
05
,0
00
円

20
21
年
4月

30
日
～

～
6月

4日

茨
城
県

462



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

栃
木

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

高
齢

対
策

課

担
当

者
電

話
番

号
02

8-
62

3-
30

57
FA

X番
号

02
8-

62
3-

30
58

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.to
ch

ig
i.

lg
.jp

/e
03

/k
ai

go
zin

za
ika

ku
ho

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
未

定

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

、
IC

T導
入

支
援

事
業

、
見

守
り

機
器

通
信

環
境

整
備

の
総

額
：

28
,5

00
千

円

採
択

件
数

：
12

2件
総

額
：

20
,9

82
千

円

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
栃

木
県

高
齢

対
策

課
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
、

見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
、

IC
T導

入
支

援
事

業
へ

の
補

助

県
内

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

国
の

実
施

要
綱

に
準

じ
る

が
、

補
助

上
限

額
、

補
助

率
は

以
下

の
と

お
り

。

〇
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
１

機
器

に
つ

き
導

入
経

費
の

２
分

の
１

（
補

助
限

度
額

30
 万

円
）

〇
通

信
環

境
整

備
１

事
業

所
に

つ
き

整
備

経
費

の
２

分
の

１
（

補
助

限
度

額
15

0 
万

円
）

〇
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

１
事

業
所

に
つ

き
導

入
経

費
の

２
分

の
１

（
補

助
限

度
額

10
0 

万
円

）

20
21

年
４

月
１

日
～

栃
木

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

茨
城
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
福
祉
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

02
9-

30
1-

33
43

FA
X番

号
02

9-
30

1-
33

48

E-
m

ai
l

ch
of

uk
u6

@
pr

ef
.ib

ar
ak

i.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.i

ba
ra

ki.
jp

/h
ok

en
fu

ku
sh

i/c
ho

f
uk

u/
sh

ise
ts

u/
ka

ig
or

ob
o

tto
do

un
yu

us
ie

nn
zig

yo
u.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
普
及
支

援
事
業

茨
城
県

介
護
現
場
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
の
導
入
に

よ
る
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
雇
用
環
境
の

改
善
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
介
護
の
職
場
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

茨
城
県
内
に
あ
る
、
介
護
保
険
の
指
定
を
受

け
て
い
る
事
業
所

補
助
率
は
1/
2。

補
助
上
限
額
は
30
万
円
と

す
る
。

な
お
、
見
守
り
機
器
導
入
に
か
か
る
通
信
環

境
整
備
費
は
75
0万

円
が
上
限
で
あ
る
。

採
択
数
：

ロ
ボ
ッ
ト
52
8台

通
信
　
16
事
業
所

総
額
（
予
定
）
：

70
,9
54
,0
00
円

採
択
件
数
：

ロ
ボ
ッ
ト
13
5台

通
信
　
7事

業
所

　 総
額
：

18
,4
05
,0
00
円

20
21
年
4月

30
日
～

～
6月

4日

茨
城
県

463



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

群
馬
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

介
護
高
齢
課
人
材
確
保
係

担
当
者

電
話
番
号

02
7-

22
6-

25
64

FA
X番

号
02

7-
22

3-
67

25
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

jp
/0

2/
d2

30
03

45
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

群
馬
県

介
護
施
設
・
事
業
所
が
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介

護
施
設
・
事
業
所

・
補
助
対
象
経
費
に
1／

2あ
る
い
は
3／

4
を
乗
じ
た
額
と
、
１
機
器
あ
た
り
30
万
円

（
移
乗
支
援
・
入
浴
支
援
は
10
0万

円
）
の

基
準
額
と
を
比
較
し
て
少
な
い
方
の
額
を
補

助
。

・
令
和
２
年
度
ま
で
の
補
助
台
数
を
含
め
、

利
用
者
定
員
数
の
２
割
を
補
助
上
限
台
数
と

す
る
。

採
択
件
数
：
28
件

総
額
：
3,
42
2万

円
採
択
機
器
数
：
15
5

機
器

総
額
：

11
,0
38
,0
00
円

令
和
３
年
３
月
22
日
～

　
　
　
　
　
～
５
月
10
日

群
馬
県

464



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

埼
玉

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

高
齢

者
福

祉
課

施
設

整
備

担
当

担
当

者
電

話
番

号
04

8-
83

0-
32

60
FA

X番
号

04
8-

83
0-

47
81

E-
m

ai
l

a3
24

0-
06

@
pr

ef
.sa

ita
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
ai

ta
m

a.
lg

.jp
/a

06
03

/k
ai

go
-

ne
t/

ro
bo

t/
sa

ita
m

a.
ht

m
l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
促

進
事

業
埼

玉
県

高
齢

者
福

祉
課

（
予

定
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

及
び

見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
を

す
る

際
の

経
費

の
一

部
を

助
成

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

：
日

常
生

活
支

援
に

お
け

る
①

移
乗

介
護

、
②

移
動

支
援

、
③

排
泄

支
援

、
④

見
守

り
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

⑤
入

浴
支

援
、

⑥
介

護
業

務
支

援
の

い
ず

れ
か

の
場

面
に

お
い

て
使

用
さ

れ
、

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
で

あ
る

こ
と

。

見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
：

（
１

）
W

i-F
i環

境
を

整
備

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

（
２

）
職

員
間

の
情

報
共

有
や

職
員

の
移

動
負

担
を

軽
減

す
る

な
ど

効
果

・
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
た

め
の

イ
ン

カ
ム

（
３

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

用
い

て
得

ら
れ

る
情

報
を

介
護

記
録

に
シ

ス
テ

ム
連

動
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

経
費

介
護

保
険

法
に

基
づ

く
指

定
又

は
許

可
を

受
け

た
埼

玉
県

内
に

所
在

す
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者

１
機

器
に

つ
き

、
a又

は
bの

い
ず

れ
か

低
い

額
。

a 
所

要
経

費
の

3/
4

b 
移

乗
支

援
、

入
浴

支
援

：
10

0万
円

見
守

り
機

器
（

導
入

に
併

せ
て

実
施

す
る

通
信

環
境

整
備

費
を

含
む

）
：

30
万

円
そ

の
他

機
器

：
30

万
円

（
申

請
総

額
が

予
算

を
超

え
た

場
合

、
上

記
の

と
お

り
交

付
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

）

採
択

件
数

：
11

7件
総

額
：

41
,5

41
,0

00
円

採
択

件
数

63
件

総
額

（
予

定
）

：
41

,0
13

,0
00

円

令
和

３
年

７
月

～
８

月

埼
玉

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

群
馬
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

介
護
高
齢
課
人
材
確
保
係

担
当
者

電
話
番
号

02
7-

22
6-

25
64

FA
X番

号
02

7-
22

3-
67

25
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

jp
/0

2/
d2

30
03

45
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

群
馬
県

介
護
施
設
・
事
業
所
が
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介

護
施
設
・
事
業
所

・
補
助
対
象
経
費
に
1／

2あ
る
い
は
3／

4
を
乗
じ
た
額
と
、
１
機
器
あ
た
り
30
万
円

（
移
乗
支
援
・
入
浴
支
援
は
10
0万

円
）
の

基
準
額
と
を
比
較
し
て
少
な
い
方
の
額
を
補

助
。

・
令
和
２
年
度
ま
で
の
補
助
台
数
を
含
め
、

利
用
者
定
員
数
の
２
割
を
補
助
上
限
台
数
と

す
る
。

採
択
件
数
：
28
件

総
額
：
3,
42
2万

円
採
択
機
器
数
：
15
5

機
器

総
額
：

11
,0
38
,0
00
円

令
和
３
年
３
月
22
日
～

　
　
　
　
　
～
５
月
10
日

群
馬
県

465



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

千
葉
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
福
祉
課
法
人
支
援
班

担
当
者

ー
電
話
番
号

04
3-

22
3-

23
50

FA
X番

号
04

3-
22

7-
00

50
E-

m
ai

l
ー

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.c

hi
ba

.
lg

.jp
/c

at
e/

kf
k/

fu
ku

sh
i/

ko
ur

ei
sh

a/
se

rv
ice

/in
de

x.h
tm

l
部
署

介
護
保
険
管
理
課

担
当
者

電
話
番
号

04
3-

24
5-

52
06

FA
X番

号
04

3-
24

5-
56

23

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
ka

nr
i.H

W
S@

cit
y.c

hi
ba

.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ch

ib
a.

j
p/

ho
ke

nf
uk

us
hi

/k
or

ei
sh

og
ai

/k
ai

go
ho

ke
nk

an
ri/

r
ob

ot
/d

ai
kib

or
ob

ot
_s

yu
k

us
ya

.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

定
員
数
に
42
0千

円
乗
じ
た
額
の
範
囲
で
市

長
が
定
め
る
額

前
年
度
調
査
に
よ
り
、

決
定
済

1件
　
約
15
,0
00
千

円
令
和
３
年
度
新
規

事
業

2
大
規
模
修
繕
時
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

千
葉
市

大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
費
用
を
助
成
す
る
。

千
葉
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等

連
絡
窓
口

1
千
葉
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業
費
補
助
金

千
葉
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、
県
内

に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
が
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
補
助

県
内
に
所
在
す
る
民
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等

（
範
囲
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
係
る
経
費
の
1/
2を

補
助
（
上
限
額
あ
り
）
。
【
令
和
２
年
度
現

在
】

（
条
件
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
計
画
に
基
づ
き
、
導
入

に
よ
り
得
ら
れ
た
効
果
に
関
す
る
デ
ー
タ
等

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
県
へ
報
告
す
る
。

予
算
額
：

64
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

73
件

総
額
：

57
,6
39
,0
00
円

令
和
3年

10
月
27
日
（
水
）

～
令
和
3年

11
月
17
日

（
水
）
【
必
着
】

千
葉
県

466



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

東
京
都

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

福
祉
保
健
局
高
齢
社
会
対
策
部

介
護
保
険
課
介
護
人
材
担
当

担
当
者

電
話
番
号

03
-5

32
0-

42
67

FA
X番

号
03

-5
38

8-
13

95
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.fu

ku
sh

ih
ok

en
.m

et
ro

.to
ky

o.
lg

.jp
/k

ou
re

i/h
ok

en
/ji

se
da

ika
ig

o/
j

ise
da

ig
ai

yo
u.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
次
世
代
介
護
機
器
導
入
支
援

事
業

東
京
都

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
な
ど
、
介
護
環
境
の
改
善
に
資
す
る
次

世
代
介
護
機
器
の
導
入
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

事
業
内
容
に
よ
り
異
な
る

事
業
内
容
に
よ
り
異
な
る

採
択
件
数
：

未
定

総
額
：

未
定

採
択
件
数
：

71
件

総
額
：

18
6,
61
4,
00
0円

令
和
３
年
８
月
上
旬
～
９
月

下
旬

東
京
都

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

千
葉
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
福
祉
課
法
人
支
援
班

担
当
者

ー
電
話
番
号

04
3-

22
3-

23
50

FA
X番

号
04

3-
22

7-
00

50
E-

m
ai

l
ー

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.c

hi
ba

.
lg

.jp
/c

at
e/

kf
k/

fu
ku

sh
i/

ko
ur

ei
sh

a/
se

rv
ice

/in
de

x.h
tm

l
部
署

介
護
保
険
管
理
課

担
当
者

電
話
番
号

04
3-

24
5-

52
06

FA
X番

号
04

3-
24

5-
56

23

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
ka

nr
i.H

W
S@

cit
y.c

hi
ba

.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ch

ib
a.

j
p/

ho
ke

nf
uk

us
hi

/k
or

ei
sh

og
ai

/k
ai

go
ho

ke
nk

an
ri/

r
ob

ot
/d

ai
kib

or
ob

ot
_s

yu
k

us
ya

.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

定
員
数
に
42
0千

円
乗
じ
た
額
の
範
囲
で
市

長
が
定
め
る
額

前
年
度
調
査
に
よ
り
、

決
定
済

1件
　
約
15
,0
00
千

円
令
和
３
年
度
新
規

事
業

2
大
規
模
修
繕
時
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

千
葉
市

大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
費
用
を
助
成
す
る
。

千
葉
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等

連
絡
窓
口

1
千
葉
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業
費
補
助
金

千
葉
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、
県
内

に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
が
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
補
助

県
内
に
所
在
す
る
民
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等

（
範
囲
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
係
る
経
費
の
1/
2を

補
助
（
上
限
額
あ
り
）
。
【
令
和
２
年
度
現

在
】

（
条
件
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
計
画
に
基
づ
き
、
導
入

に
よ
り
得
ら
れ
た
効
果
に
関
す
る
デ
ー
タ
等

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
県
へ
報
告
す
る
。

予
算
額
：

64
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

73
件

総
額
：

57
,6
39
,0
00
円

令
和
3年

10
月
27
日
（
水
）

～
令
和
3年

11
月
17
日

（
水
）
【
必
着
】

千
葉
県
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介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

神
奈

川
県

更
新

日
：

令
和

3年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
産

業
振

興
課

担
当

者
電

話
番

号
04

5-
21

0-
56

52
FA

X番
号

04
5-

21
0-

88
71

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
an

ag
aw

a.
jp

/d
oc

s/
sr

4/
ro

bo
t-

do
ny

u-
ho

jo
.h

tm
l

部
署

健
康

福
祉

局
高

齢
健

康
福

祉
課

担
当

者
電

話
番

号
04

5-
67

1-
39

20
FA

X番
号

E-
m

ai
l

kf
-

zin
za

i@
cit

y.y
ok

oh
am

a.
j

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.yo

ko
h

am
a.

lg
.jp

/k
ur

as
hi

/s
um

a
i- ku

ra
sh

i/s
hi

go
to

/k
ai

go
/z

in
za

ika
ku

ho
.h

tm
l

市
内

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
介

護
付

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

ケ
ア

ハ
ウ

ス
、

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
等

補
助

金
額

：
経

費
の

９
/1

0（
上

限
90

万
円

）
対

象
機

器
：

見
守

り
支

援
・

排
せ

つ
支

援
・

介
護

業
務

支
援

に
お

い
て

使
用

さ
れ

る
機

器
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
翻

訳
機

補
助

条
件

：
補

助
年

度
に

介
護

職
員

を
新

た
に

雇
用

す
る

こ
と

。
ポ

ー
タ

ブ
ル

翻
訳

機
は

外
国

人
を

２
名

以
上

。
そ

れ
以

外
は

中
高

齢
者

、
又

は
外

国
人

を
３

名
以

上
。

20
件

18
,0

00
,0

00
円

15
件

13
,4

49
,0

00
円

20
21

年
5月

1日
～

　
　

　
　

　
＝

12
月

17
日

補
助

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

4,
95

3,
00

0円

補
助

件
数

：
50

件
総

額
：

4,
86

2,
00

0円

2
横

浜
市

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
支

援
事

業
費

補
助

金
横

浜
市

健
康

福
祉

局
高

齢
健

康
福

祉
課

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
を

導
入

す
る

経
費

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
や

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

を
図

る

連
絡

窓
口

1
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
補

助
金

神
奈

川
県

産
業

振
興

課
「

さ
が

み
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
特

区
」

で
商

品
化

さ
れ

た
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

経
費

を
補

助
※

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
限

り
ま

せ
ん

①
 県

内
に

事
務

所
又

は
事

業
所

を
有

す
る

法
人

・
個

人
事

業
者

等
(地

方
公

共
団

体
等

を
含

む
)

②
 神

奈
川

県
内

に
在

住
し

て
い

る
個

人
③

 ①
・

②
に

ロ
ボ

ッ
ト

を
貸

与
す

る
た

め
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
購

入
す

る
リ

ー
ス

業
者

・
レ

ン
タ

ル
業

者

対
象

ロ
ボ

ッ
ト

さ
が

み
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
特

区
の

取
組

を
通

じ
て

商
品

化
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

補
助

金
額

ロ
ボ

ッ
ト

１
台

ご
と

に
導

入
経

費
(※

)の
１

/３ ※
購

入
の

場
合

：
本

体
価

格
+対

象
付

属
品

等
の

価
格

、
ロ

ボ
ッ

ト
製

造
元

等
か

ら
貸

与
を

受
け

る
場

合
：

当
該

年
度

の
お

け
る

賃
料

総
額

（
本

体
価

格
+対

象
付

属
品

等
の

価
格

）
主

な
補

助
の

条
件

年
度

内
の

補
助

の
上

限
１

申
請

者
当

た
り

の
補

助
上

限
額

　
10

0万
円

、
補

助
上

限
台

数
　

10
台

補
助

条
件

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

補
助

金
交

付
要

領
で

定
め

る
要

件
を

満
た

す
事

業
（

導
入

）
計

画
で

あ
る

こ
と

20
21

年
６

月
１

日
～

　
　

　
～

20
22

年
1月

31
日

※
予

算
上

限
に

達
し

た
場

合
は

期
限

前
に

終
了

神
奈

川
県
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No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
連

絡
窓

口

部
署

経
済

労
働

局
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

室
担

当
者

電
話

番
号

04
4-

20
0-

25
13

FA
X番

号
04

4-
20

0-
39

20

E-
m

ai
l

28
in

no
va

@
cit

y.k
aw

as
ak

i.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.ka
wa

s
ak

i.j
p/

28
0/

pa
ge

/0
00

01
07

69
2.

ht
m

l
部

署
高

齢
福

祉
課

担
当

者

電
話

番
号

04
5-

21
0-

11
11

（
内

線
48

53
）

FA
X番

号
04

5-
21

0-
88

74

E-
m

ai
l

fs
hi

se
ts

u.
50

8@
pr

ef
.ka

n
ag

aw
a.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
an

ag
aw

a.
jp

/d
oc

s/
u6

s/
cn

t/
f4

20
37

3/
p1

07
52

01
.h

tm
l

部
署

産
業

・
雇

用
対

策
課

事
業

継
続

応
援

班

担
当

者
電

話
番

号
04

2-
70

7-
74

68
FA

X番
号

04
2-

75
4-

10
64

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
u.

k@
cit

y.s
ag

am
i

ha
ra

.ka
na

ga
wa

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.sa

ga
m

ih
ar

a.
ka

na
ga

wa
.jp

/s
an

g
yo

/s
an

gy
o/

10
19

82
6/

10
23

10
8.

ht
m

l

←
目

次
に

戻
る

【
対

象
事

業
】

製
造

、
医

療
、

物
流

、
飲

食
・

サ
ー

ビ
ス

業
等

の
現

場
へ

ロ
ボ

ッ
ト

や
Ａ

Ｉ
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
を

導
入

す
る

事
業

※
相

模
原

市
内

の
中

小
企

業
に

発
注

す
る

事
業

に
限

る

【
対

象
経

費
】

機
械

装
置

・
器

具
・

シ
ス

テ
ム

等
導

入
費

、
委

託
費

、
専

門
家

経
費

　
な

ど
【

補
助

率
】

中
小

企
業

：
２

／
３

以
内

大
企

業
 ：

１
／

２
以

内
【

補
助

金
額

】
１

件
あ

た
り

最
大

１
，

０
０

０
万

円

総
額

（
予

定
）

60
,0

00
,0

00
円

な
し

※
R3

創
設

※
R4

以
降

未
定

20
21

年
6月

1日
（

火
）

　
　

　
　

～
6月

30
日

（
水

）

5
相

模
原

市
ロ

ボ
ッ

ト
・

Ａ
Ｉ

・
Ｉ

ｏ
Ｔ

活
用

Ｄ
Ｘ

化
促

進
支

援
補

助
金

相
模

原
市

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

時
代

に
お

け
る

自
動

化
や

非
接

触
化

を
図

る
事

業
者

を
支

援
す

る
た

め
、

ロ
ボ

ッ
ト

や
Ａ

Ｉ
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
を

活
用

し
た

設
備

投
資

・
シ

ス
テ

ム
構

築
に

係
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

も
の

相
模

原
市

内
に

事
業

所
を

有
す

る
事

業
者

補
助

件
数

1,
32

1台
総

額
16

1,
42

2,
00

0円

3
川

崎
市

福
祉

製
品

導
入

促
進

補
助

金
川

崎
市

役
所

産
業

と
福

祉
の

融
合

で
新

た
な

活
力

と
社

会
的

価
値

を
創

造
す

る
こ

と
を

目
指

す
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」

を
推

進
す

る
た

め
、

か
わ

さ
き

基
準

（
KI

S）
認

証
福

祉
製

品
等

を
市

内
の

事
業

所
に

導
入

す
る

際
に

必
要

な
経

費
を

助
成

川
崎

市
生

活
支

援
機

器
・

施
設

内
支

援
機

器
等

モ
ニ

タ
ー

評
価

等
支

援
事

業
実

施
要

綱
に

基
づ

き
登

録
さ

れ
た

モ
ニ

タ
ー

評
価

等
支

援
事

業
所

（
市

内
に

事
業

所
を

有
し

て
1年

以
上

、
同

一
事

業
を

行
っ

て
い

る
こ

と
）

購
入

費
又

は
借

受
料

、
運

搬
費

、
設

置
又

は
配

置
に

か
か

る
工

事
費

補
助

率
：

2分
の

1以
下

補
助

限
度

額
：

30
万

円

採
択

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

1,
50

0,
00

0円

採
択

件
数

：
8件 総

額
：

2,
02

5,
00

0円

20
21

年
9月

15
日

～
10

月
29

日

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

で
の

移
乗

支
援

、
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
入

浴
支

援
、

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

す
る

こ
と

で
、

効
率

化
や

負
担

軽
減

な
ど

の
効

果
が

あ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

神
奈

川
県

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
費

補
助

金
交

付
要

領
で

定
め

る
目

的
要

件
・

技
術

的
要

件
・

市
場

的
要

件
を

満
た

す
こ

と
１

機
器

に
つ

き
導

入
に

係
る

費
用

の
1/

2又
は

3/
4を

補
助

4
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
補

助
神

奈
川

県
高

齢
福

祉
課

介
護

従
事

者
の

身
体

的
負

担
の

軽
減

や
業

務
の

効
率

化
が

期
待

で
き

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

導
入

に
係

る
経

費
の

助
成

を
行

う

神
奈

川
県

内
に

所
在

す
る

、
介

護
保

険
法

に
よ

る
指

定
又

は
許

可
を

受
け

て
い

る
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

（
居

宅
療

養
管

理
指

導
、

福
祉

用
具

貸
与

及
び

特
定

福
祉

用
具

販
売

を
除

く
。

）
、

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

及
び

介
護

保
険

施
設

の
開

設
者

（
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

、
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

、
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
及

び
介

護
予

防
支

援
事

業
者

は
対

象
外

。
）

20
21

年
５

月
24

日
～

６
月

25
日

補
助

台
数

（
予

定
）

45
7台

総
額

（
予

定
）

18
3,

00
0,

00
0円

神
奈

川
県

介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

神
奈

川
県

更
新

日
：

令
和

3年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
産

業
振

興
課

担
当

者
電

話
番

号
04

5-
21

0-
56

52
FA

X番
号

04
5-

21
0-

88
71

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
an

ag
aw

a.
jp

/d
oc

s/
sr

4/
ro

bo
t-

do
ny

u-
ho

jo
.h

tm
l

部
署

健
康

福
祉

局
高

齢
健

康
福

祉
課

担
当

者
電

話
番

号
04

5-
67

1-
39

20
FA

X番
号

E-
m

ai
l

kf
-

zin
za

i@
cit

y.y
ok

oh
am

a.
j

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.yo

ko
h

am
a.

lg
.jp

/k
ur

as
hi

/s
um

a
i- ku

ra
sh

i/s
hi

go
to

/k
ai

go
/z

in
za

ika
ku

ho
.h

tm
l

市
内

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
介

護
付

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

ケ
ア

ハ
ウ

ス
、

認
知

症
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
等

補
助

金
額

：
経

費
の

９
/1

0（
上

限
90

万
円

）
対

象
機

器
：

見
守

り
支

援
・

排
せ

つ
支

援
・

介
護

業
務

支
援

に
お

い
て

使
用

さ
れ

る
機

器
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
翻

訳
機

補
助

条
件

：
補

助
年

度
に

介
護

職
員

を
新

た
に

雇
用

す
る

こ
と

。
ポ

ー
タ

ブ
ル

翻
訳

機
は

外
国

人
を

２
名

以
上

。
そ

れ
以

外
は

中
高

齢
者

、
又

は
外

国
人

を
３

名
以

上
。

20
件

18
,0

00
,0

00
円

15
件

13
,4

49
,0

00
円

20
21

年
5月

1日
～

　
　

　
　

　
＝

12
月

17
日

補
助

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

4,
95

3,
00

0円

補
助

件
数

：
50

件
総

額
：

4,
86

2,
00

0円

2
横

浜
市

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
支

援
事

業
費

補
助

金
横

浜
市

健
康

福
祉

局
高

齢
健

康
福

祉
課

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
を

導
入

す
る

経
費

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
や

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

を
図

る

連
絡

窓
口

1
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
補

助
金

神
奈

川
県

産
業

振
興

課
「

さ
が

み
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
特

区
」

で
商

品
化

さ
れ

た
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

経
費

を
補

助
※

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
限

り
ま

せ
ん

①
 県

内
に

事
務

所
又

は
事

業
所

を
有

す
る

法
人

・
個

人
事

業
者

等
(地

方
公

共
団

体
等

を
含

む
)

②
 神

奈
川

県
内

に
在

住
し

て
い

る
個

人
③

 ①
・

②
に

ロ
ボ

ッ
ト

を
貸

与
す

る
た

め
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
購

入
す

る
リ

ー
ス

業
者

・
レ

ン
タ

ル
業

者

対
象

ロ
ボ

ッ
ト

さ
が

み
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
特

区
の

取
組

を
通

じ
て

商
品

化
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

補
助

金
額

ロ
ボ

ッ
ト

１
台

ご
と

に
導

入
経

費
(※

)の
１

/３ ※
購

入
の

場
合

：
本

体
価

格
+対

象
付

属
品

等
の

価
格

、
ロ

ボ
ッ

ト
製

造
元

等
か

ら
貸

与
を

受
け

る
場

合
：

当
該

年
度

の
お

け
る

賃
料

総
額

（
本

体
価

格
+対

象
付

属
品

等
の

価
格

）
主

な
補

助
の

条
件

年
度

内
の

補
助

の
上

限
１

申
請

者
当

た
り

の
補

助
上

限
額

　
10

0万
円

、
補

助
上

限
台

数
　

10
台

補
助

条
件

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

補
助

金
交

付
要

領
で

定
め

る
要

件
を

満
た

す
事

業
（

導
入

）
計

画
で

あ
る

こ
と

20
21

年
６

月
１

日
～

　
　

　
～

20
22

年
1月

31
日

※
予

算
上

限
に

達
し

た
場

合
は

期
限

前
に

終
了

神
奈

川
県

469



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

新
潟
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

新
潟
県
高
齢
福
祉
保
健
課

担
当
者

電
話
番
号

02
5－

28
0－

52
72

FA
X番

号
02
5－

28
0－

52
29

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.n
iig

at
a.

lg
.jp

/s
ec

/k
ou

re
i/2

02
1

05
27

ro
bo

t.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

新
潟
県
高
齢
福
祉
保
健
課

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
有
効
な
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
等
を
受
け
た
新

潟
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

・
目
的
要
件
、
技
術
的
要
件
、
市
場
的
要
件

を
満
た
す
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

・
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
に
係
る
経
費

・
総
費
用
の
1/
2を

補
助
（
補
助
上
限
額
あ

り
）

採
択
件
数
：

94
件

総
額
（
見
込

み
）
：

39
,4
75
千
円

採
択
件
数
：

11
8件

総
額
：

56
,1
56
千
円

20
21
年
５
月
27
日
～

　
　
　
　
　
　
～
6月

28
日

新
潟
県

470



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

富
山

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

高
齢

福
祉

課

担
当

者
電

話
番

号
07

6-
44

4-
34

14
FA

X番
号

07
6-

44
4-

34
92

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.t

oy
am

a.
jp

/1
21

1/
ku

ra
sh

i/k
en

k
ou

/k
ou

re
ish

a/
ro

bo
t.h

tm
l ←

目
次

に
戻

る

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
促

進
事

業
富

山
県

厚
生

部
高

齢
福

祉
課

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

機
器

等
を

導
入

す
る

こ
と

で
業

務
改

善
を

図
る

事
業

者
に

対
し

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
導

入
経

費
を

補
助

富
山

県
内

に
お

い
て

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
指

定
事

業
者

又
は

施
設

開
設

者
※

処
遇

改
善

加
算

Ⅰ
～

Ⅲ
の

い
ず

れ
か

を
取

得
し

て
い

る
こ

と

【
補

助
率

】
2/

3（
一

定
の

要
件

を
満

た
す

事
業

所
に

つ
い

て
は

3/
4）

【
補

助
限

度
額

】
(1

)介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
購

入
、

リ
ー

ス
等

に
係

る
経

費
・

移
乗

支
援

又
は

入
浴

支
援

⇒
１

機
器

に
つ

き
10

0万
円

・
上

記
以

外
⇒

１
機

器
に

つ
き

 3
0万

円
(2

)見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
に

係
る

経
費

⇒
１

事
業

所
に

つ
き

10
0万

円
※

１
法

人
あ

た
り

の
補

助
総

額
上

限
：

20
0

万
円

予
算

：
49

,7
00

,0
00

円
採

択
件

数
：

28
件

総
額

：
33

,3
51

,0
00

円

20
21

年
６

月
25

日
～

　
　

　
　

　
　

～
7月

26
日

富
山

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

新
潟
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

新
潟
県
高
齢
福
祉
保
健
課

担
当
者

電
話
番
号

02
5－

28
0－

52
72

FA
X番

号
02
5－

28
0－

52
29

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.n
iig

at
a.

lg
.jp

/s
ec

/k
ou

re
i/2

02
1

05
27

ro
bo

t.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

新
潟
県
高
齢
福
祉
保
健
課

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
有
効
な
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
等
を
受
け
た
新

潟
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

・
目
的
要
件
、
技
術
的
要
件
、
市
場
的
要
件

を
満
た
す
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

・
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
に
係
る
経
費

・
総
費
用
の
1/
2を

補
助
（
補
助
上
限
額
あ

り
）

採
択
件
数
：

94
件

総
額
（
見
込

み
）
：

39
,4
75
千
円

採
択
件
数
：

11
8件

総
額
：

56
,1
56
千
円

20
21
年
５
月
27
日
～

　
　
　
　
　
　
～
6月

28
日

新
潟
県

471



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

石
川
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

07
6-

22
5-

14
16

FA
X番

号
07

6-
22

5-
14

18

E-
m

ai
l

ka
ig

o@
pr

ef
.is

hi
ka

wa
.lg

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.i
sh

ika
wa

.lg
.jp

/a
ns

in
/ic

t-
io

t.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

80
件
程
度

総
額
（
予
定
）
：

93
,5
00
千
円

採
択
件
数
：

41
件

総
額
：

19
,6
79
千
円

1
介
護
施
設
IC
T・

Io
T導

入
促

進
事
業

石
川
県
長
寿
社
会
課

介
護
事
業
所
で
の
IC
T・

Io
T機

器
の
導
入
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
助
成

石
川
県
内
の
介
護
事
業
所
（
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
全
サ
ー
ビ
ス
）

申
請
時
点
で
IC
T・

Io
T機

器
導
入
に
係
る
検

討
チ
ー
ム
を
組
織
し
検
討
を
行
い
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
1名

以
上
が
、
石
川
県
が
開
催
す
る

養
成
研
修
に
参
加
で
き
る
こ
と

【
補
助
率
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
4分

の
3（

満
た
さ
な
い
場
合
、
2分

の
1）

【
補
助
限
度
額
】

IC
T：

75
0千

円
（
50
0千

円
）
/事

業
所

Io
T：

移
乗
支
援
機
器
、
入
浴
支
援
機
器
90
0

千
円
（
60
0千

円
）
/台

、
そ
の
他
の
機
器

30
0千

円
（
20
0千

円
）
/台

【
Io
T機

器
の
補
助
限
度
台
数
】
施
設
系
は

定
員
の
10
分
の
1、

在
宅
系
は
定
員
等
の
20

分
の
1

第
1回

：
20
21
年
4月

1日
　
　
　
　
　
　
～
7月

1日
第
2回

：
20
21
年
9月

30
日

　
　
　
　
　
～
10
月
29
日

石
川
県

472



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

福
井
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

07
76

-2
0-

03
32

FA
X番

号
07

76
-2

0-
06

42
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

ui
.l

g.j
p/

do
c/

ko
ur

ei
/in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
福
井
県
長
寿
福
祉
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
購
入
経
費
に
対
し
て
助
成

県
内
介
護
事
業
所

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
計
画
の
作
成
、
導
入
効

果
の
報
告

補
助
率
1/
2

採
択
件
数
（
予

定
）
：

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
33

事
業
所

通
信
環
境
整
備
13

施
設

総
額
（
予
定
）
：

11
2,
35
0千

円

採
択
件
数
：

10
9事

業
所

総
額
：

85
,4
01
千
円

20
21
年
6月

11
日
～

　
　
　
　
　
　
～
7月

9日
20
21
年
10
月
8日

～
　
　
　
　
　
　
～
11
月
5日

福
井
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

石
川
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

07
6-

22
5-

14
16

FA
X番

号
07

6-
22

5-
14

18

E-
m

ai
l

ka
ig

o@
pr

ef
.is

hi
ka

wa
.lg

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.i
sh

ika
wa

.lg
.jp

/a
ns

in
/ic

t-
io

t.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

80
件
程
度

総
額
（
予
定
）
：

93
,5
00
千
円

採
択
件
数
：

41
件

総
額
：

19
,6
79
千
円

1
介
護
施
設
IC
T・

Io
T導

入
促

進
事
業

石
川
県
長
寿
社
会
課

介
護
事
業
所
で
の
IC
T・

Io
T機

器
の
導
入
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
助
成

石
川
県
内
の
介
護
事
業
所
（
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
全
サ
ー
ビ
ス
）

申
請
時
点
で
IC
T・

Io
T機

器
導
入
に
係
る
検

討
チ
ー
ム
を
組
織
し
検
討
を
行
い
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
1名

以
上
が
、
石
川
県
が
開
催
す
る

養
成
研
修
に
参
加
で
き
る
こ
と

【
補
助
率
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
4分

の
3（

満
た
さ
な
い
場
合
、
2分

の
1）

【
補
助
限
度
額
】

IC
T：

75
0千

円
（
50
0千

円
）
/事

業
所

Io
T：

移
乗
支
援
機
器
、
入
浴
支
援
機
器
90
0

千
円
（
60
0千

円
）
/台

、
そ
の
他
の
機
器

30
0千

円
（
20
0千

円
）
/台

【
Io
T機

器
の
補
助
限
度
台
数
】
施
設
系
は

定
員
の
10
分
の
1、

在
宅
系
は
定
員
等
の
20

分
の
1

第
1回

：
20
21
年
4月

1日
　
　
　
　
　
　
～
7月

1日
第
2回

：
20
21
年
9月

30
日

　
　
　
　
　
～
10
月
29
日

石
川
県

473



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
梨
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

福
祉
保
健
部
健
康
長
寿
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

22
3-

14
51

FA
X番

号
05

5-
22

3-
14

68

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
@

pr
ef

.ya
m

an
as

hi
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.y
am

a
na

sh
i.j

p/
ch

ou
ju

/k
ai

go
ro

bo
20

15
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
20
21
年
7月

1日
～

　
　
　
　
　
～
8月

2日
―

採
択
件
数
：
21
施

設 13
,5
46
千
円

山
梨
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

費
補
助
金

山
梨
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の
導

入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
に
要
す
る
費
用
を
支

援

山
梨
県
内
に
所
在
す
る
介
護
施
設
（
山
梨
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
費
補
助
金
交
付
要
綱
別

表
に
定
め
る
施
設
、
事
業
所
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
費
及
び
見
守
り
機
器
の

導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
を
補
助

山
梨
県

474



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

長
野
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

介
護
支
援
課

担
当
者

電
話
番
号

02
6-

23
5-

71
29

FA
X番

号
02

6-
23

5-
73

94

E-
m

ai
l

ka
ig

o-
jin

za
i@

pr
ef

.n
ag

an
o.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.n

ag
an

o.
lg

.jp
/k

ai
go

-
sh

ie
n/

jin
za

i/k
ai

go
ro

bo
tt

op
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
長
野
県
介
護
支
援
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
か
か
る
経
費
を
助
成

県
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

介
護
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ

ト ３
年
間
効
果
の
検
証
を
行
い
報
告
す
る
こ
と

ま
た
、
他
の
施
設
等
か
ら
の
視
察
な
ど
、
照

会
に
も
応
じ
る
こ
と

総
費
用
の
1/
2を

補
助
(1
台
当
た
り
30
万
円

を
上
限
。
1事

業
所
あ
た
り
利
用
定
員
の
2割

ま
で
の
台
数
制
限
有
。
）

採
択
件
数
：

6件 総
額
（
予
定
）
：

2,
68
3,
00
0円

採
択
件
数

9件 総
額

10
,8
56
,0
00
円

20
20
年
9月

7日
～
9月

30
日

※
令
和
2年

度
中
に
募
集

終
了

長
野
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
梨
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

福
祉
保
健
部
健
康
長
寿
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

22
3-

14
51

FA
X番

号
05

5-
22

3-
14

68

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
@

pr
ef

.ya
m

an
as

hi
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.y
am

a
na

sh
i.j

p/
ch

ou
ju

/k
ai

go
ro

bo
20

15
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
20
21
年
7月

1日
～

　
　
　
　
　
～
8月

2日
―

採
択
件
数
：
21
施

設 13
,5
46
千
円

山
梨
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

費
補
助
金

山
梨
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の
導

入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
に
要
す
る
費
用
を
支

援

山
梨
県
内
に
所
在
す
る
介
護
施
設
（
山
梨
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
費
補
助
金
交
付
要
綱
別

表
に
定
め
る
施
設
、
事
業
所
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
費
及
び
見
守
り
機
器
の

導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
を
補
助

山
梨
県

475



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

岐
阜
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

05
8-

27
2-

82
89

FA
X番

号
05

8-
27

8-
26

39
E-

m
ai

l
c1

12
15

@
pr

ef
.gi

fu
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
ifu

.lg
.jp

/p
ag

e/
13

00
95

.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
岐
阜
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

促
進
事
業
費
補
助
金

岐
阜
県

介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
構
築
に
有
効
性
の
高
い
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
対
し
て
補
助

岐
阜
県
内
の
す
べ
て
の
介
護
保
険
事
業
所

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の

導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
（
「
岐
阜
県
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
交
付

要
綱
」
に
定
義
す
る
も
の
）

・
導
入
効
果
の
報
告
及
び
他
施
設
へ
の
周
知

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所
は
３
/4

　
そ
れ
以
外
の
事
業
所
は
１
/２

採
択
件
数
（
予

定
）
：
50
件

総
額
（
予
定
）
：

11
9,
20
4千

円

採
択
件
数
：
94
事

業
所

総
額
：
21
5,
64
4千

円

20
21
年
5月

24
日
～

　
　
　
　
　
　
～
6月

21
日

岐
阜
県

476



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

静
岡

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

静
岡

県
介

護
保

険
課

担
当

者
電

話
番

号
05

4-
22

1-
20

84
FA

X番
号

05
4-

22
1-

21
42

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
@

pr
ef

.sh
izu

ok
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.sh
izu

o
ka

.jp
/k

ou
se

i/k
o-

22
0/

jin
za

i/i
ct

/t
op

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
介

護
分

野
Ｉ

Ｃ
Ｔ

化
等

事
業

費
補

助
金

（
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
促

進
事

業
）

静
岡

県
介

護
業

務
の

効
率

化
を

図
る

こ
と

で
、

介
護

職
員

の
身

体
的

・
精

神
的

負
担

を
軽

減
し

、
離

職
防

止
や

職
場

定
着

に
資

す
る

た
め

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
を

実
施

す
る

介
護

事
業

所
を

運
営

す
る

法
人

の
長

に
対

し
、

予
算

の
範

囲
内

に
お

い
て

補
助

す
る

。

静
岡

県
内

に
所

在
し

、
介

護
保

険
法

（
平

成
９

年
法

律
第

12
3号

）
に

基
づ

き
指

定
又

は
許

可
を

受
け

た
事

業
所

等

移
乗

介
助

機
器

、
移

動
支

援
機

器
、

排
泄

支
援

機
器

、
見

守
り

機
器

（
見

守
り

機
器

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
）

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

、
入

浴
支

援
機

器
、

介
護

業
務

支
援

機
器

の
購

入
又

は
リ

ー
ス

費
用

を
補

助
。

補
助

額
は

、
補

助
対

象
経

費
の

２
分

の
１

の
額

と
補

助
基

準
額

を
比

較
し

、
い

ず
れ

か
少

な
い

方
の

額
。

補
助

上
限

台
数

を
利

用
定

員
数

を
10

で
除

し
た

数
。

34
0 

,4
00

千
円

（
予

定
）

※
IC

T導
入

促
進

事
業

メ
ニ

ュ
ー

と
の

合
算

14
3件

84
,3

39
千

円
令

和
３

年
９

月
22

日
～

令
和

３
年

10
月

15
日

静
岡

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

岐
阜
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

05
8-

27
2-

82
89

FA
X番

号
05

8-
27

8-
26

39
E-

m
ai

l
c1

12
15

@
pr

ef
.gi

fu
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
ifu

.lg
.jp

/p
ag

e/
13

00
95

.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
岐
阜
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

促
進
事
業
費
補
助
金

岐
阜
県

介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
構
築
に
有
効
性
の
高
い
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
対
し
て
補
助

岐
阜
県
内
の
す
べ
て
の
介
護
保
険
事
業
所

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の

導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
（
「
岐
阜
県
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
交
付

要
綱
」
に
定
義
す
る
も
の
）

・
導
入
効
果
の
報
告
及
び
他
施
設
へ
の
周
知

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所
は
３
/4

　
そ
れ
以
外
の
事
業
所
は
１
/２

採
択
件
数
（
予

定
）
：
50
件

総
額
（
予
定
）
：

11
9,
20
4千

円

採
択
件
数
：
94
事

業
所

総
額
：
21
5,
64
4千

円

20
21
年
5月

24
日
～

　
　
　
　
　
　
～
6月

21
日

岐
阜
県

477



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

愛
知
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

05
2-

95
4-

62
89

FA
X番

号
05

2-
95

4-
69

19
E-

m
ai

l
ko

re
i@

pr
ef

.a
ich

i.lg
.jp

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.a

ich
i.j

p/
so

sh
iki

/k
or

ei
/

HP
_U

RL

1
20
21
年
6月

1日
～
6月

25
日

事
前
協
議
受
付

そ
の
後
、
内
示
を
受
け
た
事

業
所
の
み
申
請
受
付
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
愛
知
県
高
齢
福
祉
課

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
し
、
介

護
事
業
所
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に

か
か
る
経
費
を
補
助
す
る
。

愛
知
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
に
基
づ
く

指
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
及
び
施
設
の
開

設
者
。

（
範
囲
）

・
日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
、
移
乗
介
護
、

移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支
援
、
介
護
業
務
支

援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用
さ

れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
。

・
次
の
１
又
は
２
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
ロ

ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

１
　
セ
ン
サ
ー
等
に
よ
り
外
界
や
自
己
の
状

況
を
認
識
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情

報
を
解
析
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
動
作
を

行
い
、
従
来
の
機
器
で
は
で
き
な
か
っ
た
優

位
性
を
発
揮
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
。

２
　
経
済
産
業
省
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器

開
発
・
導
入
促
進
事
業
」
又
は
「
ロ
ボ
ッ
ト

介
護
機
器
開
発
・
標
準
化
事
業
」
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
。

・
販
売
価
格
等
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
一
般

に
購
入
又
は
リ
ー
ス
等
で
き
る
状
態
に
あ
る

こ
と
。

・
見
守
り
機
器
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め

に
必
要
な
通
信
環
境
整
備
に
係
る
経
費

・
ロ
ボ
ッ
ト
１
機
器
当
た
り
（
通
信
環
境
整

備
の
場
合
は
、
１
事
業
所
当
た
り
）
3/
4

（
※
）
ま
た
は
1/
2を

補
助
（
補
助
上
限
額

あ
り
）

※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
補
助
率
を

3/
4と

す
る
。

（
条
件
）

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
計
画
書
を
作
成

す
る
こ
と
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
１
回
当
た
り
の
限
度
台

数
は
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
台
数
。

・
通
信
環
境
の
整
備
は
、
１
事
業
所
に
つ
き

１
回
の
補
助
。

総
額
（
予
定
）
：

24
4,
85
0,
00
0円

採
択
件
数
：
1,
70
3

台
・
式

総
額
：
19
9，

60
0，

00
0円

愛
知
県

478



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

三
重
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

医
療
保
健
部
長
寿
介
護
課

担
当
者

電
話
番
号

05
9-

22
4-

22
35

FA
X番

号
05

9-
22

4-
29

19
E-

m
ai

l
ch

oj
us

@
pr

ef
.m

ie
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.m
ie

.lg
.jp

/C
HO

JU
S/

HP
/2

96
45

02
28

70
_0

00
12

.h
tm

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
三
重
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
際
の
経
費
、
及
び

見
守
り
機
器
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
必

要
な
通
信
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費
に
つ

い
て
一
部
を
補
助

三
重
県
内
に
所
在
し
介
護
保
険
法
（
平
成
９

年
１
２
月
１
７
日
法
律
第
１
２
３
号
）
第
８

条
（
第
６
項
、
第
１
２
項
及
び
第
１
３
項
を

除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
事
業
所
及

び
施
設

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
り
得
ら
れ
た
効
果

に
つ
い
て
、
導
入
の
翌
年
度
か
ら
３
年
間
報

告
を
行
う
こ
と

総
費
用
の
4/
5を

補
助
予
定

採
択
件
数
：
未
定

総
額
：
未
定

採
択
件
数
：

33
件

総
額
：

67
,3
17
,0
00
円

20
21
年
7月

9日
か
ら
7月

30
日
ま
で

三
重
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

愛
知
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

05
2-

95
4-

62
89

FA
X番

号
05

2-
95

4-
69

19
E-

m
ai

l
ko

re
i@

pr
ef

.a
ich

i.lg
.jp

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.a

ich
i.j

p/
so

sh
iki

/k
or

ei
/

HP
_U

RL

1
20
21
年
6月

1日
～
6月

25
日

事
前
協
議
受
付

そ
の
後
、
内
示
を
受
け
た
事

業
所
の
み
申
請
受
付
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
愛
知
県
高
齢
福
祉
課

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
し
、
介

護
事
業
所
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に

か
か
る
経
費
を
補
助
す
る
。

愛
知
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
に
基
づ
く

指
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
及
び
施
設
の
開

設
者
。

（
範
囲
）

・
日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
、
移
乗
介
護
、

移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支
援
、
介
護
業
務
支

援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用
さ

れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
。

・
次
の
１
又
は
２
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
ロ

ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

１
　
セ
ン
サ
ー
等
に
よ
り
外
界
や
自
己
の
状

況
を
認
識
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情

報
を
解
析
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
動
作
を

行
い
、
従
来
の
機
器
で
は
で
き
な
か
っ
た
優

位
性
を
発
揮
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
。

２
　
経
済
産
業
省
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器

開
発
・
導
入
促
進
事
業
」
又
は
「
ロ
ボ
ッ
ト

介
護
機
器
開
発
・
標
準
化
事
業
」
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
。

・
販
売
価
格
等
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
一
般

に
購
入
又
は
リ
ー
ス
等
で
き
る
状
態
に
あ
る

こ
と
。

・
見
守
り
機
器
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め

に
必
要
な
通
信
環
境
整
備
に
係
る
経
費

・
ロ
ボ
ッ
ト
１
機
器
当
た
り
（
通
信
環
境
整

備
の
場
合
は
、
１
事
業
所
当
た
り
）
3/
4

（
※
）
ま
た
は
1/
2を

補
助
（
補
助
上
限
額

あ
り
）

※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
補
助
率
を

3/
4と

す
る
。

（
条
件
）

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
計
画
書
を
作
成

す
る
こ
と
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
１
回
当
た
り
の
限
度
台

数
は
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
台
数
。

・
通
信
環
境
の
整
備
は
、
１
事
業
所
に
つ
き

１
回
の
補
助
。

総
額
（
予
定
）
：

24
4,
85
0,
00
0円

採
択
件
数
：
1,
70
3

台
・
式

総
額
：
19
9，

60
0，

00
0円

愛
知
県

479



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

滋
賀
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

医
療
福
祉
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

07
7-

52
8-

35
23

FA
X番

号
07

7-
52

8-
48

51
E-

m
ai

l
ed

00
@

pr
ef

.sh
ig

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.sh

ig
a.

l
g.j

p/
ip

pa
n/

ke
nk

ou
iry

ou
hu

ku
sh

i/k
ou

re
isy

a/
31

9
18

8.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
滋
賀
県
介
護
職
員
職
場
環
境

改
善
支
援
事
業

滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部
医

療
福
祉
推
進
課

介
護
業
務
の
効
率
化
と
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
要

す
る
経
費
を
補
助
す
る

県
内
で
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
・
許
可
を
受
け
て

い
る
施
設
・
事
業
所

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

導
入
成
果
報
告
書
の
提
出
お
よ
び
公
表
　
他

補
助
額
：

【
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
】
１
機
器
に
つ
き
上
限
30

万
円
（
移
乗
支
援
お
よ
び
入
浴
支
援
に
限
り

10
0万

円
）

【
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
】
１
事
業
所
に
つ
き
上
限
75
0万

円
補
助
率
：
対
象
経
費
の
1/
2、

一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
3/
4

予
算
額
：
10
0,
00
0

千
円
（
IC
T導

入
助

成
を
含
む
）

採
択
件
数
：

53
件

総
額
：

50
,9
27
千
円

20
21
年
6月

11
日
～

　
　
　
　
　
　
～
7月

9日

滋
賀
県

480



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

京
都

府
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

地
域

福
祉

推
進

課

担
当

者

電
話

番
号

07
5-

41
4-

46
75

FA
X番

号
07

5-
41

4-
46

15

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:

//
ww

w.
pr

ef
.ky

ot
o.

jp
/c

hi
iki

/n
ew

s/
r3

ka
ig

or
ob

oi
ct

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
未

定
総

額
：

未
定

採
択

件
数

：
27

件
総

額
：

30
,2

08
,0

00
円

1
京

都
府

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
支

援
事

業
京

都
府

健
康

福
祉

部
地

域
福

祉
推

進
課

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
介

護
に

関
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

従
事

す
る

者
の

身
体

的
な

負
担

の
軽

減
及

び
業

務
の

効
率

化
を

図
る

と
と

も
に

、
介

護
従

事
者

が
継

続
し

て
就

労
可

能
な

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

予
算

の
範

囲
内

に
お

い
て

補
助

金
を

交
付

す
る

。

次
に

掲
げ

る
要

件
の

全
て

を
満

た
す

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所 （
１

）
介

護
保

険
法

に
基

づ
く

指
定

又
は

許
可

を
受

け
、

京
都

府
内

で
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
居

宅
療

養
管

理
指

導
、

福
祉

用
具

貸
与

、
特

定
福

祉
用

具
販

売
、

介
護

予
防

居
宅

療
養

管
理

指
導

、
介

護
予

防
福

祉
用

具
貸

与
及

び
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
販

売
を

除
く

。

（
２

）
き

ょ
う

と
福

祉
人

材
育

成
認

証
制

度
の

宣
言

法
人

・
事

業
所

、
認

証
法

人
・

事
業

所
、

上
位

認
証

法
人

で
あ

る
こ

と
。

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
」

と
は

、
次

に
掲

げ
る

要
件

を
満

た
す

知
能

を
備

え
た

機
械

を
い

う
。

　
(1

) 介
護

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

、
介

護
従

事
者

に
よ

る
利

用
者

の
移

乗
、

移
動

、
排

泄
及

び
入

浴
並

び
に

利
用

者
の

状
態

の
確

認
、

利
用

者
と

の
意

思
疎

通
そ

の
他

介
護

を
行

う
と

き
に

使
用

さ
れ

、
介

護
従

事
者

の
身

体
的

な
負

担
の

軽
減

及
び

業
務

の
効

率
化

に
効

果
が

あ
る

こ
と

。
　

(2
) 次

に
掲

げ
る

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
　

　
ア

　
自

己
及

び
周

辺
の

状
況

を
認

識
し

、
こ

れ
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
情

報
を

解
析

し
、

そ
の

結
果

に
応

じ
て

動
作

を
す

る
こ

と
で

、
従

来
の

機
器

よ
り

も
優

れ
て

い
る

こ
と

。
　

　
イ

　
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
が

平
成

30
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

標
準

化
事

業
に

採
択

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

　
(3

) 販
売

価
格

が
表

示
さ

れ
、

か
つ

、
広

く
販

売
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

一
定

の
条

件
を

満
た

す
場

合
は

総
費

用
の

３
／

４
を

補
助

そ
れ

以
外

の
場

合
は

総
費

用
の

１
／

２
を

補
助

※
一

定
の

条
件

：
見

守
り

支
援

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

、
介

護
従

事
者

が
見

守
り

支
援

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
使

用
に

よ
り

得
ら

れ
た

利
用

者
の

状
態

に
係

る
情

報
を

他
の

介
護

従
事

者
に

即
時

に
伝

達
す

る
こ

と
を

可
能

と
す

る
機

能
を

有
す

る
機

器
（

イ
ン

カ
ム

な
ど

）
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

の
脈

拍
、

呼
吸

、
血

圧
及

び
体

温
を

測
定

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

機
能

を
有

す
る

機
器

か
ら

当
該

機
器

が
測

定
し

た
情

報
を

取
得

し
、

及
び

見
守

り
支

援
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

使
用

に
よ

り
得

ら
れ

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
の

状
態

に
係

る
情

報
を

取
得

し
、

か
つ

、
介

護
従

事
者

が
介

護
に

係
る

記
録

の
作

成
、

情
報

の
共

有
及

び
報

酬
の

請
求

を
一

貫
し

て
処

理
す

る
こ

と
を

可
能

と
す

る
機

能
を

有
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

当
該

情
報

を
接

続
送

信
す

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、

衣
類

、
腕

又
は

首
に

装
着

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

機
器

（
バ

イ
タ

ル
測

定
器

と
連

携
し

、
介

護
ソ

フ
ト

に
情

報
接

続
す

る
こ

と
が

で
き

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
機

器
）

の
う

ち
複

数
の

種
類

の
機

器
又

は
介

護
ソ

フ
ト

を
導

入
し

、
か

つ
、

介
護

従
事

者
の

人
員

の
配

置
を

効
率

化
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

維
持

及
び

向
上

又
は

介
護

従
事

者
の

休
憩

時
間

の
確

保
の

た
め

に
取

り
組

む
こ

と
を

予
定

し
て

い
る

こ
と

限
度

額
：

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
備

品
購

入
費

、
使

用
料

、
賃

借
料

及
び

初
期

設
定

に
要

す
る

費
用

→
導

入
す

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
１

台
当

た
り

30
万

円
。

た
だ

し
、

介
護

従
事

者
に

よ
る

利
用

者
の

移
乗

及
び

入
浴

に
使

用
さ

れ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
あ

っ
て

は
、

導
入

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

１
台

当
た

り
10

0万
円

通
信

機
器

等
を

導
入

す
る

際
の

備
品

購
入

費
、

使
用

料
、

賃
借

料
及

び
設

置
費

→
導

入
す

る
各

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
あ

た
り

７
５

０
万

円

令
和

３
年

9月
13

日
～

令
和

３
年

10
月

29
日

京
都

府

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

滋
賀
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

医
療
福
祉
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

07
7-

52
8-

35
23

FA
X番

号
07

7-
52

8-
48

51
E-

m
ai

l
ed

00
@

pr
ef

.sh
ig

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.sh

ig
a.

l
g.j

p/
ip

pa
n/

ke
nk

ou
iry

ou
hu

ku
sh

i/k
ou

re
isy

a/
31

9
18

8.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
滋
賀
県
介
護
職
員
職
場
環
境

改
善
支
援
事
業

滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部
医

療
福
祉
推
進
課

介
護
業
務
の
効
率
化
と
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
要

す
る
経
費
を
補
助
す
る

県
内
で
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
・
許
可
を
受
け
て

い
る
施
設
・
事
業
所

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

導
入
成
果
報
告
書
の
提
出
お
よ
び
公
表
　
他

補
助
額
：

【
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
】
１
機
器
に
つ
き
上
限
30

万
円
（
移
乗
支
援
お
よ
び
入
浴
支
援
に
限
り

10
0万

円
）

【
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
】
１
事
業
所
に
つ
き
上
限
75
0万

円
補
助
率
：
対
象
経
費
の
1/
2、

一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
3/
4

予
算
額
：
10
0,
00
0

千
円
（
IC
T導

入
助

成
を
含
む
）

採
択
件
数
：

53
件

総
額
：

50
,9
27
千
円

20
21
年
6月

11
日
～

　
　
　
　
　
　
～
7月

9日

滋
賀
県

481



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

大
阪
府

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

福
祉
部
高
齢
介
護
室
介
護
事
業

者
課
整
備
調
整
グ
ル
ー
プ

担
当
者

電
話
番
号

06
-6

94
4-

71
04

FA
X番

号
06

-6
94

4-
66

70

E-
m

ai
l

ko
re

ika
ig

o-
g0

7@
sb

ox
.p

re
f.o

sa
ka

.lg
.

jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.o

sa
ka

.l
g.j

p/
ko

re
ish

ise
ts

u/
ka

ig
or

ob
o/

ka
ig

or
ob

oh
oz

yo
.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
大
阪
府
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

活
用
支
援
事
業

大
阪
府

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う

通
信
環
境
整
備
の
費
用
に
つ
い
て
助
成
。

大
阪
府
内
の
介
護
事
業
者
（
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
除

く
）

補
助
率
は
1/
2又

は
3/
4（

上
限
あ
り
）
。
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
上
限
額
は
、
移
乗
支
援
・
入

浴
支
援
の
機
器
は
10
0万

円
/台

、
そ
れ
以
外

は
30
万
円
/台

。
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

の
上
限
額
は
、
75
0万

円
/事

業
所
。

そ
の
他
条
件
や
詳
細
は
要
綱
を
参
照
。

採
択
件
数
：

69
件

総
額
（
予
定
）

17
7,
15
0,
00
0円

採
択
件
数
：

63
件

総
額

46
,1
28
,0
00
円

20
21
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
～
８
月
31
日

大
阪
府

482



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

兵
庫
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

07
8-

36
2-

91
17

FA
X番

号
07

8-
36

2-
34

70
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
eb

.p
re

f.h
yo

go
.

lg
.jp

/o
rg

/k
or

ei
ta

isa
ku

ka
/in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
業
務
に
お
け
る
労
働
環

境
改
善
支
援
事
業

兵
庫
県
高
齢
政
策
課

介
護
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
補
助

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

　
介
護
保
険
施
設
・
事
業
所

見
守
り
セ
ン
サ
ー
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境

整
備

　
介
護
保
険
施
設

・
事
前
協
議
時
に
導
入
計
画
書
を
提
出

・
導
入
後
及
び
翌
年
度
か
ら
３
年
間
報
告
書

を
提
出

・
補
助
率

　
１
／
２

（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
３
／
４
）

採
択
施
設

約
20
0施

設

補
助
額

未
定

採
択
施
設

10
1施

設

補
助
額

16
2,
76
7,
00
0円

20
21
年
8月

～
9月

兵
庫
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

大
阪
府

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

福
祉
部
高
齢
介
護
室
介
護
事
業

者
課
整
備
調
整
グ
ル
ー
プ

担
当
者

電
話
番
号

06
-6

94
4-

71
04

FA
X番

号
06

-6
94

4-
66

70

E-
m

ai
l

ko
re

ika
ig

o-
g0

7@
sb

ox
.p

re
f.o

sa
ka

.lg
.

jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.o

sa
ka

.l
g.j

p/
ko

re
ish

ise
ts

u/
ka

ig
or

ob
o/

ka
ig

or
ob

oh
oz

yo
.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
大
阪
府
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

活
用
支
援
事
業

大
阪
府

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う

通
信
環
境
整
備
の
費
用
に
つ
い
て
助
成
。

大
阪
府
内
の
介
護
事
業
者
（
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
除

く
）

補
助
率
は
1/
2又

は
3/
4（

上
限
あ
り
）
。
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
上
限
額
は
、
移
乗
支
援
・
入

浴
支
援
の
機
器
は
10
0万

円
/台

、
そ
れ
以
外

は
30
万
円
/台

。
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

の
上
限
額
は
、
75
0万

円
/事

業
所
。

そ
の
他
条
件
や
詳
細
は
要
綱
を
参
照
。

採
択
件
数
：

69
件

総
額
（
予
定
）

17
7,
15
0,
00
0円

採
択
件
数
：

63
件

総
額

46
,1
28
,0
00
円

20
21
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
～
８
月
31
日

大
阪
府

483



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

奈
良
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
・
人
材
確
保
対
策
課

担
当
者

電
話
番
号

07
42

-2
7-

80
39

FA
X番

号
07

42
-2

6-
10

15

E-
m

ai
l

fu
ku

sh
iji

nz
ai

@
of

fic
e.

pr
e

f.n
ar

a.
lg

.jp
HP

_U
RL

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

令
和
３
年
２
月
２
６
日
～
令

和
３
年
３
月
１
２
日
（
金
）

【
採
択
件
数
】

8件 【
採
択
総
額
】

7,
55
5,
00
0円

採
択
件
数
：

18
件

総
額
：

14
,1
19
,0
00
円

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
奈
良
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
支
援

奈
良
県
内
の
介
護
施
設
又
は
事
業
所
に
お
い

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

（
Ｒ
２
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2

（
Ｒ
３
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2

奈
良
県

484



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

和
歌
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

07
3-

44
1-

25
19

FA
X番

号
07

3-
44

1-
25

23

E-
m

ai
l

e0
40

30
01

@
pr

ef
.w

ak
ay

a
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.w
ak

a
ya

m
a.

lg
.jp

/p
re

fg
/0

40
30

0/
d0

02
01

77
3.

ht
m

l
部
署

障
害
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

07
3-

44
1-

25
37

FA
X番

号
07

3-
43

2-
55

67

E-
m

ai
l

e0
40

40
02

@
pr

ef
.w

ak
ay

a
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.w
ak

a
ya

m
a.

lg
.jp

/p
re

fg
/0

40
40

0/
in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
、
①
移
乗
介
護
、

②
移
動
支
援
、
③
排
泄
支
援
、
④
見
守
り
・

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ、

⑤
入
浴
支
援
の
い
ず
れ
か
の

場
面
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の

負
担
軽
減
効
果
が
あ
る
こ
と

・
１
機
器
あ
た
り
の
対
象
経
費
の
合
計
額
は

10
万
円
以
上
30
万
円
以
下
（
上
記
①
、
⑤

は
上
限
10
0万

円
）

・
10
/1
0補

助
（
国
2/
3、

県
1/
3）

※
上
限

あ
り

非
公
募
（
予
算
編
成
時
の
需

要
調
査
で
当
該
補
助
事
業
の

活
用
希
望
の
あ
っ
た
事
業
者

に
対
し
再
度
意
向
確
認
を
行

い
、
候
補
者
を
選
定
）

採
択
件
数
（
予

定
）
：
5件

総
額
（
予
定
）
：

3,
06
2,
00
0円

採
択
件
数
：
1件

総
額
：

41
4,
00
0円

令
和
3年

7月
1日

～
令
和
3

年
8月

2日

2
和
歌
山
県
障
害
福
祉
分
野
に

お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導

入
支
援
事
業

和
歌
山
県
障
害
福
祉
課

障
害
者
支
援
施
設
等
事
業
者
が
介
護
従
事
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
効
果
の
あ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
を
導
入
す
る
際
に
必
要
な
備
品
購
入
費
、

リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
料
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
費
用

を
助
成

県
知
事
が
認
め
た
社
会
福
祉
法
人
、
公
益
社

団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
及
び
特
定
非
営
利

活
動
法
人
等
の
団
体
が
運
営
す
る
障
害
者
支

援
施
設
事
業
者

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

和
歌
山
県
長
寿
社
会
課

介
護
事
業
所
に
お
い
て
介
護
従
事
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
効
果
の
あ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
IC
T

の
導
入
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
助
成

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受

け
て
い
る
和
歌
山
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

・
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
ま

た
は
IC
T

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
IC
Tを

導
入
し
た
事

業
所
は
得
ら
れ
た
効
果
等
を
県
に
報
告
す
る

こ
と

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
総
費
用
の

3/
4、

満
た
さ
な
い
場
合
1/
2を

補
助
予
定

（
※
補
助
上
限
額
あ
り
）

※
精
査
中

採
択
件
数
：

60
件

総
額
：

65
,6
00
,0
00
円

和
歌
山
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

奈
良
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
・
人
材
確
保
対
策
課

担
当
者

電
話
番
号

07
42

-2
7-

80
39

FA
X番

号
07

42
-2

6-
10

15

E-
m

ai
l

fu
ku

sh
iji

nz
ai

@
of

fic
e.

pr
e

f.n
ar

a.
lg

.jp
HP

_U
RL

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

令
和
３
年
２
月
２
６
日
～
令

和
３
年
３
月
１
２
日
（
金
）

【
採
択
件
数
】

8件 【
採
択
総
額
】

7,
55
5,
00
0円

採
択
件
数
：

18
件

総
額
：

14
,1
19
,0
00
円

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
奈
良
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
支
援

奈
良
県
内
の
介
護
施
設
又
は
事
業
所
に
お
い

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

（
Ｒ
２
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2

（
Ｒ
３
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2

奈
良
県

485



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

鳥
取
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
57

-2
6-

71
78

FA
X番

号
08

57
-2

6-
81

68

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
57
－
26
－
71
79

FA
X番

号
08
57
－
26
ー
81
68

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.t
ot

to
ri

.lg
.jp

/1
29

00
8.

ht
m

←
目
次
に
戻
る

令
和
3年

4月
23
日
～

　
　
　
　
　
　
～
6月

22
日

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ
せ
て

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
に
必
要
な

経
費
を
助
成

県
内
の
介
護
事
業
所

21
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕

の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
事
業

鳥
取
県
さ
さ
え
あ
い
福
祉
局

長
寿
社
会
課

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：
14
法

人
25
事
業
所
　
総

額
（
実
績
）
：

14
,9
20
,0
00
円

採
択
件
数
：
２
件

46
,1
85
,0
00
円

（
繰
越
予
定
含

む
）

鳥
取
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業

鳥
取
県
さ
さ
え
あ
い
福
祉
局

長
寿
社
会
課

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
介
護
事
業
所
が
介
護

環
境
改
善
の
た
め
に
整
備
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
購
入
費
、
通
信
環
境
整
備
費
に
つ
い
て
助
成

県
内
の
介
護
事
業
所

国
要
綱
「
３
補
助
の
対
象
範
囲
」
と
同
様
。

１
事
業
所
あ
た
り
、
利
用
定
員
数
の
1/
10

（
施
設
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
）
、
1/
20
（
在
宅

系
サ
ー
ビ
ス
）
を
限
度
台
数
と
す
る
。
総
費

用
の
1/
2を

補
助
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
大
規
模
修
繕
の

際
に
あ
わ
せ
て
行
う
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

IC
Tの

導
入
に
必
要
な
経
費
を
補
助
。

採
択
件
数
：
19
件

30
事
業
所
　
総
額

（
見
込
）

45
,1
81
,0
00
円

採
択
件
数
：
３
件

総
額
（
予
定
）
：

12
3,
06
0,
00
0円

令
和
2年

9月
~令

和
2年

10
月

鳥
取
県

486



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

島
根
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

担
当
者

電
話
番
号

08
52

-2
2-

57
18

FA
X番

号
08

52
-2

2-
52

38

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
@

pr
ef

.sh
i,m

an
e.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
hi

m
a

ne
.lg

.jp
/

←
目
次
に
戻
る

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
T機

器
等
の
購
入
、
リ
ー

ス
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
助

成

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
又
は
認
可
を

受
け
た
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所
を
運
営
又

は
開
設
す
る
者
（
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
を

除
く
）

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

R3
.1
0.
8か

ら
R3
.1
1.
12

【
補
助
対
象
範
囲
】
（
R3

)
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
機
器
導
入
に
伴
う
通
信
環

境
整
備
含
む
）
及
び
IC
T

【
補
助
条
件
】

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
・
・
1機

器
に
つ
き
導

入
経
費
の
1/
2（

要
件
を
満
た
す
場
合
3/
4）

ま
た
は
30
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
。

・
IC
T・

・
・
対
象
経
費
の
1/
2（

要
件
を
満

た
す
場
合
3/
4）

ま
た
は
職
員
数
に
応
じ
た

上
限
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
。
（
10
名
以
下

50
万
、
20
名
以
下
80
万
、
30
名
以
下
10
0

万
、
31
名
以
上
13
0万

円
上
限
）

・
導
入
後
3年

間
の
使
用
状
況
報
告

予
算
額

：
66
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数

：
43
件

総
額

：
19
,7
04
,0
00
円

島
根
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

鳥
取
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
57

-2
6-

71
78

FA
X番

号
08

57
-2

6-
81

68

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
57
－
26
－
71
79

FA
X番

号
08
57
－
26
ー
81
68

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.t
ot

to
ri

.lg
.jp

/1
29

00
8.

ht
m

←
目
次
に
戻
る

令
和
3年

4月
23
日
～

　
　
　
　
　
　
～
6月

22
日

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ
せ
て

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
に
必
要
な

経
費
を
助
成

県
内
の
介
護
事
業
所

21
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕

の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
事
業

鳥
取
県
さ
さ
え
あ
い
福
祉
局

長
寿
社
会
課

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：
14
法

人
25
事
業
所
　
総

額
（
実
績
）
：

14
,9
20
,0
00
円

採
択
件
数
：
２
件

46
,1
85
,0
00
円

（
繰
越
予
定
含

む
）

鳥
取
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業

鳥
取
県
さ
さ
え
あ
い
福
祉
局

長
寿
社
会
課

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
介
護
事
業
所
が
介
護

環
境
改
善
の
た
め
に
整
備
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
購
入
費
、
通
信
環
境
整
備
費
に
つ
い
て
助
成

県
内
の
介
護
事
業
所

国
要
綱
「
３
補
助
の
対
象
範
囲
」
と
同
様
。

１
事
業
所
あ
た
り
、
利
用
定
員
数
の
1/
10

（
施
設
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
）
、
1/
20
（
在
宅

系
サ
ー
ビ
ス
）
を
限
度
台
数
と
す
る
。
総
費

用
の
1/
2を

補
助
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
大
規
模
修
繕
の

際
に
あ
わ
せ
て
行
う
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

IC
Tの

導
入
に
必
要
な
経
費
を
補
助
。

採
択
件
数
：
19
件

30
事
業
所
　
総
額

（
見
込
）

45
,1
81
,0
00
円

採
択
件
数
：
３
件

総
額
（
予
定
）
：

12
3,
06
0,
00
0円

令
和
2年

9月
~令

和
2年

10
月

鳥
取
県

487



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

岡
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6(

22
6)

73
26

FA
X番

号
08

6(
22

4)
22

15

E-
m

ai
l

ch
oj

u@
pr

ef
.o

ka
ya

m
a.

lg
/jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/s
os

hi
ki/

35
/

部
署

保
健
福
祉
局
保
健
福
祉
部
医
療

政
策
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6-

80
3-

16
38

FA
X番

号
08

6-
80

3-
17

76

E-
m

ai
l

iry
ou

-
s@

cit
y.o

ka
ya

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.o
ka

ya
m

a.
jp

/s
hi

se
i/0

00
00

21
3

41
.h

tm
l

部
署

保
健
福
祉
局
高
齢
福
祉
部
事
業

者
指
導
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6-

21
2-

10
14

FA
X番

号
08

6-
22

1-
30

10

E-
m

ai
l

ji- sh
id

ou
@

cit
y.o

ka
ya

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
－ ←
目
次
に
戻
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
大
規
模
修
繕
の

際
に
あ
わ
せ
て
行
う
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
必
要
な
経
費
（
令
和
元
年
５

月
10
日
老
総
発
05
10
第
１
号
・
老
高
発

05
10
第
１
号
・
老
振
発
05
10
第
１
号
厚
生

労
働
省
老
健
局
総
務
課
長
・
高
齢
者
支
援
課

長
・
振
興
課
長
通
知
「
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
（
介
護
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る

事
業
）
に
お
け
る
「
管
理
者
等
に
対
す
る
雇

用
管
理
改
善
方
策
普
及
・
促
進
事
業
」
の
実

施
に
つ
い
て
」
の
別
紙
１
・
別
紙
２
を
準
用

す
る
）
。

令
和
3年

5月
12
日
～
令
和
3

年
5月

21
日

【
採
択
件
数
】

１
施
設

【
総
額
】

8,
69
3千

円
（
予
定
額
）

【
採
択
件
数
】

６
施
設

【
総
額
】

20
,4
37
千
円

2
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
推
進
事

業
岡
山
市
保
健
福
祉
局
保
健
福

祉
部
医
療
政
策
推
進
課
及
び

岡
山
市
保
健
福
祉
局
高
齢
福

祉
部
事
業
者
指
導
課

市
内
介
護
事
業
所
に
無
償
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を

貸
与
（
3カ

月
間
）
す
る
こ
と
で
、
市
内
事
業

所
へ
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
や
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
に
よ
る
介
護
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
。
ま
た
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
的
な
支

援
施
策
の
導
入
に
向
け
て
、
調
査
分
析
結
果
を

国
へ
報
告
す
る
。

3
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕

の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

事
業

岡
山
市
保
健
福
祉
局
高
齢
福

祉
部
高
齢
者
福
祉
課
及
び
事

業
者
指
導
課

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ
せ
て

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
必
要

な
経
費
を
助
成

市
内
の
介
護
施
設
等

市
内
の
介
護
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
効
果
等
を
測
る
た

め
、
介
護
従
事
者
及
び
利
用
者
（
要
介
護
者

等
）
に
つ
い
て
、
貸
与
期
間
前
、
貸
与
期
間

後
に
調
査
票
を
作
成
す
る
こ
と
。

【
前
期
】

令
和
3年

5月
14
日
～
令
和
3

年
6月

18
日

【
後
期
】

令
和
3年

9月
9日

～
令
和
3年

10
月
18
日

【
参
加
事
業
所
】

50
事
業
所
（
見

込
）

【
事
業
費
総
額
】

25
,0
00
,0
00
円

（
予
算
額
）

【
参
加
事
業
所
】

38
事
業
所

【
事
業
費
総
額
】

18
,2
20
,0
97
円

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
岡
山
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
支
援

岡
山
県
内
の
介
護
施
設
又
は
事
業
所
に
お
い

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

（
Ｒ
２
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2

（
Ｒ
３
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2又

は
3/
4

【
参
加
事
業
所
】

未
定

【
事
業
費
総
額
】

15
,0
00
,0
00
円

（
予
算
額
）

採
択
件
数
：

12
件

総
額
：

7,
97
9,
00
0円

R3
.8
.2
3か

ら
R3
.9
.3
0

岡
山
県
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介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

広
島

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

一
般

社
団

法
人

日
本

福
祉

用
具

供
給

協
会

　
広

島
県

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

局
担

当
者

電
話

番
号

（
08

2）
87

7-
10

79
FA

X番
号

（
08

2）
87

7-
13

23

E-
m

ai
l

jim
uk

yo
ku

@
fu

ku
sh

iyo
gu

-h
iro

sh
im

a.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:
//

ww
w.

fu
ku

sh
iyo

gu
-

hi
ro

sh
im

a.
jp

/in
de

x.p
hp

/
ro

bo
t_

20
21

/

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

　
（

ⅰ
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

　
   

  次
の

ア
～

ウ
の

全
て

の
要

件
を

満
た

す
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す
る

際
の

経
費

を
対

象
と

す
る

。
　

　
ア

　
目

的
要

件
　

　
　

　
　

日
常

生
活

支
援

に
お

け
る

、
①

移
乗

介
護

、
②

移
動

支
援

、
③

排
泄

支
援

、
④

見
守

り
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

⑤
入

浴
支

援
、

⑥
介

護
業

務
支

援
の

い
ず

れ
か

の
場

面
に

お
い

て
使

用
さ

れ
、

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
で

あ
る

こ
と

。
　

　
イ

　
技

術
的

要
件

　
　

　
　

次
の

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

す
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
で

あ
る

こ
と

。
　

　
　

　
・

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

（
※

）
を

活
用

し
て

、
従

来
の

機
器

で
は

で
き

な
か

っ
た

優
位

性
を

発
揮

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

　
　

　
　

　
※

①
セ

ン
サ

ー
等

に
よ

り
外

界
や

自
己

の
状

況
を

認
識

し
、

②
こ

れ
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
情

報
を

解
析

し
、

③
そ

の
結

果
に

応
じ

た
動

作
を

行
う

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

　
　

　
　

・
経

済
産

業
省

が
行

う
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
導

入
促

進
事

業
」

（
平

成
３

０
年

度
か

ら
は

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

標
準

化
事

業
」

）
に

お
い

て
採

択
さ

れ
た

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

（
「

重
点

分
野

６
分

野
１

３
項

目
の

対
象

機
器

・
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」
に

限
る

。
」

）

　
　

　
ウ

　
市

場
的

要
件

　
　

　
　

・
販

売
価

格
が

公
表

さ
れ

て
お

り
、

一
般

に
購

入
で

き
る

状
態

に
あ

る
こ

と
。

　
（

ⅱ
）

見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
　

　
　

 見
守

り
機

器
を

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

に
必

要
な

通
信

環
境

を
整

備
す

る
た

め
の

経
費

と
し

て
、

次
の

い
ず

れ
か

を
対

象
と

す
る

。
・

Ｗ
ｉ

－
Ｆ

ｉ
環

境
を

整
備

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

（
モ

デ
ム

・
ル

ー
タ

ー
、

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

、
シ

ス
テ

ム
管

理
サ

ー
バ

ー
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

等
）

・
職

員
間

の
情

報
共

有
や

職
員

の
移

動
負

担
を

軽
減

す
る

な
ど

効
果

・
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
　

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

の
イ

ン
カ

ム
（

デ
ジ

タ
ル

簡
易

無
線

登
録

型
等

の
Ｗ

ｉ
－

Ｆ
ｉ

非
対

応
型

の
　

イ
ン

カ
ム

を
含

む
）

※
既

に
見

守
り

機
器

を
導

入
し

て
い

る
場

合
に

お
い

て
、

見
守

り
機

器
を

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

に
必

要
な

通
信

環
境

の
整

備
を

行
う

場
合

も
対

象
と

す
る

。
た

だ
し

、
（

ⅰ
）

（
ⅱ

）
と

も
に

次
に

掲
げ

る
経

費
は

補
助

の
対

象
と

し
な

い
。

ア
　

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
係

る
経

費
及

び
通

信
費

イ
　

設
置

工
事

費
ウ

　
保

険
料

エ
　

消
費

税
オ

　
そ

の
他

本
事

業
と

し
て

適
当

と
は

認
め

ら
れ

な
い

と
選

定
委

員
会

が
判

断
し

た
経

費

採
択

件
数

：
55

件
総

額
：

（
予

定
）

11
,2

50
,0

00
円

採
択

件
数

：
55

件
総

額
：

11
,4

27
,1

75
円

令
和

3年
7月

1日
 ～

　
　

～
令

和
3年

11
月

30
日

※
予

算
限

度
額

到
達

の
た

め
，

7月
30

日
で

受
付

終
了

。

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
一

般
社

団
法

人
日

本
福

祉
用

具
供

給
協

会
中

国
支

部
広

島
県

ブ
ロ

ッ
ク

県
内

の
介

護
事

業
者

が
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す
る

際
に

か
か

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

介
護

保
険

法
の

指
定

を
受

け
、

広
島

県
内

に
所

在
す

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

広
島

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

岡
山
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6(

22
6)

73
26

FA
X番

号
08

6(
22

4)
22

15

E-
m

ai
l

ch
oj

u@
pr

ef
.o

ka
ya

m
a.

lg
/jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/s
os

hi
ki/

35
/

部
署

保
健
福
祉
局
保
健
福
祉
部
医
療

政
策
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6-

80
3-

16
38

FA
X番

号
08

6-
80

3-
17

76

E-
m

ai
l

iry
ou

-
s@

cit
y.o

ka
ya

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.o
ka

ya
m

a.
jp

/s
hi

se
i/0

00
00

21
3

41
.h

tm
l

部
署

保
健
福
祉
局
高
齢
福
祉
部
事
業

者
指
導
課

担
当
者

電
話
番
号

08
6-

21
2-

10
14

FA
X番

号
08

6-
22

1-
30

10

E-
m

ai
l

ji- sh
id

ou
@

cit
y.o

ka
ya

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
－ ←
目
次
に
戻
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
大
規
模
修
繕
の

際
に
あ
わ
せ
て
行
う
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
必
要
な
経
費
（
令
和
元
年
５

月
10
日
老
総
発
05
10
第
１
号
・
老
高
発

05
10
第
１
号
・
老
振
発
05
10
第
１
号
厚
生

労
働
省
老
健
局
総
務
課
長
・
高
齢
者
支
援
課

長
・
振
興
課
長
通
知
「
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
（
介
護
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る

事
業
）
に
お
け
る
「
管
理
者
等
に
対
す
る
雇

用
管
理
改
善
方
策
普
及
・
促
進
事
業
」
の
実

施
に
つ
い
て
」
の
別
紙
１
・
別
紙
２
を
準
用

す
る
）
。

令
和
3年

5月
12
日
～
令
和
3

年
5月

21
日

【
採
択
件
数
】

１
施
設

【
総
額
】

8,
69
3千

円
（
予
定
額
）

【
採
択
件
数
】

６
施
設

【
総
額
】

20
,4
37
千
円

2
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
推
進
事

業
岡
山
市
保
健
福
祉
局
保
健
福

祉
部
医
療
政
策
推
進
課
及
び

岡
山
市
保
健
福
祉
局
高
齢
福

祉
部
事
業
者
指
導
課

市
内
介
護
事
業
所
に
無
償
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を

貸
与
（
3カ

月
間
）
す
る
こ
と
で
、
市
内
事
業

所
へ
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
や
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
に
よ
る
介
護
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
。
ま
た
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
的
な
支

援
施
策
の
導
入
に
向
け
て
、
調
査
分
析
結
果
を

国
へ
報
告
す
る
。

3
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕

の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

事
業

岡
山
市
保
健
福
祉
局
高
齢
福

祉
部
高
齢
者
福
祉
課
及
び
事

業
者
指
導
課

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ
せ
て

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
必
要

な
経
費
を
助
成

市
内
の
介
護
施
設
等

市
内
の
介
護
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
効
果
等
を
測
る
た

め
、
介
護
従
事
者
及
び
利
用
者
（
要
介
護
者

等
）
に
つ
い
て
、
貸
与
期
間
前
、
貸
与
期
間

後
に
調
査
票
を
作
成
す
る
こ
と
。

【
前
期
】

令
和
3年

5月
14
日
～
令
和
3

年
6月

18
日

【
後
期
】

令
和
3年

9月
9日

～
令
和
3年

10
月
18
日

【
参
加
事
業
所
】

50
事
業
所
（
見

込
）

【
事
業
費
総
額
】

25
,0
00
,0
00
円

（
予
算
額
）

【
参
加
事
業
所
】

38
事
業
所

【
事
業
費
総
額
】

18
,2
20
,0
97
円

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
岡
山
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
支
援

岡
山
県
内
の
介
護
施
設
又
は
事
業
所
に
お
い

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

（
Ｒ
２
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2

（
Ｒ
３
）
予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
の
1/
2又

は
3/
4

【
参
加
事
業
所
】

未
定

【
事
業
費
総
額
】

15
,0
00
,0
00
円

（
予
算
額
）

採
択
件
数
：

12
件

総
額
：

7,
97
9,
00
0円

R3
.8
.2
3か

ら
R3
.9
.3
0

岡
山
県

489



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
口
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
3-

93
3-

27
93

FA
X番

号
08

3-
93

3-
28

09

E-
m

ai
l

sh
ise

ts
u-

ch
ou

jyu
@

pr
ef

.ya
m

ag
uc

hi
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ka
ig

o.
pr

ef
.

ya
m

ag
uc

hi
.lg

.jp
/c

m
s/

25
04

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
山
口
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業

山
口
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社

会
課

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
軽
減
や
業
務
効
率

化
な
ど
、
継
続
し
て
就
労
す
る
た
め
の
職
場
環

境
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
施
設
の
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
費
用
を
一
部
助
成

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
施
設
等
居
住
系
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
及
び
通
所
介
護
等
在
宅
系
サ
ー

ビ
ス
事
業
者

①
移
乗
介
護
、
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見

守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支

援
、
介
護
業
務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
で

使
用
②
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ

る
こ
と
③
県
が
定
め
る
技
術
的
・
市
場
的
要

件
を
満
た
す
こ
と
④
１
機
器
に
つ
き
、
補
助

基
準
額
上
限
３
０
万
円
（
た
だ
し
、
60
万
円

未
満
の
機
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
価
格
に
2

分
の
1（

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は

3/
4）

を
乗
じ
て
得
た
額
）
⑤
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
に
よ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
状
況

報
告
書
導
入
年
度
の
翌
年
度
か
ら
３
年
間
報

告
す
る
こ
と
。

採
択
件
数
：

40
件

総
額
（
予
定
）
：

12
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

19
件

総
額
：

5,
76
4,
00
0円

(一
次
募
集
）

20
21
年
６
月
１
日
～

　
　
　
　
　
～
７
月
30
日

(二
次
募
集
）

20
21
年
9月

１
日
～

　
　
　
　
　
～
9月

30
日

山
口
県

490



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

徳
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

保
健
福
祉
部
長
寿
い
き
が
い
課

担
当
者

電
話
番
号

08
8-

62
1-

22
47

FA
X番

号
08

8-
62

1-
28

40
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.t

ok
us

hi
m

a.
lg

.jp
/ji

gy
os

ha
no

ka
ta

/k
en

ko
/k

or
ei

sh
af

uk
us

hi
/5

04
89

95
/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
徳
島
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
支
援
し
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
従
事

者
の
負
担
軽
減
等
を
図
り
、
も
っ
て
介
護
従
事

者
の
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
徳

島
県
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事
業
費
補

助
金
（
介
護
分
）
を
活
用
し
支
援

徳
島
県
内
に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
運
営
又
は
開
設
す
る
者

要
件
：
日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
、
①
移
動

支
援
、
②
排
泄
支
援
、
③
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
④
入
浴
支
援
、
⑤
介
護
業

務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用

さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ

る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

※
補
助
要
綱
よ
り
一
部
抜
粋

補
助
率
：
3/
4ま

た
は
1/
2

採
択
件
数
（
予

定
）
：

42
件

総
額
（
予
定
）
：

35
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

36
件

総
額
：

21
,6
01
,0
00
円

20
21
年
7月

30
日
～

　
　
　
　
　
～
8月

20
日

徳
島
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
口
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
3-

93
3-

27
93

FA
X番

号
08

3-
93

3-
28

09

E-
m

ai
l

sh
ise

ts
u-

ch
ou

jyu
@

pr
ef

.ya
m

ag
uc

hi
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ka
ig

o.
pr

ef
.

ya
m

ag
uc

hi
.lg

.jp
/c

m
s/

25
04

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
山
口
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業

山
口
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社

会
課

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
軽
減
や
業
務
効
率

化
な
ど
、
継
続
し
て
就
労
す
る
た
め
の
職
場
環

境
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
施
設
の
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
費
用
を
一
部
助
成

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
施
設
等
居
住
系
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
及
び
通
所
介
護
等
在
宅
系
サ
ー

ビ
ス
事
業
者

①
移
乗
介
護
、
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見

守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支

援
、
介
護
業
務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
で

使
用
②
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ

る
こ
と
③
県
が
定
め
る
技
術
的
・
市
場
的
要

件
を
満
た
す
こ
と
④
１
機
器
に
つ
き
、
補
助

基
準
額
上
限
３
０
万
円
（
た
だ
し
、
60
万
円

未
満
の
機
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
価
格
に
2

分
の
1（

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は

3/
4）

を
乗
じ
て
得
た
額
）
⑤
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
に
よ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
状
況

報
告
書
導
入
年
度
の
翌
年
度
か
ら
３
年
間
報

告
す
る
こ
と
。

採
択
件
数
：

40
件

総
額
（
予
定
）
：

12
,0
00
,0
00
円

採
択
件
数
：

19
件

総
額
：

5,
76
4,
00
0円

(一
次
募
集
）

20
21
年
６
月
１
日
～

　
　
　
　
　
～
７
月
30
日

(二
次
募
集
）

20
21
年
9月

１
日
～

　
　
　
　
　
～
9月

30
日

山
口
県

491



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

香
川
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
対
策
課

担
当
者

電
話
番
号

08
7-

83
2-

32
67

FA
X番

号
08

7-
80

6-
02

06

E-
m

ai
l

sf
63

84
@

pr
ef

.ka
ga

wa
.lg

.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
ag

a
wa

.lg
.jp

/c
ho

ju
/c

ho
ju

/ji
g

yo
sy

a/
kik

in
_h

oj
yo

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
香
川
県

介
護
職
員
の
方
々
の
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、

業
務
を
効
率
化
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
及
び

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
に

係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

香
川
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

１
法
人
当
た
り
の
補
助
上
限
額
を
10
0万

円
と
し
た
上
で
、
次
の
（
ⅰ
）
及
び
（
ⅱ
）
で

算
出
さ
れ
た
額
以
内
の
金
額
で
実
施
。

（
ⅰ
）
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
伴
う
経
費

（
ア
）
移
乗
支
援
（
装
着
型
・
非
装
着

型
）
、
入
浴
支
援

１
機
器
に
つ
き
補
助
上
限
額
は
10
0万

円
。

補
助
率
は
２
分
の
１
。

（
イ
）
上
記
以
外

１
機
器
に
つ
き
補
助
上
限
額
は
30
万
円
。
補

助
率
は
２
分
の
１
。

（
ⅱ
）
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環

境
整
備
に
係
る
経
費

１
事
業
所
に
つ
き
補
助
上
限
額
は
10
0万

円
と
す
る
。
補
助
率
は
２
分
の
１
。

採
択
件
数
（
申
請

計
画
書
数
）
：

28
件

総
額
（
予
定
）
：

7,
30
0,
00
0円

採
択
件
数
(申
請
計

画
書
数
）
：

33
件

総
額
：

8,
32
8,
00
0円

20
21
年
3月

26
日
～

　
　
　
　
　
　
～
5月

21
日

香
川
県

492



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

愛
媛
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
生
き
が
い

推
進
局
長
寿
介
護
課
介
護
研
修

係
担
当
者

電
話
番
号

08
9-

91
2-

23
38

FA
X番

号
08

9-
93

5-
80

75

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
ka

ig
o@

pr
ef

.e
hi

m
e.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.e

hi
m

e.
jp

/h
20

40
0/

ka
ig

oh
ok

en
/

ka
ig

or
ob

ot
do

un
yu

us
ie

nj
ig

yo
u.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

1
連
絡
窓
口

介
護
業
務
支
援
機
器
導
入
促

進
事
業
費

愛
媛
県

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
及
び
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境

整
備
に
要
す
る
経
費
の
助
成

愛
媛
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

介
護
負
担
の
軽
減
や
業
務
の
効
率
化
に
資
す

る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
及
び
見
守
り
機
器

の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
に
要
す
る
経

費 購
入
費
、
リ
ー
ス
又
は
レ
ン
タ
ル
費
用

3/
4（

※
要
件
あ
り
）
又
は
1/
2補

助
（
機
器
の
対
象
範
囲
や
補
助
額
等
は
国
の
定

め
に
よ
る
）

予
算
額

39
,0
10
,0
00
円

採
択
台
数
：

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

24
9台

通
信
環
境
整
備

17
箇
所

総
額
：

38
,9
84
,0
00
円

予
算
額

27
,0
60
,0
00
円

採
択
台
数
：

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

25
1台

通
信
環
境
整
備

10
個
所

総
額
：

26
,9
72
,0
00
円

令
和
3年

6月
14
日
～

　
　
　
～
令
和
3年

7月
30
日

愛
媛
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

香
川
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
対
策
課

担
当
者

電
話
番
号

08
7-

83
2-

32
67

FA
X番

号
08

7-
80

6-
02

06

E-
m

ai
l

sf
63

84
@

pr
ef

.ka
ga

wa
.lg

.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
ag

a
wa

.lg
.jp

/c
ho

ju
/c

ho
ju

/ji
g

yo
sy

a/
kik

in
_h

oj
yo

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
香
川
県

介
護
職
員
の
方
々
の
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、

業
務
を
効
率
化
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
及
び

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
に

係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

香
川
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

１
法
人
当
た
り
の
補
助
上
限
額
を
10
0万

円
と
し
た
上
で
、
次
の
（
ⅰ
）
及
び
（
ⅱ
）
で

算
出
さ
れ
た
額
以
内
の
金
額
で
実
施
。

（
ⅰ
）
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
伴
う
経
費

（
ア
）
移
乗
支
援
（
装
着
型
・
非
装
着

型
）
、
入
浴
支
援

１
機
器
に
つ
き
補
助
上
限
額
は
10
0万

円
。

補
助
率
は
２
分
の
１
。

（
イ
）
上
記
以
外

１
機
器
に
つ
き
補
助
上
限
額
は
30
万
円
。
補

助
率
は
２
分
の
１
。

（
ⅱ
）
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環

境
整
備
に
係
る
経
費

１
事
業
所
に
つ
き
補
助
上
限
額
は
10
0万

円
と
す
る
。
補
助
率
は
２
分
の
１
。

採
択
件
数
（
申
請

計
画
書
数
）
：

28
件

総
額
（
予
定
）
：

7,
30
0,
00
0円

採
択
件
数
(申
請
計

画
書
数
）
：

33
件

総
額
：

8,
32
8,
00
0円

20
21
年
3月

26
日
～

　
　
　
　
　
　
～
5月

21
日

香
川
県

493



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

高
知
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

地
域
福
祉
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

08
8-

82
3-

96
31

FA
X番

号
08

8-
82

3-
92

07

E-
m

ai
l

06
01

01
@

ke
n.

pr
ef

.ko
ch

i.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
oc

hi
.

lg
.jp

/s
os

hi
ki/

06
01

01
/2

0
18

06
17

00
02

7.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
高
知
県
介
護
福
祉
機
器
等
導

入
支
援
事
業

高
知
県

職
員
の
負
担
軽
減
や
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し

て
介
護
福
祉
機
器
・
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
、
IC
T機

器
を
導
入
す
る
場
合
の
経
費
に
つ

い
て
支
援

・
県
内
法
人
（
独
立
行
政
法
人
、
地
方
公
共

団
体
、
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
を
除

く
）
の
う
ち
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
指
定
又

は
許
可
を
受
け
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
法
人
（
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
福
祉

用
具
貸
与
及
び
特
定
福
祉
用
具
販
売
を
除

く
）

・
県
内
法
人
（
独
立
行
政
法
人
、
地
方
公
共

団
体
、
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
を
除

く
）
の
う
ち
、
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児

童
福
祉
法
に
よ
る
指
定
又
は
許
可
を
受
け
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
法
人

要
件
：
日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
、
①
移
動

支
援
、
②
排
泄
支
援
、
③
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
④
入
浴
支
援
、
⑤
介
護
業

務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用

さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ

る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

※
補
助
要
綱
よ
り
一
部
抜
粋

補
助
率
：
3/
4ま

た
は
1/
2

一
次
募
集
：
令
和
３
年
６
月

23
日
～
7月

30
日

二
次
募
集
：
準
備
中

採
択
件
数
：
公
募

中 総
額
（
予
定
）
：

17
7,
88
0千

円
（
予

算
額
）

採
択
件
数
：

9法
人
13
事
業
所

総
額
：
9,
44
8千

円

高
知
県

494



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

福
岡

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績

部
署

保
健

医
療

介
護

部
高

齢
者

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課
介

護
人

材
確

保
対

策
室

担
当

者
電

話
番

号
09

2-
64

3-
33

27

FA
X番

号
09

2-
64

3-
32

53

E-
m

ai
l

k- ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.fu
ku

ok
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

uo
ka

.lg
.jp

/c
on

te
nt

s/
ka

ig
or

ob
ot

to
03

.h
tm

l

連
絡

窓
口

1
福

岡
県

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

事
業

福
岡

県
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

購
入

す
る

経
費

及
び

見
守

り
機

器
を

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

に
必

要
な

通
信

環
境

整
備

に
係

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

福
岡

県
内

に
所

在
す

る
介

護
保

険
法

上
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
事

業
所

１
　

補
助

対
象

経
費

（
１

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す
る

事
業

次
の

①
～

③
の

全
て

の
要

件
を

満
た

す
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

購
入

す
る

際
の

経
費

①
目

的
要

件
日

常
生

活
支

援
に

お
け

る
、

移
乗

介
護

、
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
入

浴
支

援
、

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

さ
れ

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
に

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
②

技
術

的
要

件
経

済
産

業
省

が
行

う
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
導

入
促

進
事

業
」

（
平

成
30

年
度

か
ら

は
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
標

準
化

事
業

」
）

に
お

い
て

採
択

さ
れ

た
ロ

ボ
ッ

ト
（

「
重

点
分

野
６

分
野

13
 項

目
の

対
象

機
器

・
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」
に

限
る

。
）

、
又

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

を
活

用
し

て
、

従
来

の
機

器
で

は
で

き
な

か
っ

た
優

位
性

を
介

護
分

野
で

発
揮

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

③
市

場
的

要
件

販
売

価
格

が
公

表
さ

れ
て

お
り

、
一

般
に

購
入

で
き

る
状

態
に

あ
る

ロ
ボ

ッ
ト

（
２

）
通

信
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
事

業
次

の
①

～
③

の
い

ず
れ

か
を

対
象

と
し

、
既

に
見

守
り

機
器

を
導

入
し

て
い

る
場

合
も

対
象

と
す

る
。

①
W

i-F
i環

境
を

整
備

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

②
職

員
間

の
情

報
共

有
や

職
員

の
移

動
負

担
を

軽
減

す
る

な
ど

効
果

・
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
た

め
の

イ
ン

カ
ム

を
導

入
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費
③

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

機
器

を
用

い
て

得
ら

れ
る

情
報

を
介

護
記

録
に

シ
ス

テ
ム

連
動

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
経

費

２
　

補
助

金
の

交
付

額
（

１
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
す

る
事

業
①

機
器

１
台

に
つ

き
、

補
助

対
象

経
費

の
実

支
出

額
に

４
分

の
３

を
乗

じ
た

額
（

千
円

未
満

切
捨

て
と

す
る

。
）

と
、

基
準

額
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

〇
基

準
額

・
移

乗
支

援
又

は
入

浴
支

援
…

１
０

０
万

円
・

上
記

以
外

…
３

０
万

円
②

１
回

あ
た

り
の

限
度

台
数

は
、

利
用

定
員

数
の

２
割

の
数

（
１

台
未

満
は

切
り

上
げ

と
す

る
。

）
と

す
る

。
（

２
）

通
信

環
境

を
整

備
す

る
事

業
１

事
業

所
に

つ
き

、
補

助
対

象
経

費
に

４
分

の
３

を
乗

じ
た

額
（

千
円

未
満

切
捨

て
と

す
る

。
）

と
、

１
５

０
万

円
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

３
　

条
件

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

等
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

。

採
択

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

24
5,

06
8,

00
0円

採
択

件
数

：
10

0件
総

額
：

19
4,

87
3,

00
0円

20
21

年
７

月
２

日
～

８
月

末

福
岡

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

高
知
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

地
域
福
祉
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

08
8-

82
3-

96
31

FA
X番

号
08

8-
82

3-
92

07

E-
m

ai
l

06
01

01
@

ke
n.

pr
ef

.ko
ch

i.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
oc

hi
.

lg
.jp

/s
os

hi
ki/

06
01

01
/2

0
18

06
17

00
02

7.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
高
知
県
介
護
福
祉
機
器
等
導

入
支
援
事
業

高
知
県

職
員
の
負
担
軽
減
や
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し

て
介
護
福
祉
機
器
・
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
、
IC
T機

器
を
導
入
す
る
場
合
の
経
費
に
つ

い
て
支
援

・
県
内
法
人
（
独
立
行
政
法
人
、
地
方
公
共

団
体
、
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
を
除

く
）
の
う
ち
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
指
定
又

は
許
可
を
受
け
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
法
人
（
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
福
祉

用
具
貸
与
及
び
特
定
福
祉
用
具
販
売
を
除

く
）

・
県
内
法
人
（
独
立
行
政
法
人
、
地
方
公
共

団
体
、
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
を
除

く
）
の
う
ち
、
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児

童
福
祉
法
に
よ
る
指
定
又
は
許
可
を
受
け
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
法
人

要
件
：
日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
、
①
移
動

支
援
、
②
排
泄
支
援
、
③
見
守
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
④
入
浴
支
援
、
⑤
介
護
業

務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て
使
用

さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ

る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

※
補
助
要
綱
よ
り
一
部
抜
粋

補
助
率
：
3/
4ま

た
は
1/
2

一
次
募
集
：
令
和
３
年
６
月

23
日
～
7月

30
日

二
次
募
集
：
準
備
中

採
択
件
数
：
公
募

中 総
額
（
予
定
）
：

17
7,
88
0千

円
（
予

算
額
）

採
択
件
数
：

9法
人
13
事
業
所

総
額
：
9,
44
8千

円

高
知
県

495



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

高
齢
社
会
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

09
2-

71
1-

45
95

FA
X番

号
09

2-
73

3-
55

87

E-
m

ai
l

fu
ku

jin
@

cit
y.f

uk
uo

ka
.lg

.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
o

ka
.lg

.jp
/h

of
uk

u/
sh

ak
ai

s
an

ka
/h

ea
lth

/0
0/

fu
ku

sh
i

jin
za

i.h
tm

l
部
署

高
齢
社
会
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

09
2-

71
1-

45
95

FA
X番

号
09

2-
73

3-
55

87

E-
m

ai
l

fu
ku

jin
@

cit
y.f

uk
uo

ka
.lg

.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
o

ka
.lg

.jp
/h

of
uk

u/
sh

ak
ai

s
an

ka
/h

ea
lth

/0
0/

fu
ku

sh
i

jin
za

i.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

予
算
額

3,
00
0千

円
講
座
受
講
料
は
無
料

未
定

20
21
年
７
月
14
日
～

　
　
　
　
　
　
～
8月

4日

予
算
額

4,
79
6千

円
な
し

低
額
料
金
で
試
用
貸
出
を
実
施
予
定

3
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tト

ラ
イ
ア
ル
導
入
支
援
事
業
の
試

行
に
係
る
支
援
業
務
」

福
岡
市

保
健
福
祉
局

高
齢
社
会
政
策
課

介
護
人
材
の
確
保
及
び
定
着
を
図
る
た
め
、
各

事
業
所
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tを

気
軽
に
ト

ラ
イ
ア
ル
（
試
用
）
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
T機

器
の
導
入
促
進
に
つ

な
げ
る
。

福
岡
市
指
定
介
護
サ
―
ビ
ス

事
業
所

2
「
令
和
３
年
度
　
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成

講
座
」

福
岡
市

保
健
福
祉
局

高
齢
社
会
政
策
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
対
す
る
認
識
を
深
め
，
具

体
的
な
活
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
，
現
場
の
職

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
，
介
護
の
質

を
高
め
，
職
員
の
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成

講
座
」
を
福
岡
市
が
実
施

福
岡
市
指
定
介
護
サ
―
ビ
ス

事
業
所
の
経
営
者
層
及
び
現

場
リ
ー
ダ
ー
層

予
算
額

2,
00
0千

円

福
岡
県

496



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

佐
賀
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課
サ
ー
ビ
ス
指
導
担

当
担
当
者

電
話
番
号

09
52

-2
5-

72
66

FA
X番

号
09

52
-2

5-
72

65

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
@

pr
ef

.sa
ga

.l
g.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.sa
ga

.lg
.jp

/k
iji

00
36

86
18

/in
de

x.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

【
補
助
対
象
範
囲
】

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
IC
T導

入
に
係
る
経
費

【
補
助
条
件
等
】

・
ロ
ボ
ッ
ト
・
・
１
機
器
に
つ
き
導
入
経
費

に
補
助
率
（
1/
2、

3/
4）

を
乗
じ
て
得
た
額

ま
た
は
補
助
基
準
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

・
IC
T・

・
対
象
経
費
に
補
助
率

（
1/
2,
3/
4）

を
乗
じ
て
得
た
額
ま
た
は
職

員
数
に
応
じ
た
上
限
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

・
導
入
後
３
年
間
の
報
告
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
要
綱
参
照

未
定

総
額
（
予
定
）

12
,5
72
,0
00
円

（
ロ
ボ
ッ
ト
の

み
）

30
事
業
所

総
額
：

17
,0
31
,0
00
円

（
ロ
ボ
ッ
ト
の

み
）

1
佐
賀
県
介
護
現
場
に
お
け
る

先
進
機
器
導
入
支
援
事
業
費

補
助
金

佐
賀
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社

会
課

介
護
現
場
に
お
け
る
先
進
機
器
（
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
導
入
に
関
す
る
費
用
に
つ
い

て
助
成

佐
賀
県
内
で
介
護
保
険
法
上
の
指
定
又
は
許

可
を
受
け
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

20
21
年
５
月
27
日
～

　
　
　
　
　
　
6月

30
日

佐
賀
県

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

連
絡
窓
口

部
署

高
齢
社
会
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

09
2-

71
1-

45
95

FA
X番

号
09

2-
73

3-
55

87

E-
m

ai
l

fu
ku

jin
@

cit
y.f

uk
uo

ka
.lg

.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
o

ka
.lg

.jp
/h

of
uk

u/
sh

ak
ai

s
an

ka
/h

ea
lth

/0
0/

fu
ku

sh
i

jin
za

i.h
tm

l
部
署

高
齢
社
会
政
策
課

担
当
者

電
話
番
号

09
2-

71
1-

45
95

FA
X番

号
09

2-
73

3-
55

87

E-
m

ai
l

fu
ku

jin
@

cit
y.f

uk
uo

ka
.lg

.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
o

ka
.lg

.jp
/h

of
uk

u/
sh

ak
ai

s
an

ka
/h

ea
lth

/0
0/

fu
ku

sh
i

jin
za

i.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

予
算
額

3,
00
0千

円
講
座
受
講
料
は
無
料

未
定

20
21
年
７
月
14
日
～

　
　
　
　
　
　
～
8月

4日

予
算
額

4,
79
6千

円
な
し

低
額
料
金
で
試
用
貸
出
を
実
施
予
定

3
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tト

ラ
イ
ア
ル
導
入
支
援
事
業
の
試

行
に
係
る
支
援
業
務
」

福
岡
市

保
健
福
祉
局

高
齢
社
会
政
策
課

介
護
人
材
の
確
保
及
び
定
着
を
図
る
た
め
、
各

事
業
所
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tを

気
軽
に
ト

ラ
イ
ア
ル
（
試
用
）
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
T機

器
の
導
入
促
進
に
つ

な
げ
る
。

福
岡
市
指
定
介
護
サ
―
ビ
ス

事
業
所

2
「
令
和
３
年
度
　
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成

講
座
」

福
岡
市

保
健
福
祉
局

高
齢
社
会
政
策
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
対
す
る
認
識
を
深
め
，
具

体
的
な
活
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
，
現
場
の
職

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
，
介
護
の
質

を
高
め
，
職
員
の
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成

講
座
」
を
福
岡
市
が
実
施

福
岡
市
指
定
介
護
サ
―
ビ
ス

事
業
所
の
経
営
者
層
及
び
現

場
リ
ー
ダ
ー
層

予
算
額

2,
00
0千

円

福
岡
県

497



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

長
崎
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課
・
介
護
人
材
確
保

推
進
班

担
当
者

電
話
番
号

09
5-

89
5-

24
40

FA
X番

号
09

5-
89

5-
25

76

E-
m

ai
l

ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.n
ag

as
ak

i.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.n

ag
as

a
ki.

jp
/b

un
ru

i/h
uk

us
hi

-
ho

ke
n/

ko
re

ish
a/

ka
ig

oj
i

nn
za

ika
ku

ho
/k

ai
go

ro
bo

t/ ←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
感
染
症
対
策
に
資
す
る
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
促
進
事
業

長
崎
県
福
祉
保
健
部
長
寿
社

会
課

介
護
施
設
の
職
員
や
利
用
者
間
の
接
触
の
機
会

を
減
ら
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
を
防
止
す
る
た
め
、
介
護
施
設
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
導
入
を
支
援

以
下
の
全
て
の
要
件
を
見
た
す
事
業
所

・
長
崎
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受
け
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
営
む
事
業
者
。
た
だ
し
、
（
介
護
予

防
）
訪
問
看
護
、
（
介
護
予
防
）
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
（
介
護
予
防
）
居
宅
療

養
管
理
指
導
、
（
介
護
予
防
）
福
祉
用
具
貸

与
、
特
定
（
介
護
予
防
）
福
祉
用
具
販
売
は

除
く
も
の
と
す
る
。

・
県
や
他
事
業
所
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
見

学
等
を
受
け
入
れ
、
導
入
事
例
を
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る

事
業
所
。

・
N-
CH
AT
（
長
崎
県
独
自
の
健
康
管
理
ア

プ
リ
）
、
又
は
こ
れ
と
同
等
と
み
な
せ
る
、

職
員
・
利
用
者
の
日
々
の
健
康
状
態
を
入
力

し
、
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
活
用
す
る
事
業
所
。

【
補
助
対
象
範
囲
】

移
乗
支
援
、
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見
守

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
見
守
り
に
係

る
通
信
環
境
整
備
等
含
む
）
、
入
浴
支
援
、

介
護
業
務
支
援
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
IC
T

【
補
助
上
限
額
】

・
共
通
…
補
助
率
3/
4、

補
助
上
限
額
1事

業
所
あ
た
り
50
0万

円
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
…
１
機
器
あ
た
り
の
上
限

30
万
円
（
移
乗
、
入
浴
は
10
0万

円
）
。

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

は
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
補
助
額
と
合
わ
せ
て
50
0

万
円
。

・
IC
T…

職
員
数
に
応
じ
た
上
限
額
（
最
大

13
0万

円
）
。

<R
2募

集
>

採
択
件
数
：

63
件
（
法
人
）

総
額
（
予
定
）
：

23
8,
99
3,
00
0円

※
R2
予
算
を
繰
越

<R
3募

集
>

採
択
件
数
：

11
～
12
事
業
所
程

度 総
額
（
予
定
）
：

約
6千

万
円

採
択
件
数
：

25
件
（
法
人
）

総
額
：

21
0,
92
6,
00
0円

20
21
年
6月

30
日
～

　
　
　
　
　
　
～
8月

10
日

長
崎
県

498



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

熊
本
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
支
援
課
施
設
介
護
班

担
当
者

電
話
番
号

09
6-

33
3-

22
17

FA
X番

号
09

6-
38

4-
50

52

E-
m

ai
l

HP
_U

RL

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
熊
本
県
介
護
職
員
勤
務
環
境

改
善
支
援
事
業
費
（
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
）
補
助
金

熊
本
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社

会
局
高
齢
者
支
援
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
購
入
又
は
見
守
り
機
器
の
導

入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
支
援

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
・
許
可
を
受
け

た
熊
本
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

○
　
補
助
対
象
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
定
義
は

以
下
の
と
お
り

・
移
乗
介
護
、
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見

守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支

援
、
介
護
業
務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に

お
い
て
使
用
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
効
果
が
あ
る
こ
と
。

・
経
済
産
業
省
が
行
う
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機

器
開
発
・
導
入
促
進
事
業
」
に
お
い
て
採
択

さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
、
又
は
セ
ン
サ
ー
等
に
よ

り
外
界
や
自
己
の
状
況
を
認
識
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
解
析
し
、
そ
の
結

果
に
応
じ
た
動
作
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
。

○
　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
計
画
を
提
出
す
る

こ
と
。

○
　
補
助
率
は
４
分
の
３
又
は
２
分
の
１

・
移
乗
、
入
浴
支
援
は
上
限
10
0万

円
・
上
記
以
外
は
上
限
30
万
円

・
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
（
工
事
費
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
上
限

15
0万

円

採
択
件
数
：

約
20
0件

総
額
（
予
定
）
：

10
0,
35
0,
00
0円

採
択
件
数
：

78
件

総
額
：

47
,5
36
,0
00
円

20
21
年
6月

7日
～

　
　
　
　
　
　
～
7月

7日

熊
本
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

長
崎
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
社
会
課
・
介
護
人
材
確
保

推
進
班

担
当
者

電
話
番
号

09
5-

89
5-

24
40

FA
X番

号
09

5-
89

5-
25

76

E-
m

ai
l

ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.n
ag

as
ak

i.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.n

ag
as

a
ki.

jp
/b

un
ru

i/h
uk

us
hi

-
ho

ke
n/

ko
re

ish
a/

ka
ig

oj
i

nn
za

ika
ku

ho
/k

ai
go

ro
bo

t/ ←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
感
染
症
対
策
に
資
す
る
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
促
進
事
業

長
崎
県
福
祉
保
健
部
長
寿
社

会
課

介
護
施
設
の
職
員
や
利
用
者
間
の
接
触
の
機
会

を
減
ら
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
を
防
止
す
る
た
め
、
介
護
施
設
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
導
入
を
支
援

以
下
の
全
て
の
要
件
を
見
た
す
事
業
所

・
長
崎
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受
け
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
営
む
事
業
者
。
た
だ
し
、
（
介
護
予

防
）
訪
問
看
護
、
（
介
護
予
防
）
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
（
介
護
予
防
）
居
宅
療

養
管
理
指
導
、
（
介
護
予
防
）
福
祉
用
具
貸

与
、
特
定
（
介
護
予
防
）
福
祉
用
具
販
売
は

除
く
も
の
と
す
る
。

・
県
や
他
事
業
所
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
見

学
等
を
受
け
入
れ
、
導
入
事
例
を
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る

事
業
所
。

・
N-
CH
AT
（
長
崎
県
独
自
の
健
康
管
理
ア

プ
リ
）
、
又
は
こ
れ
と
同
等
と
み
な
せ
る
、

職
員
・
利
用
者
の
日
々
の
健
康
状
態
を
入
力

し
、
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
活
用
す
る
事
業
所
。

【
補
助
対
象
範
囲
】

移
乗
支
援
、
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見
守

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
見
守
り
に
係

る
通
信
環
境
整
備
等
含
む
）
、
入
浴
支
援
、

介
護
業
務
支
援
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
IC
T

【
補
助
上
限
額
】

・
共
通
…
補
助
率
3/
4、

補
助
上
限
額
1事

業
所
あ
た
り
50
0万

円
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
…
１
機
器
あ
た
り
の
上
限

30
万
円
（
移
乗
、
入
浴
は
10
0万

円
）
。

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備

は
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
補
助
額
と
合
わ
せ
て
50
0

万
円
。

・
IC
T…

職
員
数
に
応
じ
た
上
限
額
（
最
大

13
0万

円
）
。

<R
2募

集
>

採
択
件
数
：

63
件
（
法
人
）

総
額
（
予
定
）
：

23
8,
99
3,
00
0円

※
R2
予
算
を
繰
越

<R
3募

集
>

採
択
件
数
：

11
～
12
事
業
所
程

度 総
額
（
予
定
）
：

約
6千

万
円

採
択
件
数
：

25
件
（
法
人
）

総
額
：

21
0,
92
6,
00
0円

20
21
年
6月

30
日
～

　
　
　
　
　
　
～
8月

10
日

長
崎
県

499



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

大
分
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
班

担
当
者

電
話
番
号

09
7-

50
6-

26
83

FA
X番

号
09

7-
50

6-
17

37

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
-

ka
ig

os
er

vic
e@

pr
ef

.o
ita

.j
p

HP
_U

RL
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
採
択
件
数
：

32
5台

、
9事

業
所

総
額
：

43
,7
38
,0
00
円

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
大
分
県
高
齢
者
福
祉
課

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

大
分
県
内
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
事
業
者

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
状
況
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と

費
用
の
3/
4又

は
１
/2
を
補
助

移
乗
・
入
浴
支
援
10
0万

円
上
限

上
記
以
外
30
万
円
上
限

通
信
環
境
整
備
15
0万

円
上
限

採
択
件
数
：

11
5台

、
6事

業
所

総
額
（
予
定
）
：

44
,0
00
,0
00
円

８
月
２
日
～
９
月
３
０
日

大
分
県

500



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

宮
崎
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

長
寿
介
護
課

担
当
者

電
話
番
号

09
85

-2
6-

70
58

FA
X番

号
09

85
-2

6-
73

44

E-
m

ai
l

sh
ise

ts
u@

pr
ef

.m
iya

za
ki.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.m

iya
z

ak
i.lg

.jp
/c

ho
ju

/k
en

ko
/k

or
es

ha
/2

02
00

52
71

55
10

4.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事
業

宮
崎
県
長
寿
介
護
課

介
護
保
険
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
や
通
信
環
境
の
整
備
に
係
る
経

費
に
つ
い
て
補
助
。

宮
崎
県
内
の
介
護
保
険
施
設
・
事
業
所
（
一

部
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

購
入
費
用
又
は
通
信
環
境
整
備
係
る
費
用
の

1/
2を

補
助

20
21
年
6月

28
日

～
7月

21
日

総
額
：

10
0,
00
0,
00
0円

採
択
件
数
：

94
事
業
所

総
額
：

83
,1
33
,0
00
円

宮
崎
県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

大
分
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

高
齢
者
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
班

担
当
者

電
話
番
号

09
7-

50
6-

26
83

FA
X番

号
09

7-
50

6-
17

37

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
-

ka
ig

os
er

vic
e@

pr
ef

.o
ita

.j
p

HP
_U

RL
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
採
択
件
数
：

32
5台

、
9事

業
所

総
額
：

43
,7
38
,0
00
円

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
大
分
県
高
齢
者
福
祉
課

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

大
分
県
内
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
事
業
者

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
状
況
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と

費
用
の
3/
4又

は
１
/2
を
補
助

移
乗
・
入
浴
支
援
10
0万

円
上
限

上
記
以
外
30
万
円
上
限

通
信
環
境
整
備
15
0万

円
上
限

採
択
件
数
：

11
5台

、
6事

業
所

総
額
（
予
定
）
：

44
,0
00
,0
00
円

８
月
２
日
～
９
月
３
０
日

大
分
県

501



介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

鹿
児
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

介
護
保
険
室

担
当
者

電
話
番
号

09
9-

28
6-

26
87

FA
X番

号
09

9-
28

6-
55

54

E-
m

ai
l

k- jig
yo

@
pr

ef
.ka

go
sh

im
a.

l
g.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
ag

os
hi

m
a.

jp
/in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
鹿
児
島
県
高
齢
者
生
き
生
き

推
進
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
介
護
老
人
福
祉
施

設
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信

環
境
整
備
費
用
の
一
部
を
補
助

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
事
業
所

○
補
助
率

費
用
の
3/
4(
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
)

又
は
１
/2
を
補
助

（
条
件
）

・
少
な
く
と
も
見
守
り
セ
ン
サ
ー
，
イ
ン
カ

ム
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
IC
T機

器
，
介

護
記
録
ソ
フ
ト
を
活
用
し
，
従
前
の
介
護
職

員
等
の
人
員
体
制
の
効
率
化
を
行
う
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
利
用
者
の
ケ
ア
の
質
の
維
持
・
向
上
や
職

員
の
休
憩
時
間
の
確
保
等
の
負
担
軽
減
に
資

す
る
取
組
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
。

○
補
助
上
限
額

移
乗
・
入
浴
支
援
10
0万

円
上
限

上
記
以
外
30
万
円
上
限

通
信
環
境
整
備
15
0万

円
上
限

○
補
助
上
限
台
数

定
員
の
2割

ま
で

未
定

ロ
ボ
ッ
ト
：
36
6台

通
信
環
境
整
備
：

23
式

補
助
総
額
：

60
,8
58
千
円

令
和
３
年
10
月
11
日
～

令
和
３
年
10
月
17
日

鹿
児
島
県

502



介
護

機
器

の
導

入
に

係
る

助
成

制
度

沖
縄

県
更

新
日

：
令

和
3年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R3

予
定

R2
実

績
部

署
高

齢
者

福
祉

介
護

担
当

者
電

話
番

号
09

8-
86

6-
22

14
FA

X番
号

09
8-

86
2-

63
25

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.o
kin

a
wa

.jp
/s

ite
/k

od
om

o/
ko

r
ei

/z
ai

ta
ku

/r
ob

ot
o.

ht
m

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
沖

縄
県

事
業

所
等

が
、

介
護

従
事

者
の

身
体

的
負

担
の

軽
減

や
業

務
の

効
率

化
等

を
図

る
た

め
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
す

る
場

合
に

、
経

費
の

一
部

を
助

成

沖
縄

県
内

に
お

い
て

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
行

う
事

業
者

（
一

部
対

象
外

の
サ

ー
ビ

ス
あ

り
）

「
地

域
医

療
総

合
確

保
基

金
（

介
護

従
事

者
の

確
保

に
関

す
る

事
業

）
に

お
け

る
「

管
理

者
等

に
対

す
る

雇
用

管
理

改
善

方
策

普
及

・
促

進
事

業
」

の
実

施
に

つ
い

て
」

別
紙

１
に

あ
る

ロ
ボ

ッ
ト

総
費

用
の

１
／

２
を

補
助

（
従

前
の

介
護

職
員

等
の

人
員

体
制

の
効

率
化

を
予

定
す

る
等

、
一

定
の

要
件

を
満

た
す

場
合

は
３

／
４

）
※

補
助

上
限

額
：

移
乗

支
援

10
0万

、
そ

の
他

30
万

 令
和

３
年

10
月

25
日

（
月

）
～

令
和

３
年

11
月

22
日

（
月

）

採
択

件
数

：
９

件
総

額
（

予
定

）
：

6,
00

0,
00

0円

採
択

件
数

：
９

事
業

所
総

額
：

6,
11

4,
00

0円

沖
縄

県

介
護
機
器
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

鹿
児
島
県

更
新
日
：

令
和
3年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R3
予
定

R2
実
績

部
署

介
護
保
険
室

担
当
者

電
話
番
号

09
9-

28
6-

26
87

FA
X番

号
09

9-
28

6-
55

54

E-
m

ai
l

k- jig
yo

@
pr

ef
.ka

go
sh

im
a.

l
g.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
ag

os
hi

m
a.

jp
/in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
鹿
児
島
県
高
齢
者
生
き
生
き

推
進
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
介
護
老
人
福
祉
施

設
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
及
び
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信

環
境
整
備
費
用
の
一
部
を
補
助

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
事
業
所

○
補
助
率

費
用
の
3/
4(
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
)

又
は
１
/2
を
補
助

（
条
件
）

・
少
な
く
と
も
見
守
り
セ
ン
サ
ー
，
イ
ン
カ

ム
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
IC
T機

器
，
介

護
記
録
ソ
フ
ト
を
活
用
し
，
従
前
の
介
護
職

員
等
の
人
員
体
制
の
効
率
化
を
行
う
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
利
用
者
の
ケ
ア
の
質
の
維
持
・
向
上
や
職

員
の
休
憩
時
間
の
確
保
等
の
負
担
軽
減
に
資

す
る
取
組
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
。

○
補
助
上
限
額

移
乗
・
入
浴
支
援
10
0万

円
上
限

上
記
以
外
30
万
円
上
限

通
信
環
境
整
備
15
0万

円
上
限

○
補
助
上
限
台
数

定
員
の
2割

ま
で

未
定

ロ
ボ
ッ
ト
：
36
6台

通
信
環
境
整
備
：

23
式

補
助
総
額
：

60
,8
58
千
円

令
和
３
年
10
月
11
日
～

令
和
３
年
10
月
17
日

鹿
児
島
県
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  【基本情報】

Ⅰ．令和２年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について（当初予算）

１．

(1)

(2)

上限30万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限150万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

１事業所あたり利⽤定員２割まで

上記以外の制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

上限額及び補助率

上限額及び補助率

万円

補助上限台数

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備

令和２年度の地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について、
当初予算での実施状況および実績を以下にご回答ください。

補助対象の上限額の
設定内容とその理由
について教えてくださ
い。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい

【上限額】国の実施要綱
１機器あたり上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限150万円
補助上限台数︓１事業所あたり利⽤定員２割まで
補助率︓対象経費の１／２

当初予算での応募を
実施したか

１機器あたり 万円

「２．実施しなかった」を選択した場合、以下は回答不要です。Ⅱへお進みください

1．実施した 2．実施しなかった

独⾃の基準

連絡先 E-mail︓

介護ロボット導⼊⽀援事業の実施状況調査

都道府県名

回答期限︓令和３年12⽉17⽇（⾦）

記⼊担当部署・係

TEL︓

７．介護ロボット導入支援事業等の実施状況調査　調査票
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(3)

（ ）件 （ ）件

※Ⅰ-2の計画件数と同じになるようにしてください ※Ⅰ-3の計画件数と同じになるようにしてください

（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

在宅系の計画件数

(4) 令和２年度当初予
算執⾏額を教えてくだ
さい。

施設・居住系の計画件数

採択した計画件数を
それぞれ教えてくださ
い。

注）件数のカウント⽅法について
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントして
ください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合  【基本情報】

Ⅰ．令和２年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について（当初予算）

１．

(1)

(2)

上限30万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限150万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

１事業所あたり利⽤定員２割まで

上記以外の制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

上限額及び補助率

上限額及び補助率

万円

補助上限台数

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備

令和２年度の地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について、
当初予算での実施状況および実績を以下にご回答ください。

補助対象の上限額の
設定内容とその理由
について教えてくださ
い。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい

【上限額】国の実施要綱
１機器あたり上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限150万円
補助上限台数︓１事業所あたり利⽤定員２割まで
補助率︓対象経費の１／２

当初予算での応募を
実施したか

１機器あたり 万円

「２．実施しなかった」を選択した場合、以下は回答不要です。Ⅱへお進みください

1．実施した 2．実施しなかった

独⾃の基準

連絡先 E-mail︓

介護ロボット導⼊⽀援事業の実施状況調査

都道府県名

回答期限︓令和３年12⽉17⽇（⾦）

記⼊担当部署・係

TEL︓

７．介護ロボット導入支援事業等の実施状況調査　調査票
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Ⅰ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
当

初
予

算
）

２

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

15
0,
00
0
1/
2

④
⾒
守
りセ
ンサ
ー

B社
5
台

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

1,
00
0,
00
0
1/
2

⑧
サ
ンプ
ル
W
i－
Fi

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅰ

－
１

設
問

（
３

）
に

お
け

る
採

択
件

数
(施

設
・居

住
系

サ
ー

ビ
ス

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

事
業
所
名

計 画 番 号

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

506



Ⅰ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
当

初
予

算
）

３

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

20
0,
00
0
1/
2

①
リフ
ト

B社
1

台
0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

15
0,
00
0
1/
2

⑦
ビジ
ネ
ス
ソ
フト

C社
1

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
し

て
くだ

さ
い

。
※

１
計

画
で

複
数

機
器

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
載

して
下

さ
い

。（
計

画
番

号
は

同
⼀

の
番

号
とな

る
よ

う注
意

して
下

さ
い

）
　 

ま
た

、計
画

数
の

合
計

(最
下

⾏
の

計
画

番
号

)は
、調

査
票

Ⅰ
－

１
設

問
（

３
）

に
お

け
る

採
択

件
数

(在
宅

系
サ

ー
ビス

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を計

画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

Ⅰ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
当

初
予

算
）

２

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

15
0,
00
0
1/
2

④
⾒
守
りセ
ンサ
ー

B社
5
台

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

1,
00
0,
00
0
1/
2

⑧
サ
ンプ
ル
W
i－
Fi

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅰ

－
１

設
問

（
３

）
に

お
け

る
採

択
件

数
(施

設
・居

住
系

サ
ー

ビ
ス

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

事
業
所
名

計 画 番 号

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）
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Ⅱ．令和２年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について（1次補正予算）

１．

(1)

(2)

上限100万円 左記以外 → （ ）

（ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

（ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

（ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

(3)

（ ）件 （ ）件
※Ⅱ-2の計画件数と同じになるようにしてください ※Ⅱ-3の計画件数と同じになるようにしてください

（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

1．実施した 2．実施しなかった

万円

上限額及び補助率

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備 万円

(4) 令和２年度１次補
正予算執⾏額を教え
てください。

採択した計画件数を
それぞれ教えてくださ
い。

注）件数のカウント⽅法について
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントして
ください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

１次補正予算での応
募を実施したか

補助対象の上限額の
設定内容とその理由
について教えてくださ
い。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい

【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援は、1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限750万円
補助上限台数︓必要台数（制限の撤廃）
補助率︓都道府県の裁量により設定（負担率は設定することを条件）
移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

万円

上限額及び補助率

上記以外の機器

上限額及び補助率

補助上限台数

独⾃の基準

令和２年度の地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について、
１次補正予算での実施状況および実績を以下にご回答ください。

「２．実施しなかった」を選択した場合、以下は回答不要です。Ⅲへお進みください
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Ⅱ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
1次

補
正

予
算

）

２

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

15
0,
00
0
1/
2

④
⾒
守
りセ
ンサ
ー

B社
5
台

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

1,
00
0,
00
0
1/
2

⑧
サ
ンプ
ル
W
i－
Fi

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅱ

－
１

設
問

（
３

）
に

お
け

る
採

択
件

数
(施

設
・居

住
系

サ
ー

ビ
ス

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

Ⅱ．令和２年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について（1次補正予算）

１．

(1)

(2)

上限100万円 左記以外 → （ ）

（ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

（ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

（ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

(3)

（ ）件 （ ）件
※Ⅱ-2の計画件数と同じになるようにしてください ※Ⅱ-3の計画件数と同じになるようにしてください

（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

1．実施した 2．実施しなかった

万円

上限額及び補助率

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備 万円

(4) 令和２年度１次補
正予算執⾏額を教え
てください。

採択した計画件数を
それぞれ教えてくださ
い。

注）件数のカウント⽅法について
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントして
ください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

１次補正予算での応
募を実施したか

補助対象の上限額の
設定内容とその理由
について教えてくださ
い。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい

【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援は、1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限750万円
補助上限台数︓必要台数（制限の撤廃）
補助率︓都道府県の裁量により設定（負担率は設定することを条件）
移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

万円

上限額及び補助率

上記以外の機器

上限額及び補助率

補助上限台数

独⾃の基準

令和２年度の地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について、
１次補正予算での実施状況および実績を以下にご回答ください。

「２．実施しなかった」を選択した場合、以下は回答不要です。Ⅲへお進みください

509



Ⅱ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
1次

補
正

予
算

）

３

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

20
0,
00
0
1/
2

①
リフ
ト

B社
1

台
0
サ
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ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

15
0,
00
0
1/
2

⑦
ビジ
ネ
ス
ソフ
ト

C社
1

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よる
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
をご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を計

画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を下

記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅱ

－
１

設
問

（
３

）
に

お
け

る
採

択
件

数
(在

宅
系

サ
ー

ビス
)と

同
じに

な
る

よ
うに

して
下

さ
い

。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）
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Ⅲ．令和２年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について（3次補正予算）

１．

(1)

(2)

上限100万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

1．実施した 2．実施しなかった

補助上限台数

独⾃の基準

３次補正予算での応
募を実施したか

補助対象の上限額の
設定内容とその理由
について教えてくださ
い。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい

【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援は、1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限750万円
補助上限台数︓必要台数（制限の撤廃）
補助率︓⼀定の要件※を満たす事業所は、３／４を下限に都道府県の裁量により設定。
　　　　　　それ以外の事業所は１／２を下限に都道府県の裁量により設定
※導⼊計画書において⽬標とする⼈員配置を明確にした上で、⾒守りセンサーやインカム、介護記録ソフト等の複数の機器を
　 導⼊し、職員の負担軽減等を図りつつ、⼈員体制を効率化させる場合

⼀定の要件を満たす事業所

移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

令和２年度の地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について、
３次補正予算での実施状況および実績を以下にご回答ください。

「２．実施しなかった」を選択した場合、以下は回答不要です。Ⅳへお進みください

上限額及び補助率

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備 万円

上限額及び補助率

万円

上限額及び補助率

上記以外の機器 万円
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．

令
和

２
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度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
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⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
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⽀

援
事
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」の

実
績

に
つ

い
て

（
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補
正
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算

）

３
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介
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①
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介
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⑦
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台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台
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和
２
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度
の
地
域
医
療
介
護
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合
確
保
基
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に
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「介
護
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導
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⽀
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事
業
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実
績
（
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択
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画
件
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）
をご
記
⼊
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。
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系
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へ
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⼊
実
績
を計

画
ご
とに
、事

業
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、所

在
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（
市
町
村
）
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援
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⼊
機
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、メ
ー
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台
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を下
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の
表
に
ご
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⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅱ

－
１

設
問

（
３

）
に

お
け

る
採

択
件

数
(在

宅
系

サ
ー

ビス
)と

同
じに

な
る

よ
うに

して
下

さ
い

。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）
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上限100万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

(3)

⼀定の要件を満たす事業所の計画 ⼀定の要件を満たす事業所の計画

（ ）件 （ ）件

それ以外の事業所の計画 それ以外の事業所の計画

（ ）件 （ ）件

※Ⅲ-2の計画件数と同じになるようにしてください ※Ⅲ-3の計画件数と同じになるようにしてください

（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

(4) 令和２年度3次補正
予算執⾏額を教えて
ください。

注）件数のカウント⽅法について
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントして
ください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

採択した計画件数を
それぞれ教えてくださ
い。

上限額及び補助率

補助上限台数

独⾃の基準

上記以外の機器 万円

上限額及び補助率

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備 万円

それ以外の事業所
移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

万円

上限額及び補助率

512



Ⅲ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
3次

補
正

予
算

）

２

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

15
0,
00
0
1/
2

④
⾒
守
りセ
ンサ
ー

B社
5
台

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

1,
00
0,
00
0
1/
2

⑧
サ
ンプ
ル
W
i－
Fi

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅲ

－
１

設
問

（
３

）
に

お
け

る
採

択
件

数
(施

設
・居

住
系

サ
ー

ビ
ス

、⼀
定

の
要

件
を

満
た

す
事

業
所

とそ
れ

以
外

の
事

業
所

を
合

算
した

件
数

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

上限100万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

(3)

⼀定の要件を満たす事業所の計画 ⼀定の要件を満たす事業所の計画

（ ）件 （ ）件

それ以外の事業所の計画 それ以外の事業所の計画

（ ）件 （ ）件

※Ⅲ-2の計画件数と同じになるようにしてください ※Ⅲ-3の計画件数と同じになるようにしてください

（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

(4) 令和２年度3次補正
予算執⾏額を教えて
ください。

注）件数のカウント⽅法について
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントして
ください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

採択した計画件数を
それぞれ教えてくださ
い。

上限額及び補助率

補助上限台数

独⾃の基準

上記以外の機器 万円

上限額及び補助率

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備 万円

それ以外の事業所
移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

万円

上限額及び補助率

513



Ⅲ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
3次

補
正

予
算

）

３

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

20
0,
00
0
1/
2

①
リフ
ト

B社
1

台
0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

15
0,
00
0
1/
2

⑦
ビジ
ネ
ス
ソ
フト

C社
1

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
し

て
くだ

さ
い

。
※

１
計

画
で

複
数

機
器

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
載

して
下

さ
い

。（
計

画
番

号
は

同
⼀

の
番

号
とな

る
よ

う注
意

して
下

さ
い

）
　 

ま
た

、計
画

数
の

合
計

(最
下

⾏
の

計
画

番
号

)は
、調

査
票

Ⅲ
－

１
設

問
（

３
）

に
お

け
る

採
択

件
数

(在
宅

系
サ

ー
ビス

、⼀
定

の
要

件
を

満
た

す
事

業
所

とそ
れ

以
外

の
事

業
所

を
合

算
した

件
数

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）
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Ⅳ． 令和３年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実施概況について
1 ①

1．実施した 2．実施しなかった
②

2

3 ① 令和３年度の実施状況
1．実施した 2．実施しなかった

②

4

件 円

5

6 （ ）⽇から
（ ）⽇まで

⇒追加募集を⾏った、または⾏う予定の場合はその実施状況についても教えてください。
（ ）⽇から
（ ）⽇まで

追加公募開始（予定）時期

「介護ロボット導⼊⽀
援事業」を実施しまし
たか。

「介護ロボット導⼊⽀
援事業」を来年度実
施する予定はあります
か。

令和３年度の事業の
実施状況について、
教えてください。

「ICT導⼊⽀援事
業」を来年度実施す
る予定はありますか。

1．来年度実施を予定している

2．実施の予定はない

１①で「２．実施しなかった」と回答した場合は、Ⅴへお進みください。

「ICT導⼊⽀援事
業」を実施しました
か。

理由

理由

令和３年度の実施状況

）⽉（
）⽉（

「2．実施しなかった」を選択した場合、その理由を教えてください。

上記3で「１．実施
した」と回答した場
合、右記の実績につ
いて教えてください。

1．来年度実施を予定している

2．実施の予定はない

公募終了（予定）時期
公募開始時期 ）⽉（

）⽉（

追加公募終了（予定）時期

「2．実施しなかった」を選択した場合、その理由を教えてください。

介護施設等の⼤規模修繕の際にあわせて⾏うロボット・センサー・ICTの
導⼊⽀援
（１定員あたり42万円︓特養、⽼健、認知症GH、介護付きホームの
例）

Ⅲ
．

令
和

２
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
3次

補
正

予
算

）

３

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

20
0,
00
0
1/
2

①
リフ
ト

B社
1

台
0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

15
0,
00
0
1/
2

⑦
ビジ
ネ
ス
ソ
フト

C社
1

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
２
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
ロボ
ット
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
（
採
択
計
画
件
数
）
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
し

て
くだ

さ
い

。
※

１
計

画
で

複
数

機
器

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
載

して
下

さ
い

。（
計

画
番

号
は

同
⼀

の
番

号
とな

る
よ

う注
意

して
下

さ
い

）
　 

ま
た

、計
画

数
の

合
計

(最
下

⾏
の

計
画

番
号

)は
、調

査
票

Ⅲ
－

１
設

問
（

３
）

に
お

け
る

採
択

件
数

(在
宅

系
サ

ー
ビス

、⼀
定

の
要

件
を

満
た

す
事

業
所

とそ
れ

以
外

の
事

業
所

を
合

算
した

件
数

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）
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7

上限100万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上限100万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援は、1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限750万円
補助上限台数︓必要台数（制限の撤廃）
補助率︓⼀定の要件※を満たす事業所は、３／４を下限に都道府県の裁量により設定。
　　　　　　それ以外の事業所は１／２を下限に都道府県の裁量により設定
※導⼊計画書において⽬標とする⼈員配置を明確にした上で、⾒守りセンサーやインカム、介護記録ソフト等の複数の機器を
　 導⼊し、職員の負担軽減等を図りつつ、⼈員体制を効率化させる場合

独⾃の基準

独⾃の基準

万円

上限額及び補助率

移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

上記以外の機器

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備

万円

万円

万円

補助上限台数

補助上限台数

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備

上限額及び補助率

移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

万円

上限額及び補助率

上記以外の機器 万円

上限額及び補助率

上限額及び補助率

⼀定の要件を満たす事業所

それ以外の事業所

上限額及び補助率

令和３年度の補助
対象それぞれの上限
額や補助率などの設
定内容とその理由に
ついて教えてください。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい
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【理由】（あてはまる全てに☑を⼊れてください）
1．国の実施要綱を基に実施しているため 4．その他 ↓具体的に
2．予算が限られているため
3．他の補助事業と同じ基準にしている

8 1．⽀援分野を限定していない
2．⽀援分野を限定している

→
また、限定しているのはどのような理由ですか。

①移乗⽀援
②移動⽀援
③排泄⽀援
④⾒守り・コミュニケーション
⑤⼊浴⽀援
⑥介護業務⽀援

9

⼀定の要件を満たす事業所の計画 ⼀定の要件を満たす事業所の計画

（ ）件 （ ）件

それ以外の事業所の計画 それ以外の事業所の計画

（ ）件 （ ）件
10 ⼀定の要件を満たす事業所の計画　 ⼀定の要件を満たす事業所の計画

（ ）件 （ ）件

それ以外の事業所の計画 それ以外の事業所の計画

（ ）件 （ ）件

※Ⅳ-19の計画件数と同じになるようにしてください ※Ⅳ-20の計画件数と同じになるようにしてください

11 1．変わらない 2．増えた 3．減った

令和３年度（11⽉
末まで）に提出され
た介護ロボット導⼊計
画はそれぞれ何件で
すか。

注）件数のカウント⽅法について【設問９〜１１共通】
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントして
ください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合

理由

上記１０の件数は、
令和２年度に対象と
認めた件数の実績と
⽐較して変動はありま
したか。

⇒その理由についても教えてください。（⾃由記述）

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

在宅系の計画件数

⽀援対象としている分野を以下より選択してください。

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

施設・居住系の計画件数 在宅系の計画件数

※厚⽣労働省が経
済産業省と共通して
定める以下の6分野
のこと
①移乗⽀援
②移動⽀援
③排泄⽀援
④⾒守り・コミュニケー
ション
⑤⼊浴⽀援
⑥介護業務⽀援

理由

施設・居住系の計画件数

上記９のうち導⼊⽀
援事業の対象として
認めた計画はそれぞ
れ何件ですか。

令和３年度の導⼊
⽀援事業の対象とす
る分野※を限定して
いますか。

7

上限100万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

３／４ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上限100万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限30万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

上限750万円 左記以外 → （ ）

１／２ 左記以外 → （ 割 ）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援は、1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓１事業所あたり上限750万円
補助上限台数︓必要台数（制限の撤廃）
補助率︓⼀定の要件※を満たす事業所は、３／４を下限に都道府県の裁量により設定。
　　　　　　それ以外の事業所は１／２を下限に都道府県の裁量により設定
※導⼊計画書において⽬標とする⼈員配置を明確にした上で、⾒守りセンサーやインカム、介護記録ソフト等の複数の機器を
　 導⼊し、職員の負担軽減等を図りつつ、⼈員体制を効率化させる場合

独⾃の基準

独⾃の基準

万円

上限額及び補助率

移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

上記以外の機器

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備

万円

万円

万円

補助上限台数

補助上限台数

⾒守りセンサーの導⼊
に伴う通信環境整備

上限額及び補助率

移乗⽀援
（装着型・⾮装着型）
⼊浴⽀援

万円

上限額及び補助率

上記以外の機器 万円

上限額及び補助率

上限額及び補助率

⼀定の要件を満たす事業所

それ以外の事業所

上限額及び補助率

令和３年度の補助
対象それぞれの上限
額や補助率などの設
定内容とその理由に
ついて教えてください。

※必ず上限額と補助
率の両⽅をご回答くだ
さい
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12
1．予算額に満たない応募があった（当初予算の90％未満）
2．当初の予算額とほぼ同額の応募があった（当初予算の90％〜110％未満）
3．当初の予算額を⼤きく超える応募があった（当初予算の110％以上）

1．当初の予算内で対応できる範囲で採択した
2．予算を増額して採択した
3．その他 （ ）

13 1.
2．その他 ↓具体的に

14
（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

15 １．介護事業所に対する業務改善⽀援事業で実施している →予算額（ ）千円
２．上記以外で実施している ※国からの交付分＋都道府県負担分

３．実施していない

16 1．介護ロボットに関する機器情報 5．介護ロボットに関するヒヤリハット情報
2．介護ロボットの対象範囲 6．その他 ↓具体的に
3．介護ロボットの活⽤事例
4．展⽰会や研修会の開催情報

17

→ 具体的な内容を記載してください。
（ ）

→
（ ）

→
（ ）

18

次年度（令和４年
度）以降は「介護ロ
ボット導⼊⽀援事業」
をどのように実施した
いとお考えですか。

理由

⇒どのような⽀援を⾏っていますか。（⾃由記述）（具体的に記載してください。）

令和３年度（１１
⽉末まで）の応募の
中で、認められない計
画があった場合、どん
な理由でしたか。

介護ロボットの技術的３要素（センサー系、知能・制御系、駆動系）を満たしていない

令和３年度執⾏⾒
込額を記載ください。
介護ロボットの効果的
な活⽤に関する⽀援
を⾏っていますか。

1．今年と同様に実施

3．テーマ、分野を絞って実施
具体的な内容を記載してください。

【応募状況】

補助事業を円滑に遂
⾏するために必要とす
る情報は何ですか。

2．内容をより充実させて実施

理由を記載してください。
4．実施しない

本事業へのご意⾒や
事業所からの反応な
どございましたら、ご記
載ください。

令和３年度（１１
⽉末まで）の応募状
況および対応状況に
ついて教えてください。

【対応状況】上記、応募状況を踏まえたその後の対応状況についても教えてください。

518



Ⅳ
．

 令
和

３
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
施

概
況

に
つ

い
て

19

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

15
0,
00
0
1/
2

④
⾒
守
りセ
ンサ
ー

B社
5
台

0
サ
ンプ
ル
ホ
ー
ム

A市
介
護
⽼
⼈
保
健
施
設

1,
00
0,
00
0
1/
2

⑧
サ
ンプ
ル
W
i－
Fi

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

令
和
３
年
度
(1
1⽉

末
ま
で
）
に
採
択
され
た
導
⼊
計
画
に
つ
い
て
ご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
して

くだ
さ

い
。

※
１

計
画

で
複

数
機

器
導

⼊
す

る
計

画
に

つ
い

て
は

、全
て

の
機

器
に

つ
い

て
記

載
して

下
さ

い
。（

計
画

番
号

は
同

⼀
の

番
号

とな
る

よ
う注

意
して

下
さ

い
）

　 
ま

た
、計

画
数

の
合

計
(最

下
⾏

の
計

画
番

号
)は

、調
査

票
Ⅳ

設
問

１
０

に
お

け
る

採
択

件
数

(施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

、⼀
定

の
要

件
を

満
た

す
事

業
所

とそ
れ

以
外

の
事

業
所

を
合

算
した

件
数

)と
同

じに
な

る
よ

うに
して

下
さ

い
。

事
業
所
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※

導
⼊
機
種
名

12
1．予算額に満たない応募があった（当初予算の90％未満）
2．当初の予算額とほぼ同額の応募があった（当初予算の90％〜110％未満）
3．当初の予算額を⼤きく超える応募があった（当初予算の110％以上）

1．当初の予算内で対応できる範囲で採択した
2．予算を増額して採択した
3．その他 （ ）

13 1.
2．その他 ↓具体的に

14
（ ）千円 ※左記には国からの交付分と都道府県負担分を合算した数値を記⼊ください

15 １．介護事業所に対する業務改善⽀援事業で実施している →予算額（ ）千円
２．上記以外で実施している ※国からの交付分＋都道府県負担分

３．実施していない

16 1．介護ロボットに関する機器情報 5．介護ロボットに関するヒヤリハット情報
2．介護ロボットの対象範囲 6．その他 ↓具体的に
3．介護ロボットの活⽤事例
4．展⽰会や研修会の開催情報

17

→ 具体的な内容を記載してください。
（ ）

→
（ ）

→
（ ）

18

次年度（令和４年
度）以降は「介護ロ
ボット導⼊⽀援事業」
をどのように実施した
いとお考えですか。

理由

⇒どのような⽀援を⾏っていますか。（⾃由記述）（具体的に記載してください。）

令和３年度（１１
⽉末まで）の応募の
中で、認められない計
画があった場合、どん
な理由でしたか。

介護ロボットの技術的３要素（センサー系、知能・制御系、駆動系）を満たしていない

令和３年度執⾏⾒
込額を記載ください。
介護ロボットの効果的
な活⽤に関する⽀援
を⾏っていますか。

1．今年と同様に実施

3．テーマ、分野を絞って実施
具体的な内容を記載してください。

【応募状況】

補助事業を円滑に遂
⾏するために必要とす
る情報は何ですか。

2．内容をより充実させて実施

理由を記載してください。
4．実施しない

本事業へのご意⾒や
事業所からの反応な
どございましたら、ご記
載ください。

令和３年度（１１
⽉末まで）の応募状
況および対応状況に
ついて教えてください。

【対応状況】上記、応募状況を踏まえたその後の対応状況についても教えてください。
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Ⅳ
．

 令
和

３
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
施

概
況

に
つ

い
て

20

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

20
0,
00
0
1/
2

①
リフ
ト

B社
1
台

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

15
0,
00
0
1/
2

⑦
ビジ
ネ
ス
ソ
フト

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

令
和
３
年
度
(1
1⽉

末
ま
で
）
に
採
択
され
た
導
⼊
計
画
に
つ
い
て
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
し

て
くだ

さ
い

。
※

１
計

画
で

複
数

機
器

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
載

して
下

さ
い

。（
計

画
番

号
は

同
⼀

の
番

号
とな

る
よ

う注
意

して
下

さ
い

）
　 

ま
た

、計
画

数
の

合
計

(最
下

⾏
の

計
画

番
号

)は
、調

査
票

Ⅳ
設

問
１

０
に

お
け

る
採

択
件

数
(在

宅
系

サ
ー

ビス
、⼀

定
の

要
件

を
満

た
す

事
業

所
とそ

れ
以

外
の

事
業

所
を

合
算

した
件

数
)と

同
じに

な
る

よ
うに

して
下

さ
い

。
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Ⅴ．その他の介護ロボット開発・普及の促進に関する事業について
1

１．実施した ２．実施していない（令和４年度実施予定がある） ３．実施していない

2

（１）開発に関する⽀援事業について

千円

千円

千円

千円

対象⼈数
(対象社数)

事業内容

対 象 者

予定

事業内容

開発
⽀援２

開発
⽀援３

事業名

予定

対象⼈数
(対象社数)

予算額

地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」以外に実施している介護ロボット開発・普及の促進に関する
事業を実施していますか。

介護ロボット開発・普及の促進に関する事業の内容等についてお知らせください。
また、管内の区市町村が独⾃に実施している事業についても、把握している範囲でお知らせください。

開発
⽀援1

事業名

予算額

予算額

対 象 者

事業内容

事業名

予定

対象⼈数
(対象社数)

対 象 者

令和４年度

対 象 者

事業内容

事業名

対象⼈数
(対象社数)

予定

開発
⽀援４ 予算額

Ⅳ
．

 令
和

３
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

ロ
ボ

ット
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
施

概
況

に
つ

い
て

20

その
他
の
場
合

種
別
名

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

20
0,
00
0
1/
2

①
リフ
ト

B社
1
台

0
サ
ンプ
ル
ス
テ
ー
シ
ョン

A市
訪
問
介
護

15
0,
00
0
1/
2

⑦
ビジ
ネ
ス
ソ
フト

C社
1
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

導
⼊
機
種
名

メー
カー
名

導
⼊
台
数

令
和
３
年
度
(1
1⽉

末
ま
で
）
に
採
択
され
た
導
⼊
計
画
に
つ
い
て
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
へ
の
導
⼊
実
績
を
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
、導

⼊
機
種
名
、メ
ー
カー
名
、導

⼊
台
数
を
下
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

補
助
額

（
円
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※

※
⽀

援
分

野
は

、①
移

乗
⽀

援
、②

移
動

⽀
援

、③
排

泄
⽀

援
、④

⾒
守

り、
⑤

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、⑥
⼊

浴
⽀

援
、⑦

介
護

業
務

⽀
援

、⑧
W

i-
Fi

⼯
事

、⑨
イ

ン
カ

ム
（

親
機

の
件

数
）

、⑩
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

 の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

載
し

て
くだ

さ
い

。
※

１
計

画
で

複
数

機
器

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
載

して
下

さ
い

。（
計

画
番

号
は

同
⼀

の
番

号
とな

る
よ

う注
意

して
下

さ
い

）
　 

ま
た

、計
画

数
の

合
計

(最
下

⾏
の

計
画

番
号

)は
、調

査
票

Ⅳ
設

問
１

０
に

お
け

る
採

択
件

数
(在

宅
系

サ
ー

ビス
、⼀

定
の

要
件

を
満

た
す

事
業

所
とそ

れ
以

外
の

事
業

所
を

合
算

した
件

数
)と

同
じに

な
る

よ
うに

して
下

さ
い

。
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（２）導⼊に関する⽀援事業について

千円

千円

（３）普及・啓発に関する⽀援事業について

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

実績 実績⾒込み 予定

予算額 千円 予算額 千円

対 象 者 対 象 者 対 象 者

事業内容 事業内容 事業内容

普及・
啓発
⽀援2

事業名 事業名 事業名

実績 実績⾒込み 予定

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

執⾏額 千円

対 象 者 対 象 者 対 象 者

事業内容 事業内容 事業内容

予定

執⾏額 千円 予算額 千円 予算額 千円

令和２年度 令和３年度 令和４年度
普及・
啓発
⽀援1

事業名 事業名 事業名

事業内容

対象⼈数
(対象社数)

対 象 者

対象⼈数
(対象社数)

対 象 者

導⼊
⽀援２

事業名

予算額

予定

令和４年度

導⼊
⽀援1

事業名

事業内容

予算額
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Ⅵ.その他、介護ロボットに関するイベントや会議等の開催状況について
１

１．有
⼈ 社 ２．無

１．有
⼈ 社 ２．無

１．有
⼈ 社 ２．無

１．有
⼈ 社 ２．無

１．有
⼈ 社 ２．無

１．有
⼈ 社 ２．無

２

※厚⽣労働省委託事業における「介護ロボット開発・実証・普及プラットフォーム」にかかる事業は除きます。

① 件 社 件
② 件 社 件

参加施設・事業者数 参加企業数 教育機関・⾃治体など
会議体の名称 事務局 開催頻度 介護現場 開発企業 その他

（団体・組織名） （⽉1回程度など）

⑥

⑤

管内において、介護ロボット等の介護機器の開発に向けた、介護現場と開発企業による意⾒交換の場はありますか。把握してい
る範囲で教えてください。

④

③

令和３年度に管内で開催された（または予定している）介護ロボットの展⽰等を含むイベントの名称等について、把握している
範囲で教えてください。
※厚⽣労働省「福祉⽤具・介護ロボット実⽤化⽀援事業」介護ロボット地域フォーラム2021の開催は除きます。

イベント名称 開催⽇ 開催場所
(市町村) 主催者 来場者 出展者数

運営費に対する
公的資⾦の
投⼊有無

②

①

実績 実績⾒込み 予定

千円

普及・
啓発
⽀援3

事業名 事業名

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

対 象 者

事業内容 事業内容 事業内容

対 象 者 対 象 者

執⾏額 千円 予算額 千円 予算額

事業名（２）導⼊に関する⽀援事業について

千円

千円

（３）普及・啓発に関する⽀援事業について

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

実績 実績⾒込み 予定

予算額 千円 予算額 千円

対 象 者 対 象 者 対 象 者

事業内容 事業内容 事業内容

普及・
啓発
⽀援2

事業名 事業名 事業名

実績 実績⾒込み 予定

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

対象⼈数
(対象社数)

執⾏額 千円

対 象 者 対 象 者 対 象 者

事業内容 事業内容 事業内容

予定

執⾏額 千円 予算額 千円 予算額 千円

令和２年度 令和３年度 令和４年度
普及・
啓発
⽀援1

事業名 事業名 事業名

事業内容

対象⼈数
(対象社数)

対 象 者

対象⼈数
(対象社数)

対 象 者

導⼊
⽀援２

事業名

予算額

予定

令和４年度

導⼊
⽀援1

事業名

事業内容

予算額
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Ⅶ． 地域医療介護総合確保基⾦による令和３年度「介護事業所に対する業務改善⽀援」の実施概況について
1 令和３年度の実施状況

1．実施した 2．実施しなかった
2

①

件 円

②

件 円

③

件 円

④

円
円
円

⽀援内容

介護現場⾰新会議に係る⽀援︓地域のモデル施設の育成
・業務改善に取組むモデル施設を選定し、その取組に必要な⽀援を
実施する
・1事業所あたり対象経費の１／２以内（上限500万円）
介護現場⾰新会議に係る⽀援︓介護業界のイメージ改善、その他
・中⾼⽣等に対する介護職の魅⼒発信等による新規介護⼈材の確保や、介護職員の永年勤続表
彰等の介護⼈材の定着⽀援を実施する
・介護助⼿の活⽤⽀援や外国⼈⼈材の活⽤など、業務改善や⼈材確保に資する⽀援を実施する
・介護業界のイメージ改善及びその他に関する事業を実施するための必要な経費（会場設営費や
有識者への旅費・謝⾦等）

「介護事業所に対す
る業務改善⽀援」事
業を実施しましたか。

ご協⼒いただきありがとうございました。

第三者による⽣産性向上の取組の⽀援
・ガイドラインに基づき、職場環境の改善等に係る⽀援について知
識・経験を有する第三者が、対象となる介護事業所において実地に
よる個別⽀援を実施する。
・1事業所あたり対象経費の１／２以内（上限30万円）
介護現場⾰新会議に係る⽀援︓介護現場⾰新会議の開催
・都道府県⼜は市町村において、管内の介護関係団体や有識者
等と「介護現場⾰新会議」を開催し、地域における介護現場の課
題に即した対応⽅針を策定する
・介護現場⾰新会議の開催に伴う必要な経費（会場借り上げ費
⽤及び委員の旅費・謝⾦）

上記１で「１．実施
した」と回答した場
合、その実績について
教えてください。

補助額件数

実施事業名 補助額
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